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ロゴマークは昭和会の「S」と今給黎の「I」をモチーフに、「S」を表す円と

繋がりは、働く人・総合力・コミュニケーションを意味し、患者様に見立て

た「I」という 1人に対して、積極的に立ち向かう姿勢を表現したものです。

また黄緑は優しさ・温かさ、水色は誠実さ・清潔感をイメージしたものです。



ごあいさつ

代表理事  今給黎 尚典
公益財団法人昭和会　今給黎総合病院

　私達は約１,０００人の従業員、９１人の常勤医で２４時間救急を行っています。
　当直医が専門外の患者さんが搬送された時、オンコール（月に 120 ～ 130 人）で呼び出し救急患者に対し
て病院全体で当たるという方針です。午後６時以降の時間外手術（外傷、帝王切開、急性腹膜炎）を月に２０
～３０件行っています。本年度は救急車２,７５５台、年間手術４,１９７例を行っています。
　地域医療支援病院、国指定の地域がん診療連携拠点病院の認定を頂き、市立病院と共同で鹿児島県地域周
産期母子医療センターを運営しています。
　県下約９００施設からの患者紹介を頂いており、各施設の皆様に厚く御礼申し上げます。
　より良き医療をめざし、チーム医療として、病理、放射線科の医師を含めた各科での合同カンファレンスを
毎週活発に行い、研修医を含め、専門医、指導医の資格を有すべく勉強会を開催しています。
　地域の中隔病院としての責務であろうと考えています。

　当病院は創立７８年を迎えていますが、先代が戦後の昭和２２年、戦災で焼け失せた診療所跡地の４４７坪、
２４床で始めた病院で、４５０床の総合病院となるや本館、別館、クリニックと約２ ,８８０坪余りに分断され
設立されており、患者さんにとって利便性の悪い病院となっています。また、狭隘で耐震性に乏しく、この十
数年病院の建て替えも喫緊の問題となっていました。
　本年、南国殖産を中心に高田病院、当院ら４者で構成された共同事業体の事業提案が選定され、鹿児島交
通局跡地の交渉権を得ました。
　２０２０年の新病院オープンに向けて、更なる急性期に特化した病院を目指し、全職員の総力を挙げて取り
組む覚悟でいます。
　皆様のご理解を頂きますようお願い申し上げます。

　急性期総合病院として鹿児島大学、昭和大学、福岡大学より医師の派遣を頂いています。
　今までご指導ご鞭撻を頂いた各大学の先生方、ご紹介を頂いた全県下の各病院の方々に重ねて御礼を申し
上げたいと存じます。
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会の⌮ᛕ

会のᇶᮏ᪉㔪

会の㐠Ⴀ᪉㔪

ᆅᇦࢇࡀデ⒪㐃ᦠᣐⅬ院

ᆅᇦ་⒪ᨭ院
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පӃ֓ཁ
˔ 病Ӄ概要

˔ তձͷԊֵ

˔ তձͷ৫図

گᴈ૯߹病Ӄͷ現څࠓ ˔

˔ 病Ӄࢪ設概要

˔ 医ݚࢣमࢪ設ࢦఆͷ現状

˔ ॾ੍ͷࢦఆ状گ

˔ ձ ・ٞҕһձ৫図

˔ 医療設備概要



昭和会の理念
 「協力・貢献・向上」

１．全職員の協力体制

２．地域社会への貢献

３．自己研鑽と向上心

昭和会の基本方針
１．質の高い医療の提供を目指し、全職員一致協力して努力します。

２．生命の尊さを認識し、地域社会に貢献します。

３．常に向上心を持って、自己研鑽に励みます。

昭和会の運営方針

１．地域のセンター病院として、最新・最高の医療を提供すべく、高度の医療

機器を充実し、全職員の医学研修を推進する。 そのために、各分野関連

の大学各教室・各研究機関との交流に努め、また夫々の学会参加を助成

する。

２．高度医療機器の公開利用に努め、最新で効率的且つ倫理的医療の充実

を図る。

３．救急医療24時間受け入れ体制の充実。

 当病院全職員(全科オンコール体制)の協力のもとに24時間体制で全県下

・離島の救急患者を積極的に受け入れ救急医療の使命を達成する。

４．21世紀の少子高齢化社会の医療に対応すべく、地域の保健・医療・福祉

施設と密な連携に努め、有効的な医療の提供を図る。

５．地域に開かれた病院を目指し、健康増進活動に積極的に取り組み、活動

の充実・発展を図る。 

地域がん診療連携拠点病院

地域医療支援病院

県へき地医療拠点病院（遠隔医療支援） 洋上救急業務支援協力医療機関

県指定地域周産期母子医療センター 基幹型医師臨床研修病院

理念 基本方針 運営方針

病院概要
● 病院概要

● 昭和会の沿革

● 昭和会の組織図

● 今給黎総合病院の現況

● 病院施設概要

● 医師研修施設指定の現状

● 諸制度の指定状況

● 会議・委員会組織図

● 医療設備概要
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（平成28年3月現在）
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�院ᴫせ �院ᴫせ

和13年 7月 現在地に今給㯪医院開設 ە

�24床�和22年 11月 今給㯪病院開設 ە

�41床�和30年  2月 㕲➽コンクリート2㝵ᘓ 病Ჷቑ⠏ ە

和32年  6月 65床ㄆྍ ە

和35年  2月 看護婦ᑅ新⠏ ە

和35年  5月 80床ㄆྍ ە

和32年  7月 医師ఫ宅新⠏ ە

�120床�和39年  5月 「医療法人和会」設立 ە

和39年  7月 救急࿌♧病院指定 ە

和40年 7月 民法第34᮲による「㈈ᅋ法人和会」設立 ە

和42年 1月 160床ㄆྍ ە

和44年  4月 㕲➽コンクリート3㝵ᘓ病院新⠏ ە

和44年  8月 㕲➽㸳㝵ᘓ第㸯看護婦ᑅ・㸲㝵ᘓ医師ఫ宅㸰Ჷ新⠏ ە

和45年  10月 220床ㄆྍ ە

和47年  10月 㕲➽㸳㝵ᘓ職員ఫ宅（㸰㸮ୡᖏ）新⠏ ە

和50年  12月 㕲➽コンクリート㸰㝵ᘓ第㸱ዪ子ᑅ・院内託児ᡤ新⠏ ە

�300床�和53年  10月 㕲➽コンクリート7㝵ᘓ本館新⠏ ە

和54年  3月 325床ㄆྍ ە

和54年  8月 㕲➽コンクリート㸲㝵ᘓ第㸰ዪ子ᑅ新⠏ ە

和58年  2月 医師ఫ宅㸲㝵ᘓ新⠏ ە

和62年  1月 第㸲看護婦ᑅ㸱㝵ᘓ新⠏ ە

和62年  9月 別館4㝵ᘓ新⠏ ە

   本館・別館の連絡路として地下道�ᕵ3P�成

和63年  1月 450床ㄆྍ、本館全㠃改、総合医療ྛ診療科整ഛ ە

和63年  8月 第㸳看護婦ᑅ㸲㝵ᘓ新⠏、⏨子⊂㌟ᑅ㸰㝵ᘓ新⠏ ە

平成ඖ年  1月 医師研修等㸱㝵ᘓ新⠏ ە

平成9年  9月 外᮶患者専用⮬動管理式㥔㌴ሙ成 ە

平成10年  3月 医局Ჷ3㝵ᘓ新⠏ ە

一⯡病院種別%�ྲྀᚓ�㈈�日本医療機能評౯機ᵓ「ㄆ定証」� 平成13年  3月 ە

3㝵ᘓ�、研修Ჷとして㉎ධ�平成14年  1月 民㛫ビル ە

平成15年  10月 「基幹ᆺ臨床研修病院」　指定 ە

�診療㘓の電子化開ጞ� ック開院ࢽ平成17年  5月 和会クリ ە

�外᮶診療㘓の電子化開ጞ�平成17年  12月 今給㯪総合病院 ە

平成18年  8月 歯科・歯科ཱྀ⭍外科開設 ە

�✌働開ጞ�アックᲷ㐀⠏ࢽ平成19年  10月 リ ە

平成21年  12月 「公┈㈈ᅋ法人和会」へ法人名⛠ኚ᭦ ە

�ධ院診療㘓の電子化開ጞ�平成22年  2月 今給㯪総合病院 ە

平成24年  4月 厚労省「地域がん診療連携拠点病院」指定 ە

平成25年  3月 地域医療支援病院ㄆ定 ە

তձͷԊֵ

人 事 課

総 務  ⏬ 課

⤒ 理 課

医療情報管理課

用 度 課

⤒ 営  ⏬ ᐊ

和会 事務局

代表理事

公┈㈈ᅋ法人和会理事会 評議員会

事務局長

診療支援部長診療支援部門

看護部長看 護 部

院　長

今給㯪総合病院 ᒃ宅介護支援事業和会クリࢽック

院　長

院長

院長

診療部長診 療 部 門

4Cセンター

薬 剤 部

中央臨床検査部

リハビリテーション部

歯科ཱྀ⭍外科

診療補助部

中央放射線部

医療安全管理課

褥瘡管理課

緩和医療課

感染管理課

施 設 課内 科

血 液 内 科

⢾ᒀ病内科

消化器内科

ᚠ⎔器内科

呼吸器内科

⚄ ⤒ 内 科

外 科

呼吸器外科

整 ᙧ 外 科

リハビリテーション科

ᙧ 成 外 科

⬻⚄⤒外科

産 婦 人 科

新生児内科

小 児 科

Ἢ ᒀ 器 科

║ 科

Ẽ管食道・⪥㰯いんこ࠺科

⓶  科

㯞 㓉 科

放射線診᩿科

放射線治療科

緩 和 医 療 科

救 急 科

病理診᩿科

在宅診療科

歯 科

歯科ཱྀ⭍外科

内 科

⢾ᒀ病内科

⚄ ⤒ 内 科

呼吸器内科

小 児 科

整 ᙧ 外 科

ᙧ 成 外 科

⬻⚄⤒外科

⓶  科

新生児内科

Ẽ管食道・⪥㰯いんこ࠺科

放 射 線 科

歯 科

歯科ཱྀ⭍外科

病理診᩿科

診療部長

事務長

診 療 部 門

診療支援部長診療支援部門

看 護 部

医 事 部

技工士･衛生士

ナースアシスタント

がん相談支援センター

薬 剤 部

病 理 部

中央臨床検査部

診療情報管理部

リハビリテーション部

診療補助部

中央放射線部

臨床工学部

栄養管理部

在宅医療部

栄養サポート課

退院調整支援

医 療 連 携 相 談 支 援

患者サポートチーム

緩 和 ケ ア チ ー ム

医 事 部
 看 護 部 長
人 事 管 理
看護教育ᢸᙜ

 看 護 部 長
看護業務ᢸᙜ
退院調整支援ᢸᙜ

新生児特定集中治療ᐊ
退院調整看護師

㸰 東

㸰 西

NICU･GCU

㸱 東

㸱 中 央

㸱 西

㸲 西

外 ᮶

㸰 

㸰 南

㸱 

㸲 

I C U

手 術 ᐊ

サプライ

 看 護 部 長
労務管理ᢸᙜ
患者サポートᢸᙜ

専 ௵ 看 護 師

平成28年3月31日現在

তձͷ৫ਤ
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和47年  10月 㕲➽㸳㝵ᘓ職員ఫ宅（㸰㸮ୡᖏ）新⠏ ە

和50年  12月 㕲➽コンクリート㸰㝵ᘓ第㸱ዪ子ᑅ・院内託児ᡤ新⠏ ە

�300床�和53年  10月 㕲➽コンクリート7㝵ᘓ本館新⠏ ە

和54年  3月 325床ㄆྍ ە

和54年  8月 㕲➽コンクリート㸲㝵ᘓ第㸰ዪ子ᑅ新⠏ ە

和58年  2月 医師ఫ宅㸲㝵ᘓ新⠏ ە

和62年  1月 第㸲看護婦ᑅ㸱㝵ᘓ新⠏ ە

和62年  9月 別館4㝵ᘓ新⠏ ە

   本館・別館の連絡路として地下道�ᕵ3P�成

和63年  1月 450床ㄆྍ、本館全㠃改、総合医療ྛ診療科整ഛ ە

和63年  8月 第㸳看護婦ᑅ㸲㝵ᘓ新⠏、⏨子⊂㌟ᑅ㸰㝵ᘓ新⠏ ە

平成ඖ年  1月 医師研修等㸱㝵ᘓ新⠏ ە

平成9年  9月 外᮶患者専用⮬動管理式㥔㌴ሙ成 ە

平成10年  3月 医局Ჷ3㝵ᘓ新⠏ ە

一⯡病院種別%�ྲྀᚓ�㈈�日本医療機能評౯機ᵓ「ㄆ定証」� 平成13年  3月 ە

3㝵ᘓ�、研修Ჷとして㉎ධ�平成14年  1月 民㛫ビル ە

平成15年  10月 「基幹ᆺ臨床研修病院」　指定 ە

�診療㘓の電子化開ጞ� ック開院ࢽ平成17年  5月 和会クリ ە

�外᮶診療㘓の電子化開ጞ�平成17年  12月 今給㯪総合病院 ە

平成18年  8月 歯科・歯科ཱྀ⭍外科開設 ە

�✌働開ጞ�アックᲷ㐀⠏ࢽ平成19年  10月 リ ە

平成21年  12月 「公┈㈈ᅋ法人和会」へ法人名⛠ኚ᭦ ە

�ධ院診療㘓の電子化開ጞ�平成22年  2月 今給㯪総合病院 ە

平成24年  4月 厚労省「地域がん診療連携拠点病院」指定 ە

平成25年  3月 地域医療支援病院ㄆ定 ە

তձͷԊֵ

人 事 課

総 務  ⏬ 課

⤒ 理 課

医療情報管理課

用 度 課

⤒ 営  ⏬ ᐊ

和会 事務局

代表理事

公┈㈈ᅋ法人和会理事会 評議員会

事務局長

診療支援部長診療支援部門

看護部長看 護 部

院　長

今給㯪総合病院 ᒃ宅介護支援事業和会クリࢽック

院　長

院長

院長

診療部長診 療 部 門

4Cセンター

薬 剤 部

中央臨床検査部

リハビリテーション部

歯科ཱྀ⭍外科

診療補助部

中央放射線部

医療安全管理課

褥瘡管理課

緩和医療課

感染管理課

施 設 課内 科

血 液 内 科

⢾ᒀ病内科

消化器内科

ᚠ⎔器内科

呼吸器内科

⚄ ⤒ 内 科

外 科

呼吸器外科

整 ᙧ 外 科

リハビリテーション科

ᙧ 成 外 科

⬻⚄⤒外科

産 婦 人 科

新生児内科

小 児 科

Ἢ ᒀ 器 科

║ 科

Ẽ管食道・⪥㰯いんこ࠺科

⓶  科

㯞 㓉 科

放射線診᩿科

放射線治療科

緩 和 医 療 科

救 急 科

病理診᩿科

在宅診療科

歯 科

歯科ཱྀ⭍外科

内 科

⢾ᒀ病内科

⚄ ⤒ 内 科

呼吸器内科

小 児 科

整 ᙧ 外 科

ᙧ 成 外 科

⬻⚄⤒外科

⓶  科

新生児内科

Ẽ管食道・⪥㰯いんこ࠺科

放 射 線 科

歯 科

歯科ཱྀ⭍外科

病理診᩿科

診療部長

事務長

診 療 部 門

診療支援部長診療支援部門

看 護 部

医 事 部

技工士･衛生士

ナースアシスタント

がん相談支援センター

薬 剤 部

病 理 部

中央臨床検査部

診療情報管理部

リハビリテーション部

診療補助部

中央放射線部

臨床工学部

栄養管理部

在宅医療部

栄養サポート課

退院調整支援

医 療 連 携 相 談 支 援

患者サポートチーム

緩 和 ケ ア チ ー ム

医 事 部
 看 護 部 長
人 事 管 理
看護教育ᢸᙜ

 看 護 部 長
看護業務ᢸᙜ
退院調整支援ᢸᙜ

新生児特定集中治療ᐊ
退院調整看護師

㸰 東

㸰 西

NICU･GCU

㸱 東

㸱 中 央

㸱 西

㸲 西

外 ᮶

㸰 

㸰 南

㸱 

㸲 

I C U

手 術 ᐊ

サプライ

 看 護 部 長
労務管理ᢸᙜ
患者サポートᢸᙜ

専 ௵ 看 護 師

平成28年3月31日現在

তձͷ৫ਤ
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ಖ⫱ᅬ

(1) ᶆᴶ科┠（27 診療科） 

 内科 , ⢾ᒀ病内科 , 血液内科 , ⚄⤒内科㸪呼

吸器内科㸪消化器内科㸪ᚠ⎔器内科㸪小児科㸪

外科（肝臓･消化器･乳⭢･内分Ἢ･小児･⫠

門）㸪整ᙧ外科㸪ᙧ成外科㸪⬻⚄⤒外科㸪呼吸器

外科㸪⓶科㸪Ἢᒀ器科㸪産婦人科㸪新生児内

科㸪║科㸪Ẽ管食道･⪥㰯いんこ࠺科㸪リハビ

リテーション科㸪放射線診᩿科㸪放射線治療

科㸪 歯科㸪歯科ཱྀ⭍外科㸪㯞㓉科㸪救急科㸪 病

理診᩿科

12

2

18

19

7

12

10

1

13

10

11

10

9

134

19

19

61

43

37

37

31

8

45

43

33

50

24

450

産婦人科

新生児内科

外科,消内,ᙧ成

呼内,呼外,緩医

ᚠ内,⢾内,整ᙧ

⬻外,Ἢᒀ

║科,ᙧ成

外科,㯞㓉科

放射線科,総内

⚄⤒内科,⓶科

整ᙧ外科

整ᙧ外科

小児科,歯科ཱྀ⭍外科
Ẽ管食道･⪥㰯いんこ࠺科

研 修 Ჷ

医師研修等

第 1 ዪ 子 ᑅ

第 2 ࠌ

第 3 ࠌ

第 4 ࠌ

第 5 ࠌ

⏨ 子 ᑅ

保 育 園

 156.6

 224�2

 616.8

 987�8

 1,000�2

 286�6

 200�6

 1,582�0

�第3ᑅと
同ᩜ地）

 280�1

 523�9

 1,329�7

 2,243�0

 521�2

 535.8

 409.9

 433.5

 157�1

 179�0

 2,632�5

 81,642�0

H28�3�31 現在

 な 診 療 科

گݱᴈ૯߹පӃͷڅࠓ

H28�3�31 現在

ɾձٞࣨɾԹྍ๏ࣨɾऀױਤॻࣨ
ɾؾߴѹࢎૉࣨྍ࣏ɾྟচֶ෦ɾཧࣄࣨ

ɾපཧ෦ɾޢ෦ࣨɾޠݴௌ֮ࣨɾࣨ
ɾප౩ʢ؟ɺܗʣɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ʣ
ɾපচཧ෦

ɾප౩ʢݺɺݺ֎ɺ؇ҩɺ॥ɺɺɺ֎ɺൻʣ
ɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ɺ�'தɺ�'౦ʣ

ɾප౩ʢখɺؾŋࣖɺޱࣃ֎ʣ
ɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ʣ
ɾප౩ʢʣ
ɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ɺ�'ೆʣ

ɾප౩ʢ์ɺ૯ɺਆɺൽʣ
ɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ɺ�'ೆʣ

ɾதԝྟচࠪݕ෦ɾϦχΞοΫηϯλʔ
ɾੜཧࠪݕ ʢࣨ৺Τίʔŋɾిےਤʣ
ɾӫཆཧࣨɾௐཧࣨɾཋ

ɾٛߨ ʢࣨେϗʔϧʣ
ɾػ܇࿅ ʢࣨཧֶŋۀ࡞ɾޠݴʣ
ɾϋʔόʔυλϯΫࣨ
ɾચ୕ࣨɾϦϋϏϦςʔγϣϯ෦

ɾڸࢧؾ४උࣨ
ɾපཧղࣨɾྶ҆ࣨ

ɾප౩ʢ්࢈ɺप࢈ࢠɺ֎ɺফɺܗʣ
ɾ�φʔεεςʔγϣϯʢ�'ɺ�'౦ɺ/*$6ŋ($6ʣ
ɾༀࡎ෦ༀࡎཧࣨ

ɾ์ࣹઢՊ֎དྷࣨɾதԝ์ࣹઢ෦
ɾը૾அࣨɾྍใཧ෦
ɾதԝࢹηϯλʔɾࣗՈൃిஔࣨ
ɾߴѹมిࣨɾۭௐػցࣨɾചళ

ɾલཱથγʔυࣨ

ɾ૯߹Ҋɾऀױαϙʔτ૬ஊࣨ
ɾ૯߹डɾༀࡎ෦ɾҩࣄ෦
ɾࣨٸٹɾ૯߹ॲஔࣨɾ֎དྷԽֶྍ๏ࣨ
ɾ֤Պ֎དྷྍࣨɾༀใࣨ
ɾڸࢹ ʢࣨফԽثʣɾ͕Μ૬ஊࢧԉηϯλʔ
ɾ֎དྷࣨࠪݕɾ৺ిਤࣨɾӫཆ૬ஊࣨ
ɾ৽ೖӃ༷ऀױ߹ࣨɾՈ߇ ʢ̞̘ࣨ ̪ŋखज़ʣ

ɾதԝखज़ࣨ̒ ʢࣨखज़̔ʣ

ΧϯϑΝϨϯεϧʔϜɾҩɹہ

ҩ ہ ɾ Ӄ  ࣨ

ҩ ہ ɾ   ࣨ

ҩྍ૬ஊࣨɾҬҩྍ࿈ࣨܞɾײછཧ՝
ҩྍ҆શཧ՝ɾ᧘ᚃཧ՝ɾ؇ҩྍ՝

ࣨ߇ࢣޢҩྍ෦ɾࡏ

ެӹஂࡒ๏ਓতձɹࣄہ

ɹमɹࣨݚ

ɹमɹࣨݚ

ςφϯτ

ɾ̞ ̘̪ ʢࣨ̔চʣɾαϓϥΠηϯλʔ

පӃࢪ設概要
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ಖ⫱ᅬ

(1) ᶆᴶ科┠（27 診療科） 

 内科 , ⢾ᒀ病内科 , 血液内科 , ⚄⤒内科㸪呼

吸器内科㸪消化器内科㸪ᚠ⎔器内科㸪小児科㸪

外科（肝臓･消化器･乳⭢･内分Ἢ･小児･⫠

門）㸪整ᙧ外科㸪ᙧ成外科㸪⬻⚄⤒外科㸪呼吸器

外科㸪⓶科㸪Ἢᒀ器科㸪産婦人科㸪新生児内

科㸪║科㸪Ẽ管食道･⪥㰯いんこ࠺科㸪リハビ

リテーション科㸪放射線診᩿科㸪放射線治療

科㸪 歯科㸪歯科ཱྀ⭍外科㸪㯞㓉科㸪救急科㸪 病

理診᩿科

12

2

18

19

7

12

10

1

13

10

11

10

9

134

19

19

61

43

37

37

31

8

45

43

33

50

24

450

産婦人科

新生児内科

外科,消内,ᙧ成

呼内,呼外,緩医

ᚠ内,⢾内,整ᙧ

⬻外,Ἢᒀ

║科,ᙧ成

外科,㯞㓉科

放射線科,総内

⚄⤒内科,⓶科

整ᙧ外科

整ᙧ外科

小児科,歯科ཱྀ⭍外科
Ẽ管食道･⪥㰯いんこ࠺科

研 修 Ჷ

医師研修等

第 1 ዪ 子 ᑅ

第 2 ࠌ

第 3 ࠌ

第 4 ࠌ

第 5 ࠌ

⏨ 子 ᑅ

保 育 園

 156.6

 224�2

 616.8

 987�8

 1,000�2

 286�6

 200�6

 1,582�0

�第3ᑅと
同ᩜ地）

 280�1

 523�9

 1,329�7

 2,243�0

 521�2

 535.8

 409.9

 433.5

 157�1

 179�0

 2,632�5

 81,642�0

H28�3�31 現在

 な 診 療 科

گݱᴈ૯߹පӃͷڅࠓ

H28�3�31 現在

ɾձٞࣨɾԹྍ๏ࣨɾऀױਤॻࣨ
ɾؾߴѹࢎૉࣨྍ࣏ɾྟচֶ෦ɾཧࣄࣨ

ɾපཧ෦ɾޢ෦ࣨɾޠݴௌ֮ࣨɾࣨ
ɾප౩ʢ؟ɺܗʣɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ʣ
ɾපচཧ෦

ɾප౩ʢݺɺݺ֎ɺ؇ҩɺ॥ɺɺɺ֎ɺൻʣ
ɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ɺ�'தɺ�'౦ʣ

ɾප౩ʢখɺؾŋࣖɺޱࣃ֎ʣ
ɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ʣ
ɾප౩ʢʣ
ɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ɺ�'ೆʣ

ɾප౩ʢ์ɺ૯ɺਆɺൽʣ
ɾφʔεεςʔγϣϯʢ�'ɺ�'ೆʣ

ɾதԝྟচࠪݕ෦ɾϦχΞοΫηϯλʔ
ɾੜཧࠪݕ ʢࣨ৺Τίʔŋɾిےਤʣ
ɾӫཆཧࣨɾௐཧࣨɾཋ

ɾٛߨ ʢࣨେϗʔϧʣ
ɾػ܇࿅ ʢࣨཧֶŋۀ࡞ɾޠݴʣ
ɾϋʔόʔυλϯΫࣨ
ɾચ୕ࣨɾϦϋϏϦςʔγϣϯ෦

ɾڸࢧؾ४උࣨ
ɾපཧղࣨɾྶ҆ࣨ

ɾප౩ʢ්࢈ɺप࢈ࢠɺ֎ɺফɺܗʣ
ɾ�φʔεεςʔγϣϯʢ�'ɺ�'౦ɺ/*$6ŋ($6ʣ
ɾༀࡎ෦ༀࡎཧࣨ

ɾ์ࣹઢՊ֎དྷࣨɾதԝ์ࣹઢ෦
ɾը૾அࣨɾྍใཧ෦
ɾதԝࢹηϯλʔɾࣗՈൃిஔࣨ
ɾߴѹมిࣨɾۭௐػցࣨɾചళ

ɾલཱથγʔυࣨ

ɾ૯߹Ҋɾऀױαϙʔτ૬ஊࣨ
ɾ૯߹डɾༀࡎ෦ɾҩࣄ෦
ɾࣨٸٹɾ૯߹ॲஔࣨɾ֎དྷԽֶྍ๏ࣨ
ɾ֤Պ֎དྷྍࣨɾༀใࣨ
ɾڸࢹ ʢࣨফԽثʣɾ͕Μ૬ஊࢧԉηϯλʔ
ɾ֎དྷࣨࠪݕɾ৺ిਤࣨɾӫཆ૬ஊࣨ
ɾ৽ೖӃ༷ऀױ߹ࣨɾՈ߇ ʢ̞̘ࣨ ̪ŋखज़ʣ

ɾதԝखज़ࣨ̒ ʢࣨखज़̔ʣ

ΧϯϑΝϨϯεϧʔϜɾҩɹہ

ҩ ہ ɾ Ӄ  ࣨ

ҩ ہ ɾ   ࣨ

ҩྍ૬ஊࣨɾҬҩྍ࿈ࣨܞɾײછཧ՝
ҩྍ҆શཧ՝ɾ᧘ᚃཧ՝ɾ؇ҩྍ՝

ࣨ߇ࢣޢҩྍ෦ɾࡏ

ެӹஂࡒ๏ਓতձɹࣄہ

ɹमɹࣨݚ

ɹमɹࣨݚ

ςφϯτ

ɾ̞ ̘̪ ʢࣨ̔চʣɾαϓϥΠηϯλʔ

පӃࢪ設概要
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S58� 4� 11 日本整ᙧ外科学会･専門医研修施設
S63� 1� 1 日本Ἢᒀ器科学会･専門医教育施設
S63� 9� 1 日本║科学会･専門医研修施設
H2� 5� 18 日本㯞㓉科学会･㯞㓉科ᶆᴶ研修施設
H2� 12� 19 日本内科学会･ㄆ定医教育関連病院
H3� 4� 1 日本医学放射線学会･専門医修⦎機関
H3� 4� 1 日本⪥㰯ဗႃ科学会･専門医研修施設
H4� 7� 13 日本⬻⚄⤒外科学会･専門医指定カ⦎ሙᡤ
H7� 3� 22 日本ᙧ成外科学会･ㄆ定医研修施設
H7� 5� 10 日本呼吸器外科学会･専門医ㄆ定制度施設
H7� 11� 21 日本外科学会･専門医制度修⦎施設
H8� 4� 1 日本病理学会･ㄆ定病理制度Ⓩ㘓施設
H13. 7. 30 日本⬚部外科学会･ㄆ定医ㄆ定制度関連施設
H14� 4� 1 日本⓶科学会･専門医研修施設
H15� 4� 1 日本⚄⤒学会･専門医制度教育関連施設
H15� 4� 1 日本臨床⣽⬊学会･ㄆ定施設
H16� 4� 1 日本࿘産ᮇ新生児医学会･࿘産ᮇ�新生児�
   専門医ᬻ定研修施設
H17� 2� 11 日本⬻卒中学会 専門医研修教育施設
H17� 12� 1 日本消化器内視㙾学会･専門医指導施設
H18� 4� 1 日本࿘産ᮇ･新生児医学会 ࿘産ᮇ�母⫾･
   ⫾児�専門医ᬻ定研修施設
H19� 10� 24 日本放射線⭘⒆学会 ㄆ定施設
H19� 11� 1 日本がん治療ㄆ定医機ᵓ ㄆ定研修施設
H20� 4� 1 呼吸器外科専門医合同委員会･基幹施設
H20� 4� 1 日本Ἢᒀ器科学会･基幹教育施設
H20� 12� 20 日本呼吸器学会･専門医制度関連施設
H21� 4� 1 日本集中治療医学会･専門医研修施設
H21� 4� 1 日本血液学会･ㄆ定研修施設
H21� 10� 1 日本産婦人科学会･専門医制度卒後臨床研
   修指導施設
H21� 10� 1 日本ཱྀ⭍外科学会･専門医制度研修施設
H22� 1� 1 日本救急医学会･専門医指定施設
H23� 1� 1 日本消化器外科学会･専門医研修施設
H23� 7� 1 日本⫹道学会･指導医制度指導施設
H24� 1� 1 日本消化器病学会･専門医制度ㄆ定施設）
H25� 1� 13 日本手外科学会研修施設
H26� 1� 1 日本I9R学会専門医修⦎施設
H27� 11� 1 日本消化器学会 ⫶腸科指導施設
H28. 1. 1 日本呼吸器内視㙾学会Ẽ管支㙾関連ㄆ定施設

のの施設ㄆ定ࡑ
H16� 8� 1 マンࣔグラフィ検診⢭度管理中央委員会
   ㄆ定施設
H17 4� 1 日本栄養療法推進協議会NST✌動施設
H17� 11� 1 日本㟼⬦⤒腸栄養学会NST✌動施設
H23� 2� 17 日本㟼⬦⤒腸栄養学会NST専門療法士ྲྀᚓ
   実施修⦎施設
H23. 4. 1 日本臨床衛生検査技師会･⢭度管理保証施設

㹆28�3現在

種法によるᙜ院のྲྀᢅ指定状ἣྛ　ە

1� 保㝤医療機関
2� 国民健ᗣ保㝤医療ྲྀᢅ機関
3� 労⅏保㝤指定病院
4� 労⅏保㝤二ḟ健診等給付病院
5� 生活保護法指定病院
6� 介護保㝤法「ᒃ宅介護支援事業ᡤ」指定病院
7� 生活保護法「ᒃ宅介護支援事業ᡤ」指定病院
8� 㞀ᐖ者⮬立支援法「᭦生医療」「育成医療」指定

病院（整ᙧ外科・ᙧ成外科・⪥㰯ဗႃ科・腎臓・
ච・ཱྀ⭍に関する医療）

9� 㞀ᐖ者⮬立支援法「⢭⚄通院医療」指定病院
 （⚄⤒内科に関する医療）
10�感染症法（第37᮲の2）指定病院
11�原子⇿ᙎ⿕⇿者医療法一⯡疾病医療ྲྀᢅ病院
12�母体保護法指定病院「不ዷ手術」
13�特定疾患治療研究事業に係る医療指定病院
14�小児慢性特定疾患治療研究事業に係る医療指定病

院
15�ඛ天性血液จᅛᅉ子㞀ᐖ等治療研究事業に係る医

療指定病院
16�母子保健法指定病院「養育医療」
17�ฟධ国管理及び㞴民ㄆ定法指定病院
18�救急࿌♧病院

 九州厚生局によるᙜ院のチㄆྍ事㡯　ە

 基本診療ᩱの施設基‽等ۑ　

一⯡病Ჷධ院基本ᩱ�7対1� 
総合ධ院体制加⟬
臨床研修病院ධ院診療加⟬（基幹ᆺ）
救急医療管理加⟬
㉸急性ᮇ⬻卒中加⟬
ዷ産婦⥭急ᦙ㏦ධ院加⟬ 
診療㘓管理体制加⟬ 
医師事務స業補助体制加⟬25:1 
急性ᮇ看護補助体制加⟬25:1 
急性ᮇ看護補助体制加⟬のὀ3にᥖࡆる看護職員ኪ
㛫㓄⨨加⟬
重症者等療養⎔ቃ特別加⟬
緩和ケア診療加⟬
がん診療連携拠点病院加⟬  　　　      
医療安全対策加⟬                    
感染防止対策加⟬1　　　　　　
感染防止対策地域連携加⟬　
褥瘡ハイリスク患者ケア加⟬　　　
ハイリスク分ፔ管理加⟬
ハイリスクዷፎ管理加⟬
退院調整加⟬
救急ᦙ㏦患者地域連携⤂介加⟬
救急ᦙ㏦患者地域連携ཷධ加⟬
呼吸ケアチーム加⟬
データᥦฟ加⟬2 
特定集中治療ᐊ管理ᩱ4
新生児特定集中治療ᐊ管理ᩱ1
新生児治療回ᐊධ院医療管理ᩱ
小児ධ院医療管理ᩱ5
患者サポート体制実加⟬
栄養サポートチーム加⟬
新生児特定集中治療ᐊ退院調整加⟬
回ᮇリハビリテーションධ院ᩱ3

特ᥖ診療ᩱの施設基‽等ۑ　

がん性⑊③緩和指導管理ᩱ  
がん患者指導管理ᩱ1,2,3
外᮶緩和ケア管理ᩱ   
院内トリアージ実施ᩱ 
ኪ㛫ఇ日救急ᦙ㏦医学管理ᩱ 
外᮶リハビリテーション診療ᩱ 
外᮶放射線↷射診療ᩱ
 コチン౫Ꮡ管理ᩱࢽ
開放ᆺ病院共同指導ᩱ
地域連携診療ィ⏬管理ᩱ
がん治療連携ィ⏬策定ᩱ 
がん治療連携管理ᩱ　　　　　　　 
薬剤管理指導ᩱ 
医療機器安全管理ᩱ1,2 
在宅ゼၥ看護・指導ᩱ
ᣢ⥆血⢾ 定器加⟬
㹆㹎㹔᰾㓟ᅛ定検査  
検体検査管理加⟬（ϫ）
㛫内Ṍ行ヨ㦂
⓶下連⥆式グルコース 定　　　　　  
⚄⤒学的検査
㹁㹒㏱視下Ẽ管支㙾検査加⟬         
⏬ീ診᩿管理加⟬1　　　　　　　　 
⏬ീ診᩿管理加⟬2　　　　　　   　
CTᙳ及びMRIᙳ　　　　　　  　
ෙ動⬦CTᙳ加⟬ 
放射線治療専௵加⟬ 
高エネルࢠー放射線治療
1回線量ቑ加加⟬
病理診᩿管理加⟬1 
大腸CTᙳ加⟬
ᢠᝏ性⭘⒆剤ฎ᪉管理加⟬
外᮶化学療法加⟬1
↓菌〇剤ฎ理ᩱ
⬻血管疾患等リハビリテーションᩱ（Ϩ）
運動器リハビリテーションᩱ�Ϩ�
呼吸器リハビリテーションᩱ�Ϩ�
がん患者リハビリテーションᩱ
⤌⧊ᣑᙇ器による再ᘓ手術
乳がんセンチネルリンパ節加⟬1
⥳内㞀手術
⥙⭷再ᘓ術
⭡⭍㙾下肝ษ㝖術
⭡⭍㙾下⮅体ᑿ部⭘⒆ษ㝖術
⭡⭍㙾下⭤⬔ᝏ性⭘⒆手術
⭡⭍㙾下๓立⭢ᝏ性⭘⒆手術
ースメーカー交換術࣌ースメーカー⛣᳜術及び࣌
医科点ᩘ表第2❶第10部手術の通๎5及び6にᥭࡆる
手術
医科点ᩘ表第2❶第10部手術の通๎の16にᥖࡆる手術
⫶⒦㐀設嚥下機能評౯加⟬
㍺血管理ᩱϨ
㍺血㐺ṇ使用加⟬
人工⫠門・人工⭤⬔㐀設術๓ฎ⨨加⟬
㯞㓉管理ᩱ（Ϩ）
外᮶放射線治療加⟬
┤線加㏿器による定放射線治療

ののྲྀᢅ指定状ἣࡑە

H15.10 基幹ᆺ臨床研修病院
H20�4�1 厚生労働省 㹂㹎㹁対象病院
H20�9�1 県指定 かごしま子育て応援業
H20�10�1 産科医療補ൾ制度加ධ医療機関
H20�11�26 県ዪ性医師職研修事業指定病院
H21�3�27 県指定 地域࿘産ᮇ母子医療センター
H21�10�1 県消防・防⅏࣊リコプター救患ᦙ㏦医師ᦚ

システム㍯␒病院
H24.4.1 厚生労働省指定 地域がん診療連携拠点病院
H24�4�11 歯科医師臨床研修病院（協ຊᆺ）
H24�6�7 県エイズ治療拠点病院
H25�3�22 県指定 地域医療支援病院

 ・洋上救急業務支援協ຊ医療機関
 ・厚生労働省　医薬ရ･医療器ල安全性情報協ຊ施設
・県⬻卒中情報システム推進事業の

情報ᥦ౪協ຊ医療機関
・県町ᮧ会指定㞳島⥭急医療対策支援協ຊ医療機関
・県へき地医療拠点病院（㐲㝸医療支援）
・県重症㞴病医療協ຊ病院（▷ᮇධᡤ施設）
・③㢼治療協ຊ医療機関
・鹿児島市高規᱁救急㌴指♧病院
・県救急・⅏ᐖ医療情報システムⓏ㘓病院
・県広域⅏ᐖ医療情報システム（(MIS）Ⓩ㘓病院
・市指定 にこにこ子育て応援隊ㄆ定業
・県地域࿘産ᮇ医療支援病院
・ྛ種健診（検診）・予防᥋種等ཷ託医療機関
  　　

㹆28�3現在

医ݚࢣमࢪ設ࢦఆͷݱঢ় ॾ੍ͷࢦఆঢ়گ
種法によるᙜ院のྲྀᢅ指定状ἣྛ　ە

1� 保㝤医療機関
2� 国民健ᗣ保㝤医療ྲྀᢅ機関
3� 労⅏保㝤指定病院
4� 労⅏保㝤二ḟ健診等給付病院
5� 生活保護法指定病院
6� 介護保㝤法「ᒃ宅介護支援事業ᡤ」指定病院
7� 生活保護法「ᒃ宅介護支援事業ᡤ」指定病院
8� 㞀ᐖ者⮬立支援法「᭦生医療」「育成医療」指定

病院（整ᙧ外科・ᙧ成外科・⪥㰯ဗႃ科・腎臓・
ච・ཱྀ⭍に関する医療）

9� 㞀ᐖ者⮬立支援法「⢭⚄通院医療」指定病院
 （⚄⤒内科に関する医療）
10�感染症法（第37᮲の2）指定病院
11�原子⇿ᙎ⿕⇿者医療法一⯡疾病医療ྲྀᢅ病院
12�母体保護法指定病院「不ዷ手術」
13�特定疾患治療研究事業に係る医療指定病院
14�小児慢性特定疾患治療研究事業に係る医療指定病

院
15�ඛ天性血液จᅛᅉ子㞀ᐖ等治療研究事業に係る医

療指定病院
16�母子保健法指定病院「養育医療」
17�ฟධ国管理及び㞴民ㄆ定法指定病院
18�救急࿌♧病院

 九州厚生局によるᙜ院のチㄆྍ事㡯　ە

 基本診療ᩱの施設基‽等ۑ　

一⯡病Ჷධ院基本ᩱ�7対1� 
総合ධ院体制加⟬
臨床研修病院ධ院診療加⟬（基幹ᆺ）
救急医療管理加⟬
㉸急性ᮇ⬻卒中加⟬
ዷ産婦⥭急ᦙ㏦ධ院加⟬ 
診療㘓管理体制加⟬ 
医師事務స業補助体制加⟬25:1 
急性ᮇ看護補助体制加⟬25:1 
急性ᮇ看護補助体制加⟬のὀ3にᥖࡆる看護職員ኪ
㛫㓄⨨加⟬
重症者等療養⎔ቃ特別加⟬
緩和ケア診療加⟬
がん診療連携拠点病院加⟬  　　　      
医療安全対策加⟬                    
感染防止対策加⟬1　　　　　　
感染防止対策地域連携加⟬　
褥瘡ハイリスク患者ケア加⟬　　　
ハイリスク分ፔ管理加⟬
ハイリスクዷፎ管理加⟬
退院調整加⟬
救急ᦙ㏦患者地域連携⤂介加⟬
救急ᦙ㏦患者地域連携ཷධ加⟬
呼吸ケアチーム加⟬
データᥦฟ加⟬2 
特定集中治療ᐊ管理ᩱ4
新生児特定集中治療ᐊ管理ᩱ1
新生児治療回ᐊධ院医療管理ᩱ
小児ධ院医療管理ᩱ5
患者サポート体制実加⟬
栄養サポートチーム加⟬
新生児特定集中治療ᐊ退院調整加⟬
回ᮇリハビリテーションධ院ᩱ3

特ᥖ診療ᩱの施設基‽等ۑ　

がん性⑊③緩和指導管理ᩱ  
がん患者指導管理ᩱ1,2,3
外᮶緩和ケア管理ᩱ   
院内トリアージ実施ᩱ 
ኪ㛫ఇ日救急ᦙ㏦医学管理ᩱ 
外᮶リハビリテーション診療ᩱ 
外᮶放射線↷射診療ᩱ
 コチン౫Ꮡ管理ᩱࢽ
開放ᆺ病院共同指導ᩱ
地域連携診療ィ⏬管理ᩱ
がん治療連携ィ⏬策定ᩱ 
がん治療連携管理ᩱ　　　　　　　 
薬剤管理指導ᩱ 
医療機器安全管理ᩱ1,2 
在宅ゼၥ看護・指導ᩱ
ᣢ⥆血⢾ 定器加⟬
㹆㹎㹔᰾㓟ᅛ定検査  
検体検査管理加⟬（ϫ）
㛫内Ṍ行ヨ㦂
⓶下連⥆式グルコース 定　　　　　  
⚄⤒学的検査
㹁㹒㏱視下Ẽ管支㙾検査加⟬         
⏬ീ診᩿管理加⟬1　　　　　　　　 
⏬ീ診᩿管理加⟬2　　　　　　   　
CTᙳ及びMRIᙳ　　　　　　  　
ෙ動⬦CTᙳ加⟬ 
放射線治療専௵加⟬ 
高エネルࢠー放射線治療
1回線量ቑ加加⟬
病理診᩿管理加⟬1 
大腸CTᙳ加⟬
ᢠᝏ性⭘⒆剤ฎ᪉管理加⟬
外᮶化学療法加⟬1
↓菌〇剤ฎ理ᩱ
⬻血管疾患等リハビリテーションᩱ（Ϩ）
運動器リハビリテーションᩱ�Ϩ�
呼吸器リハビリテーションᩱ�Ϩ�
がん患者リハビリテーションᩱ
⤌⧊ᣑᙇ器による再ᘓ手術
乳がんセンチネルリンパ節加⟬1
⥳内㞀手術
⥙⭷再ᘓ術
⭡⭍㙾下肝ษ㝖術
⭡⭍㙾下⮅体ᑿ部⭘⒆ษ㝖術
⭡⭍㙾下⭤⬔ᝏ性⭘⒆手術
⭡⭍㙾下๓立⭢ᝏ性⭘⒆手術
ースメーカー交換術࣌ースメーカー⛣᳜術及び࣌
医科点ᩘ表第2❶第10部手術の通๎5及び6にᥭࡆる
手術
医科点ᩘ表第2❶第10部手術の通๎の16にᥖࡆる手術
⫶⒦㐀設嚥下機能評౯加⟬
㍺血管理ᩱϨ
㍺血㐺ṇ使用加⟬
人工⫠門・人工⭤⬔㐀設術๓ฎ⨨加⟬
㯞㓉管理ᩱ（Ϩ）
外᮶放射線治療加⟬
┤線加㏿器による定放射線治療

ののྲྀᢅ指定状ἣࡑە

H15.10 基幹ᆺ臨床研修病院
H20�4�1 厚生労働省 㹂㹎㹁対象病院
H20�9�1 県指定 かごしま子育て応援業
H20�10�1 産科医療補ൾ制度加ධ医療機関
H20�11�26 県ዪ性医師職研修事業指定病院
H21�3�27 県指定 地域࿘産ᮇ母子医療センター
H21�10�1 県消防・防⅏࣊リコプター救患ᦙ㏦医師ᦚ

システム㍯␒病院
H24.4.1 厚生労働省指定 地域がん診療連携拠点病院
H24�4�11 歯科医師臨床研修病院（協ຊᆺ）
H24�6�7 県エイズ治療拠点病院
H25�3�22 県指定 地域医療支援病院

 ・洋上救急業務支援協ຊ医療機関
 ・厚生労働省　医薬ရ･医療器ල安全性情報協ຊ施設
・県⬻卒中情報システム推進事業の

情報ᥦ౪協ຊ医療機関
・県町ᮧ会指定㞳島⥭急医療対策支援協ຊ医療機関
・県へき地医療拠点病院（㐲㝸医療支援）
・県重症㞴病医療協ຊ病院（▷ᮇධᡤ施設）
・③㢼治療協ຊ医療機関
・鹿児島市高規᱁救急㌴指♧病院
・県救急・⅏ᐖ医療情報システムⓏ㘓病院
・県広域⅏ᐖ医療情報システム（(MIS）Ⓩ㘓病院
・市指定 にこにこ子育て応援隊ㄆ定業
・県地域࿘産ᮇ医療支援病院
・ྛ種健診（検診）・予防᥋種等ཷ託医療機関
  　　

㹆28�3現在



11

�院ᴫせ �院ᴫせ

S58� 4� 11 日本整ᙧ外科学会･専門医研修施設
S63� 1� 1 日本Ἢᒀ器科学会･専門医教育施設
S63� 9� 1 日本║科学会･専門医研修施設
H2� 5� 18 日本㯞㓉科学会･㯞㓉科ᶆᴶ研修施設
H2� 12� 19 日本内科学会･ㄆ定医教育関連病院
H3� 4� 1 日本医学放射線学会･専門医修⦎機関
H3� 4� 1 日本⪥㰯ဗႃ科学会･専門医研修施設
H4� 7� 13 日本⬻⚄⤒外科学会･専門医指定カ⦎ሙᡤ
H7� 3� 22 日本ᙧ成外科学会･ㄆ定医研修施設
H7� 5� 10 日本呼吸器外科学会･専門医ㄆ定制度施設
H7� 11� 21 日本外科学会･専門医制度修⦎施設
H8� 4� 1 日本病理学会･ㄆ定病理制度Ⓩ㘓施設
H13. 7. 30 日本⬚部外科学会･ㄆ定医ㄆ定制度関連施設
H14� 4� 1 日本⓶科学会･専門医研修施設
H15� 4� 1 日本⚄⤒学会･専門医制度教育関連施設
H15� 4� 1 日本臨床⣽⬊学会･ㄆ定施設
H16� 4� 1 日本࿘産ᮇ新生児医学会･࿘産ᮇ�新生児�
   専門医ᬻ定研修施設
H17� 2� 11 日本⬻卒中学会 専門医研修教育施設
H17� 12� 1 日本消化器内視㙾学会･専門医指導施設
H18� 4� 1 日本࿘産ᮇ･新生児医学会 ࿘産ᮇ�母⫾･
   ⫾児�専門医ᬻ定研修施設
H19� 10� 24 日本放射線⭘⒆学会 ㄆ定施設
H19� 11� 1 日本がん治療ㄆ定医機ᵓ ㄆ定研修施設
H20� 4� 1 呼吸器外科専門医合同委員会･基幹施設
H20� 4� 1 日本Ἢᒀ器科学会･基幹教育施設
H20� 12� 20 日本呼吸器学会･専門医制度関連施設
H21� 4� 1 日本集中治療医学会･専門医研修施設
H21� 4� 1 日本血液学会･ㄆ定研修施設
H21� 10� 1 日本産婦人科学会･専門医制度卒後臨床研
   修指導施設
H21� 10� 1 日本ཱྀ⭍外科学会･専門医制度研修施設
H22� 1� 1 日本救急医学会･専門医指定施設
H23� 1� 1 日本消化器外科学会･専門医研修施設
H23� 7� 1 日本⫹道学会･指導医制度指導施設
H24� 1� 1 日本消化器病学会･専門医制度ㄆ定施設）
H25� 1� 13 日本手外科学会研修施設
H26� 1� 1 日本I9R学会専門医修⦎施設
H27� 11� 1 日本消化器学会 ⫶腸科指導施設
H28. 1. 1 日本呼吸器内視㙾学会Ẽ管支㙾関連ㄆ定施設

のの施設ㄆ定ࡑ
H16� 8� 1 マンࣔグラフィ検診⢭度管理中央委員会
   ㄆ定施設
H17 4� 1 日本栄養療法推進協議会NST✌動施設
H17� 11� 1 日本㟼⬦⤒腸栄養学会NST✌動施設
H23� 2� 17 日本㟼⬦⤒腸栄養学会NST専門療法士ྲྀᚓ
   実施修⦎施設
H23. 4. 1 日本臨床衛生検査技師会･⢭度管理保証施設

㹆28�3現在

種法によるᙜ院のྲྀᢅ指定状ἣྛ　ە

1� 保㝤医療機関
2� 国民健ᗣ保㝤医療ྲྀᢅ機関
3� 労⅏保㝤指定病院
4� 労⅏保㝤二ḟ健診等給付病院
5� 生活保護法指定病院
6� 介護保㝤法「ᒃ宅介護支援事業ᡤ」指定病院
7� 生活保護法「ᒃ宅介護支援事業ᡤ」指定病院
8� 㞀ᐖ者⮬立支援法「᭦生医療」「育成医療」指定

病院（整ᙧ外科・ᙧ成外科・⪥㰯ဗႃ科・腎臓・
ච・ཱྀ⭍に関する医療）

9� 㞀ᐖ者⮬立支援法「⢭⚄通院医療」指定病院
 （⚄⤒内科に関する医療）
10�感染症法（第37᮲の2）指定病院
11�原子⇿ᙎ⿕⇿者医療法一⯡疾病医療ྲྀᢅ病院
12�母体保護法指定病院「不ዷ手術」
13�特定疾患治療研究事業に係る医療指定病院
14�小児慢性特定疾患治療研究事業に係る医療指定病

院
15�ඛ天性血液จᅛᅉ子㞀ᐖ等治療研究事業に係る医

療指定病院
16�母子保健法指定病院「養育医療」
17�ฟධ国管理及び㞴民ㄆ定法指定病院
18�救急࿌♧病院

 九州厚生局によるᙜ院のチㄆྍ事㡯　ە

 基本診療ᩱの施設基‽等ۑ　

一⯡病Ჷධ院基本ᩱ�7対1� 
総合ධ院体制加⟬
臨床研修病院ධ院診療加⟬（基幹ᆺ）
救急医療管理加⟬
㉸急性ᮇ⬻卒中加⟬
ዷ産婦⥭急ᦙ㏦ධ院加⟬ 
診療㘓管理体制加⟬ 
医師事務స業補助体制加⟬25:1 
急性ᮇ看護補助体制加⟬25:1 
急性ᮇ看護補助体制加⟬のὀ3にᥖࡆる看護職員ኪ
㛫㓄⨨加⟬
重症者等療養⎔ቃ特別加⟬
緩和ケア診療加⟬
がん診療連携拠点病院加⟬  　　　      
医療安全対策加⟬                    
感染防止対策加⟬1　　　　　　
感染防止対策地域連携加⟬　
褥瘡ハイリスク患者ケア加⟬　　　
ハイリスク分ፔ管理加⟬
ハイリスクዷፎ管理加⟬
退院調整加⟬
救急ᦙ㏦患者地域連携⤂介加⟬
救急ᦙ㏦患者地域連携ཷධ加⟬
呼吸ケアチーム加⟬
データᥦฟ加⟬2 
特定集中治療ᐊ管理ᩱ4
新生児特定集中治療ᐊ管理ᩱ1
新生児治療回ᐊධ院医療管理ᩱ
小児ධ院医療管理ᩱ5
患者サポート体制実加⟬
栄養サポートチーム加⟬
新生児特定集中治療ᐊ退院調整加⟬
回ᮇリハビリテーションධ院ᩱ3

特ᥖ診療ᩱの施設基‽等ۑ　

がん性⑊③緩和指導管理ᩱ  
がん患者指導管理ᩱ1,2,3
外᮶緩和ケア管理ᩱ   
院内トリアージ実施ᩱ 
ኪ㛫ఇ日救急ᦙ㏦医学管理ᩱ 
外᮶リハビリテーション診療ᩱ 
外᮶放射線↷射診療ᩱ
 コチン౫Ꮡ管理ᩱࢽ
開放ᆺ病院共同指導ᩱ
地域連携診療ィ⏬管理ᩱ
がん治療連携ィ⏬策定ᩱ 
がん治療連携管理ᩱ　　　　　　　 
薬剤管理指導ᩱ 
医療機器安全管理ᩱ1,2 
在宅ゼၥ看護・指導ᩱ
ᣢ⥆血⢾ 定器加⟬
㹆㹎㹔᰾㓟ᅛ定検査  
検体検査管理加⟬（ϫ）
㛫内Ṍ行ヨ㦂
⓶下連⥆式グルコース 定　　　　　  
⚄⤒学的検査
㹁㹒㏱視下Ẽ管支㙾検査加⟬         
⏬ീ診᩿管理加⟬1　　　　　　　　 
⏬ീ診᩿管理加⟬2　　　　　　   　
CTᙳ及びMRIᙳ　　　　　　  　
ෙ動⬦CTᙳ加⟬ 
放射線治療専௵加⟬ 
高エネルࢠー放射線治療
1回線量ቑ加加⟬
病理診᩿管理加⟬1 
大腸CTᙳ加⟬
ᢠᝏ性⭘⒆剤ฎ᪉管理加⟬
外᮶化学療法加⟬1
↓菌〇剤ฎ理ᩱ
⬻血管疾患等リハビリテーションᩱ（Ϩ）
運動器リハビリテーションᩱ�Ϩ�
呼吸器リハビリテーションᩱ�Ϩ�
がん患者リハビリテーションᩱ
⤌⧊ᣑᙇ器による再ᘓ手術
乳がんセンチネルリンパ節加⟬1
⥳内㞀手術
⥙⭷再ᘓ術
⭡⭍㙾下肝ษ㝖術
⭡⭍㙾下⮅体ᑿ部⭘⒆ษ㝖術
⭡⭍㙾下⭤⬔ᝏ性⭘⒆手術
⭡⭍㙾下๓立⭢ᝏ性⭘⒆手術
ースメーカー交換術࣌ースメーカー⛣᳜術及び࣌
医科点ᩘ表第2❶第10部手術の通๎5及び6にᥭࡆる
手術
医科点ᩘ表第2❶第10部手術の通๎の16にᥖࡆる手術
⫶⒦㐀設嚥下機能評౯加⟬
㍺血管理ᩱϨ
㍺血㐺ṇ使用加⟬
人工⫠門・人工⭤⬔㐀設術๓ฎ⨨加⟬
㯞㓉管理ᩱ（Ϩ）
外᮶放射線治療加⟬
┤線加㏿器による定放射線治療

ののྲྀᢅ指定状ἣࡑە

H15.10 基幹ᆺ臨床研修病院
H20�4�1 厚生労働省 㹂㹎㹁対象病院
H20�9�1 県指定 かごしま子育て応援業
H20�10�1 産科医療補ൾ制度加ධ医療機関
H20�11�26 県ዪ性医師職研修事業指定病院
H21�3�27 県指定 地域࿘産ᮇ母子医療センター
H21�10�1 県消防・防⅏࣊リコプター救患ᦙ㏦医師ᦚ

システム㍯␒病院
H24.4.1 厚生労働省指定 地域がん診療連携拠点病院
H24�4�11 歯科医師臨床研修病院（協ຊᆺ）
H24�6�7 県エイズ治療拠点病院
H25�3�22 県指定 地域医療支援病院

 ・洋上救急業務支援協ຊ医療機関
 ・厚生労働省　医薬ရ･医療器ල安全性情報協ຊ施設
・県⬻卒中情報システム推進事業の

情報ᥦ౪協ຊ医療機関
・県町ᮧ会指定㞳島⥭急医療対策支援協ຊ医療機関
・県へき地医療拠点病院（㐲㝸医療支援）
・県重症㞴病医療協ຊ病院（▷ᮇධᡤ施設）
・③㢼治療協ຊ医療機関
・鹿児島市高規᱁救急㌴指♧病院
・県救急・⅏ᐖ医療情報システムⓏ㘓病院
・県広域⅏ᐖ医療情報システム（(MIS）Ⓩ㘓病院
・市指定 にこにこ子育て応援隊ㄆ定業
・県地域࿘産ᮇ医療支援病院
・ྛ種健診（検診）・予防᥋種等ཷ託医療機関
  　　

㹆28�3現在

医ݚࢣमࢪ設ࢦఆͷݱঢ় ॾ੍ͷࢦఆঢ়گ
種法によるᙜ院のྲྀᢅ指定状ἣྛ　ە

1� 保㝤医療機関
2� 国民健ᗣ保㝤医療ྲྀᢅ機関
3� 労⅏保㝤指定病院
4� 労⅏保㝤二ḟ健診等給付病院
5� 生活保護法指定病院
6� 介護保㝤法「ᒃ宅介護支援事業ᡤ」指定病院
7� 生活保護法「ᒃ宅介護支援事業ᡤ」指定病院
8� 㞀ᐖ者⮬立支援法「᭦生医療」「育成医療」指定

病院（整ᙧ外科・ᙧ成外科・⪥㰯ဗႃ科・腎臓・
ච・ཱྀ⭍に関する医療）

9� 㞀ᐖ者⮬立支援法「⢭⚄通院医療」指定病院
 （⚄⤒内科に関する医療）
10�感染症法（第37᮲の2）指定病院
11�原子⇿ᙎ⿕⇿者医療法一⯡疾病医療ྲྀᢅ病院
12�母体保護法指定病院「不ዷ手術」
13�特定疾患治療研究事業に係る医療指定病院
14�小児慢性特定疾患治療研究事業に係る医療指定病

院
15�ඛ天性血液จᅛᅉ子㞀ᐖ等治療研究事業に係る医

療指定病院
16�母子保健法指定病院「養育医療」
17�ฟධ国管理及び㞴民ㄆ定法指定病院
18�救急࿌♧病院

 九州厚生局によるᙜ院のチㄆྍ事㡯　ە

 基本診療ᩱの施設基‽等ۑ　

一⯡病Ჷධ院基本ᩱ�7対1� 
総合ධ院体制加⟬
臨床研修病院ධ院診療加⟬（基幹ᆺ）
救急医療管理加⟬
㉸急性ᮇ⬻卒中加⟬
ዷ産婦⥭急ᦙ㏦ධ院加⟬ 
診療㘓管理体制加⟬ 
医師事務స業補助体制加⟬25:1 
急性ᮇ看護補助体制加⟬25:1 
急性ᮇ看護補助体制加⟬のὀ3にᥖࡆる看護職員ኪ
㛫㓄⨨加⟬
重症者等療養⎔ቃ特別加⟬
緩和ケア診療加⟬
がん診療連携拠点病院加⟬  　　　      
医療安全対策加⟬                    
感染防止対策加⟬1　　　　　　
感染防止対策地域連携加⟬　
褥瘡ハイリスク患者ケア加⟬　　　
ハイリスク分ፔ管理加⟬
ハイリスクዷፎ管理加⟬
退院調整加⟬
救急ᦙ㏦患者地域連携⤂介加⟬
救急ᦙ㏦患者地域連携ཷධ加⟬
呼吸ケアチーム加⟬
データᥦฟ加⟬2 
特定集中治療ᐊ管理ᩱ4
新生児特定集中治療ᐊ管理ᩱ1
新生児治療回ᐊධ院医療管理ᩱ
小児ධ院医療管理ᩱ5
患者サポート体制実加⟬
栄養サポートチーム加⟬
新生児特定集中治療ᐊ退院調整加⟬
回ᮇリハビリテーションධ院ᩱ3

特ᥖ診療ᩱの施設基‽等ۑ　

がん性⑊③緩和指導管理ᩱ  
がん患者指導管理ᩱ1,2,3
外᮶緩和ケア管理ᩱ   
院内トリアージ実施ᩱ 
ኪ㛫ఇ日救急ᦙ㏦医学管理ᩱ 
外᮶リハビリテーション診療ᩱ 
外᮶放射線↷射診療ᩱ
 コチン౫Ꮡ管理ᩱࢽ
開放ᆺ病院共同指導ᩱ
地域連携診療ィ⏬管理ᩱ
がん治療連携ィ⏬策定ᩱ 
がん治療連携管理ᩱ　　　　　　　 
薬剤管理指導ᩱ 
医療機器安全管理ᩱ1,2 
在宅ゼၥ看護・指導ᩱ
ᣢ⥆血⢾ 定器加⟬
㹆㹎㹔᰾㓟ᅛ定検査  
検体検査管理加⟬（ϫ）
㛫内Ṍ行ヨ㦂
⓶下連⥆式グルコース 定　　　　　  
⚄⤒学的検査
㹁㹒㏱視下Ẽ管支㙾検査加⟬         
⏬ീ診᩿管理加⟬1　　　　　　　　 
⏬ീ診᩿管理加⟬2　　　　　　   　
CTᙳ及びMRIᙳ　　　　　　  　
ෙ動⬦CTᙳ加⟬ 
放射線治療専௵加⟬ 
高エネルࢠー放射線治療
1回線量ቑ加加⟬
病理診᩿管理加⟬1 
大腸CTᙳ加⟬
ᢠᝏ性⭘⒆剤ฎ᪉管理加⟬
外᮶化学療法加⟬1
↓菌〇剤ฎ理ᩱ
⬻血管疾患等リハビリテーションᩱ（Ϩ）
運動器リハビリテーションᩱ�Ϩ�
呼吸器リハビリテーションᩱ�Ϩ�
がん患者リハビリテーションᩱ
⤌⧊ᣑᙇ器による再ᘓ手術
乳がんセンチネルリンパ節加⟬1
⥳内㞀手術
⥙⭷再ᘓ術
⭡⭍㙾下肝ษ㝖術
⭡⭍㙾下⮅体ᑿ部⭘⒆ษ㝖術
⭡⭍㙾下⭤⬔ᝏ性⭘⒆手術
⭡⭍㙾下๓立⭢ᝏ性⭘⒆手術
ースメーカー交換術࣌ースメーカー⛣᳜術及び࣌
医科点ᩘ表第2❶第10部手術の通๎5及び6にᥭࡆる
手術
医科点ᩘ表第2❶第10部手術の通๎の16にᥖࡆる手術
⫶⒦㐀設嚥下機能評౯加⟬
㍺血管理ᩱϨ
㍺血㐺ṇ使用加⟬
人工⫠門・人工⭤⬔㐀設術๓ฎ⨨加⟬
㯞㓉管理ᩱ（Ϩ）
外᮶放射線治療加⟬
┤線加㏿器による定放射線治療

ののྲྀᢅ指定状ἣࡑە

H15.10 基幹ᆺ臨床研修病院
H20�4�1 厚生労働省 㹂㹎㹁対象病院
H20�9�1 県指定 かごしま子育て応援業
H20�10�1 産科医療補ൾ制度加ධ医療機関
H20�11�26 県ዪ性医師職研修事業指定病院
H21�3�27 県指定 地域࿘産ᮇ母子医療センター
H21�10�1 県消防・防⅏࣊リコプター救患ᦙ㏦医師ᦚ

システム㍯␒病院
H24.4.1 厚生労働省指定 地域がん診療連携拠点病院
H24�4�11 歯科医師臨床研修病院（協ຊᆺ）
H24�6�7 県エイズ治療拠点病院
H25�3�22 県指定 地域医療支援病院

 ・洋上救急業務支援協ຊ医療機関
 ・厚生労働省　医薬ရ･医療器ල安全性情報協ຊ施設
・県⬻卒中情報システム推進事業の

情報ᥦ౪協ຊ医療機関
・県町ᮧ会指定㞳島⥭急医療対策支援協ຊ医療機関
・県へき地医療拠点病院（㐲㝸医療支援）
・県重症㞴病医療協ຊ病院（▷ᮇධᡤ施設）
・③㢼治療協ຊ医療機関
・鹿児島市高規᱁救急㌴指♧病院
・県救急・⅏ᐖ医療情報システムⓏ㘓病院
・県広域⅏ᐖ医療情報システム（(MIS）Ⓩ㘓病院
・市指定 にこにこ子育て応援隊ㄆ定業
・県地域࿘産ᮇ医療支援病院
・ྛ種健診（検診）・予防᥋種等ཷ託医療機関
  　　

㹆28�3現在
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�院ᴫせ �院ᴫせ

理事会 評議員会公┈㈈ᅋ法人和会

病院業務運営会議

医師᠓談会

部長会議

CPC（臨床病理検討会）

症例検討会

死ஸ症例検討会

管理運営会議
（⤒営⏬ᐊ会議）

患者サービス委員会̿患者サポート体制会議
広報委員会
健ᗣまつࡾ実行委員会

地域サービス

病床運営委員会㸫病床管理部会議
医療機器・診療ᮦᩱ㉎ධ委員会
業務委託検討委員会
労務管理（人事考課 �委員会
働き⥆けられる職ሙసࡾ（WL%）検討委員会
労使協議会
職員㥔㌴ሙ助会

病 院 運 営

医師臨床研修管理委員会̿研修医体制会議
職員教育研修委員会
ᅗ᭩委員会
看護教育委員会
看護臨地実習指導者会議

教育研修推進

地域医療支援病院委員会
医療の質向上委員会（病院機能評౯）
T4M 委員会̿4C サークル
診療㘓検討委員会
救急医療部門運営委員会
倫理委員会̿小委員会
クリࢽカルパス委員会
救急・手術ᐊ・ICU・NICU 運営委員会
医療情報システム委員会
NST 委員会（栄養サポートチーム）
褥瘡対策委員会
看護業務委員会
看護グ㘓委員会
看護部ධ退院支援調整委員会
臨床検査㐺ṇ化委員会
患者ᅗ᭩ᐊ運営委員会
がん看護委員会
PNS プロジェクト推進委員会
看護ᚲせ度推進委員会

医療の質向上

医療安全対策委員会̿安全管理部門カンフレンス

医事ၥ㢟委員会
病院感染防止対策委員会̿感染対策チーム、感染リンクナース

㍺血療法委員会
人工呼吸器安全管理委員会（呼吸療法サポートチーム）

看護安全対策委員会
医療機器安全管理委員会

医 療 安 全

薬事委員会
労働安全衛生委員会
ಶ人情報保護推進委員会
防ⅆ対策委員会
大⅏ᐖ対策委員会
医療ガス設ഛ安全管理委員会
栄養管理委員会
治㦂審査委員会
放射線安全管理委員会
化学療法緩和㺗㺏㺦㺍㺢㺺㺎㺖委員会
院内がんⓏ㘓委員会
'PC コーディング委員会

法 ௧ 関 連

平成28年3月31日 現在

会議࣭ጤဨ会⤌⧊ᅗ
（放射線部門）

ͤ༳：今年度㉎ධ（新設･᭦新）
病Ჷ･手術ᐊ･外᮶部門ࡣ㝖く

血 液 一 ⯡

生 化 学

一⯡ᙳᐊ�Ϩ�

検査ᐊ名等 メーカー ྎᩘ機 種 名

1

一⯡ᙳᐊ�ϩ� 島ὠ 2

ケアストリーム ドライビュー8900

本館病Ჷ�ポータブル� シーメンス ࣔビレット プラス 1

別館病Ჷ�ポータブル� シーメンス ࣔビレット;P HiEriG 1

島ὠ 
キࣕノン

1
1

リ ࢽ ア ッ ク セ ン タ ー
エレクタ
フィリップス

�1�プリサイス トリートメント システム 
ナクルࣆ�2�

1
1

レーザーイメージࣕー

ͤ立・⮩;線デジタルラジオグラフィ

U'�150L�30 1

2

SF�9A2000FP�9ersi FOe[�FP'式;線テレビᐊ�Cアーム� 日立 15

FP'式;線テレビᐊ 日立 (;A9ISTA 16

;線CTᐊ�ϩ� 日立 SC(NARIA�64ิM'CT� 17

アンࢠオ・'SAᐊ フィリップス AOOXrD ;Ser F'20 18

㹋㹐㹇ᐊ 日立 (CH(LON 9eJD�1�5テスラ� 110

㹐㹇ᐊ フィリップス

ローラッド

%RIGHT9I(W�特� 111

フィリップス %riOOiDnFe64（64ิ㹋㹂㹁㹒） 1;線㹁㹒ᐊ�I�A9

乳 ᡣ 専 用 ᐊ13
�1�M�I9 
�2�マルチケアー・マンࣔトーム�⤌⧊生検�

1
1

๓立⭢シードᐊ14
バリアン 
東Ⱚ

�1�バリシード
�2�クリアスコープ9000

1
1

1
1

ཷ付・⏬ീฎ理
テクマトリックス 
ᐩ士

⏬ീネットワークシステム�PACS･検ീシステム�
9INC(NT�3'ワークステーション�

1式
1式

第2
᧯స通路

キࣕノン'㹐（C;'Iシステム）
第1

᧯స通路

�1�U'�150L�30
�2�CM㸫100�㉸㡢Ἴ骨ᐦ度 定�

東Ⱚ
㹅㹃
ケアストリーム

手術ᐊ
・外科用イメージ 
・ポータブル

1
1
1

�1�S;T�1000A
�2�%riYo O(C 850
ͤ�3�'R;�レ࣎リューション

コーナー メ ー カ ー 用 ㏵

（検査部門）

機 器 名 ⛠ ྎᩘ

　クリࢽテックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査⨨A'9IA2120i

⮬動血ỿィ ࣔࢽター20

㐲ᚰ分㞳器2010

║㢧ᚤ㙾 %H2

ͤ║㢧ᚤ㙾 %;43

血小板จ集能 定⨨ MCM H(MA TRAC(R 313M

集⣽⬊㐲ᚰ⨨サイト・スࣆン4

骨㧊ീ分㢮ィᩘ⨨F510

-CA�%M9130

ͤトキシノメーター MT6500

AIC全⮬動 定⨨HA�8170

ͤOSMO STATION 6060

分光光度ィ

㉸低 フリーザー�一80Υ�

'RI�CH(M100

血中薬≀⃰度 定器9iYD�(

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

✚Ỉメディカル

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

常光

ク࣎タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サーࣔフィッシࣕサイエンティフィック

(RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

ᒀ定性検査

血液จᅛ㡯┠

血液ീ、血⟬㡯┠

血ỿ 定

㐲ᚰస業

血液ീ、ᒀỿ査

血液ീ

A'P、コラーࢤン

㐲ᚰ器

骨㧊ീ分㢮

生化学㡯┠・ච㡯┠

%'グルカン、エンドトキシン

HEA1、HEA1F

血液、ᒀ、OSM

生化学定量 定㡯┠

血保Ꮡ用�血Ύ、リコール等�

NH3 定

ジࢦキシン7㡯┠ 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ͤiPro2システム

ͤマイクロミࢽ㐲ᚰ器

RAPI' Point 500

㐲ᚰ分㞳器2010・2410・ͤ4000

FoEDs K232

業務用෭෭ⶶᗜ

TH(RMOSTATION TS100

S'A 0080

全⮬動ච血Ύ 定器AIA�2000ST

෭༷㐲ᚰ器

Pini 9I'AS

全⮬動化学Ⓨ光㓟⣲ච 定システム ルミパルスG1200

クイックAC�185ࣔ࣊

全⮬動Ὑ浄器 MC450

サンフュージュ㐲ᚰ器

㐲ᚰ分㞳器 2010

%IO�RA'㍺血システム

I'�GeOstDtion

マイクロダイࣆングシステム用ᜏ 器

マイクロダイࣆングシステム用㐲ᚰ器

HS�12㐲ᚰ器

ᜏ ᵴTR�S

　テルࣔチューブシーラーAC�155

　FFPバッグゎ器FP�40

ͤ⮬動採血管‽ഛ⨨ %C�RO%O�800RFI'

クリࢽテックアドバンタス

㐲ᚰ分㞳器 2010、4200

FoEDs K232

║㢧ᚤ㙾%H�2

RPAI' Point 500

ホルターᚰ電ィ

ͤホルターᚰ電ᅗゎᯒ⨨ 4P�551'

呼吸機能⮬動ゎᯒ⨨ FU'AC�77

⬻Ἴィ�18FK�

ポータブル用⬻Ἴィ�14FK��ㄏⓎ電検査⨨付�

節電ᅗ・ㄏⓎ反応検査⨨

☢Ẽ่⃭⨨

携ᖏ用⮬動血圧ࣔࢽター

レポートジェネレーター

9DSerD 9S�3000T(（血圧⬦Ἴ検査⨨）

⮬動ゎᯒ⨨付ᚰ電ィ

パルスオキシメータ

ͤパルスオキシメータ

ネイタスアル3ࢦi

⬻Ἴィ（NICU用�

携ᖏᆺᚰ電ィ

電Ẽ味ぬィ

イベントレコーダー

赤外分光分ᯒ⨨

ウォッチパット

⮬動ゎᯒ⨨付きᚰ電ィ

㍺液ポンプ　T(171

㍺液ポンプ　OT�808

シリンジポンプ　T(�351

InteOOi9Xe MP70

ͤCo2ᣑᙇࣔジュール

InteOOi9Xe ;2　MMS　

ͤM3

㢌内圧ࣔࢽタ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N�550

メドトロࢽック

ク࣎タ

シーメンス

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東ࢯー

.U%OTA2800

日本ビオメリュー

ᐩ士レビオ

テルࣔ

日立

୕光⣧薬

ク࣎タ

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

コクサン

アズワン

テルࣔ

MeGite[

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン࣊ルスケアジࣕパン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大ሯ〇薬

フィリップス

フクダ電子

テルࣔ株式会社

株式会社-MS

テルࣔ株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョンࢯンアンドジョンࢯン

コࣦィディエンジࣕパン

ᣢ⥆グルコースࣔࢽタ

高㏿㐲ᚰ

血ガスPH PCO2 PO2

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ヨ薬管理・血Ύ保Ꮡ

血Ύ不活化用保 器�%�'エンド�

␃⨨

⭘⒆マーカー、ホルࣔン 定

血Ύ分㞳

HI9、㢼⑈、トキ2)、ࢯ、

感染症検査

⮬ᕫ血採血⨨

交ᕪヨ㦂等セルウォッシࣕー

交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

血Ύ分㞳

㍺血管理システム

㍺血検査システム

㍺血検査

㍺血検査

血液ᆺ、交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

交ᕪヨ㦂用ᜏ ᵴ

⮬ᕫ血用チューブシーラー

FFPゎ

採血管‽ഛ

ᒀ定性検査

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ᒀỿ査

血ガスPH PCO2 PO2

24K ᚰ電ᅗ

24K ᚰ電ᅗゎᯒ

肺Ẽ量分⏬･フロー࣎リューム

⬻Ἴ

⬻Ἴ・A%R

節電ᅗ・A%R・S(P

ㄏⓎ反応่⃭

24Kr ⮬動血圧ィ

24Kr ⮬動血圧ィゎᯒ

ᚰ電ᅗ・CA9I･A%I･T%I検査

ᚰ電ᅗ

パルスオキシメータ

SPO2

⫈ぬㄏⓎ反応 定⨨

⬻Ἴ

ᚰ電ᅗ

味ぬィ

ᚰ電ᅗ

ロリ感染ࣆ

╧╀評౯⨨

ᚰ電ᅗ・C9RR

㍺液ポンプ

㍺液ポンプ㺽

シリンジポンプ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

ࣘビックス

フィリップス

平和≀産

ラジオメーター株式会社

コࣦィディエンジࣕパン

ドレーࢤルメディカル

G(࣊ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフーマ株式会社

日機株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベᚠ研

コࣦィディエンジࣕパン

テルࣔ株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

ụ本理化

オリンパス

日本エアーテック

コンࢽ

日本࣌クトン･ディッキンࢯン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白松

ᮡᾆ研究ᡤ

サンࣚー

サンࣚー

日本ミリポアリミテッド

ࣖマト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク࣎タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク࣎タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR(I

NICHIR(I

LeiFD

サクラ

サクラ

TKerPo

DrkrD\

ProPeJD

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報ࣔࢽタ

㝖⣽動⨨

臨床検査機器（血液จᅛ 定⨨）

血液ガス分ᯒ⨨

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維ᣢ⨨

㉸㡢Ἴネブライザ

血液㏱ᯒ⨨

㏱ᯒ用ROỈ〇㐀⨨

Ẽ管支内視㙾

Ẽ管支内視㙾

体重ィ

コࣦィディエンジࣕパン（㺚㺊㺎㺑㺍㺢㺼）

血圧ィ

保෭ᗜ

一⯡⣽菌同定、感ཷ性

⁛菌

ᇵ養器

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟菌染Ⰽ

安全キࣕビネット

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟染Ⰽ

全⮬動血液ᇵ養検査

␃Ỉస成

病理ゎ๗

包ᇙ

෭༷�包ᇙカセット�

┿ᙳ

┿ᙳ

⤖保Ꮡ

⤖保Ꮡ

␃Ỉస成

パラフィンᶆ本ⷧษ

パラフィン⁐⼥

染Ⰽ反応

⤌⧊㙾㢧用

㐲ᚰ器

検体ฎ理

ච染Ⰽ

PCR

⤖ᶆ本స〇

⬺Ỉ、㏱ᚭ

PCR

PCR

PCR

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

局ᡤẼ⨨

⮬動ᑒධ⨨

PCR

㑇ఏ子ኚ␗ゎᯒ

᰾㓟ᢳฟ

⤌⧊㙾㢧用

スライドガラス༳字

⫶⢭ᐦ検査

ฎ⨨用

⤒㰯内視㙾

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

ͤパルスオキシメータ PXPori7165

㝖⣽動⨨ハートスタート M4735A

血液จᅛィࣔ࣊クロン401

A%L90FL(;

人工呼吸器 P%�840

人工呼吸器 エビタ;L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサームϩ

ͤネスコࢽࢯックネブライザ

ಶ人用㏱ᯒ⨨'%%シリーズ

ROỈ〇㐀⨨N(WȐ

Ẽ管支フイバースコープ　P�20

ͤẼ管支㙾光※器O(S�;(NON�LIGHT SOURC

ྞ下ࡆ式体重ィスケールトロࢽクス　ࣔデル2001

フットポンプSC'エクスプレス

ͤ⮬動血圧ィ エレマーノ H�55

ͤ薬用保෭ᗜ M('I COOL

ͤ全⮬動⣽菌検査システム�マイクロスキࣕン�

全⮬動オートクレーブ

らん器ࡩ

㢧ᚤ㙾 %;50

クラスII生≀キࣕビネット

㢧ᚤ㙾Ni�U

%ACT(C 9050

S\nerJ\ U9

ゎ๗ྎ�PM�S�3ᆺ�

ディス࣌ンシング・コンࢯール

クライオ・コンࢯール

臓器ᙳྎCPM�2000

ͤ臓器ᙳ⨨MPS�8�L'

㉸低 フリーザー M'F�190AT

㉸低 フリーザー M'F�U281AT

(Oi[ U93

ミクロトーム

パラフィン⁐⼥器

ᾋ༸器�37Υ�

᭱高⣭┿㢧ᚤ㙾 �PRO9IS�A;�80

卓上小ᆺ㐲ᚰ器 �ク࣎タ2420�

安全キࣕビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3'

9IP5ジュࢽア

PCRサイクラー PC818

෭༷㐲ᚰ器 3500

ブロックインキュベーター %I�525A

9(NTANA %enFKMDrk ULTRA

HISTOSTAIN(R36A

H(AT PROII

L(ICA %ON'�Ϫ

Histo�Tek Air�Pro

TissXe�Tek GODs

NANO 'ROP

㑇ఏ子ゎᯒ⨨i�Gens\TM IS�5320

MD[ZDOOpiE AS2000

バーチࣕルスライド⨨ Fino

FIN( FROST PRINT(R MINI

⫶フイバースコープ�電子�

⫶フイバースコープ�ฎ⨨用�

⫶フイバースコープ�;P�260N�

十二指腸フイバースコープ�電子�

大腸フイバースコープ

㉸㡢Ἴフイバースコープ

Ẽ管支フイバースコープ

Ẽ管支ビデオスコープ

光※⨨

⮬動Ὑ浄機

⮬動Ὑ浄機

ͤ小腸カプセル内視㙾ワークステーション

高Ẽ圧㓟⣲治療⨨

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

GiYen

川崎エンジࢽアリング

⮅⫹管㐀ᙳ

大腸⢭ᐦ検査

食道・⫶・十二指腸

Ẽ管支ࠌ

Ẽ管支ࠌ

光※

Ὑ浄（Ẽ管支㙾ᐊ）

Ὑ浄

小腸カプセル検査ㄞᙳ

高Ẽ圧㓟⣲治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2

医療設備概要
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�院ᴫせ �院ᴫせ

理事会 評議員会公┈㈈ᅋ法人和会

病院業務運営会議

医師᠓談会

部長会議

CPC（臨床病理検討会）

症例検討会

死ஸ症例検討会

管理運営会議
（⤒営⏬ᐊ会議）

患者サービス委員会̿患者サポート体制会議
広報委員会
健ᗣまつࡾ実行委員会

地域サービス

病床運営委員会㸫病床管理部会議
医療機器・診療ᮦᩱ㉎ධ委員会
業務委託検討委員会
労務管理（人事考課 �委員会
働き⥆けられる職ሙసࡾ（WL%）検討委員会
労使協議会
職員㥔㌴ሙ助会

病 院 運 営

医師臨床研修管理委員会̿研修医体制会議
職員教育研修委員会
ᅗ᭩委員会
看護教育委員会
看護臨地実習指導者会議

教育研修推進

地域医療支援病院委員会
医療の質向上委員会（病院機能評౯）
T4M 委員会̿4C サークル
診療㘓検討委員会
救急医療部門運営委員会
倫理委員会̿小委員会
クリࢽカルパス委員会
救急・手術ᐊ・ICU・NICU 運営委員会
医療情報システム委員会
NST 委員会（栄養サポートチーム）
褥瘡対策委員会
看護業務委員会
看護グ㘓委員会
看護部ධ退院支援調整委員会
臨床検査㐺ṇ化委員会
患者ᅗ᭩ᐊ運営委員会
がん看護委員会
PNS プロジェクト推進委員会
看護ᚲせ度推進委員会

医療の質向上

医療安全対策委員会̿安全管理部門カンフレンス

医事ၥ㢟委員会
病院感染防止対策委員会̿感染対策チーム、感染リンクナース

㍺血療法委員会
人工呼吸器安全管理委員会（呼吸療法サポートチーム）

看護安全対策委員会
医療機器安全管理委員会

医 療 安 全

薬事委員会
労働安全衛生委員会
ಶ人情報保護推進委員会
防ⅆ対策委員会
大⅏ᐖ対策委員会
医療ガス設ഛ安全管理委員会
栄養管理委員会
治㦂審査委員会
放射線安全管理委員会
化学療法緩和㺗㺏㺦㺍㺢㺺㺎㺖委員会
院内がんⓏ㘓委員会
'PC コーディング委員会

法 ௧ 関 連

平成28年3月31日 現在

会議࣭ጤဨ会⤌⧊ᅗ
（放射線部門）

ͤ༳：今年度㉎ධ（新設･᭦新）
病Ჷ･手術ᐊ･外᮶部門ࡣ㝖く

血 液 一 ⯡

生 化 学

一⯡ᙳᐊ�Ϩ�

検査ᐊ名等 メーカー ྎᩘ機 種 名

1

一⯡ᙳᐊ�ϩ� 島ὠ 2

ケアストリーム ドライビュー8900

本館病Ჷ�ポータブル� シーメンス ࣔビレット プラス 1

別館病Ჷ�ポータブル� シーメンス ࣔビレット;P HiEriG 1

島ὠ 
キࣕノン

1
1

リ ࢽ ア ッ ク セ ン タ ー
エレクタ
フィリップス

�1�プリサイス トリートメント システム 
ナクルࣆ�2�

1
1

レーザーイメージࣕー

ͤ立・⮩;線デジタルラジオグラフィ

U'�150L�30 1

2

SF�9A2000FP�9ersi FOe[�FP'式;線テレビᐊ�Cアーム� 日立 15

FP'式;線テレビᐊ 日立 (;A9ISTA 16

;線CTᐊ�ϩ� 日立 SC(NARIA�64ิM'CT� 17

アンࢠオ・'SAᐊ フィリップス AOOXrD ;Ser F'20 18

㹋㹐㹇ᐊ 日立 (CH(LON 9eJD�1�5テスラ� 110

㹐㹇ᐊ フィリップス

ローラッド

%RIGHT9I(W�特� 111

フィリップス %riOOiDnFe64（64ิ㹋㹂㹁㹒） 1;線㹁㹒ᐊ�I�A9

乳 ᡣ 専 用 ᐊ13
�1�M�I9 
�2�マルチケアー・マンࣔトーム�⤌⧊生検�

1
1

๓立⭢シードᐊ14
バリアン 
東Ⱚ

�1�バリシード
�2�クリアスコープ9000

1
1

1
1

ཷ付・⏬ീฎ理
テクマトリックス 
ᐩ士

⏬ീネットワークシステム�PACS･検ീシステム�
9INC(NT�3'ワークステーション�

1式
1式

第2
᧯స通路

キࣕノン'㹐（C;'Iシステム）
第1

᧯స通路

�1�U'�150L�30
�2�CM㸫100�㉸㡢Ἴ骨ᐦ度 定�

東Ⱚ
㹅㹃
ケアストリーム

手術ᐊ
・外科用イメージ 
・ポータブル

1
1
1

�1�S;T�1000A
�2�%riYo O(C 850
ͤ�3�'R;�レ࣎リューション

コーナー メ ー カ ー 用 ㏵

（検査部門）

機 器 名 ⛠ ྎᩘ

　クリࢽテックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査⨨A'9IA2120i

⮬動血ỿィ ࣔࢽター20

㐲ᚰ分㞳器2010

║㢧ᚤ㙾 %H2

ͤ║㢧ᚤ㙾 %;43

血小板จ集能 定⨨ MCM H(MA TRAC(R 313M

集⣽⬊㐲ᚰ⨨サイト・スࣆン4

骨㧊ീ分㢮ィᩘ⨨F510

-CA�%M9130

ͤトキシノメーター MT6500

AIC全⮬動 定⨨HA�8170

ͤOSMO STATION 6060

分光光度ィ

㉸低 フリーザー�一80Υ�

'RI�CH(M100

血中薬≀⃰度 定器9iYD�(

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

✚Ỉメディカル

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

常光

ク࣎タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サーࣔフィッシࣕサイエンティフィック

(RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

ᒀ定性検査

血液จᅛ㡯┠

血液ീ、血⟬㡯┠

血ỿ 定

㐲ᚰస業

血液ീ、ᒀỿ査

血液ീ

A'P、コラーࢤン

㐲ᚰ器

骨㧊ീ分㢮

生化学㡯┠・ච㡯┠

%'グルカン、エンドトキシン

HEA1、HEA1F

血液、ᒀ、OSM

生化学定量 定㡯┠

血保Ꮡ用�血Ύ、リコール等�

NH3 定

ジࢦキシン7㡯┠ 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ͤiPro2システム

ͤマイクロミࢽ㐲ᚰ器

RAPI' Point 500

㐲ᚰ分㞳器2010・2410・ͤ4000

FoEDs K232

業務用෭෭ⶶᗜ

TH(RMOSTATION TS100

S'A 0080

全⮬動ච血Ύ 定器AIA�2000ST

෭༷㐲ᚰ器

Pini 9I'AS

全⮬動化学Ⓨ光㓟⣲ච 定システム ルミパルスG1200

クイックAC�185ࣔ࣊

全⮬動Ὑ浄器 MC450

サンフュージュ㐲ᚰ器

㐲ᚰ分㞳器 2010

%IO�RA'㍺血システム

I'�GeOstDtion

マイクロダイࣆングシステム用ᜏ 器

マイクロダイࣆングシステム用㐲ᚰ器

HS�12㐲ᚰ器

ᜏ ᵴTR�S

　テルࣔチューブシーラーAC�155

　FFPバッグゎ器FP�40

ͤ⮬動採血管‽ഛ⨨ %C�RO%O�800RFI'

クリࢽテックアドバンタス

㐲ᚰ分㞳器 2010、4200

FoEDs K232

║㢧ᚤ㙾%H�2

RPAI' Point 500

ホルターᚰ電ィ

ͤホルターᚰ電ᅗゎᯒ⨨ 4P�551'

呼吸機能⮬動ゎᯒ⨨ FU'AC�77

⬻Ἴィ�18FK�

ポータブル用⬻Ἴィ�14FK��ㄏⓎ電検査⨨付�

節電ᅗ・ㄏⓎ反応検査⨨

☢Ẽ่⃭⨨

携ᖏ用⮬動血圧ࣔࢽター

レポートジェネレーター

9DSerD 9S�3000T(（血圧⬦Ἴ検査⨨）

⮬動ゎᯒ⨨付ᚰ電ィ

パルスオキシメータ

ͤパルスオキシメータ

ネイタスアル3ࢦi

⬻Ἴィ（NICU用�

携ᖏᆺᚰ電ィ

電Ẽ味ぬィ

イベントレコーダー

赤外分光分ᯒ⨨

ウォッチパット

⮬動ゎᯒ⨨付きᚰ電ィ

㍺液ポンプ　T(171

㍺液ポンプ　OT�808

シリンジポンプ　T(�351

InteOOi9Xe MP70

ͤCo2ᣑᙇࣔジュール

InteOOi9Xe ;2　MMS　

ͤM3

㢌内圧ࣔࢽタ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N�550

メドトロࢽック

ク࣎タ

シーメンス

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東ࢯー

.U%OTA2800

日本ビオメリュー

ᐩ士レビオ

テルࣔ

日立

୕光⣧薬

ク࣎タ

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

コクサン

アズワン

テルࣔ

MeGite[

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン࣊ルスケアジࣕパン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大ሯ〇薬

フィリップス

フクダ電子

テルࣔ株式会社

株式会社-MS

テルࣔ株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョンࢯンアンドジョンࢯン

コࣦィディエンジࣕパン

ᣢ⥆グルコースࣔࢽタ

高㏿㐲ᚰ

血ガスPH PCO2 PO2

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ヨ薬管理・血Ύ保Ꮡ

血Ύ不活化用保 器�%�'エンド�

␃⨨

⭘⒆マーカー、ホルࣔン 定

血Ύ分㞳

HI9、㢼⑈、トキ2)、ࢯ、

感染症検査

⮬ᕫ血採血⨨

交ᕪヨ㦂等セルウォッシࣕー

交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

血Ύ分㞳

㍺血管理システム

㍺血検査システム

㍺血検査

㍺血検査

血液ᆺ、交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

交ᕪヨ㦂用ᜏ ᵴ

⮬ᕫ血用チューブシーラー

FFPゎ

採血管‽ഛ

ᒀ定性検査

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ᒀỿ査

血ガスPH PCO2 PO2

24K ᚰ電ᅗ

24K ᚰ電ᅗゎᯒ

肺Ẽ量分⏬･フロー࣎リューム

⬻Ἴ

⬻Ἴ・A%R

節電ᅗ・A%R・S(P

ㄏⓎ反応่⃭

24Kr ⮬動血圧ィ

24Kr ⮬動血圧ィゎᯒ

ᚰ電ᅗ・CA9I･A%I･T%I検査

ᚰ電ᅗ

パルスオキシメータ

SPO2

⫈ぬㄏⓎ反応 定⨨

⬻Ἴ

ᚰ電ᅗ

味ぬィ

ᚰ電ᅗ

ロリ感染ࣆ

╧╀評౯⨨

ᚰ電ᅗ・C9RR

㍺液ポンプ

㍺液ポンプ㺽

シリンジポンプ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

ࣘビックス

フィリップス

平和≀産

ラジオメーター株式会社

コࣦィディエンジࣕパン

ドレーࢤルメディカル

G(࣊ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフーマ株式会社

日機株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベᚠ研

コࣦィディエンジࣕパン

テルࣔ株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

ụ本理化

オリンパス

日本エアーテック

コンࢽ

日本࣌クトン･ディッキンࢯン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白松

ᮡᾆ研究ᡤ

サンࣚー

サンࣚー

日本ミリポアリミテッド

ࣖマト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク࣎タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク࣎タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR(I

NICHIR(I

LeiFD

サクラ

サクラ

TKerPo

DrkrD\

ProPeJD

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報ࣔࢽタ

㝖⣽動⨨

臨床検査機器（血液จᅛ 定⨨）

血液ガス分ᯒ⨨

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維ᣢ⨨

㉸㡢Ἴネブライザ

血液㏱ᯒ⨨

㏱ᯒ用ROỈ〇㐀⨨

Ẽ管支内視㙾

Ẽ管支内視㙾

体重ィ

コࣦィディエンジࣕパン（㺚㺊㺎㺑㺍㺢㺼）

血圧ィ

保෭ᗜ

一⯡⣽菌同定、感ཷ性

⁛菌

ᇵ養器

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟菌染Ⰽ

安全キࣕビネット

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟染Ⰽ

全⮬動血液ᇵ養検査

␃Ỉస成

病理ゎ๗

包ᇙ

෭༷�包ᇙカセット�

┿ᙳ

┿ᙳ

⤖保Ꮡ

⤖保Ꮡ

␃Ỉస成

パラフィンᶆ本ⷧษ

パラフィン⁐⼥

染Ⰽ反応

⤌⧊㙾㢧用

㐲ᚰ器

検体ฎ理

ච染Ⰽ

PCR

⤖ᶆ本స〇

⬺Ỉ、㏱ᚭ

PCR

PCR

PCR

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

局ᡤẼ⨨

⮬動ᑒධ⨨

PCR

㑇ఏ子ኚ␗ゎᯒ

᰾㓟ᢳฟ

⤌⧊㙾㢧用

スライドガラス༳字

⫶⢭ᐦ検査

ฎ⨨用

⤒㰯内視㙾

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

ͤパルスオキシメータ PXPori7165

㝖⣽動⨨ハートスタート M4735A

血液จᅛィࣔ࣊クロン401

A%L90FL(;

人工呼吸器 P%�840

人工呼吸器 エビタ;L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサームϩ

ͤネスコࢽࢯックネブライザ

ಶ人用㏱ᯒ⨨'%%シリーズ

ROỈ〇㐀⨨N(WȐ

Ẽ管支フイバースコープ　P�20

ͤẼ管支㙾光※器O(S�;(NON�LIGHT SOURC

ྞ下ࡆ式体重ィスケールトロࢽクス　ࣔデル2001

フットポンプSC'エクスプレス

ͤ⮬動血圧ィ エレマーノ H�55

ͤ薬用保෭ᗜ M('I COOL

ͤ全⮬動⣽菌検査システム�マイクロスキࣕン�

全⮬動オートクレーブ

らん器ࡩ

㢧ᚤ㙾 %;50

クラスII生≀キࣕビネット

㢧ᚤ㙾Ni�U

%ACT(C 9050

S\nerJ\ U9

ゎ๗ྎ�PM�S�3ᆺ�

ディス࣌ンシング・コンࢯール

クライオ・コンࢯール

臓器ᙳྎCPM�2000

ͤ臓器ᙳ⨨MPS�8�L'

㉸低 フリーザー M'F�190AT

㉸低 フリーザー M'F�U281AT

(Oi[ U93

ミクロトーム

パラフィン⁐⼥器

ᾋ༸器�37Υ�

᭱高⣭┿㢧ᚤ㙾 �PRO9IS�A;�80

卓上小ᆺ㐲ᚰ器 �ク࣎タ2420�

安全キࣕビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3'

9IP5ジュࢽア

PCRサイクラー PC818

෭༷㐲ᚰ器 3500

ブロックインキュベーター %I�525A

9(NTANA %enFKMDrk ULTRA

HISTOSTAIN(R36A

H(AT PROII

L(ICA %ON'�Ϫ

Histo�Tek Air�Pro

TissXe�Tek GODs

NANO 'ROP

㑇ఏ子ゎᯒ⨨i�Gens\TM IS�5320

MD[ZDOOpiE AS2000

バーチࣕルスライド⨨ Fino

FIN( FROST PRINT(R MINI

⫶フイバースコープ�電子�

⫶フイバースコープ�ฎ⨨用�

⫶フイバースコープ�;P�260N�

十二指腸フイバースコープ�電子�

大腸フイバースコープ

㉸㡢Ἴフイバースコープ

Ẽ管支フイバースコープ

Ẽ管支ビデオスコープ

光※⨨

⮬動Ὑ浄機

⮬動Ὑ浄機

ͤ小腸カプセル内視㙾ワークステーション

高Ẽ圧㓟⣲治療⨨

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

GiYen

川崎エンジࢽアリング

⮅⫹管㐀ᙳ

大腸⢭ᐦ検査

食道・⫶・十二指腸

Ẽ管支ࠌ

Ẽ管支ࠌ

光※

Ὑ浄（Ẽ管支㙾ᐊ）

Ὑ浄

小腸カプセル検査ㄞᙳ

高Ẽ圧㓟⣲治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2

医療設備概要
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　クリࢽテックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査⨨A'9IA2120i

⮬動血ỿィ ࣔࢽター20

㐲ᚰ分㞳器2010

║㢧ᚤ㙾 %H2

ͤ║㢧ᚤ㙾 %;43

血小板จ集能 定⨨ MCM H(MA TRAC(R 313M

集⣽⬊㐲ᚰ⨨サイト・スࣆン4

骨㧊ീ分㢮ィᩘ⨨F510

-CA�%M9130

ͤトキシノメーター MT6500

AIC全⮬動 定⨨HA�8170

ͤOSMO STATION 6060

分光光度ィ

㉸低 フリーザー�一80Υ�

'RI�CH(M100

血中薬≀⃰度 定器9iYD�(

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

✚Ỉメディカル

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

常光

ク࣎タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サーࣔフィッシࣕサイエンティフィック

(RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

ᒀ定性検査

血液จᅛ㡯┠

血液ീ、血⟬㡯┠

血ỿ 定

㐲ᚰస業

血液ീ、ᒀỿ査

血液ീ

A'P、コラーࢤン

㐲ᚰ器

骨㧊ീ分㢮

生化学㡯┠・ච㡯┠

%'グルカン、エンドトキシン

HEA1、HEA1F

血液、ᒀ、OSM

生化学定量 定㡯┠

血保Ꮡ用�血Ύ、リコール等�

NH3 定

ジࢦキシン7㡯┠ 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

生 化 学

外᮶検査ᐊ

生理検査ᐊ

㹇 㹁 㹓

㍺血ච血Ύ

コーナー メ ー カ ー 用 ㏵機 器 名 ⛠ ྎᩘ

ͤiPro2システム

ͤマイクロミࢽ㐲ᚰ器

RAPI' Point 500

㐲ᚰ分㞳器2010・2410・ͤ4000

FoEDs K232

業務用෭෭ⶶᗜ

TH(RMOSTATION TS100

S'A 0080

全⮬動ච血Ύ 定器AIA�2000ST

෭༷㐲ᚰ器

Pini 9I'AS

全⮬動化学Ⓨ光㓟⣲ච 定システム ルミパルスG1200

クイックAC�185ࣔ࣊

全⮬動Ὑ浄器 MC450

サンフュージュ㐲ᚰ器

㐲ᚰ分㞳器 2010

%IO�RA'㍺血システム

I'�GeOstDtion

マイクロダイࣆングシステム用ᜏ 器

マイクロダイࣆングシステム用㐲ᚰ器

HS�12㐲ᚰ器

ᜏ ᵴTR�S

　テルࣔチューブシーラーAC�155

　FFPバッグゎ器FP�40

ͤ⮬動採血管‽ഛ⨨ %C�RO%O�800RFI'

クリࢽテックアドバンタス

㐲ᚰ分㞳器 2010、4200

FoEDs K232

║㢧ᚤ㙾%H�2

RPAI' Point 500

ホルターᚰ電ィ

ͤホルターᚰ電ᅗゎᯒ⨨ 4P�551'

呼吸機能⮬動ゎᯒ⨨ FU'AC�77

⬻Ἴィ�18FK�

ポータブル用⬻Ἴィ�14FK��ㄏⓎ電検査⨨付�

節電ᅗ・ㄏⓎ反応検査⨨

☢Ẽ่⃭⨨

携ᖏ用⮬動血圧ࣔࢽター

レポートジェネレーター

9DSerD 9S�3000T(（血圧⬦Ἴ検査⨨）

⮬動ゎᯒ⨨付ᚰ電ィ

パルスオキシメータ

ͤパルスオキシメータ

ネイタスアル3ࢦi

⬻Ἴィ（NICU用�

携ᖏᆺᚰ電ィ

電Ẽ味ぬィ

イベントレコーダー

赤外分光分ᯒ⨨

ウォッチパット

⮬動ゎᯒ⨨付きᚰ電ィ

㍺液ポンプ　T(171

㍺液ポンプ　OT�808

シリンジポンプ　T(�351

InteOOi9Xe MP70

ͤCo2ᣑᙇࣔジュール

InteOOi9Xe ;2　MMS　

ͤM3

㢌内圧ࣔࢽタ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N�550

メドトロࢽック

ク࣎タ

シーメンス

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東ࢯー

.U%OTA2800

日本ビオメリュー

ᐩ士レビオ

テルࣔ

日立

୕光⣧薬

ク࣎タ

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

コクサン

アズワン

テルࣔ

MeGite[

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン࣊ルスケアジࣕパン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大ሯ〇薬

フィリップス

フクダ電子

テルࣔ株式会社

株式会社-MS

テルࣔ株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョンࢯンアンドジョンࢯン

コࣦィディエンジࣕパン

ᣢ⥆グルコースࣔࢽタ

高㏿㐲ᚰ

血ガスPH PCO2 PO2

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ヨ薬管理・血Ύ保Ꮡ

血Ύ不活化用保 器�%�'エンド�

␃⨨

⭘⒆マーカー、ホルࣔン 定

血Ύ分㞳

HI9、㢼⑈、トキ2)、ࢯ、

感染症検査

⮬ᕫ血採血⨨

交ᕪヨ㦂等セルウォッシࣕー

交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

血Ύ分㞳

㍺血管理システム

㍺血検査システム

㍺血検査

㍺血検査

血液ᆺ、交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

交ᕪヨ㦂用ᜏ ᵴ

⮬ᕫ血用チューブシーラー

FFPゎ

採血管‽ഛ

ᒀ定性検査

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ᒀỿ査

血ガスPH PCO2 PO2

24K ᚰ電ᅗ

24K ᚰ電ᅗゎᯒ

肺Ẽ量分⏬･フロー࣎リューム

⬻Ἴ

⬻Ἴ・A%R

節電ᅗ・A%R・S(P

ㄏⓎ反応่⃭

24Kr ⮬動血圧ィ

24Kr ⮬動血圧ィゎᯒ

ᚰ電ᅗ・CA9I･A%I･T%I検査

ᚰ電ᅗ

パルスオキシメータ

SPO2

⫈ぬㄏⓎ反応 定⨨

⬻Ἴ

ᚰ電ᅗ

味ぬィ

ᚰ電ᅗ

ロリ感染ࣆ

╧╀評౯⨨

ᚰ電ᅗ・C9RR

㍺液ポンプ

㍺液ポンプ㺽

シリンジポンプ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

ࣘビックス

フィリップス

平和≀産

ラジオメーター株式会社

コࣦィディエンジࣕパン

ドレーࢤルメディカル

G(࣊ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフーマ株式会社

日機株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベᚠ研

コࣦィディエンジࣕパン

テルࣔ株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

ụ本理化

オリンパス

日本エアーテック

コンࢽ

日本࣌クトン･ディッキンࢯン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白松

ᮡᾆ研究ᡤ

サンࣚー

サンࣚー

日本ミリポアリミテッド

ࣖマト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク࣎タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク࣎タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR(I

NICHIR(I

LeiFD

サクラ

サクラ

TKerPo

DrkrD\

ProPeJD

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報ࣔࢽタ

㝖⣽動⨨

臨床検査機器（血液จᅛ 定⨨）

血液ガス分ᯒ⨨

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維ᣢ⨨

㉸㡢Ἴネブライザ

血液㏱ᯒ⨨

㏱ᯒ用ROỈ〇㐀⨨

Ẽ管支内視㙾

Ẽ管支内視㙾

体重ィ

コࣦィディエンジࣕパン（㺚㺊㺎㺑㺍㺢㺼）

血圧ィ

保෭ᗜ

一⯡⣽菌同定、感ཷ性

⁛菌

ᇵ養器

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟菌染Ⰽ

安全キࣕビネット

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟染Ⰽ

全⮬動血液ᇵ養検査

␃Ỉస成

病理ゎ๗

包ᇙ

෭༷�包ᇙカセット�

┿ᙳ

┿ᙳ

⤖保Ꮡ

⤖保Ꮡ

␃Ỉస成

パラフィンᶆ本ⷧษ

パラフィン⁐⼥

染Ⰽ反応

⤌⧊㙾㢧用

㐲ᚰ器

検体ฎ理

ච染Ⰽ

PCR

⤖ᶆ本స〇

⬺Ỉ、㏱ᚭ

PCR

PCR

PCR

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

局ᡤẼ⨨

⮬動ᑒධ⨨

PCR

㑇ఏ子ኚ␗ゎᯒ

᰾㓟ᢳฟ

⤌⧊㙾㢧用

スライドガラス༳字

⫶⢭ᐦ検査

ฎ⨨用

⤒㰯内視㙾

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

ͤパルスオキシメータ PXPori7165

㝖⣽動⨨ハートスタート M4735A

血液จᅛィࣔ࣊クロン401

A%L90FL(;

人工呼吸器 P%�840

人工呼吸器 エビタ;L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサームϩ

ͤネスコࢽࢯックネブライザ

ಶ人用㏱ᯒ⨨'%%シリーズ

ROỈ〇㐀⨨N(WȐ

Ẽ管支フイバースコープ　P�20

ͤẼ管支㙾光※器O(S�;(NON�LIGHT SOURC

ྞ下ࡆ式体重ィスケールトロࢽクス　ࣔデル2001

フットポンプSC'エクスプレス

ͤ⮬動血圧ィ エレマーノ H�55

ͤ薬用保෭ᗜ M('I COOL

ͤ全⮬動⣽菌検査システム�マイクロスキࣕン�

全⮬動オートクレーブ

らん器ࡩ

㢧ᚤ㙾 %;50

クラスII生≀キࣕビネット

㢧ᚤ㙾Ni�U

%ACT(C 9050

S\nerJ\ U9

ゎ๗ྎ�PM�S�3ᆺ�

ディス࣌ンシング・コンࢯール

クライオ・コンࢯール

臓器ᙳྎCPM�2000

ͤ臓器ᙳ⨨MPS�8�L'

㉸低 フリーザー M'F�190AT

㉸低 フリーザー M'F�U281AT

(Oi[ U93

ミクロトーム

パラフィン⁐⼥器

ᾋ༸器�37Υ�

᭱高⣭┿㢧ᚤ㙾 �PRO9IS�A;�80

卓上小ᆺ㐲ᚰ器 �ク࣎タ2420�

安全キࣕビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3'

9IP5ジュࢽア

PCRサイクラー PC818

෭༷㐲ᚰ器 3500

ブロックインキュベーター %I�525A

9(NTANA %enFKMDrk ULTRA

HISTOSTAIN(R36A

H(AT PROII

L(ICA %ON'�Ϫ

Histo�Tek Air�Pro

TissXe�Tek GODs

NANO 'ROP

㑇ఏ子ゎᯒ⨨i�Gens\TM IS�5320

MD[ZDOOpiE AS2000

バーチࣕルスライド⨨ Fino

FIN( FROST PRINT(R MINI

⫶フイバースコープ�電子�

⫶フイバースコープ�ฎ⨨用�

⫶フイバースコープ�;P�260N�

十二指腸フイバースコープ�電子�

大腸フイバースコープ

㉸㡢Ἴフイバースコープ

Ẽ管支フイバースコープ

Ẽ管支ビデオスコープ

光※⨨

⮬動Ὑ浄機

⮬動Ὑ浄機

ͤ小腸カプセル内視㙾ワークステーション

高Ẽ圧㓟⣲治療⨨

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

GiYen

川崎エンジࢽアリング

⮅⫹管㐀ᙳ

大腸⢭ᐦ検査

食道・⫶・十二指腸

Ẽ管支ࠌ

Ẽ管支ࠌ

光※

Ὑ浄（Ẽ管支㙾ᐊ）

Ὑ浄

小腸カプセル検査ㄞᙳ

高Ẽ圧㓟⣲治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2

　クリࢽテックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査⨨A'9IA2120i

⮬動血ỿィ ࣔࢽター20

㐲ᚰ分㞳器2010

║㢧ᚤ㙾 %H2

ͤ║㢧ᚤ㙾 %;43

血小板จ集能 定⨨ MCM H(MA TRAC(R 313M

集⣽⬊㐲ᚰ⨨サイト・スࣆン4

骨㧊ീ分㢮ィᩘ⨨F510

-CA�%M9130

ͤトキシノメーター MT6500

AIC全⮬動 定⨨HA�8170

ͤOSMO STATION 6060

分光光度ィ

㉸低 フリーザー�一80Υ�

'RI�CH(M100

血中薬≀⃰度 定器9iYD�(

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

✚Ỉメディカル

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

常光

ク࣎タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サーࣔフィッシࣕサイエンティフィック

(RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

ᒀ定性検査

血液จᅛ㡯┠

血液ീ、血⟬㡯┠

血ỿ 定

㐲ᚰస業

血液ീ、ᒀỿ査

血液ീ

A'P、コラーࢤン

㐲ᚰ器

骨㧊ീ分㢮

生化学㡯┠・ච㡯┠

%'グルカン、エンドトキシン

HEA1、HEA1F

血液、ᒀ、OSM

生化学定量 定㡯┠

血保Ꮡ用�血Ύ、リコール等�

NH3 定

ジࢦキシン7㡯┠ 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

⣽ 菌 ᐊ

病理検査ᐊ

内 視 㙾 ᐊ

ͤiPro2システム

ͤマイクロミࢽ㐲ᚰ器

RAPI' Point 500

㐲ᚰ分㞳器2010・2410・ͤ4000

FoEDs K232

業務用෭෭ⶶᗜ

TH(RMOSTATION TS100

S'A 0080

全⮬動ච血Ύ 定器AIA�2000ST

෭༷㐲ᚰ器

Pini 9I'AS

全⮬動化学Ⓨ光㓟⣲ච 定システム ルミパルスG1200

クイックAC�185ࣔ࣊

全⮬動Ὑ浄器 MC450

サンフュージュ㐲ᚰ器

㐲ᚰ分㞳器 2010

%IO�RA'㍺血システム

I'�GeOstDtion

マイクロダイࣆングシステム用ᜏ 器

マイクロダイࣆングシステム用㐲ᚰ器

HS�12㐲ᚰ器

ᜏ ᵴTR�S

　テルࣔチューブシーラーAC�155

　FFPバッグゎ器FP�40

ͤ⮬動採血管‽ഛ⨨ %C�RO%O�800RFI'

クリࢽテックアドバンタス

㐲ᚰ分㞳器 2010、4200

FoEDs K232

║㢧ᚤ㙾%H�2

RPAI' Point 500

ホルターᚰ電ィ

ͤホルターᚰ電ᅗゎᯒ⨨ 4P�551'

呼吸機能⮬動ゎᯒ⨨ FU'AC�77

⬻Ἴィ�18FK�

ポータブル用⬻Ἴィ�14FK��ㄏⓎ電検査⨨付�

節電ᅗ・ㄏⓎ反応検査⨨

☢Ẽ่⃭⨨

携ᖏ用⮬動血圧ࣔࢽター

レポートジェネレーター

9DSerD 9S�3000T(（血圧⬦Ἴ検査⨨）

⮬動ゎᯒ⨨付ᚰ電ィ

パルスオキシメータ

ͤパルスオキシメータ

ネイタスアル3ࢦi

⬻Ἴィ（NICU用�

携ᖏᆺᚰ電ィ

電Ẽ味ぬィ

イベントレコーダー

赤外分光分ᯒ⨨

ウォッチパット

⮬動ゎᯒ⨨付きᚰ電ィ

㍺液ポンプ　T(171

㍺液ポンプ　OT�808

シリンジポンプ　T(�351

InteOOi9Xe MP70

ͤCo2ᣑᙇࣔジュール

InteOOi9Xe ;2　MMS　

ͤM3

㢌内圧ࣔࢽタ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N�550

メドトロࢽック

ク࣎タ

シーメンス

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東ࢯー

.U%OTA2800

日本ビオメリュー

ᐩ士レビオ

テルࣔ

日立

୕光⣧薬

ク࣎タ

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

コクサン

アズワン

テルࣔ

MeGite[

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン࣊ルスケアジࣕパン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大ሯ〇薬

フィリップス

フクダ電子

テルࣔ株式会社

株式会社-MS

テルࣔ株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョンࢯンアンドジョンࢯン

コࣦィディエンジࣕパン

ᣢ⥆グルコースࣔࢽタ

高㏿㐲ᚰ

血ガスPH PCO2 PO2

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ヨ薬管理・血Ύ保Ꮡ

血Ύ不活化用保 器�%�'エンド�

␃⨨

⭘⒆マーカー、ホルࣔン 定

血Ύ分㞳

HI9、㢼⑈、トキ2)、ࢯ、

感染症検査

⮬ᕫ血採血⨨

交ᕪヨ㦂等セルウォッシࣕー

交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

血Ύ分㞳

㍺血管理システム

㍺血検査システム

㍺血検査

㍺血検査

血液ᆺ、交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

交ᕪヨ㦂用ᜏ ᵴ

⮬ᕫ血用チューブシーラー

FFPゎ

採血管‽ഛ

ᒀ定性検査

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ᒀỿ査

血ガスPH PCO2 PO2

24K ᚰ電ᅗ

24K ᚰ電ᅗゎᯒ

肺Ẽ量分⏬･フロー࣎リューム

⬻Ἴ

⬻Ἴ・A%R

節電ᅗ・A%R・S(P

ㄏⓎ反応่⃭

24Kr ⮬動血圧ィ

24Kr ⮬動血圧ィゎᯒ

ᚰ電ᅗ・CA9I･A%I･T%I検査

ᚰ電ᅗ

パルスオキシメータ

SPO2

⫈ぬㄏⓎ反応 定⨨

⬻Ἴ

ᚰ電ᅗ

味ぬィ

ᚰ電ᅗ

ロリ感染ࣆ

╧╀評౯⨨

ᚰ電ᅗ・C9RR

㍺液ポンプ

㍺液ポンプ㺽

シリンジポンプ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

コーナー メ ー カ ー 用 ㏵機 器 名 ⛠ ྎᩘ

ࣘビックス

フィリップス

平和≀産

ラジオメーター株式会社

コࣦィディエンジࣕパン

ドレーࢤルメディカル

G(࣊ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフーマ株式会社

日機株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベᚠ研

コࣦィディエンジࣕパン

テルࣔ株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

ụ本理化

オリンパス

日本エアーテック

コンࢽ

日本࣌クトン･ディッキンࢯン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白松

ᮡᾆ研究ᡤ

サンࣚー

サンࣚー

日本ミリポアリミテッド

ࣖマト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク࣎タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク࣎タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR(I

NICHIR(I

LeiFD

サクラ

サクラ

TKerPo

DrkrD\

ProPeJD

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報ࣔࢽタ

㝖⣽動⨨

臨床検査機器（血液จᅛ 定⨨）

血液ガス分ᯒ⨨

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維ᣢ⨨

㉸㡢Ἴネブライザ

血液㏱ᯒ⨨

㏱ᯒ用ROỈ〇㐀⨨

Ẽ管支内視㙾

Ẽ管支内視㙾

体重ィ

コࣦィディエンジࣕパン（㺚㺊㺎㺑㺍㺢㺼）

血圧ィ

保෭ᗜ

一⯡⣽菌同定、感ཷ性

⁛菌

ᇵ養器

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟菌染Ⰽ

安全キࣕビネット

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟染Ⰽ

全⮬動血液ᇵ養検査

␃Ỉస成

病理ゎ๗

包ᇙ

෭༷�包ᇙカセット�

┿ᙳ

┿ᙳ

⤖保Ꮡ

⤖保Ꮡ

␃Ỉస成

パラフィンᶆ本ⷧษ

パラフィン⁐⼥

染Ⰽ反応

⤌⧊㙾㢧用

㐲ᚰ器

検体ฎ理

ච染Ⰽ

PCR

⤖ᶆ本స〇

⬺Ỉ、㏱ᚭ

PCR

PCR

PCR

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

局ᡤẼ⨨

⮬動ᑒධ⨨

PCR

㑇ఏ子ኚ␗ゎᯒ

᰾㓟ᢳฟ

⤌⧊㙾㢧用

スライドガラス༳字

⫶⢭ᐦ検査

ฎ⨨用

⤒㰯内視㙾

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

㹇 㹁 㹓

ͤパルスオキシメータ PXPori7165

㝖⣽動⨨ハートスタート M4735A

血液จᅛィࣔ࣊クロン401

A%L90FL(;

人工呼吸器 P%�840

人工呼吸器 エビタ;L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサームϩ

ͤネスコࢽࢯックネブライザ

ಶ人用㏱ᯒ⨨'%%シリーズ

ROỈ〇㐀⨨N(WȐ

Ẽ管支フイバースコープ　P�20

ͤẼ管支㙾光※器O(S�;(NON�LIGHT SOURC

ྞ下ࡆ式体重ィスケールトロࢽクス　ࣔデル2001

フットポンプSC'エクスプレス

ͤ⮬動血圧ィ エレマーノ H�55

ͤ薬用保෭ᗜ M('I COOL

ͤ全⮬動⣽菌検査システム�マイクロスキࣕン�

全⮬動オートクレーブ

らん器ࡩ

㢧ᚤ㙾 %;50

クラスII生≀キࣕビネット

㢧ᚤ㙾Ni�U

%ACT(C 9050

S\nerJ\ U9

ゎ๗ྎ�PM�S�3ᆺ�

ディス࣌ンシング・コンࢯール

クライオ・コンࢯール

臓器ᙳྎCPM�2000

ͤ臓器ᙳ⨨MPS�8�L'

㉸低 フリーザー M'F�190AT

㉸低 フリーザー M'F�U281AT

(Oi[ U93

ミクロトーム

パラフィン⁐⼥器

ᾋ༸器�37Υ�

᭱高⣭┿㢧ᚤ㙾 �PRO9IS�A;�80

卓上小ᆺ㐲ᚰ器 �ク࣎タ2420�

安全キࣕビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3'

9IP5ジュࢽア

PCRサイクラー PC818

෭༷㐲ᚰ器 3500

ブロックインキュベーター %I�525A

9(NTANA %enFKMDrk ULTRA

HISTOSTAIN(R36A

H(AT PROII

L(ICA %ON'�Ϫ

Histo�Tek Air�Pro

TissXe�Tek GODs

NANO 'ROP

㑇ఏ子ゎᯒ⨨i�Gens\TM IS�5320

MD[ZDOOpiE AS2000

バーチࣕルスライド⨨ Fino

FIN( FROST PRINT(R MINI

⫶フイバースコープ�電子�

⫶フイバースコープ�ฎ⨨用�

⫶フイバースコープ�;P�260N�

十二指腸フイバースコープ�電子�

大腸フイバースコープ

㉸㡢Ἴフイバースコープ

Ẽ管支フイバースコープ

Ẽ管支ビデオスコープ

光※⨨

⮬動Ὑ浄機

⮬動Ὑ浄機

ͤ小腸カプセル内視㙾ワークステーション

高Ẽ圧㓟⣲治療⨨

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

GiYen

川崎エンジࢽアリング

⮅⫹管㐀ᙳ

大腸⢭ᐦ検査

食道・⫶・十二指腸

Ẽ管支ࠌ

Ẽ管支ࠌ

光※

Ὑ浄（Ẽ管支㙾ᐊ）

Ὑ浄

小腸カプセル検査ㄞᙳ

高Ẽ圧㓟⣲治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2
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�院ᴫせ �院ᴫせ

　クリࢽテックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査⨨A'9IA2120i

⮬動血ỿィ ࣔࢽター20

㐲ᚰ分㞳器2010

║㢧ᚤ㙾 %H2

ͤ║㢧ᚤ㙾 %;43

血小板จ集能 定⨨ MCM H(MA TRAC(R 313M

集⣽⬊㐲ᚰ⨨サイト・スࣆン4

骨㧊ീ分㢮ィᩘ⨨F510

-CA�%M9130

ͤトキシノメーター MT6500

AIC全⮬動 定⨨HA�8170

ͤOSMO STATION 6060

分光光度ィ

㉸低 フリーザー�一80Υ�

'RI�CH(M100

血中薬≀⃰度 定器9iYD�(

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

✚Ỉメディカル

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

常光

ク࣎タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サーࣔフィッシࣕサイエンティフィック

(RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

ᒀ定性検査

血液จᅛ㡯┠

血液ീ、血⟬㡯┠

血ỿ 定

㐲ᚰస業

血液ീ、ᒀỿ査

血液ീ

A'P、コラーࢤン

㐲ᚰ器

骨㧊ീ分㢮

生化学㡯┠・ච㡯┠

%'グルカン、エンドトキシン

HEA1、HEA1F

血液、ᒀ、OSM

生化学定量 定㡯┠

血保Ꮡ用�血Ύ、リコール等�

NH3 定

ジࢦキシン7㡯┠ 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

生 化 学

外᮶検査ᐊ

生理検査ᐊ

㹇 㹁 㹓

㍺血ච血Ύ

コーナー メ ー カ ー 用 ㏵機 器 名 ⛠ ྎᩘ

ͤiPro2システム

ͤマイクロミࢽ㐲ᚰ器

RAPI' Point 500

㐲ᚰ分㞳器2010・2410・ͤ4000

FoEDs K232

業務用෭෭ⶶᗜ

TH(RMOSTATION TS100

S'A 0080

全⮬動ච血Ύ 定器AIA�2000ST

෭༷㐲ᚰ器

Pini 9I'AS

全⮬動化学Ⓨ光㓟⣲ච 定システム ルミパルスG1200

クイックAC�185ࣔ࣊

全⮬動Ὑ浄器 MC450

サンフュージュ㐲ᚰ器

㐲ᚰ分㞳器 2010

%IO�RA'㍺血システム

I'�GeOstDtion

マイクロダイࣆングシステム用ᜏ 器

マイクロダイࣆングシステム用㐲ᚰ器

HS�12㐲ᚰ器
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ㄏⓎ反応่⃭

24Kr ⮬動血圧ィ

24Kr ⮬動血圧ィゎᯒ

ᚰ電ᅗ・CA9I･A%I･T%I検査

ᚰ電ᅗ

パルスオキシメータ

SPO2

⫈ぬㄏⓎ反応 定⨨

⬻Ἴ

ᚰ電ᅗ

味ぬィ

ᚰ電ᅗ

ロリ感染ࣆ

╧╀評౯⨨

ᚰ電ᅗ・C9RR

㍺液ポンプ

㍺液ポンプ㺽

シリンジポンプ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

コーナー メ ー カ ー 用 ㏵機 器 名 ⛠ ྎᩘ

ࣘビックス

フィリップス

平和≀産

ラジオメーター株式会社

コࣦィディエンジࣕパン

ドレーࢤルメディカル

G(࣊ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフーマ株式会社

日機株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベᚠ研

コࣦィディエンジࣕパン

テルࣔ株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

ụ本理化

オリンパス

日本エアーテック

コンࢽ

日本࣌クトン･ディッキンࢯン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白松

ᮡᾆ研究ᡤ

サンࣚー

サンࣚー

日本ミリポアリミテッド

ࣖマト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク࣎タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク࣎タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR(I

NICHIR(I

LeiFD

サクラ

サクラ

TKerPo

DrkrD\

ProPeJD

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報ࣔࢽタ

㝖⣽動⨨

臨床検査機器（血液จᅛ 定⨨）

血液ガス分ᯒ⨨

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維ᣢ⨨

㉸㡢Ἴネブライザ

血液㏱ᯒ⨨

㏱ᯒ用ROỈ〇㐀⨨

Ẽ管支内視㙾

Ẽ管支内視㙾

体重ィ

コࣦィディエンジࣕパン（㺚㺊㺎㺑㺍㺢㺼）

血圧ィ

保෭ᗜ

一⯡⣽菌同定、感ཷ性

⁛菌

ᇵ養器

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟菌染Ⰽ

安全キࣕビネット

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟染Ⰽ

全⮬動血液ᇵ養検査

␃Ỉస成

病理ゎ๗

包ᇙ

෭༷�包ᇙカセット�

┿ᙳ

┿ᙳ

⤖保Ꮡ

⤖保Ꮡ

␃Ỉస成

パラフィンᶆ本ⷧษ

パラフィン⁐⼥

染Ⰽ反応

⤌⧊㙾㢧用

㐲ᚰ器

検体ฎ理

ච染Ⰽ

PCR

⤖ᶆ本స〇

⬺Ỉ、㏱ᚭ

PCR

PCR

PCR

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

局ᡤẼ⨨

⮬動ᑒධ⨨

PCR

㑇ఏ子ኚ␗ゎᯒ

᰾㓟ᢳฟ

⤌⧊㙾㢧用

スライドガラス༳字

⫶⢭ᐦ検査

ฎ⨨用

⤒㰯内視㙾

1

1

1

1

4

1

1

1

3

4

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1

1

㹇 㹁 㹓

ͤパルスオキシメータ PXPori7165

㝖⣽動⨨ハートスタート M4735A

血液จᅛィࣔ࣊クロン401

A%L90FL(;

人工呼吸器 P%�840

人工呼吸器 エビタ;L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサームϩ

ͤネスコࢽࢯックネブライザ

ಶ人用㏱ᯒ⨨'%%シリーズ

ROỈ〇㐀⨨N(WȐ

Ẽ管支フイバースコープ　P�20

ͤẼ管支㙾光※器O(S�;(NON�LIGHT SOURC

ྞ下ࡆ式体重ィスケールトロࢽクス　ࣔデル2001

フットポンプSC'エクスプレス

ͤ⮬動血圧ィ エレマーノ H�55

ͤ薬用保෭ᗜ M('I COOL

ͤ全⮬動⣽菌検査システム�マイクロスキࣕン�

全⮬動オートクレーブ

らん器ࡩ

㢧ᚤ㙾 %;50

クラスII生≀キࣕビネット

㢧ᚤ㙾Ni�U

%ACT(C 9050

S\nerJ\ U9

ゎ๗ྎ�PM�S�3ᆺ�

ディス࣌ンシング・コンࢯール

クライオ・コンࢯール

臓器ᙳྎCPM�2000

ͤ臓器ᙳ⨨MPS�8�L'

㉸低 フリーザー M'F�190AT

㉸低 フリーザー M'F�U281AT

(Oi[ U93

ミクロトーム

パラフィン⁐⼥器

ᾋ༸器�37Υ�

᭱高⣭┿㢧ᚤ㙾 �PRO9IS�A;�80

卓上小ᆺ㐲ᚰ器 �ク࣎タ2420�

安全キࣕビネット

オートクレーブ

PCRサイクラー

クライオ3'

9IP5ジュࢽア

PCRサイクラー PC818

෭༷㐲ᚰ器 3500

ブロックインキュベーター %I�525A

9(NTANA %enFKMDrk ULTRA

HISTOSTAIN(R36A

H(AT PROII

L(ICA %ON'�Ϫ

Histo�Tek Air�Pro

TissXe�Tek GODs

NANO 'ROP

㑇ఏ子ゎᯒ⨨i�Gens\TM IS�5320

MD[ZDOOpiE AS2000

バーチࣕルスライド⨨ Fino

FIN( FROST PRINT(R MINI

⫶フイバースコープ�電子�

⫶フイバースコープ�ฎ⨨用�

⫶フイバースコープ�;P�260N�

十二指腸フイバースコープ�電子�

大腸フイバースコープ

㉸㡢Ἴフイバースコープ

Ẽ管支フイバースコープ

Ẽ管支ビデオスコープ

光※⨨

⮬動Ὑ浄機

⮬動Ὑ浄機

ͤ小腸カプセル内視㙾ワークステーション

高Ẽ圧㓟⣲治療⨨

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

オリンパス

J&J

オリンパス

GiYen

川崎エンジࢽアリング

⮅⫹管㐀ᙳ

大腸⢭ᐦ検査

食道・⫶・十二指腸

Ẽ管支ࠌ

Ẽ管支ࠌ

光※

Ὑ浄（Ẽ管支㙾ᐊ）

Ὑ浄

小腸カプセル検査ㄞᙳ

高Ẽ圧㓟⣲治療

2

4

1

2

3

4

3

2

1

2
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　クリࢽテックアドバンタス

コアプレスタ2000

総合血液学検査⨨A'9IA2120i

⮬動血ỿィ ࣔࢽター20

㐲ᚰ分㞳器2010

║㢧ᚤ㙾 %H2

ͤ║㢧ᚤ㙾 %;43

血小板จ集能 定⨨ MCM H(MA TRAC(R 313M

集⣽⬊㐲ᚰ⨨サイト・スࣆン4

骨㧊ീ分㢮ィᩘ⨨F510

-CA�%M9130

ͤトキシノメーター MT6500

AIC全⮬動 定⨨HA�8170

ͤOSMO STATION 6060

分光光度ィ

㉸低 フリーザー�一80Υ�

'RI�CH(M100

血中薬≀⃰度 定器9iYD�(

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

✚Ỉメディカル

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

常光

ク࣎タ

オリンパス

オリンパス

エル･エム･エス

サーࣔフィッシࣕサイエンティフィック

(RMA INC

日本電子

和光

アークレイ

アークレイ

エルマ

日本フリーザー

フジフイルム

シーメンス

ᒀ定性検査

血液จᅛ㡯┠

血液ീ、血⟬㡯┠

血ỿ 定

㐲ᚰస業

血液ീ、ᒀỿ査

血液ീ

A'P、コラーࢤン

㐲ᚰ器

骨㧊ീ分㢮

生化学㡯┠・ච㡯┠

%'グルカン、エンドトキシン

HEA1、HEA1F

血液、ᒀ、OSM

生化学定量 定㡯┠

血保Ꮡ用�血Ύ、リコール等�

NH3 定

ジࢦキシン7㡯┠ 定

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ͤiPro2システム

ͤマイクロミࢽ㐲ᚰ器

RAPI' Point 500

㐲ᚰ分㞳器2010・2410・ͤ4000

FoEDs K232

業務用෭෭ⶶᗜ

TH(RMOSTATION TS100

S'A 0080

全⮬動ච血Ύ 定器AIA�2000ST

෭༷㐲ᚰ器

Pini 9I'AS

全⮬動化学Ⓨ光㓟⣲ච 定システム ルミパルスG1200

クイックAC�185ࣔ࣊

全⮬動Ὑ浄器 MC450

サンフュージュ㐲ᚰ器

㐲ᚰ分㞳器 2010

%IO�RA'㍺血システム

I'�GeOstDtion

マイクロダイࣆングシステム用ᜏ 器

マイクロダイࣆングシステム用㐲ᚰ器

HS�12㐲ᚰ器

ᜏ ᵴTR�S

　テルࣔチューブシーラーAC�155

　FFPバッグゎ器FP�40

ͤ⮬動採血管‽ഛ⨨ %C�RO%O�800RFI'

クリࢽテックアドバンタス

㐲ᚰ分㞳器 2010、4200

FoEDs K232

║㢧ᚤ㙾%H�2

RPAI' Point 500

ホルターᚰ電ィ

ͤホルターᚰ電ᅗゎᯒ⨨ 4P�551'

呼吸機能⮬動ゎᯒ⨨ FU'AC�77

⬻Ἴィ�18FK�

ポータブル用⬻Ἴィ�14FK��ㄏⓎ電検査⨨付�

節電ᅗ・ㄏⓎ反応検査⨨

☢Ẽ่⃭⨨

携ᖏ用⮬動血圧ࣔࢽター

レポートジェネレーター

9DSerD 9S�3000T(（血圧⬦Ἴ検査⨨）

⮬動ゎᯒ⨨付ᚰ電ィ

パルスオキシメータ

ͤパルスオキシメータ

ネイタスアル3ࢦi

⬻Ἴィ（NICU用�

携ᖏᆺᚰ電ィ

電Ẽ味ぬィ

イベントレコーダー

赤外分光分ᯒ⨨

ウォッチパット

⮬動ゎᯒ⨨付きᚰ電ィ

㍺液ポンプ　T(171

㍺液ポンプ　OT�808

シリンジポンプ　T(�351

InteOOi9Xe MP70

ͤCo2ᣑᙇࣔジュール

InteOOi9Xe ;2　MMS　

ͤM3

㢌内圧ࣔࢽタ　ICPエクスプレス

パルスオキシメータ N�550

メドトロࢽック

ク࣎タ

シーメンス

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

ナショナル

和光

オルガノ

東ࢯー

.U%OTA2800

日本ビオメリュー

ᐩ士レビオ

テルࣔ

日立

୕光⣧薬

ク࣎タ

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

%IO�RA'

コクサン

アズワン

テルࣔ

MeGite[

テクノメディカ

シーメンス･メディカル･ࢯリューションズ

ク࣎タ

ロシュ・ダイアグノスティックス

オリンパス

シーメンス

日本光電

日本光電

フクダ電子

日本光電

日本光電

日本光電

セルコム・日本光電

日本光電

日本光電

フクダ電子

フクダ電子

タイン࣊ルスケアジࣕパン

フクダ電子

アトムメディカル

日本光電

デイリーケアバイオメディカル

リオン

日本ライフライン

大ሯ〇薬

フィリップス

フクダ電子

テルࣔ株式会社

株式会社-MS

テルࣔ株式会社

フィリップス

フィリップス

フィリップス

フィリップス

ジョンࢯンアンドジョンࢯン

コࣦィディエンジࣕパン

ᣢ⥆グルコースࣔࢽタ

高㏿㐲ᚰ

血ガスPH PCO2 PO2

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ヨ薬管理・血Ύ保Ꮡ

血Ύ不活化用保 器�%�'エンド�

␃⨨

⭘⒆マーカー、ホルࣔン 定

血Ύ分㞳

HI9、㢼⑈、トキ2)、ࢯ、

感染症検査

⮬ᕫ血採血⨨

交ᕪヨ㦂等セルウォッシࣕー

交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

血Ύ分㞳

㍺血管理システム

㍺血検査システム

㍺血検査

㍺血検査

血液ᆺ、交ᕪヨ㦂専用㐲ᚰ器

交ᕪヨ㦂用ᜏ ᵴ

⮬ᕫ血用チューブシーラー

FFPゎ

採血管‽ഛ

ᒀ定性検査

血Ύ分㞳

トロポࢽンT

ᒀỿ査

血ガスPH PCO2 PO2

24K ᚰ電ᅗ

24K ᚰ電ᅗゎᯒ

肺Ẽ量分⏬･フロー࣎リューム

⬻Ἴ

⬻Ἴ・A%R

節電ᅗ・A%R・S(P

ㄏⓎ反応่⃭

24Kr ⮬動血圧ィ

24Kr ⮬動血圧ィゎᯒ

ᚰ電ᅗ・CA9I･A%I･T%I検査

ᚰ電ᅗ

パルスオキシメータ

SPO2

⫈ぬㄏⓎ反応 定⨨

⬻Ἴ

ᚰ電ᅗ

味ぬィ

ᚰ電ᅗ

ロリ感染ࣆ

╧╀評౯⨨

ᚰ電ᅗ・C9RR

㍺液ポンプ

㍺液ポンプ㺽

シリンジポンプ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

生体情報ࣔࢽタ

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

11

15

12

8

1

1

1

1

3

ࣘビックス

フィリップス

平和≀産

ラジオメーター株式会社

コࣦィディエンジࣕパン

ドレーࢤルメディカル

G(࣊ルスケア

GAYMAR

アルフレッサフーマ株式会社

日機株式会社

IMS

オリンパス株式会社

オリンパス株式会社

ウベᚠ研

コࣦィディエンジࣕパン

テルࣔ株式会社

SANYO

ベックマン･コールター

平山

ụ本理化

オリンパス

日本エアーテック

コンࢽ

日本࣌クトン･ディッキンࢯン

日本ミリポアリミテッド

ホザナ

ティシューテック

テイシューテック

コメット,白松

ᮡᾆ研究ᡤ

サンࣚー

サンࣚー

日本ミリポアリミテッド

ࣖマト

サクラ

サクラ

オリンパス

ク࣎タ

エアテック

サクラ

フナコシ

ティシューテック

ティシューテック

アステック

ク࣎タ

アステッック

ロッシュ

NICHIR(I

NICHIR(I

LeiFD

サクラ

サクラ

TKerPo

DrkrD\

ProPeJD

CLARO

マツナミ

オリンパス

オリンパス

オリンパス

生体情報ࣔࢽタ

㝖⣽動⨨

臨床検査機器（血液จᅛ 定⨨）

血液ガス分ᯒ⨨

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

高・低体 維ᣢ⨨

㉸㡢Ἴネブライザ

血液㏱ᯒ⨨

㏱ᯒ用ROỈ〇㐀⨨

Ẽ管支内視㙾

Ẽ管支内視㙾

体重ィ

コࣦィディエンジࣕパン（㺚㺊㺎㺑㺍㺢㺼）

血圧ィ

保෭ᗜ

一⯡⣽菌同定、感ཷ性

⁛菌

ᇵ養器

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟菌染Ⰽ

安全キࣕビネット

グラム染Ⰽ･ᢠ㓟染Ⰽ

全⮬動血液ᇵ養検査

␃Ỉస成

病理ゎ๗

包ᇙ

෭༷�包ᇙカセット�

┿ᙳ

┿ᙳ

⤖保Ꮡ

⤖保Ꮡ

␃Ỉస成

パラフィンᶆ本ⷧษ

パラフィン⁐⼥

染Ⰽ反応

⤌⧊㙾㢧用

㐲ᚰ器

検体ฎ理

ච染Ⰽ

PCR

⤖ᶆ本స〇

⬺Ỉ、㏱ᚭ

PCR

PCR

PCR

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

ච染Ⰽ

局ᡤẼ⨨

⮬動ᑒධ⨨

PCR

㑇ఏ子ኚ␗ゎᯒ

᰾㓟ᢳฟ

⤌⧊㙾㢧用

スライドガラス༳字

⫶⢭ᐦ検査

ฎ⨨用

⤒㰯内視㙾

1

1

1

1

4

1

1
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内 視 㙾 ᐊ

高Ẽ圧㓟⣲治療ᐊ

コーナー メ ー カ ー 用 ㏵機 器 名 ⛠ ྎᩘ

ͤパルスオキシメータ PXPori7165

㝖⣽動⨨ハートスタート M4735A

血液จᅛィࣔ࣊クロン401

A%L90FL(;

人工呼吸器 P%�840

人工呼吸器 エビタ;L

人工呼吸器 エングストローム ケアステーション

メディサームϩ

ͤネスコࢽࢯックネブライザ

ಶ人用㏱ᯒ⨨'%%シリーズ

ROỈ〇㐀⨨N(WȐ

Ẽ管支フイバースコープ　P�20

ͤẼ管支㙾光※器O(S�;(NON�LIGHT SOURC

ྞ下ࡆ式体重ィスケールトロࢽクス　ࣔデル2001

フットポンプSC'エクスプレス

ͤ⮬動血圧ィ エレマーノ H�55

ͤ薬用保෭ᗜ M('I COOL

ͤ全⮬動⣽菌検査システム�マイクロスキࣕン�

全⮬動オートクレーブ

らん器ࡩ

㢧ᚤ㙾 %;50

クラスII生≀キࣕビネット

㢧ᚤ㙾Ni�U

%ACT(C 9050

S\nerJ\ U9

ゎ๗ྎ�PM�S�3ᆺ�

ディス࣌ンシング・コンࢯール

クライオ・コンࢯール

臓器ᙳྎCPM�2000

ͤ臓器ᙳ⨨MPS�8�L'

㉸低 フリーザー M'F�190AT
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(Oi[ U93

ミクロトーム

パラフィン⁐⼥器

ᾋ༸器�37Υ�
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卓上小ᆺ㐲ᚰ器 �ク࣎タ2420�
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PCRサイクラー

クライオ3'

9IP5ジュࢽア
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෭༷㐲ᚰ器 3500

ブロックインキュベーター %I�525A

9(NTANA %enFKMDrk ULTRA

HISTOSTAIN(R36A

H(AT PROII

L(ICA %ON'�Ϫ

Histo�Tek Air�Pro

TissXe�Tek GODs

NANO 'ROP

㑇ఏ子ゎᯒ⨨i�Gens\TM IS�5320

MD[ZDOOpiE AS2000

バーチࣕルスライド⨨ Fino

FIN( FROST PRINT(R MINI

⫶フイバースコープ�電子�

⫶フイバースコープ�ฎ⨨用�

⫶フイバースコープ�;P�260N�

十二指腸フイバースコープ�電子�

大腸フイバースコープ

㉸㡢Ἴフイバースコープ

Ẽ管支フイバースコープ
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光※⨨

⮬動Ὑ浄機
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高Ẽ圧㓟⣲治療⨨
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オリンパス
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J&J

オリンパス

GiYen

川崎エンジࢽアリング

⮅⫹管㐀ᙳ

大腸⢭ᐦ検査

食道・⫶・十二指腸

Ẽ管支ࠌ

Ẽ管支ࠌ

光※

Ὑ浄（Ẽ管支㙾ᐊ）
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小腸カプセル検査ㄞᙳ

高Ẽ圧㓟⣲治療

2

4

1

2
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4
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1

2



病院統計
● （１）科別外来患者数

● （２）科別在院患者延べ数

● （３）年度別手術症例数

● （４）科別手術症例数

● （５）年度別入院患者死亡数及び病理解剖数

● （６）外来患者市町村別分類図

● （７）退院患者市町村別分布図

● （８）市町村別紹介施設数・患者数

● （９）市町村別逆紹介施設数・患者数

● （10）紹介率

● （11）逆紹介率

● （12）外来患者初再診

● （13）外来患者時間外・深夜・休日患者数

● （14）入院患者に関する実績比較

● （15）年度別救急車受入台数（患者数）

● （16）救急患者受入時間帯・年齢別分類

● （17）市町村別救急患者数

● （18）退院患者ICD大分類（主傷病名大分類）

● （19）ICD大分類（科別、性別退院患者数）
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・
ᅵ
᭙
日

（ᩘ
⚃
日
㝖
く
）

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

1
,
5
9
2
 

3
8
0
 

1
8
7
 

2
5
2
 

5
9
 

2
9
 

3
5
4
 

4
 

6
9
4
 

1
,
1
1
8
 

9
 

1
4
 

1
1
 

2
3
2
 

2
8
 

2
 

2
 

4
,
9
6
7
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0
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,
5
3
6
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2
5
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2
5
8
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3
 

2
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9
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7
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0
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1
0
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3
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1
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0
7

1
,
4
2
9
 

3
6
0
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0
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7
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6
 

1
7
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9
1
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2
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1
 

4
,
7
2
3
 

2
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5

1
,
6
2
5
 

4
0
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1
7
5
 

2
7
6
 

1
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2
3
 

3
6
9
 

5
 

7
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8
5
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1
1
 

4
1
 

2
3
 

1
6
8
 

2
1
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1
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,
9
0
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1
,
4
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3
 

3
3
1
 

1
7
6
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1
0
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6
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3
5
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0
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1
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1
 

1
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7

1
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8
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1
6
7
 

2
7
2
 

8
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3
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0
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0
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1
1
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1
6
7
 

2
8
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1
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3
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0
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1
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6
1
2
 

4
2
9
 

1
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1
 

2
9
5
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7
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8
 

1
0
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8
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9
6
 

6
 

1
0
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1
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1
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1
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1
 

1
3
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1
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0
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3
 

6
 

6
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3
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7
 

1
6
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1
 

5
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4
,
3
9
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2
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0

1
8
,
3
0
4
 

4
,
3
0
2
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,
1
8
1
 

3
,
2
7
9
 

1
,
0
6
4
 

3
1
1
 

4
,
1
0
4
 

7
2
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,
6
5
9
 

1
0
,
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3
7
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8
 

2
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4
 

2
0
8
 

2
,
3
0
6
 

3
0
4
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5
 

1
3
 

5
6
,
3
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1
 

-
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,
5
2
5
 

3
5
9
 

1
8
2
 

2
7
3
 

8
9
 

2
6
 

3
4
2
 

6
 

7
2
2
 

9
0
3
 

7
 

2
1
 

1
7
 

1
9
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2
5
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1
 

4
,
6
9
3
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�
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�
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�
1
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�
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1
5
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�
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3
2
�
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4
0
�
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�
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�
9
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�
8
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�
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0
�
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-
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�
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2
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7
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1
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9
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2
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6
8
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,
1
6
3
 

3
 

5
 

1
6
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9
4
 

3
2
 

3
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,
8
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1
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9
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2
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6
 

8
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3
4
0
 

5
 

7
5
1
 

7
6
1
 

6
 

7
 

1
8
 

2
0
3
 

2
5
 

4
 

0
 

4
,
8
7
0
 

2
0
3

（
2
）
　
㹆
2
7
年

度
　
科
別
在
院
患
者
延
ᩘ

3
,
3
4
3
 

7
3
0
 

3
8
4
 

3
,
2
6
2
 

6
2
0
 

6
6
2
 

4
9
3
 

5
6
8
 

1
9
1
 

3
8
3
 

6
2
5
 

2
4
0
 

9
2
 

0
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5
3
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6
 

1
1
,
7
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0
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3

2
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6
1
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,
2
3
4
 

6
2
9
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1
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2

3
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1
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6
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0
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0
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0
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7
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8
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9
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1
0
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1
1
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1
2
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1
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2
月

3
月

年
㛫

合
ィ

㸯
月

平
均

㸯
日

平
均

小
児

科

整
ᙧ

外
科

ᙧ
成

外
科

⬻
⚄

⤒
外

科

呼
吸

器
外

科

⓶


科

合
ィ

㸯
日

平
均

㯞
㓉

科

放
射

線
科

（
診

᩿
･
治

療
）

║
科

Ἢ
ᒀ

器
科

産
婦

人
科

Ẽ
管

食
道

・
⪥

㰯
い

ん
こ

࠺
科

新
生

児
内

科

緩
和

医
療

科

歯
科

ཱྀ
⭍

外
科

外
科

（
肝

･消
･乳

･⏥
･小

･⫠
）

内
科

（
⢾

･⚄
内

･呼
･ᚠ

･消
･肝

･血
）
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死ஸᩘ ゎ๗ᩘ 死ஸᩘ ゎ๗ᩘ 死ஸᩘ ゎ๗ᩘ 死ஸᩘ ゎ๗ᩘ 死ஸᩘ ゎ๗ᩘ

合 ィ

๗検⋡

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

（3）年度別手術症例ᩘ　（病院手術ᐊ実施手術）

（4）科別手術症例ᩘ　（病院手術ᐊ実施手術）

（5）年度別ධ院患者死ஸᩘ及び病理ゎ๗ᩘ

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

総 ィ

║ 科 整ᙧ外科 ᙧ成外科 Ἢᒀ器科 外 科 ⪥㰯ဗႃ科 産婦人科 呼吸器外科 歯科ཱྀ⭍外科 ⬻⚄⤒外科 総 ィ

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

合 ィ

月平均

388

319

415

385

298

312

373

364

315

304

341

383

4,197

350

375

344

373

399

406

341

400

340

369

344

382

399

4,472

373

391

352

325

415

394

353

397

379

353

361

371

387

4,478

373

305

293

341

314

388

280

313

313

315

263

286

299

3,710

309

293

356

326

335

370

338

372

333

278

320

337

355

4,013

334

平成27年平成26年平成24年平成23年 平成25年

平 成 2 7 年平 成 2 6 年平 成 2 3 年 平 成 2 4 年 平 成 2 5 年

0�5㸣

21

23

10

13

17

13

12

12

15

16

8

16

176

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0�5㸣

18

18

10

13

17

16

4

19

20

19

12

20

186

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

-

17

19

13

16

11

13

20

21

19

19

12

13

193

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

-

11

21

15

15

14

19

18

15

15

17

19

20

199

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0�5㸣

18

17

13

12

18

21

14

19

9

14

18

18

191

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

122

117

168

146

27

74

126

127

95

87

82

112

1,283

79

65

86

70

90

75

84

91

79

78

101

85

983

42

36

43

42

45

32

40

26

30

28

44

55

463

29

26

24

25

26

24

27

23

23

26

25

30

308

26

25

26

23

28

27

17

22

20

19

30

23

286

28

14

24

28

26

25

24

23

20

21

14

23

270

21

13

15

11

13

15

16

15

18

11

11

15

174

16

10

11

18

20

12

18

13

12

12

7

13

162

13

7

11

12

19

14

13

11

11

14

12

17

154

12

6

7

10

4

14

8

13

7

8

15

10

114

388

319

415

385

298

312

373

364

315

304

341

383

4,197

㮵 ඣ ᓥ ᕷ

㮵 ඣ ᓥ ᕷ እ

┴ እ࣭ 不 ᫂

⥲ ྜ ィ

鹿児島市（再ᥖ）
上町・ྜྷ㔝地区
伊 ・ᩜⲡ∹田地区
中央㥐・田上地区
㬞ụ・㒆ඖ地区
㇂山地区
中央地区
ྜྷ田地区
ᱜ島地区
㒆山地区
松ඖ地区
႐ධ地区

　　　合　ィ

（6）平成27年度　外᮶患者市町ᮧ別分ᕸᅗ（」ᩘ診療科ཷ診をྛ1ࠎとしたሙ合）

20,276
10,323
3,512
2,453
2,260
1,874
1,414
1,170
965
525
139

44,911

長
島
町

阿
久
根
市

姶
良
市

50

72

ฟỈᕷ

1,403

錦
江
町

大
崎
町

424

鹿
児
島
市

44,911

⏫ࡲࡘࡉ

㟝ᓥᕷ

᭮ᕷ

ᆶỈᕷ

㮵ᒇᕷ

83
南
大
隅
町
29

西
之
表
市

中
種
子
町

497

191

徳
之
島
町

天
城
町

龍
郷
町
4

18

30

ᚿᕸᚿᕷ

ᮾ୵Ⰻ⏫

104

⫢⏫

763

ࡁࡕ࠸
୵ᮌ㔝ᕷ

1,582

᪥⨨ᕷ

65

༑ᓥᮧ

61

୕ᓥᮧ

༡ࡲࡘࡉᕷ

ᯖᓮᕷ

༡ᕞᕷ

ᣦᐟᕷ

146
༡✀Ꮚ⏫

433
ᒇஂᓥ⏫

Ἡ⏫

ఀ⏫

24
℩ᡞෆ⏫

Ᏹ᳨ᮧ
2

ᮧ ⨾ᕷ

奄
美
市

23

▱ྡ⏫

40

႐⏺⏫

ㄽ⏫

⸃ᦶᕝෆᕷ

⸃ᦶᕝෆᕷ

ఀబᕷ

Ỉ⏫

140

290

264

598

398

874

209

80

52

53

6

31

43

139

214

1,119

257

33

21

44,911

10,909

501

56,321

79.7%

20.3%

100.0%

44



21

�院⤫ィ

死ஸᩘ ゎ๗ᩘ 死ஸᩘ ゎ๗ᩘ 死ஸᩘ ゎ๗ᩘ 死ஸᩘ ゎ๗ᩘ 死ஸᩘ ゎ๗ᩘ

合 ィ

๗検⋡

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

（3）年度別手術症例ᩘ　（病院手術ᐊ実施手術）

（4）科別手術症例ᩘ　（病院手術ᐊ実施手術）

（5）年度別ධ院患者死ஸᩘ及び病理ゎ๗ᩘ

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

総 ィ

║ 科 整ᙧ外科 ᙧ成外科 Ἢᒀ器科 外 科 ⪥㰯ဗႃ科 産婦人科 呼吸器外科 歯科ཱྀ⭍外科 ⬻⚄⤒外科 総 ィ

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 月

2 月

3 月

合 ィ

月平均

388

319

415

385

298

312

373

364

315

304

341

383

4,197

350

375

344

373

399

406

341

400

340

369

344

382

399

4,472

373

391

352

325

415

394

353

397

379

353

361

371

387

4,478

373

305

293

341

314

388

280

313

313

315

263

286

299

3,710

309

293

356

326

335

370

338

372

333

278

320

337

355

4,013

334

平成27年平成26年平成24年平成23年 平成25年

平 成 2 7 年平 成 2 6 年平 成 2 3 年 平 成 2 4 年 平 成 2 5 年

0�5㸣

21

23

10

13

17

13

12

12

15

16

8

16

176

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0�5㸣

18

18

10

13

17

16

4

19

20

19

12

20

186

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

-

17

19

13

16

11

13

20

21

19

19

12

13

193

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

-

11

21

15

15

14

19

18

15

15

17

19

20

199

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0�5㸣

18

17

13

12

18

21

14

19

9

14

18

18

191

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

122

117

168

146

27

74

126

127

95

87

82

112

1,283

79

65

86

70

90

75

84

91

79

78

101

85

983

42

36

43

42

45

32

40

26

30

28

44

55

463

29

26

24

25

26

24

27

23

23

26

25

30

308

26

25

26

23

28

27

17

22

20

19

30

23

286

28

14

24

28

26

25

24

23

20

21

14

23

270

21

13

15

11

13

15

16

15

18

11

11

15

174

16

10

11

18

20

12

18

13

12

12

7

13

162

13

7

11

12

19

14

13

11

11

14

12

17

154

12

6

7

10

4

14

8

13

7

8

15

10

114

388

319

415

385

298

312

373

364

315

304

341

383

4,197
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┴ እ࣭ 不 ᫂
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鹿児島市（再ᥖ）
上町・ྜྷ㔝地区
伊 ・ᩜⲡ∹田地区
中央㥐・田上地区
㬞ụ・㒆ඖ地区
㇂山地区
中央地区
ྜྷ田地区
ᱜ島地区
㒆山地区
松ඖ地区
႐ධ地区

　　　合　ィ

（6）平成27年度　外᮶患者市町ᮧ別分ᕸᅗ（」ᩘ診療科ཷ診をྛ1ࠎとしたሙ合）

20,276
10,323
3,512
2,453
2,260
1,874
1,414
1,170
965
525
139

44,911

長
島
町

阿
久
根
市

姶
良
市
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72

ฟỈᕷ
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錦
江
町

大
崎
町
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鹿
児
島
市
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⏫ࡲࡘࡉ

㟝ᓥᕷ

᭮ᕷ

ᆶỈᕷ

㮵ᒇᕷ
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南
大
隅
町
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西
之
表
市

中
種
子
町
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徳
之
島
町

天
城
町

龍
郷
町
4
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ᚿᕸᚿᕷ

ᮾ୵Ⰻ⏫

104

⫢⏫
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ࡁࡕ࠸
୵ᮌ㔝ᕷ

1,582

᪥⨨ᕷ
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༑ᓥᮧ
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୕ᓥᮧ

༡ࡲࡘࡉᕷ

ᯖᓮᕷ

༡ᕞᕷ

ᣦᐟᕷ
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༡✀Ꮚ⏫

433
ᒇஂᓥ⏫

Ἡ⏫

ఀ⏫

24
℩ᡞෆ⏫

Ᏹ᳨ᮧ
2

ᮧ ⨾ᕷ

奄
美
市

23

▱ྡ⏫

40

႐⏺⏫

ㄽ⏫

⸃ᦶᕝෆᕷ

⸃ᦶᕝෆᕷ

ఀబᕷ

Ỉ⏫

140

290

264

598

398

874

209

80

52

53

6

31

43

139

214

1,119

257

33

21

44,911

10,909

501

56,321

79.7%

20.3%

100.0%

44
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5,323

2,682

175

8,180
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（7）平成27年度　退院患者市町ᮧ別分ᕸᅗ
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島
町

阿
久
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市

姶
良
市

13

19

ฟỈᕷ
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錦
江
町
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崎
町
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鹿
児
島
市
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ᆶỈᕷ

㮵ᒇᕷ

7
南
大
隅
町
6

西
之
表
市

中
種
子
町
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徳
之
島
町

天
城
町

19

龍
郷
町
1

5

8

ᚿᕸᚿᕷ

ᮾ୵Ⰻ⏫
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ࡁࡕ࠸
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7

୕ᓥᮧ

༡ࡲࡘࡉᕷ

ᯖᓮᕷ

༡ᕞᕷ

ᣦᐟᕷ

33
༡✀Ꮚ⏫

130
ᒇஂᓥ⏫
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6
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Ᏹ᳨ᮧ
0
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奄
美
市

4

▱ྡ⏫

7

႐⏺⏫
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⸃ᦶᕝෆᕷ
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75

57

56

174
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196
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22

11

29

5

10

5

55

56

372

66

9

3

鹿児島市（再ᥖ）
上町・ྜྷ㔝地区
伊 ・ᩜⲡ∹田地区
中央地区
中央㥐・田上地区
㇂山地区
㬞ụ・㒆ඖ地区
ྜྷ田地区
㒆山地区
ᱜ島地区
松ඖ地区
႐ධ地区

　　　合　ィ

2,286
737
562
425
388
337
216
143
121
79
29

5,323

ͤ病院・クリࢽック合⟬のᩘです

㮵
ඣ
ᓥ

㮵
ඣ
ᓥ
㒆

⇃

ẟ

ጸ

Ⰻ

ᕝ

⸃

⇃
ẟ
㒆

ᕝ

㎶

ฟ
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姶良㒆

薩摩㒆

指ᐟ

�8�　平成27年度　市町ᮧ別⤂介施設 ・ᩘ患者 （ᩘ院よࡾᙜ院への⤂介）

市 町 ᮧ 名

鹿 児 島 市

㟝 島 市

日 ⨨ 市

薩 摩 川 内 市

いࡕき串ᮌ㔝市

南 ࡉ つ ま 市

ᯖ 崎 市

南 九 州 市

指 ᐟ 市

ฟ Ỉ 市

᭮



伊佐

᭮  市

ᚿ ᕸ ᚿ 市

伊 佐 市

㜿 ஂ ᰿ 市

姶 良 市

୕ 島 ᮧ

十 島 ᮧ

西 之 表 市

肝
ᒓ
㒆

肝

ᒓ

鹿 ᒇ 市

ᆶ Ỉ 市

肝 付 町

肝
ᒓ
㒆

肝

ᒓ

東 串 良 町

大 崎 町

㘊 Ụ 町

中 種 子 町

南 種 子 町

ᒇ ஂ 島 町

大

ᓥ

大

ᓥ

㒆

 美 市

県 内

県 外

総 合 ィ

℩ ᡞ 内 町

႐ ⏺ 町

ᚨ 之 島 町

和 Ἡ 町

▱ 名 町

 ㄽ 町

 Ỉ 町

ࡉ つ ま 町

ฟỈ㒆 長 島 町

施 設 ௳ ᩘ 患 者 ᩘ 市 町 ᮧ 名 施 設 ௳ ᩘ 患 者 ᩘ

503

4

7

61

49

3

31

43

25

9

19

9

10

22

10

5

1

21

9

2

2

7,228

15

18

411

329

13

223

354

203

55

51

39

38
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49

16

3
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42

4

2

1

1

5

5

65

293

4

14

116

42

3

6

27

4

15

5

9,994

218

10,212

1

1

3

5

17

8

3

2

6

15

1

1

6

2

3

3

922

124

1,046

ͤ病院・クリࢽック合⟬のᩘです
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市 町 ᮧ 名

鹿 児 島 市

㟝 島 市

日 ⨨ 市

薩 摩 川 内 市

いࡕき串ᮌ㔝市

南 ࡉ つ ま 市

ᯖ 崎 市

南 九 州 市

指 ᐟ 市

ฟ Ỉ 市

᭮



伊佐

᭮  市

ᚿ ᕸ ᚿ 市

伊 佐 市

㜿 ஂ ᰿ 市

姶 良 市

୕ 島 ᮧ
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肝
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㒆

肝

ᒓ
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肝
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中 種 子 町

南 種 子 町

ᒇ ஂ 島 町

大

ᓥ

大

ᓥ

㒆

 美 市

県 外

県 内

ᐄ ඛ ↓ し

総 合 ィ

႐ ⏺ 町

ᚨ 之 島 町

和 Ἡ 町

▱ 名 町

 ㄽ 町

 Ỉ 町

ࡉ つ ま 町

ฟỈ㒆 長 島 町

施 設 ௳ ᩘ 患 者 ᩘ 市 町 ᮧ 名 施 設 ௳ ᩘ 患 者 ᩘ

458

3

1

52

42

3

27

37

22

12

16

9

9

20

14

4

1

22

6

3

1

4,645

4

1

280

271

8

159

143

140

36

49

30

34

153

61

13

1

131

23

4

8

1

1

6

12

44

130

8

13

87

39

1

20

5

6

7

6,574

247

393

7,214

1

1

3

7

14

7

4

1

7

11

1

4

1

3

2

829

165

-

994

�9�　平成27年度　市町ᮧ別㏫⤂介施設 ・ᩘ患者 （ᩘᙜ院よࡾ院への⤂介）
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（7）平成27年度　退院患者市町ᮧ別分ᕸᅗ
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鹿児島市（再ᥖ）
上町・ྜྷ㔝地区
伊 ・ᩜⲡ∹田地区
中央地区
中央㥐・田上地区
㇂山地区
㬞ụ・㒆ඖ地区
ྜྷ田地区
㒆山地区
ᱜ島地区
松ඖ地区
႐ධ地区

　　　合　ィ

2,286
737
562
425
388
337
216
143
121
79
29

5,323

ͤ病院・クリࢽック合⟬のᩘです
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�8�　平成27年度　市町ᮧ別⤂介施設 ・ᩘ患者 （ᩘ院よࡾᙜ院への⤂介）
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ฟỈ㒆 長 島 町

施 設 ௳ ᩘ 患 者 ᩘ 市 町 ᮧ 名 施 設 ௳ ᩘ 患 者 ᩘ
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4
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25

9
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5
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3
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㮵
ඣ
ᓥ

㮵
ඣ
ᓥ
㒆

⇃

ẟ

ጸ

Ⰻ

ᕝ

⸃

⇃
ẟ
㒆

ᕝ

㎶

ฟ

Ỉ

日⨨

姶良㒆

薩摩㒆

指ᐟ

市 町 ᮧ 名

鹿 児 島 市

㟝 島 市

日 ⨨ 市

薩 摩 川 内 市

いࡕき串ᮌ㔝市

南 ࡉ つ ま 市

ᯖ 崎 市

南 九 州 市

指 ᐟ 市

ฟ Ỉ 市

᭮



伊佐

᭮  市

ᚿ ᕸ ᚿ 市

伊 佐 市

㜿 ஂ ᰿ 市

姶 良 市

୕ 島 ᮧ

十 島 ᮧ

西 之 表 市

肝
ᒓ
㒆

肝

ᒓ

鹿 ᒇ 市

ᆶ Ỉ 市

肝 付 町

肝
ᒓ
㒆

肝

ᒓ

東 串 良 町

大 崎 町

㘊 Ụ 町

中 種 子 町

南 種 子 町

ᒇ ஂ 島 町

大

ᓥ

大

ᓥ

㒆

 美 市

県 外

県 内

ᐄ ඛ ↓ し

総 合 ィ

႐ ⏺ 町

ᚨ 之 島 町

和 Ἡ 町

▱ 名 町

 ㄽ 町

 Ỉ 町
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-

994

�9�　平成27年度　市町ᮧ別㏫⤂介施設 ・ᩘ患者 （ᩘᙜ院よࡾ院への⤂介）
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�院⤫ィ �院⤫ィ

�10�　今給㯪総合病院　⤂介⋡

（⟬定᪉法ࡣ地域支援病院に‽ࡎる）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

342

69.7

272

64.3

387

72.2

326

67.2

309

67.6

336

67.6

350

70.0

276

64.5

265

70.5

270

73.0

279

62.6

303

62.3

⤂ 介 患 者 ᩘ

⤂介⋡（㸣）

(11)　今給㯪総合病院　㏫⤂介⋡

（⟬定᪉法ࡣ地域支援病院に‽ࡎる）

547

111.4

435

102.8

537

100.2

638

131.5

673

147.3

541

108.9

559

111.8

479

111.9

488

129.8

436

117.8

482

108.1

602

123.9

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

㏫ ⤂ 介 患 者 ᩘ

㏫⤂介⋡（㸣）

(12)　平成27年度　外᮶患者ึ再診ᩘ

ึ　診

再　診

合　ィ

ึ診⋡（㸣）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 ィ 1日平均

666 

4,184 

4,850 

13.7

816 

3,861 

4,677 

17.4

759 

4,208 

4,967 

15.3

720 

4,251 

4,971 

14.5

776 

3,865 

4,641 

16.7

786 

3,937 

4,723 

16.6

807 

4,101 

4,908 

16.4

685 

3,650 

4,335 

15.8

772 

4,126 

4,898 

15.8

586 

3,505 

4,091 

14.3

744 

3,646 

4,390 

16.9

852 

4,018 

4,870 

17.5

8,969 

47,352 

56,321

-

747.4 

3,946.0 

4,693.4 

15.9

㛫外

῝　ኪ

ఇ　日

合　ィ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 ィ 1日平均

127 

56 

73 

256

103 

62 

293 

458

109 

49 

44 

202

113 

62 

69 

244

133 

47 

129 

309

93 

39 

176 

308

132 

58 

106 

296

106 

52 

122 

280 

100 

54 

253 

407 

99 

50 

111 

260 

130 

44 

135 

309 

132 

48 

190 

370 

1,377 

621 

1,701 

3,699 

3.8 

1.7 

24.0 

-

(13)　平成27年度　外᮶患者㛫外・῝ኪ・ఇ日患者ᩘ （診療報酬加⟬をࡶとに集ィ）

ఇ日 :ఇ日在宅医（ᙜ␒日）ྵむ

定 床

新 ධ 院
患 者 ᩘ

退 院
患 者 ᩘ

在院患者
延 ᩘ

平 均
在院日ᩘ

㸯日平均
在院患者ᩘ

病 床
用⋡���

㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10 月 11 月 12 月 㸯月 㸰月 㸱月 年 ィ 月平均

2㸬平成27年度　月別

450

728

740

11,790

393�0

15�9

87�3

450

604

620

10,907

351�8

16�2

78�2

450

731

709

11,652

388�4

15�7

86�3

450

697

727

11,433

368�8

15�9

82�0

450

649

657

11,289

364�2

15�6

80�9

450

633

622

10,296

343�2

15�6

76�3

450

725

725

11,110

358�4

15�7

79�6

450

667

659

10,577

352�6

15�9

78�3

450

652

725

10,860

350�3

16�0

77�8

450

671

587

11,038

356�1

16�4

79�1

450

674

652

11,494

396�3

16�6

88�1

450

748

757

11,921

384�5

16�6

85�5

450

682

682

11,197

367�1

16�0

81�6

-

8,179

8,180

134,367

-

-

-

3㸬平成27年度　科別

ᙧ 成

433 

405 

7,093 

19�4

⬻ 外

337 

337 

7,185 

19�6

293 

298 

8,765 

23�9

総 内 血 内

4 

2 

7 

0�0

⢾ 内

28 

20 

466 

1�3

消 内

556 

552 

6,062 

16�6

ᚠ 内

93 

96 

2,023 

5�5

呼 内

481 

483 

7,067 

19�3 

⚄ 内

485 

493 

11,972 

32�7

呼 外

362 

335 

3,714 

10�1

外

558 

562 

7,672 

21�0

整 ᙧ

1,216 

1,241 

43,263 

118�2

歯ཱྀ外

189 

192 

789 

2�2

399 

405 

4,538 

12�4

産 婦 新 内

210 

221 

5,618 

15�3

小 児

244 

243 

1,484 

4�1

Ἢ

558 

551 

5,920 

16�2

║

1,134 

1,140 

4,670 

12�8

⪥ 㰯

433 

437 

2,731 

7�5

⓶

75 

74 

1,344 

3�7

放

55 

47 

1,183 

3�2

㯞

6 

7 

45 

0�1

緩 和

30 

39 

756 

2�1

新 ධ 院
患 者 ᩘ

退 院
患 者 ᩘ

在院患者
延 ᩘ

㸯日平均
在院患者ᩘ

新 ධ 院
患 者 ᩘ

退 院
患 者 ᩘ

在院患者
延 ᩘ

㸯日平均
在院患者ᩘ

�14�　ධ院患者に関する実⦼ẚ㍑

1㸬年度別

定 床

新 ධ 院 ᩘ

退 院 ᩘ

在院患者延ᩘ

1 日 平 均
在 院 患 者 ᩘ

平 均
在 院 日 ᩘ

病 床
 用 ⋡

450

8,179

8,180

134,367

367�1

　16�0

81�6�

平成2 7年

450

7,021

7,039

135,970

371�5

17�0

82�6�

450

7,631

7,652

132,825

363�9

15�4

80�9�

450

8,136

8,112

136,860

375�0

　15�3

83�3�

450

8,060

8,038

136,106

372�9

　17�2

82�9�

平成2 3年 平成2 4年 平成2 5年 平成2 6年

 平均在院日ᩘࡣ 3ࣨ月平均の್
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�院⤫ィ

�10�　今給㯪総合病院　⤂介⋡

（⟬定᪉法ࡣ地域支援病院に‽ࡎる）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

342

69.7

272

64.3

387

72.2

326

67.2

309

67.6

336

67.6

350

70.0

276

64.5

265

70.5

270

73.0

279

62.6

303

62.3

⤂ 介 患 者 ᩘ

⤂介⋡（㸣）

(11)　今給㯪総合病院　㏫⤂介⋡

（⟬定᪉法ࡣ地域支援病院に‽ࡎる）

547

111.4

435

102.8

537

100.2

638

131.5

673

147.3

541

108.9

559

111.8

479

111.9

488

129.8

436

117.8

482

108.1

602

123.9

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

㏫ ⤂ 介 患 者 ᩘ

㏫⤂介⋡（㸣）

(12)　平成27年度　外᮶患者ึ再診ᩘ

ึ　診

再　診

合　ィ

ึ診⋡（㸣）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 ィ 1日平均

666 

4,184 

4,850 

13.7

816 

3,861 

4,677 

17.4

759 

4,208 

4,967 

15.3

720 

4,251 

4,971 

14.5

776 

3,865 

4,641 

16.7

786 

3,937 

4,723 

16.6

807 

4,101 

4,908 

16.4

685 

3,650 

4,335 

15.8

772 

4,126 

4,898 

15.8

586 

3,505 

4,091 

14.3

744 

3,646 

4,390 

16.9

852 

4,018 

4,870 

17.5

8,969 

47,352 

56,321

-

747.4 

3,946.0 

4,693.4 

15.9

㛫外

῝　ኪ

ఇ　日

合　ィ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 ィ 1日平均

127 

56 

73 

256

103 

62 

293 

458

109 

49 

44 

202

113 

62 

69 

244

133 

47 

129 

309

93 

39 

176 

308

132 

58 

106 

296

106 

52 

122 

280 

100 

54 

253 

407 

99 

50 

111 

260 

130 

44 

135 

309 

132 

48 

190 

370 

1,377 

621 

1,701 

3,699 

3.8 

1.7 

24.0 

-

(13)　平成27年度　外᮶患者㛫外・῝ኪ・ఇ日患者ᩘ （診療報酬加⟬をࡶとに集ィ）

ఇ日 :ఇ日在宅医（ᙜ␒日）ྵむ

定 床

新 ධ 院
患 者 ᩘ

退 院
患 者 ᩘ

在院患者
延 ᩘ

平 均
在院日ᩘ

㸯日平均
在院患者ᩘ

病 床
用⋡���

㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10 月 11 月 12 月 㸯月 㸰月 㸱月 年 ィ 月平均

2㸬平成27年度　月別

450

728

740

11,790

393�0

15�9

87�3

450

604

620

10,907

351�8

16�2

78�2

450

731

709

11,652

388�4

15�7

86�3

450

697

727

11,433

368�8

15�9

82�0

450

649

657

11,289

364�2

15�6

80�9

450

633

622

10,296

343�2

15�6

76�3

450

725

725

11,110

358�4

15�7

79�6

450

667

659

10,577

352�6

15�9

78�3

450

652

725

10,860

350�3

16�0

77�8

450

671

587

11,038

356�1

16�4

79�1

450

674

652

11,494

396�3

16�6

88�1

450

748

757

11,921

384�5

16�6

85�5

450

682

682

11,197

367�1

16�0

81�6

-

8,179

8,180

134,367

-

-

-

3㸬平成27年度　科別

ᙧ 成

433 

405 

7,093 

19�4

⬻ 外

337 

337 

7,185 

19�6

293 

298 

8,765 

23�9

総 内 血 内

4 

2 

7 

0�0

⢾ 内

28 

20 

466 

1�3

消 内

556 

552 

6,062 

16�6

ᚠ 内

93 

96 

2,023 

5�5

呼 内

481 

483 

7,067 

19�3 

⚄ 内

485 

493 

11,972 

32�7

呼 外

362 

335 

3,714 

10�1

外

558 

562 

7,672 

21�0

整 ᙧ

1,216 

1,241 

43,263 

118�2

歯ཱྀ外

189 

192 

789 

2�2

399 

405 

4,538 

12�4

産 婦 新 内

210 

221 

5,618 

15�3

小 児

244 

243 

1,484 

4�1

Ἢ

558 

551 

5,920 

16�2

║

1,134 

1,140 

4,670 

12�8

⪥ 㰯

433 

437 

2,731 

7�5

⓶

75 

74 

1,344 

3�7

放

55 

47 

1,183 

3�2

㯞

6 

7 

45 

0�1

緩 和

30 

39 

756 

2�1

新 ධ 院
患 者 ᩘ

退 院
患 者 ᩘ

在院患者
延 ᩘ

㸯日平均
在院患者ᩘ

新 ධ 院
患 者 ᩘ

退 院
患 者 ᩘ

在院患者
延 ᩘ

㸯日平均
在院患者ᩘ

�14�　ධ院患者に関する実⦼ẚ㍑

1㸬年度別

定 床

新 ධ 院 ᩘ

退 院 ᩘ

在院患者延ᩘ

1 日 平 均
在 院 患 者 ᩘ

平 均
在 院 日 ᩘ

病 床
 用 ⋡

450

8,179

8,180

134,367

367�1

　16�0

81�6�

平成2 7年

450

7,021

7,039

135,970

371�5

17�0

82�6�

450

7,631

7,652

132,825

363�9

15�4

80�9�

450

8,136

8,112

136,860

375�0

　15�3

83�3�

450

8,060

8,038

136,106

372�9

　17�2

82�9�

平成2 3年 平成2 4年 平成2 5年 平成2 6年

 平均在院日ᩘࡣ 3ࣨ月平均の್
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�院⤫ィ �院⤫ィ

救急患者ཷධ㛫ᖏ分㢮

救急患者年㱋別分㢮

(17)　平成27年度　市町ᮧ別救急患者ᩘ

(16)　平成 27 年度

     救急患者ཷධ㛫ᖏ・年௧別分㢮
平成27年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,755
2,814

229�6
234�5

221
224

219
226

210
215

209
215

259
264

205
213

248
252

213
215

249
253

243
248

228
232

251
257

7�5
7�7

14

平成26年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,605
2,642

217�1
220�2

199
202

213
217

206
209

225
229

212
216

224
226

202
205

222
224

227
232

244
243

204
209

227
230

7�1
7�2

21

平成25年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,637
2,701

219�8
225�1

214
220

228
235

208
213

247
251

249
253

197
201

230
233

224
226

218
223

201
208

212
221

209
217

7�2
7�4

18

平成24年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,663
2,698

221�9
224�8  

220
221

219
221

194
195

218
223

251
256

217
222

238
242

245
249

224
225

214
219

209
210

214
215

7�3
7�4  

17

平成23年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,572
2,615

214�3
217�9

180
182

196
196

185
188

212
216

250
266

214
218

247
251

212
215

237
239

239
241

172
175

228
228

7�0
7�1

26

�15�　年度別救急㌴ཷධྎ （ᩘ患者ᩘ）

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

12 月

1 月

2 月

3 月

合 ィ

月平均

日平均

高規᱁救急㌴
指♧（再ᥖ）

11 月

市 町 ᮧ 名

1012

492

266

191

112

78

66

130

25

6

83

1

33

113

3

66

17

15

10

4

8

11

14

3

2

14

11

2

1

6

10

1

2

3

1

2,812

2

-

2,814

日 ⨨ 市

薩 摩 川 内 市

い ࡕ き 串 ᮌ 㔝 市

ࡉ つ ま 町

南 ࡉ つ ま 市

ᯖ 崎 市

南 九 州 市

指 ᐟ 市

ฟ Ỉ 市

㜿 ஂ ᰿ 市

鹿 ᒇ 市

ᆶ Ỉ 市

᭮  市

ᚿ ᕸ ᚿ

伊 佐 市

西 之 表 市

中 種 子 町

南 種 子 町

ᒇ ஂ 島 町

 美 市

県 　 　 内 　

県 　 　 外 　

洋上救急（再ᥖ）　

　 総 合 ィ 　

㮵

ඣ

ᓥ

㮵

ඣ

ᓥ

ᕷ

ጸ

Ⰻࠉ

᭮


ฟ
Ỉ

肝
ᒓ

ᕝ

⸂ࠉ

ᕝ

㎶ࠉ

⇃

ẟࠉ

日⨨

指ᐟ

伊佐

大島

市 町 ᮧ 名 救急患者ᩘ 市 町 ᮧ 名 救急患者ᩘ 救急患者ᩘ

上 町・ྜྷ 㔝

伊 ᩜ・ⲡ ∹ 田

中 央

中 央 㥐・田 上

㬞 ụ・㒆 ඖ

㇂ 山

ᱜ 島

ྜྷ 田

松 ඖ

႐ ධ

㒆 山

十 島 ᮧ･୕ 島 ᮧ

㟝 島 市

姶 良 市

 Ỉ 町

総ᩘ

2,814名

総ᩘ

2,814名

123

2～4
2�5㸣

0～2
4�4�

20～22
6～8
5�1㸣

4～6
2�9㸣

83837070

144144

8 1ࠥ08 1ࠥ0

10�6㸣 29810�6㸣 298

14～16
11�1㸣
311

14～16
11�1㸣
311

16～18
11�2㸣
316

16～18
11�2㸣
316

18～20
10�6㸣
299

18～20
10�6㸣
299

7�4㸣
208
7�4㸣
208

6�5㸣
184
6�5㸣
184

10～12

14�4㸣

40412～
　14
13�3㸣 374

22～24

7�0㸣
80ࠥ89ᡯ

75

31 1�1㸣
2�7㸣

3�0㸣

40ࠥ49ᡯ
7�2㸣 203

50ࠥ59ᡯ
9�7㸣
272

60ࠥ69ᡯ
15�2㸣
428

8484

20ࠥ29ᡯ
8�7㸣 244
20ࠥ29ᡯ
8�7㸣 244

30ࠥ39ᡯ
7�5㸣 212
30ࠥ39ᡯ
7�5㸣 212

70ࠥ79ᡯ
16�5㸣
463

70ࠥ79ᡯ
16�5㸣
463

21�5㸣
606

21�5㸣
606
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(18)　平成27年度　退院患者Ϩ㹁㹂大分㢮

（㹬㸻 8 , 1 8 0 名）

142
1�7㸣

41
0�5㸣

2,025
24�8㸣

158
1�9㸣

293
3�6㸣

137
1�7㸣

363
4�4㸣

168
2�1㸣

382
4�7㸣

209
2�6㸣

204
2�5㸣

220
2�7㸣

56
0�7㸣

20
0�2㸣

1,226
15�0㸣

8
0�1㸣

744
9�1㸣 671

8�2㸣

1,101
13�5㸣

12
0�1㸣

主 യ  ྡ  ศ 㢮

�人） 上ẁ：退院患者ᩘ
下ẁ：合�㸣�

XI

XII
XIII 
XIV
XV 
XVI
XVII
XVIII

XIX
XXI
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�院⤫ィ

救急患者ཷධ㛫ᖏ分㢮

救急患者年㱋別分㢮

(17)　平成27年度　市町ᮧ別救急患者ᩘ

(16)　平成 27 年度

     救急患者ཷධ㛫ᖏ・年௧別分㢮
平成27年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,755
2,814

229�6
234�5

221
224

219
226

210
215

209
215

259
264

205
213

248
252

213
215

249
253

243
248

228
232

251
257

7�5
7�7

14

平成26年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,605
2,642

217�1
220�2

199
202

213
217

206
209

225
229

212
216

224
226

202
205

222
224

227
232

244
243

204
209

227
230

7�1
7�2

21

平成25年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,637
2,701

219�8
225�1

214
220

228
235

208
213

247
251

249
253

197
201

230
233

224
226

218
223

201
208

212
221

209
217

7�2
7�4

18

平成24年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,663
2,698

221�9
224�8  

220
221

219
221

194
195

218
223

251
256

217
222

238
242

245
249

224
225

214
219

209
210

214
215

7�3
7�4  

17

平成23年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,572
2,615

214�3
217�9

180
182

196
196

185
188

212
216

250
266

214
218

247
251

212
215

237
239

239
241

172
175

228
228

7�0
7�1

26

�15�　年度別救急㌴ཷධྎ （ᩘ患者ᩘ）

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

12 月

1 月

2 月

3 月

合 ィ

月平均

日平均

高規᱁救急㌴
指♧（再ᥖ）

11 月

市 町 ᮧ 名

1012

492

266

191

112

78

66

130

25

6

83

1

33

113

3

66

17

15

10

4

8

11

14

3

2

14

11

2

1

6

10

1

2

3

1

2,812

2

-

2,814

日 ⨨ 市

薩 摩 川 内 市

い ࡕ き 串 ᮌ 㔝 市

ࡉ つ ま 町

南 ࡉ つ ま 市

ᯖ 崎 市

南 九 州 市

指 ᐟ 市

ฟ Ỉ 市

㜿 ஂ ᰿ 市

鹿 ᒇ 市

ᆶ Ỉ 市

᭮  市

ᚿ ᕸ ᚿ

伊 佐 市

西 之 表 市

中 種 子 町

南 種 子 町

ᒇ ஂ 島 町

 美 市

県 　 　 内 　

県 　 　 外 　

洋上救急（再ᥖ）　

　 総 合 ィ 　

㮵

ඣ

ᓥ

㮵

ඣ

ᓥ

ᕷ

ጸ

Ⰻࠉ

᭮


ฟ
Ỉ

肝
ᒓ

ᕝ

⸂ࠉ

ᕝ

㎶ࠉ

⇃

ẟࠉ

日⨨

指ᐟ

伊佐

大島

市 町 ᮧ 名 救急患者ᩘ 市 町 ᮧ 名 救急患者ᩘ 救急患者ᩘ

上 町・ྜྷ 㔝

伊 ᩜ・ⲡ ∹ 田

中 央

中 央 㥐・田 上

㬞 ụ・㒆 ඖ

㇂ 山

ᱜ 島

ྜྷ 田

松 ඖ

႐ ධ

㒆 山

十 島 ᮧ･୕ 島 ᮧ

㟝 島 市

姶 良 市

 Ỉ 町

総ᩘ

2,814名

総ᩘ

2,814名

123

2～4
2�5㸣

0～2
4�4�

20～22
6～8
5�1㸣

4～6
2�9㸣

83837070

144144

8 1ࠥ08 1ࠥ0

10�6㸣 29810�6㸣 298

14～16
11�1㸣
311

14～16
11�1㸣
311

16～18
11�2㸣
316

16～18
11�2㸣
316

18～20
10�6㸣
299

18～20
10�6㸣
299

7�4㸣
208
7�4㸣
208

6�5㸣
184
6�5㸣
184

10～12

14�4㸣

40412～
　14
13�3㸣 374

22～24

7�0㸣
80ࠥ89ᡯ

75

31 1�1㸣
2�7㸣

3�0㸣

40ࠥ49ᡯ
7�2㸣 203

50ࠥ59ᡯ
9�7㸣
272

60ࠥ69ᡯ
15�2㸣
428

8484

20ࠥ29ᡯ
8�7㸣 244
20ࠥ29ᡯ
8�7㸣 244

30ࠥ39ᡯ
7�5㸣 212
30ࠥ39ᡯ
7�5㸣 212

70ࠥ79ᡯ
16�5㸣
463

70ࠥ79ᡯ
16�5㸣
463

21�5㸣
606

21�5㸣
606

196196

0

200
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800

1000
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1400

1600

1800

2000

2200

XXIXV

(18)　平成27年度　退院患者Ϩ㹁㹂大分㢮

（㹬㸻 8 , 1 8 0 名）

142
1�7㸣

41
0�5㸣

2,025
24�8㸣

158
1�9㸣

293
3�6㸣

137
1�7㸣

363
4�4㸣

168
2�1㸣

382
4�7㸣

209
2�6㸣

204
2�5㸣

220
2�7㸣

56
0�7㸣

20
0�2㸣

1,226
15�0㸣

8
0�1㸣

744
9�1㸣 671

8�2㸣

1,101
13�5㸣

12
0�1㸣

主 യ  ྡ  ศ 㢮

�人） 上ẁ：退院患者ᩘ
下ẁ：合�㸣�
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XII
XIII 
XIV
XV 
XVI
XVII
XVIII

XIX
XXI
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�院⤫ィ �院⤫ィ

総ᩘ⏨ዪ合ィ

8,180

142

2,025

41

158

12

293

1,101

137

363

744

671

168

382

209

204

220

56

20

1,226

8

4,315

3,865

68

74

1,220

805

20

21

94

64

5

7

152

141

515

586

54

83

193

170

458

286

341

330

87

81

211

171

116

93

-

204

123

97

26

30

11

9

616

610

5

3

総内

129

171

8

10

28

53

4

10

8

10

-

1

5

4

-

-

2

3

1

9

41

35

8

3

2

11

7

3

8

10

-

-

-

-

-

-

2

1

5

8

-

-

⚄内

259

234

11

15

6

2

-

2

10

7

-

3

116

97

-

-

8

22

63

46

13

10

3

1

-

1

13

16

5

3

-

-

-

-

-

-

-

-

11

9

-

-

呼内

308

175

12

8

222

115

1

1

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

1

-

60

42

1

1

-

1

2

3

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

6

1

1

1

消内

312

240

2

9

165

78

8

3

1

1

1

-

1

-

1

-

-

-

2

4

6

6

118

134

-

-

-

2

2

-

-

-

-

-

-

-

1

1

3

1

1

1

ᚠ内

43

53

1

1

-

-

-

1

1

2

-

-

-

1

-

-

-

2

33

39

6

2

1

2

-

-

1

1

0

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

⢾

15

5

1

-

1

-

-

-

12

5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

小

141

102

15

7

-

-

3

-

12

11

1

-

2

3

-

-

-

-

-

-

92

72

3

-

7

5

-

-

3

1

-

-

-

-

-

1

2

2

1

-

-

-

外科

325

237

2

6

180

153

2

1

-

4

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

3

1

127

61

3

1

-

-

2

2

-

-

-

-

-

1

-

1

5

5

1

-

呼外

216

119

5

1

133

89

-

-

3

-

2

-

-

1

-

-

-

1

2

1

51

8

1

2

-

-

-

1

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

17

15

-

-

⓶

38

36

7

9

5

1

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

24

22

1

1

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

整

604

637

-

-

11

10

-

-

3

-

-

-

8

17

-

-

-

-

-

1

-

-

1

1

12

2

177

131

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

391

474

-

-

ᙧ

220

185

-

1

49

57

-

-

-

-

-

-

2

4

24

24

1

-

1

2

1

-

2

2

35

34

6

10

4

-

-

-

-

-

22

22

-

-

73

28

-

1

⬻

191

146

3

-

6

7

-

-

2

4

-

1

13

7

-

-

-

6

87

67

3

1

-

-

-

-

4

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

73

52

-

-

Ἢ

459

92

-

2

356

44

1

2

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

1

1

1

-

1

91

38

-

-

-

-

-

1

-

-

9

1

-

-

産

-

206

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

1

-

203

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

新内

123

98

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

123

97

-

1

-

-

-

-

-

-

婦

0

199

-

-

-

160

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

36

-

1

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

║

548

592

-

-

-

2

-

-

41

20

-

-

-

-

490

562

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

15

7

2

-

⪥

256

181

1

4

5

5

-

-

-

-

-

-

5

4

-

-

42

49

-

-

182

108

9

5

3

2

-

-

-

-

-

-

-

-

2

3

3

1

4

-

-

-

放

32

15

-

-

31

14

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

㯞

3

4

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

1

-

-

-

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

-

-

ཱྀ⭍

69

123

-

1

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

67

116

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

-

-

3

-

-

緩和

24

15

-

-

22

13

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

-

-

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

㹇㹁㹂大分㢮

総 ᩘ

Ϩ 感染症及びᐤ生症

Ϭ ⢭⚄及び行動の㞀ᐖ

ϰ ᚠ⎔器⣔の疾患

ϱ 呼吸器⣔の疾患

ϲ 消化器⣔の疾患

Ϯ ║及び付属器の疾患

ϯ ⪥及び乳ᵝ✺起の疾患

ϩ 新　生　≀

ϭ ⚄⤒⣔の疾患

Ϫ 血液および㐀血器の
疾患ならびにච機
ᵓの㞀ᐖ

ϫ 内分Ἢ、栄養及び
代ㅰ疾患

ϳ ⓶及び⓶下⤌⧊
の疾患

　 ➽骨᱁⣔及び　　
⤖合⤌⧊の疾患

　 ඛ天ወᙧ、ኚᙧ　
及び染Ⰽ体␗常

　 腎ᒀ路生Ṫ器⣔の疾患

　 ዷፎ、分ፔ及び産褥

　 ࿘産ᮇにⓎ生した病ែ

　 症状、ᚩ候及び␗常臨床
ᡤ見・␗常検査ᡤ見で
に分㢮ࡉれないࡶの

　 健ᗣ状ែにᙳ㡪を及ࡰす
せᅉ および保健サービ
スの用

　 ᦆ傷、中ẘ及び　　
のの外ᅉのᙳ㡪ࡑ

(19)　平成27年度　㹇㹁㹂大分㢮・診療科別・性別・退院患者ᩘ



● 内科（総合内科）

● 血液内科

● 糖尿病内科

● 消化器内科

● 循環器内科

● 呼吸器内科

● 神経内科

● 外科(消化器・乳腺・甲状腺・小児・肛門)

● 呼吸器外科

● 整形外科･リハビリテーション科

● 形成外科

● 脳神経外科

● 産婦人科

● 新生児内科

● 小児科

● 泌尿器科

● 眼科

● 気管食道･耳鼻いんこう科

● 皮膚科

● 麻酔科

● 放射線診断科

● 放射線治療科

● 緩和医療科

● 病理診断科

● 在宅診療科

● 歯科

● 歯科口腔外科

● 救急科

Ⅲ-1部門報告
各診療科報告
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部長 生 㔝 博 ஂ

૯߹Պ

　総合内科の業務ࡣ、外᮶でࡣ感染症、健ᗣ診᩿、ワクチン᥋種、༗後の外᮶のバックアップ、ධ院でࡣ感
染症、不᫂熱の診᩿治療なですࠋワクチン᥋種に関してࡣ年度インフルエンザをྵめて775௳行いまし
たࠋ日本ࡣワクチンに関してࡣ後進国とゝࢃれていましたが、今後ࡣ種㢮、᥋種ࡶቑ加するとᛮࢃれますࠋ

　肺炎⌫菌ワクチンが平成26（2014）年7月に予防᥋種法ᨻ省௧の改ṇによࡾ、同年10月1日から定ᮇ᥋種に
導ධࡉれましたྛࠋ年度に65ṓ、70ṓ、75ṓ、80ṓ、85ṓ、90ṓ、95ṓまた100ࡣṓとなる者および平成26
年10月1日～平成27（2015）年3月31日までの㛫において100ࡣṓ௨上の者ࡶ᥋種対象とすることとなってい
ますࠋ高㱋者のインフルエンザに合ేする肺炎ࡣ肺炎⌫菌が原ᅉがከいとゝࢃれているので୧᪉のワクチン
を᥋種するのがຠᯝ的ですࠋ

　ᙜึ生㔝、二ᮌ医師の二人でᢸᙜしていましたが、Ⰽࠎな科の研修を⥆けて消化器疾患、内科全⯡にヲし
い大☾ඛ生に加えて外科ฟ㌟の୕宅ඛ生にࡶ参加していたࡔき᭦に総合的な治療を行࠺体制となってきてい
ますࠋ

　2009年から2010年ࡣメキシコよࡾ感染が広がったブタ⏤᮶Aᆺインフルエンザ�H1N1�の流行が日本にࡶお
しよࡏ、ᙜ科へࡶከく患者ᵝが᮶院ࡉれましたࠋᙜ院ࡣⓎ熱外᮶を設けて患者ᵝにཷ診していたࡔきました
が、集ᅋⓎ生する感染症への対応のᅔ㞴ࡉを③感しましたࠋこの感染症によࡾୡ⏺中で14༓人௨上�WHOの
報࿌よࡾ�がஸくなっていますࠋ日本で200ࡶ人⛬度�厚生労働省報࿌よࡾ�がஸくなられましたࠋୡ⏺的に見
て᪩ᮇの診᩿、タミフル、リレンザの投ࡣຠᯝ的で࠶ったとᛮࢃれますࠋ

　2008年㸲月よࡾ特定健診が開ጞࡉれましたࠋこれࡣヰ㢟となった代ㅰ症候群を診᩿し治療、指導するのを
┠的としていますࠋ⬻ฟ血、⬻᱾ሰ、ᚰ➽᱾ሰの原ᅉとなる動⬦◳化にࡣ௨๓よࡾ高血圧、高⬡血症、⫧
‶、⢾ᒀ病なの危㝤ᅉ子が࠶るとゝࢃれていましたࠋ代ㅰ症候群とࡣ⭡部に内臓⬡⫫の✚が࠶るሙ合ࡣ
⛬度の㍍い危㝤ᅉ子の⤌ࡳ合ࡏࢃによってࡶ動⬦◳化が㠀常に進行しやすいとい࠺ᴫ念ですࠋ⮬ぬ症状の࠶
る๓に᪩ᮇに動⬦◳化の危㝤ᅉ子をⓎ見し治療するためにࡣ、健ᗣ診᩿ࡣ重せとᛮࢃれますࠋ

　ᙜ科ࡣ高㱋者の患者ᵝが特にከく、病Ẽの治療ࡣᙜ↛ですが、治⒵した後の退院ඛでの IoOOoZ XS が大ኚ重
せとᛮࢃれますࠋ 専門性が用できるとこࡣࢁ生かし、 MSW� メディカルࢯーシࣕルワーカー �、 在宅医療部
との連携を保ࡕ、 よࡾ良い TXDOit\ oI OiIe を┠指した治療を考えて行きたいとᛮいますࠋ

　2005年よࡾNST�nXtrition sXSSort teDP�の活動ࡶ行っていますࠋこれࡣ患者ᵝの栄養状ែをᢕᥱして、
栄養補給を補助するከ種職種をྵめた委員会活動ですࠋ治医がᕼᮃする低栄養状ែの患者ᵝを栄養士、
PT、ST、薬剤師、看護師と౪に回診を行い、治医への助ゝ、補助を行っていますࠋまた栄養補給の一⎔と
して安全な中ᚰ㟼⬦カテーテルの␃⨨にࡶຊをධれていますࠋᙜ科として୕ࡣ宅ඛ生を中ᚰに、この活動に
ࠋとᛮいます࠺地道に診療、委員会活動を⥆けよࡶこれからࠋຊをධれていく᪉㔪ですࡶ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

部長　生㔝　博ஂ
NSTㄆ定医
医師臨床研修指導医養成講習修医
医学博士（鹿児島大学） 

二ᮌ　┿⍆
日本血液学会 専門医
医学博士（日本医科大学）

୕宅　健治
日本外科学会ㄆ定医
日本医師会ㄆ定産業医

日本体育協会スポーツドクター

࠙ண㜵᥋✀௳ᩘࠚ㸦����ᖺ�᭶�᪥ࠥ����ᖺ��᭶��᪥㸧

28

2

101

310

145

586

㸯月

㸰月

㸱月

㸲月

㸳月

㸴月

㸵月

㸶月

㸷月

㸯㸮月

㸯㸯月

㸯㸰月

総合ィ


ン
ࣇ
ࣝ
࢚
ン
ࢨ

1

2

1

3

1

1

9

࠾
ࡓ
ࡩ
ࡃ

1

1

1

2

1

1

7

࢚

࣒
ࢤ
ン

1

1

4

4

3

5

1

3

1

5

2

30

ࣅ
䤀
࣒
ࢤ
ン

1

1

1

3

᪥
ᮏ
⬻
炎

1

1

㯞
ࡋ
ん

1

3

4

㢼
ࡋ
ん

1

1

≬
≟


0

◚
യ
㢼

1

1

1

1

4

Ỉ
①

1

1

2

1

1

4

10

㯞
ࡋ
ん
㢼
ࡋ
ん

0

࣏
リ
࢜

1

7

28

10

17

14

7

4

4

12

9

7

120

ࢽ
䣻
䤀
ࣔ
ࣂ
䣹
ࢡ
ࢫ

34

12

33

17

23

22

9

14

6

122

325

158

775

ྜ
ィ

クリࢽック外᮶患者ᩘ（2015年1月1日ࠥ12月31日）

࠙デ⒪ᐇ⦼ࠚ
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�㒊㛛報告�ྛデ⒪⛉報告

部長 生 㔝 博 ஂ

૯߹Պ

　総合内科の業務ࡣ、外᮶でࡣ感染症、健ᗣ診᩿、ワクチン᥋種、༗後の外᮶のバックアップ、ධ院でࡣ感
染症、不᫂熱の診᩿治療なですࠋワクチン᥋種に関してࡣ年度インフルエンザをྵめて775௳行いまし
たࠋ日本ࡣワクチンに関してࡣ後進国とゝࢃれていましたが、今後ࡣ種㢮、᥋種ࡶቑ加するとᛮࢃれますࠋ

　肺炎⌫菌ワクチンが平成26（2014）年7月に予防᥋種法ᨻ省௧の改ṇによࡾ、同年10月1日から定ᮇ᥋種に
導ධࡉれましたྛࠋ年度に65ṓ、70ṓ、75ṓ、80ṓ、85ṓ、90ṓ、95ṓまた100ࡣṓとなる者および平成26
年10月1日～平成27（2015）年3月31日までの㛫において100ࡣṓ௨上の者ࡶ᥋種対象とすることとなってい
ますࠋ高㱋者のインフルエンザに合ేする肺炎ࡣ肺炎⌫菌が原ᅉがከいとゝࢃれているので୧᪉のワクチン
を᥋種するのがຠᯝ的ですࠋ

　ᙜึ生㔝、二ᮌ医師の二人でᢸᙜしていましたが、Ⰽࠎな科の研修を⥆けて消化器疾患、内科全⯡にヲし
い大☾ඛ生に加えて外科ฟ㌟の୕宅ඛ生にࡶ参加していたࡔき᭦に総合的な治療を行࠺体制となってきてい
ますࠋ

　2009年から2010年ࡣメキシコよࡾ感染が広がったブタ⏤᮶Aᆺインフルエンザ�H1N1�の流行が日本にࡶお
しよࡏ、ᙜ科へࡶከく患者ᵝが᮶院ࡉれましたࠋᙜ院ࡣⓎ熱外᮶を設けて患者ᵝにཷ診していたࡔきました
が、集ᅋⓎ生する感染症への対応のᅔ㞴ࡉを③感しましたࠋこの感染症によࡾୡ⏺中で14༓人௨上�WHOの
報࿌よࡾ�がஸくなっていますࠋ日本で200ࡶ人⛬度�厚生労働省報࿌よࡾ�がஸくなられましたࠋୡ⏺的に見
て᪩ᮇの診᩿、タミフル、リレンザの投ࡣຠᯝ的で࠶ったとᛮࢃれますࠋ

　2008年㸲月よࡾ特定健診が開ጞࡉれましたࠋこれࡣヰ㢟となった代ㅰ症候群を診᩿し治療、指導するのを
┠的としていますࠋ⬻ฟ血、⬻᱾ሰ、ᚰ➽᱾ሰの原ᅉとなる動⬦◳化にࡣ௨๓よࡾ高血圧、高⬡血症、⫧
‶、⢾ᒀ病なの危㝤ᅉ子が࠶るとゝࢃれていましたࠋ代ㅰ症候群とࡣ⭡部に内臓⬡⫫の✚が࠶るሙ合ࡣ
⛬度の㍍い危㝤ᅉ子の⤌ࡳ合ࡏࢃによってࡶ動⬦◳化が㠀常に進行しやすいとい࠺ᴫ念ですࠋ⮬ぬ症状の࠶
る๓に᪩ᮇに動⬦◳化の危㝤ᅉ子をⓎ見し治療するためにࡣ、健ᗣ診᩿ࡣ重せとᛮࢃれますࠋ

　ᙜ科ࡣ高㱋者の患者ᵝが特にከく、病Ẽの治療ࡣᙜ↛ですが、治⒵した後の退院ඛでの IoOOoZ XS が大ኚ重
せとᛮࢃれますࠋ 専門性が用できるとこࡣࢁ生かし、 MSW� メディカルࢯーシࣕルワーカー �、 在宅医療部
との連携を保ࡕ、 よࡾ良い TXDOit\ oI OiIe を┠指した治療を考えて行きたいとᛮいますࠋ

　2005年よࡾNST�nXtrition sXSSort teDP�の活動ࡶ行っていますࠋこれࡣ患者ᵝの栄養状ែをᢕᥱして、
栄養補給を補助するከ種職種をྵめた委員会活動ですࠋ治医がᕼᮃする低栄養状ែの患者ᵝを栄養士、
PT、ST、薬剤師、看護師と౪に回診を行い、治医への助ゝ、補助を行っていますࠋまた栄養補給の一⎔と
して安全な中ᚰ㟼⬦カテーテルの␃⨨にࡶຊをධれていますࠋᙜ科として୕ࡣ宅ඛ生を中ᚰに、この活動に
ࠋとᛮいます࠺地道に診療、委員会活動を⥆けよࡶこれからࠋຊをධれていく᪉㔪ですࡶ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

部長　生㔝　博ஂ
NSTㄆ定医
医師臨床研修指導医養成講習修医
医学博士（鹿児島大学） 

二ᮌ　┿⍆
日本血液学会 専門医
医学博士（日本医科大学）

୕宅　健治
日本外科学会ㄆ定医
日本医師会ㄆ定産業医

日本体育協会スポーツドクター
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࠙デ⒪ෆᐜ、≉Ⰽࠚ

　ᙜ院血液内科ࡣ現在常医師 1 名（総合内科ව௵）で運用ࡉれておࡾ、白血病、ᝏ性リンパ⭘、成人 T ⣽

⬊白血病、ከⓎ性骨㧊⭘、骨㧊␗ᙧ成症候群なの血液のᝏ性疾患から、ྛ 種㈋血、ฟ血ഴ向をきたす疾患（⣸

ᩬ病等）の診療を行っていますࠋᙜ院ࡣ血液学会ㄆ定研修施設となっておࡾ、県内᭱大⣭の総合病院として

放射線治療をࡌࡣめとしたスムーズなከ科連携をక࠺集学的治療がྍ能で࠶ることが᭱大の特ᚩですࠋ

　外᮶ࡣ別表の通ࡾ基本的にࡣ月᭙、ⅆ᭙、金᭙ですが、ヲ⣽ࡣ㝶外᮶までおၥい合ࡏࢃくࡉࡔいࠋ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

小濵 浩介（おࡤまこ࠺すけ）　血液内科部長、医学博士

␎Ṕ 鹿児島大学病院、九州がんセンター、東ி大学医科学研究ᡤ付属病院、鹿児島市立病院、
 今ᮧ病院分院なで血液内科医として務ࠋ

資᱁ 血液学会専門医、同指導医、内科学会ㄆ定医、がん治療ㄆ定医

࠙デ⒪ᐇ⦼ ࠉࠚ

　現在ࡣスタッフのၥ㢟ࡾ࠶ࡶ、外᮶、ධ院共に従᮶通院中の患者ࡉんの⥅⥆診療が体となっておࡾますࠋ

平成 27 年度に新規に血液疾患としてධ院となったධ院患者ᩘࡣ 46 名（ᝏ性リンパ⭘ �成人 T⣽⬊白血病 16

例、ከⓎ性骨㧊⭘ 3例、急性骨㧊性白血病 3例、慢性白血病 4例等）でࡾ࠶、総合内科との連携で診療を行って

いますࠋ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

部長 小 濵 浩 介

݂ӷՊ

࠙デ⒪ෆᐜ、≉Ⰽࠚ

　鹿児島県内᭱大の民㛫の総合病院で࠶ることの人的および設ഛ的なメリットを生かして、࠶らࡺる病ᮇの

⢾ᒀ病患者ࡉんにつきまして、血⢾コントロールおよび慢性㏱ᯒを㝖く全ての⢾ᒀ病にక࠺合ే症の管理が

ฟ᮶ますࠋたࡔ、平成27年度ࡶᢸᙜ医師が常医1名のࡳのため、᪤に管理ฟ᮶る患者ᩘの㝈⏺となってお

、ࡾ࠶ࡶれたことࡉまた、ᙜ院が地域連携支援病院に指定ࠋますࡾ十分な診療をᥦ౪ฟ᮶なくなってお、ࡾ

✚ᴟ的にධ院患者ࡉんをཷけධれるよ࠺にとのᙜ院の⤒営᪉㔪ࡾ࠶ࡶ、ධ院患者ࡉんにつきましてཷࡣけධ

れྍ能ですが、外᮶患者ࡉんにつきましてཷࡣけධれが基本的に不ྍ能となっておࡾますࡑࠋのため、ึ診

で᮶られた⢾ᒀ病患者ࡉんにつきましてࡣ、かࡾ付け医が࠶るよ࠺ならࡤ、ᘬき⥆き、かࡾ付け医での

治療の⥅⥆をお㢪いし、ࡶし、かࡾ付け医よࡾධ院のᚲせが࠶るとゝࢃれ、⤂介状をおᣢࡕ㡬いた患者ࡉ

んにつきましてࡣ、ᙜ科でධ院治療をࡏࡉて㡬き、退院後ࡣ、再び、かࡾ付け医での治療を⥅⥆して㡬く

こととしておࡾますࠋまた、全くの↓治療でかࡾ付け医をおᣢࡕでない⢾ᒀ病患者ࡉんにつきましてࡣ、

ᙜ科外᮶ࡶしくࡣධ院で治療をࡏࡉて㡬き、血⢾コントロールが改ၿഴ向となࡾ、安定してきたとこࢁ、ᴫ

て㡬くことと⮴しておࡏࡉ治療開ጞ後㸴か月を┠ฎとして、おఫまいや職ሙの㏆くの医療機関にご⤂介、ࡡ

ᅔ㞴となってお、ࢁ現在のとこ、ࡣんのཷけධれࡉれる患者ࡉのため、⥅⥆的な外᮶治療をᕼᮃࡑࠋますࡾ

ࠋますࡾ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

部長　┒‶　ៅ࿃

ᡤ属学会：日本内科学会、日本⢾ᒀ病学会、日本内分Ἢ学会

　　資᱁：日本内科学会総合内科専門医、日本⢾ᒀ病学会専門医

࠙እ᮶デᐹᢸᙜࠚ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘのィ⏬ࠚ

　๓㏙のよ࠺に平成27年度ࡶ常医1名と少ない医師ᩘでの診療体制に対し、患者ࡉんのቑ加、特に↓治療
や合ే症をおᣢࡕの重症な患者ࡉんのቑ加がⴭしく、現在のᙜ科の診療体制でࡣ質および量の㠃において㝈
⏺に㐩しておࡾますࠋまた、ᙜ院が地域連携支援病院に指定ࡉれたことࡾ࠶ࡶ、ධ院患者ࡉんを✚ᴟ的にཷ
けධれるよ࠺にとのᙜ院の⤒営᪉㔪ࡾ࠶ࡶ、ධ院患者ࡉんにつきましてཷࡣけධれྍ能ですが、外᮶患者ࡉ
んにつきましてཷࡣけධれが不ྍ能となっておࡾますࡑࠋのため、外᮶での治療のご౫㢗ࡣおཷけすること
とᛮい、このሙをおࡤんがおられましたら、ご⤂介㡬けれࡉし、ධ院治療がᚲせな患者ࡶ、んがࡏฟ᮶まࡣ
ࡾしてお㢪いするḟ第ですࡑࠋの㝿ࡣᐅしくお㢪い⏦し上ࡆますࠋ

　また、⢾ᒀ病性⣽小血管㞀ᐖの評౯につきましてࡣ、現在ࡶධ院下で十分に行えておࡾますが、௨๓ࡣ、
ධ院下で行っておࡾました動⬦◳化性疾患の評౯やᝏ性⭘⒆のチェックが、'PC（診᩿群分㢮包括評౯）と
いࢃれる包括医療制度上、ධ院下でࡣ十分に行い㞴くなってきておࡾますࡑࠋのために、ᮎᲈ血管の動⬦◳
化性疾患の評౯やᝏ性⭘⒆のチェックࡣ外᮶で行えるよ࠺にシステムをᵓ⠏し、通院中の全患者ࡉんに検査
をཷけて㡬くよ࠺にしているとこࢁでࡾ࠶ますࠋ᪉、生予後に係ࢃるᚰ血管疾患および⬻血管疾患等の
動⬦◳化性疾患の評౯ࡣ、まࡔ、不十分かとᛮいますので、今年度ࡣ、上グ疾患に対する動⬦◳化性疾患の
評౯システムを、㡰ḟ、ᵓ⠏してまいࡾたいと考えておࡾますࠋまた、⢾ᒀ病の新たな合ే症としてのㄆ▱
症につきましてࡶ、定ᮇ的にチェックฟ᮶る体制をᵓ⠏したいと考えておࡾますࠋ

　᭱後に、⢾ᒀ病患者ࡉん᪉に対して、一病ᜥ⅏とい࠺理念の下に、4OLを維ᣢしつつ健ᗣな᪉ࠎとかࢃら
ない寿をྍ能な㝈ࡾ保㞀ฟ᮶るよ࠺に、今後とࡶດຊしてまいࡾたいとᛮいますࠋ今後とࡶかࢃらࡠご支
援の⛬をお㢪い⏦し上ࡆますࠋ

 予⣙再診のࡳ

月᭙日 ⅆ᭙日 Ỉ᭙日 ᮌ᭙日 金᭙日 ᅵ᭙日

AM ┒‶* ┒‶ ┒‶ ┒‶ ┒‶* ఇ診

PM ఇ診 ఇ診 ఇ診 ఇ診 ఇ診

部長 ┒ ‶ ៅ ࿃

පՊ
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࠙デ⒪ෆᐜ、≉Ⰽࠚ

　ᙜ院血液内科ࡣ現在常医師 1 名（総合内科ව௵）で運用ࡉれておࡾ、白血病、ᝏ性リンパ⭘、成人 T ⣽

⬊白血病、ከⓎ性骨㧊⭘、骨㧊␗ᙧ成症候群なの血液のᝏ性疾患から、ྛ 種㈋血、ฟ血ഴ向をきたす疾患（⣸

ᩬ病等）の診療を行っていますࠋᙜ院ࡣ血液学会ㄆ定研修施設となっておࡾ、県内᭱大⣭の総合病院として

放射線治療をࡌࡣめとしたスムーズなከ科連携をక࠺集学的治療がྍ能で࠶ることが᭱大の特ᚩですࠋ

　外᮶ࡣ別表の通ࡾ基本的にࡣ月᭙、ⅆ᭙、金᭙ですが、ヲ⣽ࡣ㝶外᮶までおၥい合ࡏࢃくࡉࡔいࠋ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

小濵 浩介（おࡤまこ࠺すけ）　血液内科部長、医学博士

␎Ṕ 鹿児島大学病院、九州がんセンター、東ி大学医科学研究ᡤ付属病院、鹿児島市立病院、
 今ᮧ病院分院なで血液内科医として務ࠋ

資᱁ 血液学会専門医、同指導医、内科学会ㄆ定医、がん治療ㄆ定医

࠙デ⒪ᐇ⦼ ࠉࠚ

　現在ࡣスタッフのၥ㢟ࡾ࠶ࡶ、外᮶、ධ院共に従᮶通院中の患者ࡉんの⥅⥆診療が体となっておࡾますࠋ

平成 27 年度に新規に血液疾患としてධ院となったධ院患者ᩘࡣ 46 名（ᝏ性リンパ⭘ �成人 T⣽⬊白血病 16

例、ከⓎ性骨㧊⭘ 3例、急性骨㧊性白血病 3例、慢性白血病 4例等）でࡾ࠶、総合内科との連携で診療を行って

いますࠋ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

部長 小 濵 浩 介

݂ӷՊ

࠙デ⒪ෆᐜ、≉Ⰽࠚ

　鹿児島県内᭱大の民㛫の総合病院で࠶ることの人的および設ഛ的なメリットを生かして、࠶らࡺる病ᮇの

⢾ᒀ病患者ࡉんにつきまして、血⢾コントロールおよび慢性㏱ᯒを㝖く全ての⢾ᒀ病にక࠺合ే症の管理が

ฟ᮶ますࠋたࡔ、平成27年度ࡶᢸᙜ医師が常医1名のࡳのため、᪤に管理ฟ᮶る患者ᩘの㝈⏺となってお

、ࡾ࠶ࡶれたことࡉまた、ᙜ院が地域連携支援病院に指定ࠋますࡾ十分な診療をᥦ౪ฟ᮶なくなってお、ࡾ

✚ᴟ的にධ院患者ࡉんをཷけධれるよ࠺にとのᙜ院の⤒営᪉㔪ࡾ࠶ࡶ、ධ院患者ࡉんにつきましてཷࡣけධ

れྍ能ですが、外᮶患者ࡉんにつきましてཷࡣけධれが基本的に不ྍ能となっておࡾますࡑࠋのため、ึ診

で᮶られた⢾ᒀ病患者ࡉんにつきましてࡣ、かࡾ付け医が࠶るよ࠺ならࡤ、ᘬき⥆き、かࡾ付け医での

治療の⥅⥆をお㢪いし、ࡶし、かࡾ付け医よࡾධ院のᚲせが࠶るとゝࢃれ、⤂介状をおᣢࡕ㡬いた患者ࡉ

んにつきましてࡣ、ᙜ科でධ院治療をࡏࡉて㡬き、退院後ࡣ、再び、かࡾ付け医での治療を⥅⥆して㡬く

こととしておࡾますࠋまた、全くの↓治療でかࡾ付け医をおᣢࡕでない⢾ᒀ病患者ࡉんにつきましてࡣ、

ᙜ科外᮶ࡶしくࡣධ院で治療をࡏࡉて㡬き、血⢾コントロールが改ၿഴ向となࡾ、安定してきたとこࢁ、ᴫ

て㡬くことと⮴しておࡏࡉ治療開ጞ後㸴か月を┠ฎとして、おఫまいや職ሙの㏆くの医療機関にご⤂介、ࡡ

ᅔ㞴となってお、ࢁ現在のとこ、ࡣんのཷけධれࡉれる患者ࡉのため、⥅⥆的な外᮶治療をᕼᮃࡑࠋますࡾ

ࠋますࡾ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

部長　┒‶　ៅ࿃

ᡤ属学会：日本内科学会、日本⢾ᒀ病学会、日本内分Ἢ学会

　　資᱁：日本内科学会総合内科専門医、日本⢾ᒀ病学会専門医

࠙እ᮶デᐹᢸᙜࠚ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘのィ⏬ࠚ

　๓㏙のよ࠺に平成27年度ࡶ常医1名と少ない医師ᩘでの診療体制に対し、患者ࡉんのቑ加、特に↓治療
や合ే症をおᣢࡕの重症な患者ࡉんのቑ加がⴭしく、現在のᙜ科の診療体制でࡣ質および量の㠃において㝈
⏺に㐩しておࡾますࠋまた、ᙜ院が地域連携支援病院に指定ࡉれたことࡾ࠶ࡶ、ධ院患者ࡉんを✚ᴟ的にཷ
けධれるよ࠺にとのᙜ院の⤒営᪉㔪ࡾ࠶ࡶ、ධ院患者ࡉんにつきましてཷࡣけධれྍ能ですが、外᮶患者ࡉ
んにつきましてཷࡣけධれが不ྍ能となっておࡾますࡑࠋのため、外᮶での治療のご౫㢗ࡣおཷけすること
とᛮい、このሙをおࡤんがおられましたら、ご⤂介㡬けれࡉし、ධ院治療がᚲせな患者ࡶ、んがࡏฟ᮶まࡣ
ࡾしてお㢪いするḟ第ですࡑࠋの㝿ࡣᐅしくお㢪い⏦し上ࡆますࠋ

　また、⢾ᒀ病性⣽小血管㞀ᐖの評౯につきましてࡣ、現在ࡶධ院下で十分に行えておࡾますが、௨๓ࡣ、
ධ院下で行っておࡾました動⬦◳化性疾患の評౯やᝏ性⭘⒆のチェックが、'PC（診᩿群分㢮包括評౯）と
いࢃれる包括医療制度上、ධ院下でࡣ十分に行い㞴くなってきておࡾますࡑࠋのために、ᮎᲈ血管の動⬦◳
化性疾患の評౯やᝏ性⭘⒆のチェックࡣ外᮶で行えるよ࠺にシステムをᵓ⠏し、通院中の全患者ࡉんに検査
をཷけて㡬くよ࠺にしているとこࢁでࡾ࠶ますࠋ᪉、生予後に係ࢃるᚰ血管疾患および⬻血管疾患等の
動⬦◳化性疾患の評౯ࡣ、まࡔ、不十分かとᛮいますので、今年度ࡣ、上グ疾患に対する動⬦◳化性疾患の
評౯システムを、㡰ḟ、ᵓ⠏してまいࡾたいと考えておࡾますࠋまた、⢾ᒀ病の新たな合ే症としてのㄆ▱
症につきましてࡶ、定ᮇ的にチェックฟ᮶る体制をᵓ⠏したいと考えておࡾますࠋ

　᭱後に、⢾ᒀ病患者ࡉん᪉に対して、一病ᜥ⅏とい࠺理念の下に、4OLを維ᣢしつつ健ᗣな᪉ࠎとかࢃら
ない寿をྍ能な㝈ࡾ保㞀ฟ᮶るよ࠺に、今後とࡶດຊしてまいࡾたいとᛮいますࠋ今後とࡶかࢃらࡠご支
援の⛬をお㢪い⏦し上ࡆますࠋ

 予⣙再診のࡳ

月᭙日 ⅆ᭙日 Ỉ᭙日 ᮌ᭙日 金᭙日 ᅵ᭙日

AM ┒‶* ┒‶ ┒‶ ┒‶ ┒‶* ఇ診

PM ఇ診 ఇ診 ఇ診 ఇ診 ఇ診

部長 ┒ ‶ ៅ ࿃

පՊ
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部長 ྜྷ 永 ⱥ ᕼ

ফԽثՊ

　消化器内科ࡣ、月᭙日からᅵ᭙日まで外᮶患者ᵝの検査・治療、ධ院患者ᵝの診療・加療を行っておࡾますࠋ

消化器外科や放射線科との共同で集学的な治療をごᥦ౪しておࡾますࠋ

　検査に関しましてࡣ⭡部㉸㡢Ἴ検査、上・下部内視㙾検査、㉸㡢Ἴ内視㙾検査、㉸㡢Ἴ内視㙾下生検ࠥ✸

่吸ᘬ⣽⬊診、(RCP：内視㙾的㏫行性⫹管⮅管㐀ᙳ検査、I'US、食道⫶㏱視ᙳ検査、ὀ腸㏱視ᙳ検査、

肝生検、肝炎ウィルス検査等を行っておࡾますࠋ

　治療に関しましてࡰࡣ全ての消化器疾患の内科的治療をࡌࡣめとし、上部・下部内視㙾的止血術、イレ

ウスチューブ␃⨨術、内視㙾的␗≀㝖ཤ術、内視㙾的消化管ᣑᙇ術、消化管ステント␃⨨術、内視㙾的㟼⬦

⒗⤖⣻術・◳化療法、(MR：内視㙾的⢓⭷ษ㝖術、(S'：内視㙾的⢓⭷下ᒙ㞳術、内視㙾的ポリープษ㝖術、

㉸㡢Ἴガイド下✸่ࠥドレナージ術、内視㙾的⫹道ドレナージ術、内視㙾下乳㢌ษ開術ࠥᣑᙇ術、内視㙾下

⫹道ᣑᙇ術、内視㙾下⫹管⤖▼○▼ࠥ採▼術内視㙾下⫹管ࠥ⮅管ステント␃⨨術、内視㙾下⫶⒦㐀設術、消

化器⒴に対する化学療法なከᒱにࢃたっておࡾますࠋ

　ᙜ科の特ᚩとしましてࡣ消化器内視㙾に関するとん全ての検査ࠥ治療をまんんなくྲྀᢅࡾっている

事、ᙜ院が総合病院で࠶る特Ⰽからの科疾患合ే症を᭷するリスクの高い患者ᵝのከい事、救急病院で࠶

る特Ⰽからの⥭急ฎ⨨をᚲせとする患者ᵝの救急ᦙ㏦がከい事等ですࠋ外᮶ࡣ㞳島をྵめ県内ྛ地のከᩘの

医療機関と病診連携をとっておࡾますࠋ

　ᙜ院ࡣ日本消化器病学会、消化器内視㙾学会、日本消化管学会ㄆ定指導施設で᭷ࡾ、内視㙾ᐊにࡣ㸴名の

専属スタッフが常し、ᙜ科の安全性と質の高い医療をᥦ౪するせとなっておࡾますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

ᖖ་師

ྜྷ永　ⱥᕼ
日本消化器内視㙾学会ㄆ定専門医・指導医

今給㯪 和幸
日本内科学会ㄆ定医
日本消化器病学会消化器病専門医・指導医
日本消化器内視㙾学会ㄆ定専門医・指導医
日本人㛫ドック学会ㄆ定医
日本⫹道学会ㄆ定専門医・指導医

Ỉ流 ᘯ文
日本外科学会専門医
日本消化管学会⫶腸科専門医・指導医
医学博士（福ᒸ大学）

㠀ᖖ་師

松ඖ　῟　⛯ᡤ⠜㑻　大♒㝧子　℩ᡞ山 ோ

松本美⏤⣖　川本研一㑻　丸ᑿ࿘୕

ෆど㙾ᐊ�┳ㆤ師

ᱵ⿱ྖ　山ඖ┿㈗子　大㏕ ⩧

中⋢ ㄔ　᭷ⷵె㑣　小ᶫཱྀ┤美

࠙デ⒪≧ἣ ����㸦ࠚ ᖺ � ᭶ࠥ�� ᭶㸧

外᮶患者ᩘ　ึ診 1,077 名、再診 5,971 名

ධ院患者ᩘ 527 名

࠙እ᮶デ⒪᪥ࠚ

月᭙ࠥᅵ᭙日　༗๓ �全予⣙制）

診療、検査、投薬なࡣ全て全予⣙制ですࠋ
༗後からࡣ検査のࡳとなっておࡾますࠋ

月 ⅆ Ỉ ᮌ 金 ᅵ

ྜྷ 永
⛯ ᡤ

今給㯪 今給㯪 ྜྷ 永
大 ♒

ྜྷ 永
今給㯪

交代制

᳨࠙ᰝ௳ᩘ ����㸦ࠚ ᖺ � ᭶ࠥ�� ᭶㸧

⫶・十二指腸内視㙾検査

食道内視㙾検査

下部消化管内視㙾検査

小腸内視㙾検査

内視㙾的㏫行性⫹管⮅管㐀ᙳ（(RCP）

㉸㡢Ἴ内視㙾検査（(US）

㉸㡢Ἴ内視㙾下✸่吸ᘬ⣽⬊診（FNA）

I'US

検査名 ௳ᩘ

1,786

1

825

2

80

90

4

4

࠙活動ࠚ

・第㸳回　今給㯪総合病院　がん診᩿講座

　「᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ」　今給㯪 和幸

・院内ຮᙉ会　

　「薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント」

　今給㯪 和幸

・第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス

　　鹿児島市立病院

　「フーストカࢽュレーションから○▼術まで」

　今給㯪 和幸

・ஂᮌ田学園看護専門学校

　㠀常講師として講⩏開講　　ྜྷ永 ⱥᕼ　

࠙ከタඹྠ研✲ࠚ

・%iOio�PDnFreDtiF StentinJ 研究会よࡾ

「㠀ษ㝖肝門部ᝏ性⫹道㛢ሰに対するメタリック

ステントの␃⨨᪉法をẚ㍑検討するከ施設共同

↓సⅭẚ㍑ヨ㦂（∦ⴥドレナージ 9S ୧ⴥドレナ

ージ）」

「ษ㝖不能ᝏ性⭘⒆による⫶通㐣㞀ᐖに対する消

化管ステント␃⨨の᭷用性をカバーの᭷↓によ

「ẚ㍑検討するከ施設共同↓సⅭẚ㍑ヨ㦂ࡾ

「(RCP 後⮅炎に関するከ施設共同๓向きほᐹ研

究」

・鹿児島大学との共同

　「鹿児島県内外におけるษ㝖不能⮅⒴に対するア

ブラキサンの治療の実ែ調査」

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

࠙ෆど㙾⒪࣭ ฎ⨨௳ᩘ ����㸦ࠚ ᖺ � ᭶ࠥ�� ᭶㸧

治療・ฎ⨨名

上部消化管内視㙾的止血術

下部消化管内視㙾的止血術

⤒ཱྀイレウス管␃⨨術

⤒⫠門的イレウス管␃⨨術

内視㙾的消化管␗≀㝖ཤ（上部・下部）

内視㙾的㟼⬦⒗◳化療法・⤖⣻術（(IS・(9L）

内視㙾的⫶･十二指腸ポリープ⢓⭷ษ㝖術（(MR）

内視㙾的᪩ᮇ食道⒴⢓⭷下ᒙ㞳術（(S'）

内視㙾的᪩ᮇ⫶⒴⢓⭷下ᒙ㞳術（(S'）

内視㙾的大腸ポリープ⢓⭷ษ㝖術（(MR）

内視㙾的᪩ᮇ大腸⒴⢓⭷下ᒙ㞳術

内視㙾下食道⊃✽ᣑᙇ術

食道ステント␃⨨術

内視㙾下⫶・十二指腸⊃✽ᣑᙇ術

⫶・十二指腸ステント␃⨨術

内視㙾的乳㢌ษ開術（(ST）

内視㙾的乳㢌ᣑᙇ術（(P%'）

内視㙾的⫹道⤖▼○▼術（(ML）

内視㙾的⫹道⤖▼採▼術

内視㙾的⫹道ドレナージ（(N%'・(R%'）

内視㙾的⫹道ステント␃⨨術

内視㙾的⮅管ステント␃⨨術

内視㙾下⫶⒦㐀設術（P(G）

⫶⒦交換

内視㙾下㍈㌿整術

⫶⒦㛢㙐術

23

5

23

2

8

4

7

3

14

166

7

2

1

9

3

13

2

5

15

46

8

1

46

37

3

2

௳ᩘ
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�㒊㛛報告�ྛデ⒪⛉報告

部長 ྜྷ 永 ⱥ ᕼ

ফԽثՊ

　消化器内科ࡣ、月᭙日からᅵ᭙日まで外᮶患者ᵝの検査・治療、ධ院患者ᵝの診療・加療を行っておࡾますࠋ

消化器外科や放射線科との共同で集学的な治療をごᥦ౪しておࡾますࠋ

　検査に関しましてࡣ⭡部㉸㡢Ἴ検査、上・下部内視㙾検査、㉸㡢Ἴ内視㙾検査、㉸㡢Ἴ内視㙾下生検ࠥ✸

่吸ᘬ⣽⬊診、(RCP：内視㙾的㏫行性⫹管⮅管㐀ᙳ検査、I'US、食道⫶㏱視ᙳ検査、ὀ腸㏱視ᙳ検査、

肝生検、肝炎ウィルス検査等を行っておࡾますࠋ

　治療に関しましてࡰࡣ全ての消化器疾患の内科的治療をࡌࡣめとし、上部・下部内視㙾的止血術、イレ

ウスチューブ␃⨨術、内視㙾的␗≀㝖ཤ術、内視㙾的消化管ᣑᙇ術、消化管ステント␃⨨術、内視㙾的㟼⬦

⒗⤖⣻術・◳化療法、(MR：内視㙾的⢓⭷ษ㝖術、(S'：内視㙾的⢓⭷下ᒙ㞳術、内視㙾的ポリープษ㝖術、

㉸㡢Ἴガイド下✸่ࠥドレナージ術、内視㙾的⫹道ドレナージ術、内視㙾下乳㢌ษ開術ࠥᣑᙇ術、内視㙾下

⫹道ᣑᙇ術、内視㙾下⫹管⤖▼○▼ࠥ採▼術内視㙾下⫹管ࠥ⮅管ステント␃⨨術、内視㙾下⫶⒦㐀設術、消

化器⒴に対する化学療法なከᒱにࢃたっておࡾますࠋ

　ᙜ科の特ᚩとしましてࡣ消化器内視㙾に関するとん全ての検査ࠥ治療をまんんなくྲྀᢅࡾっている

事、ᙜ院が総合病院で࠶る特Ⰽからの科疾患合ే症を᭷するリスクの高い患者ᵝのከい事、救急病院で࠶

る特Ⰽからの⥭急ฎ⨨をᚲせとする患者ᵝの救急ᦙ㏦がከい事等ですࠋ外᮶ࡣ㞳島をྵめ県内ྛ地のከᩘの

医療機関と病診連携をとっておࡾますࠋ

　ᙜ院ࡣ日本消化器病学会、消化器内視㙾学会、日本消化管学会ㄆ定指導施設で᭷ࡾ、内視㙾ᐊにࡣ㸴名の

専属スタッフが常し、ᙜ科の安全性と質の高い医療をᥦ౪するせとなっておࡾますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

ᖖ་師

ྜྷ永　ⱥᕼ
日本消化器内視㙾学会ㄆ定専門医・指導医

今給㯪 和幸
日本内科学会ㄆ定医
日本消化器病学会消化器病専門医・指導医
日本消化器内視㙾学会ㄆ定専門医・指導医
日本人㛫ドック学会ㄆ定医
日本⫹道学会ㄆ定専門医・指導医

Ỉ流 ᘯ文
日本外科学会専門医
日本消化管学会⫶腸科専門医・指導医
医学博士（福ᒸ大学）

㠀ᖖ་師

松ඖ　῟　⛯ᡤ⠜㑻　大♒㝧子　℩ᡞ山 ோ

松本美⏤⣖　川本研一㑻　丸ᑿ࿘୕

ෆど㙾ᐊ�┳ㆤ師

ᱵ⿱ྖ　山ඖ┿㈗子　大㏕ ⩧

中⋢ ㄔ　᭷ⷵె㑣　小ᶫཱྀ┤美

࠙デ⒪≧ἣ ����㸦ࠚ ᖺ � ᭶ࠥ�� ᭶㸧

外᮶患者ᩘ　ึ診 1,077 名、再診 5,971 名

ධ院患者ᩘ 527 名

࠙እ᮶デ⒪᪥ࠚ

月᭙ࠥᅵ᭙日　༗๓ �全予⣙制）

診療、検査、投薬なࡣ全て全予⣙制ですࠋ
༗後からࡣ検査のࡳとなっておࡾますࠋ

月 ⅆ Ỉ ᮌ 金 ᅵ

ྜྷ 永
⛯ ᡤ

今給㯪 今給㯪 ྜྷ 永
大 ♒

ྜྷ 永
今給㯪

交代制

᳨࠙ᰝ௳ᩘ ����㸦ࠚ ᖺ � ᭶ࠥ�� ᭶㸧

⫶・十二指腸内視㙾検査

食道内視㙾検査

下部消化管内視㙾検査

小腸内視㙾検査

内視㙾的㏫行性⫹管⮅管㐀ᙳ（(RCP）

㉸㡢Ἴ内視㙾検査（(US）

㉸㡢Ἴ内視㙾下✸่吸ᘬ⣽⬊診（FNA）

I'US

検査名 ௳ᩘ

1,786

1

825

2

80

90

4

4

࠙活動ࠚ

・第㸳回　今給㯪総合病院　がん診᩿講座

　「᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ」　今給㯪 和幸

・院内ຮᙉ会　

　「薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント」

　今給㯪 和幸

・第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス

　　鹿児島市立病院

　「フーストカࢽュレーションから○▼術まで」

　今給㯪 和幸

・ஂᮌ田学園看護専門学校

　㠀常講師として講⩏開講　　ྜྷ永 ⱥᕼ　

࠙ከタඹྠ研✲ࠚ

・%iOio�PDnFreDtiF StentinJ 研究会よࡾ

「㠀ษ㝖肝門部ᝏ性⫹道㛢ሰに対するメタリック

ステントの␃⨨᪉法をẚ㍑検討するከ施設共同

↓సⅭẚ㍑ヨ㦂（∦ⴥドレナージ 9S ୧ⴥドレナ

ージ）」

「ษ㝖不能ᝏ性⭘⒆による⫶通㐣㞀ᐖに対する消

化管ステント␃⨨の᭷用性をカバーの᭷↓によ

「ẚ㍑検討するከ施設共同↓సⅭẚ㍑ヨ㦂ࡾ

「(RCP 後⮅炎に関するከ施設共同๓向きほᐹ研

究」

・鹿児島大学との共同

　「鹿児島県内外におけるษ㝖不能⮅⒴に対するア

ブラキサンの治療の実ែ調査」

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

࠙ෆど㙾⒪࣭ ฎ⨨௳ᩘ ����㸦ࠚ ᖺ � ᭶ࠥ�� ᭶㸧

治療・ฎ⨨名

上部消化管内視㙾的止血術

下部消化管内視㙾的止血術

⤒ཱྀイレウス管␃⨨術

⤒⫠門的イレウス管␃⨨術

内視㙾的消化管␗≀㝖ཤ（上部・下部）

内視㙾的㟼⬦⒗◳化療法・⤖⣻術（(IS・(9L）

内視㙾的⫶･十二指腸ポリープ⢓⭷ษ㝖術（(MR）

内視㙾的᪩ᮇ食道⒴⢓⭷下ᒙ㞳術（(S'）

内視㙾的᪩ᮇ⫶⒴⢓⭷下ᒙ㞳術（(S'）

内視㙾的大腸ポリープ⢓⭷ษ㝖術（(MR）

内視㙾的᪩ᮇ大腸⒴⢓⭷下ᒙ㞳術

内視㙾下食道⊃✽ᣑᙇ術

食道ステント␃⨨術

内視㙾下⫶・十二指腸⊃✽ᣑᙇ術

⫶・十二指腸ステント␃⨨術

内視㙾的乳㢌ษ開術（(ST）

内視㙾的乳㢌ᣑᙇ術（(P%'）

内視㙾的⫹道⤖▼○▼術（(ML）

内視㙾的⫹道⤖▼採▼術

内視㙾的⫹道ドレナージ（(N%'・(R%'）

内視㙾的⫹道ステント␃⨨術

内視㙾的⮅管ステント␃⨨術

内視㙾下⫶⒦㐀設術（P(G）

⫶⒦交換

内視㙾下㍈㌿整術

⫶⒦㛢㙐術

23

5

23

2

8

4

7

3

14

166

7

2

1

9

3

13

2

5

15

46

8

1

46

37

3

2

௳ᩘ
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部長 大 ሙ 一 㑻

॥ثՊ

࠙≉Ⰽࠚ

　ᙜ科ࡣ鹿児島大学大学院医師学総合研究ᡤᚰ臓
血管・高血圧内科学教ᐊ（大▼教授）からᚠ⎔
器内科スタッフとして派遣ࡉれた୕名の常医で
ᵓ成ࡉれていますࠋᚠ⎔器疾患の外᮶・ධ院診療、
科から౫㢗の術๓およびᚰ疾患⢭査、救急患者
の対応を⤒⬚ቨ・⤒食道ᚰエコー、㢁動⬦エコー、
下肢動㟼⬦エコーな㉸㡢Ἴ検査、運動・薬≀㈇
Ⲵ検査、ෙ動⬦㐀ᙳ M'CT を㥑使し生理検査ᐊ、放
射線科と連携のࡶとከᵝに診療をこなしていますࠋ

࠙ே࣭ࠚࣇࢵࢱࢫ

　平成27年度のᚠ⎔器内科の診療実⦼についてᚚ
⤂介⏦し上ࡆますࠋ現在ࡣ部長大ሙ一㑻と、鹿児
島大学医学部ᚰ臓血管・高血圧内科から派遣のᚿ
ᒱ健୕㑻と下⯙浩二が常医として務していま
すࡑࠋのにẖ年院内またࡣ鹿児島大学研修ロー
テーションによる研修医を加えて外᮶・病Ჷの診
療を行っていますࠋ㉸㡢Ἴ検査ࡣに生理検査技
師のྜྷ⿱児、᳃田修ᗣが行いますࠋ院内や外
᮶、院からのၥい合ࡏࢃを外᮶ཷ付・看護師が
対応し、患者ᵝへの治療が円に行えるよ࠺ⓙが
ᚰを一つに協ຊしていますࠋ

࠙デ⒪≧ἣࠚ

1）外᮶診療

　外᮶診ᐹ୕ࡣ人の医師で新患、再᮶、術๓科
౫㢗なを᭙日ኚࡾࢃでᢸᙜしていますࠋ外᮶患
者ᩘࡣ再᮶・新患ేࡏて一日࠶た30�50ࡾ名⛬度
で、再᮶患者についてࡣᚅࡕ㛫のゎ消のための
予⣙制をとっていますࠋ鹿児島県下の病院やクリ
ックからᚰ疾患の⢭査౫㢗や鹿児島医療センタࢽ
ーなから診療の౫㢗なで⤂介ࡉれཷ診ࡉれる
患者が᭱㏆ࡣቑ加している༳象ですࠋ一᪉で病状
が安定している患者についてࡣ⮬宅㏆くの施設へ
の㏫⤂介をቑやし病診連携をᅗっていますࠋ

　高血圧、高⬡血症、⢾ᒀ病なの生活習័病、
⊃ᚰ症・ᚰ➽᱾ሰな血性ᚰ疾患、㝞ᪧ性ᚰ➽
᱾ሰ後やᣑᙇᆺᚰ➽症なᚰ➽疾患による慢性ᚰ
不全、ᚰᡣ⣽動、上ᐊ性㢖ᢿ、症候性ᚎ⬦なの
不整⬦およびᘚ⭷疾患、下肢㛢ሰ性動⬦◳化症
（PA'）や῝部㟼⬦血栓症（'9T）な下肢血管疾
患、大動⬦ゎ㞳なの救急対応とᚠ⎔器疾患全⯡
の診ᐹや治療を行っていますࠋ

　ᙜ院におけるᙜ科の特ᚩとしてࡣ術๓ᚰ機能評
౯およびධ院中の⬚部症状ฟ現なによる診ᐹ౫
㢗なでの院内科からの⤂介のከࡉですࠋ

　ෙ動⬦疾患の⢭査についてࡣෙ動⬦㐀ᙳM'CT診
᩿が放射線部のレベルアップによるゎᯒの㎿㏿化

で従᮶よࡾ大量かつヲ⣽な⏬ീ診᩿がྍ能になࡾ
ましたࡏేࠋてᚰ➽シンチな᰾医学検査による
⏬ീ診᩿を放射線科医師と行࠺ことで診᩿の⢭度
向上を常にᚰがけていますࠋᙜ院でࡣᚰ臓カテー
テル検査およびカテーテル治療ࡣ行いまࡏんの
で、鹿児島大学病院・鹿児島医療センター・鹿児
島市立病院・天㝧会中央病院といったᚰ臓カテー
テル施設との⥭ᐦな連携によࡾスࣆーディな診
᩿・加療を実現していますࠋまた、上グの鹿児島
市におけるᚠ⎔器基幹病院と合同でカンフレン
スや研究Ⓨ表を行࠺機会ࡶከく、ඛ進医療の動向
にࡶ分対応ฟ᮶ますࠋ

2� ධ院診療

高㱋者の慢性ᚰ不全のቑᝏによࡣከい症例ࡶ᭱　
ᚠ⎔・呼吸状ែをࠋれるケースですࡉ救急ᦙ㏦ࡾ
改ၿࡏࡉ内科病Ჷへ㌿Ჷし全㌟状ែの改ၿをࡳて
退院となࡾます࣌ࠋースメーカー᳜え㎸ࡳ術ࡣ
整ᙧ外科なࠋースで行っています࣌ẖ月1�2௳のࡰ
長ᮇ⮩床化する症例がከいことから下肢㟼⬦血
栓症例ࡣቑ加がࡳられ、放射線科と␃⨨ᆺ下大㟼
⬦フィルターによる肺ሰ栓予防を✚ᴟ的に行って
いますࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠚ࡚ࡅྥ

　現在の診療内ᐜをࡉらに実ࡏࡉながら、鹿児
島市立病院や大学病院、鹿児島医療センターとい
った᭱新機器や情報の㇏ᐩな施設との人的・≀的
交流をいっ࠺ࡑ῝めていきますࠋ総合病院で࠶る
ᙜ院の特Ⰽからᚠ⎔器科に㝈らࡎᖜ広い疾患を⤒
㦂する機会がከく、研修医の対応にࡶຊをධれて
いますࠋ

࠙ᡭ⾡ᩘ 㹆27）ࠚ 年̿㹆28 年）

௳ースメーカー⛣᳜術　新規　　：3࣌

࠙㉸㡢Ἴ᳨ᰝ௳ᩘ 㸦ᖹᡂࠚ �� ᖺᗘ㸧

・ᚰエコー　：⣙ 3,000 ௳
・㢁動⬦エコー 
 ⤒⬚ቨᚰエコーにルーティンに行っていますࠋ
・下肢血管エコー　⣙ 300 ௳

࠙ෙ動⬦㹋㹂㹁㹒ࠚ
⣙ 300 ௳

部長 川 畠 寿 史

Պثٵݺ

　平成27年4月よࡾ川畠、新ᮧ、◁永、松山�⥳�の
㸲人の常医で診療に࠶たっておࡾますࠋ
　ᙜ科ࡣᘬき⥆き日本呼吸器病学会関連施設のㄆ
定をཷけておࡾ、呼吸器外科、放射線科、病理診
᩿科とࡶ協ຊし、᭱良の医療をᥦ౪できるよ࠺に
ດめておࡾますࠋ

࠙ᙜ⛉の主なデ⒪患ࠚ

࣭⫵⒴、⬚㒊ᝏᛶ患

࣭⫵⅖、྾ჾឤᰁ

࣭Ẽ⟶ᨭႍᜥ、៏ ᛶ㛢ሰᛶ⫵患 �&23'�

࣭㛫㉁ᛶ⫵⅖、ࢇࡲࡧᛶ⫵患

　呼吸器診療ࡣに上グの疾患の治療を行ってお
内科で、ࡾ肺⒴への対応がとなࡾࡣやࠋますࡾ
ච療ࠋますࡾ進行ᮇ肺⒴をᢸᙜすることとなࡣ
法薬のオプジー࣎が㠀小⣽⬊肺⒴にࡶ保㝤㐺応と
なࡾ、今後᭦なる予後改ၿが見㎸まれますが、一
᪉で高౯㐣ぎることがၥ㢟となっておࡾますࠋま
たᢠ⒴剤でࡳࡣられないච関連の特Ṧな᭷ᐖ事
象がฟ現するため、ࡑの対応ࡶ重せとなࡾますࠋ
௨๓イレッサのస用で࠶る㛫質性肺炎が社会ၥ
㢟となった⤒⦋がࡾ࠶ますが、ࡑの二の⯙ࡣ㋃ま
ៅ重に判᩿するᚲせがࡣ㐺応࣎オプジー、࠺よࡠ
鹿ࡣ治療導ධ࣎オプジー、ࡣᙜ科でࠋますࡾ࠶
児島大学病院へ⤂介する᪉㔪としておࡾますࠋ肺
⒴診療ࡣ、᭦に治療Ⓨ展へのᮇᚅが高まる一᪉
で、一➽縄でࡣいかない㞴しいၥ㢟ࡣࡶらんでい
るとᛮࢃれますࠋ高㱋者やㄆ▱症の࠶る患者ᵝࡣ
☜実にቑえておࡾ、外᮶診療⥅⥆ᅔ㞴例や⧞ࡾ㏉
す誤嚥性肺炎症例への治療௨外での対応ࡶ現実的
にࡣ重せですࠋMSWのඃ⚽なスタッフの᪉にࡣ、本
ᙜにいつࡶ助けられておࡾますࠋ今後ゼれるከ死
社会への対応ࡣᐜ᫆いၥ㢟でࡣなく、ಶࠎが死生
ほについて考える機会をよࡾቑやしていくດຊࡶ
重せでࡣないかと考えࡏࡉられますࠋ

࠙እ᮶࣭入院デ⒪ࠚ

　ᙜ科外᮶でࡣ、平成24年12月から予⣙制を導ධ
しておࡾますࠋ新患患者ᩘࡣ๓年よࡾቑとなࡾま
したが、延患者ᩘࡣ減となࡾましたࠋ表の通ࡾ
ධ院患者ᩘࡶ延人ᩘですが、例年通ࡾ肺⒴患者
が᭱ࡶከくなっておࡾますࠋ平成27年のẼ管支㙾
検査ᩘ91ࡣ例で診᩿⋡ࡣ例年同ᵝ⣙70�でၥ㢟とな
る合ే症例ࡾ࠶ࡣまࡏんでしたࠋ(%US�T%NAᩘࡶ௳
行いましたࠋ高౯な機器ですので᪩ࠎの㉎ධࡣ㞴
しいとᛮࢃれますが、今後ࡣ呼吸器関連施設とし
てᚲ㡲の検査になっていくとᛮࢃれますࡉࠋて今
年度ࡣ᫂るくタフな'r�松山�⥳�が定内？のዷ
ፎ・ฟ産とい࠺おめでたいࢽュースࡾ࠶ࡶ、急㑉

大学から3ࣨ月㛫୕山医師が応援に᮶て下ࡉいまし
たࠋまたඖẼにᖐしてくれるࡶのとᛮいますࠋ
　ẖ度᭱後にᙜ科の診療が円に行っていけるの
ックのඃ⚽なࢽ今給㯪総合病院・和会クリ、ࡣ
看護師・医療事務ࡌࡣめྛ種コメディカル、スタッ
フの᪉ࠎのおⶱでࡾ࠶、ここに῝ㅰ⮴しますࠋ

表㸯）外᮶患者ᩘ

延患者ᩘ 新患患者ᩘ

平成25年

平成26年

平成27年

6,345

6,398

5,548

664

522

553

表㸰）ධ院患者疾患内ヂ

肺⒴・⬚部ᝏ性疾患

肺炎

びまん性肺疾患

Ẽ管支ႍᜥ

慢性㛢ሰ性肺疾患

肺⤖᰾

のࡑ

合ィ

25年

365

51

29

5

22

5

108

510

26年

356

43

25

9

12

5

65

515

27年

337

51

28

5

9

13

49

492
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部長 大 ሙ 一 㑻

॥ثՊ

࠙≉Ⰽࠚ

　ᙜ科ࡣ鹿児島大学大学院医師学総合研究ᡤᚰ臓
血管・高血圧内科学教ᐊ（大▼教授）からᚠ⎔
器内科スタッフとして派遣ࡉれた୕名の常医で
ᵓ成ࡉれていますࠋᚠ⎔器疾患の外᮶・ධ院診療、
科から౫㢗の術๓およびᚰ疾患⢭査、救急患者
の対応を⤒⬚ቨ・⤒食道ᚰエコー、㢁動⬦エコー、
下肢動㟼⬦エコーな㉸㡢Ἴ検査、運動・薬≀㈇
Ⲵ検査、ෙ動⬦㐀ᙳ M'CT を㥑使し生理検査ᐊ、放
射線科と連携のࡶとከᵝに診療をこなしていますࠋ

࠙ே࣭ࠚࣇࢵࢱࢫ

　平成27年度のᚠ⎔器内科の診療実⦼についてᚚ
⤂介⏦し上ࡆますࠋ現在ࡣ部長大ሙ一㑻と、鹿児
島大学医学部ᚰ臓血管・高血圧内科から派遣のᚿ
ᒱ健୕㑻と下⯙浩二が常医として務していま
すࡑࠋのにẖ年院内またࡣ鹿児島大学研修ロー
テーションによる研修医を加えて外᮶・病Ჷの診
療を行っていますࠋ㉸㡢Ἴ検査ࡣに生理検査技
師のྜྷ⿱児、᳃田修ᗣが行いますࠋ院内や外
᮶、院からのၥい合ࡏࢃを外᮶ཷ付・看護師が
対応し、患者ᵝへの治療が円に行えるよ࠺ⓙが
ᚰを一つに協ຊしていますࠋ

࠙デ⒪≧ἣࠚ

1）外᮶診療

　外᮶診ᐹ୕ࡣ人の医師で新患、再᮶、術๓科
౫㢗なを᭙日ኚࡾࢃでᢸᙜしていますࠋ外᮶患
者ᩘࡣ再᮶・新患ేࡏて一日࠶た30�50ࡾ名⛬度
で、再᮶患者についてࡣᚅࡕ㛫のゎ消のための
予⣙制をとっていますࠋ鹿児島県下の病院やクリ
ックからᚰ疾患の⢭査౫㢗や鹿児島医療センタࢽ
ーなから診療の౫㢗なで⤂介ࡉれཷ診ࡉれる
患者が᭱㏆ࡣቑ加している༳象ですࠋ一᪉で病状
が安定している患者についてࡣ⮬宅㏆くの施設へ
の㏫⤂介をቑやし病診連携をᅗっていますࠋ

　高血圧、高⬡血症、⢾ᒀ病なの生活習័病、
⊃ᚰ症・ᚰ➽᱾ሰな血性ᚰ疾患、㝞ᪧ性ᚰ➽
᱾ሰ後やᣑᙇᆺᚰ➽症なᚰ➽疾患による慢性ᚰ
不全、ᚰᡣ⣽動、上ᐊ性㢖ᢿ、症候性ᚎ⬦なの
不整⬦およびᘚ⭷疾患、下肢㛢ሰ性動⬦◳化症
（PA'）や῝部㟼⬦血栓症（'9T）な下肢血管疾
患、大動⬦ゎ㞳なの救急対応とᚠ⎔器疾患全⯡
の診ᐹや治療を行っていますࠋ

　ᙜ院におけるᙜ科の特ᚩとしてࡣ術๓ᚰ機能評
౯およびධ院中の⬚部症状ฟ現なによる診ᐹ౫
㢗なでの院内科からの⤂介のከࡉですࠋ

　ෙ動⬦疾患の⢭査についてࡣෙ動⬦㐀ᙳM'CT診
᩿が放射線部のレベルアップによるゎᯒの㎿㏿化

で従᮶よࡾ大量かつヲ⣽な⏬ീ診᩿がྍ能になࡾ
ましたࡏేࠋてᚰ➽シンチな᰾医学検査による
⏬ീ診᩿を放射線科医師と行࠺ことで診᩿の⢭度
向上を常にᚰがけていますࠋᙜ院でࡣᚰ臓カテー
テル検査およびカテーテル治療ࡣ行いまࡏんの
で、鹿児島大学病院・鹿児島医療センター・鹿児
島市立病院・天㝧会中央病院といったᚰ臓カテー
テル施設との⥭ᐦな連携によࡾスࣆーディな診
᩿・加療を実現していますࠋまた、上グの鹿児島
市におけるᚠ⎔器基幹病院と合同でカンフレン
スや研究Ⓨ表を行࠺機会ࡶከく、ඛ進医療の動向
にࡶ分対応ฟ᮶ますࠋ

2� ධ院診療

高㱋者の慢性ᚰ不全のቑᝏによࡣከい症例ࡶ᭱　
ᚠ⎔・呼吸状ែをࠋれるケースですࡉ救急ᦙ㏦ࡾ
改ၿࡏࡉ内科病Ჷへ㌿Ჷし全㌟状ែの改ၿをࡳて
退院となࡾます࣌ࠋースメーカー᳜え㎸ࡳ術ࡣ
整ᙧ外科なࠋースで行っています࣌ẖ月1�2௳のࡰ
長ᮇ⮩床化する症例がከいことから下肢㟼⬦血
栓症例ࡣቑ加がࡳられ、放射線科と␃⨨ᆺ下大㟼
⬦フィルターによる肺ሰ栓予防を✚ᴟ的に行って
いますࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠚ࡚ࡅྥ

　現在の診療内ᐜをࡉらに実ࡏࡉながら、鹿児
島市立病院や大学病院、鹿児島医療センターとい
った᭱新機器や情報の㇏ᐩな施設との人的・≀的
交流をいっ࠺ࡑ῝めていきますࠋ総合病院で࠶る
ᙜ院の特Ⰽからᚠ⎔器科に㝈らࡎᖜ広い疾患を⤒
㦂する機会がከく、研修医の対応にࡶຊをධれて
いますࠋ

࠙ᡭ⾡ᩘ 㹆27）ࠚ 年̿㹆28 年）

௳ースメーカー⛣᳜術　新規　　：3࣌

࠙㉸㡢Ἴ᳨ᰝ௳ᩘ 㸦ᖹᡂࠚ �� ᖺᗘ㸧

・ᚰエコー　：⣙ 3,000 ௳
・㢁動⬦エコー 
 ⤒⬚ቨᚰエコーにルーティンに行っていますࠋ
・下肢血管エコー　⣙ 300 ௳

࠙ෙ動⬦㹋㹂㹁㹒ࠚ
⣙ 300 ௳

部長 川 畠 寿 史

Պثٵݺ

　平成27年4月よࡾ川畠、新ᮧ、◁永、松山�⥳�の
㸲人の常医で診療に࠶たっておࡾますࠋ
　ᙜ科ࡣᘬき⥆き日本呼吸器病学会関連施設のㄆ
定をཷけておࡾ、呼吸器外科、放射線科、病理診
᩿科とࡶ協ຊし、᭱良の医療をᥦ౪できるよ࠺に
ດめておࡾますࠋ

࠙ᙜ⛉の主なデ⒪患ࠚ

࣭⫵⒴、⬚㒊ᝏᛶ患

࣭⫵⅖、྾ჾឤᰁ

࣭Ẽ⟶ᨭႍᜥ、៏ ᛶ㛢ሰᛶ⫵患 �&23'�

࣭㛫㉁ᛶ⫵⅖、ࢇࡲࡧᛶ⫵患

　呼吸器診療ࡣに上グの疾患の治療を行ってお
内科で、ࡾ肺⒴への対応がとなࡾࡣやࠋますࡾ
ච療ࠋますࡾ進行ᮇ肺⒴をᢸᙜすることとなࡣ
法薬のオプジー࣎が㠀小⣽⬊肺⒴にࡶ保㝤㐺応と
なࡾ、今後᭦なる予後改ၿが見㎸まれますが、一
᪉で高౯㐣ぎることがၥ㢟となっておࡾますࠋま
たᢠ⒴剤でࡳࡣられないච関連の特Ṧな᭷ᐖ事
象がฟ現するため、ࡑの対応ࡶ重せとなࡾますࠋ
௨๓イレッサのస用で࠶る㛫質性肺炎が社会ၥ
㢟となった⤒⦋がࡾ࠶ますが、ࡑの二の⯙ࡣ㋃ま
ៅ重に判᩿するᚲせがࡣ㐺応࣎オプジー、࠺よࡠ
鹿ࡣ治療導ධ࣎オプジー、ࡣᙜ科でࠋますࡾ࠶
児島大学病院へ⤂介する᪉㔪としておࡾますࠋ肺
⒴診療ࡣ、᭦に治療Ⓨ展へのᮇᚅが高まる一᪉
で、一➽縄でࡣいかない㞴しいၥ㢟ࡣࡶらんでい
るとᛮࢃれますࠋ高㱋者やㄆ▱症の࠶る患者ᵝࡣ
☜実にቑえておࡾ、外᮶診療⥅⥆ᅔ㞴例や⧞ࡾ㏉
す誤嚥性肺炎症例への治療௨外での対応ࡶ現実的
にࡣ重せですࠋMSWのඃ⚽なスタッフの᪉にࡣ、本
ᙜにいつࡶ助けられておࡾますࠋ今後ゼれるከ死
社会への対応ࡣᐜ᫆いၥ㢟でࡣなく、ಶࠎが死生
ほについて考える機会をよࡾቑやしていくດຊࡶ
重せでࡣないかと考えࡏࡉられますࠋ

࠙እ᮶࣭入院デ⒪ࠚ

　ᙜ科外᮶でࡣ、平成24年12月から予⣙制を導ධ
しておࡾますࠋ新患患者ᩘࡣ๓年よࡾቑとなࡾま
したが、延患者ᩘࡣ減となࡾましたࠋ表の通ࡾ
ධ院患者ᩘࡶ延人ᩘですが、例年通ࡾ肺⒴患者
が᭱ࡶከくなっておࡾますࠋ平成27年のẼ管支㙾
検査ᩘ91ࡣ例で診᩿⋡ࡣ例年同ᵝ⣙70�でၥ㢟とな
る合ే症例ࡾ࠶ࡣまࡏんでしたࠋ(%US�T%NAᩘࡶ௳
行いましたࠋ高౯な機器ですので᪩ࠎの㉎ධࡣ㞴
しいとᛮࢃれますが、今後ࡣ呼吸器関連施設とし
てᚲ㡲の検査になっていくとᛮࢃれますࡉࠋて今
年度ࡣ᫂るくタフな'r�松山�⥳�が定内？のዷ
ፎ・ฟ産とい࠺おめでたいࢽュースࡾ࠶ࡶ、急㑉

大学から3ࣨ月㛫୕山医師が応援に᮶て下ࡉいまし
たࠋまたඖẼにᖐしてくれるࡶのとᛮいますࠋ
　ẖ度᭱後にᙜ科の診療が円に行っていけるの
ックのඃ⚽なࢽ今給㯪総合病院・和会クリ、ࡣ
看護師・医療事務ࡌࡣめྛ種コメディカル、スタッ
フの᪉ࠎのおⶱでࡾ࠶、ここに῝ㅰ⮴しますࠋ

表㸯）外᮶患者ᩘ

延患者ᩘ 新患患者ᩘ

平成25年

平成26年

平成27年

6,345

6,398

5,548

664

522

553

表㸰）ධ院患者疾患内ヂ

肺⒴・⬚部ᝏ性疾患

肺炎

びまん性肺疾患

Ẽ管支ႍᜥ

慢性㛢ሰ性肺疾患

肺⤖᰾

のࡑ

合ィ

25年

365

51

29

5

22

5

108

510

26年

356

43

25

9

12

5

65

515

27年

337

51

28

5

9

13

49

492
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部長 長 堂 竜 維

ਆܦՊ

　ᙜ院⚄⤒内科ࡣ鹿児島大学⚄⤒内科・老年
病学講座を母体とした医局で、丸山・長堂・
ᯘ・⮻ඖࡣ同科のฟ㌟またࡣ同科在⡠中の医
師ですࠋこの4人と㫽ྲྀ大学⬻⚄⤒内科ฟ㌟の
⏥ᩫをྵめた5人がᙜ科の常医で、この5人
のࡕ࠺⮻ඖを㝖く4人が日本⚄⤒学会⚄⤒内科
専門医で、⮻ඖྲྀࡶᚓ予定ですࠋ加えて鹿児
島大学から㸴人の㠀常医師にࡶ応援をいた
き、㢌③・めまい・しびれ等の症状や⬻卒ࡔ
中・パーキンࢯン病・アルツハイマーᆺㄆ▱
症等の一⯡⚄⤒内科外᮶から急性ᮇ⚄⤒疾患
の救救急医療・急性ᮇリハビリテーション
までの⚄⤒内科診療をこなしていますࠋ鹿児
島大学の⚄⤒内科・老年病学講座が日本にお
いてࡶ᭱ࡶ規ᶍが大きくୟつṔ史の࠶る⚄⤒
内科教ᐊのひとつで࠶る事ࡾ࠶ࡶ、鹿児島県
内科医の㠀常にከい県で⤒⚄の県にẚࡣ
すࠋしかし、⚄⤒内科専門医5人を常として
ᢪえ⚄⤒救急を行っている⚾立病院ࡣ全国的
に࠺ࡑࡶከくࡣなく、鹿児島県における⚄⤒
内科診療にከ少なࡾとࡶ㈉献できているࡶの
と⚾ࡣࡶ⮬㈇しておࡾますࠋ

　ḟに今年度の診療実⦼について᭩かࡏてい
たࡔきますࠋまࡎධ院患者ࡉんですが、525名
（平成27年1月1日～12月31日）が一年㛫でධ
院ࡉれましたࡑࠋの中でࡣ⬻血管㞀ᐖ・感染
症・パーキンࢯン病の㸱疾患が大きな合を
༨めましたࠋ⚄⤒内科とい࠺科の性᱁上、予
定ධ院にẚ圧ಽ的に⥭急ධ院がከい事を考
えると、ࡰẖ日1�5人のධ院患者を平均的に
ཷけධれてくれる病Ჷスタッフにࡣ㢌の下が
るᛮいがしますࠋ外᮶患者ࡉんࡣ、一年㛫の
ึ診患者総ᩘ1,337人、外᮶患者総ᩘが10,887
人で、一日平均外᮶患者ᩘࡣ⣙35人でしたࠋ
病Ჷࡣ別館2㝵南病Ჷ42床で⚄⤒内科と⓶科
のΰ合病Ჷとなっておࡾ、⓶科のஂ␃ඛ生
にࡣ㛫をၥࡎࢃ的☜なご指導をいたࡔき、
⚄⤒内科一同感ㅰのẼᣢࡕでいっࡥいですࠋ

　病Ჷスタッフࡣ✄᳃師長௨下26名の看護師
が⃭務をこなしながらࡶ、➗㢦を⤯やࡎࡉ日
ኪ事にບんでいますࠋ⚄⤒内科ࡣ科にẚ
んࡉんやA'Lの低下した患者ࡉご高㱋の患者
ከい中でクオリティの高い看護・介護を実ࡶ
践してࡶらい、医師にとって本ᙜに働きやす
い病Ჷですࠋ

　外᮶ࡣ᭷能でẼ㓄ࡾのできる医療クラーク
の㒆山と∦山が、5人の常医師と5人の㠀常
医師を上手くおࡔてながら、⚄⤒内科外᮶
のすてをྲྀࡾษっていますࠋ

　日常診療௨外の業務としてࡣ、丸山ࡣ院
長としてのከくの院内・院外⃭務に加え、ྛ
種研究会のୡヰ人、血液จᅛ・⚄⤒関連の講
演を行い、長堂ࡣ鹿児島大学医学部㠀常講
師として学生講⩏と大学病院専門外᮶、ஂᮌ
田学園看護専門学校の授業、臨床研修医対
応、ྛ種講演会なを行っていますࠋ⮻ඖࡣ
ྛ種学会でཱྀ演Ⓨ表し、ㄽ文ࡶ」ᩘⓎ表して
いますࠋまたᯘ・⏥ᩫ・⮻ඖの3名ࡣゼၥ診療
に全員が医療௨外࠺このよࠋ行っていますࡶ
にࡶከくの㞧ከな用事を୧手いっࡥいにᢪえ
ながらコマネズミのよ࠺にẖ日㉮ࡾ回ってい
ますࠋ

　௨上、⡆༢でࡾ࠶ࡣますが今給㯪総合病院
⚄⤒内科の日常をご⤂介ࡏࡉて㡬きましたࠋ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

丸山芳一　院長
医学博士、日本⚄⤒学会専門医、
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鹿児島大学臨床教授、ஂᮌ田学園㠀常講師
ឡ大学医学部卒
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日本⚄⤒学会九州地᪉会ୡヰ人
ஂᮌ田学園㠀常講師、鹿児島大学医学部卒
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　ᙜ院⚄⤒内科ࡣ鹿児島大学⚄⤒内科・老年
病学講座を母体とした医局で、丸山・長堂・
ᯘ・⮻ඖࡣ同科のฟ㌟またࡣ同科在⡠中の医
師ですࠋこの4人と㫽ྲྀ大学⬻⚄⤒内科ฟ㌟の
⏥ᩫをྵめた5人がᙜ科の常医で、この5人
のࡕ࠺⮻ඖを㝖く4人が日本⚄⤒学会⚄⤒内科
専門医で、⮻ඖྲྀࡶᚓ予定ですࠋ加えて鹿児
島大学から㸴人の㠀常医師にࡶ応援をいた
き、㢌③・めまい・しびれ等の症状や⬻卒ࡔ
中・パーキンࢯン病・アルツハイマーᆺㄆ▱
症等の一⯡⚄⤒内科外᮶から急性ᮇ⚄⤒疾患
の救救急医療・急性ᮇリハビリテーション
までの⚄⤒内科診療をこなしていますࠋ鹿児
島大学の⚄⤒内科・老年病学講座が日本にお
いてࡶ᭱ࡶ規ᶍが大きくୟつṔ史の࠶る⚄⤒
内科教ᐊのひとつで࠶る事ࡾ࠶ࡶ、鹿児島県
内科医の㠀常にከい県で⤒⚄の県にẚࡣ
すࠋしかし、⚄⤒内科専門医5人を常として
ᢪえ⚄⤒救急を行っている⚾立病院ࡣ全国的
に࠺ࡑࡶከくࡣなく、鹿児島県における⚄⤒
内科診療にከ少なࡾとࡶ㈉献できているࡶの
と⚾ࡣࡶ⮬㈇しておࡾますࠋ

　ḟに今年度の診療実⦼について᭩かࡏてい
たࡔきますࠋまࡎධ院患者ࡉんですが、525名
（平成27年1月1日～12月31日）が一年㛫でධ
院ࡉれましたࡑࠋの中でࡣ⬻血管㞀ᐖ・感染
症・パーキンࢯン病の㸱疾患が大きな合を
༨めましたࠋ⚄⤒内科とい࠺科の性᱁上、予
定ධ院にẚ圧ಽ的に⥭急ධ院がከい事を考
えると、ࡰẖ日1�5人のධ院患者を平均的に
ཷけධれてくれる病Ჷスタッフにࡣ㢌の下が
るᛮいがしますࠋ外᮶患者ࡉんࡣ、一年㛫の
ึ診患者総ᩘ1,337人、外᮶患者総ᩘが10,887
人で、一日平均外᮶患者ᩘࡣ⣙35人でしたࠋ
病Ჷࡣ別館2㝵南病Ჷ42床で⚄⤒内科と⓶科
のΰ合病Ჷとなっておࡾ、⓶科のஂ␃ඛ生
にࡣ㛫をၥࡎࢃ的☜なご指導をいたࡔき、
⚄⤒内科一同感ㅰのẼᣢࡕでいっࡥいですࠋ

　病Ჷスタッフࡣ✄᳃師長௨下26名の看護師
が⃭務をこなしながらࡶ、➗㢦を⤯やࡎࡉ日
ኪ事にບんでいますࠋ⚄⤒内科ࡣ科にẚ
んࡉんやA'Lの低下した患者ࡉご高㱋の患者
ከい中でクオリティの高い看護・介護を実ࡶ
践してࡶらい、医師にとって本ᙜに働きやす
い病Ჷですࠋ

　外᮶ࡣ᭷能でẼ㓄ࡾのできる医療クラーク
の㒆山と∦山が、5人の常医師と5人の㠀常
医師を上手くおࡔてながら、⚄⤒内科外᮶
のすてをྲྀࡾษっていますࠋ

　日常診療௨外の業務としてࡣ、丸山ࡣ院
長としてのከくの院内・院外⃭務に加え、ྛ
種研究会のୡヰ人、血液จᅛ・⚄⤒関連の講
演を行い、長堂ࡣ鹿児島大学医学部㠀常講
師として学生講⩏と大学病院専門外᮶、ஂᮌ
田学園看護専門学校の授業、臨床研修医対
応、ྛ種講演会なを行っていますࠋ⮻ඖࡣ
ྛ種学会でཱྀ演Ⓨ表し、ㄽ文ࡶ」ᩘⓎ表して
いますࠋまたᯘ・⏥ᩫ・⮻ඖの3名ࡣゼၥ診療
に全員が医療௨外࠺このよࠋ行っていますࡶ
にࡶከくの㞧ከな用事を୧手いっࡥいにᢪえ
ながらコマネズミのよ࠺にẖ日㉮ࡾ回ってい
ますࠋ

　௨上、⡆༢でࡾ࠶ࡣますが今給㯪総合病院
⚄⤒内科の日常をご⤂介ࡏࡉて㡬きましたࠋ
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࠙እ᮶患者ࠚ

࠙入院患者ࠚ

合ィ㸯月 㸰月 㸱月 㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 8月 㸷月 㸯㸮月 㸯㸯月 㸯㸰月

ึ診

再診

合ィ

診療実日ᩘ

1日平均
ึ診患者ᩘ

1日平均
再診患者ᩘ

1日平均
患者ᩘ

（和会クリࢽックྵ）
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801
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4�6

38�1

42�7

21�0

109

726

835

5�2

34�6

39�8

21�0
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4�6

34�4

39�0

23�5

120

799

919

5�2

34�7

40�0

23�0
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747
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5�6

36�4

42�0

20�5
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4�9

33�3

38�3
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24�0
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4�9
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116
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945
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-
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平均
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退院

在院

平均病床ᩘ
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33�8
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37
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26�6
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41�6
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32�9
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⢾ᒀ病
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㢌部ᡴ᧞

ㄆ▱症
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②性対㯞⑷

のࡑ

総ィ

㢁᳝症

ベーチェット病

ᝏ性症候群

➽炎

⬻᱾ሰ

⬻⭘⒆

⬻症

良性Ⓨస性㢌ኚ換性めまい

ANCA関連血管炎

HAM

RDPsD\�HXnt s\nGroPe

アルコール性ࢽューロパチー

アルツハイマーᆺึ老ᮇㄆ▱症

けいれんⓎస

シࣕルコー・マリー・トース病

レビー小体ᆺㄆ▱症

ᶓ⣠➽⼥ゎ症

⬻血管㞀ᐖ

感染症

パーキンࢯン病

めまい

➽↓ຊ症

慢性炎症性⬺㧊性ከⓎ⚄⤒炎

てんかん

ከ⣔⤫ⴎ⦰症

ከⓎ性◳化症

⬻炎

ラン・バレー症候群ࢠ

⬺Ỉ症

リウマチ性ከⓎ➽③症

視⚄⤒⬨㧊炎

⬨㧊小⬻ኚ性症

不᫂熱

➽ⴎ⦰性ഃ⣴◳化症

122

57

43

29

18

18

12

12

10

10

8

8

7

5

5

5

4

4

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

81

525
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　ᙜ院⚄⤒内科ࡣ鹿児島大学⚄⤒内科・老年
病学講座を母体とした医局で、丸山・長堂・
ᯘ・⮻ඖࡣ同科のฟ㌟またࡣ同科在⡠中の医
師ですࠋこの4人と㫽ྲྀ大学⬻⚄⤒内科ฟ㌟の
⏥ᩫをྵめた5人がᙜ科の常医で、この5人
のࡕ࠺⮻ඖを㝖く4人が日本⚄⤒学会⚄⤒内科
専門医で、⮻ඖྲྀࡶᚓ予定ですࠋ加えて鹿児
島大学から㸴人の㠀常医師にࡶ応援をいた
き、㢌③・めまい・しびれ等の症状や⬻卒ࡔ
中・パーキンࢯン病・アルツハイマーᆺㄆ▱
症等の一⯡⚄⤒内科外᮶から急性ᮇ⚄⤒疾患
の救救急医療・急性ᮇリハビリテーション
までの⚄⤒内科診療をこなしていますࠋ鹿児
島大学の⚄⤒内科・老年病学講座が日本にお
いてࡶ᭱ࡶ規ᶍが大きくୟつṔ史の࠶る⚄⤒
内科教ᐊのひとつで࠶る事ࡾ࠶ࡶ、鹿児島県
内科医の㠀常にከい県で⤒⚄の県にẚࡣ
すࠋしかし、⚄⤒内科専門医5人を常として
ᢪえ⚄⤒救急を行っている⚾立病院ࡣ全国的
に࠺ࡑࡶከくࡣなく、鹿児島県における⚄⤒
内科診療にከ少なࡾとࡶ㈉献できているࡶの
と⚾ࡣࡶ⮬㈇しておࡾますࠋ

　ḟに今年度の診療実⦼について᭩かࡏてい
たࡔきますࠋまࡎධ院患者ࡉんですが、525名
（平成27年1月1日～12月31日）が一年㛫でධ
院ࡉれましたࡑࠋの中でࡣ⬻血管㞀ᐖ・感染
症・パーキンࢯン病の㸱疾患が大きな合を
༨めましたࠋ⚄⤒内科とい࠺科の性᱁上、予
定ධ院にẚ圧ಽ的に⥭急ධ院がከい事を考
えると、ࡰẖ日1�5人のධ院患者を平均的に
ཷけධれてくれる病Ჷスタッフにࡣ㢌の下が
るᛮいがしますࠋ外᮶患者ࡉんࡣ、一年㛫の
ึ診患者総ᩘ1,337人、外᮶患者総ᩘが10,887
人で、一日平均外᮶患者ᩘࡣ⣙35人でしたࠋ
病Ჷࡣ別館2㝵南病Ჷ42床で⚄⤒内科と⓶科
のΰ合病Ჷとなっておࡾ、⓶科のஂ␃ඛ生
にࡣ㛫をၥࡎࢃ的☜なご指導をいたࡔき、
⚄⤒内科一同感ㅰのẼᣢࡕでいっࡥいですࠋ

　病Ჷスタッフࡣ✄᳃師長௨下26名の看護師
が⃭務をこなしながらࡶ、➗㢦を⤯やࡎࡉ日
ኪ事にບんでいますࠋ⚄⤒内科ࡣ科にẚ
んࡉんやA'Lの低下した患者ࡉご高㱋の患者
ከい中でクオリティの高い看護・介護を実ࡶ
践してࡶらい、医師にとって本ᙜに働きやす
い病Ჷですࠋ

　外᮶ࡣ᭷能でẼ㓄ࡾのできる医療クラーク
の㒆山と∦山が、5人の常医師と5人の㠀常
医師を上手くおࡔてながら、⚄⤒内科外᮶
のすてをྲྀࡾษっていますࠋ

　日常診療௨外の業務としてࡣ、丸山ࡣ院
長としてのከくの院内・院外⃭務に加え、ྛ
種研究会のୡヰ人、血液จᅛ・⚄⤒関連の講
演を行い、長堂ࡣ鹿児島大学医学部㠀常講
師として学生講⩏と大学病院専門外᮶、ஂᮌ
田学園看護専門学校の授業、臨床研修医対
応、ྛ種講演会なを行っていますࠋ⮻ඖࡣ
ྛ種学会でཱྀ演Ⓨ表し、ㄽ文ࡶ」ᩘⓎ表して
いますࠋまたᯘ・⏥ᩫ・⮻ඖの3名ࡣゼၥ診療
に全員が医療௨外࠺このよࠋ行っていますࡶ
にࡶከくの㞧ከな用事を୧手いっࡥいにᢪえ
ながらコマネズミのよ࠺にẖ日㉮ࡾ回ってい
ますࠋ

　௨上、⡆༢でࡾ࠶ࡣますが今給㯪総合病院
⚄⤒内科の日常をご⤂介ࡏࡉて㡬きましたࠋ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

丸山芳一　院長
医学博士、日本⚄⤒学会専門医、
日本内科学会ㄆ定医、日本⚄⤒学会評議員
鹿児島大学臨床教授、ஂᮌ田学園㠀常講師
ឡ大学医学部卒

長堂竜維　⚄⤒内科部長
医学博士、日本⚄⤒学会専門医
日本内科学会ㄆ定医、鹿児島大学臨床教授
鹿児島大学医学部㠀常講師
日本⚄⤒学会九州地᪉会ୡヰ人
ஂᮌ田学園㠀常講師、鹿児島大学医学部卒

ᯘ　ⱱ　在宅医療部部長
日本内科学会総合内科専門医
日本内科学会ㄆ定医、日本⚄⤒学会専門医、
鹿児島大学医学部卒

⏥ᩫ　ኴ
医学博士、日本⚄⤒学会専門医、
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⮻ඖ ளྍ理
鹿児島大学医学部卒
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専門医で、⮻ඖྲྀࡶᚓ予定ですࠋ加えて鹿児
島大学から㸴人の㠀常医師にࡶ応援をいた
き、㢌③・めまい・しびれ等の症状や⬻卒ࡔ
中・パーキンࢯン病・アルツハイマーᆺㄆ▱
症等の一⯡⚄⤒内科外᮶から急性ᮇ⚄⤒疾患
の救救急医療・急性ᮇリハビリテーション
までの⚄⤒内科診療をこなしていますࠋ鹿児
島大学の⚄⤒内科・老年病学講座が日本にお
いてࡶ᭱ࡶ規ᶍが大きくୟつṔ史の࠶る⚄⤒
内科教ᐊのひとつで࠶る事ࡾ࠶ࡶ、鹿児島県
内科医の㠀常にከい県で⤒⚄の県にẚࡣ
すࠋしかし、⚄⤒内科専門医5人を常として
ᢪえ⚄⤒救急を行っている⚾立病院ࡣ全国的
に࠺ࡑࡶከくࡣなく、鹿児島県における⚄⤒
内科診療にከ少なࡾとࡶ㈉献できているࡶの
と⚾ࡣࡶ⮬㈇しておࡾますࠋ

　ḟに今年度の診療実⦼について᭩かࡏてい
たࡔきますࠋまࡎධ院患者ࡉんですが、525名
（平成27年1月1日～12月31日）が一年㛫でධ
院ࡉれましたࡑࠋの中でࡣ⬻血管㞀ᐖ・感染
症・パーキンࢯン病の㸱疾患が大きな合を
༨めましたࠋ⚄⤒内科とい࠺科の性᱁上、予
定ධ院にẚ圧ಽ的に⥭急ධ院がከい事を考
えると、ࡰẖ日1�5人のධ院患者を平均的に
ཷけධれてくれる病Ჷスタッフにࡣ㢌の下が
るᛮいがしますࠋ外᮶患者ࡉんࡣ、一年㛫の
ึ診患者総ᩘ1,337人、外᮶患者総ᩘが10,887
人で、一日平均外᮶患者ᩘࡣ⣙35人でしたࠋ
病Ჷࡣ別館2㝵南病Ჷ42床で⚄⤒内科と⓶科
のΰ合病Ჷとなっておࡾ、⓶科のஂ␃ඛ生
にࡣ㛫をၥࡎࢃ的☜なご指導をいたࡔき、
⚄⤒内科一同感ㅰのẼᣢࡕでいっࡥいですࠋ

　病Ჷスタッフࡣ✄᳃師長௨下26名の看護師
が⃭務をこなしながらࡶ、➗㢦を⤯やࡎࡉ日
ኪ事にບんでいますࠋ⚄⤒内科ࡣ科にẚ
んࡉんやA'Lの低下した患者ࡉご高㱋の患者
ከい中でクオリティの高い看護・介護を実ࡶ
践してࡶらい、医師にとって本ᙜに働きやす
い病Ჷですࠋ

　外᮶ࡣ᭷能でẼ㓄ࡾのできる医療クラーク
の㒆山と∦山が、5人の常医師と5人の㠀常
医師を上手くおࡔてながら、⚄⤒内科外᮶
のすてをྲྀࡾษっていますࠋ

　日常診療௨外の業務としてࡣ、丸山ࡣ院
長としてのከくの院内・院外⃭務に加え、ྛ
種研究会のୡヰ人、血液จᅛ・⚄⤒関連の講
演を行い、長堂ࡣ鹿児島大学医学部㠀常講
師として学生講⩏と大学病院専門外᮶、ஂᮌ
田学園看護専門学校の授業、臨床研修医対
応、ྛ種講演会なを行っていますࠋ⮻ඖࡣ
ྛ種学会でཱྀ演Ⓨ表し、ㄽ文ࡶ」ᩘⓎ表して
いますࠋまたᯘ・⏥ᩫ・⮻ඖの3名ࡣゼၥ診療
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࠙እ᮶患者ࠚ

࠙入院患者ࠚ

合ィ㸯月 㸰月 㸱月 㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 8月 㸷月 㸯㸮月 㸯㸯月 㸯㸰月

ึ診

再診

合ィ

診療実日ᩘ

1日平均
ึ診患者ᩘ

1日平均
再診患者ᩘ

1日平均
患者ᩘ

（和会クリࢽックྵ）

96

801

897

4�6

38�1

42�7

21�0

109

726

835

5�2

34�6

39�8

21�0

107

809

916

4�6

34�4

39�0

23�5

120

799

919

5�2

34�7

40�0

23�0

115

747

862

5�6

36�4

42�0

20�5

118

800

918

4�9

33�3

38�3

24�0

142

830

972

5�9

34�6

40�5

24�0

116

790

906

4�9

33�6

38�6

23�5

100

801

901

4�8

38�1

42�9

21�0

116

829

945

4�9

35�3

40�2

23�5

87

767

854

4�1

36�5

40�7

21�0

1,335

9,549

10,884

-

-

-

269�0

109

850

959

4�7

37�0

41�7

23�0

平均

ධ院

退院

在院

平均病床ᩘ

平均在院日ᩘ

46

38

1079

34�8

25�7

47

51

979

33�8

20�0

39

41

921

29�7

23�0

47

43

1,108

36�9

24�6

45

42

984

31�7

22�6

49

50

1,125

37�5

22�7

44

49

1,072

34�6

23�1

38

42

1,089

35�1

27�2

37

41

1,066

35�5

27�3

34

32

879

28�4

26�6

36

34

817

27�2

23�3

37

39

917

29�6

24�1

41�6

41�8

1,003

32�9

24�2

㸯月 㸰月 㸱月 㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 8月 㸷月 㸯㸮月 㸯㸯月 㸯㸰月

࠙入院患者ෆヂࠚ㸦���� ᖺ � ᭶ � ᪥～�� ᭶ �� ᪥㸧

関節リウマチ

起立性低血圧症

⤖節性ከⓎ動⬦炎

࿘ᮇ性四肢㯞⑷

小⬻性運動ኻ調症

ṇ常圧Ỉ㢌症

⬨㧊炎

低㓟⣲⬻症

⢾ᒀ病

⢾ᒀ病性ࢽューロパチー

㢌部ᡴ᧞

ㄆ▱症

腎白質ジストロフィー

②性対㯞⑷

のࡑ

総ィ

㢁᳝症

ベーチェット病

ᝏ性症候群

➽炎

⬻᱾ሰ

⬻⭘⒆

⬻症

良性Ⓨస性㢌ኚ換性めまい

ANCA関連血管炎

HAM

RDPsD\�HXnt s\nGroPe

アルコール性ࢽューロパチー

アルツハイマーᆺึ老ᮇㄆ▱症

けいれんⓎస

シࣕルコー・マリー・トース病

レビー小体ᆺㄆ▱症

ᶓ⣠➽⼥ゎ症

⬻血管㞀ᐖ

感染症

パーキンࢯン病

めまい

➽↓ຊ症

慢性炎症性⬺㧊性ከⓎ⚄⤒炎

てんかん

ከ⣔⤫ⴎ⦰症

ከⓎ性◳化症

⬻炎

ラン・バレー症候群ࢠ

⬺Ỉ症

リウマチ性ከⓎ➽③症

視⚄⤒⬨㧊炎

⬨㧊小⬻ኚ性症

不᫂熱

➽ⴎ⦰性ഃ⣴◳化症

122

57

43

29

18

18

12

12

10

10

8

8

7

5

5

5

4

4

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

81

525
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中ᯡ⚄⤒感染症

呼吸器感染症

の感染症ࡑ

ᒀ路感染症

⪥㰯科㡿域感染症

不᫂熱

28

16

5

4

1

1

ឤᰁのෆヂ

⬻᱾ሰ

TIA

⬻幹᱾ሰ

⬻ฟ血

視床ฟ血

外傷性◳⭷下血⭘

急性◳⭷下血⭘

ᮍ◚動⬦⒗

92

11

8

6

2

1

1

1

⬻⾑⟶㞀ᐖのෆヂ

࠙ᑐእ活動ࠚ

丸山芳一
鹿児島県エイズ対策委員
日本⚄⤒学会評議員・代議員

⬻血管疾患の再Ⓨに対する高⬡血症薬HMGCoA㜼
ᐖ薬の予防に関する研究
研究協ຊ　丸山芳一
௵研究者　広島大学　松本昌Ὀ

⬻卒中᪤ 患者を対象とした厳᱁㝆圧療法の㸰
ḟ予防ຠᯝを検討する大規ᶍ臨床研究
研究協ຊ　丸山芳一
研究代表者　⮬治医科大学　島田和幸

長堂竜維
日本⚄⤒学会九州地᪉会ୡヰ人
鹿児島大学㠀常講師
ஂᮌ田学園㠀常講師

　

࠙ᴗ⦼報告ࠚ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

࠙ᩍ⫱㛵㐃講⩏ࠚ

2015年1月7日～1月8日
鹿児島大学医学部㸱年生
「内分Ἢ⣔ᵓ㐀と機能」合ィ4回
長堂竜維

2015年4月14日～5月26日
ஂᮌ田学園看護専門学校　⣔⤫看護学講⩏　
⬻・⚄⤒⣔　講⩏　合ィ7回
長堂竜維

部長 濵 之 上 雅 博

֎Պʢ؊ଁŋফԽثŋೕઢŋൻŋখࣇŋᡗʣ

　今年度、外科の人員ᵓ成ࡣ、立㔝　ኴ㑻ඛ生が
6月で㌿ฟࡉれ┈‶ 幸一㑻ඛ生が╔௵ࡉれましたࠋ
また和田　┿ඛ生の࠶と㸯月～ 6 月まで下ᮧ　
ᐶ㈗ඛ生が㉱௵ࡉれ 7 月～ 12 月まで一年ぶࡾにᖐ
ってきたྜྷ‶ 工平ඛ生が㡹ᙇってくれましたࠋ㔝
ཱྀ ᬛᘯඛ生ࡣኚࢃらࡎ外科のษࡾ㎸ࡳ隊長を務め
てくれていますࠋ ᙜ科のᏲഛ⠊ᅖとして救急ྵࡶ
めた一⯡外科と専門性がࡶとめられる⭘⒆外科が
また、消化器・⏥状⭢・乳⭢外科といࠋますࡾ࠶
特に病院ࠋ広い⠊ᅖの臓器をཷけᣢっています࠺
が͆ がん拠点病院 ͇をᶆᴶする㝈ࡣࡾ、診᩿から
手術ࡉらに術後の補助療法がシームレスに行ࢃれ
るᚲせがࡾ࠶ますࠋこのため週一回の消化器カン
フを中ᚰに消化器内科・放射線科・㯞㓉科・病
理診᩿科とのᇉ᰿のない症例検討を行っていますࠋ
看護師ࡉん・SDrDPeGiFDO　stDII の参加ࡾ࠶ࡶ、
情報共᭷にᐤしていますࠋまた 2 か月に一回　
FDnFer EoDrG 治療᪉㔪が」㞧となっࡾ行っておࡶ
た現在にከ᪉㠃の考え᪉よࡾ治療を考える೫ࡾの
ない治療を┠指していますࡉ ࠋらに∹⚰ 洋ඛ生を
中ᚰに研修医のቑ員と研修の実がᅗられておࡾ、
研修医の人ᩘࡶ年ࠎቑえておࡾ、このためにࡶカ
ンフレンスࡣ症例Ⓨ表な研修のためにࡶ重せ
なࡶのとなっていますࠋᙜ科ࡣ、大学よࡾの病院
実習生（ポリクリ）ࡶ週 2～ 4名ཷけධれておࡾ、
実㝿の患者ࡉんに᥋してࡶらいまた手術への参加
んにおୡヰになࡉ病院スタッフおよび患者ࡾ࠶ࡶ
っていますࠋまた᭱㏆、県外・県内の医学生の見
学者がቑ加しておࡾ、ᙜ院に対する関ᚰࡶቑして
いるࡶのと感ࡌていますࠋまた新病院⛣㌿につい
てࡣ、病院関係者・患者ࡉんࡶࡣとよࡾ研修医・
今後ጞまる新専門医制度参加者からࡶ関ᚰが高ま
るࡶのとᛮいますࠋ㏆年　がんの治療法として化
学療法が大きな部分を༨めるよ࠺になࡾ消化器⒴
　化学療法ࡣ手術との関連ࡶᙉく外科で対応ࡏࡉ
てࡶらっていますࠋ今後、救急・⭘⒆外科・化学
療法と広⠊ᅖの事をຠ⋡よくしていくためにྛ
部署との₃れのない情報交換がࡉらに重せとなる
とᛮいますࠋ㏆年 外科ࡣ医学⏺の⤯⁛危種とࡶ
呼ࡤれ、ࡑの厳しい中でᙜ科 stDII 本ᙜに㡹ᙇࡣ
ってくれていると感ㅰしておࡾますࠋこのᛁしい
中で外科のスタッフが地᪉および全国学会・研究
会で病院での臨床上の⤖ᯝとᚓられて▱見をまと
めⓎ表してくれていますࠋ

 ㏆年、㙾視下手術ࡣⱝい外科医にとってከくの手
術においてᶆ‽術式となってきておࢯ、ࡾケイ࣊
ルࢽアࡶ今でࡣᙜ院においてࡶとん⭡⭍㙾下
に行ࢃれていますࠋ㐲㝸成⦼ࡣ、まࡔ不十分です
が術後▷ᮇでࡣ⚾たࡕのୡ代が行ってきた๓᪉ア
プローチよࡶࡾ⤒㐣が良いと感ࡌていますࠋまた

全国手術症例Ⓩ㘓システム（NC'）ࡣ、今後導ධࡉ
れる新専門医制度においてᚲ㡲となࡾᙜ院の症例
㏆、化学療法のከ᭱ࠋれていますࡉてⓏ㘓すࡶ
ᵝ化にకいᵝࠎな全国規ᶍの臨床治㦂が行ࢃれて
いますࠋᙜ科ࡶ院内の倫理委員会のᢎㄆをえなが
ら参加できるࡶのへࡣ手を挙ࡆていこ࠺と考えて
いますࠋ臨床治㦂ࡑ、ࡣの参加することによる病
院評౯の上昇ࡾ࠶ࡶますが、患者ࡉんへの治療ㄝ
᫂のᚭᗏ、⤒㐣ほᐹの⢭度の向上な診療の質の
向上ࡶᮇᚅできますࠋᙜ院が地域がん診療連携拠
点病院で࠶るせ௳として患者ࡉんに十分な情報ᥦ
౪と患者ࡉんの意ᛮの尊重が重せ視ࡉれていますࠋ
手術とい࠺治療を行࠺外科ࡣ、患者ࡉんの意ᛮの
尊重が㞴しいと感ࡌることがከくࡾ࠶ますࡑࠋの
ときコメディカルスタッフが患者ࡉんのᛮいを
ᑀにᣠってくれていることに感ㅰしていますࠋ

 また㏆年、高㱋者の手術がቑ加し、家族関係のၥ
㢟・術後に行きඛが決まらないな社会的なၥ㢟
に対応がồめられことࡶおおくなࡾましたࠋ連携
ᐊ・事務の᪉ࠎの協ຊなくしてࡣ手術をすること
てᚚ♩⏦しࡾこのሙをࠋえ㞴しいのが現実ですࡉ
上ࡆますࠋ

࠙ேࠚ

務者

㸺医師㸼
⥅⥆ �今給㯪 和、 ∹⚰　洋、 濵之上 雅博、 
 㔝ཱྀ ᬛᘯ、 
 立㔝　ኴ㑻（1月～ 6月）

（㌿ධ）
┈‶　幸一㑻：平成 27 年 7 月～
下ᮧ　ᐶ㈗：平成 27 年 1 月～ 6月
ྜྷ‶　工平：平成 27 年 7 月～ 12 月

㸺診療アシスタント㸼
手ሯࡳࡺ࠶、上㭯 ᬛ美、⸨原　ᲈ

㸺看護師㸼
⸳∹田 㔛美、ᮧ崎 まこと

࠙デ⒪≧ἣࠚ

� 外᮶患者状ἣ !
平成 27 年の外᮶ཷ診者総ᩘ �延 ࡣ�
4,301 名で࠶ったࠋ
ࡣの内㔘ࡑ
ึ診患者 :473 名、　再診患者：3,828 名

591ࠒධ院患者ࠑ 名 � 年
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࠙ᑐእ活動ࠚ

丸山芳一
鹿児島県エイズ対策委員
日本⚄⤒学会評議員・代議員

⬻血管疾患の再Ⓨに対する高⬡血症薬HMGCoA㜼
ᐖ薬の予防に関する研究
研究協ຊ　丸山芳一
௵研究者　広島大学　松本昌Ὀ

⬻卒中᪤ 患者を対象とした厳᱁㝆圧療法の㸰
ḟ予防ຠᯝを検討する大規ᶍ臨床研究
研究協ຊ　丸山芳一
研究代表者　⮬治医科大学　島田和幸

長堂竜維
日本⚄⤒学会九州地᪉会ୡヰ人
鹿児島大学㠀常講師
ஂᮌ田学園㠀常講師

　

࠙ᴗ⦼報告ࠚ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

࠙ᩍ⫱㛵㐃講⩏ࠚ

2015年1月7日～1月8日
鹿児島大学医学部㸱年生
「内分Ἢ⣔ᵓ㐀と機能」合ィ4回
長堂竜維

2015年4月14日～5月26日
ஂᮌ田学園看護専門学校　⣔⤫看護学講⩏　
⬻・⚄⤒⣔　講⩏　合ィ7回
長堂竜維

部長 濵 之 上 雅 博

֎Պʢ؊ଁŋফԽثŋೕઢŋൻŋখࣇŋᡗʣ

　今年度、外科の人員ᵓ成ࡣ、立㔝　ኴ㑻ඛ生が
6月で㌿ฟࡉれ┈‶ 幸一㑻ඛ生が╔௵ࡉれましたࠋ
また和田　┿ඛ生の࠶と㸯月～ 6 月まで下ᮧ　
ᐶ㈗ඛ生が㉱௵ࡉれ 7 月～ 12 月まで一年ぶࡾにᖐ
ってきたྜྷ‶ 工平ඛ生が㡹ᙇってくれましたࠋ㔝
ཱྀ ᬛᘯඛ生ࡣኚࢃらࡎ外科のษࡾ㎸ࡳ隊長を務め
てくれていますࠋ ᙜ科のᏲഛ⠊ᅖとして救急ྵࡶ
めた一⯡外科と専門性がࡶとめられる⭘⒆外科が
また、消化器・⏥状⭢・乳⭢外科といࠋますࡾ࠶
特に病院ࠋ広い⠊ᅖの臓器をཷけᣢっています࠺
が͆ がん拠点病院 ͇をᶆᴶする㝈ࡣࡾ、診᩿から
手術ࡉらに術後の補助療法がシームレスに行ࢃれ
るᚲせがࡾ࠶ますࠋこのため週一回の消化器カン
フを中ᚰに消化器内科・放射線科・㯞㓉科・病
理診᩿科とのᇉ᰿のない症例検討を行っていますࠋ
看護師ࡉん・SDrDPeGiFDO　stDII の参加ࡾ࠶ࡶ、
情報共᭷にᐤしていますࠋまた 2 か月に一回　
FDnFer EoDrG 治療᪉㔪が」㞧となっࡾ行っておࡶ
た現在にከ᪉㠃の考え᪉よࡾ治療を考える೫ࡾの
ない治療を┠指していますࡉ ࠋらに∹⚰ 洋ඛ生を
中ᚰに研修医のቑ員と研修の実がᅗられておࡾ、
研修医の人ᩘࡶ年ࠎቑえておࡾ、このためにࡶカ
ンフレンスࡣ症例Ⓨ表な研修のためにࡶ重せ
なࡶのとなっていますࠋᙜ科ࡣ、大学よࡾの病院
実習生（ポリクリ）ࡶ週 2～ 4名ཷけධれておࡾ、
実㝿の患者ࡉんに᥋してࡶらいまた手術への参加
んにおୡヰになࡉ病院スタッフおよび患者ࡾ࠶ࡶ
っていますࠋまた᭱㏆、県外・県内の医学生の見
学者がቑ加しておࡾ、ᙜ院に対する関ᚰࡶቑして
いるࡶのと感ࡌていますࠋまた新病院⛣㌿につい
てࡣ、病院関係者・患者ࡉんࡶࡣとよࡾ研修医・
今後ጞまる新専門医制度参加者からࡶ関ᚰが高ま
るࡶのとᛮいますࠋ㏆年　がんの治療法として化
学療法が大きな部分を༨めるよ࠺になࡾ消化器⒴
　化学療法ࡣ手術との関連ࡶᙉく外科で対応ࡏࡉ
てࡶらっていますࠋ今後、救急・⭘⒆外科・化学
療法と広⠊ᅖの事をຠ⋡よくしていくためにྛ
部署との₃れのない情報交換がࡉらに重せとなる
とᛮいますࠋ㏆年 外科ࡣ医学⏺の⤯⁛危種とࡶ
呼ࡤれ、ࡑの厳しい中でᙜ科 stDII 本ᙜに㡹ᙇࡣ
ってくれていると感ㅰしておࡾますࠋこのᛁしい
中で外科のスタッフが地᪉および全国学会・研究
会で病院での臨床上の⤖ᯝとᚓられて▱見をまと
めⓎ表してくれていますࠋ

 ㏆年、㙾視下手術ࡣⱝい外科医にとってከくの手
術においてᶆ‽術式となってきておࢯ、ࡾケイ࣊
ルࢽアࡶ今でࡣᙜ院においてࡶとん⭡⭍㙾下
に行ࢃれていますࠋ㐲㝸成⦼ࡣ、まࡔ不十分です
が術後▷ᮇでࡣ⚾たࡕのୡ代が行ってきた๓᪉ア
プローチよࡶࡾ⤒㐣が良いと感ࡌていますࠋまた

全国手術症例Ⓩ㘓システム（NC'）ࡣ、今後導ධࡉ
れる新専門医制度においてᚲ㡲となࡾᙜ院の症例
㏆、化学療法のከ᭱ࠋれていますࡉてⓏ㘓すࡶ
ᵝ化にకいᵝࠎな全国規ᶍの臨床治㦂が行ࢃれて
いますࠋᙜ科ࡶ院内の倫理委員会のᢎㄆをえなが
ら参加できるࡶのへࡣ手を挙ࡆていこ࠺と考えて
いますࠋ臨床治㦂ࡑ、ࡣの参加することによる病
院評౯の上昇ࡾ࠶ࡶますが、患者ࡉんへの治療ㄝ
᫂のᚭᗏ、⤒㐣ほᐹの⢭度の向上な診療の質の
向上ࡶᮇᚅできますࠋᙜ院が地域がん診療連携拠
点病院で࠶るせ௳として患者ࡉんに十分な情報ᥦ
౪と患者ࡉんの意ᛮの尊重が重せ視ࡉれていますࠋ
手術とい࠺治療を行࠺外科ࡣ、患者ࡉんの意ᛮの
尊重が㞴しいと感ࡌることがከくࡾ࠶ますࡑࠋの
ときコメディカルスタッフが患者ࡉんのᛮいを
ᑀにᣠってくれていることに感ㅰしていますࠋ

 また㏆年、高㱋者の手術がቑ加し、家族関係のၥ
㢟・術後に行きඛが決まらないな社会的なၥ㢟
に対応がồめられことࡶおおくなࡾましたࠋ連携
ᐊ・事務の᪉ࠎの協ຊなくしてࡣ手術をすること
てᚚ♩⏦しࡾこのሙをࠋえ㞴しいのが現実ですࡉ
上ࡆますࠋ

࠙ேࠚ

務者

㸺医師㸼
⥅⥆ �今給㯪 和、 ∹⚰　洋、 濵之上 雅博、 
 㔝ཱྀ ᬛᘯ、 
 立㔝　ኴ㑻（1月～ 6月）

（㌿ධ）
┈‶　幸一㑻：平成 27 年 7 月～
下ᮧ　ᐶ㈗：平成 27 年 1 月～ 6月
ྜྷ‶　工平：平成 27 年 7 月～ 12 月

㸺診療アシスタント㸼
手ሯࡳࡺ࠶、上㭯 ᬛ美、⸨原　ᲈ

㸺看護師㸼
⸳∹田 㔛美、ᮧ崎 まこと

࠙デ⒪≧ἣࠚ

� 外᮶患者状ἣ !
平成 27 年の外᮶ཷ診者総ᩘ �延 ࡣ�
4,301 名で࠶ったࠋ
ࡣの内㔘ࡑ
ึ診患者 :473 名、　再診患者：3,828 名

591ࠒධ院患者ࠑ 名 � 年



42

�㒊㛛報告�ྛデ⒪⛉報告

　今年度、外科の人員ᵓ成ࡣ、立㔝　ኴ㑻ඛ生が
6月で㌿ฟࡉれ┈‶ 幸一㑻ඛ生が╔௵ࡉれましたࠋ
また和田　┿ඛ生の࠶と㸯月～ 6 月まで下ᮧ　
ᐶ㈗ඛ生が㉱௵ࡉれ 7 月～ 12 月まで一年ぶࡾにᖐ
ってきたྜྷ‶ 工平ඛ生が㡹ᙇってくれましたࠋ㔝
ཱྀ ᬛᘯඛ生ࡣኚࢃらࡎ外科のษࡾ㎸ࡳ隊長を務め
てくれていますࠋ ᙜ科のᏲഛ⠊ᅖとして救急ྵࡶ
めた一⯡外科と専門性がࡶとめられる⭘⒆外科が
また、消化器・⏥状⭢・乳⭢外科といࠋますࡾ࠶
特に病院ࠋ広い⠊ᅖの臓器をཷけᣢっています࠺
が͆ がん拠点病院 ͇をᶆᴶする㝈ࡣࡾ、診᩿から
手術ࡉらに術後の補助療法がシームレスに行ࢃれ
るᚲせがࡾ࠶ますࠋこのため週一回の消化器カン
フを中ᚰに消化器内科・放射線科・㯞㓉科・病
理診᩿科とのᇉ᰿のない症例検討を行っていますࠋ
看護師ࡉん・SDrDPeGiFDO　stDII の参加ࡾ࠶ࡶ、
情報共᭷にᐤしていますࠋまた 2 か月に一回　
FDnFer EoDrG 治療᪉㔪が」㞧となっࡾ行っておࡶ
た現在にከ᪉㠃の考え᪉よࡾ治療を考える೫ࡾの
ない治療を┠指していますࡉ ࠋらに∹⚰ 洋ඛ生を
中ᚰに研修医のቑ員と研修の実がᅗられておࡾ、
研修医の人ᩘࡶ年ࠎቑえておࡾ、このためにࡶカ
ンフレンスࡣ症例Ⓨ表な研修のためにࡶ重せ
なࡶのとなっていますࠋᙜ科ࡣ、大学よࡾの病院
実習生（ポリクリ）ࡶ週 2～ 4名ཷけධれておࡾ、
実㝿の患者ࡉんに᥋してࡶらいまた手術への参加
んにおୡヰになࡉ病院スタッフおよび患者ࡾ࠶ࡶ
っていますࠋまた᭱㏆、県外・県内の医学生の見
学者がቑ加しておࡾ、ᙜ院に対する関ᚰࡶቑして
いるࡶのと感ࡌていますࠋまた新病院⛣㌿につい
てࡣ、病院関係者・患者ࡉんࡶࡣとよࡾ研修医・
今後ጞまる新専門医制度参加者からࡶ関ᚰが高ま
るࡶのとᛮいますࠋ㏆年　がんの治療法として化
学療法が大きな部分を༨めるよ࠺になࡾ消化器⒴
　化学療法ࡣ手術との関連ࡶᙉく外科で対応ࡏࡉ
てࡶらっていますࠋ今後、救急・⭘⒆外科・化学
療法と広⠊ᅖの事をຠ⋡よくしていくためにྛ
部署との₃れのない情報交換がࡉらに重せとなる
とᛮいますࠋ㏆年 外科ࡣ医学⏺の⤯⁛危種とࡶ
呼ࡤれ、ࡑの厳しい中でᙜ科 stDII 本ᙜに㡹ᙇࡣ
ってくれていると感ㅰしておࡾますࠋこのᛁしい
中で外科のスタッフが地᪉および全国学会・研究
会で病院での臨床上の⤖ᯝとᚓられて▱見をまと
めⓎ表してくれていますࠋ

 ㏆年、㙾視下手術ࡣⱝい外科医にとってከくの手
術においてᶆ‽術式となってきておࢯ、ࡾケイ࣊
ルࢽアࡶ今でࡣᙜ院においてࡶとん⭡⭍㙾下
に行ࢃれていますࠋ㐲㝸成⦼ࡣ、まࡔ不十分です
が術後▷ᮇでࡣ⚾たࡕのୡ代が行ってきた๓᪉ア
プローチよࡶࡾ⤒㐣が良いと感ࡌていますࠋまた

全国手術症例Ⓩ㘓システム（NC'）ࡣ、今後導ධࡉ
れる新専門医制度においてᚲ㡲となࡾᙜ院の症例
㏆、化学療法のከ᭱ࠋれていますࡉてⓏ㘓すࡶ
ᵝ化にకいᵝࠎな全国規ᶍの臨床治㦂が行ࢃれて
いますࠋᙜ科ࡶ院内の倫理委員会のᢎㄆをえなが
ら参加できるࡶのへࡣ手を挙ࡆていこ࠺と考えて
いますࠋ臨床治㦂ࡑ、ࡣの参加することによる病
院評౯の上昇ࡾ࠶ࡶますが、患者ࡉんへの治療ㄝ
᫂のᚭᗏ、⤒㐣ほᐹの⢭度の向上な診療の質の
向上ࡶᮇᚅできますࠋᙜ院が地域がん診療連携拠
点病院で࠶るせ௳として患者ࡉんに十分な情報ᥦ
౪と患者ࡉんの意ᛮの尊重が重せ視ࡉれていますࠋ
手術とい࠺治療を行࠺外科ࡣ、患者ࡉんの意ᛮの
尊重が㞴しいと感ࡌることがከくࡾ࠶ますࡑࠋの
ときコメディカルスタッフが患者ࡉんのᛮいを
ᑀにᣠってくれていることに感ㅰしていますࠋ

 また㏆年、高㱋者の手術がቑ加し、家族関係のၥ
㢟・術後に行きඛが決まらないな社会的なၥ㢟
に対応がồめられことࡶおおくなࡾましたࠋ連携
ᐊ・事務の᪉ࠎの協ຊなくしてࡣ手術をすること
てᚚ♩⏦しࡾこのሙをࠋえ㞴しいのが現実ですࡉ
上ࡆますࠋ

࠙ேࠚ

務者

㸺医師㸼
⥅⥆ �今給㯪 和、 ∹⚰　洋、 濵之上 雅博、 
 㔝ཱྀ ᬛᘯ、 
 立㔝　ኴ㑻（1月～ 6月）

（㌿ධ）
┈‶　幸一㑻：平成 27 年 7 月～
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ྜྷ‶　工平：平成 27 年 7 月～ 12 月

㸺診療アシスタント㸼
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㸺看護師㸼
⸳∹田 㔛美、ᮧ崎 まこと
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� 外᮶患者状ἣ !
平成 27 年の外᮶ཷ診者総ᩘ �延 ࡣ�
4,301 名で࠶ったࠋ
ࡣの内㔘ࡑ
ึ診患者 :473 名、　再診患者：3,828 名

591ࠒධ院患者ࠑ 名 � 年
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　2015年度ࡣ、ᕳᖭ　⫄ඛ生の␗動にకいⱝ手の（ࡑこまでⱝくない）山本⪔୕ඛ生が㉱௵、今給㯪ᑦ幸ඛ

生と3人体制でしたࠋ

 今年度の手術症例170ࡣ例で、内ヂࡣ肺⒴55例、Ẽ管⭘⒆1例、㌿⛣性肺⭘⒆16例、⦪㝸⭘⒆13例、⬚⭷中

⓶⭘2例、Ẽ⬚24例、⬚ቨ⭘⒆3例、⮋⬚5例、良性肺⭘⒆10例なでしたࠋ⛣㌿した鹿児島市立病院の呼吸

器外科新設なのᙳ㡪ࡾ࠶ࡶ、症例ᩘࡶなかなかఙびᝎࡳなのが現状ですが、4年後のᙜ院新病院⛣㌿に向

け㑌進していく考えですࠋ
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　今年度、外科の人員ᵓ成ࡣ、立㔝　ኴ㑻ඛ生が
6月で㌿ฟࡉれ┈‶ 幸一㑻ඛ生が╔௵ࡉれましたࠋ
また和田　┿ඛ生の࠶と㸯月～ 6 月まで下ᮧ　
ᐶ㈗ඛ生が㉱௵ࡉれ 7 月～ 12 月まで一年ぶࡾにᖐ
ってきたྜྷ‶ 工平ඛ生が㡹ᙇってくれましたࠋ㔝
ཱྀ ᬛᘯඛ生ࡣኚࢃらࡎ外科のษࡾ㎸ࡳ隊長を務め
てくれていますࠋ ᙜ科のᏲഛ⠊ᅖとして救急ྵࡶ
めた一⯡外科と専門性がࡶとめられる⭘⒆外科が
また、消化器・⏥状⭢・乳⭢外科といࠋますࡾ࠶
特に病院ࠋ広い⠊ᅖの臓器をཷけᣢっています࠺
が͆ がん拠点病院 ͇をᶆᴶする㝈ࡣࡾ、診᩿から
手術ࡉらに術後の補助療法がシームレスに行ࢃれ
るᚲせがࡾ࠶ますࠋこのため週一回の消化器カン
フを中ᚰに消化器内科・放射線科・㯞㓉科・病
理診᩿科とのᇉ᰿のない症例検討を行っていますࠋ
看護師ࡉん・SDrDPeGiFDO　stDII の参加ࡾ࠶ࡶ、
情報共᭷にᐤしていますࠋまた 2 か月に一回　
FDnFer EoDrG 治療᪉㔪が」㞧となっࡾ行っておࡶ
た現在にከ᪉㠃の考え᪉よࡾ治療を考える೫ࡾの
ない治療を┠指していますࡉ ࠋらに∹⚰ 洋ඛ生を
中ᚰに研修医のቑ員と研修の実がᅗられておࡾ、
研修医の人ᩘࡶ年ࠎቑえておࡾ、このためにࡶカ
ンフレンスࡣ症例Ⓨ表な研修のためにࡶ重せ
なࡶのとなっていますࠋᙜ科ࡣ、大学よࡾの病院
実習生（ポリクリ）ࡶ週 2～ 4名ཷけධれておࡾ、
実㝿の患者ࡉんに᥋してࡶらいまた手術への参加
んにおୡヰになࡉ病院スタッフおよび患者ࡾ࠶ࡶ
っていますࠋまた᭱㏆、県外・県内の医学生の見
学者がቑ加しておࡾ、ᙜ院に対する関ᚰࡶቑして
いるࡶのと感ࡌていますࠋまた新病院⛣㌿につい
てࡣ、病院関係者・患者ࡉんࡶࡣとよࡾ研修医・
今後ጞまる新専門医制度参加者からࡶ関ᚰが高ま
るࡶのとᛮいますࠋ㏆年　がんの治療法として化
学療法が大きな部分を༨めるよ࠺になࡾ消化器⒴
　化学療法ࡣ手術との関連ࡶᙉく外科で対応ࡏࡉ
てࡶらっていますࠋ今後、救急・⭘⒆外科・化学
療法と広⠊ᅖの事をຠ⋡よくしていくためにྛ
部署との₃れのない情報交換がࡉらに重せとなる
とᛮいますࠋ㏆年 外科ࡣ医学⏺の⤯⁛危種とࡶ
呼ࡤれ、ࡑの厳しい中でᙜ科 stDII 本ᙜに㡹ᙇࡣ
ってくれていると感ㅰしておࡾますࠋこのᛁしい
中で外科のスタッフが地᪉および全国学会・研究
会で病院での臨床上の⤖ᯝとᚓられて▱見をまと
めⓎ表してくれていますࠋ

 ㏆年、㙾視下手術ࡣⱝい外科医にとってከくの手
術においてᶆ‽術式となってきておࢯ、ࡾケイ࣊
ルࢽアࡶ今でࡣᙜ院においてࡶとん⭡⭍㙾下
に行ࢃれていますࠋ㐲㝸成⦼ࡣ、まࡔ不十分です
が術後▷ᮇでࡣ⚾たࡕのୡ代が行ってきた๓᪉ア
プローチよࡶࡾ⤒㐣が良いと感ࡌていますࠋまた

全国手術症例Ⓩ㘓システム（NC'）ࡣ、今後導ධࡉ
れる新専門医制度においてᚲ㡲となࡾᙜ院の症例
㏆、化学療法のከ᭱ࠋれていますࡉてⓏ㘓すࡶ
ᵝ化にకいᵝࠎな全国規ᶍの臨床治㦂が行ࢃれて
いますࠋᙜ科ࡶ院内の倫理委員会のᢎㄆをえなが
ら参加できるࡶのへࡣ手を挙ࡆていこ࠺と考えて
いますࠋ臨床治㦂ࡑ、ࡣの参加することによる病
院評౯の上昇ࡾ࠶ࡶますが、患者ࡉんへの治療ㄝ
᫂のᚭᗏ、⤒㐣ほᐹの⢭度の向上な診療の質の
向上ࡶᮇᚅできますࠋᙜ院が地域がん診療連携拠
点病院で࠶るせ௳として患者ࡉんに十分な情報ᥦ
౪と患者ࡉんの意ᛮの尊重が重せ視ࡉれていますࠋ
手術とい࠺治療を行࠺外科ࡣ、患者ࡉんの意ᛮの
尊重が㞴しいと感ࡌることがከくࡾ࠶ますࡑࠋの
ときコメディカルスタッフが患者ࡉんのᛮいを
ᑀにᣠってくれていることに感ㅰしていますࠋ

 また㏆年、高㱋者の手術がቑ加し、家族関係のၥ
㢟・術後に行きඛが決まらないな社会的なၥ㢟
に対応がồめられことࡶおおくなࡾましたࠋ連携
ᐊ・事務の᪉ࠎの協ຊなくしてࡣ手術をすること
てᚚ♩⏦しࡾこのሙをࠋえ㞴しいのが現実ですࡉ
上ࡆますࠋ

࠙ேࠚ

務者

㸺医師㸼
⥅⥆ �今給㯪 和、 ∹⚰　洋、 濵之上 雅博、 
 㔝ཱྀ ᬛᘯ、 
 立㔝　ኴ㑻（1月～ 6月）

（㌿ධ）
┈‶　幸一㑻：平成 27 年 7 月～
下ᮧ　ᐶ㈗：平成 27 年 1 月～ 6月
ྜྷ‶　工平：平成 27 年 7 月～ 12 月

㸺診療アシスタント㸼
手ሯࡳࡺ࠶、上㭯 ᬛ美、⸨原　ᲈ

㸺看護師㸼
⸳∹田 㔛美、ᮧ崎 まこと
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4,301 名で࠶ったࠋ
ࡣの内㔘ࡑ
ึ診患者 :473 名、　再診患者：3,828 名
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日本⬚部外科学会九州地᪉会評議員 日本肺⒴学会九州支部会評議員

　2015年度ࡣ、ᕳᖭ　⫄ඛ生の␗動にకいⱝ手の（ࡑこまでⱝくない）山本⪔୕ඛ生が㉱௵、今給㯪ᑦ幸ඛ

生と3人体制でしたࠋ

 今年度の手術症例170ࡣ例で、内ヂࡣ肺⒴55例、Ẽ管⭘⒆1例、㌿⛣性肺⭘⒆16例、⦪㝸⭘⒆13例、⬚⭷中

⓶⭘2例、Ẽ⬚24例、⬚ቨ⭘⒆3例、⮋⬚5例、良性肺⭘⒆10例なでしたࠋ⛣㌿した鹿児島市立病院の呼吸

器外科新設なのᙳ㡪ࡾ࠶ࡶ、症例ᩘࡶなかなかఙびᝎࡳなのが現状ですが、4年後のᙜ院新病院⛣㌿に向

け㑌進していく考えですࠋ
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部長 松 永 俊 二

ܗ֎ՊŋϦϋビϦςーγϣϯՊ

　整ᙧ外科の平成27年度の活動状ἣを報࿌しますࠋ平成27年度の整ᙧ外科の手術総ᩘ1,031ࡣ例と年㛫1,000

例の大ྎを✺◚しましたࠋ⬨᳝手術と人工⭸関節⨨換術なの関節外科手術のቑ加ࡑして上肢外傷の手術の

ቑ加が┠立ࡕましたࠋまた高㱋化にకい骨⢒㧼症関連の骨ᢡ手術ࡶ年ࠎቑ加していますࠋクリࢽックの患者

整ᙧ外科が圧ࡣᩘ௳しかし、救急外᮶の対応ࠋんでしたࡏまࡾ࠶ࡣ年度とኚ化ࡾ࠶平均⣙107名�日でࡣᩘ

ಽ的にከく、病院の救急㌴ཷけධれに㈉献していますࠋまた平成28年度の診療報酬改定でࡣ⬨᳝手術点ᩘが

大ᖜにቑ㢠になࡾ今後᭦に病院の┈ቑ加にᐤでき࠺ࡑですࠋධ院患者総ᩘ1,196ࡣ名で平均✌働⋡ࡣ

95�5㸣でしたࠋ学術活動ࡣ日本のせ学会ࢁࡕࡶࡣんᾏ外の学会でࡶⓎ表を行い今給㯪総合病院の学術的評

౯を高めることができましたࠋ鹿児島大学の関連病院として今給㯪総合病院ࡣ整ᙧ外科医が務したい病院

のひとつとして人Ẽが高い病院でࡾ࠶ますࠋ新専門医制度が導ධࡉれるにకい研修施設の選別が進められて

いますがᙜ院の整ᙧ外科ࡣ整ᙧ外科の連繋研修施設と⬨᳝⬨㧊病の基幹研修施設の資᱁᮲௳を⋓ᚓできる予

定ですࠋ今後専門医の研修施設として┈ࠎ臨床実地教育にࡶຊをὀいでいきたいと考えていますࠋまた公的

業務として厚生労働省㞴治性疾患⬨ᰕ㠎ᖏ骨化症調査研究⌜の⌜員活動ࡶ行っておࡾ厚生労働省からࡶ高く

評౯ࡉれていますࠋㄽ文業⦼でࡣከ施設研究に参加したㄽ文の-DSDnese OrtKoSDeGiF AssoFiDtion %DFk 
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部長 松 永 俊 二

ܗ֎ՊŋϦϋビϦςーγϣϯՊ

　整ᙧ外科の平成27年度の活動状ἣを報࿌しますࠋ平成27年度の整ᙧ外科の手術総ᩘ1,031ࡣ例と年㛫1,000

例の大ྎを✺◚しましたࠋ⬨᳝手術と人工⭸関節⨨換術なの関節外科手術のቑ加ࡑして上肢外傷の手術の

ቑ加が┠立ࡕましたࠋまた高㱋化にకい骨⢒㧼症関連の骨ᢡ手術ࡶ年ࠎቑ加していますࠋクリࢽックの患者

整ᙧ外科が圧ࡣᩘ௳しかし、救急外᮶の対応ࠋんでしたࡏまࡾ࠶ࡣ年度とኚ化ࡾ࠶平均⣙107名�日でࡣᩘ

ಽ的にከく、病院の救急㌴ཷけධれに㈉献していますࠋまた平成28年度の診療報酬改定でࡣ⬨᳝手術点ᩘが

大ᖜにቑ㢠になࡾ今後᭦に病院の┈ቑ加にᐤでき࠺ࡑですࠋධ院患者総ᩘ1,196ࡣ名で平均✌働⋡ࡣ

95�5㸣でしたࠋ学術活動ࡣ日本のせ学会ࢁࡕࡶࡣんᾏ外の学会でࡶⓎ表を行い今給㯪総合病院の学術的評

౯を高めることができましたࠋ鹿児島大学の関連病院として今給㯪総合病院ࡣ整ᙧ外科医が務したい病院

のひとつとして人Ẽが高い病院でࡾ࠶ますࠋ新専門医制度が導ධࡉれるにకい研修施設の選別が進められて

いますがᙜ院の整ᙧ外科ࡣ整ᙧ外科の連繋研修施設と⬨᳝⬨㧊病の基幹研修施設の資᱁᮲௳を⋓ᚓできる予

定ですࠋ今後専門医の研修施設として┈ࠎ臨床実地教育にࡶຊをὀいでいきたいと考えていますࠋまた公的

業務として厚生労働省㞴治性疾患⬨ᰕ㠎ᖏ骨化症調査研究⌜の⌜員活動ࡶ行っておࡾ厚生労働省からࡶ高く

評౯ࡉれていますࠋㄽ文業⦼でࡣከ施設研究に参加したㄽ文の-DSDnese OrtKoSDeGiF AssoFiDtion %DFk 
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erenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 20: 264�280,2015が2015年度の- OrtKoS SFi のベス

ト࣌ーパーに選ࡤれましたࠋ๓年度にḟいでの2年連⥆ཷ㈹でしたࠋ
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⭸㠎ᖏ修術　　 1
⭸関節制動術　　　 1
㊊関節⭷ษ㝖術　 1
㊊関節ᅛ定術　 2

➽・⭝・⚄⤒手術　（68௳）

アキレス⭝⦭合術　 8
デࣘイࣆイトレン手術　 3
⭝⦭合術�手�　 10
⭝㠧ษ開術　 14
⭝㞳術　 2
⭝⛣行術　 1
⚄⤒⛣᳜術　 1
⚄⤒⛣行術　 1
⚄⤒㞳術　 4
オン管開放術　 1ࢠ
⫝部管症候群手術　 3
手᰿管開放術　 15
指㠎ᖏ⦭合術（Stener病ኚ）　 2
⚄⤒⦭合術　　 2

⭘⒆手術　（14௳）

骨㌾部⭘⒆手術 8
ガングリオン手術 3
生検術　 2
良性骨⭘⒆ษ㝖術　 1

ᢤ㔥術　�100௳�　

�௳47�　のࡑ

開放創デブリードマン・創傷ฎ理 31
」合⤌⧊⛣᳜術　 5
ษ᩿指再᥋╔術　 2
血⭘㝖ཤ術　 1
᩿➃ᙧ成術　 2
➽⓶ᘚᙧ成術　 2
外反母趾手術　 3

感染症手術　�7௳�

感染ᣢ⥆Ὑ浄術　 2
骨㧊炎手術　 5

救急外᮶手術　�1௳�

血管⦭合術　 1
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࠙ᙜ⛉のṔྐࠚ

　1983 年（和 58 年）、ᙜ院に鹿児島県でึめてᙧ
成外科が設立ࡉれ、ึ代部長にᏱ田川一ඛ生（༓
ⴥ県立こࡶ病院）が㉱௵ࡉれましたࠋ　௨᮶、和
大学ᙧ成外科の関連施設として、鹿児島県の医療に
携ࢃってまいࡾましたࠋ

࠙デ⒪ෆᐜࠚ

ᙧ成外科とࡣ

　ඛ天性および後天性の㌟体外表の㓶状（ᙧ、Ⰽの

␗常）を対象とし、これを外科手技によࡾ機能ࡶࡣ

とよࡾᙧែ（美ᐜ）ゎ๗学的にṇ常（美ᙧ）にするこ

とを手技とし、ࡑの┠的ࡣಶ人を社会に㐺応ࡏࡉる

る（㨣ሯ、1964）࠶のでࡶ

と定⩏ࡉれていますࠋ

　ᙧ成外科ࡣ、体表を治す外科でࡾ࠶、の外科に

࠺して、日常にᡠれるよࡑࠋますࡾ࠶い特ᚩが↓ࡣ

にしてࡆ࠶ることを᭱大の┠的としておࡾますࠋ

ᙜ科のな事内ᐜࡣ、

1� HDnG DnG MiFrosXrJer\

 （手とマイクロサージࣕリー）

2� OFXOoSODstiF SXrJer\（║ᙧ成）

3� %reDst SXrJer\（乳ᡣ再ᘓ）

4� 9DsFXODr DnorPDOies（血管⭘・血管ወᙧ）

5� COeIt LiS DnG PDODte（ཱྀ၁ཱྀ）

6� MD[iOOoIDFiDO SXrJer\（㢡㢦㠃外科）

7� OnFoSODstiF Skin SXrJer\（⓶⭘⒆外科）

　特に、㸯ࡣ日本手外科学会ㄆ定基幹病院で、整ᙧ

外科の手外科医ととࡶに専門外᮶を行っていますࠋ

　㸱ࡣ、乳⒴術後のインプラントによる乳ᡣ再ᘓが

保㝤㐺応となࡾ今後症例がቑ加する分㔝ですࠋ 

ᙜ院でࡣ⮬家⤌⧊、インプラントによる乳ᡣ再ᘓを

ࠋて行っていますࡏࢃーズに合ࢽ

　AestKetiF DnG FXnFtionDO SXrJer\（整ᐜ機能外

科）をࣔットーに日ࠎ治療を行っておࡾますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

㧘ᮌ　ಙ介（たかぎ　しんすけ）

2002 年 和大学医学部卒業
2002 年 和大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
 和大学病院、ẟ山病院（高▱）、
 ⲥ原病院（東ி）、⸨ᯞ市立総合病院（㟼

ᒸ）、ᇸ⋢県立小児医療センター、
 和大学ᶓ市部病院務
2008 年～今給㯪総合病院ᙧ成外科務
2010 年 4 月～現職

日本ᙧ成外科学会専門医、日本手外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医、⓶⭘⒆外科指導専門医
日本褥瘡学会ㄆ定師、医学博士
日本血管⭘血管ወᙧ学会評議員
九州マイクロサージࣕリー研究会ୡヰ人
鹿児島手外科研究会ୡヰ人

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、国㝿ᙧ成外科学会、
日本手外科学会、日本マイクロサージࣕリー学会
日本㢌㢡㢦㠃外科学会、日本ཱྀ学会、
日本美ᐜ外科学会、日本美ᐜ医療協会、
日本褥瘡学会、日本臨床⓶外科学会、
日本創傷外科学会、日本血管⭘・血管ወᙧ学会
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会

山 ⣖ ࡾるやま かつのࡣ� �
2005年 福ᒸ大学医学部卒業
2007年4月 福ᒸ大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
2015年4月ࠥ今給㯪総合病院務

日本ᙧ成外科学会専門医

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、国㝿ᙧ成外科学会、
日本創傷外科学会、
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会

外ⷵ 寿 ࡾの としのࡒか� �
2008年、ಙ州大学医学部卒業
2010年4月、༓ⴥ大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
2014年10月～今給㯪総合病院務

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、日本㢌㢡㢦㠃外科学会、
日本熱傷学会、日本褥瘡学会、
日本創傷外科学会

佐ࠎᮌ ᙬ�ࡉࡉき ࠶やの�
2011年 和大学医学部卒業
2013年4月 広島大学ᙧ成外科教ᐊධ局

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会
日本手外科学会、日本マイクロサージࣕリー学会
日本創傷外科学会

㠀常医師
門松 㤶一�かまつ こ࠺いࡕ�
和大学Ụ東㇏Ὢ病院ᙧ成外科　講師

᭷ᮧ 和子�ࡾ࠶むら かࡎこ�
日高病院ᙧ成外科

Ἠ ᮅᮃ�いࡳࡉ࠶ ࡳࡎ�
歯ならびの歯医者ࡉん 院長

࠙ᙜ⛉のṔྐࠚ

　1983 年（和 58 年）、ᙜ院に鹿児島県でึめてᙧ
成外科が設立ࡉれ、ึ代部長にᏱ田川一ඛ生（༓
ⴥ県立こࡶ病院）が㉱௵ࡉれましたࠋ　௨᮶、和
大学ᙧ成外科の関連施設として、鹿児島県の医療に
携ࢃってまいࡾましたࠋ

࠙デ⒪ෆᐜࠚ

ᙧ成外科とࡣ

　ඛ天性および後天性の㌟体外表の㓶状（ᙧ、Ⰽの

␗常）を対象とし、これを外科手技によࡾ機能ࡶࡣ

とよࡾᙧែ（美ᐜ）ゎ๗学的にṇ常（美ᙧ）にするこ

とを手技とし、ࡑの┠的ࡣಶ人を社会に㐺応ࡏࡉる

る（㨣ሯ、1964）࠶のでࡶ

と定⩏ࡉれていますࠋ

　ᙧ成外科ࡣ、体表を治す外科でࡾ࠶、の外科に

࠺して、日常にᡠれるよࡑࠋますࡾ࠶い特ᚩが↓ࡣ

にしてࡆ࠶ることを᭱大の┠的としておࡾますࠋ

ᙜ科のな事内ᐜࡣ、

1� HDnG DnG MiFrosXrJer\

 （手とマイクロサージࣕリー）

2� OFXOoSODstiF SXrJer\（║ᙧ成）

3� %reDst SXrJer\（乳ᡣ再ᘓ）

4� 9DsFXODr DnorPDOies（血管⭘・血管ወᙧ）

5� COeIt LiS DnG PDODte（ཱྀ၁ཱྀ）

6� MD[iOOoIDFiDO SXrJer\（㢡㢦㠃外科）

7� OnFoSODstiF Skin SXrJer\（⓶⭘⒆外科）

　特に、㸯ࡣ日本手外科学会ㄆ定基幹病院で、整ᙧ

外科の手外科医ととࡶに専門外᮶を行っていますࠋ

　㸱ࡣ、乳⒴術後のインプラントによる乳ᡣ再ᘓが

保㝤㐺応となࡾ今後症例がቑ加する分㔝ですࠋ 

ᙜ院でࡣ⮬家⤌⧊、インプラントによる乳ᡣ再ᘓを

ࠋて行っていますࡏࢃーズに合ࢽ

　AestKetiF DnG FXnFtionDO SXrJer\（整ᐜ機能外

科）をࣔットーに日ࠎ治療を行っておࡾますࠋ

࠙デ⒪≧ἣ㸦���� ᖺ � ᭶㹼 �� ᭶ࠚ㸧

外᮶診療　外᮶ึ診患者ᩘ 1,727 名

ධ院診療　ධ院患者ᩘ 290 名

手術௳ᩘ
ධ院手術௳ᩘ　 446 ௳
外᮶手術௳ᩘ　 435 ௳

࠙ᡭ⾡௳ᩘࠚ
外傷　 130 ௳

ඛ天␗常　 47 ௳

⭘⒆　 502 ௳

⒕・⒕ᣊ⦰・ケロイド　 51 ௳

㞴治性₽⒆　 36 ௳

炎症・ኚ性疾患　 99 ௳

美ᐜ　 6 ௳

の　 5ࡑ ௳

レーザー治療　 5 ௳

㢦㠃骨骨ᢡ　 54 ௳

ษ᩿（指、四肢）再᥋合　 19 ௳

手外傷 �骨ᢡ、⭝ᦆ傷、⚄⤒ᦆ傷、血管ᦆ傷 �

 35 ௳

四肢再ᘓ �᭷ⱼ⓶ᘚ、㐟㞳⓶ᘚ � 12 ௳

ཱྀ၁ཱྀ　 12 ௳

⓶良性⭘⒆　 451 ௳

⓶ᝏ性⭘⒆　 37 ௳

ᝏ性⭘⒆再ᘓ　 12 ௳

║▛下ᆶ　 60 ௳

血管ወᙧ◳化療法　 30 ௳

⪥下⭢⭘⒆　 10 ௳

㢦㠃⚄⤒㯞⑷　 12 ௳

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

㧘ᮌ　ಙ介（たかぎ　しんすけ）

2002 年 和大学医学部卒業
2002 年 和大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
 和大学病院、ẟ山病院（高▱）、
 ⲥ原病院（東ி）、⸨ᯞ市立総合病院（㟼

ᒸ）、ᇸ⋢県立小児医療センター、
 和大学ᶓ市部病院務
2008 年～今給㯪総合病院ᙧ成外科務
2010 年 4 月～現職

日本ᙧ成外科学会専門医、日本手外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医、⓶⭘⒆外科指導専門医
日本褥瘡学会ㄆ定師、医学博士
日本血管⭘血管ወᙧ学会評議員
九州マイクロサージࣕリー研究会ୡヰ人
鹿児島手外科研究会ୡヰ人

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、国㝿ᙧ成外科学会、
日本手外科学会、日本マイクロサージࣕリー学会
日本㢌㢡㢦㠃外科学会、日本ཱྀ学会、
日本美ᐜ外科学会、日本美ᐜ医療協会、
日本褥瘡学会、日本臨床⓶外科学会、
日本創傷外科学会、日本血管⭘・血管ወᙧ学会
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会

山 ⣖ ࡾるやま かつのࡣ� �
2005年 福ᒸ大学医学部卒業
2007年4月 福ᒸ大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
2015年4月ࠥ今給㯪総合病院務

日本ᙧ成外科学会専門医

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、国㝿ᙧ成外科学会、
日本創傷外科学会、
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会

外ⷵ 寿 ࡾの としのࡒか� �
2008年、ಙ州大学医学部卒業
2010年4月、༓ⴥ大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
2014年10月～今給㯪総合病院務

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、日本㢌㢡㢦㠃外科学会、
日本熱傷学会、日本褥瘡学会、
日本創傷外科学会

佐ࠎᮌ ᙬ�ࡉࡉき ࠶やの�
2011年 和大学医学部卒業
2013年4月 広島大学ᙧ成外科教ᐊධ局

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会
日本手外科学会、日本マイクロサージࣕリー学会
日本創傷外科学会

㠀常医師
門松 㤶一�かまつ こ࠺いࡕ�
和大学Ụ東㇏Ὢ病院ᙧ成外科　講師

᭷ᮧ 和子�ࡾ࠶むら かࡎこ�
日高病院ᙧ成外科

Ἠ ᮅᮃ�いࡳࡉ࠶ ࡳࡎ�
歯ならびの歯医者ࡉん 院長

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕
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࠙ᙜ⛉のṔྐࠚ

　1983 年（和 58 年）、ᙜ院に鹿児島県でึめてᙧ
成外科が設立ࡉれ、ึ代部長にᏱ田川一ඛ生（༓
ⴥ県立こࡶ病院）が㉱௵ࡉれましたࠋ　௨᮶、和
大学ᙧ成外科の関連施設として、鹿児島県の医療に
携ࢃってまいࡾましたࠋ

࠙デ⒪ෆᐜࠚ

ᙧ成外科とࡣ

　ඛ天性および後天性の㌟体外表の㓶状（ᙧ、Ⰽの

␗常）を対象とし、これを外科手技によࡾ機能ࡶࡣ

とよࡾᙧែ（美ᐜ）ゎ๗学的にṇ常（美ᙧ）にするこ

とを手技とし、ࡑの┠的ࡣಶ人を社会に㐺応ࡏࡉる

る（㨣ሯ、1964）࠶のでࡶ

と定⩏ࡉれていますࠋ

　ᙧ成外科ࡣ、体表を治す外科でࡾ࠶、の外科に

࠺して、日常にᡠれるよࡑࠋますࡾ࠶い特ᚩが↓ࡣ

にしてࡆ࠶ることを᭱大の┠的としておࡾますࠋ

ᙜ科のな事内ᐜࡣ、

1� HDnG DnG MiFrosXrJer\

 （手とマイクロサージࣕリー）

2� OFXOoSODstiF SXrJer\（║ᙧ成）

3� %reDst SXrJer\（乳ᡣ再ᘓ）

4� 9DsFXODr DnorPDOies（血管⭘・血管ወᙧ）

5� COeIt LiS DnG PDODte（ཱྀ၁ཱྀ）

6� MD[iOOoIDFiDO SXrJer\（㢡㢦㠃外科）

7� OnFoSODstiF Skin SXrJer\（⓶⭘⒆外科）

　特に、㸯ࡣ日本手外科学会ㄆ定基幹病院で、整ᙧ

外科の手外科医ととࡶに専門外᮶を行っていますࠋ

　㸱ࡣ、乳⒴術後のインプラントによる乳ᡣ再ᘓが

保㝤㐺応となࡾ今後症例がቑ加する分㔝ですࠋ 

ᙜ院でࡣ⮬家⤌⧊、インプラントによる乳ᡣ再ᘓを

ࠋて行っていますࡏࢃーズに合ࢽ

　AestKetiF DnG FXnFtionDO SXrJer\（整ᐜ機能外

科）をࣔットーに日ࠎ治療を行っておࡾますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

㧘ᮌ　ಙ介（たかぎ　しんすけ）

2002 年 和大学医学部卒業
2002 年 和大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
 和大学病院、ẟ山病院（高▱）、
 ⲥ原病院（東ி）、⸨ᯞ市立総合病院（㟼

ᒸ）、ᇸ⋢県立小児医療センター、
 和大学ᶓ市部病院務
2008 年～今給㯪総合病院ᙧ成外科務
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日本ᙧ成外科学会専門医、日本手外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医、⓶⭘⒆外科指導専門医
日本褥瘡学会ㄆ定師、医学博士
日本血管⭘血管ወᙧ学会評議員
九州マイクロサージࣕリー研究会ୡヰ人
鹿児島手外科研究会ୡヰ人

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、国㝿ᙧ成外科学会、
日本手外科学会、日本マイクロサージࣕリー学会
日本㢌㢡㢦㠃外科学会、日本ཱྀ学会、
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日本褥瘡学会、日本臨床⓶外科学会、
日本創傷外科学会、日本血管⭘・血管ወᙧ学会
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会

山 ⣖ ࡾるやま かつのࡣ� �
2005年 福ᒸ大学医学部卒業
2007年4月 福ᒸ大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
2015年4月ࠥ今給㯪総合病院務

日本ᙧ成外科学会専門医

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、国㝿ᙧ成外科学会、
日本創傷外科学会、
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会

外ⷵ 寿 ࡾの としのࡒか� �
2008年、ಙ州大学医学部卒業
2010年4月、༓ⴥ大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
2014年10月～今給㯪総合病院務

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、日本㢌㢡㢦㠃外科学会、
日本熱傷学会、日本褥瘡学会、
日本創傷外科学会

佐ࠎᮌ ᙬ�ࡉࡉき ࠶やの�
2011年 和大学医学部卒業
2013年4月 広島大学ᙧ成外科教ᐊධ局

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会
日本手外科学会、日本マイクロサージࣕリー学会
日本創傷外科学会

㠀常医師
門松 㤶一�かまつ こ࠺いࡕ�
和大学Ụ東㇏Ὢ病院ᙧ成外科　講師

᭷ᮧ 和子�ࡾ࠶むら かࡎこ�
日高病院ᙧ成外科

Ἠ ᮅᮃ�いࡳࡉ࠶ ࡳࡎ�
歯ならびの歯医者ࡉん 院長

࠙ᙜ⛉のṔྐࠚ

　1983 年（和 58 年）、ᙜ院に鹿児島県でึめてᙧ
成外科が設立ࡉれ、ึ代部長にᏱ田川一ඛ生（༓
ⴥ県立こࡶ病院）が㉱௵ࡉれましたࠋ　௨᮶、和
大学ᙧ成外科の関連施設として、鹿児島県の医療に
携ࢃってまいࡾましたࠋ

࠙デ⒪ෆᐜࠚ

ᙧ成外科とࡣ

　ඛ天性および後天性の㌟体外表の㓶状（ᙧ、Ⰽの

␗常）を対象とし、これを外科手技によࡾ機能ࡶࡣ

とよࡾᙧែ（美ᐜ）ゎ๗学的にṇ常（美ᙧ）にするこ

とを手技とし、ࡑの┠的ࡣಶ人を社会に㐺応ࡏࡉる

る（㨣ሯ、1964）࠶のでࡶ

と定⩏ࡉれていますࠋ

　ᙧ成外科ࡣ、体表を治す外科でࡾ࠶、の外科に

࠺して、日常にᡠれるよࡑࠋますࡾ࠶い特ᚩが↓ࡣ

にしてࡆ࠶ることを᭱大の┠的としておࡾますࠋ

ᙜ科のな事内ᐜࡣ、

1� HDnG DnG MiFrosXrJer\

 （手とマイクロサージࣕリー）

2� OFXOoSODstiF SXrJer\（║ᙧ成）

3� %reDst SXrJer\（乳ᡣ再ᘓ）

4� 9DsFXODr DnorPDOies（血管⭘・血管ወᙧ）

5� COeIt LiS DnG PDODte（ཱྀ၁ཱྀ）

6� MD[iOOoIDFiDO SXrJer\（㢡㢦㠃外科）

7� OnFoSODstiF Skin SXrJer\（⓶⭘⒆外科）

　特に、㸯ࡣ日本手外科学会ㄆ定基幹病院で、整ᙧ

外科の手外科医ととࡶに専門外᮶を行っていますࠋ

　㸱ࡣ、乳⒴術後のインプラントによる乳ᡣ再ᘓが

保㝤㐺応となࡾ今後症例がቑ加する分㔝ですࠋ 

ᙜ院でࡣ⮬家⤌⧊、インプラントによる乳ᡣ再ᘓを

ࠋて行っていますࡏࢃーズに合ࢽ

　AestKetiF DnG FXnFtionDO SXrJer\（整ᐜ機能外

科）をࣔットーに日ࠎ治療を行っておࡾますࠋ

࠙デ⒪≧ἣ㸦���� ᖺ � ᭶㹼 �� ᭶ࠚ㸧

外᮶診療　外᮶ึ診患者ᩘ 1,727 名

ධ院診療　ධ院患者ᩘ 290 名

手術௳ᩘ
ධ院手術௳ᩘ　 446 ௳
外᮶手術௳ᩘ　 435 ௳

࠙ᡭ⾡௳ᩘࠚ
外傷　 130 ௳

ඛ天␗常　 47 ௳

⭘⒆　 502 ௳

⒕・⒕ᣊ⦰・ケロイド　 51 ௳

㞴治性₽⒆　 36 ௳

炎症・ኚ性疾患　 99 ௳

美ᐜ　 6 ௳

の　 5ࡑ ௳

レーザー治療　 5 ௳

㢦㠃骨骨ᢡ　 54 ௳

ษ᩿（指、四肢）再᥋合　 19 ௳

手外傷 �骨ᢡ、⭝ᦆ傷、⚄⤒ᦆ傷、血管ᦆ傷 �

 35 ௳

四肢再ᘓ �᭷ⱼ⓶ᘚ、㐟㞳⓶ᘚ � 12 ௳

ཱྀ၁ཱྀ　 12 ௳

⓶良性⭘⒆　 451 ௳

⓶ᝏ性⭘⒆　 37 ௳

ᝏ性⭘⒆再ᘓ　 12 ௳

║▛下ᆶ　 60 ௳

血管ወᙧ◳化療法　 30 ௳

⪥下⭢⭘⒆　 10 ௳

㢦㠃⚄⤒㯞⑷　 12 ௳

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

㧘ᮌ　ಙ介（たかぎ　しんすけ）

2002 年 和大学医学部卒業
2002 年 和大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
 和大学病院、ẟ山病院（高▱）、
 ⲥ原病院（東ி）、⸨ᯞ市立総合病院（㟼

ᒸ）、ᇸ⋢県立小児医療センター、
 和大学ᶓ市部病院務
2008 年～今給㯪総合病院ᙧ成外科務
2010 年 4 月～現職

日本ᙧ成外科学会専門医、日本手外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医、⓶⭘⒆外科指導専門医
日本褥瘡学会ㄆ定師、医学博士
日本血管⭘血管ወᙧ学会評議員
九州マイクロサージࣕリー研究会ୡヰ人
鹿児島手外科研究会ୡヰ人

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、国㝿ᙧ成外科学会、
日本手外科学会、日本マイクロサージࣕリー学会
日本㢌㢡㢦㠃外科学会、日本ཱྀ学会、
日本美ᐜ外科学会、日本美ᐜ医療協会、
日本褥瘡学会、日本臨床⓶外科学会、
日本創傷外科学会、日本血管⭘・血管ወᙧ学会
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会

山 ⣖ ࡾるやま かつのࡣ� �
2005年 福ᒸ大学医学部卒業
2007年4月 福ᒸ大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
2015年4月ࠥ今給㯪総合病院務

日本ᙧ成外科学会専門医

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、国㝿ᙧ成外科学会、
日本創傷外科学会、
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会

外ⷵ 寿 ࡾの としのࡒか� �
2008年、ಙ州大学医学部卒業
2010年4月、༓ⴥ大学ᙧ成外科学教ᐊධ局
2014年10月～今給㯪総合病院務

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会、日本㢌㢡㢦㠃外科学会、
日本熱傷学会、日本褥瘡学会、
日本創傷外科学会

佐ࠎᮌ ᙬ�ࡉࡉき ࠶やの�
2011年 和大学医学部卒業
2013年4月 広島大学ᙧ成外科教ᐊධ局

ᡤ属学会
日本ᙧ成外科学会
日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会
日本手外科学会、日本マイクロサージࣕリー学会
日本創傷外科学会

㠀常医師
門松 㤶一�かまつ こ࠺いࡕ�
和大学Ụ東㇏Ὢ病院ᙧ成外科　講師

᭷ᮧ 和子�ࡾ࠶むら かࡎこ�
日高病院ᙧ成外科

Ἠ ᮅᮃ�いࡳࡉ࠶ ࡳࡎ�
歯ならびの歯医者ࡉん 院長

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕
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部長 西 澤 輝 彦

ਆܦ֎Պ

࠙≉Ⰽࠚ

　⬻⚄⤒外科ࡣᙜ院の総合病院化にకって平成ඖ
年に開設ࡉれましたࠋ平成の代と共に四༙ୡ⣖
を㉺えるṔ史を้ࡳ、ᚤຊながら⬻血管㞀ᐖの外
科的治療を中ᚰに地域医療に㈉献してきましたࠋ
特に鹿児島で᭱ࡶ᪩くからカテーテルを用いた⬻
⚄⤒血管内治療を手がけ、⬻動⬦⒗の⒗内ሰ栓術
や㢕動⬦⊃✽症に対するステント␃⨨術、㢌内
⬻血管のᣑᙇ術な血性⬻疾患に対する血行再
ᘓ術なを鹿児島の導的施設として✚ᴟ的にྲྀ
ࠋんで᮶ました⤌ࡾ

 また、⬻動⬦⒗のクリッࣆング術や⬻⭘⒆ฟ術
なの開㢌手術にࡶ✚ᴟ的に対応していますࠋこ
のᩘ年ࡣ開業医のඛ生との連携が進ࡳ、ᮍ◚⬻
動⬦⒗や診᩿が㞴しい⬻血管㞀ᐖの⬻血管㐀ᙳに
よる☜定診᩿や᰿治術の㐺応判定に関しての検査
౫㢗が急⃭にቑえていますࠋ今年度ࡣᮍ◚⬻動
⬦⒗に関連したධ院ᩘが᭱ࡶከい年となࡾまし
たࡉࠋらに᰿治手術の㐺応症例に関してࡣ開㢌手
術、⬻血管内治療の୧者を患者ࡉんの状ἣに応ࡌ
て᭱㐺な᪉法を選ᢥし、よࡾ良い治療成⦼を┠指
していますࠋ

 ᙜ院ࡣ年㛫2700ྎの救急㌴をཷけධれる救急病院
でࡑࡾ࠶の中で外傷⣔疾患、特に」ᩘの㡿域にர
る高エネルࢠー外傷やከⓎ外傷なの重症の患者
科によᩘ「ࡣከⓎ外傷ࠋ特ᚩですࡶんがከいのࡉ
る㎿㏿なチーム医療がᚲせで整ᙧ外科、ᙧ成外
科、⬚部外科、㯞㓉科なと良ዲな関係のࡶと治
療にᙜたっていますࠋ市立病院の新⠏⛣㌿や米┒
病院の外傷センター創設によࡾ重症例ࡣ減った༳
象にࡾ࠶ますが、౫↛としてከくの外傷症例のཷ
けධれを行っていますࠋ

࠙ே࣭ࠚࣇࢵࢱࢫ

 平成27年度ࡶ院長ව௵の部長西澤と科長松㑦の
二人体制でࡾ࠶ࡣますが、ึᮇ研修医のཷけධれ
✚ࠋますࡾる活動状ែを維ᣢしてお࠶活Ẽࡾ࠶ࡶ
ᴟ的な救急患者のཷけධれに加えて、開業医のඛ
生からの⤂介のቑ加によࡾ手術௳ᩘ120ࡶ௳を維ᣢ
していますࠋまた⬻血管内治療に関してࡣ鹿児島
大学の⬻血管内治療グループからの応援をཷけて
血管内手術の症例ࡶ再びቑ加ഴ向にࡾ࠶ますࠋ
病院規ᶍや救急㌴のᦙධྎᩘ、手術௳ᩘからゝっ
て3～㸲名体制ࡣᚲせな状ἣでࡾ࠶ますので、今後
大学からのቑ員をせㄳして行きたいとᛮっていࡶ
ますࠋ

 また医学教育の㠃からึࡣᮇ研修医のཷけධれの
行ࡶ鹿児島大学の医学生の実習ཷけධれࡎならࡳ
っていますࠋ大学からࡣ᭷田教授に月一回᮶院い
たࡔき⚄⤒内科、放射線科との⬻⚄⤒カンフレ

ンスを行い、⬻⚄⤒外科のࡳならࡎ⬻⚄⤒全⯡の
⏬ീ診᩿を中ᚰにレベルアップをᅗるດຊを行っ
ていますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

ࠒᖖ་ࠑ

࠙㒊㛗㸦院㛗、་⒪報࣒ࢸࢫࢩ⟶⌮者ව௵ࠚ㸧
西澤　輝彦（平成 2年 10 月～）　

1979 年　鹿児島大学医学部卒業
1983 年　鹿児島大学大学院༢ྲྀᚓ退学
2013 年　鹿児島大学医学部臨床教授

ࠒᚓ資᱁ྲྀࠑ
医学博士
日本⬻⚄⤒外科学会専門医
日本⬻⚄⤒血管内治療専門医
日本⬻卒中学会治療専門医
鹿児島大学医学部臨床教授
鹿児島市立病院㠀常医師
PNSL インストラクター
（PriPDr\ NeXrosXrJiFDO LiIe SXSSort）

ࠒᡤ属学会ࠑ
日本⬻⚄⤒外科学会、日本⬻卒中学会、
⬻卒中の外科学会、
日本⬻⚄⤒血管内治療学会、
日本小児⬻⚄⤒外科学会、
日本⬻⚄⤒外科コングレス、⬻ドック学会

࠙⬻⚄⤒እ⛉�⛉㛗ࠚ
松㑦　ᏹ之　（平成 24 年㸯月～）

1997 年 東ி医科大学卒業

ࠒᚓ資᱁ྲྀࠑ
医学博士
日本⬻⚄⤒外科学会専門医

（ᡤ属学会）
日本⬻⚄⤒外科学会、⬻⚄⤒外科コングレス、
⬻卒中の外科学会

ࠒ㠀ᖖ་師ࠑ
᭷田　和ᚨ　　鹿児島大学⬻⚄⤒外科教授
ᑎ田　⪔స 串ᮌ㔝⬻⚄⤒外科センター

࠙ᡭ⾡ ����㸦ࠚ ᖺ � 㹼 �� ᭶㸧

࠙デ⒪ᐇ⦼ࠚ入院患者患ูศ㢮㸦���� ᖺ � 㹼 �� ᭶㸧

グリオーマ

㧊⭷⭘

㌿⛣性⬻⭘⒆

合ィ

2

5

6

13

⬻⭘⒆ Ỉ㢌症 7小児⚄⤒外科

てんかん

のࡑ

合ィ

14

9

23

機能的⬻⚄⤒外科

⬨᳝症･࣊ルࢽア

のࡑ

合ィ

0

3

3

⬨᳝・⬨㧊疾患

⬻⮋⒆

㧊⭷炎

合ィ

1

1

2

感染症

11

40

11

32

30

19

4

1

148

血管病ኚ クࣔ⭷下ฟ血 �◚⬻動⬦⒗ �

ᮍ◚⬻動⬦⒗

AVM / AVF

高血圧性⬻ฟ血

⬻᱾ሰ

動⬦⊃✽ �㛢ሰ �

ࣔࣖࣔࣖ病

のࡑ

合ィ

2

5

16

22

27

72

㢌部外傷 㢌骨骨ᢡ

急性◳⭷外血⭘

急性◳⭷下血⭘

⬻傷

のࡑ

合ィ

36慢性◳⭷下血⭘ 合ィ

333人合ィ

のࡑ25 合ィ

3

4

10

14

1

1

1

3

5

1

2

26

開㢌術 ⭘⒆ ฟ術

動⬦⒗ クリッࣆング（◚）

 クリッࣆング（ᮍ◚）

 合ィ

血管࿀合術 㛫᥋的血管࿀合術

開㢌血⭘㝖ཤ術 ⬻内血⭘

 ◳⭷外血⭘

 ◳⭷下血⭘

 合ィ

減圧開㢌手術

のࡑ

 合ィ 

1

1

2

⬨㧊手術 血管ወᙧ

のࡑ

合ィ

1

8

9

▷絡術 9�P シࣕント

L�P シࣕント

合ィ

52

5

57

✸㢌術 ◳⭷下血（Ỉ）⭘Ὑ浄術

のࡑ

合ィ

合ィ 120௳

のࡑ6

6

1

6

6

19

血管内手術 動⬦⒗ FoiOinJ

血管ᙧ成術 �PTA�

血管ᙧ成術 �ST(NT�

のࡑ

合ィ　
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部長 西 澤 輝 彦

ਆܦ֎Պ

࠙≉Ⰽࠚ

　⬻⚄⤒外科ࡣᙜ院の総合病院化にకって平成ඖ
年に開設ࡉれましたࠋ平成の代と共に四༙ୡ⣖
を㉺えるṔ史を้ࡳ、ᚤຊながら⬻血管㞀ᐖの外
科的治療を中ᚰに地域医療に㈉献してきましたࠋ
特に鹿児島で᭱ࡶ᪩くからカテーテルを用いた⬻
⚄⤒血管内治療を手がけ、⬻動⬦⒗の⒗内ሰ栓術
や㢕動⬦⊃✽症に対するステント␃⨨術、㢌内
⬻血管のᣑᙇ術な血性⬻疾患に対する血行再
ᘓ術なを鹿児島の導的施設として✚ᴟ的にྲྀ
ࠋんで᮶ました⤌ࡾ

 また、⬻動⬦⒗のクリッࣆング術や⬻⭘⒆ฟ術
なの開㢌手術にࡶ✚ᴟ的に対応していますࠋこ
のᩘ年ࡣ開業医のඛ生との連携が進ࡳ、ᮍ◚⬻
動⬦⒗や診᩿が㞴しい⬻血管㞀ᐖの⬻血管㐀ᙳに
よる☜定診᩿や᰿治術の㐺応判定に関しての検査
౫㢗が急⃭にቑえていますࠋ今年度ࡣᮍ◚⬻動
⬦⒗に関連したධ院ᩘが᭱ࡶከい年となࡾまし
たࡉࠋらに᰿治手術の㐺応症例に関してࡣ開㢌手
術、⬻血管内治療の୧者を患者ࡉんの状ἣに応ࡌ
て᭱㐺な᪉法を選ᢥし、よࡾ良い治療成⦼を┠指
していますࠋ

 ᙜ院ࡣ年㛫2700ྎの救急㌴をཷけධれる救急病院
でࡑࡾ࠶の中で外傷⣔疾患、特に」ᩘの㡿域にர
る高エネルࢠー外傷やከⓎ外傷なの重症の患者
科によᩘ「ࡣከⓎ外傷ࠋ特ᚩですࡶんがከいのࡉ
る㎿㏿なチーム医療がᚲせで整ᙧ外科、ᙧ成外
科、⬚部外科、㯞㓉科なと良ዲな関係のࡶと治
療にᙜたっていますࠋ市立病院の新⠏⛣㌿や米┒
病院の外傷センター創設によࡾ重症例ࡣ減った༳
象にࡾ࠶ますが、౫↛としてከくの外傷症例のཷ
けධれを行っていますࠋ

࠙ே࣭ࠚࣇࢵࢱࢫ

 平成27年度ࡶ院長ව௵の部長西澤と科長松㑦の
二人体制でࡾ࠶ࡣますが、ึᮇ研修医のཷけධれ
✚ࠋますࡾる活動状ែを維ᣢしてお࠶活Ẽࡾ࠶ࡶ
ᴟ的な救急患者のཷけධれに加えて、開業医のඛ
生からの⤂介のቑ加によࡾ手術௳ᩘ120ࡶ௳を維ᣢ
していますࠋまた⬻血管内治療に関してࡣ鹿児島
大学の⬻血管内治療グループからの応援をཷけて
血管内手術の症例ࡶ再びቑ加ഴ向にࡾ࠶ますࠋ
病院規ᶍや救急㌴のᦙධྎᩘ、手術௳ᩘからゝっ
て3～㸲名体制ࡣᚲせな状ἣでࡾ࠶ますので、今後
大学からのቑ員をせㄳして行きたいとᛮっていࡶ
ますࠋ

 また医学教育の㠃からึࡣᮇ研修医のཷけධれの
行ࡶ鹿児島大学の医学生の実習ཷけධれࡎならࡳ
っていますࠋ大学からࡣ᭷田教授に月一回᮶院い
たࡔき⚄⤒内科、放射線科との⬻⚄⤒カンフレ

ンスを行い、⬻⚄⤒外科のࡳならࡎ⬻⚄⤒全⯡の
⏬ീ診᩿を中ᚰにレベルアップをᅗるດຊを行っ
ていますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

ࠒᖖ་ࠑ

࠙㒊㛗㸦院㛗、་⒪報࣒ࢸࢫࢩ⟶⌮者ව௵ࠚ㸧
西澤　輝彦（平成 2年 10 月～）　

1979 年　鹿児島大学医学部卒業
1983 年　鹿児島大学大学院༢ྲྀᚓ退学
2013 年　鹿児島大学医学部臨床教授

ࠒᚓ資᱁ྲྀࠑ
医学博士
日本⬻⚄⤒外科学会専門医
日本⬻⚄⤒血管内治療専門医
日本⬻卒中学会治療専門医
鹿児島大学医学部臨床教授
鹿児島市立病院㠀常医師
PNSL インストラクター
（PriPDr\ NeXrosXrJiFDO LiIe SXSSort）

ࠒᡤ属学会ࠑ
日本⬻⚄⤒外科学会、日本⬻卒中学会、
⬻卒中の外科学会、
日本⬻⚄⤒血管内治療学会、
日本小児⬻⚄⤒外科学会、
日本⬻⚄⤒外科コングレス、⬻ドック学会

࠙⬻⚄⤒እ⛉�⛉㛗ࠚ
松㑦　ᏹ之　（平成 24 年㸯月～）

1997 年 東ி医科大学卒業

ࠒᚓ資᱁ྲྀࠑ
医学博士
日本⬻⚄⤒外科学会専門医

（ᡤ属学会）
日本⬻⚄⤒外科学会、⬻⚄⤒外科コングレス、
⬻卒中の外科学会

ࠒ㠀ᖖ་師ࠑ
᭷田　和ᚨ　　鹿児島大学⬻⚄⤒外科教授
ᑎ田　⪔స 串ᮌ㔝⬻⚄⤒外科センター

࠙ᡭ⾡ ����㸦ࠚ ᖺ � 㹼 �� ᭶㸧

࠙デ⒪ᐇ⦼ࠚ入院患者患ูศ㢮㸦���� ᖺ � 㹼 �� ᭶㸧

グリオーマ

㧊⭷⭘

㌿⛣性⬻⭘⒆

合ィ

2

5

6

13

⬻⭘⒆ Ỉ㢌症 7小児⚄⤒外科

てんかん

のࡑ

合ィ

14

9

23

機能的⬻⚄⤒外科

⬨᳝症･࣊ルࢽア

のࡑ

合ィ

0

3

3

⬨᳝・⬨㧊疾患

⬻⮋⒆

㧊⭷炎

合ィ

1

1

2

感染症

11

40

11

32

30

19

4

1

148

血管病ኚ クࣔ⭷下ฟ血 �◚⬻動⬦⒗ �

ᮍ◚⬻動⬦⒗

AVM / AVF

高血圧性⬻ฟ血

⬻᱾ሰ

動⬦⊃✽ �㛢ሰ �

ࣔࣖࣔࣖ病

のࡑ

合ィ

2

5

16

22

27

72

㢌部外傷 㢌骨骨ᢡ

急性◳⭷外血⭘

急性◳⭷下血⭘

⬻傷

のࡑ

合ィ

36慢性◳⭷下血⭘ 合ィ

333人合ィ

のࡑ25 合ィ

3

4

10

14

1

1

1

3

5

1

2

26

開㢌術 ⭘⒆ ฟ術

動⬦⒗ クリッࣆング（◚）

 クリッࣆング（ᮍ◚）

 合ィ

血管࿀合術 㛫᥋的血管࿀合術

開㢌血⭘㝖ཤ術 ⬻内血⭘

 ◳⭷外血⭘

 ◳⭷下血⭘

 合ィ

減圧開㢌手術

のࡑ

 合ィ 

1

1

2

⬨㧊手術 血管ወᙧ

のࡑ

合ィ

1

8

9

▷絡術 9�P シࣕント

L�P シࣕント

合ィ

52

5

57

✸㢌術 ◳⭷下血（Ỉ）⭘Ὑ浄術

のࡑ

合ィ

合ィ 120௳

のࡑ6

6

1

6

6

19

血管内手術 動⬦⒗ FoiOinJ

血管ᙧ成術 �PTA�

血管ᙧ成術 �ST(NT�

のࡑ

合ィ　
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部長 加 ⸨ ᫂ 彦

ਓՊ්࢈

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉Ⰽࠚ

　ᙜ院の産婦人科ࡣ、産科・婦人科一⯡診療を行っ

ておࡾますࠋ

　産科㡿域でࡣ、ᙜ院にࡣ新生児内科が࠶ることか

ら地域࿘産ᮇセンターとしてリスクの࠶るዷ婦ࡉ

んのዷፎ・分ፔ管理や一ḟ施設からの母体ᦙ㏦の

ཷけධれを行っておࡾますࠋ

　婦人科㡿域でࡣ、子宮⒴検診や月⤒ᅔ㞴症・᭦年

ᮇ㞀ᐖなの一⯡外᮶診療から、良ᝏ性の婦人科⭘

⒆の治療ならびに下⭡部③なの婦人科救急疾患

の対応ࡶ行っておࡾますࠋ

࠙ே࣭ࣇࢵࢱࢫ⤂ࠚ

　今年度ࡣ鹿児島市立病院産婦人科よࡾẚ � ᪧ

ጣ:ᶫཱྀ� ⳀἋ医師に7月31日まで務して㡬き、

8月 1日௨㝆ࡣ中川ᫎ理子医師、中㛫恵美子医師に

務して㡬いておࡾますࠋ

࠙デ⒪≧ἣࠚ

⏘⛉
ධ院総ᩘ 212௳
分ፔ௳ᩘ 168௳
（௳の産科手術　6ࡑ、௳ᖇ⋤ษ開　80ࡕ࠺）
母体ᦙ㏦ 67௳

፬ே⛉
ධ院総ᩘ 182௳
手術௳ᩘ 90௳
༸ᕢᄞ⭘᰾ฟ術 3௳
付属器ษ㝖術 31௳
円㗹ษ㝖術 12௳
➽⭘᰾手術 6௳
⭐式子宮全術 13௳
༢⣧子宮全術 26௳
ᣑ大子宮全術 2௳
広ỗ子宮全術 1௳
⭡⭍㙾下手術 6௳

�༸ᕢ⭘⒆4௳、子宮➽⭘2௳�
௳の 12ࡑ

࠙院እᩍ⫱活動ࠚ

加⸨　᫂彦

ᮌ田学園看護専門学校　看護科ஂە
母性看護学・ዪ性生Ṫ器　40㛫

第3回救急隊員症例検討会　産科講習会ە
（平成27年12月1日、4日開催）

ᙜ院スタッフ：本田　㔛美、高Ụ　┿都㤶、
ᮎቑ　ᯞ㔛子、㝰ඖ　文子、ᱵᮌ　┿、
㔝㛫　ឡ子、㝃田　㤶⧊、寿島　ᜤ子、
小濱　ࡳくࡾ

FM鹿児島・L(APฟ∧共同⏬「鹿児島のዪ性をە
Ᏺる　がん検診⋡向上支援」として

・エフエム鹿児島　ࡉ࠶CDI«�
　平成28年1月5日、12日、19日
　子宮がん検診について」ฟ演

・L(AP　平成28年㸱月ྕ�2月20日Ⓨ�
　同内ᐜがᥖ㍕

࠙㈨᱁ྲྀᚓࠚ

NCPR �Aコース�:
松永 い࡙ࡳ、松本 ༓恵美、高Ụ ┿都㤶

プラクティカルCTG判ㄞス࣌シࣕリスト 1stㄆ定者
　本田　㔛美、ᱵᮌ　┿、高Ụ　┿都㤶

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘのィ⏬ࠚ

 これまで常医として大ኚごᑾຊを㈷ってきまし

たᑎ原㈼人医師が平成28年度よࡾ週4回務に業務

⦰小ࡉれますࠋ一᪉、4月からඤ島ಙ子医師を㠀常

医師として㏄えますࠋ⭡⭍㙾手術の指導医ㄆ定

をおᣢࡕでࡾ࠶、今後、婦人科⭡⭍㙾手術にࡶຊ

をධれていきたいとこࢁですࠋ

　また、㸲月に市立病院から後ᮇ研修医の小㰻平

༓ୡె医師を㏄え、5月いっࡥいまで中川ᫎ理子医

師に務して㡬ける予定ですࠋ研修病院として教

育にࡶຊをධれつつ、鹿児島市立病院・鹿児島大

学病院ならびに一⯡開業のඛ生᪉と連携し診療を

行って参ࡾたいとᛮいますࠋ

部長 丸 山 ᭷ 子

৽ੜࣇՊ

࠙デ⒪ෆᐜࠚ

　ᙜ院の NICU・GCU NICU：9、ࡣ 床、GCU：10 床の合
ィ 19 床の、県内でࡣ鹿児島市立病院 NICU にḟࡄ規
ᶍの新生児医療施設でࡾ࠶、LDte PreterP %DE\ の
管理、PreterP %DE\ の GroZinJ CDre および FDPiO\ 
CDre をᢸᙜしていますࠋ

　外᮶業務として、新生児フォローアップ外᮶が࠶
ますが、ᙜ院ࡾ NICU を退院した %DE\ 㐩のⓎ育Ⓨ㐩
をフォローしてࡺく外᮶ですࠋキーエイジでのⓎ
㐩・▱能テストࡶ行い、Ⓨ㐩支援のせྰについて家
族とヰし合࠺ሙとなっていますࠋ

　また、平成 26 年よࡾ NICU 退院児を対象としたゼ
ၥ看護ࡶ開ጞしました㸬ධ院中に児をᢸᙜしていた
NICU 看護師が家ᗞをゼၥすることによࡾ、NICU 退
院┤後に看護の⥅⥆と育児の支援がྍ能となࡾ、地
域のゼၥ看護ステーションへの⛣行ࡶスムースに
なっていますࠋ

࠙デ⒪のᢸᙜࠚ

　医師2名、看護師36名（ㄆ定看護師1名）、助産
師2名、保健師1名、స業療法士1名、理学療法士1
名、メディカルクラーク1名、ナースアシスタント
1名で日ࠎの業務を行なっていますࠋ

　NICU・GCUࡣ、新生児内科部長の丸山と3月まで
鹿児島市立病院新生児科から1週㛫交代で1名のࡣ
ඛ生が᮶られていましたが、4月からࡣ⥴᪉▱ె
医師が㉱௵ࡉれ、2人体制で日ࠎの診療を行いま
したࠋ
　フォローアップ外᮶ࡣ、丸山と⥴᪉ඛ生、金᭙日
にࡣ鹿児島市立病院の之上寿美ඛ生ࡶ᮶てくࡔ
月、Ỉ、ᮌ、金᭙日の週、ࡾࡉ 4日で開いていますࠋ 
ኪ㛫ᙜ┤業務ࡣ、ᙜ院と鹿児島市立病院新生児科
の医師でᢸᙜしていますࠋ

　ハイリスク児のⓎ㐩▱能検査（新∧.式Ⓨ㐩検
査・WISC�I9）ࡣ、ྜྷ永᫂美臨床ᚰ理士によࡾ行な
ࠋれていますࢃ

　月1回の療育指導外᮶にࡣ、ᇸ⋢医科大学総合医
療センター カルガࣔの家からዉ㡲ᗣ子ඛ生に᮶て
いたࡔいていますࠋ

　ẖ月1回、鹿児島大学小児科Ἑ㔝文ඛ生に
NICU,GCUの回診をお㢪いしていますࠋ

࠙入院≧ἣ （↷グラフと表を参）ࠚ

　総ධ院ᩘ児ᩘと体重別ධ院児ᩘの⤒年推⛣をグ
ラフ・表 1に、ධ院⤒路別ධ院児ᩘを表 2に、人工
呼吸管理患者ᩘを表 3に♧しましたࠋ

࠙እ᮶≧ἣࠚ

እ᮶ࢫࢪࢼࢩእ᮶࣭ࣉࢵ࣮࢛ࣟࣇ�ޑ

 平成 19 年よࡾ開ጞした新生児内科の外᮶業務で

すが、フォローアップ外᮶とシナジス外᮶の総ཷ

診者ᩘࡣቑえ⥆けてきましたが、平成 24 年から

ࠋ（表㸲）ࠋ安定してきましたࡰࡣ

�Ⓨ㐩᳨ᰝޑ

 平成27年167ࡣ名がཷけましたࠋ

⒪⫱┦ㄯእ᮶ޑ

 月 1 から 2人ࡎつ行い、平成 27 年ࡣ 16 名がཷけ

ましたࠋ

�᪩⏘ඣの୧ぶᏛ⣭�&�3,3ޑ

 今年24ࡣ回開催し、172人の᪉が⫈講してくࡉࡔ

いましたࠋ

ࠚのゼၥ┳ㆤࡽ᪂⏕ඣへの1,&8ࢡࢫࣜࣁ࠙
　4௳（ゼၥ総ᩘ14回）

࠙活動࣭ᴗ⦼なࠚ

活動ࢳ࣮ࣜࢺ࢘�ޑ

かくらぶ：開催回ᩘ5回ࡻࡌࡶฟᙇߦ

1）᭮　3月15日　参加者：児3名　家族5名　
関係者16名　ィ24名

2）美　7月18日　参加者：児9名　家族15名　
関係者34名　ィ58名

3）伊佐・Ỉ　9月6日　参加者：児5名　家族
10名　関係者16名　ィ31名

4）肝付　11月29日　参加者：児11名　家族14名
関係者36名　ィ61名

5）川薩　2月7日　参加者：児7名　家族11名　
関係者23名　ィ41名

�㏥院ᨭޑ

地域保健師と家族の㠃談をsettinJߦ
NICUධ院中から保健師と家族の㠃談を⏬し、
平成ࠋをᅗっていますࡾの後の良ዲな関係సࡑ
27年度105ࡣ௳（児137名）のご家族と地域保健
師との㠃談がᙜセンターで行なࢃれましたࠋ

ハイリスク児の家ᗞ生活を支援するためのケーߦ
ス会議の開催౫㢗
」㞧な事情をࡶつ家ᗞがቑえていますࡑࠋのよ
な家ᗞへハイリスク新生児が退院する㝿に࠺
福祉課や保健ᡤ、保健センター、児❺相談、ࡣ
ᡤ、ゼၥ看護師をጞめ、民生委員や子育て支援
NPOの᪉なとの会議を催し相の情報交換を
れまࢃ行な（9回）௳6ࡣ今年ࠋかっていますࡣ
したࠋ

࠙ᩍ⫱的な活動ࠚ

�ࠉࢀ入ࡅ研修のཷޑ ゼၥ看護ステーションフーストよࡾ理学療法士1名（11月25日）
�⩦ㆤᏛ⏕のᐇ┳ޑ ஂᮌ田学園看護専門学校　3年22ᮇ生34名
 ⚄ᮧ学園専修学校看護学科　3年9ᮇ生29名
�ぢᏛࡾࡼ他タޑ 今ᮧ病院分院よ6ࡾ名（7月21日）
�のຮᙉ会ࡵࡓのࣇࢵࢱࢫޑ ᮅレクチࣕー：43回開催、Ⲉ　⪽ඛ生のレクチࣕー：12回、
 新生児医療に関するレクチࣕーを行っていたࡔきましたࠋ
ののຮᙉ会：12回ࡑ 
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部長 加 ⸨ ᫂ 彦

ਓՊ්࢈

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉Ⰽࠚ

　ᙜ院の産婦人科ࡣ、産科・婦人科一⯡診療を行っ

ておࡾますࠋ

　産科㡿域でࡣ、ᙜ院にࡣ新生児内科が࠶ることか

ら地域࿘産ᮇセンターとしてリスクの࠶るዷ婦ࡉ

んのዷፎ・分ፔ管理や一ḟ施設からの母体ᦙ㏦の

ཷけධれを行っておࡾますࠋ

　婦人科㡿域でࡣ、子宮⒴検診や月⤒ᅔ㞴症・᭦年

ᮇ㞀ᐖなの一⯡外᮶診療から、良ᝏ性の婦人科⭘

⒆の治療ならびに下⭡部③なの婦人科救急疾患

の対応ࡶ行っておࡾますࠋ

࠙ே࣭ࣇࢵࢱࢫ⤂ࠚ

　今年度ࡣ鹿児島市立病院産婦人科よࡾẚ � ᪧ

ጣ:ᶫཱྀ� ⳀἋ医師に7月31日まで務して㡬き、

8月 1日௨㝆ࡣ中川ᫎ理子医師、中㛫恵美子医師に

務して㡬いておࡾますࠋ

࠙デ⒪≧ἣࠚ

⏘⛉
ධ院総ᩘ 212௳
分ፔ௳ᩘ 168௳
（௳の産科手術　6ࡑ、௳ᖇ⋤ษ開　80ࡕ࠺）
母体ᦙ㏦ 67௳

፬ே⛉
ධ院総ᩘ 182௳
手術௳ᩘ 90௳
༸ᕢᄞ⭘᰾ฟ術 3௳
付属器ษ㝖術 31௳
円㗹ษ㝖術 12௳
➽⭘᰾手術 6௳
⭐式子宮全術 13௳
༢⣧子宮全術 26௳
ᣑ大子宮全術 2௳
広ỗ子宮全術 1௳
⭡⭍㙾下手術 6௳

�༸ᕢ⭘⒆4௳、子宮➽⭘2௳�
௳の 12ࡑ

࠙院እᩍ⫱活動ࠚ

加⸨　᫂彦

ᮌ田学園看護専門学校　看護科ஂە
母性看護学・ዪ性生Ṫ器　40㛫

第3回救急隊員症例検討会　産科講習会ە
（平成27年12月1日、4日開催）

ᙜ院スタッフ：本田　㔛美、高Ụ　┿都㤶、
ᮎቑ　ᯞ㔛子、㝰ඖ　文子、ᱵᮌ　┿、
㔝㛫　ឡ子、㝃田　㤶⧊、寿島　ᜤ子、
小濱　ࡳくࡾ

FM鹿児島・L(APฟ∧共同⏬「鹿児島のዪ性をە
Ᏺる　がん検診⋡向上支援」として

・エフエム鹿児島　ࡉ࠶CDI«�
　平成28年1月5日、12日、19日
　子宮がん検診について」ฟ演

・L(AP　平成28年㸱月ྕ�2月20日Ⓨ�
　同内ᐜがᥖ㍕

࠙㈨᱁ྲྀᚓࠚ

NCPR �Aコース�:
松永 い࡙ࡳ、松本 ༓恵美、高Ụ ┿都㤶

プラクティカルCTG判ㄞス࣌シࣕリスト 1stㄆ定者
　本田　㔛美、ᱵᮌ　┿、高Ụ　┿都㤶

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘのィ⏬ࠚ

 これまで常医として大ኚごᑾຊを㈷ってきまし

たᑎ原㈼人医師が平成28年度よࡾ週4回務に業務

⦰小ࡉれますࠋ一᪉、4月からඤ島ಙ子医師を㠀常

医師として㏄えますࠋ⭡⭍㙾手術の指導医ㄆ定

をおᣢࡕでࡾ࠶、今後、婦人科⭡⭍㙾手術にࡶຊ

をධれていきたいとこࢁですࠋ

　また、㸲月に市立病院から後ᮇ研修医の小㰻平

༓ୡె医師を㏄え、5月いっࡥいまで中川ᫎ理子医

師に務して㡬ける予定ですࠋ研修病院として教

育にࡶຊをධれつつ、鹿児島市立病院・鹿児島大

学病院ならびに一⯡開業のඛ生᪉と連携し診療を

行って参ࡾたいとᛮいますࠋ

部長 丸 山 ᭷ 子

৽ੜࣇՊ

࠙デ⒪ෆᐜࠚ

　ᙜ院の NICU・GCU NICU：9、ࡣ 床、GCU：10 床の合
ィ 19 床の、県内でࡣ鹿児島市立病院 NICU にḟࡄ規
ᶍの新生児医療施設でࡾ࠶、LDte PreterP %DE\ の
管理、PreterP %DE\ の GroZinJ CDre および FDPiO\ 
CDre をᢸᙜしていますࠋ

　外᮶業務として、新生児フォローアップ外᮶が࠶
ますが、ᙜ院ࡾ NICU を退院した %DE\ 㐩のⓎ育Ⓨ㐩
をフォローしてࡺく外᮶ですࠋキーエイジでのⓎ
㐩・▱能テストࡶ行い、Ⓨ㐩支援のせྰについて家
族とヰし合࠺ሙとなっていますࠋ

　また、平成 26 年よࡾ NICU 退院児を対象としたゼ
ၥ看護ࡶ開ጞしました㸬ධ院中に児をᢸᙜしていた
NICU 看護師が家ᗞをゼၥすることによࡾ、NICU 退
院┤後に看護の⥅⥆と育児の支援がྍ能となࡾ、地
域のゼၥ看護ステーションへの⛣行ࡶスムースに
なっていますࠋ

࠙デ⒪のᢸᙜࠚ

　医師2名、看護師36名（ㄆ定看護師1名）、助産
師2名、保健師1名、స業療法士1名、理学療法士1
名、メディカルクラーク1名、ナースアシスタント
1名で日ࠎの業務を行なっていますࠋ

　NICU・GCUࡣ、新生児内科部長の丸山と3月まで
鹿児島市立病院新生児科から1週㛫交代で1名のࡣ
ඛ生が᮶られていましたが、4月からࡣ⥴᪉▱ె
医師が㉱௵ࡉれ、2人体制で日ࠎの診療を行いま
したࠋ
　フォローアップ外᮶ࡣ、丸山と⥴᪉ඛ生、金᭙日
にࡣ鹿児島市立病院の之上寿美ඛ生ࡶ᮶てくࡔ
月、Ỉ、ᮌ、金᭙日の週、ࡾࡉ 4日で開いていますࠋ 
ኪ㛫ᙜ┤業務ࡣ、ᙜ院と鹿児島市立病院新生児科
の医師でᢸᙜしていますࠋ

　ハイリスク児のⓎ㐩▱能検査（新∧.式Ⓨ㐩検
査・WISC�I9）ࡣ、ྜྷ永᫂美臨床ᚰ理士によࡾ行な
ࠋれていますࢃ

　月1回の療育指導外᮶にࡣ、ᇸ⋢医科大学総合医
療センター カルガࣔの家からዉ㡲ᗣ子ඛ生に᮶て
いたࡔいていますࠋ

　ẖ月1回、鹿児島大学小児科Ἑ㔝文ඛ生に
NICU,GCUの回診をお㢪いしていますࠋ

࠙入院≧ἣ （↷グラフと表を参）ࠚ

　総ධ院ᩘ児ᩘと体重別ධ院児ᩘの⤒年推⛣をグ
ラフ・表 1に、ධ院⤒路別ධ院児ᩘを表 2に、人工
呼吸管理患者ᩘを表 3に♧しましたࠋ

࠙እ᮶≧ἣࠚ

እ᮶ࢫࢪࢼࢩእ᮶࣭ࣉࢵ࣮࢛ࣟࣇ�ޑ

 平成 19 年よࡾ開ጞした新生児内科の外᮶業務で

すが、フォローアップ外᮶とシナジス外᮶の総ཷ

診者ᩘࡣቑえ⥆けてきましたが、平成 24 年から

ࠋ（表㸲）ࠋ安定してきましたࡰࡣ

�Ⓨ㐩᳨ᰝޑ

 平成27年167ࡣ名がཷけましたࠋ

⒪⫱┦ㄯእ᮶ޑ

 月 1 から 2人ࡎつ行い、平成 27 年ࡣ 16 名がཷけ

ましたࠋ

�᪩⏘ඣの୧ぶᏛ⣭�&�3,3ޑ

 今年24ࡣ回開催し、172人の᪉が⫈講してくࡉࡔ

いましたࠋ

ࠚのゼၥ┳ㆤࡽ᪂⏕ඣへの1,&8ࢡࢫࣜࣁ࠙
　4௳（ゼၥ総ᩘ14回）

࠙活動࣭ᴗ⦼なࠚ

活動ࢳ࣮ࣜࢺ࢘�ޑ

かくらぶ：開催回ᩘ5回ࡻࡌࡶฟᙇߦ

1）᭮　3月15日　参加者：児3名　家族5名　
関係者16名　ィ24名

2）美　7月18日　参加者：児9名　家族15名　
関係者34名　ィ58名

3）伊佐・Ỉ　9月6日　参加者：児5名　家族
10名　関係者16名　ィ31名

4）肝付　11月29日　参加者：児11名　家族14名
関係者36名　ィ61名

5）川薩　2月7日　参加者：児7名　家族11名　
関係者23名　ィ41名

�㏥院ᨭޑ

地域保健師と家族の㠃談をsettinJߦ
NICUධ院中から保健師と家族の㠃談を⏬し、
平成ࠋをᅗっていますࡾの後の良ዲな関係సࡑ
27年度105ࡣ௳（児137名）のご家族と地域保健
師との㠃談がᙜセンターで行なࢃれましたࠋ

ハイリスク児の家ᗞ生活を支援するためのケーߦ
ス会議の開催౫㢗
」㞧な事情をࡶつ家ᗞがቑえていますࡑࠋのよ
な家ᗞへハイリスク新生児が退院する㝿に࠺
福祉課や保健ᡤ、保健センター、児❺相談、ࡣ
ᡤ、ゼၥ看護師をጞめ、民生委員や子育て支援
NPOの᪉なとの会議を催し相の情報交換を
れまࢃ行な（9回）௳6ࡣ今年ࠋかっていますࡣ
したࠋ

࠙ᩍ⫱的な活動ࠚ

�ࠉࢀ入ࡅ研修のཷޑ ゼၥ看護ステーションフーストよࡾ理学療法士1名（11月25日）
�⩦ㆤᏛ⏕のᐇ┳ޑ ஂᮌ田学園看護専門学校　3年22ᮇ生34名
 ⚄ᮧ学園専修学校看護学科　3年9ᮇ生29名
�ぢᏛࡾࡼ他タޑ 今ᮧ病院分院よ6ࡾ名（7月21日）
�のຮᙉ会ࡵࡓのࣇࢵࢱࢫޑ ᮅレクチࣕー：43回開催、Ⲉ　⪽ඛ生のレクチࣕー：12回、
 新生児医療に関するレクチࣕーを行っていたࡔきましたࠋ
ののຮᙉ会：12回ࡑ 
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ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

部長 ⋢　田　  Ἠ

খࣇՊ

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉ᚩࠚ

　鉾之原昌医師、ᇼ之内ව一医師、ᇼ之内Ἠ医師、
⋢田の 4名で診療いたしましたࠋ

　一⯡外᮶のか、ᇼ之内ව一ඛ生ࡣ小児腎疾患
患者の IoOOoZ、また⋢田ࡣ小児内分Ἢ疾患の専門
外᮶を実施していますࠋ市県からの委託による乳ᗂ
児健診、予防᥋種業務を行っておࡾ、また新生児マ
ススクリーࢽング、学校健診・学校検ᒀや生活習័
病予防健診での⢭ᐦཷ診者のཷけධれや⢭ᐦ検査後
の IoOOoZ 内分Ἢ疾患の㈇Ⲵヨ㦂ࠋ行っていますࡶ
実施する機会がቑえ年㛫でࡶ外᮶でࡶ 20～ 30 ௳
安全にṇ☜に、専門性をࡶ今後ࠋ実施しています
生かした診療を行っていきたいとᛮいますࠋ

 ධ院実ᩘについてࡣ、年にẚしⱝᖸのቑ加ࠋマ
イコプラズマ肺炎のධ院㐺応例がከかったよ࠺で
すࠋ⢾ᒀ病ึⓎやコントロール┠的、か内分Ἢ
疾患、急性⣒⌫体腎炎や⣸ᩬ病性腎炎な腎疾患
での専門性をồめられるධ院等がࡾ࠶ますࠋᙜ院
の特長を生かし、役をᯝたしていけたらと考え
ますࠋ

　職員の子౪ࡉん対象の病児保育ᐊࡶ設⨨後7年が
⤒㐣し、年㛫の⣙600名の子ࡉࡶんをཷけධれ
ていますࠋ子育てୡ代の職員のバックアップのた
め、今後ࡶ㈉献できたらとᛮいますࠋ

⩏࣭講⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙ �院እ活動ࠚ

鉾之原昌：小児科専門医、小児リウマチ専門医
鹿児島県小児科医会┘査
日本小児科学会鹿児島地᪉会┘事
鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会　会長
鹿児島県⭺原病研究会　代表ୡヰ人
鹿児島小児保健学会役員、
日本小児リウマチ学会役員
鹿児島文化サロン　委員、
鹿児島小児⭺原病∗母の会ひまࡾࢃの会　委員
鹿児島市すこやか子ࡶඖẼプラン地域協議会　委員
鹿児島県保育ᡤ乳児保育研修会講師
㹌㹎㹍法人子ࡶ医療ネットワーク　役員

ᇼ之内ව一：小児科専門医
日本補代᭰医療学会学㆑医　学会理事
鹿児島市医師会学校腎臓病健診　委員
ஂᮌ田看護専門学校　㠀常講師
(XroSeDn UniY� 9DnGrinD 㠀常講師（₎᪉の講⩏）

⋢田　Ἠ：小児科専門医
日本⢾ᒀ病協会療養指導医
鹿児島大学小児科　㠀常講師
鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師

・ 鹿児島県ඛ天性代ㅰ␗常等検査連絡協議会委員、
年1回協議会

・平成28年3月12日
日本マススクリーࢽング学会技術部会代4会研修会
講演「新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる
内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿」

࣭その他

平成27年3月、平成26年8月にࡣ医師会催のこ
予防᥋種週㛫に参加して予防᥋種業務を行いまࡶ
したࠋ

　

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘィ⏬ࠚ

鉾之原昌医師、ᇼ之内ව一医師、ᇼ之内Ἠ医師、
⋢田Ἠでᘬき⥆き診療に࠶たࡾますࠋまた、4月よ
やか医師が外᮶診療を開ࡉ週に1回ᮌ᭙日、上㔝ࡾ
ጞしますࠋ

࠙デ⒪≧ἣࠚ

外᮶診療　外᮶患者ᩘ延12,106  人
ධ院診療　ධ院患者ᩘ延1,069  人

� 平均在院日ᩘ 6�5 日 �

࠙デ⒪ᐇ⦼ࠚ

ධ院疾患（実ᩘ）ィ 203 人
急性Ẽ管支炎・肺炎（ႍᜥቑᝏྵむ） 131 人
内分Ἢ疾患 
（成長ホルࣔン検査・⢾ᒀ病をྵむ） 22 人
急性⫶腸炎（ロタ腸炎） 6 人
腎疾患（AGN・⣸ᩬ病ྵむ）　 7 人
の（リンパ節炎・↓菌性㧊⭷炎） 27ࡑ 人

࠙院እ活動 �講₇会�Ꮫ会活動なࠚ

㖝அཎ�ᫀ

・2015年7月9日
南日本子ࡶ健ᗣセミナー（鹿児島県小児保健
協会・山ᙧᒇ催）
市民の育児支援のために、育児相談

・2015年9月10日
鹿児島県新規採用養護教諭研修会　講演
（県教育委員会：県教育センターにて）

・鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会
会長として年4回開催

・鹿児島県⭺原病研究会　㢳ၥとして年2回開催

・鹿児島県小児科医会　┘査として┘査　

・鹿児島文化サロン　委員として年3回開催　参加

・鹿児島市子ࡶ子育て会議　委員として参加

・平成27年度母子保健家族ィ⏬事業ຌ労者厚生労
働大臣表彰

ᇼஅෆ�ව୍

・ 鹿児島市医師会学校腎臓病検診　委員、年一回
委員会ฟᖍ　

Ἠࠉ⏣⋣

・1ᆺ⢾ᒀ病家族会「ࡉくらんࡰの会和会支部」
指導医、年に2回定例会

・㸯ᆺ⢾ᒀ病サマーキࣕンプ指導医として参加

・ ターナー症候群家族会「㹋㹇㹐㸿㹇の会」
年に2回定例会参加

・ 鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員
年12回審査会、年一回委員会
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࠙デ⒪ෆᐜࠚ

　ᙜ院の NICU・GCU NICU：9、ࡣ 床、GCU：10 床の合
ィ 19 床の、県内でࡣ鹿児島市立病院 NICU にḟࡄ規
ᶍの新生児医療施設でࡾ࠶、LDte PreterP %DE\ の
管理、PreterP %DE\ の GroZinJ CDre および FDPiO\ 
CDre をᢸᙜしていますࠋ

　外᮶業務として、新生児フォローアップ外᮶が࠶
ますが、ᙜ院ࡾ NICU を退院した %DE\ 㐩のⓎ育Ⓨ㐩
をフォローしてࡺく外᮶ですࠋキーエイジでのⓎ
㐩・▱能テストࡶ行い、Ⓨ㐩支援のせྰについて家
族とヰし合࠺ሙとなっていますࠋ

　また、平成 26 年よࡾ NICU 退院児を対象としたゼ
ၥ看護ࡶ開ጞしました㸬ධ院中に児をᢸᙜしていた
NICU 看護師が家ᗞをゼၥすることによࡾ、NICU 退
院┤後に看護の⥅⥆と育児の支援がྍ能となࡾ、地
域のゼၥ看護ステーションへの⛣行ࡶスムースに
なっていますࠋ

࠙デ⒪のᢸᙜࠚ

　医師2名、看護師36名（ㄆ定看護師1名）、助産
師2名、保健師1名、స業療法士1名、理学療法士1
名、メディカルクラーク1名、ナースアシスタント
1名で日ࠎの業務を行なっていますࠋ

　NICU・GCUࡣ、新生児内科部長の丸山と3月まで
鹿児島市立病院新生児科から1週㛫交代で1名のࡣ
ඛ生が᮶られていましたが、4月からࡣ⥴᪉▱ె
医師が㉱௵ࡉれ、2人体制で日ࠎの診療を行いま
したࠋ
　フォローアップ外᮶ࡣ、丸山と⥴᪉ඛ生、金᭙日
にࡣ鹿児島市立病院の之上寿美ඛ生ࡶ᮶てくࡔ
月、Ỉ、ᮌ、金᭙日の週、ࡾࡉ 4日で開いていますࠋ 
ኪ㛫ᙜ┤業務ࡣ、ᙜ院と鹿児島市立病院新生児科
の医師でᢸᙜしていますࠋ

　ハイリスク児のⓎ㐩▱能検査（新∧.式Ⓨ㐩検
査・WISC�I9）ࡣ、ྜྷ永᫂美臨床ᚰ理士によࡾ行な
ࠋれていますࢃ

　月1回の療育指導外᮶にࡣ、ᇸ⋢医科大学総合医
療センター カルガࣔの家からዉ㡲ᗣ子ඛ生に᮶て
いたࡔいていますࠋ

　ẖ月1回、鹿児島大学小児科Ἑ㔝文ඛ生に
NICU,GCUの回診をお㢪いしていますࠋ

࠙入院≧ἣ （↷グラフと表を参）ࠚ

　総ධ院ᩘ児ᩘと体重別ධ院児ᩘの⤒年推⛣をグ
ラフ・表 1に、ධ院⤒路別ධ院児ᩘを表 2に、人工
呼吸管理患者ᩘを表 3に♧しましたࠋ

࠙እ᮶≧ἣࠚ

እ᮶ࢫࢪࢼࢩእ᮶࣭ࣉࢵ࣮࢛ࣟࣇ�ޑ

 平成 19 年よࡾ開ጞした新生児内科の外᮶業務で

すが、フォローアップ外᮶とシナジス外᮶の総ཷ

診者ᩘࡣቑえ⥆けてきましたが、平成 24 年から

ࠋ（表㸲）ࠋ安定してきましたࡰࡣ

�Ⓨ㐩᳨ᰝޑ

 平成27年167ࡣ名がཷけましたࠋ

⒪⫱┦ㄯእ᮶ޑ

 月 1 から 2人ࡎつ行い、平成 27 年ࡣ 16 名がཷけ

ましたࠋ

�᪩⏘ඣの୧ぶᏛ⣭�&�3,3ޑ

 今年24ࡣ回開催し、172人の᪉が⫈講してくࡉࡔ

いましたࠋ

ࠚのゼၥ┳ㆤࡽ᪂⏕ඣへの1,&8ࢡࢫࣜࣁ࠙
　4௳（ゼၥ総ᩘ14回）

࠙活動࣭ᴗ⦼なࠚ

活動ࢳ࣮ࣜࢺ࢘�ޑ

かくらぶ：開催回ᩘ5回ࡻࡌࡶฟᙇߦ

1）᭮　3月15日　参加者：児3名　家族5名　
関係者16名　ィ24名

2）美　7月18日　参加者：児9名　家族15名　
関係者34名　ィ58名

3）伊佐・Ỉ　9月6日　参加者：児5名　家族
10名　関係者16名　ィ31名

4）肝付　11月29日　参加者：児11名　家族14名
関係者36名　ィ61名

5）川薩　2月7日　参加者：児7名　家族11名　
関係者23名　ィ41名

�㏥院ᨭޑ

地域保健師と家族の㠃談をsettinJߦ
NICUධ院中から保健師と家族の㠃談を⏬し、
平成ࠋをᅗっていますࡾの後の良ዲな関係సࡑ
27年度105ࡣ௳（児137名）のご家族と地域保健
師との㠃談がᙜセンターで行なࢃれましたࠋ

ハイリスク児の家ᗞ生活を支援するためのケーߦ
ス会議の開催౫㢗
」㞧な事情をࡶつ家ᗞがቑえていますࡑࠋのよ
な家ᗞへハイリスク新生児が退院する㝿に࠺
福祉課や保健ᡤ、保健センター、児❺相談、ࡣ
ᡤ、ゼၥ看護師をጞめ、民生委員や子育て支援
NPOの᪉なとの会議を催し相の情報交換を
れまࢃ行な（9回）௳6ࡣ今年ࠋかっていますࡣ
したࠋ

࠙ᩍ⫱的な活動ࠚ

�ࠉࢀ入ࡅ研修のཷޑ ゼၥ看護ステーションフーストよࡾ理学療法士1名（11月25日）
�⩦ㆤᏛ⏕のᐇ┳ޑ ஂᮌ田学園看護専門学校　3年22ᮇ生34名
 ⚄ᮧ学園専修学校看護学科　3年9ᮇ生29名
�ぢᏛࡾࡼ他タޑ 今ᮧ病院分院よ6ࡾ名（7月21日）
�のຮᙉ会ࡵࡓのࣇࢵࢱࢫޑ ᮅレクチࣕー：43回開催、Ⲉ　⪽ඛ生のレクチࣕー：12回、
 新生児医療に関するレクチࣕーを行っていたࡔきましたࠋ
ののຮᙉ会：12回ࡑ 

ᖺᗘ䠄ᖹᡂ䠅

ேᕤ྾⟶⌮⾜ᩘ(nasal CPAP)

ேᕤ྾⟶⌮⾜ᩘ㻔ᤄ⟶㻌㻕

ேᕤ྾⟶⌮⾜ᩘ

表 �㸸࠙ ேᕤ྾⟶⌮⾜患者ᩘࠚ
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表 �㸸࠙ 入院⤒㊰ู患者ᩘࡧࡼ࠾院ෆฟ⏕⋡ࠚ

ᖺᗘ㸦ᖹᡂ㸧

ᙜ院እ᮶⟶⌮ᚋの院ෆฟ⏕

ẕయᦙ㏦ᚋの院ෆฟ⏕

ᕷ❧院ࡾࡼ᪂⏕ඣᦙ㏦

ᏛࡾࡼJURZLQJ�FDUH入院

他院ࡾࡼの᪂⏕ඣᦙ㏦
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ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

部長 ⋢　田　  Ἠ

খࣇՊ

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉ᚩࠚ

　鉾之原昌医師、ᇼ之内ව一医師、ᇼ之内Ἠ医師、
⋢田の 4名で診療いたしましたࠋ

　一⯡外᮶のか、ᇼ之内ව一ඛ生ࡣ小児腎疾患
患者の IoOOoZ、また⋢田ࡣ小児内分Ἢ疾患の専門
外᮶を実施していますࠋ市県からの委託による乳ᗂ
児健診、予防᥋種業務を行っておࡾ、また新生児マ
ススクリーࢽング、学校健診・学校検ᒀや生活習័
病予防健診での⢭ᐦཷ診者のཷけධれや⢭ᐦ検査後
の IoOOoZ 内分Ἢ疾患の㈇Ⲵヨ㦂ࠋ行っていますࡶ
実施する機会がቑえ年㛫でࡶ外᮶でࡶ 20～ 30 ௳
安全にṇ☜に、専門性をࡶ今後ࠋ実施しています
生かした診療を行っていきたいとᛮいますࠋ

 ධ院実ᩘについてࡣ、年にẚしⱝᖸのቑ加ࠋマ
イコプラズマ肺炎のධ院㐺応例がከかったよ࠺で
すࠋ⢾ᒀ病ึⓎやコントロール┠的、か内分Ἢ
疾患、急性⣒⌫体腎炎や⣸ᩬ病性腎炎な腎疾患
での専門性をồめられるධ院等がࡾ࠶ますࠋᙜ院
の特長を生かし、役をᯝたしていけたらと考え
ますࠋ

　職員の子౪ࡉん対象の病児保育ᐊࡶ設⨨後7年が
⤒㐣し、年㛫の⣙600名の子ࡉࡶんをཷけධれ
ていますࠋ子育てୡ代の職員のバックアップのた
め、今後ࡶ㈉献できたらとᛮいますࠋ

⩏࣭講⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙ �院እ活動ࠚ

鉾之原昌：小児科専門医、小児リウマチ専門医
鹿児島県小児科医会┘査
日本小児科学会鹿児島地᪉会┘事
鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会　会長
鹿児島県⭺原病研究会　代表ୡヰ人
鹿児島小児保健学会役員、
日本小児リウマチ学会役員
鹿児島文化サロン　委員、
鹿児島小児⭺原病∗母の会ひまࡾࢃの会　委員
鹿児島市すこやか子ࡶඖẼプラン地域協議会　委員
鹿児島県保育ᡤ乳児保育研修会講師
㹌㹎㹍法人子ࡶ医療ネットワーク　役員

ᇼ之内ව一：小児科専門医
日本補代᭰医療学会学㆑医　学会理事
鹿児島市医師会学校腎臓病健診　委員
ஂᮌ田看護専門学校　㠀常講師
(XroSeDn UniY� 9DnGrinD 㠀常講師（₎᪉の講⩏）

⋢田　Ἠ：小児科専門医
日本⢾ᒀ病協会療養指導医
鹿児島大学小児科　㠀常講師
鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師

・ 鹿児島県ඛ天性代ㅰ␗常等検査連絡協議会委員、
年1回協議会

・平成28年3月12日
日本マススクリーࢽング学会技術部会代4会研修会
講演「新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる
内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿」

࣭その他

平成27年3月、平成26年8月にࡣ医師会催のこ
予防᥋種週㛫に参加して予防᥋種業務を行いまࡶ
したࠋ

　

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘィ⏬ࠚ

鉾之原昌医師、ᇼ之内ව一医師、ᇼ之内Ἠ医師、
⋢田Ἠでᘬき⥆き診療に࠶たࡾますࠋまた、4月よ
やか医師が外᮶診療を開ࡉ週に1回ᮌ᭙日、上㔝ࡾ
ጞしますࠋ

࠙デ⒪≧ἣࠚ

外᮶診療　外᮶患者ᩘ延12,106  人
ධ院診療　ධ院患者ᩘ延1,069  人

� 平均在院日ᩘ 6�5 日 �

࠙デ⒪ᐇ⦼ࠚ

ධ院疾患（実ᩘ）ィ 203 人
急性Ẽ管支炎・肺炎（ႍᜥቑᝏྵむ） 131 人
内分Ἢ疾患 
（成長ホルࣔン検査・⢾ᒀ病をྵむ） 22 人
急性⫶腸炎（ロタ腸炎） 6 人
腎疾患（AGN・⣸ᩬ病ྵむ）　 7 人
の（リンパ節炎・↓菌性㧊⭷炎） 27ࡑ 人

࠙院እ活動 �講₇会�Ꮫ会活動なࠚ

㖝அཎ�ᫀ

・2015年7月9日
南日本子ࡶ健ᗣセミナー（鹿児島県小児保健
協会・山ᙧᒇ催）
市民の育児支援のために、育児相談

・2015年9月10日
鹿児島県新規採用養護教諭研修会　講演
（県教育委員会：県教育センターにて）

・鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会
会長として年4回開催

・鹿児島県⭺原病研究会　㢳ၥとして年2回開催

・鹿児島県小児科医会　┘査として┘査　

・鹿児島文化サロン　委員として年3回開催　参加

・鹿児島市子ࡶ子育て会議　委員として参加

・平成27年度母子保健家族ィ⏬事業ຌ労者厚生労
働大臣表彰

ᇼஅෆ�ව୍

・ 鹿児島市医師会学校腎臓病検診　委員、年一回
委員会ฟᖍ　

Ἠࠉ⏣⋣

・1ᆺ⢾ᒀ病家族会「ࡉくらんࡰの会和会支部」
指導医、年に2回定例会

・㸯ᆺ⢾ᒀ病サマーキࣕンプ指導医として参加

・ ターナー症候群家族会「㹋㹇㹐㸿㹇の会」
年に2回定例会参加

・ 鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員
年12回審査会、年一回委員会
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࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉ᚩࠚ

　鉾之原昌医師、ᇼ之内ව一医師、ᇼ之内Ἠ医師、
⋢田の 4名で診療いたしましたࠋ

　一⯡外᮶のか、ᇼ之内ව一ඛ生ࡣ小児腎疾患
患者の IoOOoZ、また⋢田ࡣ小児内分Ἢ疾患の専門
外᮶を実施していますࠋ市県からの委託による乳ᗂ
児健診、予防᥋種業務を行っておࡾ、また新生児マ
ススクリーࢽング、学校健診・学校検ᒀや生活習័
病予防健診での⢭ᐦཷ診者のཷけධれや⢭ᐦ検査後
の IoOOoZ 内分Ἢ疾患の㈇Ⲵヨ㦂ࠋ行っていますࡶ
実施する機会がቑえ年㛫でࡶ外᮶でࡶ 20～ 30 ௳
安全にṇ☜に、専門性をࡶ今後ࠋ実施しています
生かした診療を行っていきたいとᛮいますࠋ

 ධ院実ᩘについてࡣ、年にẚしⱝᖸのቑ加ࠋマ
イコプラズマ肺炎のධ院㐺応例がከかったよ࠺で
すࠋ⢾ᒀ病ึⓎやコントロール┠的、か内分Ἢ
疾患、急性⣒⌫体腎炎や⣸ᩬ病性腎炎な腎疾患
での専門性をồめられるධ院等がࡾ࠶ますࠋᙜ院
の特長を生かし、役をᯝたしていけたらと考え
ますࠋ

　職員の子౪ࡉん対象の病児保育ᐊࡶ設⨨後7年が
⤒㐣し、年㛫の⣙600名の子ࡉࡶんをཷけධれ
ていますࠋ子育てୡ代の職員のバックアップのた
め、今後ࡶ㈉献できたらとᛮいますࠋ

⩏࣭講⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙ �院እ活動ࠚ

鉾之原昌：小児科専門医、小児リウマチ専門医
鹿児島県小児科医会┘査
日本小児科学会鹿児島地᪉会┘事
鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会　会長
鹿児島県⭺原病研究会　代表ୡヰ人
鹿児島小児保健学会役員、
日本小児リウマチ学会役員
鹿児島文化サロン　委員、
鹿児島小児⭺原病∗母の会ひまࡾࢃの会　委員
鹿児島市すこやか子ࡶඖẼプラン地域協議会　委員
鹿児島県保育ᡤ乳児保育研修会講師
㹌㹎㹍法人子ࡶ医療ネットワーク　役員

ᇼ之内ව一：小児科専門医
日本補代᭰医療学会学㆑医　学会理事
鹿児島市医師会学校腎臓病健診　委員
ஂᮌ田看護専門学校　㠀常講師
(XroSeDn UniY� 9DnGrinD 㠀常講師（₎᪉の講⩏）

⋢田　Ἠ：小児科専門医
日本⢾ᒀ病協会療養指導医
鹿児島大学小児科　㠀常講師
鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師

・ 鹿児島県ඛ天性代ㅰ␗常等検査連絡協議会委員、
年1回協議会

・平成28年3月12日
日本マススクリーࢽング学会技術部会代4会研修会
講演「新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる
内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿」

࣭その他

平成27年3月、平成26年8月にࡣ医師会催のこ
予防᥋種週㛫に参加して予防᥋種業務を行いまࡶ
したࠋ
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鉾之原昌医師、ᇼ之内ව一医師、ᇼ之内Ἠ医師、
⋢田Ἠでᘬき⥆き診療に࠶たࡾますࠋまた、4月よ
やか医師が外᮶診療を開ࡉ週に1回ᮌ᭙日、上㔝ࡾ
ጞしますࠋ
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外᮶診療　外᮶患者ᩘ延12,106  人
ධ院診療　ධ院患者ᩘ延1,069  人

� 平均在院日ᩘ 6�5 日 �
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ධ院疾患（実ᩘ）ィ 203 人
急性Ẽ管支炎・肺炎（ႍᜥቑᝏྵむ） 131 人
内分Ἢ疾患 
（成長ホルࣔン検査・⢾ᒀ病をྵむ） 22 人
急性⫶腸炎（ロタ腸炎） 6 人
腎疾患（AGN・⣸ᩬ病ྵむ）　 7 人
の（リンパ節炎・↓菌性㧊⭷炎） 27ࡑ 人

࠙院እ活動 �講₇会�Ꮫ会活動なࠚ

㖝அཎ�ᫀ

・2015年7月9日
南日本子ࡶ健ᗣセミナー（鹿児島県小児保健
協会・山ᙧᒇ催）
市民の育児支援のために、育児相談

・2015年9月10日
鹿児島県新規採用養護教諭研修会　講演
（県教育委員会：県教育センターにて）

・鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会
会長として年4回開催

・鹿児島県⭺原病研究会　㢳ၥとして年2回開催

・鹿児島県小児科医会　┘査として┘査　

・鹿児島文化サロン　委員として年3回開催　参加

・鹿児島市子ࡶ子育て会議　委員として参加

・平成27年度母子保健家族ィ⏬事業ຌ労者厚生労
働大臣表彰
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・ 鹿児島市医師会学校腎臓病検診　委員、年一回
委員会ฟᖍ　
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・1ᆺ⢾ᒀ病家族会「ࡉくらんࡰの会和会支部」
指導医、年に2回定例会

・㸯ᆺ⢾ᒀ病サマーキࣕンプ指導医として参加

・ ターナー症候群家族会「㹋㹇㹐㸿㹇の会」
年に2回定例会参加

・ 鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員
年12回審査会、年一回委員会
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部長 立 和 田 ᚓ ᚿ

ൻثՊ

　平成 27 年度ࡣ、中┠ᗣ彦、立和田ᚓᚿ、༓代丸๛、㭯田雅史、西山㈼㱟（㠀常：月のࡳ）で診療しましたࠋ

　外᮶患者ᩘࡣ㸯日50人๓後、ධ院15ࠥ20ࡣ人๓後ですࠋ外᮶でࡣ新患ᢸᙜ医がึ診の᪉をᢸᙜしてますࠋ

再診の᪉ࡣ原๎予⣙制でできるࡔけᚅࡕ㛫のないよ࠺にしていますࠋ

　ᙜ院ࡣCT検査まですࡄ行える体制ですので、ࡑの日のࡕ࠺に診᩿、治療᪉㔪をたてるよ࠺にしていますࠋ

　血液㏱ᯒࡣධ院患者のࡳで維ᣢ㏱ᯒࡣ行っておࡾまࡏんࠋ基本的に月、Ỉ、金の週㸱回ですࠋ

　手術ࡣ⭡⭍㙾手術にຊをいれていますࠋ平成26年3月に3'内視㙾システムを導ධし、よࡾ⢭度の高い手術

がྍ能になࡾ、᪩ᮇ腎⒴に対する腎部分ษ㝖術やᾐ₶性⭤⬔⒴に対する⭤⬔全術ࡰࡶすて⭡⭍㙾下に

行っていますࠋ㝈局性๓立⭢⒴に対してࡣ、⭡⭍㙾手術からᐦᑒ小線※治療（ブラキセラࣆー）まで行って

おࡾ、᪩ᮇ退院（術後1週㛫๓後）がྍ能になっていますࠋ⤒ᒀ道的手術から骨┙内臓器⬺手術（T9M手

術）、ᒀኻ⚗手術�TOT法�までᖜ広く治療を行っておࡾますࠋ

部長 中┠　ᗣ彦
日本Ἢᒀ器科学会専門医・指導医
日本㏱ᯒ医学会 ㄆ定医

部長 立和田　ᚓᚿ
日本Ἢᒀ器科学会専門医・指導医
日本がん治療ㄆ定医機ᵓ がん治療ㄆ定医
日本Ἢᒀ器内視㙾学会
Ἢᒀ器⭡⭍㙾技術ㄆ定医
医学博士（鹿児島大学）

༓代丸 ๛
日本Ἢᒀ器科学会専門医

㭯田 雅史
日本Ἢᒀ器科学会専門医

࠙���� ᖺ � ᭶㹼 ���� ᖺ � ᭶ᡭ⾡⤫ィࠚ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

74

24

9

1

8

14

16

4

2

88

4

3



55

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉ᚩࠚ

　鉾之原昌医師、ᇼ之内ව一医師、ᇼ之内Ἠ医師、
⋢田の 4名で診療いたしましたࠋ

　一⯡外᮶のか、ᇼ之内ව一ඛ生ࡣ小児腎疾患
患者の IoOOoZ、また⋢田ࡣ小児内分Ἢ疾患の専門
外᮶を実施していますࠋ市県からの委託による乳ᗂ
児健診、予防᥋種業務を行っておࡾ、また新生児マ
ススクリーࢽング、学校健診・学校検ᒀや生活習័
病予防健診での⢭ᐦཷ診者のཷけධれや⢭ᐦ検査後
の IoOOoZ 内分Ἢ疾患の㈇Ⲵヨ㦂ࠋ行っていますࡶ
実施する機会がቑえ年㛫でࡶ外᮶でࡶ 20～ 30 ௳
安全にṇ☜に、専門性をࡶ今後ࠋ実施しています
生かした診療を行っていきたいとᛮいますࠋ

 ධ院実ᩘについてࡣ、年にẚしⱝᖸのቑ加ࠋマ
イコプラズマ肺炎のධ院㐺応例がከかったよ࠺で
すࠋ⢾ᒀ病ึⓎやコントロール┠的、か内分Ἢ
疾患、急性⣒⌫体腎炎や⣸ᩬ病性腎炎な腎疾患
での専門性をồめられるධ院等がࡾ࠶ますࠋᙜ院
の特長を生かし、役をᯝたしていけたらと考え
ますࠋ

　職員の子౪ࡉん対象の病児保育ᐊࡶ設⨨後7年が
⤒㐣し、年㛫の⣙600名の子ࡉࡶんをཷけධれ
ていますࠋ子育てୡ代の職員のバックアップのた
め、今後ࡶ㈉献できたらとᛮいますࠋ
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鉾之原昌：小児科専門医、小児リウマチ専門医
鹿児島県小児科医会┘査
日本小児科学会鹿児島地᪉会┘事
鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会　会長
鹿児島県⭺原病研究会　代表ୡヰ人
鹿児島小児保健学会役員、
日本小児リウマチ学会役員
鹿児島文化サロン　委員、
鹿児島小児⭺原病∗母の会ひまࡾࢃの会　委員
鹿児島市すこやか子ࡶඖẼプラン地域協議会　委員
鹿児島県保育ᡤ乳児保育研修会講師
㹌㹎㹍法人子ࡶ医療ネットワーク　役員

ᇼ之内ව一：小児科専門医
日本補代᭰医療学会学㆑医　学会理事
鹿児島市医師会学校腎臓病健診　委員
ஂᮌ田看護専門学校　㠀常講師
(XroSeDn UniY� 9DnGrinD 㠀常講師（₎᪉の講⩏）

⋢田　Ἠ：小児科専門医
日本⢾ᒀ病協会療養指導医
鹿児島大学小児科　㠀常講師
鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師

・ 鹿児島県ඛ天性代ㅰ␗常等検査連絡協議会委員、
年1回協議会

・平成28年3月12日
日本マススクリーࢽング学会技術部会代4会研修会
講演「新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる
内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿」

࣭その他

平成27年3月、平成26年8月にࡣ医師会催のこ
予防᥋種週㛫に参加して予防᥋種業務を行いまࡶ
したࠋ
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鉾之原昌医師、ᇼ之内ව一医師、ᇼ之内Ἠ医師、
⋢田Ἠでᘬき⥆き診療に࠶たࡾますࠋまた、4月よ
やか医師が外᮶診療を開ࡉ週に1回ᮌ᭙日、上㔝ࡾ
ጞしますࠋ

࠙デ⒪≧ἣࠚ

外᮶診療　外᮶患者ᩘ延12,106  人
ධ院診療　ධ院患者ᩘ延1,069  人

� 平均在院日ᩘ 6�5 日 �

࠙デ⒪ᐇ⦼ࠚ

ධ院疾患（実ᩘ）ィ 203 人
急性Ẽ管支炎・肺炎（ႍᜥቑᝏྵむ） 131 人
内分Ἢ疾患 
（成長ホルࣔン検査・⢾ᒀ病をྵむ） 22 人
急性⫶腸炎（ロタ腸炎） 6 人
腎疾患（AGN・⣸ᩬ病ྵむ）　 7 人
の（リンパ節炎・↓菌性㧊⭷炎） 27ࡑ 人

࠙院እ活動 �講₇会�Ꮫ会活動なࠚ

㖝அཎ�ᫀ

・2015年7月9日
南日本子ࡶ健ᗣセミナー（鹿児島県小児保健
協会・山ᙧᒇ催）
市民の育児支援のために、育児相談

・2015年9月10日
鹿児島県新規採用養護教諭研修会　講演
（県教育委員会：県教育センターにて）

・鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会
会長として年4回開催

・鹿児島県⭺原病研究会　㢳ၥとして年2回開催

・鹿児島県小児科医会　┘査として┘査　

・鹿児島文化サロン　委員として年3回開催　参加

・鹿児島市子ࡶ子育て会議　委員として参加

・平成27年度母子保健家族ィ⏬事業ຌ労者厚生労
働大臣表彰

ᇼஅෆ�ව୍

・ 鹿児島市医師会学校腎臓病検診　委員、年一回
委員会ฟᖍ　

Ἠࠉ⏣⋣

・1ᆺ⢾ᒀ病家族会「ࡉくらんࡰの会和会支部」
指導医、年に2回定例会

・㸯ᆺ⢾ᒀ病サマーキࣕンプ指導医として参加

・ ターナー症候群家族会「㹋㹇㹐㸿㹇の会」
年に2回定例会参加

・ 鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員
年12回審査会、年一回委員会

࠙ண㜵᥋✀௳ᩘࠚ㸦ᖹᡂ��ᖺ�᭶�᪥ࠥᖹᡂ��ᖺ��᭶��᪥㸧
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ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

部長 立 和 田 ᚓ ᚿ

ൻثՊ

　平成 27 年度ࡣ、中┠ᗣ彦、立和田ᚓᚿ、༓代丸๛、㭯田雅史、西山㈼㱟（㠀常：月のࡳ）で診療しましたࠋ

　外᮶患者ᩘࡣ㸯日50人๓後、ධ院15ࠥ20ࡣ人๓後ですࠋ外᮶でࡣ新患ᢸᙜ医がึ診の᪉をᢸᙜしてますࠋ

再診の᪉ࡣ原๎予⣙制でできるࡔけᚅࡕ㛫のないよ࠺にしていますࠋ

　ᙜ院ࡣCT検査まですࡄ行える体制ですので、ࡑの日のࡕ࠺に診᩿、治療᪉㔪をたてるよ࠺にしていますࠋ

　血液㏱ᯒࡣධ院患者のࡳで維ᣢ㏱ᯒࡣ行っておࡾまࡏんࠋ基本的に月、Ỉ、金の週㸱回ですࠋ

　手術ࡣ⭡⭍㙾手術にຊをいれていますࠋ平成26年3月に3'内視㙾システムを導ධし、よࡾ⢭度の高い手術

がྍ能になࡾ、᪩ᮇ腎⒴に対する腎部分ษ㝖術やᾐ₶性⭤⬔⒴に対する⭤⬔全術ࡰࡶすて⭡⭍㙾下に

行っていますࠋ㝈局性๓立⭢⒴に対してࡣ、⭡⭍㙾手術からᐦᑒ小線※治療（ブラキセラࣆー）まで行って

おࡾ、᪩ᮇ退院（術後1週㛫๓後）がྍ能になっていますࠋ⤒ᒀ道的手術から骨┙内臓器⬺手術（T9M手

術）、ᒀኻ⚗手術�TOT法�までᖜ広く治療を行っておࡾますࠋ

部長 中┠　ᗣ彦
日本Ἢᒀ器科学会専門医・指導医
日本㏱ᯒ医学会 ㄆ定医

部長 立和田　ᚓᚿ
日本Ἢᒀ器科学会専門医・指導医
日本がん治療ㄆ定医機ᵓ がん治療ㄆ定医
日本Ἢᒀ器内視㙾学会
Ἢᒀ器⭡⭍㙾技術ㄆ定医
医学博士（鹿児島大学）

༓代丸 ๛
日本Ἢᒀ器科学会専門医

㭯田 雅史
日本Ἢᒀ器科学会専門医

࠙���� ᖺ � ᭶㹼 ���� ᖺ � ᭶ᡭ⾡⤫ィࠚ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙
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部長 高 ᶫ ⠊ 雅

Պ؟

　平成27年度9ࡣ月まで3ࡣ人体制で、10月からࡣ

鹿児島大学のྜྷ永医師が大学にᖐられ、௨㝆ࡣ㸰

人体制の診療となࡾましたࠋなお、9月よࡾ部長ࡣ

ⷧ㝯ᏹ医師よࡾ、高ᶫ⠊雅医師へと交代となࡾ

ましたࠋ診療体制のኚ᭦にకい、10月よࡾ外᮶診

療の一部予⣙制が導ධࡉれましたࠋ平成28年4月か

らࡣ全予⣙制が導ධࡉれる予定ですࠋ

࠙≉Ⰽࠚ

　ᙜ科ࡣ㞴症例の白内㞀手術がከく、║内レンズ
║小ษ開でのࡣᙜ科でࠋከくなっていますࡶ╔⦭
内レンズ⦭╔をᶆ‽術式とし、║内レンズᙉ⭷内
ᅛ定なの新しい᪉法での手術を行っていますࠋ
また、⥙⭷◪子体手術ࡣཤ年の௳ᩘにẚ大ᖜに
ቑ加し、広ゅほᐹ⣔を用い安全に▷㛫で行えて
いますࠋ⥳内㞀手術ࡶ新しい器ලを用い低くな
手術がྍ能でࡾ࠶、よࡾ良い治療成⦼を┠指して
おࡾますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

高ᶫ ⠊雅（たかࡣし　のࡾまࡉ）
2005年和大学医学部卒業
ࠒᚓ資᱁ྲྀࠑ

日本║科学会専門医
ࠒᡤ属学会ࠑ

日本║科学会

Ἔ 一ᩗ（ࡺい かࡎひࢁ）
2009年ᒾ手医科大学医学部卒業
ࠒᡤ属学会ࠑ

日本║科学会
日本職業⅏ᐖ医学会

㹙看護㹛
看護師：川崎・川ཱྀ・ฟ之ཱྀ・᭷ᮧ・中ᮧ

㹙検査㹛
視能カ⦎士：上ᮧ・川⏿ �┿ �・川⏿ �┤ �・今ྜྷ
║科検査員：ᮌ之下・㭯之園・㫽原

㹙事務㹛
ཷ付：赤ሯ・Ἡ
⛎᭩：日高・ஂ・ᒾඖ

࠙デ⒪≧ἣࠚ

外᮶新患ᩘ 984名

外᮶再診ᩘ 9,853名

ධ院患者ᩘ 1,134名

࠙ᡭ⾡௳ᩘࠚ

白内㞀手術 932௳

║内レンズ⦭╔　　　　　　 43௳

⥳内㞀手術　　　　　　　　 19௳

⥙⭷◪子体手術（⥙⭷㞳） 157௳

◪子体内ὀ射　　　　　　　 208௳

௳の内║手術　　　　　　  233ࡑ

║▛下ᆶ手術　　　　　　　  21௳

║▛内反手術　　　　　　　　 2௳

⩼状∦手術　　　　　　　　  25௳

௳の外║手術　　　　　　  74ࡑ

合ィ　　　　　　　　　　  1,714௳
　

࠙講⩏ࠚ

ஂᮌ田学園看護専門学校
　病ែ学ϫ ║科⣔ 2015年9月 ẖ週金᭙日
　Ἔ 一ᩗ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

部長 昇 卓 夫

৯ಓɾࣖؾ ඓ͍Μ͜͏ Պ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

福田๎　部長
医学博士、日本⪥㰯ဗႃ科学会専門医
鹿児島大学医学部卒

昇　卓夫　院長
医学博士、日本⪥㰯ဗႃ科学会専門医
日本Ẽ管食道科学会専門医、補⫈器相談医
鹿児島大学臨床教授、ஂᮌ田学園㠀常講師
鹿児島大学医学部卒

㙊田▱子　医師
ಙ州大学医学部卒

㠀常医師：
宮崎ᗣᘯ医師　今ᮧ洋子医師

࠙入院患者ෆヂ㸦㠀ᡭ⾡ࠚ㸧
㸦����ᖺ�᭶�᪥㹼��᭶��᪥㸧

✺Ⓨ性㞴⫈ 63例
（治療ຠᯝ判定）
 治⒵：5例7�9㸣、ⴭ᫂回7例11�1㸣、
回19例30�2㸣、不ኚ32例50�8㸣
㸹1984年厚生省特定疾患✺Ⓨ性㞴⫈研究⌜に
　よる判定　

㢦㠃⚄⤒㯞⑷
（㺫㺼㺷㯞⑷、㺵㺯㺜㺼㺐･㺨㺻㺢症候群） 8例
めまい（メࢽエル等） 7例
の⪥疾患 3例ࡑ

ᡥ᱈࿘ᅖ⮋⒆（炎） 37例
急性ဗႃ㢌炎、ᡥ᱈炎等 22例
急性ႃ㢌炎 15例
のဗႃ㢌疾患 3例ࡑ

㰯ฟ血 6例
の㰯疾患 3例ࡑ

㢕部⮋⒆⮋⒆ 9例
の㢕部疾患 2例ࡑ

㠀手術例のධ院総症例ᩘ 115例

࠙ᡭ⾡ᐇ⦼ࠚ㸦����ᖺ�᭶�᪥㹼��᭶��᪥㸧

手術総௳ᩘ　641௳

D�⪥科㡿域　　105௳

㰘⭷チューブ␃⨨術 30௳
ඛ天性⪥⒦Ꮝ手術 8௳
㰘⭷ᙧ成術 10௳
㰘ᐊᙧ成術 4௳
㰘⭷ษ開術 51௳
㢦㠃⚄⤒減Ⲵ術 1௳
௳の 1ࡑ

E�㰯科㡿域　　367௳
㰯内㰯⭍手術 　146௳

（内ナビࢤーション手術　37௳）
下㰯⏥介ษ㝖術 149௳
㰯中㝸▹ṇ術 61௳
㰯⢓⭷電Ẽ↝ⅎ術 7௳
௳の 4ࡑ

F�ཱྀ⭍・上中ဗ㢌㡿域　　125௳

ཱྀᡥ᱈ฟ術  99௳
ᡥ᱈࿘ᅖ⮋⒆ษ開 10௳
アデノイドษ㝖術 6௳
ཱྀᡥ᱈ษ㝖術 4௳
௳の 6ࡑ

G� ႃ㢌･Ẽ管（支）･下ဗ㢌･食道㡿域　27 ௳
（ᝏ性3௳）

ኌᖏポリープ・⤖節ษ㝖術 20௳
ႃ㢌がん 3௳
௳の 4ࡑ

e� 㢦㠃・㢕部等㡿域　　17௳
ၚ液⭢⭘⒆ 3௳
がま⭘ 2௳
ၚ▼（ྵ㢡下⭢）ฟ術 7௳
௳の 5ࡑ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕
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部長 高 ᶫ ⠊ 雅

Պ؟
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ஂᮌ田学園看護専門学校
　病ែ学ϫ ║科⣔ 2015年9月 ẖ週金᭙日
　Ἔ 一ᩗ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

部長 昇 卓 夫
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福田๎　部長
医学博士、日本⪥㰯ဗႃ科学会専門医
鹿児島大学医学部卒

昇　卓夫　院長
医学博士、日本⪥㰯ဗႃ科学会専門医
日本Ẽ管食道科学会専門医、補⫈器相談医
鹿児島大学臨床教授、ஂᮌ田学園㠀常講師
鹿児島大学医学部卒

㙊田▱子　医師
ಙ州大学医学部卒

㠀常医師：
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㸦����ᖺ�᭶�᪥㹼��᭶��᪥㸧

✺Ⓨ性㞴⫈ 63例
（治療ຠᯝ判定）
 治⒵：5例7�9㸣、ⴭ᫂回7例11�1㸣、
回19例30�2㸣、不ኚ32例50�8㸣
㸹1984年厚生省特定疾患✺Ⓨ性㞴⫈研究⌜に
　よる判定　

㢦㠃⚄⤒㯞⑷
（㺫㺼㺷㯞⑷、㺵㺯㺜㺼㺐･㺨㺻㺢症候群） 8例
めまい（メࢽエル等） 7例
の⪥疾患 3例ࡑ

ᡥ᱈࿘ᅖ⮋⒆（炎） 37例
急性ဗႃ㢌炎、ᡥ᱈炎等 22例
急性ႃ㢌炎 15例
のဗႃ㢌疾患 3例ࡑ

㰯ฟ血 6例
の㰯疾患 3例ࡑ

㢕部⮋⒆⮋⒆ 9例
の㢕部疾患 2例ࡑ

㠀手術例のධ院総症例ᩘ 115例

࠙ᡭ⾡ᐇ⦼ࠚ㸦����ᖺ�᭶�᪥㹼��᭶��᪥㸧

手術総௳ᩘ　641௳

D�⪥科㡿域　　105௳

㰘⭷チューブ␃⨨術 30௳
ඛ天性⪥⒦Ꮝ手術 8௳
㰘⭷ᙧ成術 10௳
㰘ᐊᙧ成術 4௳
㰘⭷ษ開術 51௳
㢦㠃⚄⤒減Ⲵ術 1௳
௳の 1ࡑ

E�㰯科㡿域　　367௳
㰯内㰯⭍手術 　146௳

（内ナビࢤーション手術　37௳）
下㰯⏥介ษ㝖術 149௳
㰯中㝸▹ṇ術 61௳
㰯⢓⭷電Ẽ↝ⅎ術 7௳
௳の 4ࡑ

F�ཱྀ⭍・上中ဗ㢌㡿域　　125௳

ཱྀᡥ᱈ฟ術  99௳
ᡥ᱈࿘ᅖ⮋⒆ษ開 10௳
アデノイドษ㝖術 6௳
ཱྀᡥ᱈ษ㝖術 4௳
௳の 6ࡑ

G� ႃ㢌･Ẽ管（支）･下ဗ㢌･食道㡿域　27 ௳
（ᝏ性3௳）

ኌᖏポリープ・⤖節ษ㝖術 20௳
ႃ㢌がん 3௳
௳の 4ࡑ

e� 㢦㠃・㢕部等㡿域　　17௳
ၚ液⭢⭘⒆ 3௳
がま⭘ 2௳
ၚ▼（ྵ㢡下⭢）ฟ術 7௳
௳の 5ࡑ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕
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医長　ஂ␃ 光博

ࠒᡤ属学会ࠑ
日本⓶科学会
日本⓶アレルࢠー・᥋ゐ⓶炎学会
日本研究⓶科学会
日本⓶外科学会

㠀常医師　児ᾆ ⣧生
医学博士　日本⓶科学会専門医
鹿児島大学医学部臨床教授

ࠒᡤ属学会ࠑ
日本⓶科学会
日本⓶アレルࢠー・᥋ゐ⓶炎学会

　平成27年4月からஂ␃ 光博がᢸᙜしましたࠋ

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉ᚩࠚ

　県内でࡶ᭷ᩘのධ院施設を᭷する⓶科として、‵⑈、アレルࢠー疾患、⣽菌・┿菌・ウイルス感染症な

ࠋますࡾのFoPPon GiseDseから、⭺原病や⮬ᕫච性疾患、⭘⒆性疾患まで、⓶疾患全⯡を診療してお

　総合病院の⓶科で࠶るメリットを生かしてᚲせに応ࡌて科や࿘ᅖの医療機関と連携をとࡾ、ከくの患

者ࡉまへよࡾ良い医療のごᥦ౪ができるよ࠺ດめて参ࡾますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

࠙会ࢡࢵࢽࣜࢡ�እ᮶デ⒪యไ ����㸦ࠚ ᖺ � ᭶ࠥ���� ᖺ � ᭶㸧

࠙እ᮶患者･⤂患者ᩘ㸸᭱㏆ �ᖺ㛫の動ែ 㸧ࢡࢵࢽࣜࢡ㸦院࣭ࠚ
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932
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10,177

ィ

平成27年度
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262

月᭙日 ⅆ᭙日 Ỉ᭙日 ᮌ᭙日 金᭙日 ᅵ᭙日

AM ஂ␃・児ᾆ ஂ␃ ஂ␃・児ᾆ ஂ␃ ஂ␃・児ᾆ 㠀常医

PM ఇ診 ఇ診 ఇ診 ఇ診 ఇ診

142௳

ஂᮌ田学園看護専門学校（⓶科学総ㄽ・ྛㄽ）

࠙ᡭ⾡௳ᩘࠚ����� ᖺ � ᭶ࠥ���� ᖺ � ᭶㸧

࠙講⩏ࠚ

࠙入院患者ᩘ㸸᭱㏆ �ᖺ㛫の動ែࠚ

4月
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6月

7月

8月

9月

10月
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2月

3月

ィ
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7

5

3

10

4

8

8

7

9

6

3

5

75

新ධ院

92

51

57

113

76

111

143

148

157

139

171

86

1,344

延ධ院

7

7

9

9

1

1

5

1

5

4

2

2

53

新ධ院

120

80

81

143

9

33

35

19

65

24

31

45

685

延ධ院

3

8

10

10

8

6

12

13

3

6

6

4

89

新ධ院

31

74

47

107

107

23

127

103

80

64

84

116

963

延ධ院

5

1

10

13

10

7

8

4

10

5

1

5

79

新ධ院

187

62

110

134

211

134

94

106

98

92

89

84

1,401

延ධ院

6

5

10

7
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56
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84
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43
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89

1,169
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平成27年度
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者ࡉまへよࡾ良い医療のごᥦ౪ができるよ࠺ດめて参ࡾますࠋ
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部長 ụ 田 ⪔ ⮬

ຑਲՊ

　ᙜ院における㯞㓉科の診療内ᐜࡣ手術㯞㓉、集

中治療ᐊ等における重症患者管理等ですࠋ

　今年度における㯞㓉科の㝕ᐜ5、ࡣ 名の㯞㓉科

常医と㠀常医 5 名（週 3 回 1 名、週 1 回 4 名）

体制でしたࡉࠋらに卒後研修医 7 名の研修を行い

ましたࠋ

　平成 27 年度の今給㯪総合病院における㯞㓉科

管理症例ᩘࡣ 2,346 ௳でしたࠋ（患者ࡉんの平均

年㱋ࡣ 55�2 ṓ　᭱高㱋ࡣ 99 ṓ）この内、⥭急手

術ࡣ 196 ௳（㛫外 113 ௳）でࡾ࠶全体の 8�3㸣

（4�8㸣）⛬度を༨めますࠋ手術ᐊࡣ 6 ᐊ᭷ࡾ、᭱

大で 7 ௳の同୪行手術がྍ能ですࠋ

　ྛ科別の㯞㓉௳ᩘࡣ、整ᙧ外科 840（35�7㸣）、

外科 250 ௳（10�7㸣）、⪥㰯ဗႃ科 264 ௳（11�2㸣）、

Ἢᒀ器科 250௳（10�7㸣）、ᙧ成外科 229௳（9�8㸣）、

歯科ཱྀ⭍外科 144 ௳（6�1㸣）、産科婦人科 174 ௳

（7�4㸣）、呼吸器外科 138 ௳（5�9㸣）、║科 18 ௳

（0�8㸣）⬻⚄⤒外科 39 ௳（1�7㸣）、といった現

状でしたࠋ

ࠚ8&,࠙

平成27年のICUධᐊ௳ᩘ637ࡣ௳ですྛࠋ科の内ヂ

ࠋですࡾ௨下の通ࡣ

㯞㓉科管理患者ࡣ㸴名で内ヂࡣᚰ肺止⸽生後㸰

名、急性薬≀中ẘ㸯名、スティーブンス・ジョンࢯ

ン症候群㸯名、ショック㸯名、イレウス㸯名でしたࠋ

࠙㯞㓉⛉་ྡࠚ

ụ田　⪔⮬
西山　῟ （平成17年10月ࠥ）
山下　㡰ṇ （平成23年7月ࠥ）
ᮧ山　⿱美 （平成23年7月ࠥ）
ᵽ之ཱྀ　⩫ （平成27年4月～9月）
㨣ሯ　一⪽ （平成27年10月～�

研修医
᳃　ጾឿ （平成27年4月～5月）
◁川　⌔輝　 （平成27年7月）
白▼ 一光　 （平成27年9月～10月）
宮⬥　┿理　 （平成27年11月）
松ᒸ　大介　 （平成27年12月）
高ᮌ 博భ　 （平成28年1月～2月）
今ᮧ　研介　 （平成28年3月～）

総症例ᩘ（⥭急） 2,346（196）

全㌟㯞㓉

全㯞㸩◳㯞等

⬨㯞・◳㯞等

ఏ㐩㯞㓉

のࡑ

㯞㓉症例内ヂ

1,589

260
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0

7

࠙ྛ⛉ู㯞㓉౫㢗௳ᩘࠚ
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ましたࠋ
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管理症例ᩘࡣ 2,346 ௳でしたࠋ（患者ࡉんの平均
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術ࡣ 196 ௳（㛫外 113 ௳）でࡾ࠶全体の 8�3㸣

（4�8㸣）⛬度を༨めますࠋ手術ᐊࡣ 6 ᐊ᭷ࡾ、᭱

大で 7 ௳の同୪行手術がྍ能ですࠋ

　ྛ科別の㯞㓉௳ᩘࡣ、整ᙧ外科 840（35�7㸣）、

外科 250 ௳（10�7㸣）、⪥㰯ဗႃ科 264 ௳（11�2㸣）、

Ἢᒀ器科 250௳（10�7㸣）、ᙧ成外科 229௳（9�8㸣）、

歯科ཱྀ⭍外科 144 ௳（6�1㸣）、産科婦人科 174 ௳

（7�4㸣）、呼吸器外科 138 ௳（5�9㸣）、║科 18 ௳

（0�8㸣）⬻⚄⤒外科 39 ௳（1�7㸣）、といった現

状でしたࠋ

ࠚ8&,࠙

平成27年のICUධᐊ௳ᩘ637ࡣ௳ですྛࠋ科の内ヂ

ࠋですࡾ௨下の通ࡣ

㯞㓉科管理患者ࡣ㸴名で内ヂࡣᚰ肺止⸽生後㸰

名、急性薬≀中ẘ㸯名、スティーブンス・ジョンࢯ

ン症候群㸯名、ショック㸯名、イレウス㸯名でしたࠋ

࠙㯞㓉⛉་ྡࠚ

ụ田　⪔⮬
西山　῟ （平成17年10月ࠥ）
山下　㡰ṇ （平成23年7月ࠥ）
ᮧ山　⿱美 （平成23年7月ࠥ）
ᵽ之ཱྀ　⩫ （平成27年4月～9月）
㨣ሯ　一⪽ （平成27年10月～�

研修医
᳃　ጾឿ （平成27年4月～5月）
◁川　⌔輝　 （平成27年7月）
白▼ 一光　 （平成27年9月～10月）
宮⬥　┿理　 （平成27年11月）
松ᒸ　大介　 （平成27年12月）
高ᮌ 博భ　 （平成28年1月～2月）
今ᮧ　研介　 （平成28年3月～）

総症例ᩘ（⥭急） 2,346（196）
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部長 鉾 立 博 文

์ࣹઢஅՊ

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉Ⰽࠚ

　ᙜ院でࡣ⏬ീ診᩿機器として CT（64 ิ：㸰機、
16 ิ：㸯機）・MRI（1�5T：㸰機）、RI・血管㐀ᙳ
⨨（Cone�EeDP CT）・㏱視⨨㸰機・乳ᡣ ;線⨨・
マンࣔトームなをഛえていますࠋ平成 23 年度に
CT・MRI・RI ⨨を᭦新し、PACS・フィルムレス
運用にて⏬ീ診᩿を実施していますࠋ救急患者に
対する⥭急 CT なのㄞᙳࡶ on FDOO 対応していま
すࠋまた、院内で定ᮇ的に行ࢃれる整ᙧ外科・呼
吸器・消化器・ᚠ⎔器・⬻⚄⤒・Ἢᒀ器科⣔のカ
ンフレンスに✚ᴟ的に参加して⏬ീ診᩿・日常
診療の質の向上に務めていますࠋ

　⏬ീ診᩿情報をඖにして低く的な治療法を行
࠺ I9R（InterYentionDO  rDGioOoJ\：⏬ീ下治療）
の手技をᚲせに応ࡌて実施していますࠋに原Ⓨ
性肝⒴や㌿⛣性肝⒴に対する肝動ὀ（化学）ሰ栓
療法：TA�C�( や⭤⬔⒴なへの動ὀ化学療法、外
傷にక࠺肝臓・⭁臓・腎臓なの臓器ᦆ傷やၻ血・
血⬚・⭘⒆性病ኚからのฟ血に対するカテーテル
を用いた動⬦ሰ栓術、US�CT ガイド下生検・⮋⒆
ドレナージなにྲྀࡾ⤌んでいますࡑࠋの、ྛ
診療科と協ຊして I9C フィルター␃⨨・消化管ス
テント・四肢なの血管ወᙧに対する血管内治療・
◳化療法ࡶ行なっていますࠋ

࠙ே࣭ࣇࢵࢱࢫ⤂ࠚ

部長 鉾立博文
日本医学放射線学会　放射線診᩿専門医ࠒ資᱁ࠑ

日本 I9R 学会　専門医・代議員
日本がん治療ㄆ定医機ᵓ　がん治療ㄆ定医
検診マンࣔグラフィㄞᙳㄆ定医
緩和ケア研修会修医
医師臨床研修指導医養成講習修医
医学博士（鹿児島大学）

医師 ௬ᒇᆂ介　（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月）

クリࢽック院長　大ஂ保幸一
日本医学放射線学会　放射線診᩿専門医ࠒ資᱁ࠑ

検診マンࣔグラフィㄞᙳㄆ定医
医学博士（鹿児島大学）

㠀常医師
小ᯘ⚽❶（鹿児島ᚨ州会病院）
中ᲄṇ（鹿児島大学）
永田行㝯（ᆶỈ中央病院）

᳨࠙ᰝ௳ᩘࠚ 㸦���� ᖺ � ᭶㹼 �� ᭶㸧

࠙主ྡู入院患者ᩘࠚ 

1�一⯡ᙳ

2�㏱視・㐀ᙳᙳ

3�骨塩定量 定

4�;線CT

5�'SA�AnJio

6�RI

7�MRI

௳　ᩘ

40,568

13,742

5,876
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211
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1,032
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食道⒴

㙐骨上リンパ節㌿⛣
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๓立⭢⒴

㌿⛣性⬻⭘⒆

┤腸⒴

アルツハイマーᆺㄆ▱症

⭆❐リンパ節㌿⛣

びまん性大⣽⬊ᆺ%⣽⬊リンパ⭘

⭤⬔⒴

⫶MALTリンパ⭘

㢦㠃ᡴ᧞

誤嚥性肺炎

重」⒴（肺・肝）

ከⓎ性骨㧊⭘

大動⬦࿘ᅖリンパ節㌿⛣

第一⭜᳝圧㏕骨ᢡ

┤腸⫠門⒴

㌿⛣性肺⭘⒆

慢性࠺っ血性ᚰ不全

良性Ⓨస性㢌性めまい

ᶨ骨㐲➃骨ᢡ
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࠙ᝏᛶ᪂⏕≀ཎⓎᕢู患者ᩘࠚ 

࠙,95 ෆヂࠚ 

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘのィ⏬ࠚ

　平成27年度ࡑ、ࡣれまでの二人減員の状ἣから

大学派遣が一人活したことࡾ࠶ࡶ⦰小していた

業務内ᐜを従᮶通ࡾのධ院病Ჷ管理をやࡾながら

の⏬ീ診᩿・㹇㹔㹐をᚎࠎに活ࡏࡉ体制整ഛを

してきました᭱ࠋ㏆ึࡣᮇ研修医のቑ加でᙜ科へ

のローテートᕼᮃ者ࡶከく基本症例のテイーチン

グフイルなの体制整ഛを進めていく予定で

すࠋたࡔ、⏬ീ診᩿に関する業務において࠶ࡣい

かࢃらࡎ㠀常医師の応援を㡬きながらの報࿌᭩

స成となっておࡾ常医のቑ員をᚅࡕたいとこࢁ

ですࠋ

　平成28年度ࡣ日本専門医機ᵓの新たなる施設ㄆ

定ࡶጞまࡾㄞᙳ体制の整ഛ・I9R症例のቑ加がᚲ㡲

となࡾますࠋまた、本年ึࡶᮇ研修医のローテー

ターがከᩘᙜ科を選ᢥしておࡾᘬき⥆き放射線診

᩿学・I9Rの㨩ຊをⓎಙしていきたいとᛮいますࠋ
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�㒊㛛報告�ྛデ⒪⛉報告

部長 鉾 立 博 文

์ࣹઢஅՊ

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉Ⰽࠚ

　ᙜ院でࡣ⏬ീ診᩿機器として CT（64 ิ：㸰機、
16 ิ：㸯機）・MRI（1�5T：㸰機）、RI・血管㐀ᙳ
⨨（Cone�EeDP CT）・㏱視⨨㸰機・乳ᡣ ;線⨨・
マンࣔトームなをഛえていますࠋ平成 23 年度に
CT・MRI・RI ⨨を᭦新し、PACS・フィルムレス
運用にて⏬ീ診᩿を実施していますࠋ救急患者に
対する⥭急 CT なのㄞᙳࡶ on FDOO 対応していま
すࠋまた、院内で定ᮇ的に行ࢃれる整ᙧ外科・呼
吸器・消化器・ᚠ⎔器・⬻⚄⤒・Ἢᒀ器科⣔のカ
ンフレンスに✚ᴟ的に参加して⏬ീ診᩿・日常
診療の質の向上に務めていますࠋ

　⏬ീ診᩿情報をඖにして低く的な治療法を行
࠺ I9R（InterYentionDO  rDGioOoJ\：⏬ീ下治療）
の手技をᚲせに応ࡌて実施していますࠋに原Ⓨ
性肝⒴や㌿⛣性肝⒴に対する肝動ὀ（化学）ሰ栓
療法：TA�C�( や⭤⬔⒴なへの動ὀ化学療法、外
傷にక࠺肝臓・⭁臓・腎臓なの臓器ᦆ傷やၻ血・
血⬚・⭘⒆性病ኚからのฟ血に対するカテーテル
を用いた動⬦ሰ栓術、US�CT ガイド下生検・⮋⒆
ドレナージなにྲྀࡾ⤌んでいますࡑࠋの、ྛ
診療科と協ຊして I9C フィルター␃⨨・消化管ス
テント・四肢なの血管ወᙧに対する血管内治療・
◳化療法ࡶ行なっていますࠋ

࠙ே࣭ࣇࢵࢱࢫ⤂ࠚ

部長 鉾立博文
日本医学放射線学会　放射線診᩿専門医ࠒ資᱁ࠑ

日本 I9R 学会　専門医・代議員
日本がん治療ㄆ定医機ᵓ　がん治療ㄆ定医
検診マンࣔグラフィㄞᙳㄆ定医
緩和ケア研修会修医
医師臨床研修指導医養成講習修医
医学博士（鹿児島大学）

医師 ௬ᒇᆂ介　（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月）

クリࢽック院長　大ஂ保幸一
日本医学放射線学会　放射線診᩿専門医ࠒ資᱁ࠑ

検診マンࣔグラフィㄞᙳㄆ定医
医学博士（鹿児島大学）

㠀常医師
小ᯘ⚽❶（鹿児島ᚨ州会病院）
中ᲄṇ（鹿児島大学）
永田行㝯（ᆶỈ中央病院）

᳨࠙ᰝ௳ᩘࠚ 㸦���� ᖺ � ᭶㹼 �� ᭶㸧
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࠙,95 ෆヂࠚ 

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘのィ⏬ࠚ

　平成27年度ࡑ、ࡣれまでの二人減員の状ἣから

大学派遣が一人活したことࡾ࠶ࡶ⦰小していた

業務内ᐜを従᮶通ࡾのධ院病Ჷ管理をやࡾながら

の⏬ീ診᩿・㹇㹔㹐をᚎࠎに活ࡏࡉ体制整ഛを

してきました᭱ࠋ㏆ึࡣᮇ研修医のቑ加でᙜ科へ

のローテートᕼᮃ者ࡶከく基本症例のテイーチン

グフイルなの体制整ഛを進めていく予定で

すࠋたࡔ、⏬ീ診᩿に関する業務において࠶ࡣい

かࢃらࡎ㠀常医師の応援を㡬きながらの報࿌᭩

స成となっておࡾ常医のቑ員をᚅࡕたいとこࢁ

ですࠋ

　平成28年度ࡣ日本専門医機ᵓの新たなる施設ㄆ

定ࡶጞまࡾㄞᙳ体制の整ഛ・I9R症例のቑ加がᚲ㡲

となࡾますࠋまた、本年ึࡶᮇ研修医のローテー

ターがከᩘᙜ科を選ᢥしておࡾᘬき⥆き放射線診

᩿学・I9Rの㨩ຊをⓎಙしていきたいとᛮいますࠋ
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部長 中 ⚰ ஂ 彦

์ࣹઢྍ࣏Պ

　平成19年10月にᙜ院での本᱁的な放射線治療の
ための「リࢽアックセンター」が開設ࡉれて、᪤
に8年༙が⤒㐣いたしましたࠋ

　開設ᙜึ年㛫300名㏆くで࠶った放射線治療患者
年㛫200名๓後で推⛣しておࡣ減し、᭱㏆ࡣんࡉ
㏆㞄施設での高性能治療⨨の新規導ධࠋますࡾ
及び᭦新、ᙜ院診᩿医をྵむ放射線科常医の減
少、ࡑれに新規化学療法への治療法⛣行等、ᵝࠎ
なせᅉが関連しているのでࡣないかと推ᐹしてお
っていると感ࢃ加ࡶ㌟のຊ量不㊊⮬⚾ࠋますࡾ
ዧ㜚をᚰࠎんのための日ࡉ๓の患者║ࡣ㏆᭱、ࡌ
けておࡾますࠋ

　ᙜ地域の人ཱྀ規ᶍやᮍࡔ改ၿにஈしい治療医の
マンパワーを考៖すれࡤ、今後の㐣な放射線治
療施設のቑ大及びᣑᩓࡣ一施設ᙜたࡾでの十分な
患者ᩘの減少の危㝤性がࡾ࠶ますࠋ↷射ရ質の低
下、不採⟬部門への㌿ⴠ、及び長年✚ࡳ上ࡆてき
た放射線治療へのಙ㢗ኻቒの៧き┠をᣍかないた
めにࡶ、指導的お立ሙの᪉ࠎにၟࡣ業⩏とࡣ一
線を⏬した⇍考及びがん患者ࡉんお一人お一人の
ためのィ⏬的㓄⨨をᮇᚅいたしますࠋ

　幸いにしてඛ日、⣙10年にࢃたࡾᙜ院の一␒の
ᠱで࠶った新⠏⛣㌿ඛが交通局㊧に決定いたし
ましたࠋ㏆年院にẚて㐜れをとっていたᙜ院
リࢽアックのハードウェアが3年後ࡣ流に合ࡏࢃ
て一Ẽに᭱新のࡶのにアップデートࡉれるࡶのと
ᮇᚅしておࡾますࠋ現在のSRT�定集光放射線治
療�に加えて、新病院でࡣIGRT�⏬ീㄏ導放射線治
療�及びIMRT�ᙉ度ኚ調放射線治療�がከくの患者ࡉ
んに㐺用ࡉれることがᚲ㡲と考えますࠋ

　ᙜ院ࡣコバルト60の代からの実⦼で30ࡣ年を
㉸え、放射線治療ㄆ定医1名に加えて、放射線治療
ㄆ定技師3名及び放射線治療ㄆ定看護師1名を᧦す
る鹿児島県地域がん拠点病院ですࠋᚤຊながら鹿
児島のがん患者ࡉんのお役に立てるく、ึ診を
ᛀれࡎ、ㅬに日ࠎ⢭進していきたいと考えてお
ࠋますࡾ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

放射線治療科 部長 中⚰ஂ彦
�⤒Ṕ・資᱁ !
平成ඖ年 宮崎医科大学卒業
 鹿児島大学医学部放射線科ධ局 研修医
同 3年 国立がんセンター中央病院
 放射線治療部レジデント �国内␃学 �
同 6年 一ㄔ会 ୕宅病院
同 7年 今給㯪総合病院放射線科
同㸶年 鹿児島大学医学部放射線科 医員　　　
同 9年　 同上 助手　　　　　　　　　　
同 17 年 同上 講師
同 18 年 同上退局 
 今給㯪総合病院放射線科 治療部長
平成9年 日本医学放射線学会 専門医（第2999ྕ）
同 12 年 博士学（鹿児島大学　医ㄽ第 1267 ྕ）
同 13 年 日本放射線⭘⒆学会 ㄆ定医（第 336 ྕ）
同 25 年 研修指導者ㄆ定
 （日本医学放射線学会 第 R07590RO ྕ）
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部長 松 ῧ 大 助 小 ⋢ ဴ 史

؇ҩྍՊ
、

࠙㌟య≧ᢸᙜ㸹ᯇῧຓࠚ

　2015年4月から、ࡑれまで天㝧会中央病院緩和ケ

ア病Ჷで活㌍ࡉれていたྜྷᅧࡉんが中央病院を退

職ࡉれてᙜチームに新たに加ࡾࢃましたࠋ

Ӑ⦆࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳࢣӑ

㌟体症状ᢸᙜ医師：松ῧ大助
⢭⚄⭘⒆ᢸᙜ医師：小⋢ဴ史
専従看護師：᪩㷂⋹子、ᒾ山⣖
保健師：᳜ᒇ᫂代
MSW：ྜྷᅧஂ子
薬剤部：ᑿ上博㝯、㈈㛫ᐩ士子、中┠㈗子、
　　　　ᇼ内ᬛ⿱、๓畠一
リハビリテーション部：ᮌ原ᬛ美、重Ỉᬛ子、
　　　　高田ዡ、ྂ市寿子、宮之原俊一
栄養管理部：田中美ᕹ

Ӑ講⩏ӑ

㬅ต高等学校看護学科専門課⛬
2015年5月～6月
呼吸器疾患㸹10㛫、緩和ケアᴫㄽ㸹2㛫
松ῧ大助

鹿児島医療センター緩和ケア研修会
2015年1月11日　緩和ケアᴫㄽ　松ῧ大助

鹿児島大学緩和ケア研修会
2015年3月7日　呼吸ᅔ㞴　松ῧ大助

南九州病院緩和ケア研修会
2015年7月5日　呼吸ᅔ㞴　松ῧ大助

南㢼病院緩和ケア研修会
2015年11月21日　呼吸ᅔ㞴　松ῧ大助

࠙⢭⚄⭘⒆ᢸᙜ㸹ᑠ⋢ဴྐࠚ

　2015年の⢭⚄科診ᐹのコンサルト107ࡣ௳で࠶

んዶが᭱ከでࡏ2014年同ᵝࡣ౫㢗内ᐜとして、ࡾ

࠺、合ኻ調症⤫ࡣ⢭⚄疾患のコンサルトࠋった࠶

つ病、不安㞀ᐖ、パーࢯナリティー㞀ᐖとከᒱに

診療内科のཷ診ࡣしくࡶ⢭⚄科ࡕ࠺のࡑ、ࡾたࢃ

Ṕの࠶るࡶの33ࡣ௳で࠶った2016ࠋ年度から⢭⚄

疾患診療加⟬を⟬定することとなるが、現状で1ࡣ

年㛫の┠ᶆ௳ᩘ（20௳௨上）ࡣ㐩成しているࡶの

の、ධ院3日௨内にコンサルトが࠶ったࡶの5ࡣ௳

⛬度に㐣ぎない3ࠋ日௨内に⢭⚄科診ᐹにつなࡆる

体制࡙くࡾが課㢟となるࠋ

Ӑ講⩏ӑ

がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会
コミュࢽケーション講師、フシリテーター
平成27年1月11�12日 鹿児島医療センター
平成27年3月7�8日　 鹿児島大学病院
平成27年5月23�24日 県立薩南病院
平成27年6月27�28日 松山赤十字病院
平成27年7月12日 国立病院機ᵓ 南九州病院
平成27年8月22�23日 ῭生会川内病院
平成27年9月5�6日 県民健ᗣプラザ
   鹿ᒇ医療センター
平成27年10月24�25日 今給㯪総合病院
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⑊③コントロール
⑊③௨外の㌟体症状
メンタルケア
家族ケア
退院・㌿院支援
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部長 中 ⚰ ஂ 彦

์ࣹઢྍ࣏Պ

　平成19年10月にᙜ院での本᱁的な放射線治療の
ための「リࢽアックセンター」が開設ࡉれて、᪤
に8年༙が⤒㐣いたしましたࠋ

　開設ᙜึ年㛫300名㏆くで࠶った放射線治療患者
年㛫200名๓後で推⛣しておࡣ減し、᭱㏆ࡣんࡉ
㏆㞄施設での高性能治療⨨の新規導ධࠋますࡾ
及び᭦新、ᙜ院診᩿医をྵむ放射線科常医の減
少、ࡑれに新規化学療法への治療法⛣行等、ᵝࠎ
なせᅉが関連しているのでࡣないかと推ᐹしてお
っていると感ࢃ加ࡶ㌟のຊ量不㊊⮬⚾ࠋますࡾ
ዧ㜚をᚰࠎんのための日ࡉ๓の患者║ࡣ㏆᭱、ࡌ
けておࡾますࠋ

　ᙜ地域の人ཱྀ規ᶍやᮍࡔ改ၿにஈしい治療医の
マンパワーを考៖すれࡤ、今後の㐣な放射線治
療施設のቑ大及びᣑᩓࡣ一施設ᙜたࡾでの十分な
患者ᩘの減少の危㝤性がࡾ࠶ますࠋ↷射ရ質の低
下、不採⟬部門への㌿ⴠ、及び長年✚ࡳ上ࡆてき
た放射線治療へのಙ㢗ኻቒの៧き┠をᣍかないた
めにࡶ、指導的お立ሙの᪉ࠎにၟࡣ業⩏とࡣ一
線を⏬した⇍考及びがん患者ࡉんお一人お一人の
ためのィ⏬的㓄⨨をᮇᚅいたしますࠋ

　幸いにしてඛ日、⣙10年にࢃたࡾᙜ院の一␒の
ᠱで࠶った新⠏⛣㌿ඛが交通局㊧に決定いたし
ましたࠋ㏆年院にẚて㐜れをとっていたᙜ院
リࢽアックのハードウェアが3年後ࡣ流に合ࡏࢃ
て一Ẽに᭱新のࡶのにアップデートࡉれるࡶのと
ᮇᚅしておࡾますࠋ現在のSRT�定集光放射線治
療�に加えて、新病院でࡣIGRT�⏬ീㄏ導放射線治
療�及びIMRT�ᙉ度ኚ調放射線治療�がከくの患者ࡉ
んに㐺用ࡉれることがᚲ㡲と考えますࠋ

　ᙜ院ࡣコバルト60の代からの実⦼で30ࡣ年を
㉸え、放射線治療ㄆ定医1名に加えて、放射線治療
ㄆ定技師3名及び放射線治療ㄆ定看護師1名を᧦す
る鹿児島県地域がん拠点病院ですࠋᚤຊながら鹿
児島のがん患者ࡉんのお役に立てるく、ึ診を
ᛀれࡎ、ㅬに日ࠎ⢭進していきたいと考えてお
ࠋますࡾ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

放射線治療科 部長 中⚰ஂ彦
�⤒Ṕ・資᱁ !
平成ඖ年 宮崎医科大学卒業
 鹿児島大学医学部放射線科ධ局 研修医
同 3年 国立がんセンター中央病院
 放射線治療部レジデント �国内␃学 �
同 6年 一ㄔ会 ୕宅病院
同 7年 今給㯪総合病院放射線科
同㸶年 鹿児島大学医学部放射線科 医員　　　
同 9年　 同上 助手　　　　　　　　　　
同 17 年 同上 講師
同 18 年 同上退局 
 今給㯪総合病院放射線科 治療部長
平成9年 日本医学放射線学会 専門医（第2999ྕ）
同 12 年 博士学（鹿児島大学　医ㄽ第 1267 ྕ）
同 13 年 日本放射線⭘⒆学会 ㄆ定医（第 336 ྕ）
同 25 年 研修指導者ㄆ定
 （日本医学放射線学会 第 R07590RO ྕ）
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部長 松 ῧ 大 助 小 ⋢ ဴ 史

؇ҩྍՊ
、

࠙㌟య≧ᢸᙜ㸹ᯇῧຓࠚ

　2015年4月から、ࡑれまで天㝧会中央病院緩和ケ

ア病Ჷで活㌍ࡉれていたྜྷᅧࡉんが中央病院を退

職ࡉれてᙜチームに新たに加ࡾࢃましたࠋ

Ӑ⦆࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳࢣӑ

㌟体症状ᢸᙜ医師：松ῧ大助
⢭⚄⭘⒆ᢸᙜ医師：小⋢ဴ史
専従看護師：᪩㷂⋹子、ᒾ山⣖
保健師：᳜ᒇ᫂代
MSW：ྜྷᅧஂ子
薬剤部：ᑿ上博㝯、㈈㛫ᐩ士子、中┠㈗子、
　　　　ᇼ内ᬛ⿱、๓畠一
リハビリテーション部：ᮌ原ᬛ美、重Ỉᬛ子、
　　　　高田ዡ、ྂ市寿子、宮之原俊一
栄養管理部：田中美ᕹ

Ӑ講⩏ӑ

㬅ต高等学校看護学科専門課⛬
2015年5月～6月
呼吸器疾患㸹10㛫、緩和ケアᴫㄽ㸹2㛫
松ῧ大助

鹿児島医療センター緩和ケア研修会
2015年1月11日　緩和ケアᴫㄽ　松ῧ大助

鹿児島大学緩和ケア研修会
2015年3月7日　呼吸ᅔ㞴　松ῧ大助

南九州病院緩和ケア研修会
2015年7月5日　呼吸ᅔ㞴　松ῧ大助

南㢼病院緩和ケア研修会
2015年11月21日　呼吸ᅔ㞴　松ῧ大助

࠙⢭⚄⭘⒆ᢸᙜ㸹ᑠ⋢ဴྐࠚ

　2015年の⢭⚄科診ᐹのコンサルト107ࡣ௳で࠶

んዶが᭱ከでࡏ2014年同ᵝࡣ౫㢗内ᐜとして、ࡾ

࠺、合ኻ調症⤫ࡣ⢭⚄疾患のコンサルトࠋった࠶

つ病、不安㞀ᐖ、パーࢯナリティー㞀ᐖとከᒱに

診療内科のཷ診ࡣしくࡶ⢭⚄科ࡕ࠺のࡑ、ࡾたࢃ

Ṕの࠶るࡶの33ࡣ௳で࠶った2016ࠋ年度から⢭⚄

疾患診療加⟬を⟬定することとなるが、現状で1ࡣ

年㛫の┠ᶆ௳ᩘ（20௳௨上）ࡣ㐩成しているࡶの

の、ධ院3日௨内にコンサルトが࠶ったࡶの5ࡣ௳

⛬度に㐣ぎない3ࠋ日௨内に⢭⚄科診ᐹにつなࡆる

体制࡙くࡾが課㢟となるࠋ

Ӑ講⩏ӑ

がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会
コミュࢽケーション講師、フシリテーター
平成27年1月11�12日 鹿児島医療センター
平成27年3月7�8日　 鹿児島大学病院
平成27年5月23�24日 県立薩南病院
平成27年6月27�28日 松山赤十字病院
平成27年7月12日 国立病院機ᵓ 南九州病院
平成27年8月22�23日 ῭生会川内病院
平成27年9月5�6日 県民健ᗣプラザ
   鹿ᒇ医療センター
平成27年10月24�25日 今給㯪総合病院
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⑊③コントロール
⑊③௨外の㌟体症状
メンタルケア
家族ケア
退院・㌿院支援
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部長 白 濱 　 浩

පཧஅՊ

　2015年ࡶ大㐣なく⤊えることができ、まࡣࡎⓙᵝに感ㅰしますࠋ

　現在、部門コンࣆューターシステムのᵓ⠏を行っていますが、やっと全体のᵓ㐀が決定し、システム会社
でのプログラムのస成にධるとこࢁまでやってきましたࠋまたスライドプリンターやカセットプリンターの
導ධな病理ᶆ本స成㐣⛬の工⛬管理にᚲせな機ᮦの導ධが決定し、2016年のシステム✌働に向け進んでい
る状ែですࠋ

　ᙜ院でࡣ年度導ධした「i�Gens\」による㑇ఏ子ゎᯒࡶ㡰調に✌働し、(GFRやk�RASといった⒴治療に┤
⤖した㑇ఏ子検査ࡣ治医からの౫㢗後1ࡰ日で⤖ᯝを報࿌ྍ能な状ែとなっていますࠋまた、௨๓から
行っていた⭷⫗⭘の㑇ఏ子ゎᯒࡶ「i�Gens\」を用いることによࡾ報࿌までの㛫が㸱日から㸯日へと▷
ࠋれていますࡉ⦰

れた現ࡉ⣙25人ですが、医療が⣽分化・高度化ࡣて、鹿児島で実㝿に病理診᩿を行っている病理専門医ࡉ　
在、ྛ病理医がすての分㔝をカバーすることࡣᅔ㞴な状ែですࡑࠋの病院の特性や状ἣに合ࡏࢃてྛ病理
専門医が協ຊし鹿児島の医療に㈉献しよ࠺とດຊしておࡾますが、特に科学的な᰿拠（ච染Ⰽや㑇ఏ子ゎ
ᯒな）に基࡙く病理診᩿を┠指し今後ࡶ新しい技術や機器の導ධを行い、公┈法人で࠶るᙜ院でࡣこれら
の機器・技術を公開用していたࡔき鹿児島の医療に㈉献していきたいとᛮいますࠋ

࠙⌮㒊ࠚࣇࢵࢱࢫ

医師
白濱　浩　

日本病理学会病理専門医 日本臨床⣽⬊学会⣽⬊診専門医、
日本病理学会病理専門医研修指導医 臨床検査管理医、
鹿児島大学医学部臨床教授

田代　幸恵
日本病理学会病理専門医 日本臨床⣽⬊学会⣽⬊診専門医
日本病理学会病理専門医研修指導医 鹿児島大学医学部臨床教授

技師
ᚨ永　ᩗ之（臨床病理技術士）
⫧後　┿　（臨床検査技師、国㝿⣽⬊検査士）
新ᮧ　Ὀ子（臨床検査技師）
田㎶　ᑦ子（臨床検査技師、国㝿⣽⬊検査士）
᭷ᮧ　㒓ྖ（臨床検査技師）

生検 内視㙾ษ㝖な

ᚰ血管
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部長 白 濱 　 浩

පཧஅՊ

　2015年ࡶ大㐣なく⤊えることができ、まࡣࡎⓙᵝに感ㅰしますࠋ

　現在、部門コンࣆューターシステムのᵓ⠏を行っていますが、やっと全体のᵓ㐀が決定し、システム会社
でのプログラムのస成にධるとこࢁまでやってきましたࠋまたスライドプリンターやカセットプリンターの
導ධな病理ᶆ本స成㐣⛬の工⛬管理にᚲせな機ᮦの導ධが決定し、2016年のシステム✌働に向け進んでい
る状ែですࠋ

　ᙜ院でࡣ年度導ධした「i�Gens\」による㑇ఏ子ゎᯒࡶ㡰調に✌働し、(GFRやk�RASといった⒴治療に┤
⤖した㑇ఏ子検査ࡣ治医からの౫㢗後1ࡰ日で⤖ᯝを報࿌ྍ能な状ែとなっていますࠋまた、௨๓から
行っていた⭷⫗⭘の㑇ఏ子ゎᯒࡶ「i�Gens\」を用いることによࡾ報࿌までの㛫が㸱日から㸯日へと▷
ࠋれていますࡉ⦰

れた現ࡉ⣙25人ですが、医療が⣽分化・高度化ࡣて、鹿児島で実㝿に病理診᩿を行っている病理専門医ࡉ　
在、ྛ病理医がすての分㔝をカバーすることࡣᅔ㞴な状ែですࡑࠋの病院の特性や状ἣに合ࡏࢃてྛ病理
専門医が協ຊし鹿児島の医療に㈉献しよ࠺とດຊしておࡾますが、特に科学的な᰿拠（ච染Ⰽや㑇ఏ子ゎ
ᯒな）に基࡙く病理診᩿を┠指し今後ࡶ新しい技術や機器の導ධを行い、公┈法人で࠶るᙜ院でࡣこれら
の機器・技術を公開用していたࡔき鹿児島の医療に㈉献していきたいとᛮいますࠋ

࠙⌮㒊ࠚࣇࢵࢱࢫ

医師
白濱　浩　

日本病理学会病理専門医 日本臨床⣽⬊学会⣽⬊診専門医、
日本病理学会病理専門医研修指導医 臨床検査管理医、
鹿児島大学医学部臨床教授

田代　幸恵
日本病理学会病理専門医 日本臨床⣽⬊学会⣽⬊診専門医
日本病理学会病理専門医研修指導医 鹿児島大学医学部臨床教授

技師
ᚨ永　ᩗ之（臨床病理技術士）
⫧後　┿　（臨床検査技師、国㝿⣽⬊検査士）
新ᮧ　Ὀ子（臨床検査技師）
田㎶　ᑦ子（臨床検査技師、国㝿⣽⬊検査士）
᭷ᮧ　㒓ྖ（臨床検査技師）
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࠙院እ活動ࡧࡼ࠾Ꮫ会活動ࠚ

01月17日 第14回えびのカンフレンス（⫈講：田㎶）

02月07日 日本臨床⣽⬊学会鹿児島県支部総会（⫈講：白濱・田代・⫧後・田㎶）

02月08日 第1回鹿児島セミナー（呼吸器⣽⬊診）（⫈講：⫧後・田㎶）

04月12日 子宮の日キࣕン࣌ーン（実行委員：田㎶・᭷ᮧ）

04月30日 第104回日本病理学会総会（⫈講：田代）

06月13日 第56回日本臨床⣽⬊学会Ꮨ大会（⫈講：白濱・⫧後）

06月21日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：田㎶）

06月28日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：田㎶）

07月25日 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会（座長㸹白濱、事務局：⫧後・田㎶）

08月23日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：⫧後）

10月03日 鹿児島O\PSKoPD FonIerenFe 2015（コメンテーター：田代）

10月04日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：田㎶）

10月11日 第12回鹿児島ワークショップ（⫈講：⫧後・᭷ᮧ）

11月05日 第61回日本病理学会⛅Ꮨ特別総会（⫈講：白濱）

11月10日 鹿児島病理集談会催（座長：白濱、Ⓨ表：田代）

11月21日 第54回日本臨床⣽⬊学会⛅Ꮨ大会（⫈講：田代・田㎶）

11月28日 第347回九州スライドカンフレンス（⫈講：白濱・田代）

11月29日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：田㎶）

・術中㎿㏿診᩿： 164௳（内、院外からの౫㢗：3௳）
 （H23年度：255௳、H24年度:255௳、H25年度：218௳、H26年度：193௳））

・院外からの血液疾患関連MDrker検⣴および診᩿౫㢗：28௳
 （H23年度：44௳、H24年度:29௳、H25年度：32௳、H26年度：50௳）

・院外からのච染Ⰽ౫㢗（パラフィンษ∦による）：1942௳
 （H23年度：1,257௳、H24年度:1,405௳、H25年度：1,639௳、H26年度：1,787௳）

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

部長 ᯘ ⱱ 

ྍՊࡏ
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࠙デ⒪⛉⤂ࠚ

　平成27年12月現在、在宅診療科ࡣ年同ᵝ常医2名体制をとっていますࠋ通院がᅔ㞴で⮬宅療養をᕼᮃ

科医師の協、ࡾᙜ科2名の医師が中ᚰとなࡣゼၥ診ᐹにࠋれている᪉を対象にゼၥ診ᐹを行っていますࡉ

ຊࡶ㡬き、また理学・స業療法士及び在宅医療部の保健師・看護師と連携をᅗࡾつつゼၥ診ᐹを行っていま

すࠋ基本的に、2回／月の定ᮇゼၥ診ᐹを行っておࡾますࠋ

　ᙜ科௨外に、⚄⤒内科、総合内科の 4人のඛ生に協ຊいたࡔいておࡾますࠋ 平成 27 年 4 月に⚄⤒内科 㔝ᮧ

医師が㌿となࡾ、代ࢃってᙜ院⚄⤒内科に᮶られました⮻ඖ医師にᚚ協ຊを㡬き、診療を行っておࡾますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

ᖖ་
ᯘ　ⱱ　日本内科学会ㄆ定内科医、日本内科学会総合内科専門医、日本⚄⤒学会専門医
⏥ᩫ　ኴ　日本内科学会ㄆ定内科医、日本⚄⤒学会専門医

ゼၥデᐹ་師
⏥ᩫ医師、ᯘ医師、㔝ᮧ医師�⚄⤒内科�、生㔝医師�総合内科�、二ᮌ医師�総合内科�、
୕宅医師�総合内科�、⮻ඖ医師�⚄⤒内科�

࠙デ⒪≧ἣࠚ

　平成27年12月31日においてᙜ院在宅医療部のゼၥ診療をཷけられた᪉22ࡣ名となっていますࠋ

　全㌟状ែがᝏ化したሙ合ࡣ、在宅で対応するሙ合࠶ࡶれࡤ、ධ院での治療ࡶ行っておࡾますࠋ高㱋の᪉が

ከく、ධ院回ᩘがከくなるととࡶにご本人の介護度が高くなࡾ、介護者の㈇ᢸがቑ大し⮬宅での介護がᅔ㞴

となࡾ、療養ᆺ病院にධ院またࡣධ院施設ධᡤとなる᪉、࠶るいࡣஸくなられた᪉ࡶおられますࠋゼၥ診ᐹ

の人ᩘࡣ減少ഴ向でࡾ࠶ましたが、本年᭱ࡣ⤊的に3人ቑ加しておࡾますࠋ

　平成27年の診療実⦼ࡣ下グのよ࠺な状ἣでࡾ࠶ますࠋ

年㛫ゼၥ診ᐹ患者総ᩘ　47名（⏨性 27名　ዪ性20名）�ゼၥ診ᐹ：22名　⏨性　10名　ዪ性　12名�

࠙ᖺ㛫ゼၥデᐹ患者ᩘࠚ

࠙患者ᖺ௧ࠚ
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0
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（ゼၥ診ᐹ）
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࠙院እ活動ࡧࡼ࠾Ꮫ会活動ࠚ

01月17日 第14回えびのカンフレンス（⫈講：田㎶）

02月07日 日本臨床⣽⬊学会鹿児島県支部総会（⫈講：白濱・田代・⫧後・田㎶）

02月08日 第1回鹿児島セミナー（呼吸器⣽⬊診）（⫈講：⫧後・田㎶）

04月12日 子宮の日キࣕン࣌ーン（実行委員：田㎶・᭷ᮧ）

04月30日 第104回日本病理学会総会（⫈講：田代）

06月13日 第56回日本臨床⣽⬊学会Ꮨ大会（⫈講：白濱・⫧後）

06月21日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：田㎶）

06月28日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：田㎶）

07月25日 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会（座長㸹白濱、事務局：⫧後・田㎶）

08月23日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：⫧後）

10月03日 鹿児島O\PSKoPD FonIerenFe 2015（コメンテーター：田代）

10月04日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：田㎶）

10月11日 第12回鹿児島ワークショップ（⫈講：⫧後・᭷ᮧ）

11月05日 第61回日本病理学会⛅Ꮨ特別総会（⫈講：白濱）

11月10日 鹿児島病理集談会催（座長：白濱、Ⓨ表：田代）

11月21日 第54回日本臨床⣽⬊学会⛅Ꮨ大会（⫈講：田代・田㎶）

11月28日 第347回九州スライドカンフレンス（⫈講：白濱・田代）

11月29日 平成27年度⣽⬊検査士養成研修会（スタッフ：田㎶）

・術中㎿㏿診᩿： 164௳（内、院外からの౫㢗：3௳）
 （H23年度：255௳、H24年度:255௳、H25年度：218௳、H26年度：193௳））

・院外からの血液疾患関連MDrker検⣴および診᩿౫㢗：28௳
 （H23年度：44௳、H24年度:29௳、H25年度：32௳、H26年度：50௳）

・院外からのච染Ⰽ౫㢗（パラフィンษ∦による）：1942௳
 （H23年度：1,257௳、H24年度:1,405௳、H25年度：1,639௳、H26年度：1,787௳）

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕

部長 ᯘ ⱱ 

ྍՊࡏ

80-89

90-99ேᩘ㸦ே㸧 50-59

70-79

60-6960-69

࠙デ⒪⛉⤂ࠚ

　平成27年12月現在、在宅診療科ࡣ年同ᵝ常医2名体制をとっていますࠋ通院がᅔ㞴で⮬宅療養をᕼᮃ

科医師の協、ࡾᙜ科2名の医師が中ᚰとなࡣゼၥ診ᐹにࠋれている᪉を対象にゼၥ診ᐹを行っていますࡉ

ຊࡶ㡬き、また理学・స業療法士及び在宅医療部の保健師・看護師と連携をᅗࡾつつゼၥ診ᐹを行っていま

すࠋ基本的に、2回／月の定ᮇゼၥ診ᐹを行っておࡾますࠋ

　ᙜ科௨外に、⚄⤒内科、総合内科の 4人のඛ生に協ຊいたࡔいておࡾますࠋ 平成 27 年 4 月に⚄⤒内科 㔝ᮧ

医師が㌿となࡾ、代ࢃってᙜ院⚄⤒内科に᮶られました⮻ඖ医師にᚚ協ຊを㡬き、診療を行っておࡾますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

ᖖ་
ᯘ　ⱱ　日本内科学会ㄆ定内科医、日本内科学会総合内科専門医、日本⚄⤒学会専門医
⏥ᩫ　ኴ　日本内科学会ㄆ定内科医、日本⚄⤒学会専門医

ゼၥデᐹ་師
⏥ᩫ医師、ᯘ医師、㔝ᮧ医師�⚄⤒内科�、生㔝医師�総合内科�、二ᮌ医師�総合内科�、
୕宅医師�総合内科�、⮻ඖ医師�⚄⤒内科�

࠙デ⒪≧ἣࠚ

　平成27年12月31日においてᙜ院在宅医療部のゼၥ診療をཷけられた᪉22ࡣ名となっていますࠋ

　全㌟状ែがᝏ化したሙ合ࡣ、在宅で対応するሙ合࠶ࡶれࡤ、ධ院での治療ࡶ行っておࡾますࠋ高㱋の᪉が

ከく、ධ院回ᩘがከくなるととࡶにご本人の介護度が高くなࡾ、介護者の㈇ᢸがቑ大し⮬宅での介護がᅔ㞴

となࡾ、療養ᆺ病院にධ院またࡣධ院施設ධᡤとなる᪉、࠶るいࡣஸくなられた᪉ࡶおられますࠋゼၥ診ᐹ

の人ᩘࡣ減少ഴ向でࡾ࠶ましたが、本年᭱ࡣ⤊的に3人ቑ加しておࡾますࠋ

　平成27年の診療実⦼ࡣ下グのよ࠺な状ἣでࡾ࠶ますࠋ

年㛫ゼၥ診ᐹ患者総ᩘ　47名（⏨性 27名　ዪ性20名）�ゼၥ診ᐹ：22名　⏨性　10名　ዪ性　12名�
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�㒊㛛報告�ྛデ⒪⛉報告
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࠙ᖹᡂ �� ᖺࠉ᭶ูゼၥ┳ㆤ௳ᩘࠚ

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合ィ（௳）
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ゼၥ看護
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ゼၥ診ᐹ

（緩和診ᐹ）

࠙ᖹᡂ �� ᖺ�᭶ูゼၥ┳ㆤ௳ᩘࠚ
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࠙主患ྡ 㸦ゼၥデᐹ、ゼၥ┳ㆤ㸧ࠚ

疾患

⚄⤒⣔疾患

ᝏ性新生≀

ᚠ⎔器疾患

呼吸器疾患

ᦆ傷、中ẘ外ᅉのᙳ㡪

ᒀ路器⣔疾患

消化器⣔

内分Ἢ⣔・代ㅰ疾患

⢭⚄及び行動㞀ᐖ

感染症

（人）
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ゼၥデᐹ࣭┳ㆤの患ྜ㸦ே㸧
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�㒊㛛報告�ྛデ⒪⛉報告
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࠙主患ྡ 㸦ゼၥデᐹ、ゼၥ┳ㆤ㸧ࠚ
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部長 㙊 田 ࣘ ミ 子

Պࣃ

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉Ⰽࠚ

　平成18年8月に歯科ཱྀ⭍外科が開設ࡉれ、ᙜึࡣ
歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士、ཷ付ྛ1名の
常スタッフと㠀常歯科医師でスタートしまし
たࡑࠋの後、一⯡の歯科治療やཱྀ⭍ケアをᚲせと
する外᮶・ධ院患者ᵝのቑ加にకい、平成24年4月
に新たに歯科をᶆᴶ科として開設しましたࠋ
　診療ࡣ、に今給㯪総合病院ධ院中の患者ᵝや
科からの⤂介患者ᵝ、本院スタッフの歯科治療
やཱྀ⭍ケアを和会クリࢽック歯科外᮶にて行っ
ていますࠋまた、ධ院患者ᵝで外᮶ཷ診できない
᪉にࡣ、㝶、病ᐊへ 診して診療していますࠋ

　診療内ᐜ࠺、ࡣ⼃・᰿管治療、歯࿘治療、ෙや
ブリッジ、⩏歯なの補⥛治療ですࠋ
　一⯡の歯科診療に加え、病院歯科で࠶ࡶること
から、ධ院患者ᵝのཱྀ⭍ケアにࡶ✚ᴟ的にྲྀࡾ⤌
んでいますࠋ高㱋者やᐷたきࡾの患者ᵝࡣ、ご⮬
㌟でཱྀ⭍ケアをできないことがከく、ཱྀ⭍内ở染
が進んࡾࡔ、㣧ࡳ㎸むຊが低下したࡾするなで
誤嚥性肺炎をⓎ症するリスクが高くなࡾますࠋこ
の予防にࡣ、ཱྀ⭍ケアが᭷ຠで࠶るとゝࢃれてお
ケ⭍ཱྀ、ࡾ平成22年6月に院内のከ職種が集ま、ࡾ
アチームを立ࡕ上ࡆ、定ᮇ的にຮᙉ会や研修会を
開催したࡾ、ཱྀ⭍ケアの病Ჷラウンドを行ったࡾ
して、ධ院患者ᵝのཱྀ⭍ケアの質の向上をᅗࡾ、
誤嚥性肺炎予にᐤできるよ࠺にດめていますࠋ
また、ཱྀ⭍ケアチームメンバーࡣ、ከ職種の集ま
るため、ཱྀ⭍ケア学会参加や学会ㄆ定資᱁࠶でࡾ
をྲྀᚓするなしてཱྀ⭍ケアに関する▱㆑やスキ
ルの向上にດめていますࠋ

　また、院内のNST（栄養サポートチーム）にࡶ参
加しておࡾ、NST対象患者ᵝのཱྀ⭍アセスメントを
行い、栄養状ែがよくない患者ᵝのཱྀ⭍内やධれ
歯のၥ㢟の᪩ᮇⓎ見にດめていますࠋNST対象の患
者ᵝࡣご高㱋の᪉ࡶከく、ධれ歯の調子やཱྀ⭍衛
生状ែがよくない᪉ࡶከく見られます࠺ࡑࠋい࠺
患者ᵝがいらしたሙ合ࡣ、㏿やかに歯科医師や歯
科衛生士が、⩏歯調整やཱྀ⭍ケアなを行い、ཱྀ
⭍衛生状ែの改ၿをᅗࡾ、食るためのおཱྀసࡾ
の‽ഛをサポートしていますࠋ

　本院ࡣがん拠点病院でࡾ࠶、がん治療をཷける
患者ᵝࡶከくいらっしゃいますࠋがん治療の中で
のసࡑ、ࡣでᢠがん剤治療や放射線治療なࡶ
用でひい③ࡳをకཱྀ࠺⭍⢓⭷炎になるሙ合が࠶
こࠋますࡾ࠶ࡶに支㞀をきたすこと食事な、ࡾ
のཱྀ⭍⢓⭷炎ࡣ、がん治療๓から、歯科で専門的
なཱྀ⭍ケアを行い、ཱྀ⭍内をΎ₩に保つことで、
㍍症化をᅗることができるとゝࢃれていますࠋ　

外᮶患者ᩘ・手術௳ᩘࡣ歯科ཱྀ⭍外科にᥖ㍕

この専門的なཱྀ⭍ケアを行࠺体となる歯科衛生
士ࡣ現在3名おࡾ、がん治療をཷける患者ᵝがཱྀ⭍
トラブルにᝎまࡉれることなく、がん治療を㐙行
できるよ࠺サポートしていますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

部長　㙊田　ࣘミ子（歯科医師）
資　　᱁：日本摂食嚥下リハビリテーション
学会ㄆ定士
ᡤ属学会：日本補⥛歯科学会、日本老年歯科
医学会、日本摂食嚥下リハビリテーション学
会、日本ཱྀ⭍ケア学会

࠙院ᣦᐃࠚ
平成25年～　鹿児島大学医学部・歯学部㝃属病院

　歯科医師臨床研修プログラム　研修協ຊ施設

　　　　　　鹿児島大学医学部・歯学部㝃属病院

　歯科医師臨床研修　研修歯科医ཷけධれ

࠙講⩏ࠚ
専門学校講師：鹿児島歯科学院専門学校技工士科

　㠀常講師

࠙研修会ࠚ

今給㯪総合病院　ཱྀ⭍ケア研修会

2015年3月13日　開催

「༓㫽ᶫ病院におけるཱྀ⭍ケアの実㝿　～RST

活動のྲྀࡳ⤌ࡾ～」

講師：༓㫽ᶫ病院㝃属歯科診療ᡤ

　　　歯科衛生士　山ᓊ┾⏤美　ඛ生

今給㯪総合病院　NST・ཱྀ⭍ケアチーム合同研修会

2015年9月16日　開催

「日本の医療をཱྀからኚえよ࠺！　～急性ᮇ

からጞめるཱྀ⭍ケア・⤒ཱྀ摂ྲྀカ⦎～」

講師：産業医科大学リハビリテーション医学講座

高畠ⱥ　ඛ生

部長 ྜྷ 田 雅 ྖ

Պ֎ߢޱՊࣃ

࠙デ⒪ෆᐜࠚ

　歯科ཱྀ⭍外科ࡣ、平成 18 年 8 月 1 日に開設ࡉれましたࠋ現在、歯科と歯科ཱྀ⭍外科をᶆᴶして日常診療

を行っていますࠋ歯科ࡣ一⯡歯科を常歯科医師㸯名がᢸᙜし、歯科ཱྀ⭍外科外᮶診療ࡣ、常歯科医師㸰

名がにᢸᙜしていますࠋ歯科衛生士㸱名、歯科技工士㸯名、およびཷ付㸯名の常スタッフが歯科と歯科

ཱྀ⭍外科をව務し、ᙜ院のධ院患者やスタッフ、ࡉらにご⤂介いたࡔいた患者ᵝの治療をに行っていますࠋ

また、ᙜ科ࡣ長崎大学歯学部ཱྀ⭍外科の関連病院となࡾ、常歯科医師の派遣が行ࢃれるよ࠺になࡾましたࠋ

　診療ࡣ、に和会クリࢽックで外᮶診療を、今給㯪総病院でධ院診療を行っていますࠋࠋ

㸯㸬外᮶治療

㸯） ᇙఅᬛ歯ᢤ歯を中ᚰとしたᢤ歯、歯の◚ᢡや歯ᵴ骨骨ᢡ、歯᰿の࠺⬊や⢓液の࠺⬊なのฟ術、

㢡関節症、および外傷治療

㸰） スポーツ選手に対するマウスガード（マウスࣆース）のస成やညࡳ合ࡏࢃのチェックなを行࠺

スポーツ歯科

㸱） 㢡▹ṇ手術患者の術๓・術後管理

㸰㸬ධ院治療

㸯）㢡▹ṇ手術：ࡉまࡊまな㢡ኚᙧ症に対応した手術が行ࢃれています᭱ࠋ ㏆のഴ向としてࡣ、小下

㢡による╧╀↓呼吸症候群患者の㢡骨ᙧ成術がቑ加していますࠋ

㸰） ᭷病者のᢤ歯や外科治療

㸱） ࡉまࡊまなཱྀ⭍外科的疾患の手術や治療に対応しておࡾますࠋ

　本院ࡣ、科との連携が㠀常にスムーズで、᭷病者の患者ᵝࢁࡕࡶࡣんのこと、常に安ᚰできる歯科医療を

ᥦ౪できる⎔ቃが整っておࡾますࡑࠋの一⎔として、歯科と歯科ཱྀ⭍外科との役分ᢸ化をᅗࡾ、歯科部長の

㙊田ඛ生が院内の᰾としてཱྀ⭍ケアチームを立ࡕ上ࡆ、総合的にධ院患者や外科手術๓患者のཱྀ⭍Ύᤲにດ

め、嚥下性肺炎の防止、外科手術後の創感染ྍ能性の減少にດめていますࠋ

　看護師やࡑののスタッフの᪉ࠎの献㌟的な支えが࠶って、実した診療が行えているとᛮいますࡉࠋら

に、ດຊし、今給㯪総合病院・和会クリࢽックから情報Ⓨಙがฟ᮶るよ࠺、㡹ᙇっていきたいとᛮいますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

ྜྷ田雅ྖ（歯科医師）専門分㔝：歯科ཱྀ⭍外科、スポーツ歯科

日本ཱྀ⭍外科学会 指導医 専門医、日本㢡㢦㠃インプラント学会　指導医、

日本スポーツ歯科医学会 理事 評議員、日本⮬ᕫ血㍺血学会 理事 評議員、

日本体育協会ㄆ定スポーツデンティスト、鹿児島大学㠀常講師、長崎大学㠀常講師、

ࣖンࢦン歯科大学ᐈ員教授

ྂ㈡ႛ（歯科医師）専門分㔝：歯科ཱྀ⭍外科、一⯡歯科

日本ཱྀ⭍外科学会　専修医

℩ᡞ山ᬛ㤶（歯科衛生士）　日本スポーツ歯科医学学会ㄆ定スポーツデンタルハイジࢽスト
ྜྷ田༓代子（歯科衛生士）
‶ᑿ⿱子（歯科衛生士）
๓田まか（歯科技工士）
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部長 㙊 田 ࣘ ミ 子

Պࣃ

࠙デ⒪ෆᐜ࣭≉Ⰽࠚ

　平成18年8月に歯科ཱྀ⭍外科が開設ࡉれ、ᙜึࡣ
歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士、ཷ付ྛ1名の
常スタッフと㠀常歯科医師でスタートしまし
たࡑࠋの後、一⯡の歯科治療やཱྀ⭍ケアをᚲせと
する外᮶・ධ院患者ᵝのቑ加にకい、平成24年4月
に新たに歯科をᶆᴶ科として開設しましたࠋ
　診療ࡣ、に今給㯪総合病院ධ院中の患者ᵝや
科からの⤂介患者ᵝ、本院スタッフの歯科治療
やཱྀ⭍ケアを和会クリࢽック歯科外᮶にて行っ
ていますࠋまた、ධ院患者ᵝで外᮶ཷ診できない
᪉にࡣ、㝶、病ᐊへ 診して診療していますࠋ

　診療内ᐜ࠺、ࡣ⼃・᰿管治療、歯࿘治療、ෙや
ブリッジ、⩏歯なの補⥛治療ですࠋ
　一⯡の歯科診療に加え、病院歯科で࠶ࡶること
から、ධ院患者ᵝのཱྀ⭍ケアにࡶ✚ᴟ的にྲྀࡾ⤌
んでいますࠋ高㱋者やᐷたきࡾの患者ᵝࡣ、ご⮬
㌟でཱྀ⭍ケアをできないことがከく、ཱྀ⭍内ở染
が進んࡾࡔ、㣧ࡳ㎸むຊが低下したࡾするなで
誤嚥性肺炎をⓎ症するリスクが高くなࡾますࠋこ
の予防にࡣ、ཱྀ⭍ケアが᭷ຠで࠶るとゝࢃれてお
ケ⭍ཱྀ、ࡾ平成22年6月に院内のከ職種が集ま、ࡾ
アチームを立ࡕ上ࡆ、定ᮇ的にຮᙉ会や研修会を
開催したࡾ、ཱྀ⭍ケアの病Ჷラウンドを行ったࡾ
して、ධ院患者ᵝのཱྀ⭍ケアの質の向上をᅗࡾ、
誤嚥性肺炎予にᐤできるよ࠺にດめていますࠋ
また、ཱྀ⭍ケアチームメンバーࡣ、ከ職種の集ま
るため、ཱྀ⭍ケア学会参加や学会ㄆ定資᱁࠶でࡾ
をྲྀᚓするなしてཱྀ⭍ケアに関する▱㆑やスキ
ルの向上にດめていますࠋ

　また、院内のNST（栄養サポートチーム）にࡶ参
加しておࡾ、NST対象患者ᵝのཱྀ⭍アセスメントを
行い、栄養状ែがよくない患者ᵝのཱྀ⭍内やධれ
歯のၥ㢟の᪩ᮇⓎ見にດめていますࠋNST対象の患
者ᵝࡣご高㱋の᪉ࡶከく、ධれ歯の調子やཱྀ⭍衛
生状ែがよくない᪉ࡶከく見られます࠺ࡑࠋい࠺
患者ᵝがいらしたሙ合ࡣ、㏿やかに歯科医師や歯
科衛生士が、⩏歯調整やཱྀ⭍ケアなを行い、ཱྀ
⭍衛生状ែの改ၿをᅗࡾ、食るためのおཱྀసࡾ
の‽ഛをサポートしていますࠋ

　本院ࡣがん拠点病院でࡾ࠶、がん治療をཷける
患者ᵝࡶከくいらっしゃいますࠋがん治療の中で
のసࡑ、ࡣでᢠがん剤治療や放射線治療なࡶ
用でひい③ࡳをకཱྀ࠺⭍⢓⭷炎になるሙ合が࠶
こࠋますࡾ࠶ࡶに支㞀をきたすこと食事な、ࡾ
のཱྀ⭍⢓⭷炎ࡣ、がん治療๓から、歯科で専門的
なཱྀ⭍ケアを行い、ཱྀ⭍内をΎ₩に保つことで、
㍍症化をᅗることができるとゝࢃれていますࠋ　

外᮶患者ᩘ・手術௳ᩘࡣ歯科ཱྀ⭍外科にᥖ㍕

この専門的なཱྀ⭍ケアを行࠺体となる歯科衛生
士ࡣ現在3名おࡾ、がん治療をཷける患者ᵝがཱྀ⭍
トラブルにᝎまࡉれることなく、がん治療を㐙行
できるよ࠺サポートしていますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

部長　㙊田　ࣘミ子（歯科医師）
資　　᱁：日本摂食嚥下リハビリテーション
学会ㄆ定士
ᡤ属学会：日本補⥛歯科学会、日本老年歯科
医学会、日本摂食嚥下リハビリテーション学
会、日本ཱྀ⭍ケア学会

࠙院ᣦᐃࠚ
平成25年～　鹿児島大学医学部・歯学部㝃属病院

　歯科医師臨床研修プログラム　研修協ຊ施設

　　　　　　鹿児島大学医学部・歯学部㝃属病院

　歯科医師臨床研修　研修歯科医ཷけධれ

࠙講⩏ࠚ
専門学校講師：鹿児島歯科学院専門学校技工士科

　㠀常講師

࠙研修会ࠚ

今給㯪総合病院　ཱྀ⭍ケア研修会

2015年3月13日　開催

「༓㫽ᶫ病院におけるཱྀ⭍ケアの実㝿　～RST

活動のྲྀࡳ⤌ࡾ～」

講師：༓㫽ᶫ病院㝃属歯科診療ᡤ

　　　歯科衛生士　山ᓊ┾⏤美　ඛ生

今給㯪総合病院　NST・ཱྀ⭍ケアチーム合同研修会

2015年9月16日　開催

「日本の医療をཱྀからኚえよ࠺！　～急性ᮇ

からጞめるཱྀ⭍ケア・⤒ཱྀ摂ྲྀカ⦎～」

講師：産業医科大学リハビリテーション医学講座

高畠ⱥ　ඛ生

部長 ྜྷ 田 雅 ྖ

Պ֎ߢޱՊࣃ

࠙デ⒪ෆᐜࠚ

　歯科ཱྀ⭍外科ࡣ、平成 18 年 8 月 1 日に開設ࡉれましたࠋ現在、歯科と歯科ཱྀ⭍外科をᶆᴶして日常診療

を行っていますࠋ歯科ࡣ一⯡歯科を常歯科医師㸯名がᢸᙜし、歯科ཱྀ⭍外科外᮶診療ࡣ、常歯科医師㸰

名がにᢸᙜしていますࠋ歯科衛生士㸱名、歯科技工士㸯名、およびཷ付㸯名の常スタッフが歯科と歯科

ཱྀ⭍外科をව務し、ᙜ院のධ院患者やスタッフ、ࡉらにご⤂介いたࡔいた患者ᵝの治療をに行っていますࠋ

また、ᙜ科ࡣ長崎大学歯学部ཱྀ⭍外科の関連病院となࡾ、常歯科医師の派遣が行ࢃれるよ࠺になࡾましたࠋ

　診療ࡣ、に和会クリࢽックで外᮶診療を、今給㯪総病院でධ院診療を行っていますࠋࠋ

㸯㸬外᮶治療

㸯） ᇙఅᬛ歯ᢤ歯を中ᚰとしたᢤ歯、歯の◚ᢡや歯ᵴ骨骨ᢡ、歯᰿の࠺⬊や⢓液の࠺⬊なのฟ術、

㢡関節症、および外傷治療

㸰） スポーツ選手に対するマウスガード（マウスࣆース）のస成やညࡳ合ࡏࢃのチェックなを行࠺

スポーツ歯科

㸱） 㢡▹ṇ手術患者の術๓・術後管理

㸰㸬ධ院治療

㸯）㢡▹ṇ手術：ࡉまࡊまな㢡ኚᙧ症に対応した手術が行ࢃれています᭱ࠋ ㏆のഴ向としてࡣ、小下

㢡による╧╀↓呼吸症候群患者の㢡骨ᙧ成術がቑ加していますࠋ

㸰） ᭷病者のᢤ歯や外科治療

㸱） ࡉまࡊまなཱྀ⭍外科的疾患の手術や治療に対応しておࡾますࠋ

　本院ࡣ、科との連携が㠀常にスムーズで、᭷病者の患者ᵝࢁࡕࡶࡣんのこと、常に安ᚰできる歯科医療を

ᥦ౪できる⎔ቃが整っておࡾますࡑࠋの一⎔として、歯科と歯科ཱྀ⭍外科との役分ᢸ化をᅗࡾ、歯科部長の

㙊田ඛ生が院内の᰾としてཱྀ⭍ケアチームを立ࡕ上ࡆ、総合的にධ院患者や外科手術๓患者のཱྀ⭍Ύᤲにດ

め、嚥下性肺炎の防止、外科手術後の創感染ྍ能性の減少にດめていますࠋ

　看護師やࡑののスタッフの᪉ࠎの献㌟的な支えが࠶って、実した診療が行えているとᛮいますࡉࠋら

に、ດຊし、今給㯪総合病院・和会クリࢽックから情報Ⓨಙがฟ᮶るよ࠺、㡹ᙇっていきたいとᛮいますࠋ

ࠚ⤂ࣇࢵࢱࢫ࠙

ྜྷ田雅ྖ（歯科医師）専門分㔝：歯科ཱྀ⭍外科、スポーツ歯科

日本ཱྀ⭍外科学会 指導医 専門医、日本㢡㢦㠃インプラント学会　指導医、

日本スポーツ歯科医学会 理事 評議員、日本⮬ᕫ血㍺血学会 理事 評議員、

日本体育協会ㄆ定スポーツデンティスト、鹿児島大学㠀常講師、長崎大学㠀常講師、

ࣖンࢦン歯科大学ᐈ員教授

ྂ㈡ႛ（歯科医師）専門分㔝：歯科ཱྀ⭍外科、一⯡歯科

日本ཱྀ⭍外科学会　専修医

℩ᡞ山ᬛ㤶（歯科衛生士）　日本スポーツ歯科医学学会ㄆ定スポーツデンタルハイジࢽスト
ྜྷ田༓代子（歯科衛生士）
‶ᑿ⿱子（歯科衛生士）
๓田まか（歯科技工士）
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࠙���� ᖺ�⤫ィࠚ㸦���� ᖺ � ᭶ � ᪥ࠥ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥㸧

͌ 外᮶患者ᩘ 6,419 人 � 新患 1,545 人 �　� 病院・クリࢽックの合ィ）

͌ ධ院患者　201 名

࠙ᡭ⾡㸦㌟㯞㓉㸧��� ࠚ௳

࠙᭶ูእ᮶患者ᩘࠚ
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2 0 0

1 0 0

0
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���

病名

㢡ኚᙧ症関連

歯∳関連

の࠺⬊

骨㧊炎

骨ᢡ

⭘⒆関連

骨㝯起

⯉関連

㢡下部⻏❐⧊炎

ス性歯⫗ཱྀ内炎࣌ル࣊

ィ

症例ᩘ

53

122

7

6

5

2

2

2

1

1

201

手術名

㢡▹ṇ術

ᢤ歯術

㢡骨内␗≀㝖ཤ術

の࠺⬊ฟ術

⭘⒆ฟ術

骨㝯起ᙧ成術

㢡骨骨ᢡほ血的整術

のࡑ

ィ

症例ᩘ

47

84

6

4

2

2

1

2

148

࠙入院患者ᩘࠚ

᱁㜚ᐙ⳥㔝ࡣṑ⛉እ᮶ࢶ࣮࣏ࢫ࣭⛉ṑ⛉ཱྀ⭍እڧ
ඞ⣖ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋࢺ࣮࣏ࢧࢆࢇࡉ

ୡ⏺で活㌍する鹿児島市のฟ㌟で᱁㜚家⳥㔝
ඞ⣖ࡉんࡣ、ᙜ科でస〇したマウスࣆースで
ᡓっていますࠋ 
http://kikunokatsunori.com/

ࣈ㮵ඣᓥࣞࡣṑ⛉እ᮶ࢶ࣮࣏ࢫ࣭⛉ṑ⛉ཱྀ⭍እڧ
ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋࢺ࣮࣏ࢧࢆࢬࢼ

平成 20 年 12 月 1 日付けで、レノࣦ鹿児島
チームデンティストになࡾ、選手の歯やཱྀの
ၥ㢟に対する相談やཱྀ⭍ケアをᢸᙜしますࠋ
また、ヨ合や⦎習にཱྀのケガを防止するた
めに、マウスガードをᥦ౪していますࡉࠋらに、
マウスガードの体のバランスに対するຠᯝな
ࠋ検討していますࡶ
また、ヨ合会ሙで歯科の↓ᩱ相談ࡶ行ってい
ますࠋ
平成 28 年度から %�LeDJXe 参ධを機に、鹿児
島レブナイズと改名ࡉれましたࠋ

ὀ）国㝿バスケット࣎ール協会の規⣙によࡾ、
現在ࡣ↓Ⰽ㏱᫂のマウスガードが使用ྍ
能となったࠋ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕
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ୡ⏺で活㌍する鹿児島市のฟ㌟で᱁㜚家⳥㔝
ඞ⣖ࡉんࡣ、ᙜ科でస〇したマウスࣆースで
ᡓっていますࠋ 
http://kikunokatsunori.com/

ࣈ㮵ඣᓥࣞࡣṑ⛉እ᮶ࢶ࣮࣏ࢫ࣭⛉ṑ⛉ཱྀ⭍እڧ
ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋࢺ࣮࣏ࢧࢆࢬࢼ

平成 20 年 12 月 1 日付けで、レノࣦ鹿児島
チームデンティストになࡾ、選手の歯やཱྀの
ၥ㢟に対する相談やཱྀ⭍ケアをᢸᙜしますࠋ
また、ヨ合や⦎習にཱྀのケガを防止するた
めに、マウスガードをᥦ౪していますࡉࠋらに、
マウスガードの体のバランスに対するຠᯝな
ࠋ検討していますࡶ
また、ヨ合会ሙで歯科の↓ᩱ相談ࡶ行ってい
ますࠋ
平成 28 年度から %�LeDJXe 参ධを機に、鹿児
島レブナイズと改名ࡉれましたࠋ

ὀ）国㝿バスケット࣎ール協会の規⣙によࡾ、
現在ࡣ↓Ⰽ㏱᫂のマウスガードが使用ྍ
能となったࠋ

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕
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部長 西 山 ῟

Պٸٹ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

救急科部長　西山　῟

࠙㈨᱁࣭活動ࠚ

日本救急医学会　救急科専門医

日本㯞㓉科学会　㯞㓉科専門医

日本救急医学会九州地᪉会評議員

薩摩地域救急業務高度化協議会స業部会指導医

鹿児島県ドクター࣊リ医療స業部検証医

鹿児島県集中治療研究会ୡヰ人

ICLSディレクター

エマルࢦトレインシステムシࢽアインストラクター

-A'MSプレインストラクター

AMAT隊員Ⓩ㘓医

医学博士（鹿児島大学大学院）

࠙活動ࠚ
薩摩地域救急業務高度化協議会స業部会（3�25、6�1、10�2、12�16）

鹿児島県消防学校講⩏（1�23、1�30、5�22、6�1）

୕署合同症例検討会アドバイザー（2�20、2�27、4�26、5�25、5�26、9�2、9�3）

第十管区ᾏ上保安ᗇ洋上័⇍カ⦎（2�11）

日本救急医学会ㄆ定ICLSコース開催（2�7、4�26、8�29、11�7）

日本救急医学会ㄆ定%LSコース開催（1�16、3�6、5�8、6�13、7�31、9�25）

救急の診療状ἣに関してࡣ病院⤫ィを参↷して下ࡉいࠋ



Ⅲ-2

● 看護部

● 薬剤部

● 中央放射線部

● 中央臨床検査部

● リハビリテーション部

● 臨床工学部

● 在宅医療部

● 居宅介護支援事業所

● 相談支援センター 医療相談室

● 相談支援センター 地域医療連携

● がん相談支援センター

● QCセンター

　・医療安全管理課

　・褥瘡管理課

　・緩和医療課

　・感染管理課

　・がん化学療法課

　・施設課

● 栄養管理部

● 診療情報管理部

● 患者サポートチーム

● 事務部

部門報告
各部署報告
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看護部長 ᭷ ᮧ ᬛ 代

෦ޢ

　平成27年度よࡾ看護システムを全部署㹎㹌㹑へとኚ᭦したࠋ㹎㹌㹑ࡣ、二人の看護師が一人の患者をཷ

けᣢࡕ看護していくⅭ、成ຌすれࡤ点ࡶከいࠋ教育が行きᒆき、⤫一ࡉれた看護がฟ᮶る、リスクの減

少、㛫外の▷⦰、ワークライフバランスの実等ࡾ࠶、事に対するࣔチベーションがアップし、看護

の質が向上するࠋ

　㹎㹌㹑の成ຌの⛎ジࡣ、マインドの㔊成とゝࢃれている3ࠋつのマインド「⮬立・⮬助のᚰ」㺀える

ᚰ」「」║のᚰ」と3つのせ⣲「尊重」㺀ಙ㢗」「៖る」が重せで࠶る27ࠋ年度ࡣ、マインドについての研

修を全看護職員へ実施したが、㹎㹌㹑の定╔にࡣ、㛫がかか࠺ࡑࡾで࠶るࠋ

௨下に27年度の看護部の動きをまとめたࠋ

入 ⫋ 者 ᩘ � ྡ 㸧

㏥ ⫋ 者 ᩘ � ྡ 㸧

㏥ ⫋ ⋡ ࠉ 㸦 㸣 㸧

ᖹᡂ� �ᖺᗘ

��

��

����

ᖹᡂ� �ᖺᗘ

��

63

����

ᖹᡂ� �ᖺᗘ

64

��

����

㡯 ┠ ᩘ ್ ഛࠉࠉࠉ⪃

入⫋者ᩘ�

㏥⫋者ᩘ�

㏥⫋⋡�

ᖹᆒᖺ㱋�

ᖹᆒ在ᖺᩘ�

ᖹᆒᖺఇྲྀᚓ⋡�

㛫እ�

㒊⨫␗動�

ฟ⏘者ᩘ�

ఇᩘ�

研修≧ἣ�

�

�

院እ研✲Ⓨ表�

㞧ㄅ他投✏�

院እ講⩏࣭講₇活動�

�活動ࢸࣥࣛ࣎

ฟᙇࣈࣛࢡࡻࡌࡶ

�ࢀ入ࡅㆤయ㦂ཷ┳࠸࠶ࢀࡩ

�ࢀ入ࡅཷࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ

⅏ᐖᩆㆤカ⦎参加�

院እ講師ࢆᣍ࡚࠸の研修�

┳ㆤᏛ⏕ᐇ⩦ཷࡅ入ࢀ

Ꮫᰯゼၥ�

��ྡ�

��ྡ�

�������

����ṓ�

���ᖺ�

�������

��㛫�

��ྡ�

��ྡ�

��ྡ�

���ᅇࠉ���ྡ�

���ᅇࠉ����ྡ�

���ᅇྡ����ࠉ�

�ྡ�
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�ᅇ㸦㹌㹇㹁㹓㸧�

��ྡ�

�ྡ�

��ྡ

�ᅇ�

�ᰯ
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᪂༞者ྡ��ࠉ� ᪤༞者ྡ��ࠉ� �

᪂༞者ྡ�ࠉ� ᪤༞者�ᖺ௨ෆྡ�ࠉ�

᪂༞者ࠉ㸵㸣� ᪤༞者�ᖺ௨ෆࠉ����㸣

୍ேᖹᆒࠉ���᪥

୍ே��ࣨ᭶�

ෆࠉ師㛗ྡ�ࠉ� 主௵ྡ��ࠉ�

⏘ఇ࣭⫱ఇྡ��ࠉࠉ�

ෆࣨ�ࠉ᭶௨ୖࠉࠉྡ��ࠉฟṆྡ��ࠉ

院እ研修

院ෆ研修� � � �

༢ูᏛ⩦会

㞧ㄅࠉࠉࠉࠉྡ�ࠉ他᪂⪺、Ꮫᰯㄅ、┳ㆤ༠会ㄅࠉ➼� �

� � �

┴ጤクᴗ、ᑠඣ在Ꮿ⒪㣴ᨭᴗࠉࠉ�ᆅᇦࠉᘏ参加ேᩘྡ��ࠉ

㧗ᰯ⏕ᰯ�ࠉࠉ

┳ㆤᏛᰯᰯ�ࠉ

�ᅇ㸦㸿㹋㸿㹒、ὒୖᩆᛴ័⇍カ⦎、ᱜᓥⅆᒣ⇿Ⓨ⥲ྜ㜵⅏カ⦎、⮬⾨

ᾘ㜵㝲ࠉᾘⅆ༠議会、㮵ඣᓥ┴⥲ྜ㜵⅏カ⦎、ᩆᛴ་⒪ᐇ修⦎㸧�

�

ᘏᐇ⩦᪥ᩘࠉ����᪥、ᘏᐇ⩦者ᩘྡ����ࠉ� �

� � �

薬剤部長 㧘 ᶫ ┿ 理

ༀࡎ෦

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘのᴫせࠚ

　平成27年度ࡣ新ධ職員2名を㏄えた4ࠋ名退職し、年度ᮎの薬剤師ᩘ16ࡣ名となったࠋ

　薬剤師が減ったため薬剤管理指導௳ᩘをቑやすことࡣできなかったが、ᣢ参薬㚷別システムの活用を進

め、ᣢ参薬㚷別システムによࡾᣢ参薬㚷別報࿌᭩をస成する病Ჷ7ࡣ病Ჷとなったࠋ

ࣇࢵࢱࢫ࠙ ���ࠚ

薬剤師 ⚄門ඃ子　ஂὠ㍯ஂୡ　㈈㛫ᐩ士子　๓畠一　ྂ㈡ளᕼ子　➉内ࡉやか　濱崎かおる
児⋢理子　園田ዉ⥴子　中┠㈗子　　ኖ᫂ఙ　　ᇼ内ᬛ⿱　　山之内ᶞ㔛　⫧田㤶⧊
ᑿ上博㝯　下⯙༓㤶子　福崎ஂ美子　濵⏿ᕹ⳯ᮍ　㧘ᶫ┿理

薬剤部助手　➉之内Ύ美　田中⏤

࠙㒊㛛ᐇ⦼ࠚ

ᖹᡂ��ᖺᗘのẚ㍑ᖹᡂ��ᖺᗘࠉᏛ⒪ἲ患者ᩘ⟶⌮ᣦᑟᐇ≧ἣ⸆�ڦ

退院患者ᩘ

薬剤師ᩘ

薬剤管理指導　患者ᩘ

薬剤管理指導 1～ 3௳ᩘ

薬剤管理指導実施⋡（薬剤管理指導患者ᩘ／退院患者ᩘ）

退院薬剤情報管理指導ᩱ　⟬定௳ᩘ

退院薬剤情報管理指導⟬定⋡（⟬定患者ᩘ／退院患者ᩘ）

薬剤管理指導　退院指導　௳ᩘ／薬剤師ᩘ

薬剤管理指導ᩱ　ィ（円）

ᣢ参薬　㚷別௳ᩘ

外᮶化学療法患者ᩘ

ධ院化学療法患者ᩘ

化学療法　ィ（円）

平成27年度　月平均

682

18

262

317

38�4�

116

17�0�

24�1

1,137,883

438

63

98

447,908

平成26年度　月平均

682

18�9

268

352

39�2�

115

16�8�

24�7

1,283,363

414

69

102

493,806

1�薬剤管理指導

　 薬剤管理指導に携ࢃる㛫ࡣ、年度にẚると減ってしまったࠋ薬剤管理指導1～3の௳ᩘࡣ、

年度よࡾやや少なく月平均317௳、薬剤管理指導実施⋡（㸻薬剤管理指導・退院指導 患者ᩘ／退院患者

ややቑえ、退院薬剤情報管理指導⟬定ࡾ年度よࡣᩘ௳退院薬剤情報管理指導ࠋった࠶38�4�でࡣ（ᩘ

⋡（㸻⟬定患者ᩘ／退院患者ᩘ）17�0ࡣ�で࠶ったࠋ

　薬剤師一人࠶たࡾの指導௳ᩘ（㸻薬剤管理指導௳ᩘ㸩退院指導௳ᩘ／全薬剤師ᩘ）24�1ࡣと年度よ

ࠋやや減ったࡾ
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看護部長 ᭷ ᮧ ᬛ 代

෦ޢ

　平成27年度よࡾ看護システムを全部署㹎㹌㹑へとኚ᭦したࠋ㹎㹌㹑ࡣ、二人の看護師が一人の患者をཷ

けᣢࡕ看護していくⅭ、成ຌすれࡤ点ࡶከいࠋ教育が行きᒆき、⤫一ࡉれた看護がฟ᮶る、リスクの減

少、㛫外の▷⦰、ワークライフバランスの実等ࡾ࠶、事に対するࣔチベーションがアップし、看護

の質が向上するࠋ

　㹎㹌㹑の成ຌの⛎ジࡣ、マインドの㔊成とゝࢃれている3ࠋつのマインド「⮬立・⮬助のᚰ」㺀える

ᚰ」「」║のᚰ」と3つのせ⣲「尊重」㺀ಙ㢗」「៖る」が重せで࠶る27ࠋ年度ࡣ、マインドについての研

修を全看護職員へ実施したが、㹎㹌㹑の定╔にࡣ、㛫がかか࠺ࡑࡾで࠶るࠋ

௨下に27年度の看護部の動きをまとめたࠋ

入 ⫋ 者 ᩘ � ྡ 㸧

㏥ ⫋ 者 ᩘ � ྡ 㸧

㏥ ⫋ ⋡ ࠉ 㸦 㸣 㸧

ᖹᡂ� �ᖺᗘ

��

��

����

ᖹᡂ� �ᖺᗘ

��

63

����

ᖹᡂ� �ᖺᗘ

64

��

����

㡯 ┠ ᩘ ್ ഛࠉࠉࠉ⪃

入⫋者ᩘ�

㏥⫋者ᩘ�

㏥⫋⋡�

ᖹᆒᖺ㱋�

ᖹᆒ在ᖺᩘ�

ᖹᆒᖺఇྲྀᚓ⋡�

㛫እ�

㒊⨫␗動�

ฟ⏘者ᩘ�

ఇᩘ�

研修≧ἣ�

�

�

院እ研✲Ⓨ表�

㞧ㄅ他投✏�

院እ講⩏࣭講₇活動�

�活動ࢸࣥࣛ࣎

ฟᙇࣈࣛࢡࡻࡌࡶ

�ࢀ入ࡅㆤయ㦂ཷ┳࠸࠶ࢀࡩ

�ࢀ入ࡅཷࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ

⅏ᐖᩆㆤカ⦎参加�

院እ講師ࢆᣍ࡚࠸の研修�

┳ㆤᏛ⏕ᐇ⩦ཷࡅ入ࢀ

Ꮫᰯゼၥ�

��ྡ�

��ྡ�

�������

����ṓ�

���ᖺ�

�������

��㛫�

��ྡ�

��ྡ�

��ྡ�

���ᅇࠉ���ྡ�

���ᅇࠉ����ྡ�

���ᅇྡ����ࠉ�

�ྡ�

��ྡ�

��ྡ�

��ྡ�

�ᅇ㸦㹌㹇㹁㹓㸧�

��ྡ�

�ྡ�

��ྡ

�ᅇ�

�ᰯ

��ᰯ�

᪂༞者ྡ��ࠉ� ᪤༞者ྡ��ࠉ� �

᪂༞者ྡ�ࠉ� ᪤༞者�ᖺ௨ෆྡ�ࠉ�

᪂༞者ࠉ㸵㸣� ᪤༞者�ᖺ௨ෆࠉ����㸣

୍ேᖹᆒࠉ���᪥

୍ே��ࣨ᭶�

ෆࠉ師㛗ྡ�ࠉ� 主௵ྡ��ࠉ�

⏘ఇ࣭⫱ఇྡ��ࠉࠉ�

ෆࣨ�ࠉ᭶௨ୖࠉࠉྡ��ࠉฟṆྡ��ࠉ

院እ研修

院ෆ研修� � � �

༢ูᏛ⩦会

㞧ㄅࠉࠉࠉࠉྡ�ࠉ他᪂⪺、Ꮫᰯㄅ、┳ㆤ༠会ㄅࠉ➼� �

� � �

┴ጤクᴗ、ᑠඣ在Ꮿ⒪㣴ᨭᴗࠉࠉ�ᆅᇦࠉᘏ参加ேᩘྡ��ࠉ

㧗ᰯ⏕ᰯ�ࠉࠉ

┳ㆤᏛᰯᰯ�ࠉ

�ᅇ㸦㸿㹋㸿㹒、ὒୖᩆᛴ័⇍カ⦎、ᱜᓥⅆᒣ⇿Ⓨ⥲ྜ㜵⅏カ⦎、⮬⾨

ᾘ㜵㝲ࠉᾘⅆ༠議会、㮵ඣᓥ┴⥲ྜ㜵⅏カ⦎、ᩆᛴ་⒪ᐇ修⦎㸧�

�

ᘏᐇ⩦᪥ᩘࠉ����᪥、ᘏᐇ⩦者ᩘྡ����ࠉ� �

� � �

薬剤部長 㧘 ᶫ ┿ 理

ༀࡎ෦

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘのᴫせࠚ

　平成27年度ࡣ新ධ職員2名を㏄えた4ࠋ名退職し、年度ᮎの薬剤師ᩘ16ࡣ名となったࠋ

　薬剤師が減ったため薬剤管理指導௳ᩘをቑやすことࡣできなかったが、ᣢ参薬㚷別システムの活用を進

め、ᣢ参薬㚷別システムによࡾᣢ参薬㚷別報࿌᭩をస成する病Ჷ7ࡣ病Ჷとなったࠋ

ࣇࢵࢱࢫ࠙ ���ࠚ

薬剤師 ⚄門ඃ子　ஂὠ㍯ஂୡ　㈈㛫ᐩ士子　๓畠一　ྂ㈡ளᕼ子　➉内ࡉやか　濱崎かおる
児⋢理子　園田ዉ⥴子　中┠㈗子　　ኖ᫂ఙ　　ᇼ内ᬛ⿱　　山之内ᶞ㔛　⫧田㤶⧊
ᑿ上博㝯　下⯙༓㤶子　福崎ஂ美子　濵⏿ᕹ⳯ᮍ　㧘ᶫ┿理

薬剤部助手　➉之内Ύ美　田中⏤

࠙㒊㛛ᐇ⦼ࠚ

ᖹᡂ��ᖺᗘのẚ㍑ᖹᡂ��ᖺᗘࠉᏛ⒪ἲ患者ᩘ⟶⌮ᣦᑟᐇ≧ἣ⸆�ڦ

退院患者ᩘ

薬剤師ᩘ

薬剤管理指導　患者ᩘ

薬剤管理指導 1～ 3௳ᩘ

薬剤管理指導実施⋡（薬剤管理指導患者ᩘ／退院患者ᩘ）

退院薬剤情報管理指導ᩱ　⟬定௳ᩘ

退院薬剤情報管理指導⟬定⋡（⟬定患者ᩘ／退院患者ᩘ）

薬剤管理指導　退院指導　௳ᩘ／薬剤師ᩘ

薬剤管理指導ᩱ　ィ（円）

ᣢ参薬　㚷別௳ᩘ

外᮶化学療法患者ᩘ

ධ院化学療法患者ᩘ

化学療法　ィ（円）

平成27年度　月平均

682

18

262

317

38�4�

116

17�0�

24�1

1,137,883

438

63

98

447,908

平成26年度　月平均

682

18�9

268

352

39�2�

115

16�8�

24�7

1,283,363

414

69

102

493,806

1�薬剤管理指導

　 薬剤管理指導に携ࢃる㛫ࡣ、年度にẚると減ってしまったࠋ薬剤管理指導1～3の௳ᩘࡣ、

年度よࡾやや少なく月平均317௳、薬剤管理指導実施⋡（㸻薬剤管理指導・退院指導 患者ᩘ／退院患者

ややቑえ、退院薬剤情報管理指導⟬定ࡾ年度よࡣᩘ௳退院薬剤情報管理指導ࠋった࠶38�4�でࡣ（ᩘ

⋡（㸻⟬定患者ᩘ／退院患者ᩘ）17�0ࡣ�で࠶ったࠋ

　薬剤師一人࠶たࡾの指導௳ᩘ（㸻薬剤管理指導௳ᩘ㸩退院指導௳ᩘ／全薬剤師ᩘ）24�1ࡣと年度よ

ࠋやや減ったࡾ
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˙�⸆⟶⌮ᣦᑟᩱ�㹼�࣭㏥院⸆報⟶⌮ᩱࠉ⟬ᐃ௳ᩘ

˙�⸆⟶⌮ᣦᑟࠉᐇ⋡㸦⸆⟶⌮ᣦᑟ࣭㏥院ᣦᑟ�患者ᩘ㸭㏥院患者ᩘ㸧

˙�㏥院⸆報⟶⌮ᣦᑟࠉᐇ⋡㸦㏥院ᣦᑟ患者ᩘ㸭㏥院患者ᩘ㸧

3�化学療法

　ධ院と外᮶を合ࡏࢃた化学療法の௳ᩘࡣ、年度よࡾやや減少したࠋ月平均௳ᩘࡣධ院98௳、外᮶63௳

で࠶ったࠋ

　化学療法によࡾⓎ症する%ᆺ肝炎対策ガイドラインに๎ったH%ᢠ原・H%ᢠ体の定ᮇ的なスクリーࢽング、

また、ࢰレドロン㓟・デノスマブ投の患者状ែの☜ㄆなを✚ᴟ的に薬剤師が行࠺ことによってよࡾ

安全に化学療法を施行できると考えられるࠋ今年度ࡣ、化学療法ᢸᙜ者が中ᚰとなってこれらについての

薬剤師の関ࡾࢃを体⣔化することができたࠋ

2�ᣢ参薬に関する業務

　ᣢ参薬㚷別௳ᩘࡣ月平均438௳と、年よ௳20ࡾቑえたࠋ

　ᣢ参薬㚷別システムを本✌動できるよ࠺年度中に調整し、今年度ࡣᣢ参薬㚷別システムを運用する病

Ჷをቑやすことができたࠋ年度ᮎ点で7ࡣ病Ჷで運用できているࠋ

　平成28年10月診療分よࡾ、「'PC導ධのᙳ㡪評౯に係る調査」の(Fフイルにධ院中に使用したᣢ参薬の

ฟຊがᚲせとなるࠋᣢ参薬オーダーධຊ後に医事データをྲྀࡾ㎸むことによࡾ、(Fフイルにฟຊする

データをస成できるࠋᣢ参薬㚷別システムの活用ࡣ、ᣢ参薬管理上でのリスク㍍減に加え、この'PC調査の

データస成のためにࡶ᭷用で࠶るとᛮࢃれるࠋ

4�薬薬連携（保㝤薬局との連携）

　院外ฎ᪉に関するၥ㢟点のゎ決や、外᮶化学療法をよࡾ安全に行࠺ために、病院薬剤部と保㝤薬局の連

携ࡣ不ྍ欠で࠶るࠋ今年度ࡶ例年通ࡾ、薬薬連携会議とがん化学療法に関する薬薬連携研修会をࡑれࡒれ

3ࣨ月ẖに4回ࡎつ開催したࠋ

平成27年度 がん化学療法薬薬連携研修会ڦ

5月20日�Ỉ� 「医療用㯞薬について」 ⫧田㤶⧊

8月19日�Ỉ�　 「がん薬≀療法を理ゎするための用ㄒ～臨床ヨ㦂⤖ᯝのㄞࡳ᪉～」 ๓畠一

11月18日�Ỉ�　 「子宮㢕⒴について」　 下⯙༓㤶子

1月20日（Ỉ）　鹿児島市部医療連携フォーラム

 「骨㧊⭘とリンパ⭘の治療の現状」　　　血液内科部長　小濱浩介ඛ生

　 「外᮶がん患者への薬剤師のかかࡾࢃ」　㈈㛫ᐩ士子

 「院外ฎ᪉⟢への検査್ῧ付と

 薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩の活用事例について」　㧘ᶫ┿理

2月17日�Ỉ� 「検査್と化学療法」 ᑿ上博㝯

˙�Ꮫ⒪ἲࠉ௳ᩘ

　㏆年、院外ฎ᪉⟢に検査್を༳ๅする施設がでてきておࡾ、ᙜ院でࡶ新電子カルテ✌動から院外ฎ᪉

⟢で検査್情報をᥦ౪できる体制をᵓ⠏することを┠ᶆとしていたが、よ࠺やく12月1日よࡾ、院外ฎ᪉⟢

への検査್ῧ付を開ጞすることができたࠋ検査್開♧にకい、「薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡

᭩」のᵝ式を病院ホーム࣌ージからダウンロードできるよ࠺にしたとこࢁ、これまでに࿘㎶の保㝤薬局か

らᩘ௳の情報ᥦ౪が࠶ったࠋ「薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩」ࡣ、保㝤薬局において患者ᵝか

らᚓた診療上᭷┈ࡔとᛮࢃれる情報を治医にఏえる手ẁとして、また、患者ᵝの᭹薬状ἣや調剤上の␃

意点、᭹薬指導の␃意点等の情報を退院にᙜ院薬剤師から⤂介ඖの医療機関やかかࡾつけ薬局の薬剤

師に情報ᥦ౪する手ẁとして᭷用で࠶るとᛮࢃれるࠋ

　お薬手ᖒや薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩を活用し、患者ᵝのお薬に関する情報を医療機関

の薬剤師と共᭷することによࡾ、よࡾ安全な薬≀療法が施行できるよ࠺ດめていきたいࠋ

5�専門薬剤師　ㄆ定ྲྀᚓ・᭦新な

⫧田 㤶⧊ ⢾ᒀ病療養指導士　ㄆ定ྲྀᚓ

ྂ㈡ ளᕼ子 日本薬剤師研修センターㄆ定　実務実習指導薬剤師　ㄆ定ྲྀᚓ

学術実⦼ࡣ「研究実⦼」の㡫へ
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3�化学療法

　ධ院と外᮶を合ࡏࢃた化学療法の௳ᩘࡣ、年度よࡾやや減少したࠋ月平均௳ᩘࡣධ院98௳、外᮶63௳

で࠶ったࠋ

　化学療法によࡾⓎ症する%ᆺ肝炎対策ガイドラインに๎ったH%ᢠ原・H%ᢠ体の定ᮇ的なスクリーࢽング、

また、ࢰレドロン㓟・デノスマブ投の患者状ែの☜ㄆなを✚ᴟ的に薬剤師が行࠺ことによってよࡾ

安全に化学療法を施行できると考えられるࠋ今年度ࡣ、化学療法ᢸᙜ者が中ᚰとなってこれらについての

薬剤師の関ࡾࢃを体⣔化することができたࠋ

2�ᣢ参薬に関する業務

　ᣢ参薬㚷別௳ᩘࡣ月平均438௳と、年よ௳20ࡾቑえたࠋ

　ᣢ参薬㚷別システムを本✌動できるよ࠺年度中に調整し、今年度ࡣᣢ参薬㚷別システムを運用する病

Ჷをቑやすことができたࠋ年度ᮎ点で7ࡣ病Ჷで運用できているࠋ

　平成28年10月診療分よࡾ、「'PC導ධのᙳ㡪評౯に係る調査」の(Fフイルにධ院中に使用したᣢ参薬の

ฟຊがᚲせとなるࠋᣢ参薬オーダーධຊ後に医事データをྲྀࡾ㎸むことによࡾ、(Fフイルにฟຊする

データをస成できるࠋᣢ参薬㚷別システムの活用ࡣ、ᣢ参薬管理上でのリスク㍍減に加え、この'PC調査の

データస成のためにࡶ᭷用で࠶るとᛮࢃれるࠋ

4�薬薬連携（保㝤薬局との連携）

　院外ฎ᪉に関するၥ㢟点のゎ決や、外᮶化学療法をよࡾ安全に行࠺ために、病院薬剤部と保㝤薬局の連

携ࡣ不ྍ欠で࠶るࠋ今年度ࡶ例年通ࡾ、薬薬連携会議とがん化学療法に関する薬薬連携研修会をࡑれࡒれ

3ࣨ月ẖに4回ࡎつ開催したࠋ

平成27年度 がん化学療法薬薬連携研修会ڦ

5月20日�Ỉ� 「医療用㯞薬について」 ⫧田㤶⧊

8月19日�Ỉ�　 「がん薬≀療法を理ゎするための用ㄒ～臨床ヨ㦂⤖ᯝのㄞࡳ᪉～」 ๓畠一

11月18日�Ỉ�　 「子宮㢕⒴について」　 下⯙༓㤶子

1月20日（Ỉ）　鹿児島市部医療連携フォーラム

 「骨㧊⭘とリンパ⭘の治療の現状」　　　血液内科部長　小濱浩介ඛ生

　 「外᮶がん患者への薬剤師のかかࡾࢃ」　㈈㛫ᐩ士子

 「院外ฎ᪉⟢への検査್ῧ付と

 薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩の活用事例について」　㧘ᶫ┿理

2月17日�Ỉ� 「検査್と化学療法」 ᑿ上博㝯

˙�Ꮫ⒪ἲࠉ௳ᩘ

　㏆年、院外ฎ᪉⟢に検査್を༳ๅする施設がでてきておࡾ、ᙜ院でࡶ新電子カルテ✌動から院外ฎ᪉

⟢で検査್情報をᥦ౪できる体制をᵓ⠏することを┠ᶆとしていたが、よ࠺やく12月1日よࡾ、院外ฎ᪉⟢

への検査್ῧ付を開ጞすることができたࠋ検査್開♧にకい、「薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡

᭩」のᵝ式を病院ホーム࣌ージからダウンロードできるよ࠺にしたとこࢁ、これまでに࿘㎶の保㝤薬局か

らᩘ௳の情報ᥦ౪が࠶ったࠋ「薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩」ࡣ、保㝤薬局において患者ᵝか

らᚓた診療上᭷┈ࡔとᛮࢃれる情報を治医にఏえる手ẁとして、また、患者ᵝの᭹薬状ἣや調剤上の␃

意点、᭹薬指導の␃意点等の情報を退院にᙜ院薬剤師から⤂介ඖの医療機関やかかࡾつけ薬局の薬剤

師に情報ᥦ౪する手ẁとして᭷用で࠶るとᛮࢃれるࠋ

　お薬手ᖒや薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩を活用し、患者ᵝのお薬に関する情報を医療機関

の薬剤師と共᭷することによࡾ、よࡾ安全な薬≀療法が施行できるよ࠺ດめていきたいࠋ

5�専門薬剤師　ㄆ定ྲྀᚓ・᭦新な

⫧田 㤶⧊ ⢾ᒀ病療養指導士　ㄆ定ྲྀᚓ

ྂ㈡ ளᕼ子 日本薬剤師研修センターㄆ定　実務実習指導薬剤師　ㄆ定ྲྀᚓ

学術実⦼ࡣ「研究実⦼」の㡫へ
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4�薬薬連携（保㝤薬局との連携）

　院外ฎ᪉に関するၥ㢟点のゎ決や、外᮶化学療法をよࡾ安全に行࠺ために、病院薬剤部と保㝤薬局の連

携ࡣ不ྍ欠で࠶るࠋ今年度ࡶ例年通ࡾ、薬薬連携会議とがん化学療法に関する薬薬連携研修会をࡑれࡒれ

3ࣨ月ẖに4回ࡎつ開催したࠋ

平成27年度 がん化学療法薬薬連携研修会ڦ

5月20日�Ỉ� 「医療用㯞薬について」 ⫧田㤶⧊

8月19日�Ỉ�　 「がん薬≀療法を理ゎするための用ㄒ～臨床ヨ㦂⤖ᯝのㄞࡳ᪉～」 ๓畠一

11月18日�Ỉ�　 「子宮㢕⒴について」　 下⯙༓㤶子

1月20日（Ỉ）　鹿児島市部医療連携フォーラム

 「骨㧊⭘とリンパ⭘の治療の現状」　　　血液内科部長　小濱浩介ඛ生

　 「外᮶がん患者への薬剤師のかかࡾࢃ」　㈈㛫ᐩ士子

 「院外ฎ᪉⟢への検査್ῧ付と

 薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩の活用事例について」　㧘ᶫ┿理

2月17日�Ỉ� 「検査್と化学療法」 ᑿ上博㝯

　㏆年、院外ฎ᪉⟢に検査್を༳ๅする施設がでてきておࡾ、ᙜ院でࡶ新電子カルテ✌動から院外ฎ᪉

⟢で検査್情報をᥦ౪できる体制をᵓ⠏することを┠ᶆとしていたが、よ࠺やく12月1日よࡾ、院外ฎ᪉⟢

への検査್ῧ付を開ጞすることができたࠋ検査್開♧にకい、「薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡

᭩」のᵝ式を病院ホーム࣌ージからダウンロードできるよ࠺にしたとこࢁ、これまでに࿘㎶の保㝤薬局か

らᩘ௳の情報ᥦ౪が࠶ったࠋ「薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩」ࡣ、保㝤薬局において患者ᵝか

らᚓた診療上᭷┈ࡔとᛮࢃれる情報を治医にఏえる手ẁとして、また、患者ᵝの᭹薬状ἣや調剤上の␃

意点、᭹薬指導の␃意点等の情報を退院にᙜ院薬剤師から⤂介ඖの医療機関やかかࡾつけ薬局の薬剤

師に情報ᥦ౪する手ẁとして᭷用で࠶るとᛮࢃれるࠋ

　お薬手ᖒや薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩を活用し、患者ᵝのお薬に関する情報を医療機関

の薬剤師と共᭷することによࡾ、よࡾ安全な薬≀療法が施行できるよ࠺ດめていきたいࠋ

5�専門薬剤師　ㄆ定ྲྀᚓ・᭦新な

⫧田 㤶⧊ ⢾ᒀ病療養指導士　ㄆ定ྲྀᚓ

ྂ㈡ ளᕼ子 日本薬剤師研修センターㄆ定　実務実習指導薬剤師　ㄆ定ྲྀᚓ

学術実⦼ࡣ「研究実⦼」の㡫へ

技師長 ᐊ ᒇ ⣧ 一

தԝ์ࣹઢ෦

ࠚࡵࡌࡣ࠙

　平成27年度スタッフࡣ、放射線科専門医4名、技師22名、看護師7名、医療クラーク5名の総ィ38名の㝕ᐜ

となっていますࠋ

　⨨・設ഛ関係について3、ࡣ機種新規᭦新やቑ設がࡾ࠶ましたࠋ（表1）

　業務実⦼としてࡣ、๓年度とẚて9㡯┠中5㡯┠ࡣቑ加しましたࠋ全体で657ࡣ௳の減少となࡾましたࠋ

（リࢽアック治療、骨ᐦ度、'SA、RI、๓立⭢シード治療の௳ᩘが288௳ቑ加しましたが、一⯡ᙳ、CT、

MRI、㏱視等で945௳の減となࡾましたࠋ）

　今後ࡶ厳しい状ἣࡣ⥆きますが、運用㠃の改ၿと広報等で使用ຠ⋡を高め、創意工夫で⢭度の高い⏬ീస

⏬ീసࡾを┠指して参ࡾますࠋ（表2）

　学術・ྛ種イント・資᱁ྲྀᚓにいて࣎、ࡣランティア活動（⅏ᐖ支援）や院内・外のセミナー、学術

Ⓨ表、ཪ専門性を活かしたㄆ定資᱁をྲྀᚓを務めスキルアップをᘬき⥆きᅗって参ࡾますࠋ（表3）

　チーム医療の下、スタッフのレベルアップをᅗࡾ患者ᵝ、スタッフ等からಙ㢗㡬ける安全・安ᚰの検査

にບんで参ࡾますࠋ

࠙ᨺᑕ⥺㒊⤌⧊㸦㝕ᐜࠚ㸧

㸯㸬 放射線科（4名） 
クリࢽック院長 大ஂ保　幸一（放射線科専門医会ㄆ定医）
放射線治療部長 中　⚰　ஂ彦（放射線科専門医会ㄆ定医・放射線治療ㄆ定医） 
放射線科部長 鉾　立　博文（放射線科専門医会ㄆ定医） 
 ௬　ᒇ　ᆂభ（放射線科専門医会ㄆ定医）

㸰㸬中央放射線部

㸺技術部門ᢸᙜ㸼（22 名）
技 師 長 ᐊ　ᒇ　⣧　一
技師長 新　ᮧ　栄　ḟ

　本院 永　山　↷　᫂（௵） 㣤　అ　㡰　一（௵） 四　本ە （ᩧ௵）
 ⠛　原　なつき 丸　ᑿ　美⏤⣖ ✄　␃　ஂ　恵
 ụ　田　┿　一 加治ᒇ　博　一 小  ᒇ  彰  俊  
 小　㇂　♸　ᶞ 中　ᮧ　ᆂ　ኴ 宮ࣨ㇂　⍠
⪾　ᑿ　堂ۑ 

　リࢽアックセンター 松　下　芳　ṇ（௵） 田　川　ఙ　夫（௵）

ック ➉之内 学（௵㸻ᐊ長ව務） ᾋ　田　ၨ一㑻（௵）ࢽクリە

 濱　田　ᬛኴ㑻 川　⏿　᭸　之 川　原　美　ဏ  

㸺事務部門ᢸᙜ㸼（5名）
医療クラーク 四　本　　㤶（௵） Ṋ　田　美　㔛 ዟ　ひとࡳ 
 　௵　八༓代 西　ᮧ　ࡉおࡾ

       

㸺看護部門ᢸᙜ㸼（7名）
看護師 ᭷　ᮧ　まࡕ子 Ṋ　田　きࡳこ 中　㤿　たまࡳ
 宮　崎　浩　子 ᒾ　川　る　ࡳ 佐ࠎᮌ　まࡳࡺ
 小　園　浩　子

合ィ　　38 ࠋ新ධ職、㓄属者を♧す、ࡣۑ 名 
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4�薬薬連携（保㝤薬局との連携）
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　チーム医療の下、スタッフのレベルアップをᅗࡾ患者ᵝ、スタッフ等からಙ㢗㡬ける安全・安ᚰの検査

にບんで参ࡾますࠋ

࠙ᨺᑕ⥺㒊⤌⧊㸦㝕ᐜࠚ㸧

㸯㸬 放射線科（4名） 
クリࢽック院長 大ஂ保　幸一（放射線科専門医会ㄆ定医）
放射線治療部長 中　⚰　ஂ彦（放射線科専門医会ㄆ定医・放射線治療ㄆ定医） 
放射線科部長 鉾　立　博文（放射線科専門医会ㄆ定医） 
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࠙㈨᱁�᳨ᰝᴗົᐇ⦼ࠚ

　業務実⦼ࡣ、下グの通ࡾですࠋ全体として対๓年度ẚ 1㸣の減でしたࠋ
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新　規 2015 年 10 月 放射線治療専門放射線技師 小ᒇ　俊彰
新　規 2016 年 1 月 放射線治療ရ質管理士 小ᒇ　俊彰
新　規 2016 年 2 月 検診マンࣔグラフィᙳ診療放射線技師 川原　美ဏ
新　規 2016 年 2 月 ; 線㹁㹒ㄆ定技師 小ᒇ　俊彰
新　規 2016 年 2 月 ☢Ẽ共㬆専門技術者 ụ田　┿一
新　規 2016 年 2 月 肺がん㹁㹒検診ㄆ定技師 ✋␃　ஂ恵

࠙Ꮫ会Ⓨ表࣭ⴭ㏙ ↷研究実⦼の㡯┠を参　ࡣࠚ

࠙その他の活動ࠚ

࠙研修࣭どᐹཷࡅ入ࠚࢀ

平成 27 年
7 月 8 日 ᇛ西高校インターンシップ研修 放射線部 2 名
8 月 17 日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 放射線部 1 名
8 月 20 日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 放射線部 1 名
10 月 30 日 九州保健福祉大学薬学部 放射線部 1 名
11 月 18 日 東高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

平成 28 年
2 月 2 日 ᫂ᱜ館高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

࠙ᐇ⩦⏕ཷࡅ入ࠚࢀ

平成 27 年
6 月 1 日～ 6月 26 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
6 月 29 日～ 7月 24 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
9 月 1 日～ 9月 30 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
10 月 1 日～ 10 月 31 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 3年 2 名

ࠚࢸࣥࣛ࣎࠙

平成 27 年
5月 9日ࠥ10 日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま  
ウォーターフロントパーク 2 名
9 月 26 日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD プレウォークイベント
  ベルク広ሙ 1 名
10 月 1 日 ࣆンクリ࣎ンツリーセレࣔࢽー  鹿児島市役ᡤ 1 名
10 月 4 日 市民健ᗣ⚍ࡾ  実行委員 2 名
10 月 18 日 ࣆンクリ࣎ン in　kDJosKiPD2015  上Ⲩ田のᮭ公園 2 名
10 月 21 日 .YT レディースチࣕリティࢦルフ 2015  ▱ぴカントリークラブ 1 名
10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診インタビュー  ᙜ院 1 名
12 月 20 日 原子ຊ防⅏カ⦎  実行委員 2 名

平成 28 年 
3 月 20 日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ イオンࣔール鹿児島実行委員 2 名 

࠙院እの会議࣭研修会➼への参加ࠚ

平成 27 年
8 月 1 日 FRT 九州講演会 鹿児島医療センター 1 名
8 月 7 日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 鹿児島県医師会館 3 名
8 月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 県民総合保健センター 4 名
9 月 9 日 保健推進員研修会 ▱ぴ保健センター 1 名
9 月 16 日 保健推進員研修会 川㎶保健センター 1 名
9 月 18 日 第㸯回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
10 月 3,4 日 九州 GYRO ミーティング -R 博ከシティ 1 名
10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 鹿児島県医師会館 5 名
11 月 2 日 保健推進員研修会 㢒ጿ保健センター 1 名

平成 28 年
1 月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会（MRI） 沖縄県立南部医療センター 㸯名
2月 1日･8 日･17 日
 鹿児島医療技術専門学校 診療⏬ീ技術学Ϩ（㹋㹐㹇検査講師） 1 名
2 月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
2 月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 市民文化ホール 2 名
3 月 11 日 乳がん検診従事者研修会 県民交流センター 1 名
3 月 26 日 放射線技師会機器管理士部会研修会 鹿児島大学病院 1 名

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕
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࠙その他の活動ࠚ

࠙研修࣭どᐹཷࡅ入ࠚࢀ

平成 27 年
7 月 8 日 ᇛ西高校インターンシップ研修 放射線部 2 名
8 月 17 日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 放射線部 1 名
8 月 20 日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 放射線部 1 名
10 月 30 日 九州保健福祉大学薬学部 放射線部 1 名
11 月 18 日 東高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

平成 28 年
2 月 2 日 ᫂ᱜ館高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

࠙ᐇ⩦⏕ཷࡅ入ࠚࢀ

平成 27 年
6 月 1 日～ 6月 26 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
6 月 29 日～ 7月 24 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
9 月 1 日～ 9月 30 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
10 月 1 日～ 10 月 31 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 3年 2 名

ࠚࢸࣥࣛ࣎࠙

平成 27 年
5月 9日ࠥ10 日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま  
ウォーターフロントパーク 2 名
9 月 26 日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD プレウォークイベント
  ベルク広ሙ 1 名
10 月 1 日 ࣆンクリ࣎ンツリーセレࣔࢽー  鹿児島市役ᡤ 1 名
10 月 4 日 市民健ᗣ⚍ࡾ  実行委員 2 名
10 月 18 日 ࣆンクリ࣎ン in　kDJosKiPD2015  上Ⲩ田のᮭ公園 2 名
10 月 21 日 .YT レディースチࣕリティࢦルフ 2015  ▱ぴカントリークラブ 1 名
10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診インタビュー  ᙜ院 1 名
12 月 20 日 原子ຊ防⅏カ⦎  実行委員 2 名

平成 28 年 
3 月 20 日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ イオンࣔール鹿児島実行委員 2 名 

࠙院እの会議࣭研修会➼への参加ࠚ

平成 27 年
8 月 1 日 FRT 九州講演会 鹿児島医療センター 1 名
8 月 7 日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 鹿児島県医師会館 3 名
8 月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 県民総合保健センター 4 名
9 月 9 日 保健推進員研修会 ▱ぴ保健センター 1 名
9 月 16 日 保健推進員研修会 川㎶保健センター 1 名
9 月 18 日 第㸯回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
10 月 3,4 日 九州 GYRO ミーティング -R 博ከシティ 1 名
10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 鹿児島県医師会館 5 名
11 月 2 日 保健推進員研修会 㢒ጿ保健センター 1 名

平成 28 年
1 月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会（MRI） 沖縄県立南部医療センター 㸯名
2月 1日･8 日･17 日
 鹿児島医療技術専門学校 診療⏬ീ技術学Ϩ（㹋㹐㹇検査講師） 1 名
2 月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
2 月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 市民文化ホール 2 名
3 月 11 日 乳がん検診従事者研修会 県民交流センター 1 名
3 月 26 日 放射線技師会機器管理士部会研修会 鹿児島大学病院 1 名
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࠙ㄆᐃ㈨᱁ྲྀᚓ࣭᭦᪂者➼ࠚ

新　規 2015 年 10 月 放射線治療専門放射線技師 小ᒇ　俊彰
新　規 2016 年 1 月 放射線治療ရ質管理士 小ᒇ　俊彰
新　規 2016 年 2 月 検診マンࣔグラフィᙳ診療放射線技師 川原　美ဏ
新　規 2016 年 2 月 ; 線㹁㹒ㄆ定技師 小ᒇ　俊彰
新　規 2016 年 2 月 ☢Ẽ共㬆専門技術者 ụ田　┿一
新　規 2016 年 2 月 肺がん㹁㹒検診ㄆ定技師 ✋␃　ஂ恵

࠙Ꮫ会Ⓨ表࣭ⴭ㏙ ↷研究実⦼の㡯┠を参　ࡣࠚ

࠙その他の活動ࠚ

࠙研修࣭どᐹཷࡅ入ࠚࢀ

平成 27 年
7 月 8 日 ᇛ西高校インターンシップ研修 放射線部 2 名
8 月 17 日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 放射線部 1 名
8 月 20 日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 放射線部 1 名
10 月 30 日 九州保健福祉大学薬学部 放射線部 1 名
11 月 18 日 東高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

平成 28 年
2 月 2 日 ᫂ᱜ館高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

࠙ᐇ⩦⏕ཷࡅ入ࠚࢀ

平成 27 年
6 月 1 日～ 6月 26 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
6 月 29 日～ 7月 24 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
9 月 1 日～ 9月 30 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
10 月 1 日～ 10 月 31 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 3年 2 名

ࠚࢸࣥࣛ࣎࠙

平成 27 年
5月 9日ࠥ10 日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま  
ウォーターフロントパーク 2 名
9 月 26 日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD プレウォークイベント
  ベルク広ሙ 1 名
10 月 1 日 ࣆンクリ࣎ンツリーセレࣔࢽー  鹿児島市役ᡤ 1 名
10 月 4 日 市民健ᗣ⚍ࡾ  実行委員 2 名
10 月 18 日 ࣆンクリ࣎ン in　kDJosKiPD2015  上Ⲩ田のᮭ公園 2 名
10 月 21 日 .YT レディースチࣕリティࢦルフ 2015  ▱ぴカントリークラブ 1 名
10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診インタビュー  ᙜ院 1 名
12 月 20 日 原子ຊ防⅏カ⦎  実行委員 2 名

平成 28 年 
3 月 20 日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ イオンࣔール鹿児島実行委員 2 名 

࠙院እの会議࣭研修会➼への参加ࠚ

平成 27 年
8 月 1 日 FRT 九州講演会 鹿児島医療センター 1 名
8 月 7 日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 鹿児島県医師会館 3 名
8 月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 県民総合保健センター 4 名
9 月 9 日 保健推進員研修会 ▱ぴ保健センター 1 名
9 月 16 日 保健推進員研修会 川㎶保健センター 1 名
9 月 18 日 第㸯回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
10 月 3,4 日 九州 GYRO ミーティング -R 博ከシティ 1 名
10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 鹿児島県医師会館 5 名
11 月 2 日 保健推進員研修会 㢒ጿ保健センター 1 名

平成 28 年
1 月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会（MRI） 沖縄県立南部医療センター 㸯名
2月 1日･8 日･17 日
 鹿児島医療技術専門学校 診療⏬ീ技術学Ϩ（㹋㹐㹇検査講師） 1 名
2 月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
2 月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 市民文化ホール 2 名
3 月 11 日 乳がん検診従事者研修会 県民交流センター 1 名
3 月 26 日 放射線技師会機器管理士部会研修会 鹿児島大学病院 1 名

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕
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࠙その他の活動ࠚ

࠙研修࣭どᐹཷࡅ入ࠚࢀ

平成 27 年
7 月 8 日 ᇛ西高校インターンシップ研修 放射線部 2 名
8 月 17 日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 放射線部 1 名
8 月 20 日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 放射線部 1 名
10 月 30 日 九州保健福祉大学薬学部 放射線部 1 名
11 月 18 日 東高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

平成 28 年
2 月 2 日 ᫂ᱜ館高校インターンシップ研修 放射線部 2 名

࠙ᐇ⩦⏕ཷࡅ入ࠚࢀ

平成 27 年
6 月 1 日～ 6月 26 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
6 月 29 日～ 7月 24 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
9 月 1 日～ 9月 30 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 4年 2 名
10 月 1 日～ 10 月 31 日 鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 3年 2 名

ࠚࢸࣥࣛ࣎࠙

平成 27 年
5月 9日ࠥ10 日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま  
ウォーターフロントパーク 2 名
9 月 26 日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD プレウォークイベント
  ベルク広ሙ 1 名
10 月 1 日 ࣆンクリ࣎ンツリーセレࣔࢽー  鹿児島市役ᡤ 1 名
10 月 4 日 市民健ᗣ⚍ࡾ  実行委員 2 名
10 月 18 日 ࣆンクリ࣎ン in　kDJosKiPD2015  上Ⲩ田のᮭ公園 2 名
10 月 21 日 .YT レディースチࣕリティࢦルフ 2015  ▱ぴカントリークラブ 1 名
10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診インタビュー  ᙜ院 1 名
12 月 20 日 原子ຊ防⅏カ⦎  実行委員 2 名

平成 28 年 
3 月 20 日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ イオンࣔール鹿児島実行委員 2 名 

࠙院እの会議࣭研修会➼への参加ࠚ

平成 27 年
8 月 1 日 FRT 九州講演会 鹿児島医療センター 1 名
8 月 7 日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 鹿児島県医師会館 3 名
8 月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 県民総合保健センター 4 名
9 月 9 日 保健推進員研修会 ▱ぴ保健センター 1 名
9 月 16 日 保健推進員研修会 川㎶保健センター 1 名
9 月 18 日 第㸯回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
10 月 3,4 日 九州 GYRO ミーティング -R 博ከシティ 1 名
10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 鹿児島県医師会館 5 名
11 月 2 日 保健推進員研修会 㢒ጿ保健センター 1 名

平成 28 年
1 月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会（MRI） 沖縄県立南部医療センター 㸯名
2月 1日･8 日･17 日
 鹿児島医療技術専門学校 診療⏬ീ技術学Ϩ（㹋㹐㹇検査講師） 1 名
2 月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 鹿児島県医師会館 5 名
2 月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 市民文化ホール 2 名
3 月 11 日 乳がん検診従事者研修会 県民交流センター 1 名
3 月 26 日 放射線技師会機器管理士部会研修会 鹿児島大学病院 1 名

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にᥖ㍕
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　平成 27 年度ࡣ本館・クリࢽック総合ฎ⨨ᐊの⮬動採血管‽ഛ⨨ %C・RO%O8000RFI'�TeFKo　MeGiFD 社〇 �

の᭦新とᣢ⥆グルコースࣔࢽタ CGM�Pro2 システム � が新規導ධࡉれましたࠋ ⮬動採血管‽ഛ⨨ࡣ๓⨨

よࡾฎ理能ຊ、ฎ理㏿度が㏿くなࡾຠ⋡とスࣆードが向上しましたࠋᣢ⥆グルコースࣔࢽタࡣ小児科よࡾ౫㢗

がࡾ࠶、⓶下に␃⨨ࡉれたセンサで㛫質液中のグルコース⃰度を 定し、SM%G で見㏨ࡉれた高血⢾を見つけ

るシステムですࠋ対象ࡣ小児⢾ᒀ病・食後高血⢾・血⢾ኚ動が⃭しい人・'M 合ేዷፎ⢾ᒀ病なですࠋ また、

スタッフࡣ総ໃ 26 名の検査ែໃでᙜ院の救急医療に対応しましたࠋ ㄆ定資᱁ࡣ生理検査スタッフの 2 名が

ㄆ定⚄⤒生理検査技師と二⣭臨床検査士・呼吸生理学の資᱁をྲྀᚓしましたࠋ 中央臨床検査部実✚ࡣ、生化

学検査が 505,191 ௳、㍺血・ච血Ύ検査が 84,393 ௳、血液・一⯡検査が 497,841 ௳、臨床ᚤ生≀検査が

19,959௳、生理検査が23,803௳、合ィ1,131,187௳で๓年とẚ㍑して血液・一⯡検査௨外ࡣ少し減少しましたࠋ

　日ࠎ、臨床検査データのᶆ‽化にດめ⢭度管理ࡣ、日本医師会、日本臨床検査技師会、鹿児島県医師会、ࡑの

メーカー催の外部⢭度管理への参加とẖ日行࠺内部⢭度管理で良ዲな成⦼をめましたࠋ これからࡶ⢭

度保証ㄆ証施設として⢭度管理の向上にດめたいとᛮいますࠋ 学会、研修会等へࡣከくのスタッフが参加し

⮬ᕫ研㛑にບ4、ࡳ演㢟をⓎ表することができましたࠋ

ࣇࢵࢱࢫᖹᡂ��ᖺᗘ୰ኸ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊ە

臨床検査部長 佐⸨ᴿ一�鹿児島大学医学部名教授�

臨床ᚤ生≀検査 ᮧ中ஓ�感染制ᚚㄆ定臨床ᚤ生≀検査技師�　今ᇼ小ⓒ合　☻佐Ụ子�⥭急臨床検査士�

㍺血･ච血Ύ検査
 今ᇼ㈗之�ㄆ定㍺血検査技師�　ᣢ␃ࡾࡺか�ㄆ定㍺血検査技師�　

血液・一⯡検査 原ⷵ┿⏤美�二⣭臨床検査士・血液学�　西田ᬛె�ㄆ定一⯡検査技師�
 ᒾ崎᫂日㤶　福㏕俊介　広崎࠺た

生化学検査 山崎Ὀ代　ⰼᡣ雅子　永ᒸఙ代　ఫ和๛　∾之ẁᮤዉ

外᮶・生理検査 ᒾ本雅代　平原༓代子　上㟳▱�ㄆ定⚄⤒生理検査技師�　ᐆ代⪽美�ㄆ定㍺血検査技師�
　　 赤㛫⏤美　福崎ឡ　小原旅人�二⣭臨床検査士・呼吸生理学�　ụ本⳯月

㉸㡢Ἴ検査 ྜྷ♸児�ㄆ定㉸㡢Ἴ検査士�　᳃田修ᗣ�ㄆ定㉸㡢Ἴ検査士�

クリࢽック検査 ஂ永洋一㑻

✚ᖹᡂ��ᖺᗘ୰ኸ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊ᐇە

生化学検査 ௳ᩘ  ௳ᩘ  ௳ᩘ
セット検査 427,399 セット外検査 73,118 血液ガス 3,663
血中薬≀⃰度 519 血⢾ 92
合ィ 505,191

㍺血・ච血Ύ検査
㍺血 16,410 ච血Ύ 6,214 感染症 27,974
⭘⒆マーカー　 17,339 ホルࣔン 10,596 ࡑの 5,860
合ィ 84,393

血液・一⯡検査
血液 444,922 จᅛ⣔ 37,960 ᒀ 12,848
⣅౽ 237 ✸่液 1,873 ࡑの 1
合ィ 497,841

臨床ᚤ生≀検査
⣽菌ሬᇵ養 12,116 ᎘Ẽᇵ養 2,536 薬剤感ཷ性 1,913
ᢠ㓟菌ሬᇵ養 1,478 PCR 1,227 ࡑの 683
合ィ 19,959

生理検査
ᚰ電ᅗ 8,285 ➽電ᅗ 1,979 A%I 369
⬻Ἴ 262 肺機能 4,695 ㉸㡢ἼUCG 5,864
㉸㡢Ἴ⭡部 2,349
合ィ　 23,803

⢭ᗘ⟶⌮への参加ە

ձ第49回日本医師会⢭度管理
ղ第26回日本臨床検査技師会⢭度管理
ճ第38回鹿児島県医師会⢭度管理
մ2015年度関東化学ࣘーザーズコントロールサーベイ
յࢽットー࣎ーࣘーザーズコントロールサーベイ
ն第17回血液検査コントロールサーベイ
շ第8回コアプレスタ�จᅛ⣔�コントロールサーベイ
ոエームスᒀ検査コントロールサーベイ
չ第22回ルミパルスコントロールサーベイ
պ第20回㸿㹇㸿コントロールサーベイ
ջ平成27年度特␗㹇J(コントロールサーベイ

ࢀ入ࡅᏛ⏕�のཷ�ᐇ⩦⏕ە

⇃本保健科学大学　保健科学部　医学検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 8 日（1日㛫）

㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 10 日（1日㛫）

山ཱྀ大学　医学部保健学科　検査技術科学専ᨷ 3年生　3名 平成 28年 3月 14日～平成 28年 3月 18日（5日㛫）

　平成 27 年度ࡣ本館・クリࢽック総合ฎ⨨ᐊの⮬動採血管‽ഛ⨨ %C・RO%O8000RFI'�TeFKo　MeGiFD 社〇 �

の᭦新とᣢ⥆グルコースࣔࢽタ CGM�Pro2 システム � が新規導ධࡉれましたࠋ ⮬動採血管‽ഛ⨨ࡣ๓⨨

よࡾฎ理能ຊ、ฎ理㏿度が㏿くなࡾຠ⋡とスࣆードが向上しましたࠋᣢ⥆グルコースࣔࢽタࡣ小児科よࡾ౫㢗

がࡾ࠶、⓶下に␃⨨ࡉれたセンサで㛫質液中のグルコース⃰度を 定し、SM%G で見㏨ࡉれた高血⢾を見つけ

るシステムですࠋ対象ࡣ小児⢾ᒀ病・食後高血⢾・血⢾ኚ動が⃭しい人・'M 合ేዷፎ⢾ᒀ病なですࠋ また、

スタッフࡣ総ໃ 26 名の検査ែໃでᙜ院の救急医療に対応しましたࠋ ㄆ定資᱁ࡣ生理検査スタッフの 2 名が

ㄆ定⚄⤒生理検査技師と二⣭臨床検査士・呼吸生理学の資᱁をྲྀᚓしましたࠋ 中央臨床検査部実✚ࡣ、生化

学検査が 505,191 ௳、㍺血・ච血Ύ検査が 84,393 ௳、血液・一⯡検査が 497,841 ௳、臨床ᚤ生≀検査が

19,959௳、生理検査が23,803௳、合ィ1,131,187௳で๓年とẚ㍑して血液・一⯡検査௨外ࡣ少し減少しましたࠋ

　日ࠎ、臨床検査データのᶆ‽化にດめ⢭度管理ࡣ、日本医師会、日本臨床検査技師会、鹿児島県医師会、ࡑの

メーカー催の外部⢭度管理への参加とẖ日行࠺内部⢭度管理で良ዲな成⦼をめましたࠋ これからࡶ⢭

度保証ㄆ証施設として⢭度管理の向上にດめたいとᛮいますࠋ 学会、研修会等へࡣከくのスタッフが参加し

⮬ᕫ研㛑にບ4、ࡳ演㢟をⓎ表することができましたࠋ
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がࡾ࠶、⓶下に␃⨨ࡉれたセンサで㛫質液中のグルコース⃰度を 定し、SM%G で見㏨ࡉれた高血⢾を見つけ

るシステムですࠋ対象ࡣ小児⢾ᒀ病・食後高血⢾・血⢾ኚ動が⃭しい人・'M 合ేዷፎ⢾ᒀ病なですࠋ また、
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クリࢽック検査 ஂ永洋一㑻

✚ᖹᡂ��ᖺᗘ୰ኸ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊ᐇە

生化学検査 ௳ᩘ  ௳ᩘ  ௳ᩘ
セット検査 427,399 セット外検査 73,118 血液ガス 3,663
血中薬≀⃰度 519 血⢾ 92
合ィ 505,191

㍺血・ච血Ύ検査
㍺血 16,410 ච血Ύ 6,214 感染症 27,974
⭘⒆マーカー　 17,339 ホルࣔン 10,596 ࡑの 5,860
合ィ 84,393

血液・一⯡検査
血液 444,922 จᅛ⣔ 37,960 ᒀ 12,848
⣅౽ 237 ✸่液 1,873 ࡑの 1
合ィ 497,841

臨床ᚤ生≀検査
⣽菌ሬᇵ養 12,116 ᎘Ẽᇵ養 2,536 薬剤感ཷ性 1,913
ᢠ㓟菌ሬᇵ養 1,478 PCR 1,227 ࡑの 683
合ィ 19,959

生理検査
ᚰ電ᅗ 8,285 ➽電ᅗ 1,979 A%I 369
⬻Ἴ 262 肺機能 4,695 ㉸㡢ἼUCG 5,864
㉸㡢Ἴ⭡部 2,349
合ィ　 23,803

⢭ᗘ⟶⌮への参加ە

ձ第49回日本医師会⢭度管理
ղ第26回日本臨床検査技師会⢭度管理
ճ第38回鹿児島県医師会⢭度管理
մ2015年度関東化学ࣘーザーズコントロールサーベイ
յࢽットー࣎ーࣘーザーズコントロールサーベイ
ն第17回血液検査コントロールサーベイ
շ第8回コアプレスタ�จᅛ⣔�コントロールサーベイ
ոエームスᒀ検査コントロールサーベイ
չ第22回ルミパルスコントロールサーベイ
պ第20回㸿㹇㸿コントロールサーベイ
ջ平成27年度特␗㹇J(コントロールサーベイ

ࢀ入ࡅᏛ⏕�のཷ�ᐇ⩦⏕ە

⇃本保健科学大学　保健科学部　医学検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 8 日（1日㛫）

㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科 3 年生　1名 平成 28 年 3 月 10 日（1日㛫）

山ཱྀ大学　医学部保健学科　検査技術科学専ᨷ 3年生　3名 平成 28年 3月 14日～平成 28年 3月 18日（5日㛫）
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Ꮫ会࣭研✲会への参加ە

ͤ学会関連ࡣ>研究実⦼@にࡶᥖ㍕

 
   

H27 4  

 
7   

 
7  

 
8  

 
9  

 10  

H28 1  

 2  

 3  
 

療法士長 ඤ 島 㑥 幸

ϦϋビϦςーγϣϯ෦

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘのᴫせࠚ

�� ࡵࡌࡣ

　᪩ᮇ退院、社会ᖐに向けた「チーム医療の評౯」が、診療報酬改定ẖにせ௳化ࡉれていく中で、リハビリ専
門職ࡣ、特に急性ᮇ病床で、チーム医療の一役をᢸえる職種へと⮬ᚊ的にኚࢃることができるのか࠺かࠋ今、
急性ᮇのリハビリが、ヨࡉれているとこࡔࢁとᛮいますࠋ
　まࡣࡎ、ධ院から退院支援のプロセスに✚ᴟ的に参加していかなけれࡤなࡾまࡏんࠋ ධ院診療ィ⏬᭩か
ら看護ィ⏬へ、ࡑれがリハビリィ⏬にࡶ繋がっていくࡑ ࠋのィ⏬ࡣ、退院後の生活をイメージできるよ࠺な、
用者ẖのಶ別的なリハビリの内ᐜになっていくࡎࡣですࠋ 内ᐜがኚࢃれࡤ、リハビリ実施のሙᡤと㛫が
ኚࡾࢃますࠋ カ⦎ᐊから病Ჷへ、ࡉらに社会生活機能を高めるሙᡤへとኚࢃっていくࠋ リハビリのᥦ౪㛫
ࠋか࠺ࡻないでしࡣ学習ຠᯝがᮇᚅできるのでࡾよ、ࡑ生活活動が集中する㛫ᖏこ、ࡣ
ためにᚲせな、ከ「くࡔ在宅にᖐっていたࡶけ▷いᮇ㛫で、しかࡔ重症患者を対象に、できる」、したに࠺ࡑ　
職種の活用ᆺ「チーム医療の評౯」、ࡑして「務⎔ቃの改ၿ」に㈉献できる専門職になるのでࡣないかと考え
ていますࠋ

�� ᒆฟᢎㄆ

 施設ᢎㄆ ཷ理␒ྕ ⟬定開ጞ

⬻血管疾患等リハビリテーションᩱ（Ϩ） （⬻Ϩ）第 46 ྕ 平成 18 年 4 月 1 日

呼吸器リハビリテーションᩱ（Ϩ） （呼Ϩ）第 28 ྕ 平成 18 年 4 月 1 日

運動器リハビリテーションᩱ（Ϩ） （運Ϩ）第 7ྕ 平成 22 年 4 月 1 日

がん患者リハビリテーションᩱ （がんリハ）第 9ྕ 平成 23 年 7 月 1 日

�� 㸦ᖹᡂࣇࢵࢱࢫ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥⌧在㸧

専௵リハ医師 1 名 

理学療法士 43 名 （4 名育ఇ中） స業療法士 19 名 ゝㄒ⫈ぬ士 8 名 

リハビリ事務 3 名  リハビリ助手 2 名 

�� ே

ධ職 H27�4�1 理学療法士 㤿ሙ　᪩⣖ 九州看護福祉大学
H27�4�1 理学療法士 ▼田　光 九州看護福祉大学
H27�4�1 理学療法士 下ᮧᣅஓ 九州看護福祉大学
H27�4�1 理学療法士 Ἑ原ᶫ　ᘺጲ 九州栄養大学
H27�4�1 理学療法士 㯮ᮌ　♸ᶞ 宮崎リハビリテーション学院
H27�4�1 理学療法士 福㏕　ᶞ 鹿児島医療技術専門学校
H27�4�1 理学療法士 山ノཱྀ　ளጲ 鹿児島医療技術専門学校
H27�4�1 理学療法士 ⬥　᫂ኟ 鹿児島医療技術専門学校
H27�4�1 理学療法士 ᮧ中　㤶 鹿児島医療福祉専門学校
H27�4�1 理学療法士 ๓㔝　㯞ዉ美 ⚄ᮧ学園専修学校
H27�4�1 స業療法士 下㔝　┿⏤ 九州栄養大学
H27�4�1 స業療法士 ⋢　ᙬ 鹿児島大学
H27�4�1 స業療法士 学大島児鹿 㔛༓　ᮧ
H27�4�1 స業療法士 山田　༓ኟ 鹿児島医療技術専門学校
H27�4�1 స業療法士 ⱂケ㔝　㈼人 ⚄ᮧ学園専修学校
H27�4�1 స業療法士 ྂᇛ　୕㈗ 鹿児島医療技術専門学校
H27�4�1 ゝㄒ療法士 宮園　健ᚿ 鹿児島医療技術専門学校
H27�4�1 ゝㄒ療法士 ụ⏿　ுඔ 鹿児島医療技術専門学校

退職 H26�7�31 ゝㄒ⫈ぬ士 西　ຬ㍜
H28�2�28 理学療法士 西　⿱ྖ
H28�2�28 理学療法士 山　ㄔ
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H27�4�1 ゝㄒ療法士 宮園　健ᚿ 鹿児島医療技術専門学校
H27�4�1 ゝㄒ療法士 ụ⏿　ுඔ 鹿児島医療技術専門学校

退職 H26�7�31 ゝㄒ⫈ぬ士 西　ຬ㍜
H28�2�28 理学療法士 西　⿱ྖ
H28�2�28 理学療法士 山　ㄔ
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࠙㒊㛛ᐇ⦼ࠚ

��㸦１㸧�� ᖺᗘ⒪ἲ᫂⣽ 

 
 

２㸧患ูࣜࣜࣅࣁ༢

 

 
 

㸦㸱㸧デ⒪⛉ูฎ᪉௳ᩘ

 

 
 

�� ᐇ⩦ཷ入

࠙ㄆᐃ㈨᱁者ࠚ
3学会合同呼吸療法ㄆ定士 10名 ㇏␃研二　ᮌ下▱恵　ྜྷ永Ⱗ実　上之園ᙬ　宮之原俊一　

  中塩ᒇె子　福田　児⋢⩧ኴ　㔝ᮧ⠜ᚿ　ᶓ川ᕮ美

ᚰ臓リハビリテーション指導士 1名 ㇏␃研二

リンパᾋ⭘指導技能者 1名 ྂ市寿子

褥瘡ㄆ定స業療法士 1名 宮之原俊一

�� Ꮫ⾡

学会Ⓨ表ࡣ「研究実⦼」の㡫へ

࠙㒊㛛のྲྀ⤌ࠚࡳ
平成17年11月～ NSTにST参加

平成18年4月～ 疾患別リハ施設ᢎㄆ

平成18年4月～ 専従常の療法士が20名

平成19年10月～ 褥瘡対策チームにPT・OT・ST参加

平成20年4月～ 専従常の療法士が30名

平成20年7月～ 療法士の病Ჷᢸᙜ制の開ጞ

平成21年3月～ 日⚃ྵめた均等㓄⨨務体制開ጞ

平成21年4月～ 専従常の療法士が40名

平成22年6月～ ཱྀ⭍ケアチームにST参加

平成22年10月～ 緩和ケアチームにPT・OT参加

平成23年6月～ 専従常の療法士が50名

平成23年7月～ がん患者リハ施設ᢎㄆ

平成24年4月～ 日本リハビリテーション医学会専門医・ㄆ定臨床医を専௵㓄⨨

平成25年4月～ 専従常の療法士が60名

平成25年㸵月～ NSTにPT・OT参加

平成26年3月～ RSTにPT参加

平成27年1月～ 回ᮇ病Ჷ開ጞ
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�� 㧗Ẽᅽ㓟⣲⒪ἲ㸦+%2�

　高Ẽ圧㓟⣲療法ࡣ、第1種⨨（川崎エンジࢽアリング社〇.OH�2000）2ྎで月～金᭙日8：30～17：00、

ᅵ᭙、⚃⚍日8：30～12：00実施ࠋ⥭急にࡣオンコールでいつでࡶ実施できる体制になっていますࠋ平成

27年度205、ࡣ名（⏨131名、ዪ74名）の患者ᵝに対して治療回ᩘ3,216ࡣ回（救急㐺応483回（15�0㸣）、㠀

救急㐺応2,733回）でしたࠋ๓年度ẚࡣ治療患者ᩘ㸫9�7�、総治療回ᩘ㸩10�4�、救急㐺応㸫10�4�でした

（表 1）ࠋ診療科別でࡣ、整ᙧ外科66�（๓年㸩14�4�）、⪥㰯ဗႃ科22�（๓年㸩5�1�）と2診療科で全体の

⣙9を༨めています（表2）ࠋ

�� ேᕤ྾

　平成27年度の人工呼吸器使用状ἣࡣ、合ィ

282௳（年ẚ̺5�1�）、機種のᵓ成ࡣIPP9

（inYDsiYe SositiYe SressXre YentiODtion㸹

く的人工呼吸）52�、NPP9 31�、在宅用ᣢ㎸ 

17�でした（表3）ࠋᙜ院ᡤ᭷の人工呼吸器を

表4に♧しますࠋ新規にHAMILTON�C1（HAMIL�

TON社�日本光電）を2ྎ㏣加しましたྂࠋくな

ったNP%�740と㡰ḟධれ᭰えていくィ⏬ですࠋ

　平成25年度から導ධࡉれたハイフローセラ

ー／ネーザルハイフロー（NHF）の使用状ἣࣆ

を表5に♧しますࠋNHFࡣ㰯カࢽューラを通し

て21～100㸣の㓟⣲を᭱大60L�Pinの高流量で

患者に౪給できるシステムで低流量㓟⣲療法

とNPP9との㛫の治療法としてNPP9のᣄྰ患者

やẼ管ᤄ管チューブᢤ管後なに᭷ຠとࡉれますࠋ

人工呼吸器患者のᦙ㏦について

　人工呼吸器╔患者のCTやMRIの検査や院外への㌿院なࡣ、これまで医師がバッグバルブマスクなを

用いて用手換Ẽを行いながら実施していましたが、ᙜ院でࡣ人工呼吸器╔患者のᦙ㏦にࡶ㐺した人工呼吸

器やMRI対応人工呼吸器の採用によࡾᚲせなにいつでࡶ検査することができますࠋまた、人工呼吸に関ࢃ

るᦙ㏦にࡣᚲࡎ臨床工学技士が同కして医師や看護師の労ຊ㍍減につなࡆられるよ࠺ດຊしていますࠋ平成

27年度116ࡣ回のᦙ㏦がࡾ࠶CT�MRI31ࡣ௳（内MRI：6௳）院への㌿院ᦙ㏦19ࡣ௳でしたࠋ㌿院にࡣᦙ㏦

ඛでの人工呼吸器設定なの⏦し㏦ࡾ等を臨床工学技士が実施しています（表6）ࠋ

表１�㧗Ẽᅽ㓟⣲⒪ᐇ≧ἣ 表２�デ⒪⛉ู+%2౫㢗௳ᩘ
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infant Flow SiPAP CareFusion 2  n-CPAP 3
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�� ⾑ᾮί

　血液浄化のࡕ࠺血液㏱ᯒ3ྎࡣのಶ人器（� ICU内に1ྎ）で実施していますࠋ平成27年度の㏱ᯒ実施回ᩘࡣ
428回、年度ẚ㸩23�でした（表7）ࡑࠋの、ᣢ⥆的腎代᭰療法（CRRT）、アフェレーシスの実施状ἣを
（表8）に♧しましたࠋ

表ࢫࢩ࣮࢙ࣞࣇࠉ��ᐇ≧ἣ

表ࠉ��ேᕤ྾患者ᦙ㏦ඛ院表࣮ࣟࣇࣁࣝࢨ࣮ࢿࠉ��ᐇ≧ἣ
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�� ⾡୰⬨᳝ㄏⓎ㟁ࣔࢢࣥࣜࢱࢽ

　⬨᳝、⬨㧊の手術の㝿、M(P（運動ㄏⓎ電）

およびSS(P�体性感ぬㄏⓎ電�による術中ࣔࢽタ

リングを施行していますࠋ⬨㧊ࣔࢽタリングとࡣ

⬨㧊の電Ẽఏ導能を評౯する᪉法でࡾ࠶、圧㏕性

病ኚや⬨㧊⭘⒆なによる⬨㧊のᦆ傷の⛬度を評

౯することができますࠋ

 年10月に検査機器（(nGeDYor CR 術中ࣔࢽタリ

ング⨨）の導ධを行いM(Pのィ がྍ能になࡾ

209௳（๓年ẚ 122�3�）の⬨᳝・⬨㧊手術で実施

しました（表 9）ࠋ

表��⛣᥎ᩘ௳ࢢࣥࣜࢱࢽ୰ࣔ⾡ࠉ
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ҩྍ෦ࡏ

　在宅医療部ࡣ、ゼၥ診ᐹとゼၥ看護を行っていますࠋゼၥ診ᐹࡣ在宅診療科のᯘ　ⱱඛ生、⏥ᩫ　ኴඛ

生をࡌࡣめに総合内科㸱名、⚄⤒内科㸯名のඛ生᪉に協ຊしていたࡔいていますࠋまた、緩和医療科の松

ῧඛ生と連携し、在宅での看ྲྀࡶࡾ支援しています᭱ࠋ㏆でࡣ、対象がᐷたきࡾ・‽ᐷたきࡾの᪉に㝈ら

きゼၥしࡔㄆ▱症の᪉や⊂ᒃの᪉の᭹薬管理や創ฎ⨨等に外᮶のඛ生の指♧᭩をいたࡶ外᮶通院ྍ能で、ࡎ

ていますࠋ

　平成27年ࡣ年同ᵝ、保健師3名 ➉ノ下美子 生㔝雅子 小㔝⣧子、看護師1名 南㈗美子で活動しましたࠋ

Ϩ�ゼၥ看護活動（平成 27 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日） ͤ在宅診療科に合ࡏࢃ、年ḟ報࿌

㸯）スタッフ　　�十㡢㡰 �

保健師・看護師 4 名　小㔝・生㔝・➉ノ下・南

ゼၥ診ᐹ医師（ව௵） 8 名　⮻ඖ・⏥ᩫ・生㔝・㔝ᮧ・ᯘ・二ᮌ・松ῧ・୕宅

ව௵స業療法士 1 名　児島

㸰）患者総ᩘ　47 名   （⏨性 27 名　ዪ性 20 名）
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�� ⾡୰⬨᳝ㄏⓎ㟁ࣔࢢࣥࣜࢱࢽ

　⬨᳝、⬨㧊の手術の㝿、M(P（運動ㄏⓎ電）

およびSS(P�体性感ぬㄏⓎ電�による術中ࣔࢽタ

リングを施行していますࠋ⬨㧊ࣔࢽタリングとࡣ

⬨㧊の電Ẽఏ導能を評౯する᪉法でࡾ࠶、圧㏕性

病ኚや⬨㧊⭘⒆なによる⬨㧊のᦆ傷の⛬度を評

౯することができますࠋ

 年10月に検査機器（(nGeDYor CR 術中ࣔࢽタリ

ング⨨）の導ධを行いM(Pのィ がྍ能になࡾ

209௳（๓年ẚ 122�3�）の⬨᳝・⬨㧊手術で実施

しました（表 9）ࠋ
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㸲）疾患名（47 名）

疾患 （人） 疾患 （人）

⚄⤒⣔疾患

ᝏ性新生≀

ᚠ⎔器疾患

呼吸器疾患

ᦆ傷、中ẘ外ᅉのᙳ㡪

ᒀ路器⣔疾患

消化器⣔

内分Ἢ⣔・代ㅰ疾患

⢭⚄及び行動㞀ᐖ

感染症

18

11

8

4

1

0

1

2

2

0

㸵）ゼၥ看護の㢖度

㸳）患者年㱋 （平均 76�1 ṓ　51ࠥ95 ṓ）

㸴）ᐷたきࡾランク

年代

30�39

40�49

50�59

60�69

70�79

80�89

90�99

100௨上

合ィ

人ᩘ（人）

0

0

6

8

12

14

7

0

47

ランク㹁

生活⮬立 ランク㹈

ランク㸿

ランク㹀

‽ᐷたきࡾ

ᐷたきࡾ

ఱらかの㞀ᐖ等を᭷するが、日常生活ࡣ⮬立しておࡾ⊂ຊで外ฟする 
1� 交通機関を用して外ฟする 
2� 㞄㏆ᡤへなら外ฟする 

ᒇ内での生活ࡣᴫࡡ⮬立しているが、介助なしにࡣ外ฟしない 
1� 介助によࡾ外ฟし、日中ࡣとんベッドから㞳れて生活する 
2� 外ฟの㢖度が少なく、日中ࡶᐷたࡾ起きたࡾの生活をしている 

㸯日中ベッド上で㐣ごし、ἥ、食事、╔᭰において介助をせする
1� ⮬ຊでᐷ㏉ࡾを࠺つ 
2� ⮬ຊでࡣᐷ㏉࠺ࡶࡾたない

ᒇ内での生活ࡣఱらかの介助をせし、日中ࡶベッド上での生活が体で࠶るが座を保つ
1� ㌴᳔子に⛣し、食事、ἥࡣベッドから㞳れて行࠺ 
2� 介助によࡾ㌴᳔子に⛣する 

ランク

-�1

-�2

A�1

A�2

%�1

%�2

C�1

C�2

合ィ

人ᩘ（人）

3

3

6

12

6

2

6

9

47

ゼၥ回ᩘ

A:2回�週　௨上

%:1回�週

C:1回�2週～月

':ゼၥ診ᐹのࡳ

合ィ

人ᩘ（人）

9

23

10

5

47

A:2回�週௨上
19�

%:1回�週
49�

':ゼၥ診ᐹのࡳ
11�

C:
1回�2週～月
21�

50-59 
13% 

60-69 
17% 

70-79 
25% 

80-89 
30% 

90-99 
15% 

J-2 
6% 

A-1 
13% 

A-2 
26% B-1 

13% 

B-2
4%

C-1 
13% 

C-2 
19% 

J-1 6%

8）ゼၥ看護の保㝤の種㢮

介護保㝤30分

介護保㝤60分

介護保㝤90分

医療保㝤

ゼၥ診ᐹのࡳ

合ィ

7

13

1

23

3

47

㸷）医療౫Ꮡ度ケース

内ᐜ

㌾⭯ሬᕸ

創ฎ⨨

౽・ᾃ腸

点・ὀ射

㯞薬・ᢠ⒴剤管理

管栄養⤒・࠺ࢁ⫶

吸ᘬ

人 （ᩘ人）

19

13

10

3

3

9

7

人 （ᩘ人）

2

1

3

2

3

10

1

人 （ᩘ人）

2

2

2

1

0

24

4

内ᐜ

ᆘ薬ᤄධ

人工呼吸器

バルンカテーテル␃⨨

リハビリ

Ẽ管ษ開

在宅㓟⣲療法

導ᒀ

内ᐜ

吸ධ

血⢾チェック

人工⫠門・ウロストミー

点║

I9H�ポート�

᭹薬管理

のࡑ

10）介護保㝤用者

介護度

せ支援㸯

せ支援㸰

せ介護1

せ介護2

せ介護3

せ介護4

せ介護5

ㄆ定なし

合ィ

人ᩘ（人）

1

1

12

10

5

4

8

6

47

11）Ύ₩介助

内ᐜ

全 ㌟ ᾎ

部 分 ᾎ

部分保Ύ

人ᩘ（人）

1

9

17

全㌟ᾎ:　　ධᾎ・シࣕワーᾎ・全㌟Ύᣔな

部分ᾎ:　　㊊ᾎ・手ᾎ・㝜部Ὑ浄・Ὑ㧥な

部分保Ύ:　ཱྀ⭍ケア・⪥ᇈ㝖ཤ・㧨๋ࡾ・∎きࡾな　    

12）な介護者

介護者

ጔ

ፉ

ルパー・家ᨻ婦࣊

ᜥ子

介護なし

᎑

夫

 ᘵ

ぶᡉ

施設

の（母人Ꮮ）ࡑ

合ィ

人ᩘ（人）

17

10

2

3

3

2

3

1

1

2

3

47

せ支援1  2%
せ支援2 2%

せ介護1
26%

せ介護2
21%せ介護3 11%

せ介護4 15%

せ介護5
21%

ㄆ定なし
12%

ゼၥ診ᐹのࡳ
6%

医療保㝤
49%

介護保㝤30分
15%

介護保㝤

60分

28%

介護保㝤

90分

2%

36

21%

6%

7%

4%

7%

6%
の（母人Ꮮ）ࡑ

ጔ

ፉ࣊ルパー・家ᨻ婦 4%

ᜥ子

介護なし

᎑

夫

ᘵ 2%
ぶᡉ 2%

施設 4%
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㸲）疾患名（47 名）

疾患 （人） 疾患 （人）

⚄⤒⣔疾患

ᝏ性新生≀

ᚠ⎔器疾患

呼吸器疾患

ᦆ傷、中ẘ外ᅉのᙳ㡪

ᒀ路器⣔疾患

消化器⣔

内分Ἢ⣔・代ㅰ疾患

⢭⚄及び行動㞀ᐖ

感染症

18

11

8

4

1

0

1

2

2

0

㸵）ゼၥ看護の㢖度

㸳）患者年㱋 （平均 76�1 ṓ　51ࠥ95 ṓ）

㸴）ᐷたきࡾランク

年代

30�39

40�49
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70�79

80�89

90�99

100௨上

合ィ

人ᩘ（人）
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47

ランク㹁

生活⮬立 ランク㹈

ランク㸿

ランク㹀

‽ᐷたきࡾ

ᐷたきࡾ

ఱらかの㞀ᐖ等を᭷するが、日常生活ࡣ⮬立しておࡾ⊂ຊで外ฟする 
1� 交通機関を用して外ฟする 
2� 㞄㏆ᡤへなら外ฟする 

ᒇ内での生活ࡣᴫࡡ⮬立しているが、介助なしにࡣ外ฟしない 
1� 介助によࡾ外ฟし、日中ࡣとんベッドから㞳れて生活する 
2� 外ฟの㢖度が少なく、日中ࡶᐷたࡾ起きたࡾの生活をしている 

㸯日中ベッド上で㐣ごし、ἥ、食事、╔᭰において介助をせする
1� ⮬ຊでᐷ㏉ࡾを࠺つ 
2� ⮬ຊでࡣᐷ㏉࠺ࡶࡾたない

ᒇ内での生活ࡣఱらかの介助をせし、日中ࡶベッド上での生活が体で࠶るが座を保つ
1� ㌴᳔子に⛣し、食事、ἥࡣベッドから㞳れて行࠺ 
2� 介助によࡾ㌴᳔子に⛣する 
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C:1回�2週～月

':ゼၥ診ᐹのࡳ

合ィ

人ᩘ（人）
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㸷）医療౫Ꮡ度ケース

内ᐜ

㌾⭯ሬᕸ

創ฎ⨨

౽・ᾃ腸
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血⢾チェック

人工⫠門・ウロストミー
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ㄆ定なし
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11）Ύ₩介助

内ᐜ

全 ㌟ ᾎ

部 分 ᾎ

部分保Ύ

人ᩘ（人）
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部分ᾎ:　　㊊ᾎ・手ᾎ・㝜部Ὑ浄・Ὑ㧥な

部分保Ύ:　ཱྀ⭍ケア・⪥ᇈ㝖ཤ・㧨๋ࡾ・∎きࡾな　    

12）な介護者

介護者

ጔ

ፉ

ルパー・家ᨻ婦࣊

ᜥ子

介護なし

᎑

夫

 ᘵ

ぶᡉ

施設

の（母人Ꮮ）ࡑ
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2

3

1

1

2

3

47

せ支援1  2%
せ支援2 2%

せ介護1
26%

せ介護2
21%せ介護3 11%

せ介護4 15%

せ介護5
21%

ㄆ定なし
12%

ゼၥ診ᐹのࡳ
6%

医療保㝤
49%

介護保㝤30分
15%

介護保㝤

60分

28%

介護保㝤

90分

2%

36

21%

6%

7%

4%

7%

6%
の（母人Ꮮ）ࡑ

ጔ

ፉ࣊ルパー・家ᨻ婦 4%

ᜥ子

介護なし

᎑

夫

ᘵ 2%
ぶᡉ 2%

施設 4%
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ϩ㸬ࡑのの活動

㸯）家族会ࡔよࡾ　第 28 ྕ　　平成 27 年　5月Ⓨ行

㸰）実習生ཷけධれ実⦼
・ஂᮌ田学園看護専門学校 ：4�13 ～ 9�17 15 名
・鹿児島中央看護専門学校　2年課⛬（通ಙ制）看護科 ：7�27 ～ 8�27 23 名
・⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ ：6�29 ～ 12�18 21 名

㸱）院内感染防止対策委員会 ：月 1回

㸲）労働安全衛生委員会 ：月 1回

㸳�病院業務運営会議 ：月 1回

㸴）死ஸ患者ึ日ゼၥ ：   2 名　

年代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

⊂ᒃ・不᫂

合ィ

人ᩘ（人）

1

1

1

12

12

9

3

8

47

13� 介護者の年㱋（平均 63�1 ṓ　25 ～ 87 ṓ）

14� 介護保㝤用状ἣ

内ᐜ

ゼၥ介護

ゼၥධᾎ

ゼၥリハビリ

人ᩘ（人）

23

4

13

人ᩘ（人）

10

14

5

内ᐜ

通ᡤリハビリ

通ᡤサービス

ショートステイ�病院をྵむ�

内ᐜ

᭹薬指導

栄養指導

介護指導

福祉サービス⤂介

人ᩘ（人）

37

25

16

11

人ᩘ（人）

10

7

9

6

内ᐜ

⢭⚄的支え

ㄆ▱症対応᪉法

家族の健ᗣ相談

⤊ᮎᮇの援助

15� 指導内ᐜ　　　

16）の専門機関・職種との連携

1� ゼၥ歯科診療の用　　 4 名 

2� ゼၥ薬剤指導の用　　 6 名

30代 2%
40代 2%

20代 2%

50代

26%

60代 26%

70代

19%

80代 6%

⊂ᒃ・不᫂
17% 管理者 ௵介護支援専門員 中 ᮧ と ࡶ 子

ॴۀࣄԉࢧޢհډ

 2015年度௨㝆65ṓ௨上の介護㟂せ予 ࡣ医療を㉸え医療介護サービスᥦ౪体制を整えるᮇがきていますࠋ

また平成27年8月からサービス用㸰㈇ᢸ（༢⊂で280௨上、㸰人ୡᖏ346௨上）が開ጞࡉれᙜ事業ᡤで

や保Ύ、安全ࡾࡶこࡌ㛢ࡾ࠶ࡶサービス用を減らすഴ向ࡾののㅖ事情によࡶる࠶ࡣධࡾ15㸣が対象となࡶ

㠃をᠱ念するケースࡾ࠶ࡶますࠋ今後ࡶ対象基‽が厳しくなるとᛮࢃれᚲせ᭱低㝈のサービスで生活を支える

ケアプランస成が重せとなࡾますࠋ

 

࠙ᴫせࠚ

　ᙜ院ࡣ高度医療によࡾ急性ᮇ病院でࡾ࠶ࡣますが、疾病の回が᪩ᮇゎ決してࡶ急な㸿㹂㹊低下によࡾ介

護ィ⏬�ケアプラン）やኚ᭦等がᚲせとࡉれるሙ合ࡾ࠶ࡶますࠋ

　平成27年㸰月に全機関⤫一したධ退院サマリーᵝ式が決定し医療との連携ࡶスムーズとなࡾましたࠋᙜ院

のࡳならࡎ㌿院ඛやセカンドオࢽࣆオンへ㊊を運び用者の病状や㸿㹂㹊の情報集を行い現ሙの職員と㢦

を合ࡏࢃた連携ができることで患者ᵝ（用者）の安ᚰ感と㐺ษなケアプランస成とつながっていますࠋ

 

ࣇࢵࢱࢫ࠙ �ࠚ       

　専従二人の௵介護支援専門員（厚生労働省に基࡙く研修修者）で対応ࠋ鹿児島へ᮶て୕年の八ᆏと共

にᵝࠎなケースに対応、ケアプランస成に࠶たࡾ本人のᘬきฟࡏる能ຊを㋃まえ情報集し、介護ຊ、医療

リスク等ៅ重に検討しながらస成していますࠋᝰしくࡶ今年3月八ᆏが家ᗞの事情（家族の㌿）で退職が

決まࡾᚰ機一㌿、新スタッフでບむᡤᏑですࠋ

࠙ᒃᏯ㛵㐃ࠉ会議ཬࡧ研修の参加 �ࠚ

H27� 5�18 㞴病患者等研修会「⚄⤒㞴病・治療・在宅療養について」     

H27� 5�30 㹌㹎㹍法人介護支援専門員総会・講演会     

H27� 6�17 西部地区連携の会「ㄆ▱症が地域でᬽらすにࡣ」     

H27� 6�27 ௵介護支援専門員フォローアップ研修会「役と介護」    

H27� 7� 9 大竜地区ከ職種地域㺗㺏会議     

H27� 8�24 㞴病患者等研修会「㞴病の࿌▱と本人・家族の支援について」    

H27� 9�16 介護支援専門員᭦新研修     

H27�10�15～16 介護支援専門員᭦新研修        

H27�10�20 ௵介護支援専門員フォローアップ研修     

H27�11� 8 看護協会催「ㄆ▱症を࠺生きるか」     

H27�12�14 㞴病患者等研修会「⚄⤒㞴病の㺶㺨㺩㺼㺶と実技」     

H27�12�18 鹿児島市催「なࡐ、ᚅࡾ⧞ࡣ㏉ࡉれるのか？」     

H28� 2� 8 㞴病患者等研修会「事例を通して支援を考える（㸿㹊㹑）    

H28� 2�20 㹌㹎㹍法人催「ケアプランのసࡾ᪉研修会」     

H28� 3�12 ௵介護支援専門員フォローアップ研修     

H28� 3�14 㞴病相談㺜㺻㺞㺎「㞴病患者の療養を支える連携の在ࡾ᪉について」    
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・⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ ：6�29 ～ 12�18 21 名

㸱）院内感染防止対策委員会 ：月 1回

㸲）労働安全衛生委員会 ：月 1回
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5
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人ᩘ（人）

37
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11
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10
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⤊ᮎᮇの援助
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を合ࡏࢃた連携ができることで患者ᵝ（用者）の安ᚰ感と㐺ษなケアプランస成とつながっていますࠋ

 

ࣇࢵࢱࢫ࠙ �ࠚ       

　専従二人の௵介護支援専門員（厚生労働省に基࡙く研修修者）で対応ࠋ鹿児島へ᮶て୕年の八ᆏと共
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リスク等ៅ重に検討しながらస成していますࠋᝰしくࡶ今年3月八ᆏが家ᗞの事情（家族の㌿）で退職が

決まࡾᚰ機一㌿、新スタッフでບむᡤᏑですࠋ
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H27� 5�18 㞴病患者等研修会「⚄⤒㞴病・治療・在宅療養について」     
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H27�12�14 㞴病患者等研修会「⚄⤒㞴病の㺶㺨㺩㺼㺶と実技」     
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࠙主なࠚ

ከⓎ血管炎⫗ⱆ⭘症、ඛ天性ミオパチー、慢性ϩᆺ呼吸不全、成人⣽⬊性白血病、肺㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症、

ඛ天性࠶࠺ࢁ、ᝏ性リウマチ、ൔᖗᘚ㛢㙐不全症、慢性ᚰᡣ⣽動、血管炎症候群、⢾ᒀ病、⊃ᚰ症、⬨ᰕ管⊃✽症、

肝⣽⬊⒴、⫤関節人工骨ᢤཤ後、レビѸ小体症、パーキンࢯン病関連疾患、ከ⣔⤫ⴎ⦰症、

アルツハイマーㄆ▱症、⬻血管性ㄆ▱症、進行性ゅ上性㯞⑷、全┣、術後骨┙内⮋⒆、๓立⭢⒴、㨚病

୧ഃᒀ管⓶ᗸ、特Ⓨ性ṇ常圧Ỉ㢌症、㢁部、⦪㝸リンパ節㌿⛣

ࠚᴗᡤ㐃ᦠࢫࣅ࣮ࢧ࠙

月平均　52 ࣨᡤのサービス事業ᡤと連携をᅗࡾ在宅生活を支えていますࠋ

�月平均用事業者ᩘ）
!" #" $"
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࠙�ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶�㹼ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶�ᒃᏯㆤᨭィ⏬సᡂᩘ �ࠚ

ࠚ㛵㐃ࣥࣛࣉࢣ࠙

このゼၥ給食回ᩘቑ減⏦ㄳ、オムツཷ給⏦ㄳ、ఫ宅改修理⏤᭩グ㍕、ᙅ高㱋者介護保㝤対象外福祉用ල

給付⏦ㄳ等ࡶ㐺ᐅ行っていますࠋ

年㛫相談ᩘ　（௳ᩘ外）

新規プランస成

ᢸᙜ者会議開催

死ஸ･施設ධᡤ
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せㆤ㸳ڦࠉせㆤ㸲ڦ

せㆤ１
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せㆤ㸱
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せㆤ㸲
��㸣ࠉࠉ

せㆤ㸳
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せㆤ２
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通ᡤ介護

通ᡤリハビリ

福祉用ල事業

ゼၥ介護

ゼၥ看護

ショートステイ

ゼၥリハビリ

ゼၥධᾎ

定ᮇᕠ回

17 ࣨᡤ

9ࣨᡤ

6ࣨᡤ

6ࣨᡤ

5ࣨᡤ

4ࣨᡤ

3ࣨᡤ

㸯ࣨᡤ

㸯ࣨᡤ

௵ ྜྷ ‶ 実

૬ஊࢧԉηϯλー ҩྍ૬ஊࣨ

　地域の基幹病院としての性᱁をᣢࡕ、高度救急医療のᥦ౪を行࠺ᙜ病院でࡣ、ධ院外᮶治療において㜼ᐖせ

ᅉとしてのᵝࠎなၥ㢟がⓎ生していますࠋ また、医療制度のኚ㑄によࡾ役分ᢸが᭦に᫂☜になって᮶てお

な⫼ᬒにおいて平成࠺このよ、ࡾ 27 年度の㹋㹑㹕（メディカルࢯーシࣕルワーカー）としての活動を報࿌⮴し

ますࠋ

ᖹᆒ在院᪥ᩘの▷⦰

　ᙜ病院における㹋㹑㹕としての᭱大の役としてࡣ、院内外との連携でࡾ࠶ますࠋ

　現在のᙜ院の基‽としてࡣ、ࠗ平均在院日ᩘ 17日௨内࠘ですࠋ在院日ᩘࡣ退院支援部門の設⨨、退院支

援のᙉ化16�02ࡾ࠶ࡶで▷⦰化がᅗれましたࠋ

　平均在院日ᩘの▷⦰」ࡣ、'PC病院として᭱大の課㢟ですࠋ質の高い医療のᥦ౪と共に患者ᵝの᪩ᮇ退院

や㌿院、社会ᖐを┠指し援助を行っていますࠋ

㹋㹑㹕の᪩ᮇ入のಁ㐍㸦㏥院ᨭ㒊㛛のᙉ㸧ی

　㹋㹑㹕がධ院ึᮇよࡾ、患者ࡉんの状ែ・基本情報等をᢕᥱすることによࡾ、いࢁいࢁなၥ㢟を

ᮍ↛に防ぎ、円な退院・㌿院への援助がྍ能となࡾますࠋ

　᪩ᮇでの患者ࡉんとの関ࡾࢃをᣢつことで、ಙ㢗関係のᵓ⠏がᐜ᫆になࡾ、患者ᵝ・ࡑの家族の

理ゎをᚓることによࡾ、ධ院・治療ᮇ㛫の▷⦰につながࡾますࠋまた、整ᙧ外科・⬻⚄⤒外科・⚄

⤒内科・呼吸器内科・総合内科のカンフレンスに同ᖍし患者ࡉんの状ែや状ἣのኚ化に応ࡌて対

応していますࠋまた、退院支援部門として退院調整カンフレンスの職種介ධによࡾ患者ᵝの退

院や㌿院に関して質の高い支援がᵓ⠏ࡉれつつࡾ࠶ますࠋ

ࢳ࣮ࣟࣉ会的入院患者への♫ی

　᰾家族化が進む中、一人ᬽらしのⅭに家にᖐれない・日中、事で⮬宅介護がᅔ㞴等いࡺࢃる

「社会的ධ院」が、ၥ㢟になっていますࠋᙜ病院においてࡶ例外でࡾ࠶ࡣまࡏんࠋ

　現点においてࡣ、㹋㹑㹕の᪩ᮇ患者ᢕᥱ・介ධによって、かなࡾ減少ഴ向にࡾ࠶ますࠋ常日㡭

よࡾ療養ᆺの医療機関、回ᮇリハビリテーション病院・介護老人保健施設・グループホームや在

宅ᖐのሙ合ࡣᒃ宅介護支援事業ᡤ等と⥥ᐦに連携をとることで、㎿㏿な援助を行࠺ことがฟ᮶て

いますࠋ　

ࢳ࣮ࣟࣉ㛗ᮇ入院患者へのی

　長ᮇධ院患者（ධ院ᮇ㛫㸱ࣨ月௨上）の的☜なᢕᥱを行い、「なࡐ、長ᮇになっているのか」と

い࠺事を᫂☜にすることが重せですࠋ長ᮇධ院となっている患者ᵝの中にࡣ、治療の⤒㐣で長ᮇに

なられた患者ࡉんや病状的に退院・㌿院がᅔ㞴な患者ᵝへの理ゎࡣᛀれてࡣなࡾまࡏんࠋ

　社会的ධ院患者・長ᮇධ院患者へのアプローチの⤖ᯝ、長ᮇධ院患者の༨める合が5㸣ྎに減

少していますࠋ長ᮇධ院患者ࡉんの内ヂとしてࡣ、感染症、重度の褥創、人工呼吸器管理等がከく

なっていますࠋ

㏥院ᨭࡿࡅ࠾ᅇᮇᲷی

　平成27年1月1日よࡾ㸱㝵病Ჷにおいて33床の回ᮇ病Ჷを運営開ጞしましたࠋ整ᙧ外科の術後

の患者ᵝが中ᚰですが、高㱋者、せ介護者、㞀ᐖ者な⮬宅退院を┠ᶆとした病Ჷなので退院に㝿

し、在宅サービスの導ධな調整がᚲせですࠋ患者ᵝ及びᚚ家族にとってよࡾ良い退院調整ができ

るよ࠺にດめますࠋ

ᆅᇦの་⒪ᶵ㛵࣭ㆤಖ㝤㛵㐃ᴗᡤの㐃ᦠᙉ

　ᙜ病院が急性の'PC医療機関として体制を維ᣢしていくⅭにࡣ、地域のྛ医療機関との連携を推進してい

かなけれࡤなࡾまࡏんࠋまた、療養ᆺの医療機関ࡑࡶれࡒれ役や特ᚩがࡾ࠶ますࡑࠋの状ἣをᢕᥱして患

者ࡉんのᶫΏしをしなくてࡣなࡾまࡏんࠋリハビリテーションにおいてࡶ疾患別㝈度日ᩘが導ධࡉれ、リハ

ビリ┠的で᪩いᮇでの㌿院がᚲせとなってきましたࠋ地域の医療機関との連携ࡶよࡾ㎿㏿に行っていかな

けれࡤならなくなࡾましたࠋ介護保㝤に関連した施設やᒃ宅会議支援事業ᡤとの連携ࡶよࡾከᵝ化しከくの

事業ᡤとの関係がᚲせとなっていますࠋ

་⒪┦ㄯᐊの㛤タ 

　ᙜ院本館 1 㝵に医療相談ᐊや患者サポート❆ཱྀを開設しておࡾ、ಶᐊでの㠃談・相談がྍ能ですࠋ                         

患者ᵝのプライバシーに㓄៖した㠃談がྍ能ですࠋ  医療相談ᐊでࡣ、患者ᵝやᚚ家族に᮶ᐊしてࡶらい相談

援助を実施するᙧをྲྀっていますが、᮶ᐊがᅔ㞴なሙ合ྛࡣ病ᐊへのゼᐊྍࡶ能ですࠋまた、がん相談・⤒῭

的相談・社会的相談・ྛ種⏦ㄳ᭩㢮についての相談やⱞ情やಶ人情報に関する相談❆ཱྀとしての機能を᭷し

ていますࠋ 

その他のᴗົ࡚ࡋ

　ኚ㑄していく医療保㝤制度や介護保㝤制度において、㹋㹑㹕として対ฎしなけれࡤならない事ࡣከいࡶ

のですࠋ

  㹋㹑㹕の業務として、外᮶・ධ院患者ᵝをၥࡎࢃ、医療㈝の相談や社会福祉サービス等の相談を、ྲཱྀ けてい

ますࠋ介護保㝤・指定㞴病・㌟体㞀ᐖ者手ᖒの手⥆き代行やⱞ情ฎ理・ಶ人情報に関ࢃる相談・平均在院日

ᩘの管理・⤂介患者の管理・ၥ㢟患者への対ฎ等ࡑ、ࠎのの⣽かい業務ࡣከいࡶのですࠋ

　᮶年度ࡣ退院支援に関し部門の設⨨、ྛ 病Ჷに退院支援職員の㓄⨨を行い、退院支援加⟬の⟬定が大ᖜቑ加

となっていますࠋアセスメント、ハイスクリーࢽング（退院に㝿して援助がᚲせか࠺か）カンフレンスを実

施し、᪩ᮇ退院・㌿院をスムーズに行っていくよ࠺にྲྀࡾ⤌んで行きたいとᛮいますࠋ                                                     

㏥院ㄪᩚ㒊㛛�㸦06:� ㏥院ㄪᩚ┳ㆤ師ࠉྡ �ྡ㸧
　MSW㸹原ཱྀ　一博・ྜྷ‶　実・中ᮧ　❶子　NS：松㔝下　恵子・❑田　い࡙ࡳ    　

　現在、月᭙日から金᭙日までの༗๓・༗後、ᅵ᭙日の༗๓の務となっていますࠋ

　事๓に連絡を㡬けれࡤ、㛫外でࡶ相談にࡣ応ࡌますࠋ
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࠙主なࠚ

ከⓎ血管炎⫗ⱆ⭘症、ඛ天性ミオパチー、慢性ϩᆺ呼吸不全、成人⣽⬊性白血病、肺㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症、

ඛ天性࠶࠺ࢁ、ᝏ性リウマチ、ൔᖗᘚ㛢㙐不全症、慢性ᚰᡣ⣽動、血管炎症候群、⢾ᒀ病、⊃ᚰ症、⬨ᰕ管⊃✽症、

肝⣽⬊⒴、⫤関節人工骨ᢤཤ後、レビѸ小体症、パーキンࢯン病関連疾患、ከ⣔⤫ⴎ⦰症、

アルツハイマーㄆ▱症、⬻血管性ㄆ▱症、進行性ゅ上性㯞⑷、全┣、術後骨┙内⮋⒆、๓立⭢⒴、㨚病

୧ഃᒀ管⓶ᗸ、特Ⓨ性ṇ常圧Ỉ㢌症、㢁部、⦪㝸リンパ節㌿⛣

ࠚᴗᡤ㐃ᦠࢫࣅ࣮ࢧ࠙

月平均　52 ࣨᡤのサービス事業ᡤと連携をᅗࡾ在宅生活を支えていますࠋ
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給付⏦ㄳ等ࡶ㐺ᐅ行っていますࠋ
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定ᮇᕠ回
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௵ ྜྷ ‶ 実

૬ஊࢧԉηϯλー ҩྍ૬ஊࣨ

　地域の基幹病院としての性᱁をᣢࡕ、高度救急医療のᥦ౪を行࠺ᙜ病院でࡣ、ධ院外᮶治療において㜼ᐖせ

ᅉとしてのᵝࠎなၥ㢟がⓎ生していますࠋ また、医療制度のኚ㑄によࡾ役分ᢸが᭦に᫂☜になって᮶てお

な⫼ᬒにおいて平成࠺このよ、ࡾ 27 年度の㹋㹑㹕（メディカルࢯーシࣕルワーカー）としての活動を報࿌⮴し

ますࠋ

ᖹᆒ在院᪥ᩘの▷⦰

　ᙜ病院における㹋㹑㹕としての᭱大の役としてࡣ、院内外との連携でࡾ࠶ますࠋ

　現在のᙜ院の基‽としてࡣ、ࠗ平均在院日ᩘ 17日௨内࠘ですࠋ在院日ᩘࡣ退院支援部門の設⨨、退院支

援のᙉ化16�02ࡾ࠶ࡶで▷⦰化がᅗれましたࠋ

　平均在院日ᩘの▷⦰」ࡣ、'PC病院として᭱大の課㢟ですࠋ質の高い医療のᥦ౪と共に患者ᵝの᪩ᮇ退院

や㌿院、社会ᖐを┠指し援助を行っていますࠋ

㹋㹑㹕の᪩ᮇ入のಁ㐍㸦㏥院ᨭ㒊㛛のᙉ㸧ی

　㹋㹑㹕がධ院ึᮇよࡾ、患者ࡉんの状ែ・基本情報等をᢕᥱすることによࡾ、いࢁいࢁなၥ㢟を

ᮍ↛に防ぎ、円な退院・㌿院への援助がྍ能となࡾますࠋ

　᪩ᮇでの患者ࡉんとの関ࡾࢃをᣢつことで、ಙ㢗関係のᵓ⠏がᐜ᫆になࡾ、患者ᵝ・ࡑの家族の

理ゎをᚓることによࡾ、ධ院・治療ᮇ㛫の▷⦰につながࡾますࠋまた、整ᙧ外科・⬻⚄⤒外科・⚄

⤒内科・呼吸器内科・総合内科のカンフレンスに同ᖍし患者ࡉんの状ែや状ἣのኚ化に応ࡌて対

応していますࠋまた、退院支援部門として退院調整カンフレンスの職種介ධによࡾ患者ᵝの退

院や㌿院に関して質の高い支援がᵓ⠏ࡉれつつࡾ࠶ますࠋ

ࢳ࣮ࣟࣉ会的入院患者への♫ی

　᰾家族化が進む中、一人ᬽらしのⅭに家にᖐれない・日中、事で⮬宅介護がᅔ㞴等いࡺࢃる

「社会的ධ院」が、ၥ㢟になっていますࠋᙜ病院においてࡶ例外でࡾ࠶ࡣまࡏんࠋ

　現点においてࡣ、㹋㹑㹕の᪩ᮇ患者ᢕᥱ・介ධによって、かなࡾ減少ഴ向にࡾ࠶ますࠋ常日㡭

よࡾ療養ᆺの医療機関、回ᮇリハビリテーション病院・介護老人保健施設・グループホームや在

宅ᖐのሙ合ࡣᒃ宅介護支援事業ᡤ等と⥥ᐦに連携をとることで、㎿㏿な援助を行࠺ことがฟ᮶て

いますࠋ　

ࢳ࣮ࣟࣉ㛗ᮇ入院患者へのی

　長ᮇධ院患者（ධ院ᮇ㛫㸱ࣨ月௨上）の的☜なᢕᥱを行い、「なࡐ、長ᮇになっているのか」と

い࠺事を᫂☜にすることが重せですࠋ長ᮇධ院となっている患者ᵝの中にࡣ、治療の⤒㐣で長ᮇに

なられた患者ࡉんや病状的に退院・㌿院がᅔ㞴な患者ᵝへの理ゎࡣᛀれてࡣなࡾまࡏんࠋ

　社会的ධ院患者・長ᮇධ院患者へのアプローチの⤖ᯝ、長ᮇධ院患者の༨める合が5㸣ྎに減

少していますࠋ長ᮇධ院患者ࡉんの内ヂとしてࡣ、感染症、重度の褥創、人工呼吸器管理等がከく

なっていますࠋ

㏥院ᨭࡿࡅ࠾ᅇᮇᲷی

　平成27年1月1日よࡾ㸱㝵病Ჷにおいて33床の回ᮇ病Ჷを運営開ጞしましたࠋ整ᙧ外科の術後

の患者ᵝが中ᚰですが、高㱋者、せ介護者、㞀ᐖ者な⮬宅退院を┠ᶆとした病Ჷなので退院に㝿

し、在宅サービスの導ධな調整がᚲせですࠋ患者ᵝ及びᚚ家族にとってよࡾ良い退院調整ができ

るよ࠺にດめますࠋ

ᆅᇦの་⒪ᶵ㛵࣭ㆤಖ㝤㛵㐃ᴗᡤの㐃ᦠᙉ

　ᙜ病院が急性の'PC医療機関として体制を維ᣢしていくⅭにࡣ、地域のྛ医療機関との連携を推進してい

かなけれࡤなࡾまࡏんࠋまた、療養ᆺの医療機関ࡑࡶれࡒれ役や特ᚩがࡾ࠶ますࡑࠋの状ἣをᢕᥱして患

者ࡉんのᶫΏしをしなくてࡣなࡾまࡏんࠋリハビリテーションにおいてࡶ疾患別㝈度日ᩘが導ධࡉれ、リハ

ビリ┠的で᪩いᮇでの㌿院がᚲせとなってきましたࠋ地域の医療機関との連携ࡶよࡾ㎿㏿に行っていかな

けれࡤならなくなࡾましたࠋ介護保㝤に関連した施設やᒃ宅会議支援事業ᡤとの連携ࡶよࡾከᵝ化しከくの

事業ᡤとの関係がᚲせとなっていますࠋ

་⒪┦ㄯᐊの㛤タ 

　ᙜ院本館 1 㝵に医療相談ᐊや患者サポート❆ཱྀを開設しておࡾ、ಶᐊでの㠃談・相談がྍ能ですࠋ                         

患者ᵝのプライバシーに㓄៖した㠃談がྍ能ですࠋ  医療相談ᐊでࡣ、患者ᵝやᚚ家族に᮶ᐊしてࡶらい相談

援助を実施するᙧをྲྀっていますが、᮶ᐊがᅔ㞴なሙ合ྛࡣ病ᐊへのゼᐊྍࡶ能ですࠋまた、がん相談・⤒῭

的相談・社会的相談・ྛ種⏦ㄳ᭩㢮についての相談やⱞ情やಶ人情報に関する相談❆ཱྀとしての機能を᭷し

ていますࠋ 

その他のᴗົ࡚ࡋ

　ኚ㑄していく医療保㝤制度や介護保㝤制度において、㹋㹑㹕として対ฎしなけれࡤならない事ࡣከいࡶ

のですࠋ

  㹋㹑㹕の業務として、外᮶・ධ院患者ᵝをၥࡎࢃ、医療㈝の相談や社会福祉サービス等の相談を、ྲཱྀ けてい

ますࠋ介護保㝤・指定㞴病・㌟体㞀ᐖ者手ᖒの手⥆き代行やⱞ情ฎ理・ಶ人情報に関ࢃる相談・平均在院日

ᩘの管理・⤂介患者の管理・ၥ㢟患者への対ฎ等ࡑ、ࠎのの⣽かい業務ࡣከいࡶのですࠋ

　᮶年度ࡣ退院支援に関し部門の設⨨、ྛ 病Ჷに退院支援職員の㓄⨨を行い、退院支援加⟬の⟬定が大ᖜቑ加

となっていますࠋアセスメント、ハイスクリーࢽング（退院に㝿して援助がᚲせか࠺か）カンフレンスを実

施し、᪩ᮇ退院・㌿院をスムーズに行っていくよ࠺にྲྀࡾ⤌んで行きたいとᛮいますࠋ                                                     

㏥院ㄪᩚ㒊㛛�㸦06:� ㏥院ㄪᩚ┳ㆤ師ࠉྡ �ྡ㸧
　MSW㸹原ཱྀ　一博・ྜྷ‶　実・中ᮧ　❶子　NS：松㔝下　恵子・❑田　い࡙ࡳ    　

　現在、月᭙日から金᭙日までの༗๓・༗後、ᅵ᭙日の༗๓の務となっていますࠋ

　事๓に連絡を㡬けれࡤ、㛫外でࡶ相談にࡣ応ࡌますࠋ
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　地域の基幹病院としての性᱁をᣢࡕ、高度救急医療のᥦ౪を行࠺ᙜ病院でࡣ、ධ院外᮶治療において㜼ᐖせ

ᅉとしてのᵝࠎなၥ㢟がⓎ生していますࠋ また、医療制度のኚ㑄によࡾ役分ᢸが᭦に᫂☜になって᮶てお

な⫼ᬒにおいて平成࠺このよ、ࡾ 27 年度の㹋㹑㹕（メディカルࢯーシࣕルワーカー）としての活動を報࿌⮴し

ますࠋ

ᖹᆒ在院᪥ᩘの▷⦰

　ᙜ病院における㹋㹑㹕としての᭱大の役としてࡣ、院内外との連携でࡾ࠶ますࠋ

　現在のᙜ院の基‽としてࡣ、ࠗ平均在院日ᩘ 17日௨内࠘ですࠋ在院日ᩘࡣ退院支援部門の設⨨、退院支

援のᙉ化16�02ࡾ࠶ࡶで▷⦰化がᅗれましたࠋ

　平均在院日ᩘの▷⦰」ࡣ、'PC病院として᭱大の課㢟ですࠋ質の高い医療のᥦ౪と共に患者ᵝの᪩ᮇ退院

や㌿院、社会ᖐを┠指し援助を行っていますࠋ

㹋㹑㹕の᪩ᮇ入のಁ㐍㸦㏥院ᨭ㒊㛛のᙉ㸧ی

　㹋㹑㹕がධ院ึᮇよࡾ、患者ࡉんの状ែ・基本情報等をᢕᥱすることによࡾ、いࢁいࢁなၥ㢟を

ᮍ↛に防ぎ、円な退院・㌿院への援助がྍ能となࡾますࠋ

　᪩ᮇでの患者ࡉんとの関ࡾࢃをᣢつことで、ಙ㢗関係のᵓ⠏がᐜ᫆になࡾ、患者ᵝ・ࡑの家族の

理ゎをᚓることによࡾ、ධ院・治療ᮇ㛫の▷⦰につながࡾますࠋまた、整ᙧ外科・⬻⚄⤒外科・⚄

⤒内科・呼吸器内科・総合内科のカンフレンスに同ᖍし患者ࡉんの状ែや状ἣのኚ化に応ࡌて対

応していますࠋまた、退院支援部門として退院調整カンフレンスの職種介ධによࡾ患者ᵝの退

院や㌿院に関して質の高い支援がᵓ⠏ࡉれつつࡾ࠶ますࠋ

ࢳ࣮ࣟࣉ会的入院患者への♫ی

　᰾家族化が進む中、一人ᬽらしのⅭに家にᖐれない・日中、事で⮬宅介護がᅔ㞴等いࡺࢃる

「社会的ධ院」が、ၥ㢟になっていますࠋᙜ病院においてࡶ例外でࡾ࠶ࡣまࡏんࠋ

　現点においてࡣ、㹋㹑㹕の᪩ᮇ患者ᢕᥱ・介ධによって、かなࡾ減少ഴ向にࡾ࠶ますࠋ常日㡭

よࡾ療養ᆺの医療機関、回ᮇリハビリテーション病院・介護老人保健施設・グループホームや在

宅ᖐのሙ合ࡣᒃ宅介護支援事業ᡤ等と⥥ᐦに連携をとることで、㎿㏿な援助を行࠺ことがฟ᮶て

いますࠋ　

ࢳ࣮ࣟࣉ㛗ᮇ入院患者へのی

　長ᮇධ院患者（ධ院ᮇ㛫㸱ࣨ月௨上）の的☜なᢕᥱを行い、「なࡐ、長ᮇになっているのか」と

い࠺事を᫂☜にすることが重せですࠋ長ᮇධ院となっている患者ᵝの中にࡣ、治療の⤒㐣で長ᮇに

なられた患者ࡉんや病状的に退院・㌿院がᅔ㞴な患者ᵝへの理ゎࡣᛀれてࡣなࡾまࡏんࠋ

　社会的ධ院患者・長ᮇධ院患者へのアプローチの⤖ᯝ、長ᮇධ院患者の༨める合が5㸣ྎに減

少していますࠋ長ᮇධ院患者ࡉんの内ヂとしてࡣ、感染症、重度の褥創、人工呼吸器管理等がከく

なっていますࠋ

㏥院ᨭࡿࡅ࠾ᅇᮇᲷی

　平成27年1月1日よࡾ㸱㝵病Ჷにおいて33床の回ᮇ病Ჷを運営開ጞしましたࠋ整ᙧ外科の術後

の患者ᵝが中ᚰですが、高㱋者、せ介護者、㞀ᐖ者な⮬宅退院を┠ᶆとした病Ჷなので退院に㝿

し、在宅サービスの導ධな調整がᚲせですࠋ患者ᵝ及びᚚ家族にとってよࡾ良い退院調整ができ

るよ࠺にດめますࠋ

ᆅᇦの་⒪ᶵ㛵࣭ㆤಖ㝤㛵㐃ᴗᡤの㐃ᦠᙉ

　ᙜ病院が急性の'PC医療機関として体制を維ᣢしていくⅭにࡣ、地域のྛ医療機関との連携を推進してい

かなけれࡤなࡾまࡏんࠋまた、療養ᆺの医療機関ࡑࡶれࡒれ役や特ᚩがࡾ࠶ますࡑࠋの状ἣをᢕᥱして患

者ࡉんのᶫΏしをしなくてࡣなࡾまࡏんࠋリハビリテーションにおいてࡶ疾患別㝈度日ᩘが導ධࡉれ、リハ

ビリ┠的で᪩いᮇでの㌿院がᚲせとなってきましたࠋ地域の医療機関との連携ࡶよࡾ㎿㏿に行っていかな

けれࡤならなくなࡾましたࠋ介護保㝤に関連した施設やᒃ宅会議支援事業ᡤとの連携ࡶよࡾከᵝ化しከくの

事業ᡤとの関係がᚲせとなっていますࠋ

་⒪┦ㄯᐊの㛤タ 

　ᙜ院本館 1 㝵に医療相談ᐊや患者サポート❆ཱྀを開設しておࡾ、ಶᐊでの㠃談・相談がྍ能ですࠋ                         

患者ᵝのプライバシーに㓄៖した㠃談がྍ能ですࠋ  医療相談ᐊでࡣ、患者ᵝやᚚ家族に᮶ᐊしてࡶらい相談

援助を実施するᙧをྲྀっていますが、᮶ᐊがᅔ㞴なሙ合ྛࡣ病ᐊへのゼᐊྍࡶ能ですࠋまた、がん相談・⤒῭

的相談・社会的相談・ྛ種⏦ㄳ᭩㢮についての相談やⱞ情やಶ人情報に関する相談❆ཱྀとしての機能を᭷し

ていますࠋ 

その他のᴗົ࡚ࡋ

　ኚ㑄していく医療保㝤制度や介護保㝤制度において、㹋㹑㹕として対ฎしなけれࡤならない事ࡣከいࡶ

のですࠋ

  㹋㹑㹕の業務として、外᮶・ධ院患者ᵝをၥࡎࢃ、医療㈝の相談や社会福祉サービス等の相談を、ྲཱྀ けてい

ますࠋ介護保㝤・指定㞴病・㌟体㞀ᐖ者手ᖒの手⥆き代行やⱞ情ฎ理・ಶ人情報に関ࢃる相談・平均在院日

ᩘの管理・⤂介患者の管理・ၥ㢟患者への対ฎ等ࡑ、ࠎのの⣽かい業務ࡣከいࡶのですࠋ

　᮶年度ࡣ退院支援に関し部門の設⨨、ྛ 病Ჷに退院支援職員の㓄⨨を行い、退院支援加⟬の⟬定が大ᖜቑ加

となっていますࠋアセスメント、ハイスクリーࢽング（退院に㝿して援助がᚲせか࠺か）カンフレンスを実

施し、᪩ᮇ退院・㌿院をスムーズに行っていくよ࠺にྲྀࡾ⤌んで行きたいとᛮいますࠋ                                                     
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　MSW㸹原ཱྀ　一博・ྜྷ‶　実・中ᮧ　❶子　NS：松㔝下　恵子・❑田　い࡙ࡳ    　

　現在、月᭙日から金᭙日までの༗๓・༗後、ᅵ᭙日の༗๓の務となっていますࠋ

　事๓に連絡を㡬けれࡤ、㛫外でࡶ相談にࡣ応ࡌますࠋ

ᆅᇦの་⒪ᶵ㛵࣭ㆤಖ㝤㛵㐃ᴗᡤの㐃ᦠᙉ

　ᙜ病院が急性の'PC医療機関として体制を維ᣢしていくⅭにࡣ、地域のྛ医療機関との連携を推進してい

かなけれࡤなࡾまࡏんࠋまた、療養ᆺの医療機関ࡑࡶれࡒれ役や特ᚩがࡾ࠶ますࡑࠋの状ἣをᢕᥱして患
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ビリ┠的で᪩いᮇでの㌿院がᚲせとなってきましたࠋ地域の医療機関との連携ࡶよࡾ㎿㏿に行っていかな

けれࡤならなくなࡾましたࠋ介護保㝤に関連した施設やᒃ宅会議支援事業ᡤとの連携ࡶよࡾከᵝ化しከくの

事業ᡤとの関係がᚲせとなっていますࠋ

་⒪┦ㄯᐊの㛤タ 

　ᙜ院本館 1 㝵に医療相談ᐊや患者サポート❆ཱྀを開設しておࡾ、ಶᐊでの㠃談・相談がྍ能ですࠋ                         

患者ᵝのプライバシーに㓄៖した㠃談がྍ能ですࠋ  医療相談ᐊでࡣ、患者ᵝやᚚ家族に᮶ᐊしてࡶらい相談

援助を実施するᙧをྲྀっていますが、᮶ᐊがᅔ㞴なሙ合ྛࡣ病ᐊへのゼᐊྍࡶ能ですࠋまた、がん相談・⤒῭

的相談・社会的相談・ྛ種⏦ㄳ᭩㢮についての相談やⱞ情やಶ人情報に関する相談❆ཱྀとしての機能を᭷し

ていますࠋ 

その他のᴗົ࡚ࡋ

　ኚ㑄していく医療保㝤制度や介護保㝤制度において、㹋㹑㹕として対ฎしなけれࡤならない事ࡣከいࡶ

のですࠋ

  㹋㹑㹕の業務として、外᮶・ධ院患者ᵝをၥࡎࢃ、医療㈝の相談や社会福祉サービス等の相談を、ྲཱྀ けてい

ますࠋ介護保㝤・指定㞴病・㌟体㞀ᐖ者手ᖒの手⥆き代行やⱞ情ฎ理・ಶ人情報に関ࢃる相談・平均在院日

ᩘの管理・⤂介患者の管理・ၥ㢟患者への対ฎ等ࡑ、ࠎのの⣽かい業務ࡣከいࡶのですࠋ

　᮶年度ࡣ退院支援に関し部門の設⨨、ྛ 病Ჷに退院支援職員の㓄⨨を行い、退院支援加⟬の⟬定が大ᖜቑ加

となっていますࠋアセスメント、ハイスクリーࢽング（退院に㝿して援助がᚲせか࠺か）カンフレンスを実

施し、᪩ᮇ退院・㌿院をスムーズに行っていくよ࠺にྲྀࡾ⤌んで行きたいとᛮいますࠋ                                                     
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　MSW㸹原ཱྀ　一博・ྜྷ‶　実・中ᮧ　❶子　NS：松㔝下　恵子・❑田　い࡙ࡳ    　

　現在、月᭙日から金᭙日までの༗๓・༗後、ᅵ᭙日の༗๓の務となっていますࠋ

　事๓に連絡を㡬けれࡤ、㛫外でࡶ相談にࡣ応ࡌますࠋ

ᖹᡂ��ᖺᗘࠉᖹᆒ在院᪥ᩘ、㛗ᮇ入院患者、㏥院ຓの⤫ィ表

㛗ᮇ入院患者㸦㸱ࣨ᭶௨ୖ入院患者㸧

ᖹᆒ在院᪥ᩘ

4月

16�1

17�0

15�1

5月

16�9

18�3

16�9

6月

16�4

17�8

15�4

7月

16�0

16�4

15�5

8月

16�2

16�9

15�9

9月

17�2

16�5

15�5

10月

16�5

16�6

15�8

11月

15�8

19�6

16�5

12月

15�3

17�5

15�7

1月

15�3

17�7

17�1

2月

15�6

15�8

17�1

3月

16�1

16�8

15�7

平均

16�12

17�24

16�02

平成2 5年度

平成2 6年度

平成2 7年度

4月

6�6�

24

362

4�7�

17

362

4�2�

15

356

5月

6�3�

22

348

5�7�

20

349

5�0�

17

340

6月

6�4�

23

362

4�8�

18

372

3�6�

13

362

7月

7�1�

27

380

5�9�

22

370

5�1�

17

332

8月

6�2�

23

372

4�2�

16

377

6�5�

21

324

9月

4�8�

19

393

4�2�

15

357

6�3�

21

335

10月

3�2�

12

377

2�8�

10

362

4�2�

14

335

11月

3�4�

13

382

3�7�

14

377

4�1�

14

343

12月

5�7�

21

371

4�0�

15

371

6�7�

18

270

1月

5�9�

22

373

3�2�

12

376

6�2�

22

354

2月

5�7�

22

384

3�5�

14

400

5�6�

21

376

3月

5�7�

22

389

4�3�

17

398

5�4�

20

367

平均

5�6�

20�83

374�4

4�2�

15�83

372�6

5�2�

17�75

341�2

平成25年度

長ᮇ（人ᩘ）

病床✌動

平成26年度

長ᮇ（人ᩘ）

病床✌動

平成27年度

長ᮇ（人ᩘ）

病床✌動

㛗ᮇ入院患者㸦㸱ࣨ᭶௨ୖ入院患者㸧

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

平成25年度合ィ

平成26年度合ィ

平成27年度合ィ

病院

51

55

65

76

51

45

58

52

65

56

79

85

899

872

738

在宅

15

14

25

19

17

14

15

11

24

14

15

14

260

202

197

老人保健施設

4

4

4

1

3

3

4

0

4

3

2

3

26

16

35

施設・GH

7

5

8

3

8

2

5

6

7

4

7

5

53

62

67

死ஸ退院

3

2

2

5

3

0

2

3

4

1

0

0

27

35

25

平成27年度合ィ

80

80

104

104

82

64

84

72

104

78

103

107

1,265

1,187

1,062
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　地域の基幹病院としての性᱁をᣢࡕ、高度救急医療のᥦ౪を行࠺ᙜ病院でࡣ、ධ院外᮶治療において㜼ᐖせ

ᅉとしてのᵝࠎなၥ㢟がⓎ生していますࠋ また、医療制度のኚ㑄によࡾ役分ᢸが᭦に᫂☜になって᮶てお

な⫼ᬒにおいて平成࠺このよ、ࡾ 27 年度の㹋㹑㹕（メディカルࢯーシࣕルワーカー）としての活動を報࿌⮴し

ますࠋ

ᖹᆒ在院᪥ᩘの▷⦰

　ᙜ病院における㹋㹑㹕としての᭱大の役としてࡣ、院内外との連携でࡾ࠶ますࠋ

　現在のᙜ院の基‽としてࡣ、ࠗ平均在院日ᩘ 17日௨内࠘ですࠋ在院日ᩘࡣ退院支援部門の設⨨、退院支

援のᙉ化16�02ࡾ࠶ࡶで▷⦰化がᅗれましたࠋ

　平均在院日ᩘの▷⦰」ࡣ、'PC病院として᭱大の課㢟ですࠋ質の高い医療のᥦ౪と共に患者ᵝの᪩ᮇ退院

や㌿院、社会ᖐを┠指し援助を行っていますࠋ

㹋㹑㹕の᪩ᮇ入のಁ㐍㸦㏥院ᨭ㒊㛛のᙉ㸧ی

　㹋㹑㹕がධ院ึᮇよࡾ、患者ࡉんの状ែ・基本情報等をᢕᥱすることによࡾ、いࢁいࢁなၥ㢟を

ᮍ↛に防ぎ、円な退院・㌿院への援助がྍ能となࡾますࠋ

　᪩ᮇでの患者ࡉんとの関ࡾࢃをᣢつことで、ಙ㢗関係のᵓ⠏がᐜ᫆になࡾ、患者ᵝ・ࡑの家族の

理ゎをᚓることによࡾ、ධ院・治療ᮇ㛫の▷⦰につながࡾますࠋまた、整ᙧ外科・⬻⚄⤒外科・⚄

⤒内科・呼吸器内科・総合内科のカンフレンスに同ᖍし患者ࡉんの状ែや状ἣのኚ化に応ࡌて対

応していますࠋまた、退院支援部門として退院調整カンフレンスの職種介ධによࡾ患者ᵝの退

院や㌿院に関して質の高い支援がᵓ⠏ࡉれつつࡾ࠶ますࠋ

ࢳ࣮ࣟࣉ会的入院患者への♫ی

　᰾家族化が進む中、一人ᬽらしのⅭに家にᖐれない・日中、事で⮬宅介護がᅔ㞴等いࡺࢃる

「社会的ධ院」が、ၥ㢟になっていますࠋᙜ病院においてࡶ例外でࡾ࠶ࡣまࡏんࠋ

　現点においてࡣ、㹋㹑㹕の᪩ᮇ患者ᢕᥱ・介ධによって、かなࡾ減少ഴ向にࡾ࠶ますࠋ常日㡭

よࡾ療養ᆺの医療機関、回ᮇリハビリテーション病院・介護老人保健施設・グループホームや在

宅ᖐのሙ合ࡣᒃ宅介護支援事業ᡤ等と⥥ᐦに連携をとることで、㎿㏿な援助を行࠺ことがฟ᮶て

いますࠋ　

ࢳ࣮ࣟࣉ㛗ᮇ入院患者へのی
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少していますࠋ長ᮇධ院患者ࡉんの内ヂとしてࡣ、感染症、重度の褥創、人工呼吸器管理等がከく

なっていますࠋ

㏥院ᨭࡿࡅ࠾ᅇᮇᲷی

　平成27年1月1日よࡾ㸱㝵病Ჷにおいて33床の回ᮇ病Ჷを運営開ጞしましたࠋ整ᙧ外科の術後

の患者ᵝが中ᚰですが、高㱋者、せ介護者、㞀ᐖ者な⮬宅退院を┠ᶆとした病Ჷなので退院に㝿

し、在宅サービスの導ධな調整がᚲせですࠋ患者ᵝ及びᚚ家族にとってよࡾ良い退院調整ができ

るよ࠺にດめますࠋ

ᆅᇦの་⒪ᶵ㛵࣭ㆤಖ㝤㛵㐃ᴗᡤの㐃ᦠᙉ

　ᙜ病院が急性の'PC医療機関として体制を維ᣢしていくⅭにࡣ、地域のྛ医療機関との連携を推進してい

かなけれࡤなࡾまࡏんࠋまた、療養ᆺの医療機関ࡑࡶれࡒれ役や特ᚩがࡾ࠶ますࡑࠋの状ἣをᢕᥱして患

者ࡉんのᶫΏしをしなくてࡣなࡾまࡏんࠋリハビリテーションにおいてࡶ疾患別㝈度日ᩘが導ධࡉれ、リハ

ビリ┠的で᪩いᮇでの㌿院がᚲせとなってきましたࠋ地域の医療機関との連携ࡶよࡾ㎿㏿に行っていかな

けれࡤならなくなࡾましたࠋ介護保㝤に関連した施設やᒃ宅会議支援事業ᡤとの連携ࡶよࡾከᵝ化しከくの

事業ᡤとの関係がᚲせとなっていますࠋ

་⒪┦ㄯᐊの㛤タ 

　ᙜ院本館 1 㝵に医療相談ᐊや患者サポート❆ཱྀを開設しておࡾ、ಶᐊでの㠃談・相談がྍ能ですࠋ                         

患者ᵝのプライバシーに㓄៖した㠃談がྍ能ですࠋ  医療相談ᐊでࡣ、患者ᵝやᚚ家族に᮶ᐊしてࡶらい相談

援助を実施するᙧをྲྀっていますが、᮶ᐊがᅔ㞴なሙ合ྛࡣ病ᐊへのゼᐊྍࡶ能ですࠋまた、がん相談・⤒῭

的相談・社会的相談・ྛ種⏦ㄳ᭩㢮についての相談やⱞ情やಶ人情報に関する相談❆ཱྀとしての機能を᭷し

ていますࠋ 

その他のᴗົ࡚ࡋ

　ኚ㑄していく医療保㝤制度や介護保㝤制度において、㹋㹑㹕として対ฎしなけれࡤならない事ࡣከいࡶ

のですࠋ

  㹋㹑㹕の業務として、外᮶・ධ院患者ᵝをၥࡎࢃ、医療㈝の相談や社会福祉サービス等の相談を、ྲཱྀ けてい

ますࠋ介護保㝤・指定㞴病・㌟体㞀ᐖ者手ᖒの手⥆き代行やⱞ情ฎ理・ಶ人情報に関ࢃる相談・平均在院日

ᩘの管理・⤂介患者の管理・ၥ㢟患者への対ฎ等ࡑ、ࠎのの⣽かい業務ࡣከいࡶのですࠋ

　᮶年度ࡣ退院支援に関し部門の設⨨、ྛ 病Ჷに退院支援職員の㓄⨨を行い、退院支援加⟬の⟬定が大ᖜቑ加

となっていますࠋアセスメント、ハイスクリーࢽング（退院に㝿して援助がᚲせか࠺か）カンフレンスを実

施し、᪩ᮇ退院・㌿院をスムーズに行っていくよ࠺にྲྀࡾ⤌んで行きたいとᛮいますࠋ                                                     
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15�3
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2月

15�6
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16�8

15�7

平均
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14
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371

4�0�
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1月
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3�2�
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6�2�

22

354

2月

5�7�

22
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3�5�
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400

5�6�

21

376

3月

5�7�

22

389

4�3�

17

398

5�4�

20

367

平均

5�6�

20�83

374�4

4�2�

15�83

372�6

5�2�

17�75

341�2

平成25年度

長ᮇ（人ᩘ）

病床✌動

平成26年度

長ᮇ（人ᩘ）

病床✌動

平成27年度

長ᮇ（人ᩘ）

病床✌動
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5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

平成25年度合ィ

平成26年度合ィ

平成27年度合ィ

病院

51

55

65

76

51

45

58

52

65

56

79

85

899

872

738

在宅

15

14

25

19

17

14

15

11

24

14

15

14

260

202

197

老人保健施設

4

4

4

1

3

3

4

0

4

3

2

3

26

16

35

施設・GH

7

5

8

3

8

2

5

6

7

4

7

5

53

62

67

死ஸ退院

3

2

2

5

3

0

2

3

4

1

0

0

27

35

25

平成27年度合ィ

80

80

104

104

82

64

84

72

104

78

103

107

1,265

1,187

1,062
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地域医療センター 地域医療連携 　 　上ノ園 美穂

小児科 整形外科 形成外科 脳神経外科 産婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 放射線科 泌尿器科 麻酔科

419 1172 518 225 284 782 671 74 816 3

皮膚科 外科 呼吸器外科 総合内科 神経内科 循環器内科 呼吸器内科 消化器内科 糖尿病科 血液内科

285 242 167 286 648 179 564 595 35 68

口腔外科 緩和医療科 新生児内科 NICU・GCU 病理

769 6 8 118 3

※今給黎病院・昭和会クリニック合計紹介総数

1275

紹介率67.6％、逆紹介率117.1％になります。（紹介率・逆紹介率は、地域支援病院計算式）紹介率・逆紹介率をいかに
並行して高めていくかが急性期病院の機能を果たすためにも重要です。その一環として、紹介いただいた患者さんに
関する返書が確実に行われるように、院内医師の協力を得ていきたいと思います。

平成27年度関連施設は、
紹　介 施設　《市内 503施設》　《市外 419施設》　《県外 124施設》　合計1046施設ご紹介いただきました。
逆紹介施設　《市内 458施設》　《市外 371施設》　《県外 165施設》　合計 994施設になります。

当院では、病診・救急医療へ積極的な取り組みを病院方針の一つとして、今後とも、紹介患者や救急患者を積極的に
受け入れていくことにより、地域医療に貢献していきたいと考えおります。

　　地域医療センター
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介⋡をいかに୪行して高めていくかが急性ᮇ病院の機能をᯝたすためにࡶ重せですࡑࠋの一⎔として、⤂介

いたࡔいた患者ࡉんに関する㏉᭩が☜実に行ࢃれるよ࠺に、院内医師の協ຊをᚓていきたいとᛮいますࠋ

ᙜ院でࡣ、病診・救急医療へ✚ᴟ的なྲྀࡳ⤌ࡾを病院᪉㔪の一つとして、今後とࡶ、⤂介患者や救急患者を

✚ᴟ的にཷけධれていくことによࡾ、地域医療に㈉献していきたいと考えおࡾますࠋ

↷病院⤫ィにて参、ࡣ介患者及び㏫⤂介市町ᮧ別⤫ィ⤂ە

↷年度別救急㌴ཷけධれྎᩘ・患者ᩘ⤫ィ病院⤫ィにて参ە

ͤ今給㯪病院・和会クリࢽック⤂介総ᩘ
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専従保健師（緩和医療課） ᳜ ᒇ ᫂ 代

͕Μ૬ஊࢧԉηϯλー

　がん相談支援センターࡣ本館1㝵にࡾ࠶、専従相談員の᳜ᒇが常㥔、不在ࡣ᪩㷂・ྜྷᅧが対応ࠋMSWࡣ

に㌿院支援に関ࡾࢃ、相談内ᐜによってࡣ管理栄養士、薬剤師、医事課なの協ຊをᚓながら対応して

いますࠋ今年度ࡣラジオや情報ㄅでの広報機会ࡶいたࡔきましたが、院内の࿘▱ࡶまࡔ十分でࡾ࠶ࡣまࡏ

んࠋ院内外に広くがん相談支援センターを▱っていたࡔくととࡶに、ࡑの人らしく療養できるよ࠺に᮶談

者と一⥴に考え、㎞ࡉが少しでࡶ緩和ࡉれるよ࠺ながん相談支援にດめていきたいとᛮいますࠋ

ࠚ᳜ࣇࢵࢱࢫ࠙ ᒇ・᪩㷂・ྜྷᅧ（緩和医療課）　原ཱྀ・ྜྷ‶・中ᮧ・山崎（相談支援センター）

࠙院እ会議ࠚ

鹿児島県がん相談員部門会議 �6�13,7�24,10�16,2�5�　　九州地区がん相談員フォーラム（11�28）

地域連携会議（相良病院催）�9�19,2�26� 

࠙その他 �ࠚ࣭ リレー･フォー･ライフかごしまにてがん相談・サロンの協ຊ（5�9）

 ・㹊㹃㸿㹎1 月ྕᥖ㍕、㹄㹋鹿児島にてがん相談支援センター⤂介・インタビュー　�10�28�

緩和医療課のがん相談ۻ 511 ௳の内ヂࠗࡣ 緩和医療課 の࠘࣌ージにヲ⣽ᥖ㍕ࠋ
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上 ノ 園 美 ✑

૬ஊࢧԉηϯλー 地域ҩྍ࿈ܞ
地域医療センター 地域医療連携 　 　上ノ園 美穂

小児科 整形外科 形成外科 脳神経外科 産婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 放射線科 泌尿器科 麻酔科

419 1172 518 225 284 782 671 74 816 3

皮膚科 外科 呼吸器外科 総合内科 神経内科 循環器内科 呼吸器内科 消化器内科 糖尿病科 血液内科

285 242 167 286 648 179 564 595 35 68

口腔外科 緩和医療科 新生児内科 NICU・GCU 病理

769 6 8 118 3

※今給黎病院・昭和会クリニック合計紹介総数

1275

紹介率67.6％、逆紹介率117.1％になります。（紹介率・逆紹介率は、地域支援病院計算式）紹介率・逆紹介率をいかに
並行して高めていくかが急性期病院の機能を果たすためにも重要です。その一環として、紹介いただいた患者さんに
関する返書が確実に行われるように、院内医師の協力を得ていきたいと思います。

平成27年度関連施設は、
紹　介 施設　《市内 503施設》　《市外 419施設》　《県外 124施設》　合計1046施設ご紹介いただきました。
逆紹介施設　《市内 458施設》　《市外 371施設》　《県外 165施設》　合計 994施設になります。

当院では、病診・救急医療へ積極的な取り組みを病院方針の一つとして、今後とも、紹介患者や救急患者を積極的に
受け入れていくことにより、地域医療に貢献していきたいと考えおります。

　　地域医療センター
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課長 ༓ 田 Ύ 美

ҩྍ҆શཧ՝

　今年度ࡣ、全職員対象に院内の医療安全管理活動に関ࢃる意㆑調査を行いましたࠋ⤌⧊的な医療安全活動

をಁ進するにࡣ、現ሙの安全活動が活Ⓨに行ࢃれることがᚲせとࡉれますࠋ日常管理の中で、インシデン

ト・アクシデント事象を報࿌᭩でྍ視化して、ࣄューマンエラーがㄏᘬࡉれるస業⎔ቃや情報ఏ㐩・管理状

ἣなのඛ行原ᅉをᤊえて、職ሙ全体で考える⤌ࡳが定╔しなくてࡣなࡾまࡏんࠋ現状のྲྀࡳ⤌ࡾについ

て、改ၿと向上を⥅⥆的に加えていくこと、また、病院の安全文化を㔊成するにࡣ、ྛ現ሙの安全活動をᢸ

ࠋ人ᮦ育成が重せと考えています࠺

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

　看護師㸰名　༓田Ύ美、長㔝ࡳつ美

࠙㒊㛛ᐇ⦼ཬࡧ活動ෆᐜࠚ

・安全管理部門カンフレンスの運営（第1ⅆ᭙日とẖ週月᭙日）～長㔝、༓田

・医療安全対策委員会の運営（ẖ月第2Ỉ᭙日）～長㔝、༓田

・看護安全対策委員会の開催支援（ẖ月第3ⅆ᭙日）～長㔝、༓田

・医療情報システム小委員会への参加（ẖ月第2金᭙日）～長㔝

・ከ職種チーム活動への参加

・RSTチーム（ᮌ᭙日�週）～長㔝、༓田　・ཱྀ⭍ケアチーム（金᭙日�週）～長㔝

・外᮶患者呼びฟし運営ワーキンググループ（ẖ月第2ᮌ᭙日）（11回�年）～༓田

・院内報࿌システムにおけるレポートの管理および定例会へのフィードバック

・院内教育研修の⏬と開催、看護部教育研修支援

・医療安全管理指㔪の見┤し

・患者相談および患者・家族対応への相談事（㸵診療科）

・院内%LS講習会及びICLS講習会の開催支援（8回�年）

࠙་⒪Ᏻ⟶⌮㒊㛛ࠉࢫࣥࣞࣇࣥ࢝㸦１ᅇ㸭㐌ࠚ㸧

ࠒレンスメンバーカンフࠑ

松永俊二院長（チーフ⤫括セーフティマネージࣕー）、高ᶫ┿理（医薬ရ安全管理㈐௵者）　　　

ᩪ⸨ㅬ一（医療機器安全管理㈐௵者）、ᒾ下㑥子（看護部長）、山下┿理恵（看護安全対策委員会委員長）

༓田Ύ美（専従医療安全管理者）、長㔝ࡳつ美（専従医療安全管理者）、田中ⱥ （ð施設課課長）

㔝ཱྀ᱇一（事務局長）、川田♸一㑻（事務局長代理）、濱田敏彦（クリࢽック事務長）

┈田㜿భ美（総務⏬課）：᭩グ

ࠒな検討事㡯ࠑ

第1週┠ࡣⅆ᭙日、2週┠௨㝆ࡣ月᭙日にẖ週定例で開催1ࠋ週㛫༢でⓏ㘓ࡉれたインシデントレポート

および事の⤒⦋についてカンフレンスメンバーで情報共᭷を行い対策について検討し、安全☜保のた

めの᪉㔪や改ၿ策について医療安全対策委員会へᥦゝを行いましたࠋインシデント・アクシデント事

ఱが起きたのかを、ࡣ報࿌᭩ࠋんࡏまࡾ࠶少なくࡶ㏉しⓎ生している事ࡾ⧞部署で人をኚえてࡌ同、ࡣ

文᭩化によࡾ▱㆑として者と共᭷することができますࠋ事象の⤒⦋をྍ視化して᰿本原ᅉを㏣究するこ

とで理に㐺࠺対策につながるため、ྛ部署༢で、報࿌᭩を活用した安全に関ࢃるヰし合いが活Ⓨに行ࢃ

れることを┠ᶆ設定することࡶᚲせですࠋ

࠙院ෆ報告௳ᩘの᥎⛣㸸ᖹᡂ２㸲ᖺ㹼２㸵ᖺࠚ

　平成 27 年度の報࿌௳ᩘࡣ 1416 ௳で、事象レベル別でࡣインシデント 97㸣（๓年度 98㸣）、アクシデント

3㸣（๓年度 2㸣）の合でしたࠋ内ᐜ分㢮別でࡣ、療養上のୡヰ（㌿ಽ・㌿ⴠ、褥瘡をྵむ）が 29㸣（๓年度 22㸣）、

薬剤 26㸣（๓年度 30㸣）、ドレーン・チュー

ブ管理 15㸣（๓年度 16㸣）、㌿ಽ・㌿ⴠにお

いてࡣ全௳ᩘの 17㸣（๓年度 16㸣）の合で

したࠋ薬剤管理においてࡣ、医師の指♧ฟし

から指♧ཷけの工⛬管理と薬剤‽ഛのྲྀ

ࡾいルールの策定と手㡰の㑂Ᏺするྲྀᢅࡾ

患者、ࡣ㌿ಽ㌿ⴠにおいてࠋがᚲせですࡳ⤌

ഃのせᅉ分ᯒとేࡏた療養⎔ቃの評౯に基

࡙く㌿ಽ防止策やⓎ生後の㐺ษな患者介ධ

がᶆ‽的に行ࢃれ、⿕ᐖのᣑ大を防止する体

⣔的なྲྀࡳ⤌ࡾがồめられていますࠋḟ年度

㌿ಽ㌿ⴠに関するከ職種チーム活動につ、ࡣ

いて検討していきたいと考えますࠋ
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課長 ༓ 田 Ύ 美

ҩྍ҆શཧ՝
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第1週┠ࡣⅆ᭙日、2週┠௨㝆ࡣ月᭙日にẖ週定例で開催1ࠋ週㛫༢でⓏ㘓ࡉれたインシデントレポート

および事の⤒⦋についてカンフレンスメンバーで情報共᭷を行い対策について検討し、安全☜保のた

めの᪉㔪や改ၿ策について医療安全対策委員会へᥦゝを行いましたࠋインシデント・アクシデント事

ఱが起きたのかを、ࡣ報࿌᭩ࠋんࡏまࡾ࠶少なくࡶ㏉しⓎ生している事ࡾ⧞部署で人をኚえてࡌ同、ࡣ

文᭩化によࡾ▱㆑として者と共᭷することができますࠋ事象の⤒⦋をྍ視化して᰿本原ᅉを㏣究するこ

とで理に㐺࠺対策につながるため、ྛ部署༢で、報࿌᭩を活用した安全に関ࢃるヰし合いが活Ⓨに行ࢃ

れることを┠ᶆ設定することࡶᚲせですࠋ

࠙院ෆ報告௳ᩘの᥎⛣㸸ᖹᡂ２㸲ᖺ㹼２㸵ᖺࠚ

　平成 27 年度の報࿌௳ᩘࡣ 1416 ௳で、事象レベル別でࡣインシデント 97㸣（๓年度 98㸣）、アクシデント

3㸣（๓年度 2㸣）の合でしたࠋ内ᐜ分㢮別でࡣ、療養上のୡヰ（㌿ಽ・㌿ⴠ、褥瘡をྵむ）が 29㸣（๓年度 22㸣）、

薬剤 26㸣（๓年度 30㸣）、ドレーン・チュー

ブ管理 15㸣（๓年度 16㸣）、㌿ಽ・㌿ⴠにお

いてࡣ全௳ᩘの 17㸣（๓年度 16㸣）の合で

したࠋ薬剤管理においてࡣ、医師の指♧ฟし

から指♧ཷけの工⛬管理と薬剤‽ഛのྲྀ

ࡾいルールの策定と手㡰の㑂Ᏺするྲྀᢅࡾ

患者、ࡣ㌿ಽ㌿ⴠにおいてࠋがᚲせですࡳ⤌

ഃのせᅉ分ᯒとేࡏた療養⎔ቃの評౯に基

࡙く㌿ಽ防止策やⓎ生後の㐺ษな患者介ධ

がᶆ‽的に行ࢃれ、⿕ᐖのᣑ大を防止する体

⣔的なྲྀࡳ⤌ࡾがồめられていますࠋḟ年度

㌿ಽ㌿ⴠに関するከ職種チーム活動につ、ࡣ

いて検討していきたいと考えますࠋ

　今年度ࡣ、全職員対象に院内の医療安全管理活動に関ࢃる意㆑調査を行いましたࠋ⤌⧊的な医療安全活動
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ἣなのඛ行原ᅉをᤊえて、職ሙ全体で考える⤌ࡳが定╔しなくてࡣなࡾまࡏんࠋ現状のྲྀࡳ⤌ࡾについ

て、改ၿと向上を⥅⥆的に加えていくこと、また、病院の安全文化を㔊成するにࡣ、ྛ現ሙの安全活動をᢸ

ࠋ人ᮦ育成が重せと考えています࠺

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

　看護師㸰名　༓田Ύ美、長㔝ࡳつ美

࠙㒊㛛ᐇ⦼ཬࡧ活動ෆᐜࠚ

・安全管理部門カンフレンスの運営（第1ⅆ᭙日とẖ週月᭙日）～長㔝、༓田

・医療安全対策委員会の運営（ẖ月第2Ỉ᭙日）～長㔝、༓田

・看護安全対策委員会の開催支援（ẖ月第3ⅆ᭙日）～長㔝、༓田

・医療情報システム小委員会への参加（ẖ月第2金᭙日）～長㔝

・ከ職種チーム活動への参加

・RSTチーム（ᮌ᭙日�週）～長㔝、༓田　・ཱྀ⭍ケアチーム（金᭙日�週）～長㔝

・外᮶患者呼びฟし運営ワーキンググループ（ẖ月第2ᮌ᭙日）（11回�年）～༓田

・院内報࿌システムにおけるレポートの管理および定例会へのフィードバック

・院内教育研修の⏬と開催、看護部教育研修支援

・医療安全管理指㔪の見┤し

・患者相談および患者・家族対応への相談事（㸵診療科）

・院内%LS講習会及びICLS講習会の開催支援（8回�年）

࠙་⒪Ᏻ⟶⌮㒊㛛ࠉࢫࣥࣞࣇࣥ࢝㸦１ᅇ㸭㐌ࠚ㸧

ࠒレンスメンバーカンフࠑ

松永俊二院長（チーフ⤫括セーフティマネージࣕー）、高ᶫ┿理（医薬ရ安全管理㈐௵者）　　　

ᩪ⸨ㅬ一（医療機器安全管理㈐௵者）、ᒾ下㑥子（看護部長）、山下┿理恵（看護安全対策委員会委員長）

༓田Ύ美（専従医療安全管理者）、長㔝ࡳつ美（専従医療安全管理者）、田中ⱥ （ð施設課課長）
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࠙ᩆᛴ⸽⏕࣮࣡ࠚࣉ࣮ࣝࢢࢢࣥ࢟

　ᙜ院職員を対象に、日本救急医学会ㄆ定プログラムの %LS コースと ICLS コースを開催し、%LS コース 69
名 ICLS コース 18 名のཷ講生に修証がⓎ行ࡉれましたࠋ今年ࡣ、インストラクターに新メンバー 2 名を㏄
えましたが、ཷ講者ᩘのᣑ大と⥅⥆的な講習会開催を運営するにࡣ、インストラクターのቑ員がᚲせとࡉれ
ますࠋなお、10 月にᚰ肺⸽生法ガイドライン 2015 が公表ࡉれたため、11 月の ICLS コース開催௨㝆ࡣ、プ
ログラムの改ゞを考៖し、ḟ年度よࡾガイドライン 2015 に‽拠したコース開催を予定していますࠋ

　コースディレクターۑ
西山 （̔͂㯞㓉科）

インストラクターۑ
㰺⸨ㅬ一（臨床工学技士）、ʟ ཱྀᜏ夫（救急ㄆ定看護師）、ᑿ堂▱子（看護師）、᭷ⷵࡉつき（看護師）、⇃㏕ᬛᯞ
（看護師）、伊㔝▱వ子（看護師）、永田恵理（看護師）、小㔝保代（看護師）、༓田Ύ美（看護師）、ྂ 市寿子（理学療
法士）、日高㔛美（看護師）、赤ᆏ美保（看護師）

࠙その他の活動ࠚ

鹿児島県看護協会医療安全情報ネットワークの鹿児島地区委員として、௨下の院外活動を行いましたࠋ（鹿児
島地区医療安全情報ネットワーク委員会　委員　༓田Ύ美）

㸯、鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議　
平成 27 年 7 月 23 日（ᮌ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院
平成 27 年 10 月 22 日（ᮌ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院
平成 27 年 12 月 22 日（ᮌ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院
平成 28 年 3 月 24 日（ᮌ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院

㸰、鹿児島県医療安全情報ネットワーク会⩏
平成 27 年 8 月 22 日（ᅵ） 11：00 ～ 13：00 鹿児島県看護研修会館
平成 28 年 1 月 30 日（ᅵ） 11：00 ～ 13：00　 鹿児島県看護研修会館

㸱、鹿児島県看護協会評議員会
平成 27 年 6 月 26 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館　　
平成 27 年 9 月 25 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館
平成 27 年 11 月 27 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館

㸲、鹿児島県鹿児島地区評議員会
平成 27 年 6 月 13 日（ᅵ） 地区集会 11：00 ～ 鹿児島県看護研修会館
平成 28 年 2 月 26 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館

㸳、鹿児島県看護協会医療安全研修会運営スタッフ
平成 27 年 6 月 19 日（金） 11：00 ～ 16：00 鹿児島県看護研修会館
平成 28 年 2 月 13 日（ᅵ） 13：30 ～ 17：30 鹿児島県看護研修会館

㸴、鹿児島セーフティマネジメント研究会
　　　平成27年6月27日（ᅵ）13：00～17：00　学術集会シンポジスト（講師）　鹿児島県市町ᮧ⮬治会館
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27年度 132 129 127 128 111 77 111 109 131 111 130 120

࠙院ෆᩍ⫱研修ࠚ

2 
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の 29ࡑ
MSW 1

介護支援専門員 1

視能カ⦎士・OMA 3
医師 4

診療情報管理士 4

事務職 11

リハビリテーション部門 59

薬剤師 30

臨床工学技士 21

臨床検査技士 19

診療放射線技師 18

医療クラーク 13

医療事務 13

管理栄養士 11

 

1 
 

 
  

࠙ᩆᛴ⸽⏕࣮࣡ࠚࣉ࣮ࣝࢢࢢࣥ࢟

　ᙜ院職員を対象に、日本救急医学会ㄆ定プログラムの %LS コースと ICLS コースを開催し、%LS コース 69
名 ICLS コース 18 名のཷ講生に修証がⓎ行ࡉれましたࠋ今年ࡣ、インストラクターに新メンバー 2 名を㏄
えましたが、ཷ講者ᩘのᣑ大と⥅⥆的な講習会開催を運営するにࡣ、インストラクターのቑ員がᚲせとࡉれ
ますࠋなお、10 月にᚰ肺⸽生法ガイドライン 2015 が公表ࡉれたため、11 月の ICLS コース開催௨㝆ࡣ、プ
ログラムの改ゞを考៖し、ḟ年度よࡾガイドライン 2015 に‽拠したコース開催を予定していますࠋ

　コースディレクターۑ
西山 （̔͂㯞㓉科）

インストラクターۑ
㰺⸨ㅬ一（臨床工学技士）、ʟ ཱྀᜏ夫（救急ㄆ定看護師）、ᑿ堂▱子（看護師）、᭷ⷵࡉつき（看護師）、⇃㏕ᬛᯞ

（看護師）、伊㔝▱వ子（看護師）、永田恵理（看護師）、小㔝保代（看護師）、༓田Ύ美（看護師）、ྂ 市寿子（理学療
法士）、日高㔛美（看護師）、赤ᆏ美保（看護師）

࠙その他の活動ࠚ

鹿児島県看護協会医療安全情報ネットワークの鹿児島地区委員として、௨下の院外活動を行いましたࠋ（鹿児
島地区医療安全情報ネットワーク委員会　委員　༓田Ύ美）

㸯、鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議　
平成 27 年 7 月 23 日（ᮌ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院
平成 27 年 10 月 22 日（ᮌ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院
平成 27 年 12 月 22 日（ᮌ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院
平成 28 年 3 月 24 日（ᮌ） 18：30 ～ 20：00 鹿児島市医師会病院

㸰、鹿児島県医療安全情報ネットワーク会⩏
平成 27 年 8 月 22 日（ᅵ） 11：00 ～ 13：00 鹿児島県看護研修会館
平成 28 年 1 月 30 日（ᅵ） 11：00 ～ 13：00　 鹿児島県看護研修会館

㸱、鹿児島県看護協会評議員会
平成 27 年 6 月 26 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館　　
平成 27 年 9 月 25 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館
平成 27 年 11 月 27 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館

㸲、鹿児島県鹿児島地区評議員会
平成 27 年 6 月 13 日（ᅵ） 地区集会 11：00 ～ 鹿児島県看護研修会館
平成 28 年 2 月 26 日（金） 14：00 ～ 17：00 鹿児島県看護研修会館

㸳、鹿児島県看護協会医療安全研修会運営スタッフ
平成 27 年 6 月 19 日（金） 11：00 ～ 16：00 鹿児島県看護研修会館
平成 28 年 2 月 13 日（ᅵ） 13：30 ～ 17：30 鹿児島県看護研修会館

㸴、鹿児島セーフティマネジメント研究会
　　　平成27年6月27日（ᅵ）13：00～17：00　学術集会シンポジスト（講師）　鹿児島県市町ᮧ⮬治会館

 

2 
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1 
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ࣇࢵࢱࢫ࠙ 㸲名（⓶･ἥケアㄆ定看護師㸰名、日本褥瘡学会ㄆ定師　ࠚ � 看護師 �1 名㺂事務 1 名）

࠙㒊㛛ᐇ⦼ࠚ
１㸧ᴗົෆᐜ ・ධ院患者の褥瘡対策･褥瘡患者管理㺂スタッフ指導㺂ᙧ成外᮶との連携

　　　　　　　　　　　　эヲ⣽ࡣ褥瘡対策委員会報࿌᭩参↷

 ・褥瘡対策患者ᢳฟし㺂褥瘡㺨㺐㺶㺛㺖対象患者への予防ゼၥ

 ・スキンケア･創傷ケア・ストーマケアコンサルテーション

　　　　　　　・NPWT�9AC・R(NASYS・PICO� 〇ရ≀ရ管理

　　　　　　　・体圧分ᩓᐷල管理（㝖圧マット･Air マット･ポジショࢽングクッション）

　　　　　　　・褥瘡回診（ẖ週月᭙日 14：00 ～）

ᙧ成外科医 � 外ⷵ 'r�㺂⓶･ἥケアㄆ定看護師 � 下๓㺂᳝ᮌ �㺂

日本褥瘡学会ㄆ定師（看護師：㏫℩川 �㺂薬剤師 � ྂ㈡㺂➉内㺂園田 �㺂

管理栄養士 � 㕥ᮌ : 日本褥瘡学会ㄆ定師 �㺂స業療法士 � 宮之原 : 日本褥瘡学会ㄆ定師㺂

㩪島㺂　㭯田 �㺂理学療法士 � 㔝ᮧ㺂中㎷㺂上㺂福永 �㺂ྛ病Ჷスタッフ）

　　　　　　　・NST カンフレンス･回診：日本褥瘡学会ㄆ定師 � 看護師：㏫℩川 � 参加（ẖ週ⅆ᭙日）

　　　　　　　・褥瘡対策委員会開催（ẖ月第㸯Ỉ᭙日：17：15 ～ 18:15）

　　　　　　　・NST 委員会会議参加（ẖ月第㸯Ỉ᭙日：13：15 ～ 13:45）

　　　　　　　・NICU カンフレンス（ẖ月第㸱ᮌ᭙日：15:30 ～ 16:00）：下๓・᳝ᮌ

　　　　　　　・リハビリスタッフとのカンフレンス � ẖ月第㸲Ỉ᭙日：18:00 ～）ͤ H28 年 1 月～開ጞ

　　　　　　　・看護部：'iN4L 褥瘡関連データධຊ☜ㄆ・修ṇ

　　　　　　　・ストーマケア管理コンサルテーション

　　　　　　　　新規ストーマ㐀設患者ᩘ：20 名

　　　　　　　　（コロストーマ：13 名㺂イレオストーマ：㸰名㺂ᒀ管⓶⒦術：㸱名、回腸導管術：㸳名）

　　　　　　　　ストーマサイトマーキング施行患者ᩘ：㸯㸶名（ࡕ࠺㸲名ࡣマーキングのࡳ）

　　　　　　　・ストーマ外᮶（診ᐹ日に合ࡏࢃて日⛬調整）

 ・見学･研修のཷけධれ

H27�8�3　医療法人 育成会 ᆏཱྀ病院　看護師 1 名、准看護師㸯名

　　　　　　　・公┈㈈ᅋ法人鹿児島県看護協会　看護かごしま � 第㸯㸴㸯ྕ � 投✏（下๓）

　　　　　　　　「ㄆ定看護師の活動内ᐜ」～活動内ᐜ・やࡾがいを感ࡌたこと等～

日

4月 3日

4月 22 日

6 月 26 日

7 月 31 日

8 月 26 日

10 月 28 日

12 月 16 日

内ᐜ

「褥瘡予防対策・治療」（対象：研修医）

「チームでྲྀࡾ⤌む褥瘡予防」

「褥瘡関連のグ㘓について」

病院施設公開講座

「スキンテアについて」

「スキンケア」

「ポジショࢽング」

「オムツ選ᢥと㐺ษな╔᪉法について」

ᢸᙜ講師

褥瘡管理課：下๓

褥瘡管理課：下๓

褥瘡管理課：㏫℩川

スミス＆ネフューウィンドマネージメント

株式会社 ⣽川ᮒ美 Ặ

褥瘡管理課：᳝ᮌ

リハビリテーション部：宮之原 �OT�

株式会社 リブドーコーポレーション

ἥケアアドバイザー：伊⸨᧯Ặ

参加人ᩘ

㸵名

139 名

190 名

院内：158 名

院外：16 名

105 名

87 名

112 名

・褥瘡ຮᙉ会開催（അᩘ月開催）

２㸧院እ講₇活動

・ストーマ関連

㸱㸧院እ㛤ദ講₇会への参加

2016 年 3 月 19 日 　日本褥瘡学会在宅褥瘡医療ネットワーク委員会

第 9 回鹿児島県在宅褥瘡セミナー �㺀在宅褥瘡管理者㺁対応講習 � 

下๓：進行（ୡヰ人･⏬・運営）

᳝ᮌ：運営スタッフ

㸲㸧院እ㛤ദ会議への参加㸦ୗ๓㸧

2015 年 5 月 16 日　日本褥瘡学会 九州地᪉会ୡヰ人会会議

2016 年 3 月 19 日　日本褥瘡学会在宅褥瘡医療ネットワーク委員会

   第㸷回鹿児島県在宅褥瘡セミナー（⏬・運営会議）

内ᐜ

㸯、ストーマ給付制度 �㌟体㞀ᐖ者手ᖒ⏦ㄳ �

㸰、ストーマ〇ရㄝ᫂�ホリスター・ダンサック�

ストーマ〇ရ⤂介

（アルケア･コロプラスト･コンバテック）

࿘術ᮇ～退院までのストーマケア

ᢸᙜ講師

1、ᶓᑿ機器：調ᡤひなたẶ

2、ホリスター：┈田㈗ᘯẶ

　ダンサック：永田ᑗ規Ặ

アルケア：ᑎ本敏⣖Ặ

コロプラスト：宮ὠ良之㍜Ặ

コンバテック：ụ田⿱一Ặ

褥瘡管理課：᳝ᮌ

日

11 月 25 日

12 月 10 日

H28 年 3 月 4 日

参加人ᩘ

68 名

59 名

47 名

快護生活フェス！
福祉機器展＆セミナー in かごしま
「スキンテアってなに？？

～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～」

催 : スミス＆ネフューウィンド
　　　マネージメント株式会社
-R 九州シティ　㸷㝵大会議ᐊ

6 月 6 日 下๓

創傷管理クローズドセミナー
̺看護師視点で考える創傷管理̺PICO 創傷管理システム
に関する症例検討
「四肢創傷�手指:熱傷㺂母趾:外傷�へのPICO使用症例」

催 : 鹿児島県社会福祉協議会
日本福祉用ල౪給協会 鹿児島ブロック
鹿児島県福祉用ල協会かごしま県民交
流センター 中ホール

6 月 6 日 下๓

公┈㈈ᅋ法人　日本オストミー協会
鹿児島県支部　鹿児島こࡔま会
ハートࣆアかごしま　㸯㝵　ከ┠的
ホール

6 月 6 日 下๓
オストメイトとࡑの家族の集い
「ストーマケアの基本理念と実践」� 講演と実技 �

日 ᢸᙜ催・ሙᡤ 内ᐜ
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ࣇࢵࢱࢫ࠙ 㸲名（⓶･ἥケアㄆ定看護師㸰名、日本褥瘡学会ㄆ定師　ࠚ � 看護師 �1 名㺂事務 1 名）

࠙㒊㛛ᐇ⦼ࠚ
１㸧ᴗົෆᐜ ・ධ院患者の褥瘡対策･褥瘡患者管理㺂スタッフ指導㺂ᙧ成外᮶との連携

　　　　　　　　　　　　эヲ⣽ࡣ褥瘡対策委員会報࿌᭩参↷

 ・褥瘡対策患者ᢳฟし㺂褥瘡㺨㺐㺶㺛㺖対象患者への予防ゼၥ

 ・スキンケア･創傷ケア・ストーマケアコンサルテーション

　　　　　　　・NPWT�9AC・R(NASYS・PICO� 〇ရ≀ရ管理

　　　　　　　・体圧分ᩓᐷල管理（㝖圧マット･Air マット･ポジショࢽングクッション）

　　　　　　　・褥瘡回診（ẖ週月᭙日 14：00 ～）

ᙧ成外科医 � 外ⷵ 'r�㺂⓶･ἥケアㄆ定看護師 � 下๓㺂᳝ᮌ �㺂

日本褥瘡学会ㄆ定師（看護師：㏫℩川 �㺂薬剤師 � ྂ㈡㺂➉内㺂園田 �㺂

管理栄養士 � 㕥ᮌ : 日本褥瘡学会ㄆ定師 �㺂స業療法士 � 宮之原 : 日本褥瘡学会ㄆ定師㺂

㩪島㺂　㭯田 �㺂理学療法士 � 㔝ᮧ㺂中㎷㺂上㺂福永 �㺂ྛ病Ჷスタッフ）

　　　　　　　・NST カンフレンス･回診：日本褥瘡学会ㄆ定師 � 看護師：㏫℩川 � 参加（ẖ週ⅆ᭙日）

　　　　　　　・褥瘡対策委員会開催（ẖ月第㸯Ỉ᭙日：17：15 ～ 18:15）

　　　　　　　・NST 委員会会議参加（ẖ月第㸯Ỉ᭙日：13：15 ～ 13:45）

　　　　　　　・NICU カンフレンス（ẖ月第㸱ᮌ᭙日：15:30 ～ 16:00）：下๓・᳝ᮌ

　　　　　　　・リハビリスタッフとのカンフレンス � ẖ月第㸲Ỉ᭙日：18:00 ～）ͤ H28 年 1 月～開ጞ

　　　　　　　・看護部：'iN4L 褥瘡関連データධຊ☜ㄆ・修ṇ

　　　　　　　・ストーマケア管理コンサルテーション

　　　　　　　　新規ストーマ㐀設患者ᩘ：20 名

　　　　　　　　（コロストーマ：13 名㺂イレオストーマ：㸰名㺂ᒀ管⓶⒦術：㸱名、回腸導管術：㸳名）

　　　　　　　　ストーマサイトマーキング施行患者ᩘ：㸯㸶名（ࡕ࠺㸲名ࡣマーキングのࡳ）

　　　　　　　・ストーマ外᮶（診ᐹ日に合ࡏࢃて日⛬調整）

 ・見学･研修のཷけධれ

H27�8�3　医療法人 育成会 ᆏཱྀ病院　看護師 1 名、准看護師㸯名

　　　　　　　・公┈㈈ᅋ法人鹿児島県看護協会　看護かごしま � 第㸯㸴㸯ྕ � 投✏（下๓）

　　　　　　　　「ㄆ定看護師の活動内ᐜ」～活動内ᐜ・やࡾがいを感ࡌたこと等～

日

4月 3日

4月 22 日

6 月 26 日

7 月 31 日

8 月 26 日

10 月 28 日

12 月 16 日

内ᐜ

「褥瘡予防対策・治療」（対象：研修医）

「チームでྲྀࡾ⤌む褥瘡予防」

「褥瘡関連のグ㘓について」

病院施設公開講座

「スキンテアについて」

「スキンケア」

「ポジショࢽング」

「オムツ選ᢥと㐺ษな╔᪉法について」

ᢸᙜ講師

褥瘡管理課：下๓

褥瘡管理課：下๓

褥瘡管理課：㏫℩川

スミス＆ネフューウィンドマネージメント

株式会社 ⣽川ᮒ美 Ặ

褥瘡管理課：᳝ᮌ

リハビリテーション部：宮之原 �OT�

株式会社 リブドーコーポレーション

ἥケアアドバイザー：伊⸨᧯Ặ

参加人ᩘ

㸵名

139 名

190 名

院内：158 名

院外：16 名

105 名

87 名

112 名

・褥瘡ຮᙉ会開催（അᩘ月開催）

２㸧院እ講₇活動

・ストーマ関連

㸱㸧院እ㛤ദ講₇会への参加

2016 年 3 月 19 日 　日本褥瘡学会在宅褥瘡医療ネットワーク委員会

第 9 回鹿児島県在宅褥瘡セミナー �㺀在宅褥瘡管理者㺁対応講習 � 

下๓：進行（ୡヰ人･⏬・運営）

᳝ᮌ：運営スタッフ

㸲㸧院እ㛤ദ会議への参加㸦ୗ๓㸧

2015 年 5 月 16 日　日本褥瘡学会 九州地᪉会ୡヰ人会会議

2016 年 3 月 19 日　日本褥瘡学会在宅褥瘡医療ネットワーク委員会

   第㸷回鹿児島県在宅褥瘡セミナー（⏬・運営会議）

内ᐜ

㸯、ストーマ給付制度 �㌟体㞀ᐖ者手ᖒ⏦ㄳ �

㸰、ストーマ〇ရㄝ᫂�ホリスター・ダンサック�

ストーマ〇ရ⤂介

（アルケア･コロプラスト･コンバテック）

࿘術ᮇ～退院までのストーマケア

ᢸᙜ講師

1、ᶓᑿ機器：調ᡤひなたẶ

2、ホリスター：┈田㈗ᘯẶ

　ダンサック：永田ᑗ規Ặ

アルケア：ᑎ本敏⣖Ặ

コロプラスト：宮ὠ良之㍜Ặ

コンバテック：ụ田⿱一Ặ

褥瘡管理課：᳝ᮌ

日

11 月 25 日

12 月 10 日

H28 年 3 月 4 日

参加人ᩘ

68 名

59 名

47 名

快護生活フェス！
福祉機器展＆セミナー in かごしま
「スキンテアってなに？？

～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～」

催 : スミス＆ネフューウィンド
　　　マネージメント株式会社
-R 九州シティ　㸷㝵大会議ᐊ

6 月 6 日 下๓

創傷管理クローズドセミナー
̺看護師視点で考える創傷管理̺PICO 創傷管理システム
に関する症例検討
「四肢創傷�手指:熱傷㺂母趾:外傷�へのPICO使用症例」

催 : 鹿児島県社会福祉協議会
日本福祉用ල౪給協会 鹿児島ブロック
鹿児島県福祉用ල協会かごしま県民交
流センター 中ホール

6 月 6 日 下๓

公┈㈈ᅋ法人　日本オストミー協会
鹿児島県支部　鹿児島こࡔま会
ハートࣆアかごしま　㸯㝵　ከ┠的
ホール

6 月 6 日 下๓
オストメイトとࡑの家族の集い
「ストーマケアの基本理念と実践」� 講演と実技 �

日 ᢸᙜ催・ሙᡤ 内ᐜ
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30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100代

　平成 27 年度͆ࡣ 地域がん診療連携拠点病院 と͇して㸲年┠を㏄え、緩和ケアチーム౫㢗・がん相談௳ᩘ

共にቑ加しましたࡑࠋして、ᜏ例となったリレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしまにࡶ病院ࡆ࠶て参加し、

ホスࣆス緩和ケア週㛫でࡣ今年度ึࡣめてࠗ緩和ケア川ᰗ࠘募集を行いၨⵚ活動にࡳ⤌ࡾྲྀࡶましたࠋ研

修や患者サロン等いࡎれの⏬ࡶᵝࠎなスタッフの協ຊがᚓられ感ㅰしていますࠋ今後ࡶ⮬ᕫ研㛑にດめ、

ⓙࡉんの協ຊをᚓながら緩和ケア実践と共に、病院全体のがん看護とがん相談の質の向上にຊをධれてい

きたいとᛮいますࠋ

ࣇࢵࢱࢫە � ᪩㷂⋹子（緩和ケアㄆ定看護師）　ྜྷᅧஂ子（社会福祉士）　᳜ᒇ᫂代（保健師）

㸨ᒾ山⣖　育ఇ中

⦼ᐇ࣒࣮ࢳࢣ⦅ە

チーム౫㢗௳ᩘ：190 名（⏨ 88 名・ዪ 102 名　� 　がん患者 189 名・㠀がん患者㸯名）

診療科別౫㢗内ᐜ（重」౫㢗ࡾ࠶）

ᖺ௦ู患者ᩘ

౫㢗がん治療状ἣ

౫㢗ู✀ࢇࡀ

20代

呼吸器内科

外科

呼吸器外科

婦人科

Ἢᒀ器科

消化器内科

血液内科

整ᙧ外科

放射線科

⚄⤒内科

総合内科

⬻外科

⪥㰯科

ᙧ成外科

㯞㓉科

施設
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0

1
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1
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0

倫理的ၥ㢟⢭⚄症状 家族ケア のࡑ ౫㢗௳ᩘ⑊③௨外の㌟体症状 地域連携退院支援

౫㢗内ᐜ（重」ࡾ࠶）
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のࡑ

倫理的ၥ㢟

家族ケア

地域連携･退院支援

⑊③௨外の㌟体症状

がん性⑊③

⢭⚄状ែ 155

112

68

34
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1

✚ᴟ的がん治療⤊後がん治療中診᩿からึᮇ治療๓

25 136 97
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相談௳ᩘ：511 ௳　

（㠃談：347 電ヰ：153 メール：㸴　　� 　ึ回：195　　㸰回┠௨上：316）
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がん種別

相談内ᐜ

不安･⢭⚄的ⱞ③

ホスࣆス･緩和ケア

がんの治療

㌿院

セカンドオࢽࣆオン

介護･看護･養育

補代᭰୧᪉

医療㈝･社会保㞀制度

症状･స用への対応

医療機関の⤂介

医療者とのコミュࢽケーション

在宅医療

患者･家族㛫のコミュࢽケーション

食事･薬･運動･ධຊ

࿌▱

がんの検査

のࡑ
0 50 100 150 200

 

ഴ⫈･指♧的な対応

情報ᥦ౪

助ゝ・ᥦ

⮬施設部門への連携

施設への連携

施設ཷ診のㄝ᫂

⮬施設ཷ診のㄝ᫂

のࡑ

0 50 100 150 200 250 300 350

⤥㯪（第㸱Ỉ᭙日ࣥࣟࢧࡗە 13:00 ～ 15:00）　㸨2016�1 よࡾ 14:00 ～ 16:00

がん患者ࡉん、ご家族が安ᚰしてᛮいをㄒࡾ合࠺ሙとして、がんサポートかごしまと協働で開催していますࠋ

日付

H27�10�18

テーマ

しくࡾࡌඛ生の緩和ケア

人ᩘ

97名

講師

高濵ဴஓඛ生（天㝧会中央病院）

研修会（㸰～㸱ࣨ月㸯回⏬）ࢣ⦅࣭ࢇࡀە

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

11

12

9

11

17

13

12

12

15

15

16

9

がんと₎᪉薬について

がんってんな病Ẽ？

バルーンアートをస࠺ࢁ！

実践できる食事療法のポイント～㈋血を予防しよ࠺～

ᢠがん剤って本ᙜにຠくの？

がんになった家族をᣢつ子ࡶたࡕへのメッセージ

な͆ࡐ がん が͇ᛧいのか？

？んな病Ẽつって࠺

クリスマス会

ホスࣆスってんなとこࢁ？

んなでストレッチࡳ

放射線治療について

⸨中┠㈗子（薬剤師）

᪩㷂⋹子（緩和ケアㄆ定看護師）

⸨山ࡾࡳ（看護部長）

田中美ᕹ（管理栄養士）

Ἑ原ᑦ美（がん化学療法看護ㄆ定看護師）

୕ዲ⥤（がんサポートかごしま理事長）

松ῧ大助（緩和医療科医師）

小⋢ဴ史（緩和医療科医師）

参加者全員

ྜྷᅧஂ子（社会福祉士）

高田ዡ（理学療法士）

Ⱚこࡎえ（がん放射線療法看護ㄆ定看護師）

月 ミࢽຮᙉ会テーマ ᢸ　ᙜ 参加者
（スタッフྵ）
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　平成 27 年度͆ࡣ 地域がん診療連携拠点病院 と͇して㸲年┠を㏄え、緩和ケアチーム౫㢗・がん相談௳ᩘ

共にቑ加しましたࡑࠋして、ᜏ例となったリレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしまにࡶ病院ࡆ࠶て参加し、

ホスࣆス緩和ケア週㛫でࡣ今年度ึࡣめてࠗ緩和ケア川ᰗ࠘募集を行いၨⵚ活動にࡳ⤌ࡾྲྀࡶましたࠋ研

修や患者サロン等いࡎれの⏬ࡶᵝࠎなスタッフの協ຊがᚓられ感ㅰしていますࠋ今後ࡶ⮬ᕫ研㛑にດめ、

ⓙࡉんの協ຊをᚓながら緩和ケア実践と共に、病院全体のがん看護とがん相談の質の向上にຊをධれてい

きたいとᛮいますࠋ
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チーム౫㢗௳ᩘ：190 名（⏨ 88 名・ዪ 102 名　� 　がん患者 189 名・㠀がん患者㸯名）
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がん患者ࡉん、ご家族が安ᚰしてᛮいをㄒࡾ合࠺ሙとして、がんサポートかごしまと協働で開催していますࠋ

日付

H27�10�18

テーマ

しくࡾࡌඛ生の緩和ケア

人ᩘ

97名

講師

高濵ဴஓඛ生（天㝧会中央病院）

研修会（㸰～㸱ࣨ月㸯回⏬）ࢣ⦅࣭ࢇࡀە
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がんと₎᪉薬について

がんってんな病Ẽ？

バルーンアートをస࠺ࢁ！

実践できる食事療法のポイント～㈋血を予防しよ࠺～

ᢠがん剤って本ᙜにຠくの？

がんになった家族をᣢつ子ࡶたࡕへのメッセージ

な͆ࡐ がん が͇ᛧいのか？

？んな病Ẽつって࠺

クリスマス会

ホスࣆスってんなとこࢁ？

んなでストレッチࡳ

放射線治療について

⸨中┠㈗子（薬剤師）

᪩㷂⋹子（緩和ケアㄆ定看護師）

⸨山ࡾࡳ（看護部長）

田中美ᕹ（管理栄養士）

Ἑ原ᑦ美（がん化学療法看護ㄆ定看護師）

୕ዲ⥤（がんサポートかごしま理事長）

松ῧ大助（緩和医療科医師）

小⋢ဴ史（緩和医療科医師）

参加者全員

ྜྷᅧஂ子（社会福祉士）

高田ዡ（理学療法士）

Ⱚこࡎえ（がん放射線療法看護ㄆ定看護師）

月 ミࢽຮᙉ会テーマ ᢸ　ᙜ 参加者
（スタッフྵ）
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௳እ᮶　㸱ࣥ࢜ࢽࣆ࢜ࢻࣥ࢝ࢭە

ᩱ⟬ᐃ（緩和ケアㄆ定看護師᪩㷂対応分）ࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝患者ࢇࡀە

18 ௳　㸨㸵௳ࡣᮍ☜定診᩿、研修ᮍ⤊医師のため⟬定不ྍ

㏥院ᨭ（緩和医療課対応：緩和ケアチーム㸩がん相談支援センター）（人ᩘ）ە

緩和ケア病Ჷ･外᮶（ィ 40）: 天㝧会中央病院（17）南九州病院（6）相良病院（5）今ᮧ病院（4）
 鹿児島市医師会病院（3）川内市医師会市民病院 �2� ฟỈ㒆広域医療センター �1�
 南㢼病院 �1� サザンリージョン病院 �1�

医療機関（ィ 28）： 鹿児島市立病院（3）㇂山生協病院（3）ᒇஂ島ᚨὪ会病院 �2� おࡄら病院 �2�
 院病科内田 �2� 県立大島病院 �1� ᰩ生診療ᡤ �1� ᳜ᮧ病院（ⲡ∹田）�1�
 福ඖ医院 �1� 十島ᮧ診療ᡤ �1� ୕⯪病院 �1� ୕宅病院 �1� 鹿児島ᚨὪ会病院 �1�
　　　　　　　　　　⋢Ỉ会病院 �1� 加治ᮌ Ἠ病院 �1� リハビリテーション病院米┒ �1�
 内ᮧ整ᙧ外科病院 �1� 相良病院 �1� 中央病院 �1� 南㢼病院 �1� 南九州病院 �1�

在宅医療（ィ 10）：  ᙜ院在宅医療部（3）ナカノ在宅医療クリࢽック �1� 反田内科 �1�
 ୕㍯クリࢽック �1� 指ᐟ浩↛会病院 �1� ゼၥ看護 St こࡶれ㝧 �2�
 国分ゼၥ看護 St�1�

ᅗ᭩の㜀ぴ࣭㈚ฟ⏝者（がん相談支援センターᅗ᭩）　14ە 名用（㈚しฟし：ィ 23 ）

๓ᗈሙࢺ࣮࣏ࣥࣇࣝࢻ㸸ࠉ����ࠉࡲࡋࡈࣥࣃࣕࢪ࣭ࣇ࣭࣮࢛ࣛࣇ࣭࣮ࣞࣜە

平成 27 年㸳月㸷日（ᅵ）ṇ༗～ 10 日（日）ṇ༗　呼びかけ͆ 今給㯪総合病院チーム で͇参加ࠋ

24 㛫リレーウォーク参加：52 名　ルミナリエバッグ：ィ 101 ᯛ

⦼Ꮫ⾡ᐇە

・講⩏（院内）
　看護部研修クリࢽカルラダー レベルϨ　「ᡃが国におけるがん対策とᙜ院の現状」 ᳜ᒇ
レベルϩ　「マウスケアについて」　　　 ᪩㷂 ࠌ 
ケーススタディ　　　　　　　　 ᪩㷂  ࠌ 
᪩㷂 　　　　　　　　「ルメイクࢮエン」  ࠌ 
 の人らしく生活できるためにࡑ㝖きࡾをྲྀࡳ③」 レベルϫ ࠌ 
について（ᴫㄽ・治療薬）」　　 ᪩㷂ࡳ③～　   
᪩㷂 　　　　 　　　「事例検討③⑊」  ࠌ 
　サロン今給㯪ミࢽຮᙉ会　 「がんってんな病Ẽ？」 ᪩㷂
ᅧྜྷ 「？ࢁんなとこスってࣆホス」 ࠌ 

・講演・プレࢮン（院外）
　尊厳死協会かごしま総会講演「健やかに生き安らかに旅立つために」 ྜྷᅧ
　国保診療施設看護師長研修会「在宅医療の現状と緩和ケア」 ᳜ᒇ
　がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）　「っとサロン今給㯪について」 ྜྷᅧ

・研修協ຊ
緩和ケア研修フシリテーター　今給㯪総合病院 ᪩㷂・ྜྷᅧ・᳜ᒇ
南㢼病院 ᪩㷂 ࠌ 
鹿児島大学看護部研修会フシリテーター ᪩㷂
地域相談支援フォーラム in 鹿児島　　　　　　　　　　　　　　　　   ᪩㷂・ྜྷᅧ・᳜ᒇ

　　　　　　　　その他の活動ە

・緩和ケアチームラウンド・カンフレンス（ᮌ᭙日༗後） ・病Ჷカンフレンス・キࣕンサー࣎ード参加（㝶）
・呼吸器内科回診参加（金᭙日）　　　　　　・在宅医療部カンフレンス参加（第㸰・㸲ⅆ᭙日）
・化学療法緩和ケアネットワーク（第㸯ᮌ᭙日） ・がん看護委員会（がん関連ㄆ定看護師で⏬実施）（第㸯ᮌ᭙日）
・緩和ケア合同カンフレンス（鹿児島市内がん拠点病院・指定病院）
・緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院㸰回／年）・鹿児島県 4部門会議（鹿大病院㸰回／年）
・緩和医療科・⢭⚄⭘⒆科診療の調整・補佐 ・緩和ケア週㛫にて PR（10�4�10）　緩和ケア川ᰗ募集　　　
・パンフレット・リーフレットによࡾ情報ᥦ౪、広報・࿘▱活動、ᅗ᭩館͆ すまいる へ͇パンフレット等ᥦ౪
・ㄌ生日カード、グリーフケア（電ヰ・手⣬での㑇族ケア）・鹿児島県がん相談員メーリングリスト管理
・患者ᅗ᭩運営委員会　　　・職員教育研修委員会　    ・病院運営会議（第㸰月᭙日）

性別
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㸶㸷ṓ

㸴㸶ṓ

㸴㸴ṓ

がん部

肺⭘⒆

肺がん

肺がん

対応医師

米田（呼吸器外科）

米田（呼吸器外科）

米田（呼吸器外科）

相談内ᐜ

治療᪉㔪、の治療のྍ能性

診᩿・治療᪉㔪について

治療᪉㔪・手術のᚲせ性

છཧ՝ײ
௵ 立 和 名 ⪷ 子

　

　ᙜ院ࡣ、平成 24 年度よࡾ感染防止対策加⟬㸯・地域連携加⟬をྲྀᚓしているࠋ感染防止対策加⟬ 2 との

合同カンフレンスや地域連携加⟬評౯ラウンドのィ⏬・調整・実施を行い連携病院ととࡶに感染対策向上

に向けྲྀࡾ⤌んでいるࠋ院内の感染に関ࢃる⤌⧊として院内感染防止対策委員会、感染対策チーム（௨下ICT）、

感染管理課、看護部リンクナース会が࠶るࡰࠋすての感染情報がᙜ課に集⤖ࡉれるため院内の情報を整

理し㎿㏿に関係部署へఏ㐩・介ධできるよ࠺調整しているࠋ感染対策チームの一員として特に⎔ቃラウンド

にຊをὀぎラウンド後ࡣ、報࿌᭩をస成してヱᙜ部署へ㓄ᕸしているࠋ改ၿがᚲせな事象をヱᙜ部署が検討

するに࠶たࡾ感染管理課から改ၿをᥦ♧し改ၿの一助になるよ࠺ດめているࡑࠋのサーベイランスの実

施・評౯やリンクナース会の運営、感染に係る相談、感染≀ရの管理᪉法の見┤しなࡶ行っているࠋ今年

度ࡣ、㞄᥋する病院保育ᡤでの感染性⫶腸炎Ⓨ生をཷけて保育ᡤ職員へ手Ὑいチェックを推進したࠋまた、

リハビリテーション部でࡣ、┤᥋ほᐹによる手指衛生の☜ㄆや手指消ẘ剤の使用量調査を委員ととࡶに実施

し⤖ᯝをフィードバックしたࠋ院内の࠶らࡺる職種と関ࡾࢃ、相談しやすい⎔ቃつくࡾや現ሙと一⥴に改ၿ

に向けྲྀࡾ⤌むこと、状ἣに応ࡌて㎿㏿な対策の指♧を一␒に考え活動しているࠋ

　今後ࡶ、患者と医療従事者の୧᪉を↓用な感染からᏲるために日ࠎ活動していくことが㈐務でࡾ࠶院内外

の関係ྛ部署と情報共᭷や相談介ධを✚ᴟ的に実践できるよࡾྲྀ࠺⤌んで行くࠋ

ࣇࢵࢱࢫ࠙ 1ࠉࠚ 名（感染管理ㄆ定看護師）

࠙㒊㛛ᐇ⦼ࠚ

院内

・院内感染防止対策委員会の運営（ẖ月第 4Ỉ᭙日）　

・ICT 会議、ラウンド（ẖ週Ỉ᭙日）の調整、ィ⏬、実施

・看護部リンクナース会の運営（ẖ月第 1ⅆ᭙日）

・院内感染研修のィ⏬、実施

・サーベイランス： カテール関連ᒀ路感染サーベイランス（4病Ჷ）

 カテーテル関連血流感染サーベイランス（1病Ჷ）

 血液ᇵ養セットᩘに関するサーベイランス

 手指消ẘ剤使用量サーベイランス（14 部署）

・院内感染防止対策マࢽュアルの改ゞ

・≀ရ管理᪉法の検討と見┤し、導ධ

・相談：71 ௳（患者㓄⨨ 19 ௳、⎔ቃ 8௳、就業制㝈 7௳、ケア手㡰 6௳な）

・手Ὑいチェック演習のィ⏬（リンクナース会導で手Ὑい評౯、全病Ჷ対象）

・インフルエンザ㎿㏿検体採ྲྀ᪉法の演習

・⤖᰾᥋ゐ者健診（健診ィ⏬、保健ᡤ報࿌な）

第 1回

全職員対象

参加⋡

86㸣

参加⋡

93㸣

院内 88 名

院外 18 名

「HI9 感染症：鹿児島県の現状とᴫㄽ、㔪่し事ᨾ対策」

講師：鹿児島大学病院　㍺血⣽⬊治療部　ྂ川良ᑦඛ生

「全職員でྲྀࡳ⤌ࡾ感染対策」～ఱか起こる๓に対ฎする～

講師：NPO 法人日本感染管理支援協会　ᅵⱥ史ඛ生

「⤖᰾の現状と₯在性⤖᰾スクリーࢽング」

講師：オックスフォード・イムノテック �株 �　ㅖỤ㞝大ඛ生　山美佐ඛ生

第㸰回

全職員対象

のࡑ
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௳እ᮶　㸱ࣥ࢜ࢽࣆ࢜ࢻࣥ࢝ࢭە

ᩱ⟬ᐃ（緩和ケアㄆ定看護師᪩㷂対応分）ࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝患者ࢇࡀە

18 ௳　㸨㸵௳ࡣᮍ☜定診᩿、研修ᮍ⤊医師のため⟬定不ྍ

㏥院ᨭ（緩和医療課対応：緩和ケアチーム㸩がん相談支援センター）（人ᩘ）ە

緩和ケア病Ჷ･外᮶（ィ 40）: 天㝧会中央病院（17）南九州病院（6）相良病院（5）今ᮧ病院（4）
 鹿児島市医師会病院（3）川内市医師会市民病院 �2� ฟỈ㒆広域医療センター �1�
 南㢼病院 �1� サザンリージョン病院 �1�

医療機関（ィ 28）： 鹿児島市立病院（3）㇂山生協病院（3）ᒇஂ島ᚨὪ会病院 �2� おࡄら病院 �2�
 院病科内田 �2� 県立大島病院 �1� ᰩ生診療ᡤ �1� ᳜ᮧ病院（ⲡ∹田）�1�
 福ඖ医院 �1� 十島ᮧ診療ᡤ �1� ୕⯪病院 �1� ୕宅病院 �1� 鹿児島ᚨὪ会病院 �1�
　　　　　　　　　　⋢Ỉ会病院 �1� 加治ᮌ Ἠ病院 �1� リハビリテーション病院米┒ �1�
 内ᮧ整ᙧ外科病院 �1� 相良病院 �1� 中央病院 �1� 南㢼病院 �1� 南九州病院 �1�

在宅医療（ィ 10）：  ᙜ院在宅医療部（3）ナカノ在宅医療クリࢽック �1� 反田内科 �1�
 ୕㍯クリࢽック �1� 指ᐟ浩↛会病院 �1� ゼၥ看護 St こࡶれ㝧 �2�
 国分ゼၥ看護 St�1�

ᅗ᭩の㜀ぴ࣭㈚ฟ⏝者（がん相談支援センターᅗ᭩）　14ە 名用（㈚しฟし：ィ 23 ）

๓ᗈሙࢺ࣮࣏ࣥࣇࣝࢻ㸸ࠉ����ࠉࡲࡋࡈࣥࣃࣕࢪ࣭ࣇ࣭࣮࢛ࣛࣇ࣭࣮ࣞࣜە

平成 27 年㸳月㸷日（ᅵ）ṇ༗～ 10 日（日）ṇ༗　呼びかけ͆ 今給㯪総合病院チーム で͇参加ࠋ

24 㛫リレーウォーク参加：52 名　ルミナリエバッグ：ィ 101 ᯛ

⦼Ꮫ⾡ᐇە

・講⩏（院内）
　看護部研修クリࢽカルラダー レベルϨ　「ᡃが国におけるがん対策とᙜ院の現状」 ᳜ᒇ
レベルϩ　「マウスケアについて」　　　 ᪩㷂 ࠌ 
ケーススタディ　　　　　　　　 ᪩㷂  ࠌ 
᪩㷂 　　　　　　　　「ルメイクࢮエン」  ࠌ 
 の人らしく生活できるためにࡑ㝖きࡾをྲྀࡳ③」 レベルϫ ࠌ 
について（ᴫㄽ・治療薬）」　　 ᪩㷂ࡳ③～　   
᪩㷂 　　　　 　　　「事例検討③⑊」  ࠌ 
　サロン今給㯪ミࢽຮᙉ会　 「がんってんな病Ẽ？」 ᪩㷂
ᅧྜྷ 「？ࢁんなとこスってࣆホス」 ࠌ 

・講演・プレࢮン（院外）
　尊厳死協会かごしま総会講演「健やかに生き安らかに旅立つために」 ྜྷᅧ
　国保診療施設看護師長研修会「在宅医療の現状と緩和ケア」 ᳜ᒇ
　がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）　「っとサロン今給㯪について」 ྜྷᅧ

・研修協ຊ
緩和ケア研修フシリテーター　今給㯪総合病院 ᪩㷂・ྜྷᅧ・᳜ᒇ
南㢼病院 ᪩㷂 ࠌ 
鹿児島大学看護部研修会フシリテーター ᪩㷂
地域相談支援フォーラム in 鹿児島　　　　　　　　　　　　　　　　   ᪩㷂・ྜྷᅧ・᳜ᒇ

　　　　　　　　その他の活動ە

・緩和ケアチームラウンド・カンフレンス（ᮌ᭙日༗後） ・病Ჷカンフレンス・キࣕンサー࣎ード参加（㝶）
・呼吸器内科回診参加（金᭙日）　　　　　　・在宅医療部カンフレンス参加（第㸰・㸲ⅆ᭙日）
・化学療法緩和ケアネットワーク（第㸯ᮌ᭙日） ・がん看護委員会（がん関連ㄆ定看護師で⏬実施）（第㸯ᮌ᭙日）
・緩和ケア合同カンフレンス（鹿児島市内がん拠点病院・指定病院）
・緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院㸰回／年）・鹿児島県 4部門会議（鹿大病院㸰回／年）
・緩和医療科・⢭⚄⭘⒆科診療の調整・補佐 ・緩和ケア週㛫にて PR（10�4�10）　緩和ケア川ᰗ募集　　　
・パンフレット・リーフレットによࡾ情報ᥦ౪、広報・࿘▱活動、ᅗ᭩館͆ すまいる へ͇パンフレット等ᥦ౪
・ㄌ生日カード、グリーフケア（電ヰ・手⣬での㑇族ケア）・鹿児島県がん相談員メーリングリスト管理
・患者ᅗ᭩運営委員会　　　・職員教育研修委員会　    ・病院運営会議（第㸰月᭙日）
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米田（呼吸器外科）

米田（呼吸器外科）

米田（呼吸器外科）

相談内ᐜ

治療᪉㔪、の治療のྍ能性

診᩿・治療᪉㔪について

治療᪉㔪・手術のᚲせ性

છཧ՝ײ
௵ 立 和 名 ⪷ 子

　

　ᙜ院ࡣ、平成 24 年度よࡾ感染防止対策加⟬㸯・地域連携加⟬をྲྀᚓしているࠋ感染防止対策加⟬ 2 との

合同カンフレンスや地域連携加⟬評౯ラウンドのィ⏬・調整・実施を行い連携病院ととࡶに感染対策向上

に向けྲྀࡾ⤌んでいるࠋ院内の感染に関ࢃる⤌⧊として院内感染防止対策委員会、感染対策チーム（௨下ICT）、

感染管理課、看護部リンクナース会が࠶るࡰࠋすての感染情報がᙜ課に集⤖ࡉれるため院内の情報を整

理し㎿㏿に関係部署へఏ㐩・介ධできるよ࠺調整しているࠋ感染対策チームの一員として特に⎔ቃラウンド

にຊをὀぎラウンド後ࡣ、報࿌᭩をస成してヱᙜ部署へ㓄ᕸしているࠋ改ၿがᚲせな事象をヱᙜ部署が検討

するに࠶たࡾ感染管理課から改ၿをᥦ♧し改ၿの一助になるよ࠺ດめているࡑࠋのサーベイランスの実

施・評౯やリンクナース会の運営、感染に係る相談、感染≀ရの管理᪉法の見┤しなࡶ行っているࠋ今年

度ࡣ、㞄᥋する病院保育ᡤでの感染性⫶腸炎Ⓨ生をཷけて保育ᡤ職員へ手Ὑいチェックを推進したࠋまた、

リハビリテーション部でࡣ、┤᥋ほᐹによる手指衛生の☜ㄆや手指消ẘ剤の使用量調査を委員ととࡶに実施

し⤖ᯝをフィードバックしたࠋ院内の࠶らࡺる職種と関ࡾࢃ、相談しやすい⎔ቃつくࡾや現ሙと一⥴に改ၿ

に向けྲྀࡾ⤌むこと、状ἣに応ࡌて㎿㏿な対策の指♧を一␒に考え活動しているࠋ

　今後ࡶ、患者と医療従事者の୧᪉を↓用な感染からᏲるために日ࠎ活動していくことが㈐務でࡾ࠶院内外

の関係ྛ部署と情報共᭷や相談介ධを✚ᴟ的に実践できるよࡾྲྀ࠺⤌んで行くࠋ

ࣇࢵࢱࢫ࠙ 1ࠉࠚ 名（感染管理ㄆ定看護師）

࠙㒊㛛ᐇ⦼ࠚ

院内

・院内感染防止対策委員会の運営（ẖ月第 4Ỉ᭙日）　

・ICT 会議、ラウンド（ẖ週Ỉ᭙日）の調整、ィ⏬、実施

・看護部リンクナース会の運営（ẖ月第 1ⅆ᭙日）

・院内感染研修のィ⏬、実施

・サーベイランス： カテール関連ᒀ路感染サーベイランス（4病Ჷ）

 カテーテル関連血流感染サーベイランス（1病Ჷ）

 血液ᇵ養セットᩘに関するサーベイランス

 手指消ẘ剤使用量サーベイランス（14 部署）

・院内感染防止対策マࢽュアルの改ゞ

・≀ရ管理᪉法の検討と見┤し、導ධ

・相談：71 ௳（患者㓄⨨ 19 ௳、⎔ቃ 8௳、就業制㝈 7௳、ケア手㡰 6௳な）

・手Ὑいチェック演習のィ⏬（リンクナース会導で手Ὑい評౯、全病Ჷ対象）

・インフルエンザ㎿㏿検体採ྲྀ᪉法の演習

・⤖᰾᥋ゐ者健診（健診ィ⏬、保健ᡤ報࿌な）

第 1回

全職員対象

参加⋡

86㸣

参加⋡

93㸣

院内 88 名

院外 18 名

「HI9 感染症：鹿児島県の現状とᴫㄽ、㔪่し事ᨾ対策」

講師：鹿児島大学病院　㍺血⣽⬊治療部　ྂ川良ᑦඛ生

「全職員でྲྀࡳ⤌ࡾ感染対策」～ఱか起こる๓に対ฎする～

講師：NPO 法人日本感染管理支援協会　ᅵⱥ史ඛ生

「⤖᰾の現状と₯在性⤖᰾スクリーࢽング」

講師：オックスフォード・イムノテック �株 �　ㅖỤ㞝大ඛ生　山美佐ඛ生

第㸰回

全職員対象

のࡑ
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院外
・感染防止対策加⟬地域連携ラウンドの調整、ィ⏬、開催

・感染防止対策加⟬合同カンフレンスの調整、ィ⏬、開催（米┒病院）

・厚労省サーベイランス事業（-ANIS）全ධ院部門

・相談：11 ௳

࠙Ꮫ⾡ᐇ⦼ࠚ

院ෆឤᰁ研修
4 月 3 日 新人研修
4月 10 日 研修医ガイダンス「感染」
5月 25 日、7月 13 日、10 月 20 日 看護部レベル 4応用
5月 26 日、7月 27 日、10 月 26 日 看護部レベル 4基礎
6月 15 日～ 19 日 M(RS のᴫせと感染対策
9月 10 日、24 日 看護助手研修「感染」
3月 7日 看護部レベル 3

院እ研修講師
5月22日、7月17日、11月27日 日本感染管理ベストプラクティスSDi]en研究会
 鹿児島ワーキンググループ　アドバイザー
6月16日 社会福祉法人厚生会　睦園　感染研修
7月23日 鹿児島県看護協会再就職者感染研修
9月17日 八反丸リハビテーション病院　院内ラウンドと感染研修

　学術実⦼ࡣ「研究実⦼」の㡫へ

10 月 9 日

11 月 6 日

評౯対象医療機関

今給㯪総合病院

鹿児島大学病院

評౯実施医療機関

今ᮧ病院分院

鹿児島厚生連病院、今給㯪総合病院

な内ᐜ

レジオネラ検ฟ報࿌、-ANIS サーベイランス、九州厚生局ಶ別指導㐺ᐅ調査
について、コリスチンฎ᪉について、ᢠ菌薬使用状ἣ

7月 1日

9月 30 日

12 月 2 日

3 月 23 日

流行性ゅ⤖⭷炎Ⓨ生報࿌、ノロウイルのኚ␗株と感染対策、ᢠ菌薬使用状ἣ、
職員のインフルエンザワクチン㈝用㈇ᢸ

インフルエンザᢠ原㎿㏿検査採ྲྀ᪉法、ᢠ菌薬使用状ἣ、感染症Ⓨ生状ἣと
感染対策

C' 検査キットについて、薬剤の使用ᮇ㝈࿘▱へのྲྀࡳ⤌ࡾ、ᢠ菌薬使用状ἣ、
感染症Ⓨ生状ἣと感染対策、ICT ラウンドについて

௵ Ἑ 原 ᑦ 美

͕ΜԽֶྍ๏՝

ࠚࡵࡌࡣ࠙

　平成24年12月に、がん化学療法を࠺ける患者ᵝやご家族、またࡣ化学療法にかかࢃる看護師への支援を┠

的にがん化学療法課が新設ࡉれましたࠋ平成28年1月にがん化学療法看護ㄆ定看護師が看護部への㓄⨨㌿換

にకい、ࡑの務めを⤊いたしましたࠋこの課が新設ࡉれ、⣙3年でࡾ࠶ࡣましたが、がん化学療法にかか

ࡾの役┠をᯝたすため、集中的にྲྀࡑる⎔ቃ調整や手技⤫一のための教育や患者ᵝ、ご家族への支援なࢃ

⤌むことができましたࠋ

 今後、がん化学療法看護ㄆ定看護師ࡣ、看護部ᡤ属となࡾますが、これまで同ᵝにがん化学療法が治療の

選ᢥ肢となる治療ᮇの患者・家族を対象に治療の決定から化学療法薬の投管理、治療中および治療後の⤒

㐣のなかで行ࢃれる㌟体的・ᚰ理社会的ഃ㠃からの看護を実践していきますࠋかࡏられた役をࡩまえ、が

ん化学療法に関ࢃる全ての人が安ᚰして治療を行えるよ࠺サポートしていきたいと考えておࡾますࠋ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

Ἑ原 ᑦ美　2013年　がん化学療法看護ㄆ定看護師ྲྀᚓ

࠙㒊㛛ᐇ⦼ࠚ

化学療法緩和ケアネットワーク委員会（ẖ月第㸯ᮌ᭙日）ە

がん看護委員会開催（ẖ月第㸯ᮌ᭙日）ە

外᮶化学療法ᐊでの┤᥋ケア、病Ჷをゼၥし指導ە

ࡳ⤌ࡾ化学療法同意᭩స成へのྲྀە

㱟ᱜ高等学校専門課⛬1年生（H27�12�2、12�16）授業ە

ᮌ田学園看護専門学校2年生（H27�11�19）授業ஂە

第13回日本臨床⭘⒆学会♧ㄝⓎ表（H27�7�16�18）ە

 「㐜Ⓨ性ᝏᚰⓎ症後、化学放射線療法⤊後ࡶ長ᮇ㛫嚥下ᅔ㞴がᣢ⥆した一症例」

第53回日本⒴治療学会参加（H27�10�29�31）ە

第30回日本がん看護学会参加（H28�2�20�21）ە

日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016共同演者ە

 「ᙜ院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討」

るㄆ定看護師フォローアップ研修（H27�5�2、12�19）ࢃがん看護に携ە

がんリハビリテーション研修参加（H27�5�23�24　H27�6�13�14）ە

平成27年度看護師に対する緩和ケア教育の指導者研修参加（H27�9�19）ە

第1回がん化学療法看護セミナー参加（H27�9�5）ە

平成27年度ㄆ定看護師交流研修会パネリスト（H28�1�30）ە

࠙院ෆ࡛の講⩏ࠚ

　ィ　㸵回

࠙┦ㄯ H27�4）　ࠚ ～ H28�3）　　153 ௳

（投管理・స用について、手技に関して、᭚㟢に関して、血管外₃ฟに関して、⤒ཱྀᢠがん剤に関し

て、C9ポートに関して、患者への看護に関して　等）

4�10 研修医への研修

9�1 C9 ポートの管理」1回┠

1�25 「C9 ポートの管理」2回┠

6�5 レベル㸱「᭚㟢について」

11�6 レベル㸲「がん看護」

 ࢽっとサロン今給㯪でのミ　8�19
 ຮᙉ会「化学療法について」

12�5　レベル㸯化学療法について
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院外
・感染防止対策加⟬地域連携ラウンドの調整、ィ⏬、開催

・感染防止対策加⟬合同カンフレンスの調整、ィ⏬、開催（米┒病院）

・厚労省サーベイランス事業（-ANIS）全ධ院部門

・相談：11 ௳

࠙Ꮫ⾡ᐇ⦼ࠚ
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5月 25 日、7月 13 日、10 月 20 日 看護部レベル 4応用
5月 26 日、7月 27 日、10 月 26 日 看護部レベル 4基礎
6月 15 日～ 19 日 M(RS のᴫせと感染対策
9月 10 日、24 日 看護助手研修「感染」
3月 7日 看護部レベル 3

院እ研修講師
5月22日、7月17日、11月27日 日本感染管理ベストプラクティスSDi]en研究会
 鹿児島ワーキンググループ　アドバイザー
6月16日 社会福祉法人厚生会　睦園　感染研修
7月23日 鹿児島県看護協会再就職者感染研修
9月17日 八反丸リハビテーション病院　院内ラウンドと感染研修

　学術実⦼ࡣ「研究実⦼」の㡫へ

10 月 9 日

11 月 6 日

評౯対象医療機関

今給㯪総合病院

鹿児島大学病院

評౯実施医療機関

今ᮧ病院分院

鹿児島厚生連病院、今給㯪総合病院

な内ᐜ

レジオネラ検ฟ報࿌、-ANIS サーベイランス、九州厚生局ಶ別指導㐺ᐅ調査
について、コリスチンฎ᪉について、ᢠ菌薬使用状ἣ

7月 1日

9月 30 日

12 月 2 日

3 月 23 日

流行性ゅ⤖⭷炎Ⓨ生報࿌、ノロウイルのኚ␗株と感染対策、ᢠ菌薬使用状ἣ、
職員のインフルエンザワクチン㈝用㈇ᢸ

インフルエンザᢠ原㎿㏿検査採ྲྀ᪉法、ᢠ菌薬使用状ἣ、感染症Ⓨ生状ἣと
感染対策

C' 検査キットについて、薬剤の使用ᮇ㝈࿘▱へのྲྀࡳ⤌ࡾ、ᢠ菌薬使用状ἣ、
感染症Ⓨ生状ἣと感染対策、ICT ラウンドについて

௵ Ἑ 原 ᑦ 美
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　平成24年12月に、がん化学療法を࠺ける患者ᵝやご家族、またࡣ化学療法にかかࢃる看護師への支援を┠

的にがん化学療法課が新設ࡉれましたࠋ平成28年1月にがん化学療法看護ㄆ定看護師が看護部への㓄⨨㌿換

にకい、ࡑの務めを⤊いたしましたࠋこの課が新設ࡉれ、⣙3年でࡾ࠶ࡣましたが、がん化学療法にかか

ࡾの役┠をᯝたすため、集中的にྲྀࡑる⎔ቃ調整や手技⤫一のための教育や患者ᵝ、ご家族への支援なࢃ

⤌むことができましたࠋ

 今後、がん化学療法看護ㄆ定看護師ࡣ、看護部ᡤ属となࡾますが、これまで同ᵝにがん化学療法が治療の

選ᢥ肢となる治療ᮇの患者・家族を対象に治療の決定から化学療法薬の投管理、治療中および治療後の⤒

㐣のなかで行ࢃれる㌟体的・ᚰ理社会的ഃ㠃からの看護を実践していきますࠋかࡏられた役をࡩまえ、が

ん化学療法に関ࢃる全ての人が安ᚰして治療を行えるよ࠺サポートしていきたいと考えておࡾますࠋ

ࠚࣇࢵࢱࢫ࠙

Ἑ原 ᑦ美　2013年　がん化学療法看護ㄆ定看護師ྲྀᚓ

࠙㒊㛛ᐇ⦼ࠚ

化学療法緩和ケアネットワーク委員会（ẖ月第㸯ᮌ᭙日）ە

がん看護委員会開催（ẖ月第㸯ᮌ᭙日）ە

外᮶化学療法ᐊでの┤᥋ケア、病Ჷをゼၥし指導ە

ࡳ⤌ࡾ化学療法同意᭩స成へのྲྀە

㱟ᱜ高等学校専門課⛬1年生（H27�12�2、12�16）授業ە

ᮌ田学園看護専門学校2年生（H27�11�19）授業ஂە

第13回日本臨床⭘⒆学会♧ㄝⓎ表（H27�7�16�18）ە

 「㐜Ⓨ性ᝏᚰⓎ症後、化学放射線療法⤊後ࡶ長ᮇ㛫嚥下ᅔ㞴がᣢ⥆した一症例」

第53回日本⒴治療学会参加（H27�10�29�31）ە

第30回日本がん看護学会参加（H28�2�20�21）ە

日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016共同演者ە

 「ᙜ院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討」

るㄆ定看護師フォローアップ研修（H27�5�2、12�19）ࢃがん看護に携ە

がんリハビリテーション研修参加（H27�5�23�24　H27�6�13�14）ە

平成27年度看護師に対する緩和ケア教育の指導者研修参加（H27�9�19）ە

第1回がん化学療法看護セミナー参加（H27�9�5）ە
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（投管理・స用について、手技に関して、᭚㟢に関して、血管外₃ฟに関して、⤒ཱྀᢠがん剤に関し

て、C9ポートに関して、患者への看護に関して　等）

4�10 研修医への研修

9�1 C9 ポートの管理」1回┠

1�25 「C9 ポートの管理」2回┠
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11�6 レベル㸲「がん看護」

 ࢽっとサロン今給㯪でのミ　8�19
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課長 田 中 ⱥ ᶞ

ઃ՝ࢪ

ࠚࡵࡌࡣ࠙

　ᙜ課ࡣ、病院全体の施設の管理を行࠺部署で、24 㛫体制で業務を行っていますࠋ

　病院の理念、基本᪉㔪、┠ᶆにἢって┠ᶆ課㢟をẖ年設定し㐩成できるよ࠺に業務を推進していますࠋ

　また、病院で活動する全ての᪉に安全で快㐺な⎔ቃをᥦ౪するためにᘓ≀、設ഛのメンテナンスをサポー

トしていますࠋ老ᮙ化したᘓ≀、設ഛに対して༢⣧に修理・᭦新の手㓄をするのࡳでࡣなく、運営᪉㔪や⤒㈝

対ຠᯝを考៖した、㐺ษな修⧋ィ⏬の策定ࡶᢸっていますࠋまた東日本大㟈⅏௨㝆、大規ᶍ⅏ᐖにࡶ、ᘓ≀
の機能不全に㝗ることがないよ࠺、日常の点検業務・修⧋にྲྀࡾ⤌んでいますࠋ
  
ࣇࢵࢱࢫ࠙ 㸵ேయไࠉࠚ

　　1・2 ⣭࣎イラー技士、第 1・2 種電Ẽ工事士、危㝤≀ྲྀᢅࡾい、෭機、防ⅆ管理者等の᭷資᱁者

田　中　・　米　┒　・　佐 ࠎ ᮌ　・　山　ඖ　・　小 ᅵ ᶫ　・　大　㏕　・　上　赤

資᱁をྲྀᚓすることࡔけでなく、んな≀でࡶ修理できるⓎຊの㇏かࡉがồめられますࠋ

࠙ᐇࠚ⦼ࠉ

4 月 本・別館෭ Ỉ機分ゎ整ഛ 
全館ᐖ㥑㝖
エレベータ点検【全館】
医療ガス研修会
防ⅆ委員会

5 月 中ᮦ・消ẘ器性能検査【3 ⨁】
本・別館、㈓ỈᵴΎᤲస業
クリࢽック電Ẽ年ḟ⢭ᐦ点検
ホルムアルデࣄドṧ␃⃰度 定　
消防設ഛ機器点検【本・別館・㺖㺶㺤㺍㺖】
エレベータ点検【全館】
総合防ⅆカ⦎　

   
6 月 ⮬動ドア総合点検

エチレンガスṧ␃ 定
エレベータ点検【全館】
コンセントプラグ点検

7 月 ⮬家Ⓨ電設ഛ⢭ᐦ点検
手術ᐊ消ẘ器性能検査【2 ⨁】
エレベータ点検【全館】

   
8 月 別館ストレージタンク性能検査

❅⣲㓟化≀・ࡤいࡌん量 定
ガス器ල保Ᏺ点検
エレベータ点検【全館】  

   
9 月 ởỈ検査

エレベータ点検【全館】
 

10 月 熱交換器、分ゎ整ഛ
全館ᐖ㥑㝖
⮬動ドア総合点検
エレベータ点検【全館】
防ⅆ委員会

11 月 本館 2 イラー性能検査࣎ྕ
ⅆ⚍ࡾ
ホルムアルデࣄドṧ␃⃰度 定
消防設ഛ総合点検【本・別館・㺖㺶㺤㺍㺖】
ガス器ල保Ᏺ点検
本・別館෭ Ỉ機分ゎ整ഛ
総合防ⅆカ⦎
エレベータ点検【全館】  

12 月 本館 1 イラー性能検査࣎ྕ
エレベータ点検【全館】
コンセントプラグ点検
手術ᐊ ⎔ቃ消ẘΎᤲ・Ύ浄度 定
高圧㓟⣲治療⨨⢭ᐦ点検

1 月 医療ガス設ഛ保Ᏺ点検【本・別館・㺖㺶㺤㺍㺖】
エレベータ点検【全館】   

2 月 本館ストレージタンク性能検査
本・別館電Ẽ年ḟ⢭ᐦ点検
❅⣲㓟化≀・ࡤいࡌん量 定
エレベータ点検【全館】
ởỈ検査
⮬動ドア総合点検   

3 月 C( 設ഛ検査
ガス器ල保Ᏺ点検
エレベータ点検【全館】
㺣㺎㺛㺛㺡㺎㺚㺌㺻✵調機点検Ύᤲ
医療㺔㺼㺛安全管理委員会
在ᗜ管理 
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࠙⤥Ỉ⏝㔞ᐇ⦼表ࠚ
����ᖺ�᭶ศ㹼����ᖺ�᭶ศ

4月

2,688

858

219

3,765

5月

2,688

956

219

3,863

6月

3,180

956

242

4,378

7月

3,180

1,036

243

4,459

8月

3,226

1,037

227

4,490

9月

3,226

930

227

4,383

10月

2,764

931

223

3,918

11月

2,764

850

223

3,837

12月

2,762

850

213

3,825

1月

2,762

843

214

3,819

2月

2,870

843

213

3,926

3月

2,870

1,957

214

5,041

合　ィ

34,980

12,047

2,677

49,704

給Ỉ使用量

本　館

別　館

クリࢽック

合ィ

༢【ੑ】

+�� H27 +�� H27

4月

150,264

75,048

44,172

269,484

5月

151,608

72,768

43,056

267,432

6月

163,968

80,604

45,198

289,770

7月

175,584

86,208

47,634

309,426

8月

207,816

103,056

53,520

364,392

9月

216,252

107,508

55,248

379,008

10月

182,796

91,128

47,340

321,264

11月

165,948

78,888

46,476

291,312

12月

146,508

70,464

41,814

258,786

1月

147,768

74,868

43,440

266,076

2月

150,180

80,136

45,246

275,562

3月

143,376

74,220

43,866

261,426

合　ィ

2,002,068

994,896

557,010

3,553,938

使用電ຊ量

本　館

別　館

クリࢽック

合ィ

࠙㟁ຊ⏝㔞ᐇ⦼表ࠚ
����ᖺ�᭶ศ㹼����ᖺ�᭶ศ 使用電ຊ量【kWK】
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全館使用電力量【kWh】 

H27 H28 H27 H28

4月

10,738

5月

11,685

6月

11,339

7月

12,636

8月

12,566

9月

13,815

10月

14,766

11月

10,830

12月

10,183

1月

12,681

2月

11,107

3月

10,922

合　ィ

143,268㓟⣲使用量

࠙་⒪⏝㓟⣲⏝㔞ᐇ⦼表ࠚ
����ᖺ�᭶ศ㹼����ᖺ�᭶ศ 使用電ຊ量【kWK】
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�㒊㛛報告�ྛ㒊⨫報告

課長 田 中 ⱥ ᶞ

ઃ՝ࢪ

ࠚࡵࡌࡣ࠙

　ᙜ課ࡣ、病院全体の施設の管理を行࠺部署で、24 㛫体制で業務を行っていますࠋ

　病院の理念、基本᪉㔪、┠ᶆにἢって┠ᶆ課㢟をẖ年設定し㐩成できるよ࠺に業務を推進していますࠋ

　また、病院で活動する全ての᪉に安全で快㐺な⎔ቃをᥦ౪するためにᘓ≀、設ഛのメンテナンスをサポー

トしていますࠋ老ᮙ化したᘓ≀、設ഛに対して༢⣧に修理・᭦新の手㓄をするのࡳでࡣなく、運営᪉㔪や⤒㈝

対ຠᯝを考៖した、㐺ษな修⧋ィ⏬の策定ࡶᢸっていますࠋまた東日本大㟈⅏௨㝆、大規ᶍ⅏ᐖにࡶ、ᘓ≀
の機能不全に㝗ることがないよ࠺、日常の点検業務・修⧋にྲྀࡾ⤌んでいますࠋ
  
ࣇࢵࢱࢫ࠙ 㸵ேయไࠉࠚ

　　1・2 ⣭࣎イラー技士、第 1・2 種電Ẽ工事士、危㝤≀ྲྀᢅࡾい、෭機、防ⅆ管理者等の᭷資᱁者

田　中　・　米　┒　・　佐 ࠎ ᮌ　・　山　ඖ　・　小 ᅵ ᶫ　・　大　㏕　・　上　赤

資᱁をྲྀᚓすることࡔけでなく、んな≀でࡶ修理できるⓎຊの㇏かࡉがồめられますࠋ

࠙ᐇࠚ⦼ࠉ

4 月 本・別館෭ Ỉ機分ゎ整ഛ 
全館ᐖ㥑㝖
エレベータ点検【全館】
医療ガス研修会
防ⅆ委員会

5 月 中ᮦ・消ẘ器性能検査【3 ⨁】
本・別館、㈓ỈᵴΎᤲస業
クリࢽック電Ẽ年ḟ⢭ᐦ点検
ホルムアルデࣄドṧ␃⃰度 定　
消防設ഛ機器点検【本・別館・㺖㺶㺤㺍㺖】
エレベータ点検【全館】
総合防ⅆカ⦎　

   
6 月 ⮬動ドア総合点検

エチレンガスṧ␃ 定
エレベータ点検【全館】
コンセントプラグ点検

7 月 ⮬家Ⓨ電設ഛ⢭ᐦ点検
手術ᐊ消ẘ器性能検査【2 ⨁】
エレベータ点検【全館】

   
8 月 別館ストレージタンク性能検査

❅⣲㓟化≀・ࡤいࡌん量 定
ガス器ල保Ᏺ点検
エレベータ点検【全館】  

   
9 月 ởỈ検査

エレベータ点検【全館】
 

10 月 熱交換器、分ゎ整ഛ
全館ᐖ㥑㝖
⮬動ドア総合点検
エレベータ点検【全館】
防ⅆ委員会

11 月 本館 2 イラー性能検査࣎ྕ
ⅆ⚍ࡾ
ホルムアルデࣄドṧ␃⃰度 定
消防設ഛ総合点検【本・別館・㺖㺶㺤㺍㺖】
ガス器ල保Ᏺ点検
本・別館෭ Ỉ機分ゎ整ഛ
総合防ⅆカ⦎
エレベータ点検【全館】  

12 月 本館 1 イラー性能検査࣎ྕ
エレベータ点検【全館】
コンセントプラグ点検
手術ᐊ ⎔ቃ消ẘΎᤲ・Ύ浄度 定
高圧㓟⣲治療⨨⢭ᐦ点検

1 月 医療ガス設ഛ保Ᏺ点検【本・別館・㺖㺶㺤㺍㺖】
エレベータ点検【全館】   

2 月 本館ストレージタンク性能検査
本・別館電Ẽ年ḟ⢭ᐦ点検
❅⣲㓟化≀・ࡤいࡌん量 定
エレベータ点検【全館】
ởỈ検査
⮬動ドア総合点検   

3 月 C( 設ഛ検査
ガス器ල保Ᏺ点検
エレベータ点検【全館】
㺣㺎㺛㺛㺡㺎㺚㺌㺻✵調機点検Ύᤲ
医療㺔㺼㺛安全管理委員会
在ᗜ管理 
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࠙⤥Ỉ⏝㔞ᐇ⦼表ࠚ
����ᖺ�᭶ศ㹼����ᖺ�᭶ศ

4月

2,688

858

219

3,765

5月

2,688

956

219

3,863

6月

3,180

956

242

4,378

7月

3,180

1,036

243

4,459

8月

3,226

1,037

227

4,490

9月

3,226

930

227

4,383

10月

2,764

931

223

3,918

11月

2,764

850

223

3,837

12月

2,762

850

213

3,825

1月

2,762

843

214

3,819

2月

2,870

843

213

3,926

3月

2,870

1,957

214

5,041

合　ィ

34,980

12,047

2,677

49,704

給Ỉ使用量

本　館

別　館

クリࢽック

合ィ

༢【ੑ】

+�� H27 +�� H27

4月

150,264

75,048

44,172

269,484

5月

151,608

72,768

43,056

267,432

6月

163,968

80,604

45,198

289,770

7月

175,584

86,208

47,634

309,426

8月

207,816

103,056

53,520

364,392

9月

216,252

107,508

55,248

379,008

10月

182,796

91,128

47,340

321,264

11月

165,948

78,888

46,476

291,312

12月

146,508

70,464

41,814

258,786

1月

147,768

74,868

43,440

266,076

2月

150,180

80,136

45,246

275,562

3月

143,376

74,220

43,866

261,426

合　ィ

2,002,068

994,896

557,010

3,553,938

使用電ຊ量

本　館

別　館

クリࢽック

合ィ

࠙㟁ຊ⏝㔞ᐇ⦼表ࠚ
����ᖺ�᭶ศ㹼����ᖺ�᭶ศ 使用電ຊ量【kWK】
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全館使用電力量【kWh】 

H27 H28 H27 H28

4月

10,738

5月

11,685

6月

11,339

7月

12,636

8月

12,566

9月

13,815

10月

14,766

11月

10,830

12月

10,183

1月

12,681

2月

11,107

3月

10,922

合　ィ

143,268㓟⣲使用量

࠙་⒪⏝㓟⣲⏝㔞ᐇ⦼表ࠚ
����ᖺ�᭶ศ㹼����ᖺ�᭶ศ 使用電ຊ量【kWK】
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課長 上 平 田 美 ᶞ

ӫཆཧ෦

ᵓᡂ（平成ࣇࢵࢱࢫە 28 年 4 月 1 日現在）

管理栄養士 11 名、NST 専従管理栄養士 1名、栄養士 8名

調理師 5名、調理員 12 名、Ὑ浄パート 4名、Ὑ浄部門（委託）8名　　　合ィ 49 名

ㄆᐃ㈨᱁ྲྀᚓ≧ἣ（平成ە 28 年 5 月現在）

・病ែ栄養専門師ㄆ定 上平田美ᶞ　㕥ᮌ⪷子　㬼℩⿱美　田中美ᕹ　染川㯞美

・㹌㹑㹒サポートチーム専門療養士ㄆ定 上平田美ᶞ　㕥ᮌ⪷子

・㹌㹑㹒コーディネーターㄆ定　　 上平田美ᶞ　㕥ᮌ⪷子

・⢾ᒀ病療養指導士ㄆ定　　　　　　　 上平田美ᶞ　㬼℩⿱美　染川㯞美

・がん病栄養ែ専門師ㄆ定　　　　　　 上平田美ᶞ　㬼℩⿱美

・ㄆ定褥瘡管理栄養士　　　　　　　　 㕥ᮌ⪷子

・健ᗣ運動療指導士ㄆ定　　　　　　　 㬼℩⿱美

・特定保健従事者ㄆ定　　　　　　　　 㕥ᮌ⪷子

⌮⟶ᰤ㣴ە

　今年度ࡣ、平成 28 年 4 月 1 日から┤営式給食管理へ⛣行するに࠶たࡾ、給食管理の見┤しを中ᚰに実施ࠋ衛

生や食味に考៖した食ᮦ調㐩及び人員管理について‽ഛを行いましたࠋまた、管理栄養士による病Ჷ活動のᣑ

を┠ᶆとし、ྛ チーム活動（外科・呼吸器・回ᮇリハへのカンフレンス参加、緩和ケア回診・⬻外科回診・

⚄⤒内科回診・ཱྀ⭍ケア回診）への参加を行い、患者ᵝの状ែᢕᥱ、栄養状ែの᪩ᮇ改ၿや食事対応の実を

職種と協働して行い、患者理ゎと栄養介ධへ繋ࡆるよ࠺ᑾຊ⮴しましたࠋ栄養指導においてࡣ、᪩ᮇ介ධを

行࠺ためベッドサイド指導や⢾ᒀ病教ᐊでの集ᅋ指導活動、外᮶への栄養指導౫㢗の推進を行いましたࠋ

　地域向けの活動として、一⯡市民向けの講習会や健ᗣ⚍ࡾでの食事ᥦ౪や栄養指導、在宅褥瘡に携ࢃる専門

スタッフへの講演、1ᆺ小児⢾ᒀ病患者会やサマーキࣕンプでの࣎ランティア活動の、がん患者の会（っ

とサロン今給㯪）での講習会を行いましたࠋ

ᘬき⥆き衛生㠃に㓄៖した食事ᥦ౪、患者ᵝの栄養管理や栄養指導の実施、アンケート調査⤖ᯝを反ᫎした食

事内ᐜの実、⥭急ධ院に対応する食事‽ഛ、治療食への対応なに㓄៖し、「安ᚰ・安全で႐ࡤれる給食」を

┠指し、給食スタッフ一丸となࡳ⤌ࡾྲྀࡾましたࠋ

ᰤ㣴ᣦᑟە

　平成 27 年度の指導実⦼ࡣ、ධ院 3,123 ௳（๓年度ẚ 86�7㸣）、今給㯪総合病院外᮶栄養指導 192 ௳（๓年度

ẚ 151㸣）和会クリࢽック外᮶栄養指導 200 ௳（๓年度ẚ 166�7㸣）、合ィ 3,337 ௳（๓年度ẚ 90�6㸣ͤ1）で

した（疾患別内ヂ㸹ᅗ 1参↷、ͤ 1㸹栄養指導⟬定・㠀⟬定をྵむ実施ᩘ）ࠋ

　食習័に起ᅉする栄養指導（高血圧・ᚰ疾患・⢾ᒀ病・⫧‶・⬡質␗常症・③㢼）ࡣ 2,712 ௳、全体の

76�7㸣を༨める⤖ᯝとなࡾましたࠋ今年度ࡣ、給食部門の┤営化‽ഛのⅭ、ධ院患者ᵝへの栄養指導実施௳ᩘ

が 2月から 3月で大ᖜに減少する⤖ᯝ（ᅗ 2参↷）となࡾましたが、外᮶及び和会クリࢽックからの外᮶指

導౫㢗௳ᩘࡣ、いࡎれࡶቑ加ഴ向にࡾ࠶、外᮶ཷ診の栄養指導のᚲせ性ࡶㄆ㆑ࡉれてきた⤖ᯝで࠶ると考え

ておࡾますࠋᘬき⥆き実した活動と分かࡾやすい栄養指導を┠ᶆとし、指導技術の向上を┠指し、ㄆ定資᱁

のྲྀᚓに向けたྲྀࡳ⤌ࡾやスキル向上にບんで参ࡾたいとᛮいますࠋ

ᖹᡂە �� ᖺᗘࠉᰤ㣴⟶⌮㒊活動≧ἣ報告

࣭ᐇ⩦⏕ཷࡅ入ࢀ≧ἣ
平成 27 年 8 月 31 日～ 9月 4日　ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科 2年
 臨地・校外実習（病院給食実習） 1 名
平成 28 年 3 月 7 日～ 3月 18 日　九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科　3年
 臨地実習（㹇㹇）校外実習 1 名

㹌࣭㹑㹒ᑓ㛛⒪ἲኈ研修講ᗙ
平成27年9月16日・9月24日・9月28日・9月29日 ィ40㛫　 看護師5名（院外2名、院外3名）

㹌࣭㹑㹒ぢᏛ
平成 28 年 1 月 26 日　鹿児島生協病院見学  医師 1名、薬剤師 1名、栄養士 1名 

㸦⫋ሙయ㦂Ꮫ⩦㸧ྲཱྀࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱ࣭ࣥ ࢀ入ࡅ
平成 26 年 11 月 12 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 鹿児島県立東高校　ᬑ通科 2 名
平成 27 年 7 月 8 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」
 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科　2名、フッションデザイン科　1名
平成 27 年 11 月 18 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 鹿児島東高校 ᬑ通科　1年　2名
平成 28 年 2 月 2 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」  ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科　2年　2名

࣭院タの公㛤⏝
平成 27 年 5 月 23 日　　「ࡳんなでいきいき健ᗣまつࡾ」
 栄養相談及び食事ᥦ౪　栄養相談コーナー・食事ᥦ౪
  協ຊスタッフ　上平田、㕥ᮌ、田中、染川、㬼℩、᳃ᒸ、ᮎ平
  日Ύ医療食ရ　大西、中ᮧ、上平田（ᬛ）
平成 27 年 7 月 5 日　 がん患者サロン　「っとサロン今給㯪」ミࢽຮᙉ会
　 「㈋血を予防しよ࠺」　 講師　田中美ᕹ
平成 27 年 8 月 22 日  上町ࡉるっきんࡄ　シルミル「メディカルコース」
 「⬻卒中を予防しよ࠺～減塩レシࣆを体㦂」 講師　上平田美ᶞ

࣭院እ講師活動
平成 27 年 8 月 9 日 鹿児島県栄養士会　「連携した栄養管理」 講師　㕥ᮌ⪷子
平成 28 年 3 月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　　　　　 講師　㕥ᮌ⪷子

࣭院እⓎ表活動
平成 27 年 8 月 1 日　鹿児島県看護協会ネスレ日本（株）共催研修会
 「消化吸に╔┠した⤒腸栄養剤の選ᢥ」 　Ⓨ表者　㕥ᮌ⪷子

࣭院እࢸࣥࣛ࣎活動
平成 27 年 8 月 7 日～ 9日　第 46 回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ 㬼℩⿱美　ᮎ平ள㔛⣪
平成 27 年 12 月 6 日　 1 ᆺ⢾ᒀ病ࡉくらんࡰの会　運営補助 上平田美ᶞ　㬼℩⿱美

࣭⅏ᐖ㛵㐃研修会への参加≧ἣ
平成 27 年 10 月 24 日　-'A�'AT（栄養士会　⅏ᐖ支援チーム）研修 上平田美ᶞ

࣭院እ研修会参加

࣭その他、研修会࣭Ꮫ会参加≧ἣ
平成26年4月19日　 㹎㹃㹅研究会（鹿児島） 田中美ᕹ
平成27年4月22日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える　
 㕥ᮌ⪷子、染川㯞美、㬼℩⿱美、᳃ᒸᝆ子、ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか、
 ஂ␃理恵
平成27年5月27日 平成27年度公┈社ᅋ法人　鹿児島県栄養士会定社員総会 松ᑿࡉやか
平成27年5月30日31日 第15回新生児栄養フォーラム ⠛田ె㑣
平成27年6月6日　 第20回鹿児島⢾ᒀ病スタッフセミナー　　　　　　 上平田美ᶞ、㬼℩⿱美
平成27年6月13日　 第12回鹿児島NST研究会　　　　　 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、染川㯞美
平成27年6月20日　 第11回ぴくるすの会研究会　　　　　 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、㬼℩⿱美
平成27年6月28日　 平成27年度日本病ែ栄養学会催セミナー　　　 田中美ᕹ、染川㯞美
平成27年7月5日　 鹿児島県栄養士会　平成27年度第2回研修会　　　　　　　　　 染川㯞美
平成27年7月21日　 第5回⢾ᒀ病医療連携体制講習会　　　　　　　　 㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年8月1日　 鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子
平成27年8月9日　 鹿児島県栄養士会第4回生ᾭ教育研修会　　　 染川㯞美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年9月6日 鹿児島県栄養士会第5回生ᾭ教育研修会　　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年8月7日 第46回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ　　　　 㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年8月17日 ウィズガス食フォーラム2015 松ᑿࡉやか
平成27年8月27日　 株式会社南給特別講演　美味しい病院食 ～とくに高血圧と塩分について～ 上平田美ᶞ
平成27年8月28日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー　

田中美ᕹ、㬼℩⿱美、᳃ᒸᝆ子、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年9月8日 第2回関係職種技術向上のための研修会　 ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか
平成27年10月9日 スマイルケア食についての研修会　

上平田美ᶞ、田中美ᕹ、㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか
平成27年10月13日 平成27年度　給食施設従事者研修会 内⠊和
平成27年10月13日 第58回鹿児島栄養代ㅰ研究会　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年10月14日 第3回関係職種技術向上のための研修会　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年10月17日 運動器の10年・骨と関節の日県民公開講座　　　　 染川㯞美
平成27年10月24日 第11回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 㕥ᮌ⪷子
平成27年10月24日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会　 ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年10月25日 鹿児島県栄養士会第6回生ᾭ教育研修会　　　　　　　　　　 染川㯞美
平成27年10月27日 ネスレセミナーin鹿児島 　　　　　　　　　　　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年11月11日 平成27年度 第2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会

　上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、田中美ᕹ
平成27年12月6日 第1回鹿児島1ᆺ⢾ᒀ病セミナー　　　　　　　　　　　　　　 㬼℩⿱美
平成28年1月9日10日 第19回日本病ែ栄養学会年ḟ学術集会　　　　　　　　　 田中美ᕹ
平成28年2月25日26日 第31回日本㟼⬦⤒腸栄養学会年ḟ学術集会　　　　　 㕥ᮌ⪷子
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課長 上 平 田 美 ᶞ

ӫཆཧ෦

ᵓᡂ（平成ࣇࢵࢱࢫە 28 年 4 月 1 日現在）

管理栄養士 11 名、NST 専従管理栄養士 1名、栄養士 8名

調理師 5名、調理員 12 名、Ὑ浄パート 4名、Ὑ浄部門（委託）8名　　　合ィ 49 名

ㄆᐃ㈨᱁ྲྀᚓ≧ἣ（平成ە 28 年 5 月現在）

・病ែ栄養専門師ㄆ定 上平田美ᶞ　㕥ᮌ⪷子　㬼℩⿱美　田中美ᕹ　染川㯞美

・㹌㹑㹒サポートチーム専門療養士ㄆ定 上平田美ᶞ　㕥ᮌ⪷子

・㹌㹑㹒コーディネーターㄆ定　　 上平田美ᶞ　㕥ᮌ⪷子

・⢾ᒀ病療養指導士ㄆ定　　　　　　　 上平田美ᶞ　㬼℩⿱美　染川㯞美

・がん病栄養ែ専門師ㄆ定　　　　　　 上平田美ᶞ　㬼℩⿱美

・ㄆ定褥瘡管理栄養士　　　　　　　　 㕥ᮌ⪷子

・健ᗣ運動療指導士ㄆ定　　　　　　　 㬼℩⿱美

・特定保健従事者ㄆ定　　　　　　　　 㕥ᮌ⪷子

⌮⟶ᰤ㣴ە

　今年度ࡣ、平成 28 年 4 月 1 日から┤営式給食管理へ⛣行するに࠶たࡾ、給食管理の見┤しを中ᚰに実施ࠋ衛

生や食味に考៖した食ᮦ調㐩及び人員管理について‽ഛを行いましたࠋまた、管理栄養士による病Ჷ活動のᣑ

を┠ᶆとし、ྛ チーム活動（外科・呼吸器・回ᮇリハへのカンフレンス参加、緩和ケア回診・⬻外科回診・

⚄⤒内科回診・ཱྀ⭍ケア回診）への参加を行い、患者ᵝの状ែᢕᥱ、栄養状ែの᪩ᮇ改ၿや食事対応の実を

職種と協働して行い、患者理ゎと栄養介ධへ繋ࡆるよ࠺ᑾຊ⮴しましたࠋ栄養指導においてࡣ、᪩ᮇ介ධを

行࠺ためベッドサイド指導や⢾ᒀ病教ᐊでの集ᅋ指導活動、外᮶への栄養指導౫㢗の推進を行いましたࠋ

　地域向けの活動として、一⯡市民向けの講習会や健ᗣ⚍ࡾでの食事ᥦ౪や栄養指導、在宅褥瘡に携ࢃる専門

スタッフへの講演、1ᆺ小児⢾ᒀ病患者会やサマーキࣕンプでの࣎ランティア活動の、がん患者の会（っ

とサロン今給㯪）での講習会を行いましたࠋ

ᘬき⥆き衛生㠃に㓄៖した食事ᥦ౪、患者ᵝの栄養管理や栄養指導の実施、アンケート調査⤖ᯝを反ᫎした食

事内ᐜの実、⥭急ධ院に対応する食事‽ഛ、治療食への対応なに㓄៖し、「安ᚰ・安全で႐ࡤれる給食」を

┠指し、給食スタッフ一丸となࡳ⤌ࡾྲྀࡾましたࠋ

ᰤ㣴ᣦᑟە

　平成 27 年度の指導実⦼ࡣ、ධ院 3,123 ௳（๓年度ẚ 86�7㸣）、今給㯪総合病院外᮶栄養指導 192 ௳（๓年度

ẚ 151㸣）和会クリࢽック外᮶栄養指導 200 ௳（๓年度ẚ 166�7㸣）、合ィ 3,337 ௳（๓年度ẚ 90�6㸣ͤ1）で

した（疾患別内ヂ㸹ᅗ 1参↷、ͤ 1㸹栄養指導⟬定・㠀⟬定をྵむ実施ᩘ）ࠋ

　食習័に起ᅉする栄養指導（高血圧・ᚰ疾患・⢾ᒀ病・⫧‶・⬡質␗常症・③㢼）ࡣ 2,712 ௳、全体の

76�7㸣を༨める⤖ᯝとなࡾましたࠋ今年度ࡣ、給食部門の┤営化‽ഛのⅭ、ධ院患者ᵝへの栄養指導実施௳ᩘ

が 2月から 3月で大ᖜに減少する⤖ᯝ（ᅗ 2参↷）となࡾましたが、外᮶及び和会クリࢽックからの外᮶指

導౫㢗௳ᩘࡣ、いࡎれࡶቑ加ഴ向にࡾ࠶、外᮶ཷ診の栄養指導のᚲせ性ࡶㄆ㆑ࡉれてきた⤖ᯝで࠶ると考え

ておࡾますࠋᘬき⥆き実した活動と分かࡾやすい栄養指導を┠ᶆとし、指導技術の向上を┠指し、ㄆ定資᱁

のྲྀᚓに向けたྲྀࡳ⤌ࡾやスキル向上にບんで参ࡾたいとᛮいますࠋ

ᖹᡂە �� ᖺᗘࠉᰤ㣴⟶⌮㒊活動≧ἣ報告

࣭ᐇ⩦⏕ཷࡅ入ࢀ≧ἣ
平成 27 年 8 月 31 日～ 9月 4日　ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科 2年
 臨地・校外実習（病院給食実習） 1 名
平成 28 年 3 月 7 日～ 3月 18 日　九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科　3年
 臨地実習（㹇㹇）校外実習 1 名

㹌࣭㹑㹒ᑓ㛛⒪ἲኈ研修講ᗙ
平成27年9月16日・9月24日・9月28日・9月29日 ィ40㛫　 看護師5名（院外2名、院外3名）

㹌࣭㹑㹒ぢᏛ
平成 28 年 1 月 26 日　鹿児島生協病院見学  医師 1名、薬剤師 1名、栄養士 1名 

㸦⫋ሙయ㦂Ꮫ⩦㸧ྲཱྀࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱ࣭ࣥ ࢀ入ࡅ
平成 26 年 11 月 12 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 鹿児島県立東高校　ᬑ通科 2 名
平成 27 年 7 月 8 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」
 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科　2名、フッションデザイン科　1名
平成 27 年 11 月 18 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 鹿児島東高校 ᬑ通科　1年　2名
平成 28 年 2 月 2 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」  ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科　2年　2名

࣭院タの公㛤⏝
平成 27 年 5 月 23 日　　「ࡳんなでいきいき健ᗣまつࡾ」
 栄養相談及び食事ᥦ౪　栄養相談コーナー・食事ᥦ౪
  協ຊスタッフ　上平田、㕥ᮌ、田中、染川、㬼℩、᳃ᒸ、ᮎ平
  日Ύ医療食ရ　大西、中ᮧ、上平田（ᬛ）
平成 27 年 7 月 5 日　 がん患者サロン　「っとサロン今給㯪」ミࢽຮᙉ会
　 「㈋血を予防しよ࠺」　 講師　田中美ᕹ
平成 27 年 8 月 22 日  上町ࡉるっきんࡄ　シルミル「メディカルコース」
 「⬻卒中を予防しよ࠺～減塩レシࣆを体㦂」 講師　上平田美ᶞ

࣭院እ講師活動
平成 27 年 8 月 9 日 鹿児島県栄養士会　「連携した栄養管理」 講師　㕥ᮌ⪷子
平成 28 年 3 月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　　　　　 講師　㕥ᮌ⪷子

࣭院እⓎ表活動
平成 27 年 8 月 1 日　鹿児島県看護協会ネスレ日本（株）共催研修会
 「消化吸に╔┠した⤒腸栄養剤の選ᢥ」 　Ⓨ表者　㕥ᮌ⪷子

࣭院እࢸࣥࣛ࣎活動
平成 27 年 8 月 7 日～ 9日　第 46 回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ 㬼℩⿱美　ᮎ平ள㔛⣪
平成 27 年 12 月 6 日　 1 ᆺ⢾ᒀ病ࡉくらんࡰの会　運営補助 上平田美ᶞ　㬼℩⿱美

࣭⅏ᐖ㛵㐃研修会への参加≧ἣ
平成 27 年 10 月 24 日　-'A�'AT（栄養士会　⅏ᐖ支援チーム）研修 上平田美ᶞ

࣭院እ研修会参加

࣭その他、研修会࣭Ꮫ会参加≧ἣ
平成26年4月19日　 㹎㹃㹅研究会（鹿児島） 田中美ᕹ
平成27年4月22日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える　
 㕥ᮌ⪷子、染川㯞美、㬼℩⿱美、᳃ᒸᝆ子、ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか、
 ஂ␃理恵
平成27年5月27日 平成27年度公┈社ᅋ法人　鹿児島県栄養士会定社員総会 松ᑿࡉやか
平成27年5月30日31日 第15回新生児栄養フォーラム ⠛田ె㑣
平成27年6月6日　 第20回鹿児島⢾ᒀ病スタッフセミナー　　　　　　 上平田美ᶞ、㬼℩⿱美
平成27年6月13日　 第12回鹿児島NST研究会　　　　　 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、染川㯞美
平成27年6月20日　 第11回ぴくるすの会研究会　　　　　 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、㬼℩⿱美
平成27年6月28日　 平成27年度日本病ែ栄養学会催セミナー　　　 田中美ᕹ、染川㯞美
平成27年7月5日　 鹿児島県栄養士会　平成27年度第2回研修会　　　　　　　　　 染川㯞美
平成27年7月21日　 第5回⢾ᒀ病医療連携体制講習会　　　　　　　　 㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年8月1日　 鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子
平成27年8月9日　 鹿児島県栄養士会第4回生ᾭ教育研修会　　　 染川㯞美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年9月6日 鹿児島県栄養士会第5回生ᾭ教育研修会　　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年8月7日 第46回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ　　　　 㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年8月17日 ウィズガス食フォーラム2015 松ᑿࡉやか
平成27年8月27日　 株式会社南給特別講演　美味しい病院食 ～とくに高血圧と塩分について～ 上平田美ᶞ
平成27年8月28日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー　

田中美ᕹ、㬼℩⿱美、᳃ᒸᝆ子、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年9月8日 第2回関係職種技術向上のための研修会　 ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか
平成27年10月9日 スマイルケア食についての研修会　

上平田美ᶞ、田中美ᕹ、㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか
平成27年10月13日 平成27年度　給食施設従事者研修会 内⠊和
平成27年10月13日 第58回鹿児島栄養代ㅰ研究会　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年10月14日 第3回関係職種技術向上のための研修会　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年10月17日 運動器の10年・骨と関節の日県民公開講座　　　　 染川㯞美
平成27年10月24日 第11回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 㕥ᮌ⪷子
平成27年10月24日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会　 ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年10月25日 鹿児島県栄養士会第6回生ᾭ教育研修会　　　　　　　　　　 染川㯞美
平成27年10月27日 ネスレセミナーin鹿児島 　　　　　　　　　　　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年11月11日 平成27年度 第2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会

　上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、田中美ᕹ
平成27年12月6日 第1回鹿児島1ᆺ⢾ᒀ病セミナー　　　　　　　　　　　　　　 㬼℩⿱美
平成28年1月9日10日 第19回日本病ែ栄養学会年ḟ学術集会　　　　　　　　　 田中美ᕹ
平成28年2月25日26日 第31回日本㟼⬦⤒腸栄養学会年ḟ学術集会　　　　　 㕥ᮌ⪷子
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࣭ᐇ⩦⏕ཷࡅ入ࢀ≧ἣ
平成 27 年 8 月 31 日～ 9月 4日　ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科 2年
 臨地・校外実習（病院給食実習） 1 名
平成 28 年 3 月 7 日～ 3月 18 日　九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科　3年
 臨地実習（㹇㹇）校外実習 1 名

㹌࣭㹑㹒ᑓ㛛⒪ἲኈ研修講ᗙ
平成27年9月16日・9月24日・9月28日・9月29日 ィ40㛫　 看護師5名（院外2名、院外3名）

㹌࣭㹑㹒ぢᏛ
平成 28 年 1 月 26 日　鹿児島生協病院見学  医師 1名、薬剤師 1名、栄養士 1名 

㸦⫋ሙయ㦂Ꮫ⩦㸧ྲཱྀࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱ࣭ࣥ ࢀ入ࡅ
平成 26 年 11 月 12 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 鹿児島県立東高校　ᬑ通科 2 名
平成 27 年 7 月 8 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」
 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科　2名、フッションデザイン科　1名
平成 27 年 11 月 18 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 鹿児島東高校 ᬑ通科　1年　2名
平成 28 年 2 月 2 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」  ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科　2年　2名

࣭院タの公㛤⏝
平成 27 年 5 月 23 日　　「ࡳんなでいきいき健ᗣまつࡾ」
 栄養相談及び食事ᥦ౪　栄養相談コーナー・食事ᥦ౪
  協ຊスタッフ　上平田、㕥ᮌ、田中、染川、㬼℩、᳃ᒸ、ᮎ平
  日Ύ医療食ရ　大西、中ᮧ、上平田（ᬛ）
平成 27 年 7 月 5 日　 がん患者サロン　「っとサロン今給㯪」ミࢽຮᙉ会
　 「㈋血を予防しよ࠺」　 講師　田中美ᕹ
平成 27 年 8 月 22 日  上町ࡉるっきんࡄ　シルミル「メディカルコース」
 「⬻卒中を予防しよ࠺～減塩レシࣆを体㦂」 講師　上平田美ᶞ

࣭院እ講師活動
平成 27 年 8 月 9 日 鹿児島県栄養士会　「連携した栄養管理」 講師　㕥ᮌ⪷子
平成 28 年 3 月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　　　　　 講師　㕥ᮌ⪷子

࣭院እⓎ表活動
平成 27 年 8 月 1 日　鹿児島県看護協会ネスレ日本（株）共催研修会
 「消化吸に╔┠した⤒腸栄養剤の選ᢥ」 　Ⓨ表者　㕥ᮌ⪷子

࣭院እࢸࣥࣛ࣎活動
平成 27 年 8 月 7 日～ 9日　第 46 回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ 㬼℩⿱美　ᮎ平ள㔛⣪
平成 27 年 12 月 6 日　 1 ᆺ⢾ᒀ病ࡉくらんࡰの会　運営補助 上平田美ᶞ　㬼℩⿱美

࣭⅏ᐖ㛵㐃研修会への参加≧ἣ
平成 27 年 10 月 24 日　-'A�'AT（栄養士会　⅏ᐖ支援チーム）研修 上平田美ᶞ

࣭院እ研修会参加

࣭その他、研修会࣭Ꮫ会参加≧ἣ
平成26年4月19日　 㹎㹃㹅研究会（鹿児島） 田中美ᕹ
平成27年4月22日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える　
 㕥ᮌ⪷子、染川㯞美、㬼℩⿱美、᳃ᒸᝆ子、ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか、
 ஂ␃理恵
平成27年5月27日 平成27年度公┈社ᅋ法人　鹿児島県栄養士会定社員総会 松ᑿࡉやか
平成27年5月30日31日 第15回新生児栄養フォーラム ⠛田ె㑣
平成27年6月6日　 第20回鹿児島⢾ᒀ病スタッフセミナー　　　　　　 上平田美ᶞ、㬼℩⿱美
平成27年6月13日　 第12回鹿児島NST研究会　　　　　 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、染川㯞美
平成27年6月20日　 第11回ぴくるすの会研究会　　　　　 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、㬼℩⿱美
平成27年6月28日　 平成27年度日本病ែ栄養学会催セミナー　　　 田中美ᕹ、染川㯞美
平成27年7月5日　 鹿児島県栄養士会　平成27年度第2回研修会　　　　　　　　　 染川㯞美
平成27年7月21日　 第5回⢾ᒀ病医療連携体制講習会　　　　　　　　 㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年8月1日　 鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子
平成27年8月9日　 鹿児島県栄養士会第4回生ᾭ教育研修会　　　 染川㯞美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年9月6日 鹿児島県栄養士会第5回生ᾭ教育研修会　　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年8月7日 第46回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ　　　　 㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年8月17日 ウィズガス食フォーラム2015 松ᑿࡉやか
平成27年8月27日　 株式会社南給特別講演　美味しい病院食 ～とくに高血圧と塩分について～ 上平田美ᶞ
平成27年8月28日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー　

田中美ᕹ、㬼℩⿱美、᳃ᒸᝆ子、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年9月8日 第2回関係職種技術向上のための研修会　 ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか
平成27年10月9日 スマイルケア食についての研修会　

上平田美ᶞ、田中美ᕹ、㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか
平成27年10月13日 平成27年度　給食施設従事者研修会 内⠊和
平成27年10月13日 第58回鹿児島栄養代ㅰ研究会　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年10月14日 第3回関係職種技術向上のための研修会　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年10月17日 運動器の10年・骨と関節の日県民公開講座　　　　 染川㯞美
平成27年10月24日 第11回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 㕥ᮌ⪷子
平成27年10月24日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会　 ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年10月25日 鹿児島県栄養士会第6回生ᾭ教育研修会　　　　　　　　　　 染川㯞美
平成27年10月27日 ネスレセミナーin鹿児島 　　　　　　　　　　　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年11月11日 平成27年度 第2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会

　上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、田中美ᕹ
平成27年12月6日 第1回鹿児島1ᆺ⢾ᒀ病セミナー　　　　　　　　　　　　　　 㬼℩⿱美
平成28年1月9日10日 第19回日本病ែ栄養学会年ḟ学術集会　　　　　　　　　 田中美ᕹ
平成28年2月25日26日 第31回日本㟼⬦⤒腸栄養学会年ḟ学術集会　　　　　 㕥ᮌ⪷子

௵ ⏿ 中 幸 子

ྍ報ཧ෦

　ᙜ院ࡣ、診療㘓管理体制加⟬㸯を⟬定しておࡾ、また㹂㹎㹁病院・地域がん診療連携拠点病院にㄆ定ࡉれ

ていることから、⤌⧊的な診療情報の質的向上を┠的に診療情報管理部をጞめ病院全体でྲྀࡾ⤌んでいますࠋ

今年度ࡣ、サマリー成⋡および手術グ㘓㸰日௨内のグ㍕⋡㸯㸮㸮㸣および診療㘓┘査による診療㘓の質の

向上を┠ᶆとしྲྀࡾ⤌んで参ࡾましたので、ࡑの実⦼を報࿌いたしますࠋ

ࠚ⋠ᡂ࣮࣐ࣜࢧ࠙
��㹆ی ᖺᗘయࠉ

�� ᪥௨ෆ㸦２㐌㛫㸧ᡂ⋡ࠉ����㸣ࠉࠉ

㸵日௨内（㸯週㛫）成⋡　86�0㸣

࠙ᡭ⾡グ㘓 �� 㛫௨ෆのグ㍕⋡ࠚ
��㹆ی ᖺᗘయࠉ����㸣ࠉ

診療報⟶⌮㒊 
⏿中 ᖾᏊ 

 
 当院ࡣ、診療録⟶⌮体ไ加⟬㸯ࢆ⟬ᐃしておࡾ、まࡓ㹂㹎㹁病院・地域がん診療連携拠点病院にㄆᐃࢀࡉている

 ࠋん࡛います⤌ࡾ病院全体࡛取ࡵጞࢆ目的に診療報⟶⌮㒊ࢆ的な診療報の㉁的ྥ上⧊⤌、ࡽとࡇ
今年度ࡣ、サ࣐リー成⋡および手術記録㸰日௨内の記㍕⋡㸯㸮㸮㸣および診療録┘ᰝによる診療録の㉁のྥ上ࢆ

目標とし取ࡾ⤌ん࡛参ࡾましࡓの࡛、その実績ࢆ報告いࡓします 
 
࠙サ࣐リー成⋡ࠚ 
㹆27ی 年度全体  

㸯㸲日௨内（㸰㐌間）成⋡ 㸷㸷.㸱㸣   
㸵日௨内（㸯㐌間）成⋡ 㸶㸴.㸮㸣 

 
࠙手術記録㸲㸶時間௨内の記㍕⋡ࠚ 
㹆27ی 年度全体 㸷㸳.㸰㸣 

 

+��ᖺᗘ㏥院患者ᩘ��᪥௨ෆᡂ⋡の᥎⛣

診療報⟶⌮㒊 
⏿中 ᖾᏊ 

 
 当院ࡣ、診療録⟶⌮体ไ加⟬㸯ࢆ⟬ᐃしておࡾ、まࡓ㹂㹎㹁病院・地域がん診療連携拠点病院にㄆᐃࢀࡉている

 ࠋん࡛います⤌ࡾ病院全体࡛取ࡵጞࢆ目的に診療報⟶⌮㒊ࢆ的な診療報の㉁的ྥ上⧊⤌、ࡽとࡇ
今年度ࡣ、サ࣐リー成⋡および手術記録㸰日௨内の記㍕⋡㸯㸮㸮㸣および診療録┘ᰝによる診療録の㉁のྥ上ࢆ

目標とし取ࡾ⤌ん࡛参ࡾましࡓの࡛、その実績ࢆ報告いࡓします 
 
࠙サ࣐リー成⋡ࠚ 
㹆27ی 年度全体  

㸯㸲日௨内（㸰㐌間）成⋡ 㸷㸷.㸱㸣   
㸵日௨内（㸯㐌間）成⋡ 㸶㸴.㸮㸣 

 
࠙手術記録㸲㸶時間௨内の記㍕⋡ࠚ 
㹆27ی 年度全体 㸷㸳.㸰㸣 

 

+��ᖺᗘᡭ⾡患者ᩘ��㛫௨ෆのグ㍕⋡
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࣭ᐇ⩦⏕ཷࡅ入ࢀ≧ἣ
平成 27 年 8 月 31 日～ 9月 4日　ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科 2年
 臨地・校外実習（病院給食実習） 1 名
平成 28 年 3 月 7 日～ 3月 18 日　九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科　3年
 臨地実習（㹇㹇）校外実習 1 名

㹌࣭㹑㹒ᑓ㛛⒪ἲኈ研修講ᗙ
平成27年9月16日・9月24日・9月28日・9月29日 ィ40㛫　 看護師5名（院外2名、院外3名）

㹌࣭㹑㹒ぢᏛ
平成 28 年 1 月 26 日　鹿児島生協病院見学  医師 1名、薬剤師 1名、栄養士 1名 

㸦⫋ሙయ㦂Ꮫ⩦㸧ྲཱྀࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱ࣭ࣥ ࢀ入ࡅ
平成 26 年 11 月 12 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 鹿児島県立東高校　ᬑ通科 2 名
平成 27 年 7 月 8 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」
 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科　2名、フッションデザイン科　1名
平成 27 年 11 月 18 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 鹿児島東高校 ᬑ通科　1年　2名
平成 28 年 2 月 2 日「病院における栄養士の役」「給食体㦂」  ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科　2年　2名

࣭院タの公㛤⏝
平成 27 年 5 月 23 日　　「ࡳんなでいきいき健ᗣまつࡾ」
 栄養相談及び食事ᥦ౪　栄養相談コーナー・食事ᥦ౪
  協ຊスタッフ　上平田、㕥ᮌ、田中、染川、㬼℩、᳃ᒸ、ᮎ平
  日Ύ医療食ရ　大西、中ᮧ、上平田（ᬛ）
平成 27 年 7 月 5 日　 がん患者サロン　「っとサロン今給㯪」ミࢽຮᙉ会
　 「㈋血を予防しよ࠺」　 講師　田中美ᕹ
平成 27 年 8 月 22 日  上町ࡉるっきんࡄ　シルミル「メディカルコース」
 「⬻卒中を予防しよ࠺～減塩レシࣆを体㦂」 講師　上平田美ᶞ

࣭院እ講師活動
平成 27 年 8 月 9 日 鹿児島県栄養士会　「連携した栄養管理」 講師　㕥ᮌ⪷子
平成 28 年 3 月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　　　　　 講師　㕥ᮌ⪷子

࣭院እⓎ表活動
平成 27 年 8 月 1 日　鹿児島県看護協会ネスレ日本（株）共催研修会
 「消化吸に╔┠した⤒腸栄養剤の選ᢥ」 　Ⓨ表者　㕥ᮌ⪷子

࣭院እࢸࣥࣛ࣎活動
平成 27 年 8 月 7 日～ 9日　第 46 回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ 㬼℩⿱美　ᮎ平ள㔛⣪
平成 27 年 12 月 6 日　 1 ᆺ⢾ᒀ病ࡉくらんࡰの会　運営補助 上平田美ᶞ　㬼℩⿱美

࣭⅏ᐖ㛵㐃研修会への参加≧ἣ
平成 27 年 10 月 24 日　-'A�'AT（栄養士会　⅏ᐖ支援チーム）研修 上平田美ᶞ

࣭院እ研修会参加

࣭その他、研修会࣭Ꮫ会参加≧ἣ
平成26年4月19日　 㹎㹃㹅研究会（鹿児島） 田中美ᕹ
平成27年4月22日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える　
 㕥ᮌ⪷子、染川㯞美、㬼℩⿱美、᳃ᒸᝆ子、ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか、
 ஂ␃理恵
平成27年5月27日 平成27年度公┈社ᅋ法人　鹿児島県栄養士会定社員総会 松ᑿࡉやか
平成27年5月30日31日 第15回新生児栄養フォーラム ⠛田ె㑣
平成27年6月6日　 第20回鹿児島⢾ᒀ病スタッフセミナー　　　　　　 上平田美ᶞ、㬼℩⿱美
平成27年6月13日　 第12回鹿児島NST研究会　　　　　 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、染川㯞美
平成27年6月20日　 第11回ぴくるすの会研究会　　　　　 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、㬼℩⿱美
平成27年6月28日　 平成27年度日本病ែ栄養学会催セミナー　　　 田中美ᕹ、染川㯞美
平成27年7月5日　 鹿児島県栄養士会　平成27年度第2回研修会　　　　　　　　　 染川㯞美
平成27年7月21日　 第5回⢾ᒀ病医療連携体制講習会　　　　　　　　 㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年8月1日　 鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会 上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子
平成27年8月9日　 鹿児島県栄養士会第4回生ᾭ教育研修会　　　 染川㯞美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年9月6日 鹿児島県栄養士会第5回生ᾭ教育研修会　　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年8月7日 第46回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ　　　　 㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年8月17日 ウィズガス食フォーラム2015 松ᑿࡉやか
平成27年8月27日　 株式会社南給特別講演　美味しい病院食 ～とくに高血圧と塩分について～ 上平田美ᶞ
平成27年8月28日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー　

田中美ᕹ、㬼℩⿱美、᳃ᒸᝆ子、ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年9月8日 第2回関係職種技術向上のための研修会　 ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか
平成27年10月9日 スマイルケア食についての研修会　

上平田美ᶞ、田中美ᕹ、㬼℩⿱美、ᮎ平ள㔛Ἃ、⠛田ె㑣、松ᑿࡉやか
平成27年10月13日 平成27年度　給食施設従事者研修会 内⠊和
平成27年10月13日 第58回鹿児島栄養代ㅰ研究会　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年10月14日 第3回関係職種技術向上のための研修会　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年10月17日 運動器の10年・骨と関節の日県民公開講座　　　　 染川㯞美
平成27年10月24日 第11回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 㕥ᮌ⪷子
平成27年10月24日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会　 ᮎ平ள㔛Ἃ
平成27年10月25日 鹿児島県栄養士会第6回生ᾭ教育研修会　　　　　　　　　　 染川㯞美
平成27年10月27日 ネスレセミナーin鹿児島 　　　　　　　　　　　　　　 染川㯞美、㬼℩⿱美
平成27年11月11日 平成27年度 第2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会

　上平田美ᶞ、㕥ᮌ⪷子、田中美ᕹ
平成27年12月6日 第1回鹿児島1ᆺ⢾ᒀ病セミナー　　　　　　　　　　　　　　 㬼℩⿱美
平成28年1月9日10日 第19回日本病ែ栄養学会年ḟ学術集会　　　　　　　　　 田中美ᕹ
平成28年2月25日26日 第31回日本㟼⬦⤒腸栄養学会年ḟ学術集会　　　　　 㕥ᮌ⪷子

௵ ⏿ 中 幸 子

ྍ報ཧ෦

　ᙜ院ࡣ、診療㘓管理体制加⟬㸯を⟬定しておࡾ、また㹂㹎㹁病院・地域がん診療連携拠点病院にㄆ定ࡉれ

ていることから、⤌⧊的な診療情報の質的向上を┠的に診療情報管理部をጞめ病院全体でྲྀࡾ⤌んでいますࠋ

今年度ࡣ、サマリー成⋡および手術グ㘓㸰日௨内のグ㍕⋡㸯㸮㸮㸣および診療㘓┘査による診療㘓の質の

向上を┠ᶆとしྲྀࡾ⤌んで参ࡾましたので、ࡑの実⦼を報࿌いたしますࠋ

ࠚ⋠ᡂ࣮࣐ࣜࢧ࠙
��㹆ی ᖺᗘయࠉ

�� ᪥௨ෆ㸦２㐌㛫㸧ᡂ⋡ࠉ����㸣ࠉࠉ

㸵日௨内（㸯週㛫）成⋡　86�0㸣

࠙ᡭ⾡グ㘓 �� 㛫௨ෆのグ㍕⋡ࠚ
��㹆ی ᖺᗘయࠉ����㸣ࠉ

診療報⟶⌮㒊 
⏿中 ᖾᏊ 

 
 当院ࡣ、診療録⟶⌮体ไ加⟬㸯ࢆ⟬ᐃしておࡾ、まࡓ㹂㹎㹁病院・地域がん診療連携拠点病院にㄆᐃࢀࡉている

 ࠋん࡛います⤌ࡾ病院全体࡛取ࡵጞࢆ目的に診療報⟶⌮㒊ࢆ的な診療報の㉁的ྥ上⧊⤌、ࡽとࡇ
今年度ࡣ、サ࣐リー成⋡および手術記録㸰日௨内の記㍕⋡㸯㸮㸮㸣および診療録┘ᰝによる診療録の㉁のྥ上ࢆ

目標とし取ࡾ⤌ん࡛参ࡾましࡓの࡛、その実績ࢆ報告いࡓします 
 
࠙サ࣐リー成⋡ࠚ 
㹆27ی 年度全体  

㸯㸲日௨内（㸰㐌間）成⋡ 㸷㸷.㸱㸣   
㸵日௨内（㸯㐌間）成⋡ 㸶㸴.㸮㸣 

 
࠙手術記録㸲㸶時間௨内の記㍕⋡ࠚ 
㹆27ی 年度全体 㸷㸳.㸰㸣 

 

+��ᖺᗘ㏥院患者ᩘ��᪥௨ෆᡂ⋡の᥎⛣

診療報⟶⌮㒊 
⏿中 ᖾᏊ 

 
 当院ࡣ、診療録⟶⌮体ไ加⟬㸯ࢆ⟬ᐃしておࡾ、まࡓ㹂㹎㹁病院・地域がん診療連携拠点病院にㄆᐃࢀࡉている

 ࠋん࡛います⤌ࡾ病院全体࡛取ࡵጞࢆ目的に診療報⟶⌮㒊ࢆ的な診療報の㉁的ྥ上⧊⤌、ࡽとࡇ
今年度ࡣ、サ࣐リー成⋡および手術記録㸰日௨内の記㍕⋡㸯㸮㸮㸣および診療録┘ᰝによる診療録の㉁のྥ上ࢆ

目標とし取ࡾ⤌ん࡛参ࡾましࡓの࡛、その実績ࢆ報告いࡓします 
 
࠙サ࣐リー成⋡ࠚ 
㹆27ی 年度全体  

㸯㸲日௨内（㸰㐌間）成⋡ 㸷㸷.㸱㸣   
㸵日௨内（㸯㐌間）成⋡ 㸶㸴.㸮㸣 

 
࠙手術記録㸲㸶時間௨内の記㍕⋡ࠚ 
㹆27ی 年度全体 㸷㸳.㸰㸣 

 

+��ᖺᗘᡭ⾡患者ᩘ��㛫௨ෆのグ㍕⋡
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ࣇࢵࢱࢫ࠙ 平成）ࠉࠚ 27 年度 4月現在）

・⏿中幸子　　㹆13 年㸲月ධ職　診療情報管理士・院内がんⓏ㘓実務ึ⣭者・㹂㹎㹁コースㄆ定

・㯮丸ᜤᘯ　　㹆20 年㸰月ධ職　診療情報管理士・院内がんⓏ㘓実務中⣭者・㹂㹎㹁コースㄆ定

・新地భ㈗　　㹆20 年㸲月ධ職　診療情報管理士・院内がんⓏ㘓実務中⣭者・㹂㹎㹁コースㄆ定

・小西భ　　㹆22 年 8 月ධ職　診療情報管理士・㹂㹎㹁コースㄆ定

・ྜྷ永理恵　　㹆22 年 9 月ධ職　診療情報管理士・院内がんⓏ㘓実務ึ⣭者・㹂㹎㹁コースㄆ定　

・塩山美ዉ子　㹆25 年 4 月ධ職　診療情報管理士　

・⸨原和代　　㹆10 年 8 月ධ職

・㧘ᶫ和代　　㹆17 年 3 月ධ職

・濵ⷵ༓㭯　　㹆24 年 5 月ධ職

・㕥ᮌ⏤㤶　　㹆24 年 5 月ධ職

࠙㒊㛛ᐇ⦼ ࠉࠚ

࠙ᐇ⩦ཷ入ࠚࢀ

　・鹿児島キࣕリアデザイン専門学校（医療情報管理学科㸱年　㸯名） 2015�5�18 ～ 2015�5�29

　・㯞生医療福祉専門学校　福ᒸ校（診療情報管理士科㸰年　㸯名）　　 2015�11�9 ～ 2015�12�4

　

࠙ぢᏛ࣭どᐹཷ入ࠚࢀ

　・医療法人୕ឡ会　整ᙧ外科୕ឡ病院（診療情報管理士ᐊ　㸰名）　　 2016�3�16

　

࠙院タの公㛤⏝ࠚ

　・鹿児島診療情報研究会　㸿・薩ブロック会（参加者人ᩘ㸰㸱名）　 2016�2�27

࠙講師ࠚ

　・⏿中幸子　鹿児島キࣕリアデザイン専門学校「㹂㹎㹁について」　　 2016�1�20

࠙その他ࠚ

　・⏿中幸子　鹿児島キࣕリアデザイン専門学校　教育課⛬⦅成委員会・学校関係者評౯委員会　委員

࠙院እ研修会参加ࠚ

・鹿児島診療情報管理研究会（鹿児島）

・鹿児島診療情報管理講習会（鹿児島）

・第㸲㸯回　日本診療情報管理学会学術大会（ᒸ山）

・院内がんⓏ㘓研修会（鹿児島大学病院）

・がん四部門研修会　（鹿児島大学病院）

・全国がんⓏ㘓ㄝ᫂・研修会（鹿児島県県ᗇ）

・院内がんⓏ㘓　中⣭者研修会（東ி　国立がんセンター）

・がん診療体制の質評౯調査　改ၿ管理ツール活用セミナー（東ி）

࠙デ⒪㘓┘ᰝ ↷診療グ㘓検討委員会報࿌　参　　ࠚ
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ձ⒪デ᩿⛉

診᩿のࡳで⤊したሙ合 ：診᩿を行った診療科
治療を行ったሙ合：ึ回治療を行った診療科
治療をした診療科を㸯と、ࡣ行ったሙ合ࡶらࡕ
しています
（例）消化器内科にて診᩿、外科にて治療
 　э　外科でカウント

ճ᮶院⤒㊰ࠉ

がんの診᩿・治療のためᙜ院をཷ診した⤒路別
分㢮ですࠋ

ࡓࡗな㇟⒪のᑐࡧࡼ࠾デ᩿㸸ୖグᮇ㛫୰ࡿな㇟Ⓩ㘓のᑐࢇࡀͤ
Ⓩ㘓ࢀࡒࢀそࢆཎⓎのᩘࡣのሙྜࢇࡀ「㔜ࠉۻ１Ⓩ㘓⒆⭘１ۻࠉࠉ

ղఫᡤูྜ

患者ᵝのᒃఫࡉれている地域別分㢮ですࠋ
市外でࡣከい㡰に、薩摩川内市㸱5、㟝島市 25、ᆶ
Ỉ市 23、日⨨市 種子島が、ࡣの㞳島でࡑ、22 35
で 50㸣を༨めています

մ�༊ศ   

診᩿治療の決定：

ᙜ院でがんの診᩿を行い、治療᪉㔪を決定した症例

施設診᩿⮬施設治療：
がんの診᩿ࡣ施設で行ࢃれ、ึ 回治療をᙜ院で行っ
た症例

⥅⥆治療･再Ⓨ：
施設にてึ回治療後、ᙜ院にて⥅⥆治療を行った症
例ࡶࠋしくࡣ、施設にて治療後、再Ⓨし、ᙜ院にて治
療を行った症例 

診᩿のࡳの症例：
ᙜ院でがんの診᩿を行ったが、治療ࡣ施設で行った 
治療を選ᢥしなかった症例ࡣしくࡶ

 オン症例ࢽࣆの：セカンドオࡑ

⒪デ᩿⛉
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市内：鹿児島市内
市外：鹿児島市௨外の鹿児島県（㞳島௨外）
㞳島：鹿児島県の㞳島
県外：鹿児島県௨外
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࠙院ෆࢇࡀⓏ㘓㞟ィ㸦���� ᖺ � ᭶１᪥㹼 ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥ࠚ㸧
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ࣇࢵࢱࢫ࠙ 平成）ࠉࠚ 27 年度 4月現在）

・⏿中幸子　　㹆13 年㸲月ධ職　診療情報管理士・院内がんⓏ㘓実務ึ⣭者・㹂㹎㹁コースㄆ定

・㯮丸ᜤᘯ　　㹆20 年㸰月ධ職　診療情報管理士・院内がんⓏ㘓実務中⣭者・㹂㹎㹁コースㄆ定

・新地భ㈗　　㹆20 年㸲月ධ職　診療情報管理士・院内がんⓏ㘓実務中⣭者・㹂㹎㹁コースㄆ定

・小西భ　　㹆22 年 8 月ධ職　診療情報管理士・㹂㹎㹁コースㄆ定

・ྜྷ永理恵　　㹆22 年 9 月ධ職　診療情報管理士・院内がんⓏ㘓実務ึ⣭者・㹂㹎㹁コースㄆ定　

・塩山美ዉ子　㹆25 年 4 月ධ職　診療情報管理士　

・⸨原和代　　㹆10 年 8 月ධ職

・㧘ᶫ和代　　㹆17 年 3 月ධ職

・濵ⷵ༓㭯　　㹆24 年 5 月ධ職

・㕥ᮌ⏤㤶　　㹆24 年 5 月ධ職

࠙㒊㛛ᐇ⦼ ࠉࠚ

࠙ᐇ⩦ཷ入ࠚࢀ

　・鹿児島キࣕリアデザイン専門学校（医療情報管理学科㸱年　㸯名） 2015�5�18 ～ 2015�5�29

　・㯞生医療福祉専門学校　福ᒸ校（診療情報管理士科㸰年　㸯名）　　 2015�11�9 ～ 2015�12�4

　

࠙ぢᏛ࣭どᐹཷ入ࠚࢀ

　・医療法人୕ឡ会　整ᙧ外科୕ឡ病院（診療情報管理士ᐊ　㸰名）　　 2016�3�16

　

࠙院タの公㛤⏝ࠚ

　・鹿児島診療情報研究会　㸿・薩ブロック会（参加者人ᩘ㸰㸱名）　 2016�2�27

࠙講師ࠚ

　・⏿中幸子　鹿児島キࣕリアデザイン専門学校「㹂㹎㹁について」　　 2016�1�20

࠙その他ࠚ

　・⏿中幸子　鹿児島キࣕリアデザイン専門学校　教育課⛬⦅成委員会・学校関係者評౯委員会　委員

࠙院እ研修会参加ࠚ

・鹿児島診療情報管理研究会（鹿児島）

・鹿児島診療情報管理講習会（鹿児島）

・第㸲㸯回　日本診療情報管理学会学術大会（ᒸ山）

・院内がんⓏ㘓研修会（鹿児島大学病院）

・がん四部門研修会　（鹿児島大学病院）

・全国がんⓏ㘓ㄝ᫂・研修会（鹿児島県県ᗇ）

・院内がんⓏ㘓　中⣭者研修会（東ி　国立がんセンター）

・がん診療体制の質評౯調査　改ၿ管理ツール活用セミナー（東ி）

࠙デ⒪㘓┘ᰝ ↷診療グ㘓検討委員会報࿌　参　　ࠚ
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ձ⒪デ᩿⛉

診᩿のࡳで⤊したሙ合 ：診᩿を行った診療科
治療を行ったሙ合：ึ回治療を行った診療科
治療をした診療科を㸯と、ࡣ行ったሙ合ࡶらࡕ
しています
（例）消化器内科にて診᩿、外科にて治療
 　э　外科でカウント

ճ᮶院⤒㊰ࠉ

がんの診᩿・治療のためᙜ院をཷ診した⤒路別
分㢮ですࠋ

ࡓࡗな㇟⒪のᑐࡧࡼ࠾デ᩿㸸ୖグᮇ㛫୰ࡿな㇟Ⓩ㘓のᑐࢇࡀͤ
Ⓩ㘓ࢀࡒࢀそࢆཎⓎのᩘࡣのሙྜࢇࡀ「㔜ࠉۻ１Ⓩ㘓⒆⭘１ۻࠉࠉ

ղఫᡤูྜ

患者ᵝのᒃఫࡉれている地域別分㢮ですࠋ
市外でࡣከい㡰に、薩摩川内市㸱5、㟝島市 25、ᆶ
Ỉ市 23、日⨨市 種子島が、ࡣの㞳島でࡑ、22 35
で 50㸣を༨めています

մ�༊ศ   

診᩿治療の決定：

ᙜ院でがんの診᩿を行い、治療᪉㔪を決定した症例

施設診᩿⮬施設治療：
がんの診᩿ࡣ施設で行ࢃれ、ึ 回治療をᙜ院で行っ
た症例

⥅⥆治療･再Ⓨ：
施設にてึ回治療後、ᙜ院にて⥅⥆治療を行った症
例ࡶࠋしくࡣ、施設にて治療後、再Ⓨし、ᙜ院にて治
療を行った症例 

診᩿のࡳの症例：
ᙜ院でがんの診᩿を行ったが、治療ࡣ施設で行った 
治療を選ᢥしなかった症例ࡣしくࡶ

 オン症例ࢽࣆの：セカンドオࡑ

⒪デ᩿⛉
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市内：鹿児島市内
市外：鹿児島市௨外の鹿児島県（㞳島௨外）
㞳島：鹿児島県の㞳島
県外：鹿児島県௨外

ఫᡤูྜ

!
""# !
!$%&!

!
'%" !'#&!!

()*!''&!

!
!+, '%&

!
)+ !
-&

!
#) )&

!
#" )&

!
#% ,&

!
") !$&!

!
') !"&!

!
"+ !
#&

!

!
#",
,+&

!
"##
$"&!

!
+% !
-&

!
!'"
"&

+"&

'$&

'%&
"&

"&

'&

#)&

"-&

'+&

+& '&

᮶院⤒㊰!
""# !
!$%&!

!
'%" !'#&!!

()*!''&!

!
!+, '%&

!
)+ !
-&

!
#) )&

!
#" )&

!
#% ,&

!
") !$&!

!
') !"&!

!
"+ !
#&

!

!
#",
,+&

!
"##
$"&!

!
+% !
-&

!
!'"
"&

+"&

'$&

'%&
"&

"&

'&

#)&

"-&

'+&

+& '&

༊ศ

࠙院ෆࢇࡀⓏ㘓㞟ィ㸦���� ᖺ � ᭶１᪥㹼 ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥ࠚ㸧
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յデ⒪⛉ู࣭デ᩿タู患者ᩘ 

がん患者ᵝの診᩿がこで行ࢃれたかを診療科別で♧していますࠋ

デ᩿⛉ู�デ᩿タู�患者ᩘ

նデ⒪⛉ู࣭ึᅇ⒪ෆᐜู⒪ᩘ      

ึ回治療として選ᢥࡉれた治療内ᐜを診療科別で♧しています

デ⒪⛉ู࣭ึᅇ⒪ෆᐜู⒪ᩘ 
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�� ᮍ‶ࡣ㠀公㛤 

ᖺ㱋ู･ཎⓎ㒊ู患者 㸦ᩘ⏨ᛶ㸧ࠉ

շᛶู࣭ᖺ㱋㝵ᒙู࣭ཎⓎ㒊ูࠉ患者ᩘ

    ながんがከいかをグラフ化しています࠺のよの年代で
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ᖺ㱋ู･ཎⓎ㒊ู患者 㸦ᩘዪᛶ㸧
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ͤ��ṓᮍ‶ࡣᑡᩘ࡚㠀公㛤

ͤ��ṓᮍ‶ࡣᑡᩘ࡚㠀公㛤
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յデ⒪⛉ู࣭デ᩿タู患者ᩘ 

がん患者ᵝの診᩿がこで行ࢃれたかを診療科別で♧していますࠋ

デ᩿⛉ู�デ᩿タู�患者ᩘ

նデ⒪⛉ู࣭ึᅇ⒪ෆᐜู⒪ᩘ      

ึ回治療として選ᢥࡉれた治療内ᐜを診療科別で♧しています

デ⒪⛉ู࣭ึᅇ⒪ෆᐜู⒪ᩘ 
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ᖺ㱋ู･ཎⓎ㒊ู患者 㸦ᩘ⏨ᛶ㸧ࠉ

շᛶู࣭ᖺ㱋㝵ᒙู࣭ཎⓎ㒊ูࠉ患者ᩘ

    ながんがከいかをグラフ化しています࠺のよの年代で
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ᖺ㱋ู･ཎⓎ㒊ู患者 㸦ᩘዪᛶ㸧
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看護部長 ᒾ 下 㑥 子

サϙーτνーϜऀױ

患者サポート❆ཱྀ創設4年┠ࠋ年よࡾ看護師㸯名が常㥔する体制ࠋ❆ཱྀの௳ᩘࡣ外᮶患者ᩘの減少にక࠺

（ḟ㡫グラフ･表�ࠋのなのかྛ㡯┠が減少しているࡶ

患者サポート体制ࡣ❆ཱྀ対応に加え、ẖ週月᭙日に院長、事務長、クリࢽック事務長、看護部長をྵめ13名

の、ᐤࡏられた事に関連する部門にࡶ参加を౫㢗し、❆ཱྀや意見⟽にᐤࡏられたࡉまࡊまな内ᐜに対し

カンフレンスを行なっているࡑࠋの、月1回患者サービス委員会ࡶ⥅⥆開催ࡉれ、カンフレンスでの

内ᐜの共᭷と࿘▱をࡣかっているࠋ

࠙��ᖺᗘ患者ࢺ࣮࣏ࢧ❆ཱྀ⏝㞟ィࠚ

今年度カンフレンスで検討ࡉれたな内ᐜࡣ、௨下の通ࡾで࠶るࠋ

【患者サポートカンフレンスᢸᙜメンバー】
昇院長、㔝ཱྀ事務局長、᭷ᮧ看護部長、原ཱྀ相談支援センター長、ᒾ下部長、中ᮧ師長、
ᒾඖ�医事課௵�、伊⸨�患者サポート❆ཱྀ専門ᢸᙜ看護師�、田中施設課長、༓田医療安全課課長、
濱田クリࢽック事務長、川田事務局長代理、┈田�総務⏬課�、田�HAL）

このか、これまで不定ᮇ実施や、一部の部門ࡔけが行なってきた患者‶㊊度調査を今年度1月よ4ࣨ、ࡾ
月に1度の体制で開ጞしたࠋ

・職員㛫の᥋㐝見┤し
（通路等での会ヰにಶ人情報がྵまれていた事）
・別館大ᾎሙに手すࡾがないЍ整ഛ
・2東病Ჷの⏨子トイレドアのビスの緩ࡳに対する
指Ѝすࡄに修理・点検

・Ṍ行器の点検について1回／月ࡣ定ᮇ的に点検を
行な࠺（㌴いす、ストレッチࣕーࡶ同ᵝ）

・本館⋞関から市道への㝵ẁの安全☜保のための対
策（ὀ意ႏ起テープῧ付）

・医師の᥋㐝改ၿについて
・病ᐊの✵調改ၿについて
・院内の病ᐊ内ᅗのኚ᭦への修ṇ
・┣導≟･⫈導≟･介助≟の対応マࢽュアルの見┤し

・施設内Ύᤲの検討
・㥔㌴ሙの検討
・ಶᐊのഛရの整ഛ（ハンガーの設⨨）
・病院食に対するご意見
・ホーム࣌ージのメールフォームの活用について
・地下通路のᝏ⮯対策
・別館トイレの使用のシグナル設⨨
・᥋㐝スキルアップの研修外部委託等の検討
　Ѝྛ部門ごとに研修
・外᮶患者の␒ྕ呼ฟ運用について
・ᦙ㏦㌴の運㌿技能向上についてЍ外部機関にて
研修実施

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

総ᩘ

月平均

患者ᦙ㏦

503

485

530

556

431

447

484

449

416

395

453

453

5,602

467

館内内

522

492

570

579

439

485

536

490

428

423

484

498

5,946

496

医療相談

10

11

16

9

9

12

10

15

11

9

19

13

144

12

生活相談

1

1

1

1

0

2

0

0

3

0

0

0

9

1

療養相談

7

5

6

4

4

5

16

11

19

11

17

25

130

11

のࡑ

68

60

78

77

60

82

114

102

108

0

92

0

841

70

診療科相談

116

123

111

130

124

92

118

119

111

81

87

89

1,301

108

ཷ診サポート

245

223

236

200

176

166

220

184

200

153

176

163

2,342

195

会ィサポート

0

1

0

0

2

1

0

0

3

0

1

0

8

1

࠙患者ᵝࢺ࣮࣏ࢧ┦ㄯ❆ཱྀ㡯┠ูᑐᛂ௳ᩘ᭶ᖹᆒの２㸴ᖺᗘ２㸵ᖺᗘのẚ㍑ࠚ

26 年度月平均

27 年度月平均

26 年 度 合 ィ

27 年 度 合 ィ

患者ᦙ㏦

490

467

5,875

5,602

館内内

527

496

6,326

5,946

ཷ診サポート

242

195

2,908

2,342

会ィサポート

0

1

4

8

診療科相談

134

108

1,604

1,301

医療相談

10

12

125

144

生活相談

0

1

2

9

療養相談

5

11

54

130

のࡑ

75

70

902

841
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12月 24日 
職員各位 

患者サービス委員会 

患者満足度調査について 

 
来年 1月より入院患者さまを対象に下記の要領で患者満足度調査を開始いたします。 
これまでの患者サービス委員会等でいくつかの部門から、設備、運用面についての項目も入れてほし

いという要望もございましたが、今回の調査では、これまで意見箱に多く寄せられた接遇に特化して

実施したいと思います。調査様式は末尾に添付しております。ご不明な点がございましたら、患者サ

ポート窓口（4060）または看護部岩下（4501）までご連絡下さい。 
 

実施要領 
◇開始・実施時期◇ 
H28年 1月より年 4回開始。調査時期は下記の 4回実施いたします。 
1月 1日～末日  4月 1日～末日  7月 1日～末日  10月 1日～末日 
 
◇配布対象・配布方法◇ 
入院患者全員、ただし同月複数回入院されている場合は 1回目の入院時のみ配布といたします。 
また対象患者が乳幼児や意識障害などご自分で回答できないケースは、ご家族にお配りし記入を 
お願いして下さい。 
配布時期は、退院決定後、各病棟にて配布をお願いいたします。 
 
◇回収方法◇ 
患者サポート窓口に回収箱を設置し、その箱に投函していただくように文書に記載しております。 
 
◇集計◇ 
患者サポート委員会のメンバーで分担いたします。 
 
◇結果◇ 
患者サポートカンファレンスにて検討し、患者サービス委員会でも公表し、 
共有をはかりたいと考えています。併せて院内掲示も予定しています。 
また、今後の接遇研修内容の参考資料として活用いたします。 

 

 

 

 

 

【患者ᵝ‶㊊度調査票】
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看護部長 ᒾ 下 㑥 子

サϙーτνーϜऀױ

患者サポート❆ཱྀ創設4年┠ࠋ年よࡾ看護師㸯名が常㥔する体制ࠋ❆ཱྀの௳ᩘࡣ外᮶患者ᩘの減少にక࠺

（ḟ㡫グラフ･表�ࠋのなのかྛ㡯┠が減少しているࡶ

患者サポート体制ࡣ❆ཱྀ対応に加え、ẖ週月᭙日に院長、事務長、クリࢽック事務長、看護部長をྵめ13名

の、ᐤࡏられた事に関連する部門にࡶ参加を౫㢗し、❆ཱྀや意見⟽にᐤࡏられたࡉまࡊまな内ᐜに対し

カンフレンスを行なっているࡑࠋの、月1回患者サービス委員会ࡶ⥅⥆開催ࡉれ、カンフレンスでの

内ᐜの共᭷と࿘▱をࡣかっているࠋ

࠙��ᖺᗘ患者ࢺ࣮࣏ࢧ❆ཱྀ⏝㞟ィࠚ

今年度カンフレンスで検討ࡉれたな内ᐜࡣ、௨下の通ࡾで࠶るࠋ

【患者サポートカンフレンスᢸᙜメンバー】
昇院長、㔝ཱྀ事務局長、᭷ᮧ看護部長、原ཱྀ相談支援センター長、ᒾ下部長、中ᮧ師長、
ᒾඖ�医事課௵�、伊⸨�患者サポート❆ཱྀ専門ᢸᙜ看護師�、田中施設課長、༓田医療安全課課長、
濱田クリࢽック事務長、川田事務局長代理、┈田�総務⏬課�、田�HAL）

このか、これまで不定ᮇ実施や、一部の部門ࡔけが行なってきた患者‶㊊度調査を今年度1月よ4ࣨ、ࡾ
月に1度の体制で開ጞしたࠋ

・職員㛫の᥋㐝見┤し
（通路等での会ヰにಶ人情報がྵまれていた事）
・別館大ᾎሙに手すࡾがないЍ整ഛ
・2東病Ჷの⏨子トイレドアのビスの緩ࡳに対する
指Ѝすࡄに修理・点検

・Ṍ行器の点検について1回／月ࡣ定ᮇ的に点検を
行な࠺（㌴いす、ストレッチࣕーࡶ同ᵝ）

・本館⋞関から市道への㝵ẁの安全☜保のための対
策（ὀ意ႏ起テープῧ付）

・医師の᥋㐝改ၿについて
・病ᐊの✵調改ၿについて
・院内の病ᐊ内ᅗのኚ᭦への修ṇ
・┣導≟･⫈導≟･介助≟の対応マࢽュアルの見┤し

・施設内Ύᤲの検討
・㥔㌴ሙの検討
・ಶᐊのഛရの整ഛ（ハンガーの設⨨）
・病院食に対するご意見
・ホーム࣌ージのメールフォームの活用について
・地下通路のᝏ⮯対策
・別館トイレの使用のシグナル設⨨
・᥋㐝スキルアップの研修外部委託等の検討
　Ѝྛ部門ごとに研修
・外᮶患者の␒ྕ呼ฟ運用について
・ᦙ㏦㌴の運㌿技能向上についてЍ外部機関にて
研修実施

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

総ᩘ

月平均

患者ᦙ㏦

503

485

530

556

431

447

484

449

416

395

453

453

5,602

467

館内内

522

492

570

579

439

485

536

490

428

423

484

498

5,946

496

医療相談

10

11

16

9

9

12

10

15

11

9

19

13

144

12

生活相談

1

1

1

1

0

2

0

0

3

0

0

0

9

1

療養相談

7

5

6

4

4

5

16

11

19

11

17

25
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11

のࡑ

68

60

78

77

60

82

114

102

108

0

92

0

841

70

診療科相談

116

123

111

130

124

92

118

119

111

81

87

89

1,301

108

ཷ診サポート

245

223

236

200

176

166

220

184

200

153

176

163

2,342

195

会ィサポート

0

1

0

0

2

1

0

0

3

0

1

0

8

1

࠙患者ᵝࢺ࣮࣏ࢧ┦ㄯ❆ཱྀ㡯┠ูᑐᛂ௳ᩘ᭶ᖹᆒの２㸴ᖺᗘ２㸵ᖺᗘのẚ㍑ࠚ

26 年度月平均

27 年度月平均

26 年 度 合 ィ

27 年 度 合 ィ

患者ᦙ㏦

490

467

5,875

5,602

館内内

527

496

6,326

5,946

ཷ診サポート

242

195

2,908

2,342

会ィサポート

0

1

4

8

診療科相談

134

108

1,604

1,301

医療相談

10

12

125

144

生活相談

0

1

2

9

療養相談

5

11

54
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12月 24日 
職員各位 

患者サービス委員会 

患者満足度調査について 

 
来年 1月より入院患者さまを対象に下記の要領で患者満足度調査を開始いたします。 
これまでの患者サービス委員会等でいくつかの部門から、設備、運用面についての項目も入れてほし

いという要望もございましたが、今回の調査では、これまで意見箱に多く寄せられた接遇に特化して

実施したいと思います。調査様式は末尾に添付しております。ご不明な点がございましたら、患者サ

ポート窓口（4060）または看護部岩下（4501）までご連絡下さい。 
 

実施要領 
◇開始・実施時期◇ 
H28年 1月より年 4回開始。調査時期は下記の 4回実施いたします。 
1月 1日～末日  4月 1日～末日  7月 1日～末日  10月 1日～末日 
 
◇配布対象・配布方法◇ 
入院患者全員、ただし同月複数回入院されている場合は 1回目の入院時のみ配布といたします。 
また対象患者が乳幼児や意識障害などご自分で回答できないケースは、ご家族にお配りし記入を 
お願いして下さい。 
配布時期は、退院決定後、各病棟にて配布をお願いいたします。 
 
◇回収方法◇ 
患者サポート窓口に回収箱を設置し、その箱に投函していただくように文書に記載しております。 
 
◇集計◇ 
患者サポート委員会のメンバーで分担いたします。 
 
◇結果◇ 
患者サポートカンファレンスにて検討し、患者サービス委員会でも公表し、 
共有をはかりたいと考えています。併せて院内掲示も予定しています。 
また、今後の接遇研修内容の参考資料として活用いたします。 

 

 

 

 

 

【患者ᵝ‶㊊度調査票】
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෦ࣄ

�� 院ෆ⾜

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま

5月18日～21日 職員健診 862名実施

5月23日 ࡳんなでイキイキ健ᗣまつࡾ 一⯡᮶ሙ者310名ཷ付

7月4日 リフレッシュ研修

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアーAコース 県外医学生

10月24日・25日 がん診療に携ࢃる医師のための緩和ケア研修会 10名参加

11月18日～20日 職員健診 388名実施

3月25日 ධ社式

3月29日 新ධ職員研修～社会人としてのᚰᵓえ～

3月30日 新人職員研修～᥋㐝研修～ 

�� ᩥ活動࣭ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動࣭ࢸࣥࣛ࣎活動

ẖ月第一ᮌ᭙日　病院࿘㎶Ύᤲ活動　௵⣭௨上20名⛬度で活動

6月24日 鹿児島県赤十字血液センター

 ᙜ院リࢽアックセンター๓㥔㌴ሙにて集ᅋ献血 25名実施

11月26日 鹿児島赤十字血液センター献血

 ᙜ院リࢽアックセンター๓㥔㌴ሙにて集ᅋ献血 17人実施
 
�� 入院患者不在者投票ᐇ

4月12日執行 鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16名実施

2月28日執行 東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1名実施

�．ྛ ✀⿵ຓ㔠㛵ಀ

・へき地医療拠点病院運営㈝補助金

・医師臨床研修㈝等補助金

・がん診療連携拠点病院整ഛ事業補助金 

・࿘産ᮇ母子医療センター 

・病院内保育ᡤ運営補助事業

・産科医等☜保支援事業補助金　　　　

�� その他の活動報告

乳がん検診  154名ཷ付

乳がん検診  127名ཷ付

子宮がん検診  137名ཷ付

大腸がん検診  59名ཷ付

低線量CT肺がん検診 62名ཷ付

9月9日 ከᩘ傷病者Ⓨ生事ᨾ救急カ⦎における電ヰ連絡カ⦎

8月6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1名参加

9月9日 ከᩘ傷病者Ⓨ生事ᨾ救急カ⦎における電ヰ連絡カ⦎

≉グ㡯
� ᖹᡂ��ᖺ�᭶��᪥� ㉥ࢇࡷࡕᑓ⏝ᩆᛴ㌴02-2ࠕ.$�ྕࠖᑟ入
� �᭶��᪥� 㮵ඣᓥᕷ㏻ᒁ㊧ᆅඃඛ΅ᶒྲྀᚓ

10月5日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金 22,700円

12月28日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金  112,901円

11月28日 第4回九州・沖縄ブロック地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1名派遣

1月16日・17日　ALSOプロバイダーコース＠鹿児島  5名派遣

2月16日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館  5名派遣

3月12日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール  3名派遣

��ᩍ⫱研修�

10月24日 ᥋㐝マナー研修～電ヰ対応～ 事務部9名参加

1月27日 ᥋㐝サービス研修～外᮶診療❆ཱྀスタッフ研修～ 診療補助部22名・看護部2名参加

3月29日 新ධ職員研修～ビジネスマナー研修～ 診療補助部2名参加

3月30日 ᥋㐝サービス研修～外᮶診療❆ཱྀスタッフ研修～ 診療補助部18名参加

��会ィ┘ᰝ�

ձ公┈法人┘査
　鹿児島県の公┈法人┘査が平成27年10月14日に実施ࡉれたࠋ
　検査員ࡣ、保健福祉部の社会福祉課課長補佐1名と保健医療福祉課査1名のィ2名で、検査内ᐜࡣ
「平成27年度公┈法人等検査点検᭩」をࡶとに㈈務会ィと法務関係について質応⟅とい࠺ᙧで行ࢃれ
ましたࠋ
　検査の⤖ᯝ、特に指・指導事㡯ࡾ࠶ࡣまࡏんでしたࠋ

ղ┘査法人┘査（୕会ィ社）
平成26年度 現金実査・Ჴ༺立会 平成27年4月2日・3日

下༙ᮇ┘査 平成27年5月25日・26日
決⟬┘査 平成27年6月9日・10日

平成27年度 上༙ᮇ┘査 平成28年1月26日・27日

��ᖹᡂ��ᖺᗘ㉎入≀ရ㸦���௨ୖの≀ရ㸧

௨上6つの㡯┠において
⏦ㄳ手⥆きを行った
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5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま

5月18日～21日 職員健診 862名実施

5月23日 ࡳんなでイキイキ健ᗣまつࡾ 一⯡᮶ሙ者310名ཷ付

7月4日 リフレッシュ研修

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアーAコース 県外医学生

10月24日・25日 がん診療に携ࢃる医師のための緩和ケア研修会 10名参加

11月18日～20日 職員健診 388名実施

3月25日 ධ社式

3月29日 新ධ職員研修～社会人としてのᚰᵓえ～

3月30日 新人職員研修～᥋㐝研修～ 

�� ᩥ活動࣭ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動࣭ࢸࣥࣛ࣎活動

ẖ月第一ᮌ᭙日　病院࿘㎶Ύᤲ活動　௵⣭௨上20名⛬度で活動

6月24日 鹿児島県赤十字血液センター

 ᙜ院リࢽアックセンター๓㥔㌴ሙにて集ᅋ献血 25名実施

11月26日 鹿児島赤十字血液センター献血

 ᙜ院リࢽアックセンター๓㥔㌴ሙにて集ᅋ献血 17人実施
 
�� 入院患者不在者投票ᐇ

4月12日執行 鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16名実施

2月28日執行 東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1名実施
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・へき地医療拠点病院運営㈝補助金

・医師臨床研修㈝等補助金

・がん診療連携拠点病院整ഛ事業補助金 

・࿘産ᮇ母子医療センター 

・病院内保育ᡤ運営補助事業

・産科医等☜保支援事業補助金　　　　

�� その他の活動報告

乳がん検診  154名ཷ付

乳がん検診  127名ཷ付

子宮がん検診  137名ཷ付

大腸がん検診  59名ཷ付

低線量CT肺がん検診 62名ཷ付

9月9日 ከᩘ傷病者Ⓨ生事ᨾ救急カ⦎における電ヰ連絡カ⦎

8月6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1名参加

9月9日 ከᩘ傷病者Ⓨ生事ᨾ救急カ⦎における電ヰ連絡カ⦎

10月5日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金 22,700円

12月28日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金  112,901円

11月28日 第4回九州・沖縄ブロック地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1名派遣

1月16日・17日　ALSOプロバイダーコース＠鹿児島  5名派遣

2月16日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館  5名派遣

3月12日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール  3名派遣

��ᩍ⫱研修�

10月24日 ᥋㐝マナー研修～電ヰ対応～ 事務部9名参加

1月27日 ᥋㐝サービス研修～外᮶診療❆ཱྀスタッフ研修～ 診療補助部22名・看護部2名参加

3月29日 新ධ職員研修～ビジネスマナー研修～ 診療補助部2名参加

3月30日 ᥋㐝サービス研修～外᮶診療❆ཱྀスタッフ研修～ 診療補助部18名参加

��会ィ┘ᰝ�

ձ公┈法人┘査
　鹿児島県の公┈法人┘査が平成27年10月14日に実施ࡉれたࠋ
　検査員ࡣ、保健福祉部の社会福祉課課長補佐1名と保健医療福祉課査1名のィ2名で、検査内ᐜࡣ
「平成27年度公┈法人等検査点検᭩」をࡶとに㈈務会ィと法務関係について質応⟅とい࠺ᙧで行ࢃれ
ましたࠋ
　検査の⤖ᯝ、特に指・指導事㡯ࡾ࠶ࡣまࡏんでしたࠋ

ղ┘査法人┘査（୕会ィ社）
平成26年度 現金実査・Ჴ༺立会 平成27年4月2日・3日

下༙ᮇ┘査 平成27年5月25日・26日
決⟬┘査 平成27年6月9日・10日

平成27年度 上༙ᮇ┘査 平成28年1月26日・27日

��ᖹᡂ��ᖺᗘ㉎入≀ရ㸦���௨ୖの≀ရ㸧

㉎ධ日

4 月 6 日

4月30日

6月23日

6月23日

7 月 7 日

7月13日

7月14日

8月31日

9月24日

9月28日

9月29日

9月29日

9月29日

9月30日

10月21日

10月29日

11月30日

12月17日

㉎ධရ

ビデオ㌾性㰯ဗႃ㙾性㰯ဗႃ㙾

体重ィ

スライサー

㉸㡢Ἴ⏬ീ診᩿⨨ձ

㉸㡢Ἴ⏬ീ診᩿⨨ղ

㯞㓉システム

㉸㡢Ἴ⏬ീ診᩿⨨ձ

㉸㡢Ἴ⏬ീ診᩿⨨ղ

⛣動ᆺデジタル式ỗ用
一体ᆺ;線㏱視診᩿⨨

⮬動採血管‽ഛ⨨（㸰ྎ）

ナビࢤーションࣘࢽット（㸰ྎ）

電動式骨手術器Ე

Ⰽ⣲レーザー

人工呼吸器（㸰ྎ）

婦人科用診療･ฎ⨨ྎ

医用内視㙾（㸰ྎ）

║科用手術ྎ

ホルタゎᯒ⨨

㉎ධ日

1月29日

1月29日

3月28日

3月31日

3月31日

3月31日

㉎ධရ

ᾐ㏱圧分ᯒ⨨

レࢮクトスコープ（㸰ྎ）

ᚤ生≀⏤᮶成分分ᯒ⨨

෭・෭ⶶᗜ

オーブン（㸰ྎ）

デジタル式歯科用
パノラマ; 線診᩿⨨
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�� 院ෆ⾜

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま

5月18日～21日 職員健診 862名実施

5月23日 ࡳんなでイキイキ健ᗣまつࡾ 一⯡᮶ሙ者310名ཷ付

7月4日 リフレッシュ研修

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアーAコース 県外医学生

10月24日・25日 がん診療に携ࢃる医師のための緩和ケア研修会 10名参加

11月18日～20日 職員健診 388名実施

3月25日 ධ社式

3月29日 新ධ職員研修～社会人としてのᚰᵓえ～

3月30日 新人職員研修～᥋㐝研修～ 

�� ᩥ活動࣭ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動࣭ࢸࣥࣛ࣎活動

ẖ月第一ᮌ᭙日　病院࿘㎶Ύᤲ活動　௵⣭௨上20名⛬度で活動

6月24日 鹿児島県赤十字血液センター

 ᙜ院リࢽアックセンター๓㥔㌴ሙにて集ᅋ献血 25名実施

11月26日 鹿児島赤十字血液センター献血

 ᙜ院リࢽアックセンター๓㥔㌴ሙにて集ᅋ献血 17人実施
 
�� 入院患者不在者投票ᐇ

4月12日執行 鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16名実施

2月28日執行 東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1名実施

�．ྛ ✀⿵ຓ㔠㛵ಀ

・へき地医療拠点病院運営㈝補助金

・医師臨床研修㈝等補助金

・がん診療連携拠点病院整ഛ事業補助金 

・࿘産ᮇ母子医療センター 

・病院内保育ᡤ運営補助事業

・産科医等☜保支援事業補助金　　　　

�� その他の活動報告

乳がん検診  154名ཷ付

乳がん検診  127名ཷ付

子宮がん検診  137名ཷ付

大腸がん検診  59名ཷ付

低線量CT肺がん検診 62名ཷ付

9月9日 ከᩘ傷病者Ⓨ生事ᨾ救急カ⦎における電ヰ連絡カ⦎

8月6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1名参加

9月9日 ከᩘ傷病者Ⓨ生事ᨾ救急カ⦎における電ヰ連絡カ⦎

≉グ㡯
� ᖹᡂ��ᖺ�᭶��᪥� ㉥ࢇࡷࡕᑓ⏝ᩆᛴ㌴02-2ࠕ.$�ྕࠖᑟ入
� �᭶��᪥� 㮵ඣᓥᕷ㏻ᒁ㊧ᆅඃඛ΅ᶒྲྀᚓ

10月5日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金 22,700円

12月28日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金  112,901円

11月28日 第4回九州・沖縄ブロック地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1名派遣

1月16日・17日　ALSOプロバイダーコース＠鹿児島  5名派遣

2月16日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館  5名派遣

3月12日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール  3名派遣

��ᩍ⫱研修�

10月24日 ᥋㐝マナー研修～電ヰ対応～ 事務部9名参加

1月27日 ᥋㐝サービス研修～外᮶診療❆ཱྀスタッフ研修～ 診療補助部22名・看護部2名参加

3月29日 新ධ職員研修～ビジネスマナー研修～ 診療補助部2名参加

3月30日 ᥋㐝サービス研修～外᮶診療❆ཱྀスタッフ研修～ 診療補助部18名参加

��会ィ┘ᰝ�

ձ公┈法人┘査
　鹿児島県の公┈法人┘査が平成27年10月14日に実施ࡉれたࠋ
　検査員ࡣ、保健福祉部の社会福祉課課長補佐1名と保健医療福祉課査1名のィ2名で、検査内ᐜࡣ
「平成27年度公┈法人等検査点検᭩」をࡶとに㈈務会ィと法務関係について質応⟅とい࠺ᙧで行ࢃれ
ましたࠋ
　検査の⤖ᯝ、特に指・指導事㡯ࡾ࠶ࡣまࡏんでしたࠋ

ղ┘査法人┘査（୕会ィ社）
平成26年度 現金実査・Ჴ༺立会 平成27年4月2日・3日

下༙ᮇ┘査 平成27年5月25日・26日
決⟬┘査 平成27年6月9日・10日

平成27年度 上༙ᮇ┘査 平成28年1月26日・27日

��ᖹᡂ��ᖺᗘ㉎入≀ရ㸦���௨ୖの≀ရ㸧

௨上6つの㡯┠において
⏦ㄳ手⥆きを行った

�� 院ෆ⾜
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��ᖹᡂ��ᖺᗘ㉎入≀ရ㸦���௨ୖの≀ရ㸧

㉎ධ日

4 月 6 日

4月30日

6月23日

6月23日

7 月 7 日

7月13日

7月14日

8月31日

9月24日

9月28日

9月29日

9月29日

9月29日

9月30日

10月21日

10月29日

11月30日

12月17日

㉎ධရ

ビデオ㌾性㰯ဗႃ㙾性㰯ဗႃ㙾

体重ィ

スライサー

㉸㡢Ἴ⏬ീ診᩿⨨ձ

㉸㡢Ἴ⏬ീ診᩿⨨ղ

㯞㓉システム

㉸㡢Ἴ⏬ീ診᩿⨨ձ

㉸㡢Ἴ⏬ീ診᩿⨨ղ

⛣動ᆺデジタル式ỗ用
一体ᆺ;線㏱視診᩿⨨

⮬動採血管‽ഛ⨨（㸰ྎ）

ナビࢤーションࣘࢽット（㸰ྎ）

電動式骨手術器Ე

Ⰽ⣲レーザー

人工呼吸器（㸰ྎ）

婦人科用診療･ฎ⨨ྎ

医用内視㙾（㸰ྎ）

║科用手術ྎ

ホルタゎᯒ⨨

㉎ධ日

1月29日

1月29日

3月28日

3月31日

3月31日

3月31日

㉎ධရ

ᾐ㏱圧分ᯒ⨨

レࢮクトスコープ（㸰ྎ）

ᚤ生≀⏤᮶成分分ᯒ⨨

෭・෭ⶶᗜ

オーブン（㸰ྎ）

デジタル式歯科用
パノラマ; 線診᩿⨨
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● 各会議

● 法令関連

● 医療安全

● 医療の質向上

● 教育研修推進

● 病院運営

● 地域サービス

会議・委員会活動報告 Ⅳ
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院ᴗົ㐠Ⴀ会議
ٞ 長 څࠓᴈ ঘయɺঢ 　報 告 લ ߒҰ［ձٞ׆ಈ報告］

࠙┠的ࠚ

総合医療推進にకい、病院運営上の実務についての連絡調整、意見集⣙をᅗࡾながら、よࡾ実したチーム

医療をᵓ⠏するࠋ

࠙ᮏ会議の㛤ദ ẖ月第　ࠉࠚ 2月᭙日　�18：00 ～ 19：30�

࠙ฟᖍ者ࠚ

理事長、院長、ྛ科部長、ྛ科医師、看護部長、看護師長、薬局長、放射線・検査技師長

療法士長、栄養管理課長、事務局長、事務部課長、ྛ㈐௵者

　本会議ࡣ、病院運営上において、原動ຊ的会議として⨨࡙けࡉれ、ẖ月1回開催ࡉれているྛࠋ科ྛ部

署よࡾの連絡事㡯、報࿌、ၥ㢟点、ᥦ等をᥦ議して、ከ㠃的な立ሙよࡾ検討しࠗよࡾ㐺ษな医療とサービ

スのᥦ౪࠘を┠ᶆにしているࠋ

　本年度ࡶከくの課㢟が検討ࡉれ、医療機能の質の向上・改ၿがᅗられたࠋ

　今回の一␒の┠⋢ࡣ、ᙜ院の念㢪で࠶った病院⛣㌿・新⠏のことで࠶るが、2月15日に鹿児島市交通局㊧

地においてඃඛ交΅ᶒを⋓ᚓしたことで࠶るࠋ老ᮙ化が⃭しく、職員࠺ࡶなるのか動向がὀ┠ࡉれていた

が、やっと㸯本の道➽ができた28ࠋ年度ࡣ、病院ᘓ⠏関係がなྲྀࡳ⤌ࡾとなっていくで࠺ࢁ࠶が、病院の

ᑗ᮶ീをしっかࡾ見ᴟめ、ࡉらなる地域医療に㈉献していく病院࡙くࡾを┠指していかなけれࡤならないࠋ

ࠋる࠶けに、士Ẽを高め、⛣㌿に向けて⢭進していくᚲせがࡔ全職員の協ຊが不ྍ欠となるࡣれにࡑ

　今後ࡶ、患者ᵝࡌࡣめ、地域医療関係機関へ、᭦なる㈉献向上に向けて、全職員一体となࡾྲྀ、ࡾ⤌んで

行きたいと考えるࠋ

Ӑᖺᗘの主な᳨ウ㡯ӑ

・ྛ部署からの現状実⦼報࿌　　　　　　　　　　・7対1、㹇㹁㹓ධ院ᩱ報࿌

・ྛ委員会からの報࿌　　　　　　　　　　　　　・ྛ講演会関係開催

・ධ支ฟ報࿌、✌働状ἣ報࿌　　　　　　　　　・在日ᩘ▷⦰、病床用⋡

・医療安全・院内感染対策　　　　　　　　　　　・インフル、ノロウィルス対策

・サマリー、診療グ㘓┘査、がんⓏ㘓報࿌　　　　・病院⛣㌿関係　　

⸆ጤဨ会
委員長 େٱอ Ұ　　報　告 ∁ڮ ਅཧ［๏ྩؔ࿈］

࠙┠的･┠ᶆ 採用薬の整理・後Ⓨရへのษ᭰えࠉࠚ

࠙ᵓᡂဨ ࠉࠚ

大ஂ保幸一　昇卓夫　中┠ᗣ彦　大ሙ一㑻　㔝ཱྀ᱇一　ᮎྜྷ美ὠ代　๓畠一　㧘ᶫ┿理

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

　平成27年度ࡣ、新規採用・๐㝖薬を審議する定ᮇの薬事委員会を第85回～88回まで4回開催したࠋ新規採

用薬34ࡣရ┠、新規採用にకい9ရ┠を๐㝖したࠋ

　平成26年診療報酬改定'PC機能評౯係ᩘϩの見┤しによࡾ、後Ⓨ医薬ရ係ᩘが新設ࡉれたことをཷけ、後

Ⓨ医薬ရへのษ᭰えを検討する薬剤をࡰẖ月ᥦ♧しているࠋ今年度ࡣ内᭹薬53剤、ὀ射薬29剤、外用剤6

剤のィ88剤を後Ⓨရへษ᭰えたࡑࠋの⤖ᯝ、後Ⓨ医薬ရ係ᩘࡣ平成27年度0�00832で࠶ったが、平成28年度

71�8㸣となࡣ⋠後Ⓨ医薬ရの使用合をᩘ量ベースで見た後Ⓨ医薬ရ⨨換ࠋ評౯上㝈್0�01058となったࡣ

ࠋ大ᖜに上昇したࡾ๓年度39�1㸣よ、ࡾ

　

　分子ᶆ的薬・生≀学的〇剤な高㢠な薬剤がቑえてきておࡾ、薬剤㈝ࡣ年ࠎቑ加しているࠋ๓年度とẚ㍑

した薬剤㈝のቑ加㢠ࡣ年度8,500円ࡔったが、今年度7,100ࡣ円で࠶ったࠋ医業ධに対する薬剤㈝⋡

ࠋ0�7㸣ቑ加し、12�5㸣となったࡾ年度よࡣ

　後Ⓨ医薬ရ係ᩘによる今年度の診療報酬をヨ⟬してࡳたࠋ平成27年度ᙜ院の後Ⓨ医薬ရ係ᩘ0�00832ࡣで

PCの1日平均ධ'、ࡾ࠶7,743名、全ධ院患者ᩘの94�6㸣でࡣ平成27年度ᙜ院の'PC対象患者ᩘࠋった࠶

55,730円、平均在院日ᩘ15�8日で࠶ったࠋこれらのデータよࡾ、後Ⓨ医薬ရ係ᩘ0�0832によるධࡣ年㛫

4,100円とヨ⟬ࡉれ、これࡣ'PC総ධの0�6㸣に࠶たるࠋ

　後Ⓨ医薬ရ係ᩘࡣ、加⟬上㝈の後Ⓨ医薬ရ⨨換⋡を現在の70㸣から80㸣にᘬ上ࡆることが検討ࡉれてい

るࠋ今後ࡶ定ᮇ的に後Ⓨ医薬ရへのษ᭰えと採用薬の㐺ṇ化を検討し、薬剤㈝のቑ加を少しでࡶᢚえられる

よ࠺ດめていきたいࠋ

後Ⓨ医ࠋて決められるࡌ平成26年10月から平成27年9月までの後Ⓨ医薬ရ⨨換⋡に応、ࡣ平成28年度の後Ⓨ医薬ရ指ᩘە
薬ရ⨨換⋡（㸻後Ⓨ医薬ရ使用ᩘ量／後ⓎရがⓎࡉれている医薬ရの使用ᩘ量　使用ᩘ量ࡣ薬౯༢）70㸣のሙ
合、後Ⓨ医薬ရ指ᩘ0�01058ࡣとなるࠋ

⸆㈝⋡�་ᴗ入ᑐࡿࡍ⸆㈝のྜ�⸆㈝ᑐࡿࡍᚋⓎရのྜࠉ๓ᖺᗘのẚ㍑

　

医 業  ධ

薬 剤 ㈝

薬 剤 ㈝ ⋡

後 Ⓨ ရ 金 㢠

後Ⓨရ合�金㢠�

後Ⓨ医薬ရ⨨換⋡
（๓年9月までの1年㛫の್）

後 Ⓨ 医 薬 ရ 係 ᩘ

合ィ

9,860,579,845

1,165,893,769

11�8㸣

103,785,429

8�90㸣

30�45㸣

0�00736

月平均

821,714,987

97,157,814

8,648,786

合ィ

9,895,557,926

1,236,925,856

12�5㸣

111,631,062

9�02㸣

39�18㸣

0�00832

71�8㸣

0�01058

月平均

824,629,827

103,077,154

9,302,589

平成26年度 平成27年度 平成28年度
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院ᴗົ㐠Ⴀ会議
ٞ 長 څࠓᴈ ঘయɺঢ 　報 告 લ ߒҰ［ձٞ׆ಈ報告］

࠙┠的ࠚ

総合医療推進にకい、病院運営上の実務についての連絡調整、意見集⣙をᅗࡾながら、よࡾ実したチーム

医療をᵓ⠏するࠋ

࠙ᮏ会議の㛤ദ ẖ月第　ࠉࠚ 2月᭙日　�18：00 ～ 19：30�

࠙ฟᖍ者ࠚ

理事長、院長、ྛ科部長、ྛ科医師、看護部長、看護師長、薬局長、放射線・検査技師長

療法士長、栄養管理課長、事務局長、事務部課長、ྛ㈐௵者

　本会議ࡣ、病院運営上において、原動ຊ的会議として⨨࡙けࡉれ、ẖ月1回開催ࡉれているྛࠋ科ྛ部

署よࡾの連絡事㡯、報࿌、ၥ㢟点、ᥦ等をᥦ議して、ከ㠃的な立ሙよࡾ検討しࠗよࡾ㐺ษな医療とサービ

スのᥦ౪࠘を┠ᶆにしているࠋ

　本年度ࡶከくの課㢟が検討ࡉれ、医療機能の質の向上・改ၿがᅗられたࠋ

　今回の一␒の┠⋢ࡣ、ᙜ院の念㢪で࠶った病院⛣㌿・新⠏のことで࠶るが、2月15日に鹿児島市交通局㊧

地においてඃඛ交΅ᶒを⋓ᚓしたことで࠶るࠋ老ᮙ化が⃭しく、職員࠺ࡶなるのか動向がὀ┠ࡉれていた

が、やっと㸯本の道➽ができた28ࠋ年度ࡣ、病院ᘓ⠏関係がなྲྀࡳ⤌ࡾとなっていくで࠺ࢁ࠶が、病院の

ᑗ᮶ീをしっかࡾ見ᴟめ、ࡉらなる地域医療に㈉献していく病院࡙くࡾを┠指していかなけれࡤならないࠋ

ࠋる࠶けに、士Ẽを高め、⛣㌿に向けて⢭進していくᚲせがࡔ全職員の協ຊが不ྍ欠となるࡣれにࡑ

　今後ࡶ、患者ᵝࡌࡣめ、地域医療関係機関へ、᭦なる㈉献向上に向けて、全職員一体となࡾྲྀ、ࡾ⤌んで

行きたいと考えるࠋ

Ӑᖺᗘの主な᳨ウ㡯ӑ

・ྛ部署からの現状実⦼報࿌　　　　　　　　　　・7対1、㹇㹁㹓ධ院ᩱ報࿌

・ྛ委員会からの報࿌　　　　　　　　　　　　　・ྛ講演会関係開催

・ධ支ฟ報࿌、✌働状ἣ報࿌　　　　　　　　　・在日ᩘ▷⦰、病床用⋡

・医療安全・院内感染対策　　　　　　　　　　　・インフル、ノロウィルス対策

・サマリー、診療グ㘓┘査、がんⓏ㘓報࿌　　　　・病院⛣㌿関係　　

⸆ጤဨ会
委員長 େٱอ Ұ　　報　告 ∁ڮ ਅཧ［๏ྩؔ࿈］

࠙┠的･┠ᶆ 採用薬の整理・後Ⓨရへのษ᭰えࠉࠚ

࠙ᵓᡂဨ ࠉࠚ

大ஂ保幸一　昇卓夫　中┠ᗣ彦　大ሙ一㑻　㔝ཱྀ᱇一　ᮎྜྷ美ὠ代　๓畠一　㧘ᶫ┿理

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

　平成27年度ࡣ、新規採用・๐㝖薬を審議する定ᮇの薬事委員会を第85回～88回まで4回開催したࠋ新規採

用薬34ࡣရ┠、新規採用にకい9ရ┠を๐㝖したࠋ

　平成26年診療報酬改定'PC機能評౯係ᩘϩの見┤しによࡾ、後Ⓨ医薬ရ係ᩘが新設ࡉれたことをཷけ、後

Ⓨ医薬ရへのษ᭰えを検討する薬剤をࡰẖ月ᥦ♧しているࠋ今年度ࡣ内᭹薬53剤、ὀ射薬29剤、外用剤6

剤のィ88剤を後Ⓨရへษ᭰えたࡑࠋの⤖ᯝ、後Ⓨ医薬ရ係ᩘࡣ平成27年度0�00832で࠶ったが、平成28年度

71�8㸣となࡣ⋠後Ⓨ医薬ရの使用合をᩘ量ベースで見た後Ⓨ医薬ရ⨨換ࠋ評౯上㝈್0�01058となったࡣ

ࠋ大ᖜに上昇したࡾ๓年度39�1㸣よ、ࡾ

　

　分子ᶆ的薬・生≀学的〇剤な高㢠な薬剤がቑえてきておࡾ、薬剤㈝ࡣ年ࠎቑ加しているࠋ๓年度とẚ㍑

した薬剤㈝のቑ加㢠ࡣ年度8,500円ࡔったが、今年度7,100ࡣ円で࠶ったࠋ医業ධに対する薬剤㈝⋡

ࠋ0�7㸣ቑ加し、12�5㸣となったࡾ年度よࡣ

　後Ⓨ医薬ရ係ᩘによる今年度の診療報酬をヨ⟬してࡳたࠋ平成27年度ᙜ院の後Ⓨ医薬ရ係ᩘ0�00832ࡣで

PCの1日平均ධ'、ࡾ࠶7,743名、全ධ院患者ᩘの94�6㸣でࡣ平成27年度ᙜ院の'PC対象患者ᩘࠋった࠶

55,730円、平均在院日ᩘ15�8日で࠶ったࠋこれらのデータよࡾ、後Ⓨ医薬ရ係ᩘ0�0832によるධࡣ年㛫

4,100円とヨ⟬ࡉれ、これࡣ'PC総ධの0�6㸣に࠶たるࠋ

　後Ⓨ医薬ရ係ᩘࡣ、加⟬上㝈の後Ⓨ医薬ရ⨨換⋡を現在の70㸣から80㸣にᘬ上ࡆることが検討ࡉれてい

るࠋ今後ࡶ定ᮇ的に後Ⓨ医薬ရへのษ᭰えと採用薬の㐺ṇ化を検討し、薬剤㈝のቑ加を少しでࡶᢚえられる

よ࠺ດめていきたいࠋ

後Ⓨ医ࠋて決められるࡌ平成26年10月から平成27年9月までの後Ⓨ医薬ရ⨨換⋡に応、ࡣ平成28年度の後Ⓨ医薬ရ指ᩘە
薬ရ⨨換⋡（㸻後Ⓨ医薬ရ使用ᩘ量／後ⓎရがⓎࡉれている医薬ရの使用ᩘ量　使用ᩘ量ࡣ薬౯༢）70㸣のሙ
合、後Ⓨ医薬ရ指ᩘ0�01058ࡣとなるࠋ

⸆㈝⋡�་ᴗ入ᑐࡿࡍ⸆㈝のྜ�⸆㈝ᑐࡿࡍᚋⓎရのྜࠉ๓ᖺᗘのẚ㍑

　

医 業  ධ

薬 剤 ㈝

薬 剤 ㈝ ⋡

後 Ⓨ ရ 金 㢠

後Ⓨရ合�金㢠�

後Ⓨ医薬ရ⨨換⋡
（๓年9月までの1年㛫の್）

後 Ⓨ 医 薬 ရ 係 ᩘ

合ィ

9,860,579,845

1,165,893,769

11�8㸣

103,785,429

8�90㸣

30�45㸣

0�00736

月平均

821,714,987

97,157,814

8,648,786

合ィ

9,895,557,926

1,236,925,856

12�5㸣

111,631,062

9�02㸣

39�18㸣

0�00832

71�8㸣

0�01058

月平均

824,629,827

103,077,154

9,302,589

平成26年度 平成27年度 平成28年度
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ປാᏳ⾨⏕ጤဨ会
委員長 ໂᜌ　 ༸　　報　告 લ ߒҰ［๏ྩؔ࿈］

࠙┠的ࠚ

職員の健ᗣ保ᣢ及び職ሙの⎔ቃ衛生の改ၿについてᚲせな事㡯を定め、職ሙの務能ຊを向上ࡏࡉるࠋ

࠙活動報告 ࠉࠚ

1� 労働⎔ቃ衛生、施設等の改ၿ

2� 職員の健ᗣ保ᣢの判定及び事務ฎ理に関する事

3� 職員の疾病予防に関する事

4� 常㣧食≀をᢅ࠺職員の保菌検査及び保健衛生や指導に関する事

5� 放射線技師及び放射線科に務する職員の保健衛生や指導に関する事

6� ኪを行࠺職員の保健衛生や指導に関する事

の衛生管理にᚲせな事ࡑ �7

࠙⥲ᣓࠚ

　今年度ࡶ例年お5、ࡾ月に全体の職員健ᗣ診᩿、11月に電㞳放射線・῝ኪ業務従事者健診、インフルエ

ンザ予防᥋種と予定をこなしたࠋ

　委員会の議㢟ࡣ、医師の㛫外集ィ表をẖ月報࿌し、状ἣᢕᥱ、ၥ㢟点改ၿ、㛫外㐣ከの医師にࡣスト

レスチェックを実施し、改ၿにດめたࠋ

　職員全員に対し、いよいよጞまるストレスチェックに重点を⨨き、職員向けにㄝ᫂会を開催し、意向をఛ

い、委員会でいࢁいࢁと検討してきたࠋすての業務を外部委託する᪉向で一⮴したⅭ、一␒いい手ẁ、い

い᪉法を検討し、実施していきたいとᛮࠋ࠺

　今年度ࡣ、職員の健ᗣに関する講演会を開催することがฟ᮶なかったため、1年に1回ࡣఱらかのテーマで

健ᗣをಁす講演会をしていきたいとᛮࠋ࠺

ಶே報ಖㆤ᥎㐍ጤဨ会
委員長 നᖛ　ߒ　　報　告 ౦　࢙و［๏ྩؔ࿈］

【ᵓ成員】

白濱 浩　昇 卓夫　⸨山 ࡾࡳ　ᒾ下 㑥子　༓田 Ύ美　ྜྷ‶ 実　平原 ༓代子

㣤అ 㡰一　⠛原 なつき　ኖ ᫂ఙ　上田平 美ᶞ　ඤ島 㑥幸　ᇼ　雅之　永 美⏤⣖　ᶓ路 ஂ美

松下 ᬛ美　上㔝 健人　新地 భ㈗　山内 ஂ法　東 ㈗史

　

　ᙜ委員会ࡣ、ẖ月第 3月᭙日༗後 5よࡾ開催しておࡾますࠋ

₃ὤながⓎ生しないよ࠺に、᭩㢮のධれ㛫㐪いや FA; 誤㏦ಙのないよ࠺に、職員同士によるダブルチェック

のᚭᗏを実施ࠋまた、職員による院内ᕠ視（年 2回）を実施し、ಶ人情報が患者ᵝに┠につきやすい部分がない

か☜ㄆし、指導、改ၿを行っておࡾますࠋ

　平成 27 年度ࡣ、ಶ人情報保護推進委員会、医療安全対策委員会合同の全職員対象研修会を開催するに࠶た

鹿児島県㆙ᐹ本部　生活⎔ቃ課　サイバー≢⨥対策ᐊ　ᢸᙜ者をおᣍきし、「インターネットの危㝤性と、ࡾ

対策」をテーマとして研修会を 5回実施しましたࠋ職員、職員家族へࡶ、インターネット使用の危㝤性や対策を

ࠋましたࡾᚓる良い研修会となࡾ▱

　今後ࡶ研修会を開催し、職員教育、₃ὤ防止を行っていく予定ですࠋ

㜵ⅆᑐ⟇ጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ࠤʑ क［๏ྩؔ࿈］

࠙┠的ࠚ

ⅆ⅏の予防及びⅆ⅏Ⓨ生の対応について、日常的に職員の防ⅆ意㆑の高ᥭと

防ⅆカ⦎の立・ィ⏬・実施等によࡾ、患者ᵝ・職員の人をᏲる事を᭱大の┠的とするࠋ

　本委員会の第一┠ᶆࡣ、ⅆ⅏Ⓨ生のึᮇ消ⅆと患者ᵝの人救助で࠶るࠋ
　日常においてࡣ、消ⅆ設ഛ、㠀常ベルの⨨、㑊㞴⤒路の☜保及び࿘▱、ᗯ下の≀ရ管理、消ⅆ設ഛ・防
ⅆᡞの๓に≀を⨨かない等、職員の防ⅆ意㆑向上をᅗることで࠶るࠋ
　今年度ࡶ、鹿児島市消防局中央消防署上町分遣隊立ࡕ合いのࡶと、消防への通報・ึᮇ消ⅆ・㑊㞴ㄏ導の
防ⅆ総合カ⦎を㸰回実施したࠋカ⦎でࡣ、患者の㑊㞴ㄏ導・ᢸᯫによるᦙฟ᪉法なまࡔまࡔ改ၿがᚲせで
ࠋい᪉法の࿘▱をᅗったᢅࡾまた、実㝿に消ⅆ器を使用した消ⅆカ⦎を行いྲྀࠋる࠶
　今後ࡶ、ⅆ⅏予防の意㆑と実㝿のⅆ⅏に職員がⴠࡕ╔いて行動、判᩿ฟ᮶るよ࠺基本的なカ⦎ࡣᛰらࡎ
本委員会を通ࡌて、職員一人一人の防ⅆ意㆑の向上にດめたいࠋ

࠙ᵓᡂဨ 病院長　ࠚ �委員長 �、事務長、看護部長、看護部長、ྛ 部ⅆඖ㈐௵者 �26 名 �

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの主な活動ࠚ

 㹆27�4 鹿児島市⮬衛防ⅆ協会定ᮇ総会　�事務長ฟᖍ�
 4�28 本委員会開催　�27名ฟᖍ�
 5�13～5�16 消防設ഛ機器点検　�4日㛫�
 5�28 㛫定防ⅆカ⦎実施　�通報・ึᮇ消ⅆ・㑊㞴ㄏ導�　118名参加
  消ⅆ器ྲྀᢅい　�6名実施�
 6�30 防ⅆカ⦎反省会　�24名ฟᖍ�
 10�22 中央消防署査ᐹ
 10�26 本委員会開催　�24名ฟᖍ�
 11�13 第54回⮬衛消防隊消ⅆ➇技会ฟሙ　（⏨子3名、ዪ子3名）
 11�26 㛫定防ⅆカ⦎実施　�通報・ึᮇ消ⅆ・㑊㞴ㄏ導�　125名参加

 11�2～11�6 消防設ഛ総合点検　�5日㛫�       

㦂ᑂᰝጤဨ会
委員長 ੜ തٱ　　報　告 લി Ұ༑［๏ྩؔ࿈］

　年度にᘬき⥆き、新日本科学臨床薬理研究ᡤが SMO（治㦂施設支援機関）として参加して㡬きましたࠋ委員

会に関してࡣẖ月開催していますࠋ

本年度のᙜ施設における審査対象ヨ㦂

˔�和会クリࢽック⚄⤒内科実施ヨ㦂

キッセイ薬ရ工業株式会社の౫㢗による ߦ .PS�0373 の⬨㧊小⬻ኚ性症患者を対象とした長ᮇ

⥅⥆投ヨ㦂 >第Ϫ相ヨ㦂 @

大日本ఫ〇薬株式会社౫㢗による、A'�810N ߦ のパーキンࢯン病を対象とした二重┣検群㛫ẚ

㍑による検証的ヨ㦂 >第Ϫ相ヨ㦂 @

日本セルࣦィエ株式会社౫㢗によるアルツハイマーᆺㄆ▱症患者を対象とした ߦ S47445 の第

ϩ相ヨ㦂

　今給㯪総合病院実施ヨ㦂ࡣ年度 1ヨ㦂に対し、本年度ࡣ 0ヨ㦂でࡾ࠶、和会クリࢽック実施ヨ㦂ࡣ年

度と同ᵝ 3ヨ㦂で࠶ったࠋまた、院外からの審査౫㢗ヨ㦂ᩘࡣ年度 3ヨ㦂に対し、本年度ࡣ 4ヨ㦂で࠶ったࠋ

　審査౫㢗施設としてࡣ、川原Ἢᒀ器科、天保山内科で࠶ったࠋ

　᮶年度ࡣᙜ院、和会クリࢽックでの実施治㦂ᩘのቑ加及び外部医療機関の治㦂審査౫㢗ᩘのቑ加にດめ

ていきたいと考えますࠋ
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ປാᏳ⾨⏕ጤဨ会
委員長 ໂᜌ　 ༸　　報　告 લ ߒҰ［๏ྩؔ࿈］

࠙┠的ࠚ

職員の健ᗣ保ᣢ及び職ሙの⎔ቃ衛生の改ၿについてᚲせな事㡯を定め、職ሙの務能ຊを向上ࡏࡉるࠋ

࠙活動報告 ࠉࠚ

1� 労働⎔ቃ衛生、施設等の改ၿ

2� 職員の健ᗣ保ᣢの判定及び事務ฎ理に関する事

3� 職員の疾病予防に関する事

4� 常㣧食≀をᢅ࠺職員の保菌検査及び保健衛生や指導に関する事

5� 放射線技師及び放射線科に務する職員の保健衛生や指導に関する事

6� ኪを行࠺職員の保健衛生や指導に関する事

の衛生管理にᚲせな事ࡑ �7

࠙⥲ᣓࠚ

　今年度ࡶ例年お5、ࡾ月に全体の職員健ᗣ診᩿、11月に電㞳放射線・῝ኪ業務従事者健診、インフルエ

ンザ予防᥋種と予定をこなしたࠋ

　委員会の議㢟ࡣ、医師の㛫外集ィ表をẖ月報࿌し、状ἣᢕᥱ、ၥ㢟点改ၿ、㛫外㐣ከの医師にࡣスト

レスチェックを実施し、改ၿにດめたࠋ

　職員全員に対し、いよいよጞまるストレスチェックに重点を⨨き、職員向けにㄝ᫂会を開催し、意向をఛ

い、委員会でいࢁいࢁと検討してきたࠋすての業務を外部委託する᪉向で一⮴したⅭ、一␒いい手ẁ、い

い᪉法を検討し、実施していきたいとᛮࠋ࠺

　今年度ࡣ、職員の健ᗣに関する講演会を開催することがฟ᮶なかったため、1年に1回ࡣఱらかのテーマで

健ᗣをಁす講演会をしていきたいとᛮࠋ࠺

ಶே報ಖㆤ᥎㐍ጤဨ会
委員長 നᖛ　ߒ　　報　告 ౦　࢙و［๏ྩؔ࿈］

【ᵓ成員】

白濱 浩　昇 卓夫　⸨山 ࡾࡳ　ᒾ下 㑥子　༓田 Ύ美　ྜྷ‶ 実　平原 ༓代子

㣤అ 㡰一　⠛原 なつき　ኖ ᫂ఙ　上田平 美ᶞ　ඤ島 㑥幸　ᇼ　雅之　永 美⏤⣖　ᶓ路 ஂ美

松下 ᬛ美　上㔝 健人　新地 భ㈗　山内 ஂ法　東 ㈗史

　

　ᙜ委員会ࡣ、ẖ月第 3月᭙日༗後 5よࡾ開催しておࡾますࠋ

₃ὤながⓎ生しないよ࠺に、᭩㢮のධれ㛫㐪いや FA; 誤㏦ಙのないよ࠺に、職員同士によるダブルチェック

のᚭᗏを実施ࠋまた、職員による院内ᕠ視（年 2回）を実施し、ಶ人情報が患者ᵝに┠につきやすい部分がない

か☜ㄆし、指導、改ၿを行っておࡾますࠋ

　平成 27 年度ࡣ、ಶ人情報保護推進委員会、医療安全対策委員会合同の全職員対象研修会を開催するに࠶た

鹿児島県㆙ᐹ本部　生活⎔ቃ課　サイバー≢⨥対策ᐊ　ᢸᙜ者をおᣍきし、「インターネットの危㝤性と、ࡾ

対策」をテーマとして研修会を 5回実施しましたࠋ職員、職員家族へࡶ、インターネット使用の危㝤性や対策を

ࠋましたࡾᚓる良い研修会となࡾ▱

　今後ࡶ研修会を開催し、職員教育、₃ὤ防止を行っていく予定ですࠋ

㜵ⅆᑐ⟇ጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ࠤʑ क［๏ྩؔ࿈］

࠙┠的ࠚ

ⅆ⅏の予防及びⅆ⅏Ⓨ生の対応について、日常的に職員の防ⅆ意㆑の高ᥭと

防ⅆカ⦎の立・ィ⏬・実施等によࡾ、患者ᵝ・職員の人をᏲる事を᭱大の┠的とするࠋ

　本委員会の第一┠ᶆࡣ、ⅆ⅏Ⓨ生のึᮇ消ⅆと患者ᵝの人救助で࠶るࠋ
　日常においてࡣ、消ⅆ設ഛ、㠀常ベルの⨨、㑊㞴⤒路の☜保及び࿘▱、ᗯ下の≀ရ管理、消ⅆ設ഛ・防
ⅆᡞの๓に≀を⨨かない等、職員の防ⅆ意㆑向上をᅗることで࠶るࠋ
　今年度ࡶ、鹿児島市消防局中央消防署上町分遣隊立ࡕ合いのࡶと、消防への通報・ึᮇ消ⅆ・㑊㞴ㄏ導の
防ⅆ総合カ⦎を㸰回実施したࠋカ⦎でࡣ、患者の㑊㞴ㄏ導・ᢸᯫによるᦙฟ᪉法なまࡔまࡔ改ၿがᚲせで
ࠋい᪉法の࿘▱をᅗったᢅࡾまた、実㝿に消ⅆ器を使用した消ⅆカ⦎を行いྲྀࠋる࠶
　今後ࡶ、ⅆ⅏予防の意㆑と実㝿のⅆ⅏に職員がⴠࡕ╔いて行動、判᩿ฟ᮶るよ࠺基本的なカ⦎ࡣᛰらࡎ
本委員会を通ࡌて、職員一人一人の防ⅆ意㆑の向上にດめたいࠋ

࠙ᵓᡂဨ 病院長　ࠚ �委員長 �、事務長、看護部長、看護部長、ྛ 部ⅆඖ㈐௵者 �26 名 �

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの主な活動ࠚ

 㹆27�4 鹿児島市⮬衛防ⅆ協会定ᮇ総会　�事務長ฟᖍ�
 4�28 本委員会開催　�27名ฟᖍ�
 5�13～5�16 消防設ഛ機器点検　�4日㛫�
 5�28 㛫定防ⅆカ⦎実施　�通報・ึᮇ消ⅆ・㑊㞴ㄏ導�　118名参加
  消ⅆ器ྲྀᢅい　�6名実施�
 6�30 防ⅆカ⦎反省会　�24名ฟᖍ�
 10�22 中央消防署査ᐹ
 10�26 本委員会開催　�24名ฟᖍ�
 11�13 第54回⮬衛消防隊消ⅆ➇技会ฟሙ　（⏨子3名、ዪ子3名）
 11�26 㛫定防ⅆカ⦎実施　�通報・ึᮇ消ⅆ・㑊㞴ㄏ導�　125名参加

 11�2～11�6 消防設ഛ総合点検　�5日㛫�       

㦂ᑂᰝጤဨ会
委員長 ੜ തٱ　　報　告 લി Ұ༑［๏ྩؔ࿈］

　年度にᘬき⥆き、新日本科学臨床薬理研究ᡤが SMO（治㦂施設支援機関）として参加して㡬きましたࠋ委員

会に関してࡣẖ月開催していますࠋ

本年度のᙜ施設における審査対象ヨ㦂

˔�和会クリࢽック⚄⤒内科実施ヨ㦂

キッセイ薬ရ工業株式会社の౫㢗による ߦ .PS�0373 の⬨㧊小⬻ኚ性症患者を対象とした長ᮇ

⥅⥆投ヨ㦂 >第Ϫ相ヨ㦂 @

大日本ఫ〇薬株式会社౫㢗による、A'�810N ߦ のパーキンࢯン病を対象とした二重┣検群㛫ẚ

㍑による検証的ヨ㦂 >第Ϫ相ヨ㦂 @

日本セルࣦィエ株式会社౫㢗によるアルツハイマーᆺㄆ▱症患者を対象とした ߦ S47445 の第

ϩ相ヨ㦂

　今給㯪総合病院実施ヨ㦂ࡣ年度 1ヨ㦂に対し、本年度ࡣ 0ヨ㦂でࡾ࠶、和会クリࢽック実施ヨ㦂ࡣ年

度と同ᵝ 3ヨ㦂で࠶ったࠋまた、院外からの審査౫㢗ヨ㦂ᩘࡣ年度 3ヨ㦂に対し、本年度ࡣ 4ヨ㦂で࠶ったࠋ

　審査౫㢗施設としてࡣ、川原Ἢᒀ器科、天保山内科で࠶ったࠋ

　᮶年度ࡣᙜ院、和会クリࢽックでの実施治㦂ᩘのቑ加及び外部医療機関の治㦂審査౫㢗ᩘのቑ加にດめ

ていきたいと考えますࠋ
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་⒪ࢫ࢞タഛᏳ⟶⌮ጤဨ会
委員長 ໂᜌ　༸　　報　告 ถ ਖ਼ࢤ［๏ྩؔ࿈］

࠙Ⅼ᳨活動ᐇ⦼ࠚ

㸨エチレンオキシド・ホルマリンస業⎔ቃ 定　5月･11 月 � 年㸰回

㸨医療ガス㓄管設ഛ年ḟ点検　12 月 �㸲日㛫  㸨高Ẽ圧㓟⣲治療⨨点検 12 月 �㸰日㛫　

㸨㸵トン C( タンク（液体㓟⣲）点検 �㸰月　  㸨新人看護師医療ガス研修 �3 月

㸨医療ガス設ഛ安全管理委員会 �3 月

㸨医療ガスの使用量ࡣ病院のࡾ上ࡆにẚ例しますࠋ
࠙┠的、┠ᶆ】　医療ガスの安全及び管理について審議し決定し௨て医療事ᨾ防止をᅗる

࠙ጤဨ会議㘓  ࠚ           

1㸬4� サツマ㓟⣲工業の点検の指事㡯に㹍㹎ᐊの✵Ẽリール式アウトレットホースの⤒年ຎ化による交換
 ࠋのくらいですかࡣ今までの交換実⦼とホースの対応年ᩘࠋれましたかࡉ実施ࡣ

A.アウトレットホース୕ࡣ重ᵓ㐀になっておࡾますࠋ現在ࡣホースをᢡࡾ᭤ࡆた点検で表㠃のひびれを
☜ㄆできる⛬度の状ែでホースなにὤれなࡾ࠶ࡣまࡏんࠋ今まで✵Ẽリール式アウトレットホース
の交換のグ㘓ࡶなく、ಙ㢗性に欠く点ࡾ࠶ࡶますので、交換の‽ഛをしたいとᛮいますࠋホースの⪏ஂ年
ࠋんࡏお⟅えできまࡣれるので一ᴫに年ᩘࡉ使用⎔ቃにᕥྑࡣᩘ

2�4� アウトレットパッキン交換をከᩘࡉれておࡾますが、のよ࠺な基‽で交換をࡉれていますか、また点検
から交換実施までのᮇ㛫が✵いているのࡣఱᨾですかࠋ       

A㸬月例点検で₃れ⟠ᡤを見つけて交換することࡾ࠶ࡶますが、ࡑのとんが病Ჷからの連絡によるとこ
本体交換で対ฎしているのが現ࡣしくࡶ、特になく、ὤれたらパッキン交換ࡣ‽交換の基ࠋますࡾ࠶にࢁ
状ですࠋ現在ࡶ㸱東特定ᐊの✵Ẽアウトレットパッキン交換がฟ᮶ておࡾまࡏんࠋ理⏤としてࡣ交換対象
のアウトレットを使用している患者ᵝが人工呼吸器を使用中で࠶ることですࠋ病Ჷ師長にࡣパッキン交
換がᚲせで࠶ることࡣ報࿌῭ࡳで、連絡ᚅࡕですࠋ交換ࡣ㸱㝵病Ჷの圧⦰✵Ẽ㏦Ẽバルブを㐽᩿するᚲ
せがࡾ࠶、㸱西・㸱中央病Ჷの圧⦰✵Ẽの使用状ἣのවࡡ合いࡾ࠶ࡶますのでྛ病Ჷとࡶ事๓に☜ㄆ・
‽ഛをしたいとᛮいますࠋ     

3㸬4�㸳分㛫電の予定日ࡣ決まࡾましたか
A㸬5月 21 日ですࠋ　㰻⸨ࡉんよࡾ　ձ㸬全にᙜ病院のⓎ電機能をኻったሙ合ࡣ吸ᘬポンプ・圧⦰✵Ẽな
ンベのⰍが共に࣎ンベと❅⣲࣎ղ㸬✵Ẽ　ࠋますࡾ౪給が不ྍ能になࡣのࡶの電Ẽでࣔーター㥑動する
⅊Ⰽで᥋⥆᪉法ࡶ同ࡌですࠋ十分な☜ㄆྲྀࡾ㐪えのないよ࠺にをお㢪いしますࠋ�対策：✵Ẽのࡳᮐࡾ࠶）

4� 医療ガスྲྀᢅい講習会を 2015 年 3 月 29 日に新人看護師対象に行いますࠋ新人看護師対象とࡾ࠶ますが  
講習の参加に制㝈ࡾ࠶ࡣまࡏんので、興味の࠶る᪉ࡣ参加してくࡉࡔいࠋ

27 年度委員会日：3月 18 日 16:00ࠥ17：00 7 㝵カンフレンスᐊ

役付委員ཪࡣ役

委員長・・・・・総括㈐௵者

委員長

委員長

委員（┘╩㈐௵者）

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

名　๓

∹ ⚰ 　 洋

ụ 田　⪔ ⮬

᭷ ᮧ　ᬛ 代

田 中　ⱥ ᶞ

東　美 ὠ 子

田中　かすࡳ

⸨山　ࡾࡳ

㰻 ⸨　ㅬ 一

ᆏ ཱྀ ⪷ 治

寿 　 ᫂ ఙ

米 ┒　ṇ ᚿ

病院内職務名

院長

㯞㓉科部長

看護部長

施設課長

サプライ師長

IC 師長

看護部長

臨床工学部 技士長

事務局

薬剤師

施設課

欠ᖍ理⏤

⥭急手術

ฟᙇ

病欠

ฟᖍ者：㸯㸮名　　欠ᖍ：㸯名　　　　代理ฟᖍ㸰名 　 ⸨山 Ѝ ᒾ下　　ᆏཱྀ Ѝ ㉺㛫

ฟᖍ者名⡙

ᰤ㣴⟶⌮ጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ্ฏా 美थ［๏ྩؔ࿈］

࠙┠����的 患者栄養管理の内ᐜ実、栄養管理業務の改ၿ向上ࠉࠚ

࠙会議ෆᐜ 院内⣙᮰食事⟢・ධ院患者のႴዲ調査に関する事㡯ࠉࠚ

ධ院及び外᮶患者ᵝの栄養指導に関する事㡯

栄養管理及び給食管理業務に関する事㡯

NST・医療安全管理に関連する事㡯

電子カルテ使用に関する事㡯

給食委託管理、委託連携に関する事㡯

࠙ᵓᡂဨ 院長・事務長・看護部長・看護部長　　ࠚ 2名・病Ჷ師長 5名

栄養管理部課長（管理栄養士）1名・㹌㹑㹒専従管理栄養士 1名

給食委託管理部 1名・栄養士チーフ 1名・調理スタッフ 1名

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの活動ෆᐜཬࠚࡳ⤌ࡾྲྀࡧ

㸻平成 27 年㸻

 㸲月 食事摂ྲྀ基‽改定のポイント（2015 年度∧）、食塩量ᘬき下ࡆについて

  年㱋ᵓ成及び加重平均栄養ᡤせ量の見┤し・院内⣙᮰食事⟢の規⣙一部改定

 㸳月 ๓年度インシデントアクシデント報࿌及び対策

 㸴月 第 1回エレベーター工事における給食ᥦ౪シミュレーション及び分ᢸస業☜ㄆ

 㸵月 第 2回エレベーター工事における給食ᥦ౪シミュレーション及び分ᢸస業☜ㄆ

  食ရアレルࢠー対応について（☜ㄆ᪉法の再☜ㄆ・業務フロー改定）

 㸶月 食事アンケート調査実施（全病Ჷの一⯡常食・全⢛食の᪉を対象）

  エレベーター工事対応における食事ᥦ౪（実施後の反省を㋃まえ）

 㸷月 食事アンケート⤖ᯝ報࿌（㓄ᕸᩘ 90 名、回⟅ᩘ 77 名：回⋡ 86㸣）

  ⅏ᐖ対策（AFtion CDrG　栄養管理部用స成）

  ⅏ᐖഛ食ရのヨ食及び㉎ධ‽ഛ

 10 月 ノロウイルス対策ᙉ化・感染ᣑ大防止策検討

 11 月 ⅏ᐖ対策（AFtion CDrG 一部改定）

  ワーフリン内᭹におけるే用⚗ᚷ対策

 12 月 外᮶栄養指導౫㢗௳ᩘቑ加に対するྲྀࡳ⤌ࡾについて

㸻平成 28 年㸻

 㸯月 食事アンケート実施（平成 28 年 1 月 26 日㓄ᕸ）

  給食部門┤営化の進ᤖ状ἣ報࿌

 㸰月 ⅏ᐖ食事ᥦ౪についてのྲྀࡳ⤌ࡾ（パン食‽ഛ）

  食事オーダー⥾ษࡾ㛫についての検討（3月 9日よࡾኚ᭦）

 㸱月 པᡣ大ᆺ機器導ධ検討（スチームコンベクション、ブラストチラー、チルドᗜ）

  給食部門┤営化に向けた‽ഛ及び報࿌事㡯

  食事アンケート⤖ᯝ報࿌（㓄ᕸᩘ 105 名、回⟅ᩘ 83 名：回⋡ 79�0㸣）
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་⒪ࢫ࢞タഛᏳ⟶⌮ጤဨ会
委員長 ໂᜌ　༸　　報　告 ถ ਖ਼ࢤ［๏ྩؔ࿈］

࠙Ⅼ᳨活動ᐇ⦼ࠚ

㸨エチレンオキシド・ホルマリンస業⎔ቃ 定　5月･11 月 � 年㸰回

㸨医療ガス㓄管設ഛ年ḟ点検　12 月 �㸲日㛫  㸨高Ẽ圧㓟⣲治療⨨点検 12 月 �㸰日㛫　

㸨㸵トン C( タンク（液体㓟⣲）点検 �㸰月　  㸨新人看護師医療ガス研修 �3 月

㸨医療ガス設ഛ安全管理委員会 �3 月

㸨医療ガスの使用量ࡣ病院のࡾ上ࡆにẚ例しますࠋ
࠙┠的、┠ᶆ】　医療ガスの安全及び管理について審議し決定し௨て医療事ᨾ防止をᅗる

࠙ጤဨ会議㘓  ࠚ           

1㸬4� サツマ㓟⣲工業の点検の指事㡯に㹍㹎ᐊの✵Ẽリール式アウトレットホースの⤒年ຎ化による交換
 ࠋのくらいですかࡣ今までの交換実⦼とホースの対応年ᩘࠋれましたかࡉ実施ࡣ

A.アウトレットホース୕ࡣ重ᵓ㐀になっておࡾますࠋ現在ࡣホースをᢡࡾ᭤ࡆた点検で表㠃のひびれを
☜ㄆできる⛬度の状ែでホースなにὤれなࡾ࠶ࡣまࡏんࠋ今まで✵Ẽリール式アウトレットホース
の交換のグ㘓ࡶなく、ಙ㢗性に欠く点ࡾ࠶ࡶますので、交換の‽ഛをしたいとᛮいますࠋホースの⪏ஂ年
ࠋんࡏお⟅えできまࡣれるので一ᴫに年ᩘࡉ使用⎔ቃにᕥྑࡣᩘ

2�4� アウトレットパッキン交換をከᩘࡉれておࡾますが、のよ࠺な基‽で交換をࡉれていますか、また点検
から交換実施までのᮇ㛫が✵いているのࡣఱᨾですかࠋ       

A㸬月例点検で₃れ⟠ᡤを見つけて交換することࡾ࠶ࡶますが、ࡑのとんが病Ჷからの連絡によるとこ
本体交換で対ฎしているのが現ࡣしくࡶ、特になく、ὤれたらパッキン交換ࡣ‽交換の基ࠋますࡾ࠶にࢁ
状ですࠋ現在ࡶ㸱東特定ᐊの✵Ẽアウトレットパッキン交換がฟ᮶ておࡾまࡏんࠋ理⏤としてࡣ交換対象
のアウトレットを使用している患者ᵝが人工呼吸器を使用中で࠶ることですࠋ病Ჷ師長にࡣパッキン交
換がᚲせで࠶ることࡣ報࿌῭ࡳで、連絡ᚅࡕですࠋ交換ࡣ㸱㝵病Ჷの圧⦰✵Ẽ㏦Ẽバルブを㐽᩿するᚲ
せがࡾ࠶、㸱西・㸱中央病Ჷの圧⦰✵Ẽの使用状ἣのවࡡ合いࡾ࠶ࡶますのでྛ病Ჷとࡶ事๓に☜ㄆ・
‽ഛをしたいとᛮいますࠋ     

3㸬4�㸳分㛫電の予定日ࡣ決まࡾましたか
A㸬5月 21 日ですࠋ　㰻⸨ࡉんよࡾ　ձ㸬全にᙜ病院のⓎ電機能をኻったሙ合ࡣ吸ᘬポンプ・圧⦰✵Ẽな
ンベのⰍが共に࣎ンベと❅⣲࣎ղ㸬✵Ẽ　ࠋますࡾ౪給が不ྍ能になࡣのࡶの電Ẽでࣔーター㥑動する
⅊Ⰽで᥋⥆᪉法ࡶ同ࡌですࠋ十分な☜ㄆྲྀࡾ㐪えのないよ࠺にをお㢪いしますࠋ�対策：✵Ẽのࡳᮐࡾ࠶）

4� 医療ガスྲྀᢅい講習会を 2015 年 3 月 29 日に新人看護師対象に行いますࠋ新人看護師対象とࡾ࠶ますが  
講習の参加に制㝈ࡾ࠶ࡣまࡏんので、興味の࠶る᪉ࡣ参加してくࡉࡔいࠋ

27 年度委員会日：3月 18 日 16:00ࠥ17：00 7 㝵カンフレンスᐊ

役付委員ཪࡣ役

委員長・・・・・総括㈐௵者

委員長

委員長

委員（┘╩㈐௵者）

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

名　๓

∹ ⚰ 　 洋

ụ 田　⪔ ⮬

᭷ ᮧ　ᬛ 代

田 中　ⱥ ᶞ

東　美 ὠ 子

田中　かすࡳ

⸨山　ࡾࡳ

㰻 ⸨　ㅬ 一

ᆏ ཱྀ ⪷ 治

寿 　 ᫂ ఙ

米 ┒　ṇ ᚿ

病院内職務名

院長

㯞㓉科部長

看護部長

施設課長

サプライ師長

IC 師長

看護部長

臨床工学部 技士長

事務局

薬剤師

施設課

欠ᖍ理⏤

⥭急手術

ฟᙇ

病欠

ฟᖍ者：㸯㸮名　　欠ᖍ：㸯名　　　　代理ฟᖍ㸰名 　 ⸨山 Ѝ ᒾ下　　ᆏཱྀ Ѝ ㉺㛫

ฟᖍ者名⡙

ᰤ㣴⟶⌮ጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ্ฏా 美थ［๏ྩؔ࿈］

࠙┠����的 患者栄養管理の内ᐜ実、栄養管理業務の改ၿ向上ࠉࠚ

࠙会議ෆᐜ 院内⣙᮰食事⟢・ධ院患者のႴዲ調査に関する事㡯ࠉࠚ

ධ院及び外᮶患者ᵝの栄養指導に関する事㡯

栄養管理及び給食管理業務に関する事㡯

NST・医療安全管理に関連する事㡯

電子カルテ使用に関する事㡯

給食委託管理、委託連携に関する事㡯

࠙ᵓᡂဨ 院長・事務長・看護部長・看護部長　　ࠚ 2名・病Ჷ師長 5名

栄養管理部課長（管理栄養士）1名・㹌㹑㹒専従管理栄養士 1名

給食委託管理部 1名・栄養士チーフ 1名・調理スタッフ 1名

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの活動ෆᐜཬࠚࡳ⤌ࡾྲྀࡧ

㸻平成 27 年㸻

 㸲月 食事摂ྲྀ基‽改定のポイント（2015 年度∧）、食塩量ᘬき下ࡆについて

  年㱋ᵓ成及び加重平均栄養ᡤせ量の見┤し・院内⣙᮰食事⟢の規⣙一部改定

 㸳月 ๓年度インシデントアクシデント報࿌及び対策

 㸴月 第 1回エレベーター工事における給食ᥦ౪シミュレーション及び分ᢸస業☜ㄆ

 㸵月 第 2回エレベーター工事における給食ᥦ౪シミュレーション及び分ᢸస業☜ㄆ

  食ရアレルࢠー対応について（☜ㄆ᪉法の再☜ㄆ・業務フロー改定）

 㸶月 食事アンケート調査実施（全病Ჷの一⯡常食・全⢛食の᪉を対象）

  エレベーター工事対応における食事ᥦ౪（実施後の反省を㋃まえ）

 㸷月 食事アンケート⤖ᯝ報࿌（㓄ᕸᩘ 90 名、回⟅ᩘ 77 名：回⋡ 86㸣）

  ⅏ᐖ対策（AFtion CDrG　栄養管理部用స成）

  ⅏ᐖഛ食ရのヨ食及び㉎ධ‽ഛ

 10 月 ノロウイルス対策ᙉ化・感染ᣑ大防止策検討

 11 月 ⅏ᐖ対策（AFtion CDrG 一部改定）

  ワーフリン内᭹におけるే用⚗ᚷ対策

 12 月 外᮶栄養指導౫㢗௳ᩘቑ加に対するྲྀࡳ⤌ࡾについて

㸻平成 28 年㸻

 㸯月 食事アンケート実施（平成 28 年 1 月 26 日㓄ᕸ）

  給食部門┤営化の進ᤖ状ἣ報࿌

 㸰月 ⅏ᐖ食事ᥦ౪についてのྲྀࡳ⤌ࡾ（パン食‽ഛ）

  食事オーダー⥾ษࡾ㛫についての検討（3月 9日よࡾኚ᭦）

 㸱月 པᡣ大ᆺ機器導ධ検討（スチームコンベクション、ブラストチラー、チルドᗜ）

  給食部門┤営化に向けた‽ഛ及び報࿌事㡯

  食事アンケート⤖ᯝ報࿌（㓄ᕸᩘ 105 名、回⟅ᩘ 83 名：回⋡ 79�0㸣）
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ᨺᑕ⥺Ᏻ⟶⌮ጤဨ会
委員長 தᜌ ٱ彦　　報　告 ࣨ ७Ұ［๏ྩؔ࿈］

【┠的ࠚ

本委員会ࡣ、「予防規⛬」及び「放射性同ඖ⣲等による放射線㞀ᐖの防止に関する法ᚊ」（௨下「法」とい࠺）の

今給㯪総合病院における運用について審議し「予防規⛬」及び「法」の┠的とする放射線㞀ᐖのⓎ生の防止と、

公共の安全を☜保することを┠的とするࠋ

開催日：　平成 28 年 7 月 4 日（ᮌ）17:00 ～

ฟᖍ者：　20 名

�1� 本院院長

�2� 放射線治療部長（放射線安全管理委員会委員長・放射線ྲྀᢅ௵者ව務）

�3� 医療安全対策委員長・産業医・専௵医療安全管理課長等

�4� 事務部（事務局長・総務・施設課）

�5� 看護部（看護部長等）

�6� 中央放射線部（業務従事者等）

�7� 医療相談ᐊ長

　

࠙議ࠚ

㸯㸬๓年度（27 年度）報࿌

（㸯）放射線㞀ᐖ防止法に基࡙く職務審議௳報࿌

ձ業務従事者のⓏ㘓とࡑの教育・カ⦎・健ᗣ診᩿及び⿕᭚管理に関すること

・実ຠ線量 5ミリシーベルト௨上の⿕ࡤく者なし

・電㞳健診（๓ᮇ 5月、後ᮇ 11 月）2回実施

・教育講演を実施ࠋ放射線ྲྀᢅ実務者研修会・放射線㞀ᐖ防止法講習会等への参加ࠋ

　（27 年 11、12 月に教育講演の実施を行い 47 名の参加ࡾ࠶）

・業務従事者の新規Ⓩ㘓ࡣ 1名

ղ放射線స業及び安全管理に関すること

・リングバッジ等の㏣加を行った

ճ放射線施設や放射性同ඖ⣲等・放射線Ⓨ生⨨の管理及び運用に関する事で年ᮎ年ጞや 5月の連ఇ

をࡳఇ、ࡣ 4日௨上᫂けないで放射線治療実施

մᖒ⡙・᭩㢮のグᖒ及び保管に関すること

　7月保健ᡤによる医療┘視をཷけるࠋ㞀ᐖ防止法関係の☜ㄆཷࡶける

（㸰）安全管理報࿌について　　　　　　　  

ձ27 年度安全管理報࿌᭩よࡾ 

　ダブルチェックや指ᕪ☜ㄆの実行をしっかࡾບ行する

ղྛ部門㈐௵者よࡾ安全管理についての報࿌᭷ࡾ �分ᯒ評౯を行った �

（㸱）ࡑのの対応（活動・⨨の᭦新等）

ձPACS のクラウド化やオ࣌ᐊに 'R ポータブル⨨の導ධなをᅗった

㸰㸬28 年度ィ⏬௳等について

ձ⿕ࡤく実ຠ線量減少へのྲྀࡳ⤌ࡾ（定ᮇ的に教育講演を実施する）を行࠺

ղ不ഛの↓いよ࠺医療┘視の‽ഛを行࠺

ճがん診療連携拠点病院等でᚲせなㄆ定資᱁ྲྀᚓ �」ᩘྲྀᚓ �へດめる

մ退職者等にక࠺放射線㞀ᐖ予防規⛬のྛ種委員・ᢸᙜ者の一部ኚ᭦を 10 月よࡾ実施

௨上

㸨上グの㡯┠に対して、報࿌協議しᢎを㡬きましたࠋḟ回についてࡣ、᮶年の㸴・㸵月に開催（臨ᣍ集ࡑࡣ

の都度）予定ですࠋ

Ꮫ⒪ἲ⦆ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢣጤဨ会
委員長 ถా　 හ　　報　告 Տݪ ঘ美［๏ྩؔ࿈］

【┠的ࠚ

本委員会ࡣ、院内で行ࢃれているがん化学療法のၥ㢟点なを議ㄽしゎ決策を見ฟすことを┠的としているࠋ

また、外᮶化学療ࠋれている化学療法のレジメン（治療内ᐜ）のጇᙜ性を評౯し、ᢎㄆするࡉらに院内で実施ࡉ

法ᐊの現状を報࿌し、ၥ㢟点をὙいฟし、ゎ決策を見ฟすࡑࠋして、緩和ケアに関するၥ㢟点を議ㄽし、院内で

⤫一化をィるࠋ

【ᵓᡂဨࠚ

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給㯪　ᑦ幸（呼吸器外科）　山本　⪔ （୕呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　ᚓᚿ（Ἢᒀ器科）
㈈㛫　ᐩ士子、๓畠　一、中┠　㈗子、ᑿ上　博㝯、ᇼ内　ᬛᘯ（薬剤部）
ྂ市　寿子（リハ）田中　美ᕹ（栄養管理部）福ᚨ 㔛ె、田中　Ἠ美（医事課）

【看護部】ͤ 退職者、␗動者をྵむ
㓇ໝ　ⱥ子、⛯ᡤ　ඞ代、（2西）中ᮧ　❶子、ྜྷ ㇂　ⲁ、ᮧ崎　まこと（2東）
᭷ⷵ　ࡉつき、ᜏྜྷ　ひࡳࢁ（3東）Ỉඖ　ⱥ子、松ᔘ　᭷㤶（3西）
上㔝　ி、新ᚨ　まࡳࡺ、赤崎　ࡎࡳえ、Ⱚ　こࡎえ（2）✄᳃　ඃ子、ᩪ ⸨　₩子（2南）
ᑿ堂　▱子、ᕸ市　ከ美子、加治ᒇ　加代子（外᮶）　
᳜ᒇ　᫂代　、大西　⋹子、ᒾ山　⣖　（緩和医療課）Ἑ原　ᑦ美（がん化学療法課）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

ẖ月㸯回　第㸯ᮌ᭙日（17  30 分～）

・ẖ月の外᮶化学療法実⦼報࿌

・院内の化学療法ᩘ・な᭷ᐖ事象報࿌、化学療法に関ࢃる医療安全事、ゎ決すきၥ㢟点のᥦが行ࢃ

れたࠋ

　ͤ特にアレルࢠーや血管外₃ฟなの

　　報࿌、情報を共᭷することができたࠋ

・栄養管理部（ྑᅗ）

・医事課

⟬定報࿌୪びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内ᐜのㄝ᫂
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・医師

新規レジメンⓏ㘓について
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ᨺᑕ⥺Ᏻ⟶⌮ጤဨ会
委員長 தᜌ ٱ彦　　報　告 ࣨ ७Ұ［๏ྩؔ࿈］

【┠的ࠚ

本委員会ࡣ、「予防規⛬」及び「放射性同ඖ⣲等による放射線㞀ᐖの防止に関する法ᚊ」（௨下「法」とい࠺）の

今給㯪総合病院における運用について審議し「予防規⛬」及び「法」の┠的とする放射線㞀ᐖのⓎ生の防止と、

公共の安全を☜保することを┠的とするࠋ

開催日：　平成 28 年 7 月 4 日（ᮌ）17:00 ～

ฟᖍ者：　20 名

�1� 本院院長

�2� 放射線治療部長（放射線安全管理委員会委員長・放射線ྲྀᢅ௵者ව務）

�3� 医療安全対策委員長・産業医・専௵医療安全管理課長等

�4� 事務部（事務局長・総務・施設課）

�5� 看護部（看護部長等）

�6� 中央放射線部（業務従事者等）

�7� 医療相談ᐊ長

　

࠙議ࠚ

㸯㸬๓年度（27 年度）報࿌

（㸯）放射線㞀ᐖ防止法に基࡙く職務審議௳報࿌

ձ業務従事者のⓏ㘓とࡑの教育・カ⦎・健ᗣ診᩿及び⿕᭚管理に関すること

・実ຠ線量 5ミリシーベルト௨上の⿕ࡤく者なし

・電㞳健診（๓ᮇ 5月、後ᮇ 11 月）2回実施

・教育講演を実施ࠋ放射線ྲྀᢅ実務者研修会・放射線㞀ᐖ防止法講習会等への参加ࠋ

　（27 年 11、12 月に教育講演の実施を行い 47 名の参加ࡾ࠶）

・業務従事者の新規Ⓩ㘓ࡣ 1名

ղ放射線స業及び安全管理に関すること

・リングバッジ等の㏣加を行った

ճ放射線施設や放射性同ඖ⣲等・放射線Ⓨ生⨨の管理及び運用に関する事で年ᮎ年ጞや 5月の連ఇ

をࡳఇ、ࡣ 4日௨上᫂けないで放射線治療実施

մᖒ⡙・᭩㢮のグᖒ及び保管に関すること

　7月保健ᡤによる医療┘視をཷけるࠋ㞀ᐖ防止法関係の☜ㄆཷࡶける

（㸰）安全管理報࿌について　　　　　　　  

ձ27 年度安全管理報࿌᭩よࡾ 

　ダブルチェックや指ᕪ☜ㄆの実行をしっかࡾບ行する

ղྛ部門㈐௵者よࡾ安全管理についての報࿌᭷ࡾ �分ᯒ評౯を行った �

（㸱）ࡑのの対応（活動・⨨の᭦新等）

ձPACS のクラウド化やオ࣌ᐊに 'R ポータブル⨨の導ධなをᅗった

㸰㸬28 年度ィ⏬௳等について

ձ⿕ࡤく実ຠ線量減少へのྲྀࡳ⤌ࡾ（定ᮇ的に教育講演を実施する）を行࠺

ղ不ഛの↓いよ࠺医療┘視の‽ഛを行࠺

ճがん診療連携拠点病院等でᚲせなㄆ定資᱁ྲྀᚓ �」ᩘྲྀᚓ �へດめる

մ退職者等にక࠺放射線㞀ᐖ予防規⛬のྛ種委員・ᢸᙜ者の一部ኚ᭦を 10 月よࡾ実施

௨上

㸨上グの㡯┠に対して、報࿌協議しᢎを㡬きましたࠋḟ回についてࡣ、᮶年の㸴・㸵月に開催（臨ᣍ集ࡑࡣ

の都度）予定ですࠋ

Ꮫ⒪ἲ⦆ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࢣጤဨ会
委員長 ถా　 හ　　報　告 Տݪ ঘ美［๏ྩؔ࿈］

【┠的ࠚ

本委員会ࡣ、院内で行ࢃれているがん化学療法のၥ㢟点なを議ㄽしゎ決策を見ฟすことを┠的としているࠋ

また、外᮶化学療ࠋれている化学療法のレジメン（治療内ᐜ）のጇᙜ性を評౯し、ᢎㄆするࡉらに院内で実施ࡉ

法ᐊの現状を報࿌し、ၥ㢟点をὙいฟし、ゎ決策を見ฟすࡑࠋして、緩和ケアに関するၥ㢟点を議ㄽし、院内で

⤫一化をィるࠋ

【ᵓᡂဨࠚ

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給㯪　ᑦ幸（呼吸器外科）　山本　⪔ （୕呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　ᚓᚿ（Ἢᒀ器科）
㈈㛫　ᐩ士子、๓畠　一、中┠　㈗子、ᑿ上　博㝯、ᇼ内　ᬛᘯ（薬剤部）
ྂ市　寿子（リハ）田中　美ᕹ（栄養管理部）福ᚨ 㔛ె、田中　Ἠ美（医事課）

【看護部】ͤ 退職者、␗動者をྵむ
㓇ໝ　ⱥ子、⛯ᡤ　ඞ代、（2西）中ᮧ　❶子、ྜྷ ㇂　ⲁ、ᮧ崎　まこと（2東）
᭷ⷵ　ࡉつき、ᜏྜྷ　ひࡳࢁ（3東）Ỉඖ　ⱥ子、松ᔘ　᭷㤶（3西）
上㔝　ி、新ᚨ　まࡳࡺ、赤崎　ࡎࡳえ、Ⱚ　こࡎえ（2）✄᳃　ඃ子、ᩪ ⸨　₩子（2南）
ᑿ堂　▱子、ᕸ市　ከ美子、加治ᒇ　加代子（外᮶）　
᳜ᒇ　᫂代　、大西　⋹子、ᒾ山　⣖　（緩和医療課）Ἑ原　ᑦ美（がん化学療法課）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

ẖ月㸯回　第㸯ᮌ᭙日（17  30 分～）

・ẖ月の外᮶化学療法実⦼報࿌

・院内の化学療法ᩘ・な᭷ᐖ事象報࿌、化学療法に関ࢃる医療安全事、ゎ決すきၥ㢟点のᥦが行ࢃ

れたࠋ

　ͤ特にアレルࢠーや血管外₃ฟなの

　　報࿌、情報を共᭷することができたࠋ

・栄養管理部（ྑᅗ）

・医事課

⟬定報࿌୪びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内ᐜのㄝ᫂
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・医師

新規レジメンⓏ㘓について
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【┠的ࠚ

本委員会ࡣ、院内で行ࢃれているがん化学療法のၥ㢟点なを議ㄽしゎ決策を見ฟすことを┠的としているࠋ

また、外᮶化学療ࠋれている化学療法のレジメン（治療内ᐜ）のጇᙜ性を評౯し、ᢎㄆするࡉらに院内で実施ࡉ

法ᐊの現状を報࿌し、ၥ㢟点をὙいฟし、ゎ決策を見ฟすࡑࠋして、緩和ケアに関するၥ㢟点を議ㄽし、院内で

⤫一化をィるࠋ

【ᵓᡂဨࠚ

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給㯪　ᑦ幸（呼吸器外科）　山本　⪔ （୕呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　ᚓᚿ（Ἢᒀ器科）
㈈㛫　ᐩ士子、๓畠　一、中┠　㈗子、ᑿ上　博㝯、ᇼ内　ᬛᘯ（薬剤部）
ྂ市　寿子（リハ）田中　美ᕹ（栄養管理部）福ᚨ 㔛ె、田中　Ἠ美（医事課）

【看護部】ͤ 退職者、␗動者をྵむ
㓇ໝ　ⱥ子、⛯ᡤ　ඞ代、（2西）中ᮧ　❶子、ྜྷ ㇂　ⲁ、ᮧ崎　まこと（2東）
᭷ⷵ　ࡉつき、ᜏྜྷ　ひࡳࢁ（3東）Ỉඖ　ⱥ子、松ᔘ　᭷㤶（3西）
上㔝　ி、新ᚨ　まࡳࡺ、赤崎　ࡎࡳえ、Ⱚ　こࡎえ（2）✄᳃　ඃ子、ᩪ ⸨　₩子（2南）
ᑿ堂　▱子、ᕸ市　ከ美子、加治ᒇ　加代子（外᮶）　
᳜ᒇ　᫂代　、大西　⋹子、ᒾ山　⣖　（緩和医療課）Ἑ原　ᑦ美（がん化学療法課）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

ẖ月㸯回　第㸯ᮌ᭙日（17  30 分～）

・ẖ月の外᮶化学療法実⦼報࿌

・院内の化学療法ᩘ・な᭷ᐖ事象報࿌、化学療法に関ࢃる医療安全事、ゎ決すきၥ㢟点のᥦが行ࢃ

れたࠋ

　ͤ特にアレルࢠーや血管外₃ฟなの

　　報࿌、情報を共᭷することができたࠋ

・栄養管理部（ྑᅗ）

・医事課

⟬定報࿌୪びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内ᐜのㄝ᫂
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・医師

新規レジメンⓏ㘓について
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・緩和ケア

（↷緩和医療課の㡯参、ࡣヲしい内ᐜに関して）っとサロン内、緩和ケア研修会内　

・薬剤部

　ẖ月、ධ院化学療法調剤ᩘ報࿌

薬剤に関する情報ᥦ౪ە

生食ە 500 をテルࣔからࣄカリへ〇剤ኚ᭦について

エンドキサン規᱁見┤しについてە

白ᒀに対するアバスチン・サイラムザ治療⥅⥆判定基‽について⺮ە

リツキサン投㏿度ኚ᭦についてە

インフルエンザワクチン᥋種ᮇについてە

リンについて（'oPSeriGoneࢮナウە 㸪᭱ࡶ成人、小児と、ࡣ 小᭷ຠ量で使用すきで࠶るࡑࠋの理⏤60、ࡣ ṓ

௨上の患者と 1日用量が 30 PJ ௨上の患者でࡣ特に、重⠜なᚰᐊ性不整⬦やᚰ✺↛死のリスク上昇との

関連がࢃれているためで࠶るࠋ医薬ရ安全性情報 9oO�9 No�25（2011�12�08））

なを報࿌したࠋ
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【┠的ࠚ

本委員会ࡣ、院内で行ࢃれているがん化学療法のၥ㢟点なを議ㄽしゎ決策を見ฟすことを┠的としているࠋ

また、外᮶化学療ࠋれている化学療法のレジメン（治療内ᐜ）のጇᙜ性を評౯し、ᢎㄆするࡉらに院内で実施ࡉ

法ᐊの現状を報࿌し、ၥ㢟点をὙいฟし、ゎ決策を見ฟすࡑࠋして、緩和ケアに関するၥ㢟点を議ㄽし、院内で

⤫一化をィるࠋ

【ᵓᡂဨࠚ

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給㯪　ᑦ幸（呼吸器外科）　山本　⪔ （୕呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　ᚓᚿ（Ἢᒀ器科）
㈈㛫　ᐩ士子、๓畠　一、中┠　㈗子、ᑿ上　博㝯、ᇼ内　ᬛᘯ（薬剤部）
ྂ市　寿子（リハ）田中　美ᕹ（栄養管理部）福ᚨ 㔛ె、田中　Ἠ美（医事課）

【看護部】ͤ 退職者、␗動者をྵむ
㓇ໝ　ⱥ子、⛯ᡤ　ඞ代、（2西）中ᮧ　❶子、ྜྷ ㇂　ⲁ、ᮧ崎　まこと（2東）
᭷ⷵ　ࡉつき、ᜏྜྷ　ひࡳࢁ（3東）Ỉඖ　ⱥ子、松ᔘ　᭷㤶（3西）
上㔝　ி、新ᚨ　まࡳࡺ、赤崎　ࡎࡳえ、Ⱚ　こࡎえ（2）✄᳃　ඃ子、ᩪ ⸨　₩子（2南）
ᑿ堂　▱子、ᕸ市　ከ美子、加治ᒇ　加代子（外᮶）　
᳜ᒇ　᫂代　、大西　⋹子、ᒾ山　⣖　（緩和医療課）Ἑ原　ᑦ美（がん化学療法課）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

ẖ月㸯回　第㸯ᮌ᭙日（17  30 分～）

・ẖ月の外᮶化学療法実⦼報࿌

・院内の化学療法ᩘ・な᭷ᐖ事象報࿌、化学療法に関ࢃる医療安全事、ゎ決すきၥ㢟点のᥦが行ࢃ

れたࠋ

　ͤ特にアレルࢠーや血管外₃ฟなの

　　報࿌、情報を共᭷することができたࠋ

・栄養管理部（ྑᅗ）

・医事課

⟬定報࿌୪びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内ᐜのㄝ᫂

・医師

新規レジメンⓏ㘓について
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使用について࣎オプジーە

స用対策や㐺用疾患ᣑ大のྍ能性が࠶るЍ一度、医師のヰし合いの中でオプジー࣎に対するస用対策

についてヰし合࠺機会を設けることにする

のࡑ・

ットールὀ射液について使用上のὀ意ࢽ20㸣マンە

ࠋの㓄ᕸሙᡤと使用についての౫㢗（ルキットࣆス）᭚㟢の対策キットれなࡰᢠがん剤のこە

　リズム改ኚについてࢦ血管外₃ฟฎ⨨のアルە

アントラサイクリン⣔薬剤の₃ฟ、医師の判᩿でサビーン（ຠ能ຠᯝ：アントラサイクリン⣔ᢠᝏ性⭘

⒆剤の血管外₃ฟ）使用すること࠶ࡶることをアルࢦリズムに加えたࠋ

第84回薬事委員会報࿌　化学療法中止報࿌᭩の集ィە

ᗫᲠした薬剤ࡾ薬剤部で↓菌調〇後、化学療法が中止となڦ 2014 年㸯月～ 12 月までの報࿌よࡾ

　2014 年　13 ௳　合ィ（㻃824,719）ࡕなࡳに 2013 年　7௳　合ィ（㻃282,466）

2014 年度2013、ࡣ 年度にẚࡣᩘ௳⣙ 2ಸ、合ィ金㢠で 2�9 ಸのቑ加となっているࠋ

内ヂをࡳると、投後に᭷ᐖ事象等で中止となったやむをえない例ࠋ௳8、ࡣ

（ࠋれているࡉ㏆、ᢠがん剤ᮍㄆ証がከᩘ報࿌᭱）薬剤のバーコードㄆ証についてە

（ࠋㄝ᫂を行った࠺けるよࡔ同意᭩をస成し、使用していた）化学療法に関する同意᭩についてە

がんリハビリテーションについて（がんリハの対象者及びオーダー᪉法についてのㄝ᫂、がんリハ中止基ە

‽のᥦ）

る症例報࿌࠶レドロン㓟点㟼ὀやランマーク使用による㢡骨ቯ死のྍ能性がࢰە

リズムをస成ࢦᢠ⒴剤使用における㐣敏症ฟ現の対応手㡰についてアルە

ᢎㄆ月 ⏦ㄳ診療科 レジメン名 㐺応がん

4月

5月

7月

9月

10 月

12 月

1 月

3 月

外科

外科

血液内科

呼吸器内科

血液内科

外科

血液内科

外科

血液内科

呼吸器内科

血液内科

SOX

XELOX

ポテリジオ

カルセド

リツキサン๓ฎ⨨をロキࢯプロフェロンЍカロナール

サイラムザ㸩パクリタキセル

サイラムザ༢剤

エルプラットアレルࢠー予防レジメン

ロイナーࢮ

AC 療法

G'P 療法

オプジー࣎療法

SMAIL( 療法

⫶がん

⫶がん

ATL

肺がん

⫶がん

⫶がん

大腸がん

ᝏ性リンパ⭘

乳がん

ᝏ性リンパ⭘

㠀小⣽⬊肺がん

ᝏ性リンパ⭘

௨上、12௳が⏦ㄳࡉれ、すてᢎㄆࡉれたࠋ
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【┠的ࠚ

本委員会ࡣ、院内で行ࢃれているがん化学療法のၥ㢟点なを議ㄽしゎ決策を見ฟすことを┠的としているࠋ

また、外᮶化学療ࠋれている化学療法のレジメン（治療内ᐜ）のጇᙜ性を評౯し、ᢎㄆするࡉらに院内で実施ࡉ

法ᐊの現状を報࿌し、ၥ㢟点をὙいฟし、ゎ決策を見ฟすࡑࠋして、緩和ケアに関するၥ㢟点を議ㄽし、院内で

⤫一化をィるࠋ

【ᵓᡂဨࠚ

委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給㯪　ᑦ幸（呼吸器外科）　山本　⪔ （୕呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　ᚓᚿ（Ἢᒀ器科）
㈈㛫　ᐩ士子、๓畠　一、中┠　㈗子、ᑿ上　博㝯、ᇼ内　ᬛᘯ（薬剤部）
ྂ市　寿子（リハ）田中　美ᕹ（栄養管理部）福ᚨ 㔛ె、田中　Ἠ美（医事課）

【看護部】ͤ 退職者、␗動者をྵむ
㓇ໝ　ⱥ子、⛯ᡤ　ඞ代、（2西）中ᮧ　❶子、ྜྷ ㇂　ⲁ、ᮧ崎　まこと（2東）
᭷ⷵ　ࡉつき、ᜏྜྷ　ひࡳࢁ（3東）Ỉඖ　ⱥ子、松ᔘ　᭷㤶（3西）
上㔝　ி、新ᚨ　まࡳࡺ、赤崎　ࡎࡳえ、Ⱚ　こࡎえ（2）✄᳃　ඃ子、ᩪ ⸨　₩子（2南）
ᑿ堂　▱子、ᕸ市　ከ美子、加治ᒇ　加代子（外᮶）　
᳜ᒇ　᫂代　、大西　⋹子、ᒾ山　⣖　（緩和医療課）Ἑ原　ᑦ美（がん化学療法課）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

ẖ月㸯回　第㸯ᮌ᭙日（17  30 分～）

・ẖ月の外᮶化学療法実⦼報࿌

・院内の化学療法ᩘ・な᭷ᐖ事象報࿌、化学療法に関ࢃる医療安全事、ゎ決すきၥ㢟点のᥦが行ࢃ

れたࠋ

　ͤ特にアレルࢠーや血管外₃ฟなの

　　報࿌、情報を共᭷することができたࠋ

・栄養管理部（ྑᅗ）

・医事課

⟬定報࿌୪びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内ᐜのㄝ᫂
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・医師

新規レジメンⓏ㘓について
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・緩和ケア

（↷緩和医療課の㡯参、ࡣヲしい内ᐜに関して）っとサロン内、緩和ケア研修会内　

・薬剤部

　ẖ月、ධ院化学療法調剤ᩘ報࿌

薬剤に関する情報ᥦ౪ە

生食ە 500 をテルࣔからࣄカリへ〇剤ኚ᭦について

エンドキサン規᱁見┤しについてە

白ᒀに対するアバスチン・サイラムザ治療⥅⥆判定基‽について⺮ە

リツキサン投㏿度ኚ᭦についてە

インフルエンザワクチン᥋種ᮇについてە

リンについて（'oPSeriGoneࢮナウە 㸪᭱ࡶ成人、小児と、ࡣ 小᭷ຠ量で使用すきで࠶るࡑࠋの理⏤60、ࡣ ṓ

௨上の患者と 1日用量が 30 PJ ௨上の患者でࡣ特に、重⠜なᚰᐊ性不整⬦やᚰ✺↛死のリスク上昇との

関連がࢃれているためで࠶るࠋ医薬ရ安全性情報 9oO�9 No�25（2011�12�08））

なを報࿌したࠋ
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本委員会ࡣ、院内で行ࢃれているがん化学療法のၥ㢟点なを議ㄽしゎ決策を見ฟすことを┠的としているࠋ

また、外᮶化学療ࠋれている化学療法のレジメン（治療内ᐜ）のጇᙜ性を評౯し、ᢎㄆするࡉらに院内で実施ࡉ

法ᐊの現状を報࿌し、ၥ㢟点をὙいฟし、ゎ決策を見ฟすࡑࠋして、緩和ケアに関するၥ㢟点を議ㄽし、院内で
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委員長　米田　敏（呼吸器外科）

委　員　濱之上　雅博（外科）今給㯪　ᑦ幸（呼吸器外科）　山本　⪔ （୕呼吸器外科）
小濵　浩介（血液内科）立和田　ᚓᚿ（Ἢᒀ器科）
㈈㛫　ᐩ士子、๓畠　一、中┠　㈗子、ᑿ上　博㝯、ᇼ内　ᬛᘯ（薬剤部）
ྂ市　寿子（リハ）田中　美ᕹ（栄養管理部）福ᚨ 㔛ె、田中　Ἠ美（医事課）

【看護部】ͤ 退職者、␗動者をྵむ
㓇ໝ　ⱥ子、⛯ᡤ　ඞ代、（2西）中ᮧ　❶子、ྜྷ ㇂　ⲁ、ᮧ崎　まこと（2東）
᭷ⷵ　ࡉつき、ᜏྜྷ　ひࡳࢁ（3東）Ỉඖ　ⱥ子、松ᔘ　᭷㤶（3西）
上㔝　ி、新ᚨ　まࡳࡺ、赤崎　ࡎࡳえ、Ⱚ　こࡎえ（2）✄᳃　ඃ子、ᩪ ⸨　₩子（2南）
ᑿ堂　▱子、ᕸ市　ከ美子、加治ᒇ　加代子（外᮶）　
᳜ᒇ　᫂代　、大西　⋹子、ᒾ山　⣖　（緩和医療課）Ἑ原　ᑦ美（がん化学療法課）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

ẖ月㸯回　第㸯ᮌ᭙日（17  30 分～）

・ẖ月の外᮶化学療法実⦼報࿌

・院内の化学療法ᩘ・な᭷ᐖ事象報࿌、化学療法に関ࢃる医療安全事、ゎ決すきၥ㢟点のᥦが行ࢃ

れたࠋ

　ͤ特にアレルࢠーや血管外₃ฟなの

　　報࿌、情報を共᭷することができたࠋ

・栄養管理部（ྑᅗ）

・医事課

⟬定報࿌୪びに化学療法・緩和ケアに関する診療報酬改定内ᐜのㄝ᫂

・医師

新規レジメンⓏ㘓について
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使用について࣎オプジーە

స用対策や㐺用疾患ᣑ大のྍ能性が࠶るЍ一度、医師のヰし合いの中でオプジー࣎に対するస用対策

についてヰし合࠺機会を設けることにする

のࡑ・

ットールὀ射液について使用上のὀ意ࢽ20㸣マンە

ࠋの㓄ᕸሙᡤと使用についての౫㢗（ルキットࣆス）᭚㟢の対策キットれなࡰᢠがん剤のこە

　リズム改ኚについてࢦ血管外₃ฟฎ⨨のアルە

アントラサイクリン⣔薬剤の₃ฟ、医師の判᩿でサビーン（ຠ能ຠᯝ：アントラサイクリン⣔ᢠᝏ性⭘

⒆剤の血管外₃ฟ）使用すること࠶ࡶることをアルࢦリズムに加えたࠋ

第84回薬事委員会報࿌　化学療法中止報࿌᭩の集ィە

ᗫᲠした薬剤ࡾ薬剤部で↓菌調〇後、化学療法が中止となڦ 2014 年㸯月～ 12 月までの報࿌よࡾ

　2014 年　13 ௳　合ィ（㻃824,719）ࡕなࡳに 2013 年　7௳　合ィ（㻃282,466）

2014 年度2013、ࡣ 年度にẚࡣᩘ௳⣙ 2ಸ、合ィ金㢠で 2�9 ಸのቑ加となっているࠋ

内ヂをࡳると、投後に᭷ᐖ事象等で中止となったやむをえない例ࠋ௳8、ࡣ

（ࠋれているࡉ㏆、ᢠがん剤ᮍㄆ証がከᩘ報࿌᭱）薬剤のバーコードㄆ証についてە

（ࠋㄝ᫂を行った࠺けるよࡔ同意᭩をస成し、使用していた）化学療法に関する同意᭩についてە

がんリハビリテーションについて（がんリハの対象者及びオーダー᪉法についてのㄝ᫂、がんリハ中止基ە

‽のᥦ）

る症例報࿌࠶レドロン㓟点㟼ὀやランマーク使用による㢡骨ቯ死のྍ能性がࢰە

リズムをస成ࢦᢠ⒴剤使用における㐣敏症ฟ現の対応手㡰についてアルە

ᢎㄆ月 ⏦ㄳ診療科 レジメン名 㐺応がん

4月

5月

7月

9月

10 月

12 月

1 月

3 月

外科

外科

血液内科

呼吸器内科

血液内科

外科

血液内科

外科

血液内科

呼吸器内科

血液内科

SOX

XELOX

ポテリジオ

カルセド

リツキサン๓ฎ⨨をロキࢯプロフェロンЍカロナール

サイラムザ㸩パクリタキセル

サイラムザ༢剤

エルプラットアレルࢠー予防レジメン

ロイナーࢮ

AC 療法

G'P 療法

オプジー࣎療法

SMAIL( 療法

⫶がん

⫶がん

ATL

肺がん

⫶がん

⫶がん

大腸がん

ᝏ性リンパ⭘

乳がん

ᝏ性リンパ⭘

㠀小⣽⬊肺がん

ᝏ性リンパ⭘

௨上、12௳が⏦ㄳࡉれ、すてᢎㄆࡉれたࠋ
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㹂㹎㹁ࢢࣥࢹ࣮ࢥጤဨ会
委員長 ໂᜌ　༸　　報　告 ্ື ๕Ұ［๏ྩؔ࿈］

࠙活動報告ࠚ

ᙜ委員会ࡣ、年㸲回（4、7、10、1 月）開催しておࡾますࠋ（今年度ࡣ事情によࡾ㸰回の開催となࡾました）
委員のᵓ成ࡣ、病院長をࡌࡣめとして院長、事務局長、診療情報管理士、医事課スタッフ 20 名
総ໃ⣙ 24 名でᵓ成ࡉれますࠋ

࠙┠的ࠚ

ᶆ‽的な診᩿及び治療᪉法について院内で࿘▱をᚭᗏし、㐺ษなコーディングを行࠺体制を☜保することを
┠的とするࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

委員長 ∹♩　洋（院長） 

委　員 昇　卓夫（病院長） 㔝ཱྀ　᱇一（事務局長） ⏿中　幸子（診療情報管理士）
 上၈‖　芳一（医事課長） 東　㈗史（医事課長補佐） ᆏཱྀ　⪷治（ICU 医事ᢸᙜ）
 永㔝　一彰（2東医事ᢸᙜ） ᰠᮌ　浩ᕼ（3東医事ᢸᙜ） ㉺㛫　ᩯ（4 西医事ᢸᙜ）
 ᒾඖ　ṇ子（手術ᐊ医事ᢸᙜ） 道ᒸ　美㤶（2西・N・GCU 医事ᢸᙜ）
 東　▱子（3中央医事ᢸᙜ） 㔪山　᭸美（2南医事ᢸᙜ） 小‖　㯞美（2 医事ᢸᙜ）
 米‶　ஂ美（4医事ᢸᙜ） ⱝ松　めࡳࡄ（2東医事ᢸᙜ） 福ᚨ　㔛 （ె3 西医事ᢸᙜ）
 Ἑ㔝　┿子（3医事ᢸᙜ） 中ᮧ　ளᕼ子（3南医事ᢸᙜ） 田中　博子（2 医事ᢸᙜ）
 ᒸඖ　㯞⾰（4医事ᢸᙜ） ㇂ཱྀ　ᤫᮍ（2東医事ᢸᙜ） 田ῡ　ひと4）ࡳ 西医事ᢸᙜ）

議事内ᐜとしまして、β ࠋな報࿌、ᥦをしていますࠎ

࠙⥲ᣓࠚ

　㐺ษなコーディングを行࠺ために、関係部署でよく議ㄽし診療報酬ㄳồ業務等を行っておࡾますࠋ

症例検討等ࡣ医事スタッフによࡾ㍯␒で議㢟をᥦฟしていますࠋ

　また、IC' の▱㆑がὸいと誤ったコードによࡾ、診療報酬ㄳồ業務にࡶᙳ㡪がࡾ࠶ますので、ⓙでよࡾ一ᒙ

の向上をᅗࡾたいと考えておࡾますࠋ

　ඛ生᪉にࡶ 'PC 制度・ㄳồ業務に関してၨⓎ活動を࠺ࡶ少しできたらとᛮいますࠋ

　また、'PC のデータをᥦฟしていることから行ᨻや患者ࡉんからの評౯ཷࡶけているとのㄆ㆑をࡕࡶ、ṇ☜

なデータがᥦฟできるよ࠺日ࠎ⢭進していきたいと考えておࡾますࠋ

࠙議㢟  ࠚ

27�4 月 ・症例検討（小児科）
月別ධ院ᮇ㛫日ᩘをᥦ♧（26�4�27�2）
小児科 'PC せ疾患一ぴをᥦฟࠋ圧ಽ
的に肺炎の分㢮がከい
 

 ・平成 27 年度医療機関別係ᩘのኚ᭦点
について
ຠ⋡性と救急医療係ᩘがマイナス
救急医療係ᩘのྲྀࡳ⤌ࡾについて議ㄽ

28�1 月 ・症例検討（⬻⚄⤒外科）
⬻᱾ሰと延㧊外ഃ症候群と低㓟⣲⬻症
とのẚ㍑検討

 
 ・平成 27 年度医療機関別係ᩘのኚ᭦と

考ᐹについて
マイナス㡯┠の係ᩘと改ၿ策
救急医療係ᩘの分ᯒ

 
 ・'PC チェック報࿌

ኚ᭦となった診᩿群分㢮コード、ኚ᭦
なし、☜ㄆ中の診᩿群分㢮コードの報
࿌

 
 ・改ṇ๓⟬定ルール等の見┤しについて

ධ院日Ϫ㉸のฟ᮶高ルールについて
ᕪ㢠調整の⤌ࡳについて
CCP マトリックスについて
ᵝ式 1の見┤しについて　等ࠎ

་⒪Ᏻᑐ⟇ጤဨ会
委員長 দ永 ढ़ೋ　　ཧऀ  ઍా ਗ਼美

報　告 ӹా Ѩ༎美
［ҩྍ҆શ］

࠙┠的ࠚ

本委員会ࡣ医療安全対策の☜立をಁ進し、ࡶっと㐺ษかつ安全な医療のᥦ౪に資することを┠的とするࠋま
た、医療事ᨾⓎ生の㐺ษな対応及び医療事ᨾ等の⤒㦂を↓㥏にしないため、原ᅉ分ᯒと再Ⓨ防止策を検討
の上、安全教育のሙにフィードバックするな、医療の質の☜保と向上および職員の安全に関ࢃるスキルの
向上を┠指すࡶので࠶るࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘጤဨ会ᵓᡂဨ ࠉࠚ

松永俊二（委員長）、∹♩洋（委員長）、昇卓夫、丸山芳一、ྂ㈡ႛ、᭷ᮧᬛ代、⸨山ࡾࡳ、
ᒾ下㑥子、༓田Ύ美（専従医療安全管理者）、長㔝ࡳつ美（専従医療安全管理者）、下๓ⓒ合㤶、
高ᶫ┿理（医薬ရ安全管理者）、ᐊᒇ⣧一、今ᇼ㈗之、児島㑥幸、㰺⸨健一（医療機器安全管理者）、
ᚨ永ᩗ之、㕥ᮌ⪷子、㔝ཱྀ᱇一、原ཱྀ一博、濱田敏彦、ᒾඖṇ子、田中ⱥᶞ、中㛫ㄔ、┈田㜿భ美

（外部）東ிᾏ上日動メディカルサービス株式会社メディカルリスクマネジメントᐊ　

⋢ⱥ子、工⸨༓ె　（年㸲回）

࠙ᖺᗘの主な活動ࠚ

ͤ看護安全対策委員会との連携
　・同委員会で特に課㢟となったアクシデント報࿌の再検討と対策をᅗる

ͤẖ週医療安全管理㈐௵者によࡾ、インシデント管理システムによる、内ᐜ分㢮別、事象レベル�Ⓨ生月
別、事象レベル別の報࿌ࡾ࠶、検討を加える

ͤ医療安全推進週㛫　11月22日～11月28日
　（安全ᶆㄒ・ポスターస成、レポートධຊのಁ進）

ͤ医療安全推進月㛫　12月1日～1月31日
　1㸬安全ࡣ名๓☜ㄆから
　2㸬医療者のリスクセンスが患者ࡉんの安全をᏲࡾます
　3㸬重せな検査⤖ᯝࡣ患者ࡉんへㄝ᫂しまし࠺ࡻ！
　3つのテーマをᥦ♧しྛ部署でྲྀࡾ⤌んࡔ

ͤ医療安全対策研修会（2回�年）
㸺㸯回┠㸼平成27年10月30日、31日の㸰日㛫実施

　　　　　　㏣加研修6回実施
・全職員対象：総参加者ᩘ726名
「.YT の考え᪉と᪉法を部署の安全対策に生か࠺ࡑ」
講師：東ிᾏ上日動メディカルサービス株式会社メディカルリスクマネジメントᐊ　⋢ⱥ子ඛ生

㸺㸰回┠㸼平成28年㸱月10日実施
　　　　　㏣加研修㸲回実施
・全職員対象：総参加ᩘ817名
「インターネットの危㝤性と対策」
講師：鹿児島県㆙ᐹ本部生活⎔ቃ課㺙㺐㺨㺼㺎≢⨥対策ᐊ　田代⪔基ඛ生

の、な検討実施事㡯ࡑͤ

・安全管理報࿌᭩の集ィ⤖ᯝと改ၿ策のᥦ♧

・安全管理のための᪉策のᥦ♧

・リスクマネジメント関連情報の検討

・安全管理に関連する委員会からの報࿌、情報ᥦ౪

・評౯機ᵓの安全情報の検討

・医薬ရ,医療機器ᮦᩱ,褥瘡管理者よࡾの安全情報の検討

・安全管理部門カンフレンスの実施（ẖ週月᭙）

・院内㑊㞴⤒路・施設ラウンド

・患者ᵝ㞳Ჷ・㞳院のチェックリスト策定
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㹂㹎㹁ࢢࣥࢹ࣮ࢥጤဨ会
委員長 ໂᜌ　༸　　報　告 ্ື ๕Ұ［๏ྩؔ࿈］

࠙活動報告ࠚ

ᙜ委員会ࡣ、年㸲回（4、7、10、1 月）開催しておࡾますࠋ（今年度ࡣ事情によࡾ㸰回の開催となࡾました）
委員のᵓ成ࡣ、病院長をࡌࡣめとして院長、事務局長、診療情報管理士、医事課スタッフ 20 名
総ໃ⣙ 24 名でᵓ成ࡉれますࠋ

࠙┠的ࠚ

ᶆ‽的な診᩿及び治療᪉法について院内で࿘▱をᚭᗏし、㐺ษなコーディングを行࠺体制を☜保することを
┠的とするࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

委員長 ∹♩　洋（院長） 

委　員 昇　卓夫（病院長） 㔝ཱྀ　᱇一（事務局長） ⏿中　幸子（診療情報管理士）
 上၈‖　芳一（医事課長） 東　㈗史（医事課長補佐） ᆏཱྀ　⪷治（ICU 医事ᢸᙜ）
 永㔝　一彰（2東医事ᢸᙜ） ᰠᮌ　浩ᕼ（3東医事ᢸᙜ） ㉺㛫　ᩯ（4 西医事ᢸᙜ）
 ᒾඖ　ṇ子（手術ᐊ医事ᢸᙜ） 道ᒸ　美㤶（2西・N・GCU 医事ᢸᙜ）
 東　▱子（3中央医事ᢸᙜ） 㔪山　᭸美（2南医事ᢸᙜ） 小‖　㯞美（2 医事ᢸᙜ）
 米‶　ஂ美（4医事ᢸᙜ） ⱝ松　めࡳࡄ（2東医事ᢸᙜ） 福ᚨ　㔛 （ె3 西医事ᢸᙜ）
 Ἑ㔝　┿子（3医事ᢸᙜ） 中ᮧ　ளᕼ子（3南医事ᢸᙜ） 田中　博子（2 医事ᢸᙜ）
 ᒸඖ　㯞⾰（4医事ᢸᙜ） ㇂ཱྀ　ᤫᮍ（2東医事ᢸᙜ） 田ῡ　ひと4）ࡳ 西医事ᢸᙜ）

議事内ᐜとしまして、β ࠋな報࿌、ᥦをしていますࠎ

࠙⥲ᣓࠚ

　㐺ษなコーディングを行࠺ために、関係部署でよく議ㄽし診療報酬ㄳồ業務等を行っておࡾますࠋ

症例検討等ࡣ医事スタッフによࡾ㍯␒で議㢟をᥦฟしていますࠋ

　また、IC' の▱㆑がὸいと誤ったコードによࡾ、診療報酬ㄳồ業務にࡶᙳ㡪がࡾ࠶ますので、ⓙでよࡾ一ᒙ

の向上をᅗࡾたいと考えておࡾますࠋ

　ඛ生᪉にࡶ 'PC 制度・ㄳồ業務に関してၨⓎ活動を࠺ࡶ少しできたらとᛮいますࠋ

　また、'PC のデータをᥦฟしていることから行ᨻや患者ࡉんからの評౯ཷࡶけているとのㄆ㆑をࡕࡶ、ṇ☜

なデータがᥦฟできるよ࠺日ࠎ⢭進していきたいと考えておࡾますࠋ

࠙議㢟  ࠚ

27�4 月 ・症例検討（小児科）
月別ධ院ᮇ㛫日ᩘをᥦ♧（26�4�27�2）
小児科 'PC せ疾患一ぴをᥦฟࠋ圧ಽ
的に肺炎の分㢮がከい
 

 ・平成 27 年度医療機関別係ᩘのኚ᭦点
について
ຠ⋡性と救急医療係ᩘがマイナス
救急医療係ᩘのྲྀࡳ⤌ࡾについて議ㄽ

28�1 月 ・症例検討（⬻⚄⤒外科）
⬻᱾ሰと延㧊外ഃ症候群と低㓟⣲⬻症
とのẚ㍑検討

 
 ・平成 27 年度医療機関別係ᩘのኚ᭦と

考ᐹについて
マイナス㡯┠の係ᩘと改ၿ策
救急医療係ᩘの分ᯒ

 
 ・'PC チェック報࿌

ኚ᭦となった診᩿群分㢮コード、ኚ᭦
なし、☜ㄆ中の診᩿群分㢮コードの報
࿌

 
 ・改ṇ๓⟬定ルール等の見┤しについて

ධ院日Ϫ㉸のฟ᮶高ルールについて
ᕪ㢠調整の⤌ࡳについて
CCP マトリックスについて
ᵝ式 1の見┤しについて　等ࠎ

་⒪Ᏻᑐ⟇ጤဨ会
委員長 দ永 ढ़ೋ　　ཧऀ  ઍా ਗ਼美

報　告 ӹా Ѩ༎美
［ҩྍ҆શ］

࠙┠的ࠚ

本委員会ࡣ医療安全対策の☜立をಁ進し、ࡶっと㐺ษかつ安全な医療のᥦ౪に資することを┠的とするࠋま
た、医療事ᨾⓎ生の㐺ษな対応及び医療事ᨾ等の⤒㦂を↓㥏にしないため、原ᅉ分ᯒと再Ⓨ防止策を検討
の上、安全教育のሙにフィードバックするな、医療の質の☜保と向上および職員の安全に関ࢃるスキルの
向上を┠指すࡶので࠶るࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘጤဨ会ᵓᡂဨ ࠉࠚ

松永俊二（委員長）、∹♩洋（委員長）、昇卓夫、丸山芳一、ྂ㈡ႛ、᭷ᮧᬛ代、⸨山ࡾࡳ、
ᒾ下㑥子、༓田Ύ美（専従医療安全管理者）、長㔝ࡳつ美（専従医療安全管理者）、下๓ⓒ合㤶、
高ᶫ┿理（医薬ရ安全管理者）、ᐊᒇ⣧一、今ᇼ㈗之、児島㑥幸、㰺⸨健一（医療機器安全管理者）、
ᚨ永ᩗ之、㕥ᮌ⪷子、㔝ཱྀ᱇一、原ཱྀ一博、濱田敏彦、ᒾඖṇ子、田中ⱥᶞ、中㛫ㄔ、┈田㜿భ美

（外部）東ிᾏ上日動メディカルサービス株式会社メディカルリスクマネジメントᐊ　

⋢ⱥ子、工⸨༓ె　（年㸲回）

࠙ᖺᗘの主な活動ࠚ

ͤ看護安全対策委員会との連携
　・同委員会で特に課㢟となったアクシデント報࿌の再検討と対策をᅗる

ͤẖ週医療安全管理㈐௵者によࡾ、インシデント管理システムによる、内ᐜ分㢮別、事象レベル�Ⓨ生月
別、事象レベル別の報࿌ࡾ࠶、検討を加える

ͤ医療安全推進週㛫　11月22日～11月28日
　（安全ᶆㄒ・ポスターస成、レポートධຊのಁ進）

ͤ医療安全推進月㛫　12月1日～1月31日
　1㸬安全ࡣ名๓☜ㄆから
　2㸬医療者のリスクセンスが患者ࡉんの安全をᏲࡾます
　3㸬重せな検査⤖ᯝࡣ患者ࡉんへㄝ᫂しまし࠺ࡻ！
　3つのテーマをᥦ♧しྛ部署でྲྀࡾ⤌んࡔ

ͤ医療安全対策研修会（2回�年）
㸺㸯回┠㸼平成27年10月30日、31日の㸰日㛫実施

　　　　　　㏣加研修6回実施
・全職員対象：総参加者ᩘ726名
「.YT の考え᪉と᪉法を部署の安全対策に生か࠺ࡑ」
講師：東ிᾏ上日動メディカルサービス株式会社メディカルリスクマネジメントᐊ　⋢ⱥ子ඛ生

㸺㸰回┠㸼平成28年㸱月10日実施
　　　　　㏣加研修㸲回実施
・全職員対象：総参加ᩘ817名
「インターネットの危㝤性と対策」
講師：鹿児島県㆙ᐹ本部生活⎔ቃ課㺙㺐㺨㺼㺎≢⨥対策ᐊ　田代⪔基ඛ生

の、な検討実施事㡯ࡑͤ

・安全管理報࿌᭩の集ィ⤖ᯝと改ၿ策のᥦ♧

・安全管理のための᪉策のᥦ♧

・リスクマネジメント関連情報の検討

・安全管理に関連する委員会からの報࿌、情報ᥦ౪

・評౯機ᵓの安全情報の検討

・医薬ရ,医療機器ᮦᩱ,褥瘡管理者よࡾの安全情報の検討

・安全管理部門カンフレンスの実施（ẖ週月᭙）

・院内㑊㞴⤒路・施設ラウンド

・患者ᵝ㞳Ჷ・㞳院のチェックリスト策定
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院ឤᰁ㜵Ṇᑐ⟇ጤဨ会
委員長 丸山芳一　　報　告 ໊ཱ ࢠ［ҩྍ҆શ］

࠙┠的 �ࠚ

院内感染のⓎ生をᮍ↛に防止することや院内感染がⓎ生したሙ合における⥭急対策な院内感染防止対策に

関するၥ㢟の原ᅉ分ᯒ、改ၿ策を審議しㅖ施策の査定なを行࠺ことを┠的とするࠋ病院長┤属の㢳ၥ機関と

し᭱⤊的な意ᛮ決定機関として機能するࠋ

࠙ᵓᡂဨ �ࠚ
委員長 丸山芳一（⚄⤒内科、IC'）

委員長 川畠寿史（呼吸器内科医師）、立和名⪷子（感染管理課）

委　員 昇卓夫（病院長）、ྂ ㈡ႛ（歯科ཱྀ⭍外科医師）、᭷ᮧᬛ代、⸨山ࡾࡳ、ᒾ下㑥子、㏆⸨ひとࡳ、㓇ໝ

ⱥ子、ྂ 川⚽子、中ᮧ❶子、Ỉඖⱥ子、ᮎྜྷ美ὠ代、᭷ⷵࡉつき、㒆山リカ、田中かすࡳ、東美ὠ子、ʟ

ཱྀᜏ夫、ᑿ堂▱子、上㔝ி、✄᳃ඃ子、ᑿノ上✄子、山下┿理恵、上ノ町和子、上之ⷵ洋子（看護部）松

㔝下恵子（病床管理部）、ᮧ中ஓ（中央検査部）、高ᶫ┿理、ஂ ὠ㍯ஂୡ、児⋢理子、山之内ᶞ㔛（薬剤

部）、⫧後┿（病理部）、永山↷᫂（放射線部）、ᮌ下▱恵、㭯田⤮㔛㤶（リハビリテーション部）、上平田

美 （ð栄養管理部）、小㔝⣧子（在宅医療部）、㰻⸨ㅬ一（臨床工学部）、༓田Ύ美（医療安全管理課）、㔝

ཱྀె一（事務局長）、今ᇼ小ⓒ合（中央検査部　議事グ㘓）

InIeFtion ControO TeDP �ICT�

 丸山芳一（IC'）、川畠寿史（医師）、立和名⪷子（CNIC）、ᮧ中ஓ（ICMT）、ஂ ὠ㍯ஂୡ（%CPIC）、児⋢理子、

山之内ᶞ㔛（薬剤師）、田中かすࡳ、ᶓ山睦美（看護部）、山本࠶かࡾ（総務⏬課）、日高❶洋（用度課）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜཬࡧᐇ⦼ࠚ

　年度にᘬき⥆き病院感染防止対策委員会と ICT の 2 本ᰕで院内感染防止対策にᑾຊしたࠋ

　定例会議ࡣ、ẖ月第 4Ỉ᭙日に開催ࡉれ⪏性菌やᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、事検討、感染症Ⓨ生に対する院内

感染対策の☜ㄆと࿘▱なが行ࢃれたࠋ⥭急会議事ࡣなかったࠋ

　今年度ࡣ、年のインフルエンザ対応をཷけて感染Ⓨ生の病ᐊ、病Ჷ㛢㙐の連絡体制の見┤しを行ったࠋ

また、インフルエンザによる院内の㠃会制㝈開ጞ、ゎ㝖基‽を検討したࠋ委員会でᢎㄆ後、㏿やかに病院感染防

止対策マࢽュアルへᥖ㍕したࠋ

　院内感染事例でࡣ、鹿児島県の流行Ⓨ生ὀ意報Ⓨ௧をཷけ 1月 29 日よࡾ㠃会制㝈レベル 1（㠃会者、全職員

マスク╔用）2月 15 日よࡾ㠃会制㝈レベル 2（マスク╔用⥅⥆、子౪の㠃会制㝈）と感染対策をᙉ化した4ࠋ月

11 日に㠃会制㝈ゎ㝖を行ったࠋ例年とẚインフルエンザⓎ生ࡣ少なくྛ部署ᩓⓎ的なⓎ生に␃まったࠋ同

ᮇに⤖᰾のⓎ生がࡾ࠶管㎄保健ᡤと情報共᭷、相談を行い職員 2 名の᥋ゐ者調査を実施することになった

が幸い⤖᰾感染なく᥋ゐ者調査ࡣ⤊したࠋ

⏬運営をࡣの、全職員対象の院内感染研修ࡑ　 ICT が中ᚰとなࡾ実施したࠋ第 1 回：7 月 23 日鹿児島大

学病院㍺血⣽⬊治療部ྂ川良ᑦඛ生よࡾ「HI9 感染症：鹿児島県の現状とᴫㄽ、㔪่し事ᨾ対策」の講演、補

研修を 2回行い参加⋡ 86㸣で࠶ったࠋ第 2回：オックスフォード・イムノテック（株）ㅖỤ㞝大ඛ生、山美

佐ඛ生よࡾ「⤖᰾の現状と₯在性⤖᰾スクリーࢽング」について 10 月 22 日、29 日、11 月 17 日、18 日ィ 4回講

演を㡬き参加⋡ 93㸣で࠶った100ࠋ㸣の参加⋡を┠指しヨ行㘒誤しながらྲྀࡾ⤌んでいるࠋ

　対外的な活動として厚労省院内感染対策サーベイランス事業の検査部門、全ධ院部門に参加しているࠋ検査

部門ࡣ、中央検査部のᮧ中がᢸᙜ、全ධ院部門ࡣ丸山と立和名がᢸᙜしẖ月⥅⥆的に厚労省へ報࿌しているࠋ

　感染防止対策加⟬や地域連携加⟬にక࠺活動でࡣ、相評౯を 10 月 9 日今ᮧ病院分院の ICT6 名の᪉にᙜ

院の感染対策を評౯して㡬いた11ࠋ 月 6 日ࡣ、ᙜ院の ICT7 名で鹿児島大学病院にฟ向き感染対策評౯を実施

したࠋ指事㡯に対してࡣ、委員会に報࿌ࡉれ改ၿに向けྲྀࡾ⤌んࠋࡔ

　感染防止対策加⟬ 2 施設とのィ 4 回の合同カンフレンスでࡣ、ᢠ菌薬使用状ἣの☜ㄆや感染症Ⓨ生によ

る感染対策の検討と振ࡾ㏉ࡾ、-ANIS サーベイランスのデータᥦ౪、検体採ྲྀに関連した教育、薬剤管理な

ᵝࠎな内ᐜのヰし合いを行ったࠋ

委員会のな内ᐜ、検討事㡯

4 月 2 2 日

5 月 2 7 日

6 月 2 4 日

7 月 2 2 日

8 月 2 6 日

9 月 1 6 日

10月28日

11月25日

12月16日

1 月 2 7 日

2 月 2 4 日

3 月 2 3 日

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、院内感染防止対策マࢽュアル検討

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、9CM ึᮇ投量のኚ᭦、コリスチンฎ᪉手㡰について検討

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、院内感染研修補研修について

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、感染Ⓨ生報࿌（(.C、C'）、化⮋性⬨᳝炎の T% スクリーࢽン

グについて、ノロウイルス感染予防のၨⓎ

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、院内感染研修参加⋡報࿌、感染防止対策地域連携加⟬評

౯ラウンド報࿌と指事㡯の検討

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、感染Ⓨ生報࿌（インフルエンザ、感染性⫶腸炎）

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、感染Ⓨ生報࿌（インフルエンザ）と対策の☜ㄆと࿘▱、　

⤖᰾᥋ゐ者調査について

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、感染Ⓨ生報࿌（インフルエンザ）、薬ရの使用ᮇ㝈について

ᆅᇦ་⒪ᨭ院ጤဨ会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 井ా ༞Ұ［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的ࠚ

地域における医療の☜保、向上のためにᚲせな支援に係る業務に関し、ᙜヱ業務が㐺ษに

行ࢃれるためにᚲせな事㡯を審議することを┠的とするࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

鹿児島県医師会会長 㔝ᮧ⚽洋 今給㯪総合病院院長 昇卓夫

鹿児島市医師会会長　 ụ田⪔治 今給㯪総合病院院長 西澤輝彦

鹿児島県県立病院事業管理者 福ඖ俊Ꮥ 今給㯪総合病院看護部長 ᭷ᮧᬛ代

鹿児島市消防局長　 山下⿱二

ᙜ院ࡣ、平成 25 年 3 月 22 日地域医療支援病院にᢎㄆࡉれましたࠋ

࠙議ෆᐜࠚ

1、年度業務報࿌ 年度業務報࿌を県▱事への業務報࿌᭩にἢい行ったࠋ　

2、病院ᘓて᭰え 病院ᘓて᭰えについて現ἣ報࿌を行ったࠋ

3、質応⟅ 年度業務報࿌についての質、外部委員からの助ゝを㡬いたࠋ
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院ឤᰁ㜵Ṇᑐ⟇ጤဨ会
委員長 丸山芳一　　報　告 ໊ཱ ࢠ［ҩྍ҆શ］

࠙┠的 �ࠚ

院内感染のⓎ生をᮍ↛に防止することや院内感染がⓎ生したሙ合における⥭急対策な院内感染防止対策に

関するၥ㢟の原ᅉ分ᯒ、改ၿ策を審議しㅖ施策の査定なを行࠺ことを┠的とするࠋ病院長┤属の㢳ၥ機関と

し᭱⤊的な意ᛮ決定機関として機能するࠋ

࠙ᵓᡂဨ �ࠚ
委員長 丸山芳一（⚄⤒内科、IC'）

委員長 川畠寿史（呼吸器内科医師）、立和名⪷子（感染管理課）

委　員 昇卓夫（病院長）、ྂ ㈡ႛ（歯科ཱྀ⭍外科医師）、᭷ᮧᬛ代、⸨山ࡾࡳ、ᒾ下㑥子、㏆⸨ひとࡳ、㓇ໝ

ⱥ子、ྂ 川⚽子、中ᮧ❶子、Ỉඖⱥ子、ᮎྜྷ美ὠ代、᭷ⷵࡉつき、㒆山リカ、田中かすࡳ、東美ὠ子、ʟ

ཱྀᜏ夫、ᑿ堂▱子、上㔝ி、✄᳃ඃ子、ᑿノ上✄子、山下┿理恵、上ノ町和子、上之ⷵ洋子（看護部）松

㔝下恵子（病床管理部）、ᮧ中ஓ（中央検査部）、高ᶫ┿理、ஂ ὠ㍯ஂୡ、児⋢理子、山之内ᶞ㔛（薬剤

部）、⫧後┿（病理部）、永山↷᫂（放射線部）、ᮌ下▱恵、㭯田⤮㔛㤶（リハビリテーション部）、上平田

美 （ð栄養管理部）、小㔝⣧子（在宅医療部）、㰻⸨ㅬ一（臨床工学部）、༓田Ύ美（医療安全管理課）、㔝

ཱྀె一（事務局長）、今ᇼ小ⓒ合（中央検査部　議事グ㘓）

InIeFtion ControO TeDP �ICT�

 丸山芳一（IC'）、川畠寿史（医師）、立和名⪷子（CNIC）、ᮧ中ஓ（ICMT）、ஂ ὠ㍯ஂୡ（%CPIC）、児⋢理子、

山之内ᶞ㔛（薬剤師）、田中かすࡳ、ᶓ山睦美（看護部）、山本࠶かࡾ（総務⏬課）、日高❶洋（用度課）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜཬࡧᐇ⦼ࠚ

　年度にᘬき⥆き病院感染防止対策委員会と ICT の 2 本ᰕで院内感染防止対策にᑾຊしたࠋ

　定例会議ࡣ、ẖ月第 4Ỉ᭙日に開催ࡉれ⪏性菌やᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、事検討、感染症Ⓨ生に対する院内

感染対策の☜ㄆと࿘▱なが行ࢃれたࠋ⥭急会議事ࡣなかったࠋ

　今年度ࡣ、年のインフルエンザ対応をཷけて感染Ⓨ生の病ᐊ、病Ჷ㛢㙐の連絡体制の見┤しを行ったࠋ

また、インフルエンザによる院内の㠃会制㝈開ጞ、ゎ㝖基‽を検討したࠋ委員会でᢎㄆ後、㏿やかに病院感染防

止対策マࢽュアルへᥖ㍕したࠋ

　院内感染事例でࡣ、鹿児島県の流行Ⓨ生ὀ意報Ⓨ௧をཷけ 1月 29 日よࡾ㠃会制㝈レベル 1（㠃会者、全職員

マスク╔用）2月 15 日よࡾ㠃会制㝈レベル 2（マスク╔用⥅⥆、子౪の㠃会制㝈）と感染対策をᙉ化した4ࠋ月

11 日に㠃会制㝈ゎ㝖を行ったࠋ例年とẚインフルエンザⓎ生ࡣ少なくྛ部署ᩓⓎ的なⓎ生に␃まったࠋ同

ᮇに⤖᰾のⓎ生がࡾ࠶管㎄保健ᡤと情報共᭷、相談を行い職員 2 名の᥋ゐ者調査を実施することになった

が幸い⤖᰾感染なく᥋ゐ者調査ࡣ⤊したࠋ

⏬運営をࡣの、全職員対象の院内感染研修ࡑ　 ICT が中ᚰとなࡾ実施したࠋ第 1 回：7 月 23 日鹿児島大

学病院㍺血⣽⬊治療部ྂ川良ᑦඛ生よࡾ「HI9 感染症：鹿児島県の現状とᴫㄽ、㔪่し事ᨾ対策」の講演、補

研修を 2回行い参加⋡ 86㸣で࠶ったࠋ第 2回：オックスフォード・イムノテック（株）ㅖỤ㞝大ඛ生、山美

佐ඛ生よࡾ「⤖᰾の現状と₯在性⤖᰾スクリーࢽング」について 10 月 22 日、29 日、11 月 17 日、18 日ィ 4回講

演を㡬き参加⋡ 93㸣で࠶った100ࠋ㸣の参加⋡を┠指しヨ行㘒誤しながらྲྀࡾ⤌んでいるࠋ

　対外的な活動として厚労省院内感染対策サーベイランス事業の検査部門、全ධ院部門に参加しているࠋ検査

部門ࡣ、中央検査部のᮧ中がᢸᙜ、全ධ院部門ࡣ丸山と立和名がᢸᙜしẖ月⥅⥆的に厚労省へ報࿌しているࠋ

　感染防止対策加⟬や地域連携加⟬にక࠺活動でࡣ、相評౯を 10 月 9 日今ᮧ病院分院の ICT6 名の᪉にᙜ

院の感染対策を評౯して㡬いた11ࠋ 月 6 日ࡣ、ᙜ院の ICT7 名で鹿児島大学病院にฟ向き感染対策評౯を実施

したࠋ指事㡯に対してࡣ、委員会に報࿌ࡉれ改ၿに向けྲྀࡾ⤌んࠋࡔ

　感染防止対策加⟬ 2 施設とのィ 4 回の合同カンフレンスでࡣ、ᢠ菌薬使用状ἣの☜ㄆや感染症Ⓨ生によ

る感染対策の検討と振ࡾ㏉ࡾ、-ANIS サーベイランスのデータᥦ౪、検体採ྲྀに関連した教育、薬剤管理な

ᵝࠎな内ᐜのヰし合いを行ったࠋ

委員会のな内ᐜ、検討事㡯

4 月 2 2 日

5 月 2 7 日

6 月 2 4 日

7 月 2 2 日

8 月 2 6 日

9 月 1 6 日

10月28日

11月25日

12月16日

1 月 2 7 日

2 月 2 4 日

3 月 2 3 日

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、院内感染防止対策マࢽュアル検討

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、9CM ึᮇ投量のኚ᭦、コリスチンฎ᪉手㡰について検討

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、院内感染研修補研修について

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、感染Ⓨ生報࿌（(.C、C'）、化⮋性⬨᳝炎の T% スクリーࢽン

グについて、ノロウイルス感染予防のၨⓎ

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、院内感染研修参加⋡報࿌、感染防止対策地域連携加⟬評

౯ラウンド報࿌と指事㡯の検討

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、感染Ⓨ生報࿌（インフルエンザ、感染性⫶腸炎）

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、感染Ⓨ生報࿌（インフルエンザ）と対策の☜ㄆと࿘▱、　

⤖᰾᥋ゐ者調査について

⪏性菌報࿌、ᢠ菌薬使用状ἣ報࿌、感染Ⓨ生報࿌（インフルエンザ）、薬ရの使用ᮇ㝈について

ᆅᇦ་⒪ᨭ院ጤဨ会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 井ా ༞Ұ［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的ࠚ

地域における医療の☜保、向上のためにᚲせな支援に係る業務に関し、ᙜヱ業務が㐺ษに

行ࢃれるためにᚲせな事㡯を審議することを┠的とするࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

鹿児島県医師会会長 㔝ᮧ⚽洋 今給㯪総合病院院長 昇卓夫

鹿児島市医師会会長　 ụ田⪔治 今給㯪総合病院院長 西澤輝彦

鹿児島県県立病院事業管理者 福ඖ俊Ꮥ 今給㯪総合病院看護部長 ᭷ᮧᬛ代

鹿児島市消防局長　 山下⿱二

ᙜ院ࡣ、平成 25 年 3 月 22 日地域医療支援病院にᢎㄆࡉれましたࠋ

࠙議ෆᐜࠚ

1、年度業務報࿌ 年度業務報࿌を県▱事への業務報࿌᭩にἢい行ったࠋ　

2、病院ᘓて᭰え 病院ᘓて᭰えについて現ἣ報࿌を行ったࠋ

3、質応⟅ 年度業務報࿌についての質、外部委員からの助ゝを㡬いたࠋ



148

㍺⾑⒪ἲጤဨ会
委員長 ؙࢁ ๕Ұ 	報告ʣ［ҩྍ҆શ］

࠙ᵓᡂဨࠚ

委員長 丸山芳一（⚄⤒内科）、　委員長　濵之上雅博（外科）、小濵浩介（血液内科）

委　員 昇　卓夫（病院長）、

 ᭷ᮧᬛ代、⸨山ࡾࡳ、㏆⸨ひとࡳ、中ᮧ❶子、田中かすࡳ、ʟ ཱྀᜏ夫、濱田⥳、ᚨ恵㤶（看護部）、

高ᶫ┿理（薬剤部）、川田♸一㑻（事務部）、ᮧ中ஓ、今ᇼ㈗之、ᐆ代⪽美（検査部）

　ᙜ委員会ࡣ㝸月の第 4 Ỉ᭙日に開催したࠋな協議事㡯ࡣ血液〇剤の㐺ṇ使用を┠ᶆに診療科ごと、医師

ごとの血液〇剤Ⓨὀと使用量、〇剤ごとのᗫᲠ量とࡑの原ᅉにつきヲ⣽な検討を行ったࠋᗫᲠࡣᮇ㝈ษれが

一␒の理⏤でࡾ࠶、新㩭⤖血₢でࡣバッグ◚ᦆࡶ原ᅉで࠶った（表）ࠋ

㈓血式⮬ᕫ血ࡣ採血の㝜圧ポンプのᢅいに不័れなሙ㠃がࡾ࠶、使用法の手㡰࿘▱をᅗったࠋ㍺血回㑊が

᭱ඃඛでࡾ࠶、止むᚓないሙ合の⮬ᕫ血用が原๎でࡾ࠶、↓用な⮬ᕫ血用ࡣ医療安全のほ点からៅ重で

ࠋる࠶きでる࠶

　㍺血同意᭩についてࡣ血液疾患やᝏ性疾な同一疾患に対する定ᮇ的な㍺血でࡣ 1 年に一度のᢎㅙ᭩を原

๎とし、状ἣによってࡣ年వにࢃたることྍࡶ能としたࠋ

ᖹᡂ �� ᖺᗘ⾑ᾮ〇⏝㔞

㸦ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶㹼ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶㸧

〇剤名
薬౯
（円）

༢ ㉎ධ本ᩘ
ᗫᲠ金㢠
（円）

ᗫᲠ⋡
（㸣）

使用本ᩘ ᗫᲠ本ᩘ㉎ධ金㢠（円）

⃰厚赤血⌫

新㩭⤖血₢

血小板〇剤

⮬ᕫ血

ィ

2.86

0�84

0

7�14

1�59

1 ༢

2༢

120㹫㹪

240㹫㹪

480㹫㹪

5༢

10 ༢

15 ༢

20 ༢

1༢

2༢

8,864

17,726

8,955

17,912

23,617

39,900

79,479

119,204

158,938

　

　

12

1,355

2

686

16

6

112

1

1

14

47

2,252

12

1,319

2

683

16

6

112

0

1

14

45

2,213

0

691,314

0

107,472

0

0

0

0

0

0

　

798,786

0

39

0

6

0

0

0

0

0

0

2

46

106,368

24,018,730

17,910

12,287,632

377,872

239,400

8,901,536

119,204

158,938

　

　

46,227,590

┳ㆤᏳᑐ⟇ጤဨ会
委員長  ࢁԼ ਅཧܙʢ報告ʣ［ҩྍ҆શ］

࠙┠的ࠚ

本委員会ࡣ、医療事ᨾ防止対策の☜⋡をಁ進すると共に、安全な医療看護をᥦ౪し、一事ᨾⓎ生ࡣ、

㏿やかにㄔᚰㄔ意ྲྀࡾ⤌むࠋ

ࠋれを生かし、安全教育のሙにフィードバッグし再Ⓨ防止にດめ、医療看護の質の☜保と向上をᅗるࡑ

࠙┠ᶆࠚ

ྛ部署で年㛫ィ⏬を立し活動したࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

᭷ᮧ看護部長　 ㏆⸨看護部長　ᒾ下看護部長　⸨山看護部長

医療安全課長：༓田 医療安全課：長㔝 ྛ部署師長

委員メンバー：ᒸᮧ௵ ྛ部署委員 

࠙活動ෆᐜࠉࠚ

㸯㸬ẖ月の安全管理報࿌᭩௳ᩘ、事例レベル、Ⓨ生事例についての報࿌

㸰㸬アクシデントⓎ生部署からの事例報・対策報࿌

（報࿌をཷけることで看護部全体の情報共᭷・ὀ意ႏ起に繋がる）

㸱㸬医薬ရ安全管理㈐௵者、医療機器安全管理者からの࿘▱事㡯のᥦ♧

㸲㸬外部リスクマネジメント関連情報ᥦ♧

医療機能評౯機ᵓからの医療安全情報、PM'A情報

東ிᾏ上日動メディカルサービスからのリスクマネジメント関連情報

㸳㸬インシデント・アクシデント報࿌の中からᢤ⢋し検討した㡯┠

・⩏歯Ὑ浄の流れについて病Ჷの現状☜ㄆを行い、⩏歯の⣮ኻ、管理のᚭᗏをᅗる

・ミキシング๓の点☜ㄆ法：病Ჷラウンドを行いྛ病Ჷの現状ᢕᥱしチェックリストの見┤し

本年度の会議ࡣ、事例検討の㛫をከくとれるよ࠺に資ᩱࡣ会議の๓週に㓄ᕸし、㛫を᭷ຠに使えるよ࠺

にしたࠋ

会議の๓༙で、報࿌等を行い後༙でグループ内での事例検討を行ったࠋ

事例ࡣẖ月㸯例㍯␒制でᥦ♧し.YTを用いたワーキングを行ったࠋ

今年度ࡣ.YTの全体研修ࡶከく開催ࡉれ.YTに対する▱㆑が向上したのでࡣないかと考えるࠋ

ᩆᛴ་⒪㒊㛛㐠Ⴀጤဨ会
委員長 西澤 輝彦ʢ報告ʣ［ҩྍͷ্࣭］

 ᙜ委員会ࡣ㯞㓉科ụ田部長のおୡヰで㹇㹁㹓、手術ᐊ、中央ᮦᩱ部、NICU運営委員会、᭦に≀ရ㉎ධ委員

会と合同で月1回開催ࡉれていますࠋ救急部門ࡣに救急㌴ཷけධれ状ἣやఇ日のᙜ␒医の体制なについ

て討議していますࠋ本年度ࡣ救急㌴のྎᩘࡣ現状を維ᣢしているࡶのの全⯡的な㍍症化のഴ向が見られ、特

に重症のከⓎ外傷症例が減少した༳象ですࠋ交通事ᨾの減少な外傷⮬体ࡣ減少ഴ向にࡾ࠶ࡣますが、5月

の市立病院⛣㌿、一年の米┒病院⛣㌿、୧病院によるドクター࣊リ、ドクターカーの運用開ጞのᙳ㡪ࡶᙜ

院ࡶከ少࠶ࡣると推定ࡉれますࠋᙜ院ࡶ新病院への⛣㌿が決定しておࡾますが、ᦙ㏦ඛとして選ࡤれる救急

体制をᵓ⠏するᚲせがࡾ࠶ますࠋ現在でࡶ医師によるཷけධれᣄྰが࠶ることࡶ事実ですࠋ⛣㌿までの㛫ࡶ

᩿ることをない救急を┠指して体制ᙉ化、」ᩘの同ཷධれの体制సࡾなの課㢟をゎ決するく検討して

行く᪉㔪ですࠋ
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㍺⾑⒪ἲጤဨ会
委員長 ؙࢁ ๕Ұ 	報告ʣ［ҩྍ҆શ］

࠙ᵓᡂဨࠚ

委員長 丸山芳一（⚄⤒内科）、　委員長　濵之上雅博（外科）、小濵浩介（血液内科）

委　員 昇　卓夫（病院長）、

 ᭷ᮧᬛ代、⸨山ࡾࡳ、㏆⸨ひとࡳ、中ᮧ❶子、田中かすࡳ、ʟ ཱྀᜏ夫、濱田⥳、ᚨ恵㤶（看護部）、

高ᶫ┿理（薬剤部）、川田♸一㑻（事務部）、ᮧ中ஓ、今ᇼ㈗之、ᐆ代⪽美（検査部）

　ᙜ委員会ࡣ㝸月の第 4 Ỉ᭙日に開催したࠋな協議事㡯ࡣ血液〇剤の㐺ṇ使用を┠ᶆに診療科ごと、医師

ごとの血液〇剤Ⓨὀと使用量、〇剤ごとのᗫᲠ量とࡑの原ᅉにつきヲ⣽な検討を行ったࠋᗫᲠࡣᮇ㝈ษれが

一␒の理⏤でࡾ࠶、新㩭⤖血₢でࡣバッグ◚ᦆࡶ原ᅉで࠶った（表）ࠋ

㈓血式⮬ᕫ血ࡣ採血の㝜圧ポンプのᢅいに不័れなሙ㠃がࡾ࠶、使用法の手㡰࿘▱をᅗったࠋ㍺血回㑊が

᭱ඃඛでࡾ࠶、止むᚓないሙ合の⮬ᕫ血用が原๎でࡾ࠶、↓用な⮬ᕫ血用ࡣ医療安全のほ点からៅ重で

ࠋる࠶きでる࠶

　㍺血同意᭩についてࡣ血液疾患やᝏ性疾な同一疾患に対する定ᮇ的な㍺血でࡣ 1 年に一度のᢎㅙ᭩を原

๎とし、状ἣによってࡣ年వにࢃたることྍࡶ能としたࠋ

ᖹᡂ �� ᖺᗘ⾑ᾮ〇⏝㔞

㸦ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶㹼ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶㸧

〇剤名
薬౯
（円）

༢ ㉎ධ本ᩘ
ᗫᲠ金㢠
（円）

ᗫᲠ⋡
（㸣）

使用本ᩘ ᗫᲠ本ᩘ㉎ධ金㢠（円）

⃰厚赤血⌫

新㩭⤖血₢

血小板〇剤

⮬ᕫ血

ィ

2.86

0�84

0

7�14

1�59

1 ༢

2༢

120㹫㹪

240㹫㹪

480㹫㹪

5༢

10 ༢

15 ༢

20 ༢

1༢

2༢

8,864

17,726

8,955

17,912

23,617

39,900

79,479

119,204

158,938

　

　

12

1,355

2

686

16

6

112

1

1

14

47

2,252

12

1,319

2

683

16

6

112

0

1

14

45

2,213

0

691,314

0

107,472

0

0

0

0

0

0

　

798,786

0

39

0

6

0

0

0

0

0

0

2

46

106,368

24,018,730

17,910

12,287,632

377,872

239,400

8,901,536

119,204

158,938

　

　

46,227,590

┳ㆤᏳᑐ⟇ጤဨ会
委員長  ࢁԼ ਅཧܙʢ報告ʣ［ҩྍ҆શ］

࠙┠的ࠚ

本委員会ࡣ、医療事ᨾ防止対策の☜⋡をಁ進すると共に、安全な医療看護をᥦ౪し、一事ᨾⓎ生ࡣ、

㏿やかにㄔᚰㄔ意ྲྀࡾ⤌むࠋ

ࠋれを生かし、安全教育のሙにフィードバッグし再Ⓨ防止にດめ、医療看護の質の☜保と向上をᅗるࡑ

࠙┠ᶆࠚ

ྛ部署で年㛫ィ⏬を立し活動したࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

᭷ᮧ看護部長　 ㏆⸨看護部長　ᒾ下看護部長　⸨山看護部長

医療安全課長：༓田 医療安全課：長㔝 ྛ部署師長

委員メンバー：ᒸᮧ௵ ྛ部署委員 

࠙活動ෆᐜࠉࠚ

㸯㸬ẖ月の安全管理報࿌᭩௳ᩘ、事例レベル、Ⓨ生事例についての報࿌

㸰㸬アクシデントⓎ生部署からの事例報・対策報࿌

（報࿌をཷけることで看護部全体の情報共᭷・ὀ意ႏ起に繋がる）

㸱㸬医薬ရ安全管理㈐௵者、医療機器安全管理者からの࿘▱事㡯のᥦ♧

㸲㸬外部リスクマネジメント関連情報ᥦ♧

医療機能評౯機ᵓからの医療安全情報、PM'A情報

東ிᾏ上日動メディカルサービスからのリスクマネジメント関連情報

㸳㸬インシデント・アクシデント報࿌の中からᢤ⢋し検討した㡯┠

・⩏歯Ὑ浄の流れについて病Ჷの現状☜ㄆを行い、⩏歯の⣮ኻ、管理のᚭᗏをᅗる

・ミキシング๓の点☜ㄆ法：病Ჷラウンドを行いྛ病Ჷの現状ᢕᥱしチェックリストの見┤し

本年度の会議ࡣ、事例検討の㛫をከくとれるよ࠺に資ᩱࡣ会議の๓週に㓄ᕸし、㛫を᭷ຠに使えるよ࠺

にしたࠋ

会議の๓༙で、報࿌等を行い後༙でグループ内での事例検討を行ったࠋ

事例ࡣẖ月㸯例㍯␒制でᥦ♧し.YTを用いたワーキングを行ったࠋ

今年度ࡣ.YTの全体研修ࡶከく開催ࡉれ.YTに対する▱㆑が向上したのでࡣないかと考えるࠋ

ᩆᛴ་⒪㒊㛛㐠Ⴀጤဨ会
委員長 西澤 輝彦ʢ報告ʣ［ҩྍͷ্࣭］

 ᙜ委員会ࡣ㯞㓉科ụ田部長のおୡヰで㹇㹁㹓、手術ᐊ、中央ᮦᩱ部、NICU運営委員会、᭦に≀ရ㉎ධ委員

会と合同で月1回開催ࡉれていますࠋ救急部門ࡣに救急㌴ཷけධれ状ἣやఇ日のᙜ␒医の体制なについ

て討議していますࠋ本年度ࡣ救急㌴のྎᩘࡣ現状を維ᣢしているࡶのの全⯡的な㍍症化のഴ向が見られ、特

に重症のከⓎ外傷症例が減少した༳象ですࠋ交通事ᨾの減少な外傷⮬体ࡣ減少ഴ向にࡾ࠶ࡣますが、5月

の市立病院⛣㌿、一年の米┒病院⛣㌿、୧病院によるドクター࣊リ、ドクターカーの運用開ጞのᙳ㡪ࡶᙜ

院ࡶከ少࠶ࡣると推定ࡉれますࠋᙜ院ࡶ新病院への⛣㌿が決定しておࡾますが、ᦙ㏦ඛとして選ࡤれる救急

体制をᵓ⠏するᚲせがࡾ࠶ますࠋ現在でࡶ医師によるཷけධれᣄྰが࠶ることࡶ事実ですࠋ⛣㌿までの㛫ࡶ

᩿ることをない救急を┠指して体制ᙉ化、」ᩘの同ཷධれの体制సࡾなの課㢟をゎ決するく検討して

行く᪉㔪ですࠋ



150

デ⒪㘓᳨ウጤဨ会
［ҩྍͷ্࣭］ 委員長 丸山芳一　　報　告 ാதࢠ

【ᵓᡂဨࠚ
委員長　　丸山芳一（⚄⤒内科）
委員　　　昇卓夫（院長）、西澤輝彦（⬻⚄⤒外科部長）

【看護部】᭷ᮧᬛ代（部長）、ᒾ下㑥子（部長）、松㔝下恵子（看護グ㘓委員長）
　　　　　ᑿ堂▱子（外᮶師長）、༓田Ύ美（医療安全管理課長）
【薬剤部】高ᶫ┿理（部長）、ᇼ之内ᬛ⿱
【栄養管理部】上平田美ᶞ（課長） 【リハビリテーション部】㇏␃研二、๓㏕⠜
【臨床検査部】上㭯▱　 【放射線部】ᐊᒇ⣧一（技師長）
【医事部】㔪山᭸美、米‶ஂ美　 【医療情報管理課】⚄㔝博幸（௵）
【診療補助部】⚄ᮧ美月 【診療情報管理部】⏿中幸子、㯮丸ᜤᘯ、小西భ

【活動ෆᐜࠚ

・委員会　ẖ月第㸰ⅆ᭙日　15：00～16：00
・診療グ㘓┘査　ẖ月第㸲金᭙日　13：30～14：30

【ᖺᗘの主な活動ࠚ

・5月　外国人対応同意᭩　電子カルテエントランスへᥖ㍕

・10月　病名代行ධຊシステムを✌働

・11月　インフォームド・コンセントガイドラインస成╔手（㹆28年度4月現在検討中）

・同意᭩の新規స成および改定（共通文᭩のࡳᥖ㍕）

・手術同意᭩　署名ḍのኚ᭦ ・介護支援連携指導᭩ ・ゼၥ診療ィ⏬᭩

・小児㙠㟼薬使用検査同意᭩ ・延治療同意᭩（一部改定） ・リンパᾋ⭘外᮶同意᭩

・㹇㹔㹆同意᭩（㹁㹔同意᭩へ表グኚ᭦）　・薬≀・食ရアレルࢠーၥ診票（サインḍ改定）

・ཱྀ㢌指♧ཷけ᭩（一⯡・検査　改定）

　診療㘓の質的向上を┠的に、電子カルテシステムの改ၿや診療㘓┘査をに行ったࠋ
　委員会全体としてのྲྀ⤌ࡳとしてH24年よࡾィ⏬的な診療㘓┘査を開ጞしたࠋH26年度よࡾ委員௨外の医師
にࡶ参加していたࡔくよ࠺になࡾ、院内全体のグ㘓への関ᚰ度が高まࡾH24年開ጞᙜึとẚ㍑すると日ࠎの
グ㍕⋡やグ㍕内ᐜがよࡾ実してきたと実感しているࠋしかしᮍࡔ不十分な点ࡶከく、一部の医師による▷
絡的で᩿∦的なグ㘓、検査⤖ᯝ評౯ᮍグ㍕、ධ退院のᚲせ事㡯グ㘓不十分等、⥅⥆的に┘査がᚲせで࠶
るࠋまた、患者ᵝへㄝ᫂、文᭩（同意᭩）を用いてㄝ᫂するよ࠺推進しているが文᭩のⓎ行⋡が低く院内
全体の課㢟となっているࠋ
　システムでゎ決できることࡣ電子カルテシステム会社へ改ၿを౫㢗し、ᚎࠎに改ၿしているが、開Ⓨがᚲ
せなࡶのࡾ࠶ࡶ、なかなかᛮ࠺よ࠺に進まないのが現状で࠶るࠋ
また、㸰週㛫成⋡100㸣を┠指しているサマリーࡣ、H27年度成⋡99�3㸣、手術グ㘓㸰日௨内のグ㍕⋡
ࠋった࠶95�2㸣で、ࡣ
　診療㘓ࡣ公文᭩でࡾ࠶、診療報酬ㄳồの᰿拠となることへの理ゎを十分に高め、᭦なるグ㘓の実にྲྀࡾ
⤌んでいきたいࠋ

診療㘓┘査 実施診療科

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

24日

22日

26日

24日

28日

25日

23日

27日

25日

22日

26日

25日

放射線、緩和医療科

ᚠ⎔器内科

呼吸器外科

⓶科

⬻⚄⤒外科

⪥㰯ဗႃ科

⚄⤒内科

ᙧ成外科

整ᙧ外科㸯

整ᙧ外科㸰

総合内科、血液内科

外科

ᚠ⎔器内科

消化器内科

║科

緩和医療科

産婦人科

呼吸器外科

Ἢᒀ器科

外科

総合内科

⚄⤒内科

ᙧ成外科

総合内科

2

3中

3西

2南

3東

4

2南

4西

3中、3、3南

3中、3、3南

2

2東

┘査日 ┘査対象診療科 ┘査実施診療科 師長ࡶしくࡣ௵

⌮ᑂᰝጤဨ会
委員長 څࠓᴈ ঘయ　খ委員ձ委員長 ঢ　［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的ࠚ

今給㯪総合病院および和会クリࢽックで行ࢃれる医学研究や医療行Ⅽに対し、倫理上の対応指㔪を♧すこ

とを┠的とするࣄࠋトを対象とした医学研究についてࡣ「࣊ルシンキᐉゝ」、日常の医療についてࡣ「リス

また、倫理ࠋンᐉゝ」を審議上の基‽とし、医学的、倫理的および社会的ほ点から調査検討し、審議する࣎

に関する職員への教育や研修等によࡾ、患者の意ᛮの尊重と人ᶒ保護の意㆑高ᥭをᅗるࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠉ⌮ᑂᰝጤဨ会ጤဨࠚ

今給㯪 ᑦ、昇 卓夫、大ஂ保 幸一、丸山 芳一、ᑎ原 ㈼人、∹♩ 洋、白濱 浩、

高ᶫ ┿理、᭷ᮧ ᬛ代、⸨山 ࡾࡳ、㔝ཱྀ ᱇一、原ཱྀ 一博、๓㔝 浩一、上၈‖ 芳一、

長㔝　芳幸（外部委員）、⵿ẟ　長史（外部委員）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠉ⌮ᑂᰝᑠጤဨ会ጤဨ �ࠚ

昇 卓夫、丸山 芳一、ᑎ原 ㈼人、∹♩ 洋、白濱 浩、高ᶫ ┿理、᭷ᮧ ᬛ代、⸨山 ࡾࡳ、

㔝ཱྀ ᱇一、๓㔝 浩一、上၈‖ 芳一、山内 ⱱ（外部委員）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠉ་Ꮫ研✲㛵ࡿࡍ⌮ᑂ議ᴫせࠚ

小委員会開催回 （ᩘ平成 27 年度）：　8回

　開催㢖度：月㸯回（第㸰金᭙）⏦ㄳがない月ࡣᮍ開催

　審査௳ᩘ：合ィ㸯㸯௳　㸯௳　ᮍᢎㄆ、　1㸮௳　ᢎㄆ

　会議グ㘓：厚生労働省「倫理審査委員会報࿌システム」に委員名⡙及び規⛬ととࡶにᥖ㍕

H27�4�10（金）　⏦ㄳ者 :整ᙧ外科部長 松永 俊二
ࠗ⬨᳝㠎ᖏ骨化症患者ᵝにおける CT を用いた全⬨᳝
ᅛ定術骨化ᕢの検討࠘

H27�5�8（金）　⏦ㄳ者：呼吸器内科部長 川畠 寿史
ࠗ症例情報システムを用いた呼吸器疾患のバイオ
マーカーに関する᥈⣴的研究࠘

H27�6�12（金）　⏦ㄳ者：ᚠ⎔器内科部長 大ሙ 一㑻
ࠗಶ別治療を┠指した高㱋高血圧患者における㝆圧
薬使用の患者‶㊊度と医師‶㊊度の対ẚによる研
究࠘

H27�7�10（金）　⏦ㄳ者：⓶科医長　ஂ␃　光博
ࠗఏ染性㌾属⭘の㝖ᅔ㞴症例に対する◪㓟㖟࣌ー
ストの使用（臨床研究に係る使用）࠘

H27�7�10（金）　⏦ㄳ者：呼吸器外科部長　米田　敏
ࠗ高㱋者肺⒴に対する外科治療の安全性と᭷ຠ性を
評౯するためのከ施設共同๓向き調査研究࠘

H27�10�9（金）　⏦ㄳ者：病児保育専門士 西㒓 今日子
ࠗ学会Ⓨ表（演㢟：プレパレーションツール使用報࿌
と今後の課㢟）に患者ࡉんや家族の ࠘┿や動⏬を使
用することについて࠘

H27�10�9（金）　⏦ㄳ者：外科部長　濵之上　雅博
ࠗ化学療法ᮍ治療の H(R2 㝜性進行・再Ⓨ⫶⒴に対
するオキサリプラチン �S�1 療法およびオキサリプ
ラチン �S�1� トラスツマブే用療法について検討
する第ϩ相臨床ヨ㦂
（.SCC1501A および .SCC1501%）࠘

H27�11�13（金）
⏦ㄳ者：消化器内科科長 今給㯪 和幸
ࠗษ㝖不能⮅⒴に対するアブラキサン治療の実ែ調
査࠘

H27�12�11（金）　⏦ㄳ者：小児科部長 ᇼ之内 ව一
ࠗⱎᩓスタディ࠘

H28�2�12（金）
⏦ㄳ者：⚄⤒内科 �在宅診療科科長 ⏥ᩫ　ኴ
ࠗ0�125㸣サンࣆロ点║液による▖Ꮝ不同（ᩓ大）検
査࠘

H28�2�12（金）　⏦ㄳ者：⓶科医長 ஂ␃ 光博
ࠗ᭷Ჲ⣽⬊がんに対する TS�1 の使用࠘

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠉ⏦ㄳཷ␒ྕ、ጤဨ会㛤ദ᪥、ㄢ㢟ྡ、⏦ㄳ者ࠚ

報　告 ্ື ๕Ұ
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デ⒪㘓᳨ウጤဨ会
［ҩྍͷ্࣭］ 委員長 丸山芳一　　報　告 ാதࢠ

【ᵓᡂဨࠚ
委員長　　丸山芳一（⚄⤒内科）
委員　　　昇卓夫（院長）、西澤輝彦（⬻⚄⤒外科部長）

【看護部】᭷ᮧᬛ代（部長）、ᒾ下㑥子（部長）、松㔝下恵子（看護グ㘓委員長）
　　　　　ᑿ堂▱子（外᮶師長）、༓田Ύ美（医療安全管理課長）
【薬剤部】高ᶫ┿理（部長）、ᇼ之内ᬛ⿱
【栄養管理部】上平田美ᶞ（課長） 【リハビリテーション部】㇏␃研二、๓㏕⠜
【臨床検査部】上㭯▱　 【放射線部】ᐊᒇ⣧一（技師長）
【医事部】㔪山᭸美、米‶ஂ美　 【医療情報管理課】⚄㔝博幸（௵）
【診療補助部】⚄ᮧ美月 【診療情報管理部】⏿中幸子、㯮丸ᜤᘯ、小西భ

【活動ෆᐜࠚ

・委員会　ẖ月第㸰ⅆ᭙日　15：00～16：00
・診療グ㘓┘査　ẖ月第㸲金᭙日　13：30～14：30

【ᖺᗘの主な活動ࠚ

・5月　外国人対応同意᭩　電子カルテエントランスへᥖ㍕

・10月　病名代行ධຊシステムを✌働

・11月　インフォームド・コンセントガイドラインస成╔手（㹆28年度4月現在検討中）

・同意᭩の新規స成および改定（共通文᭩のࡳᥖ㍕）

・手術同意᭩　署名ḍのኚ᭦ ・介護支援連携指導᭩ ・ゼၥ診療ィ⏬᭩

・小児㙠㟼薬使用検査同意᭩ ・延治療同意᭩（一部改定） ・リンパᾋ⭘外᮶同意᭩

・㹇㹔㹆同意᭩（㹁㹔同意᭩へ表グኚ᭦）　・薬≀・食ရアレルࢠーၥ診票（サインḍ改定）

・ཱྀ㢌指♧ཷけ᭩（一⯡・検査　改定）

　診療㘓の質的向上を┠的に、電子カルテシステムの改ၿや診療㘓┘査をに行ったࠋ
　委員会全体としてのྲྀ⤌ࡳとしてH24年よࡾィ⏬的な診療㘓┘査を開ጞしたࠋH26年度よࡾ委員௨外の医師
にࡶ参加していたࡔくよ࠺になࡾ、院内全体のグ㘓への関ᚰ度が高まࡾH24年開ጞᙜึとẚ㍑すると日ࠎの
グ㍕⋡やグ㍕内ᐜがよࡾ実してきたと実感しているࠋしかしᮍࡔ不十分な点ࡶከく、一部の医師による▷
絡的で᩿∦的なグ㘓、検査⤖ᯝ評౯ᮍグ㍕、ධ退院のᚲせ事㡯グ㘓不十分等、⥅⥆的に┘査がᚲせで࠶
るࠋまた、患者ᵝへㄝ᫂、文᭩（同意᭩）を用いてㄝ᫂するよ࠺推進しているが文᭩のⓎ行⋡が低く院内
全体の課㢟となっているࠋ
　システムでゎ決できることࡣ電子カルテシステム会社へ改ၿを౫㢗し、ᚎࠎに改ၿしているが、開Ⓨがᚲ
せなࡶのࡾ࠶ࡶ、なかなかᛮ࠺よ࠺に進まないのが現状で࠶るࠋ
また、㸰週㛫成⋡100㸣を┠指しているサマリーࡣ、H27年度成⋡99�3㸣、手術グ㘓㸰日௨内のグ㍕⋡
ࠋった࠶95�2㸣で、ࡣ
　診療㘓ࡣ公文᭩でࡾ࠶、診療報酬ㄳồの᰿拠となることへの理ゎを十分に高め、᭦なるグ㘓の実にྲྀࡾ
⤌んでいきたいࠋ

診療㘓┘査 実施診療科
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総合内科、血液内科
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消化器内科

║科

緩和医療科
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Ἢᒀ器科

外科

総合内科
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ᙧ成外科

総合内科

2

3中

3西

2南

3東
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2南

4西

3中、3、3南

3中、3、3南
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2東

┘査日 ┘査対象診療科 ┘査実施診療科 師長ࡶしくࡣ௵

⌮ᑂᰝጤဨ会
委員長 څࠓᴈ ঘయ　খ委員ձ委員長 ঢ　［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的ࠚ

今給㯪総合病院および和会クリࢽックで行ࢃれる医学研究や医療行Ⅽに対し、倫理上の対応指㔪を♧すこ

とを┠的とするࣄࠋトを対象とした医学研究についてࡣ「࣊ルシンキᐉゝ」、日常の医療についてࡣ「リス

また、倫理ࠋンᐉゝ」を審議上の基‽とし、医学的、倫理的および社会的ほ点から調査検討し、審議する࣎

に関する職員への教育や研修等によࡾ、患者の意ᛮの尊重と人ᶒ保護の意㆑高ᥭをᅗるࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠉ⌮ᑂᰝጤဨ会ጤဨࠚ

今給㯪 ᑦ、昇 卓夫、大ஂ保 幸一、丸山 芳一、ᑎ原 ㈼人、∹♩ 洋、白濱 浩、

高ᶫ ┿理、᭷ᮧ ᬛ代、⸨山 ࡾࡳ、㔝ཱྀ ᱇一、原ཱྀ 一博、๓㔝 浩一、上၈‖ 芳一、

長㔝　芳幸（外部委員）、⵿ẟ　長史（外部委員）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠉ⌮ᑂᰝᑠጤဨ会ጤဨ �ࠚ

昇 卓夫、丸山 芳一、ᑎ原 ㈼人、∹♩ 洋、白濱 浩、高ᶫ ┿理、᭷ᮧ ᬛ代、⸨山 ࡾࡳ、

㔝ཱྀ ᱇一、๓㔝 浩一、上၈‖ 芳一、山内 ⱱ（外部委員）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠉ་Ꮫ研✲㛵ࡿࡍ⌮ᑂ議ᴫせࠚ

小委員会開催回 （ᩘ平成 27 年度）：　8回

　開催㢖度：月㸯回（第㸰金᭙）⏦ㄳがない月ࡣᮍ開催

　審査௳ᩘ：合ィ㸯㸯௳　㸯௳　ᮍᢎㄆ、　1㸮௳　ᢎㄆ

　会議グ㘓：厚生労働省「倫理審査委員会報࿌システム」に委員名⡙及び規⛬ととࡶにᥖ㍕

H27�4�10（金）　⏦ㄳ者 :整ᙧ外科部長 松永 俊二
ࠗ⬨᳝㠎ᖏ骨化症患者ᵝにおける CT を用いた全⬨᳝
ᅛ定術骨化ᕢの検討࠘

H27�5�8（金）　⏦ㄳ者：呼吸器内科部長 川畠 寿史
ࠗ症例情報システムを用いた呼吸器疾患のバイオ
マーカーに関する᥈⣴的研究࠘

H27�6�12（金）　⏦ㄳ者：ᚠ⎔器内科部長 大ሙ 一㑻
ࠗಶ別治療を┠指した高㱋高血圧患者における㝆圧
薬使用の患者‶㊊度と医師‶㊊度の対ẚによる研
究࠘

H27�7�10（金）　⏦ㄳ者：⓶科医長　ஂ␃　光博
ࠗఏ染性㌾属⭘の㝖ᅔ㞴症例に対する◪㓟㖟࣌ー
ストの使用（臨床研究に係る使用）࠘

H27�7�10（金）　⏦ㄳ者：呼吸器外科部長　米田　敏
ࠗ高㱋者肺⒴に対する外科治療の安全性と᭷ຠ性を
評౯するためのከ施設共同๓向き調査研究࠘

H27�10�9（金）　⏦ㄳ者：病児保育専門士 西㒓 今日子
ࠗ学会Ⓨ表（演㢟：プレパレーションツール使用報࿌
と今後の課㢟）に患者ࡉんや家族の ࠘┿や動⏬を使
用することについて࠘

H27�10�9（金）　⏦ㄳ者：外科部長　濵之上　雅博
ࠗ化学療法ᮍ治療の H(R2 㝜性進行・再Ⓨ⫶⒴に対
するオキサリプラチン �S�1 療法およびオキサリプ
ラチン �S�1� トラスツマブే用療法について検討
する第ϩ相臨床ヨ㦂
（.SCC1501A および .SCC1501%）࠘

H27�11�13（金）
⏦ㄳ者：消化器内科科長 今給㯪 和幸
ࠗษ㝖不能⮅⒴に対するアブラキサン治療の実ែ調
査࠘

H27�12�11（金）　⏦ㄳ者：小児科部長 ᇼ之内 ව一
ࠗⱎᩓスタディ࠘

H28�2�12（金）
⏦ㄳ者：⚄⤒内科 �在宅診療科科長 ⏥ᩫ　ኴ
ࠗ0�125㸣サンࣆロ点║液による▖Ꮝ不同（ᩓ大）検
査࠘

H28�2�12（金）　⏦ㄳ者：⓶科医長 ஂ␃ 光博
ࠗ᭷Ჲ⣽⬊がんに対する TS�1 の使用࠘

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘࠉ⏦ㄳཷ␒ྕ、ጤဨ会㛤ദ᪥、ㄢ㢟ྡ、⏦ㄳ者ࠚ

報　告 ্ື ๕Ұ
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ጤဨ会ࢫࣃࣝ࢝ࢽࣜࢡ
委員長 த ߁彦　　報　告 ਫݩ ӳࢠ［ҩྍͷ্࣭］

　ᙜ院ࡣ、平成 17 年度に電子カルテが導ධࡉれ、平成 25 年 10 月から電子クリࢽカルパス化にྲྀࡳ⤌ࡾ現在

69 種㢮の電子パスが使用ࡉれているࠋ

　パス委員会でࡣ、平成 2㸵年度㸯㸬患者パスస成㸰㸬新規パスಁ進㸱㸬パスのᬑ及を┠ᶆに活動してきたࠋཪ、

日本クリࢽカルパス学会学術集会・㹑㹑㹇への᧯సや院外パス講座なに✚ᴟ的参加したࠋ今後、病院⏬⤒

営部なの参加によࡾ、パスが⤒営コストと繋がࡾが࠶るࡶのとい࠺意㆑へとኚ㠉する事や、パス委員会が病

院の中にᾐ㏱しながら活動できるよࡾྲྀ࠺⤌んでいきたいࠋ

࠙ጤဨ会ᵓᡂࠚ

医師 㸰名 診療情報管理部 2 名 リハビリテーションリ部 2 名

薬剤師 㸯名 医事部 5 名 看護師 38 名

中央臨床検査部 㸯名 管理栄養部 1 名

࠙㹆�� ᖺᗘの活動ෆᐜ࣭院ෆእ研修参加ࠚ

㹆27 年

6 月 19 日 フレキシブルパスຮᙉ会　　大㜰（株）ࢯフトウェア・サービス　 

 参加者：大重　ᬛ子　　本田　Ἃ⧊　　ᴿ　┿ዉ美

8月 22 日 SSI（大㜰）　「電子カルテパス導ධと㹎㹌㹑～電子パスがࡶたらすシナジーຠᯝ」　

 Ⓨ表　ᱵ　⿱ྖ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9月 17 日  院内クリࢽカルパス大会 1回┠

  「医療の質向上とクリࢽカルパスの᭷ຠ活用～使って័れよ࠺クリࢽカルパス」

 Ⓨ表　中┠医師・2東・外᮶・4・2南　　　　　　　　　　 　　　

㹆28 年　　 

2 月 ῭生会⇃本病院パス講座

 参加者　　ᴿ　┿ዉ美

3月 16 日 院内クリࢽカルパス大会 2回┠

院内Ⓨ表　

演㢟㸯㸬ᒀ路ᝏ性⭘⒆（腎│ᒀ路⒴、⭤⬔⒴）に対する化学療法　㹅㹁療法のクリࢽカルパス　

Ⓨ表　　中┠医師

演㢟㸰㸬㹎㹌㹑㸬4における電子クリࢽカルパスの教育的役について～⤒㦂をᙧに～

Ⓨ表　　ᱵ　⿱ྖ

特別講演

演㢟：「電子化クリティカルパス～鹿児島医療センターでのྲྀࡳ⤌ࡾ～」

⊂立行ᨻ法人　国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター

⪥㰯ဗႃ科　部長　松崎　ຮ（まつࡊき　つとむ）ඛ生

࠙Ꮫ⾡ᐇ✚ࠚ

 2015 年 11 月 13 日・14 日　日本クリࢽカルパス学会（東ிパス学会）　Ⓨ表　ᱵ　⿱ྖ

167㸦ᰤ㣴࣒࣮ࢳࢺ࣮࣏ࢧ㸧ጤဨ会
委員長 ੜതٱ　　報　告 ླࢠ［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的࣭┠ᶆࠚ

栄養サポートチーム（௨下 :NST）とࡣ、栄養㞀ᐖの࠶る患者ᵝに対し、生活の質の向上、原疾患の治⒵ಁ進、感

染症なの合ే症予防を┠的としたከ職種でᵓ成ࡉれたチームですࠋᙜ院 NST を原ࡳ治医からの⏦し㎸ࡣ

๎としていますࠋ栄養管理を行࠺ためにࡣ、治医の治療との連携がᚲせで࠶るとい࠺理念からですࠋከᒱに

ࠋますࡾດめて参ࡶ今後࠺た、㐺ษな助ゝ・補助ができるよࡌたる病ែに応ࢃ

࠙活動ࠚ

　2005 年に日本㟼⬦⤒腸学会よࡾ㹌㹑㹒✌動施設ㄆ定を、2011 年にࡣ栄養サポートチーム専門療法士ྲྀᚓに

関ࢃる実地修⦎施設としてㄆ定をཷけ、カンフレンス・回診を行っていますࠋ ᵓ成メンバーࡣ、総合内科医

師・ཱྀ ⭍外科医師、栄養管理部、褥瘡管理課・薬剤部・中央検査部・リハビリテーション部・看護部・事務部ですࠋ

ẖ週ⅆ᭙日 14 よࡾ、病Ჷにてカンフレンス・回診を実施し、࠶らࡺる職種の視点から▱㆑をฟし合い患

者ᵝの栄養改ၿにྲྀࡾ⤌んでいますࠋ平成 23 年 6 月から、栄養管理についてオンコール体制を開ጞし、食事摂

ྲྀ不良症例の相談や⤒腸栄養の選ᢥについて治医や看護師・コメディカルからの相談を行っておࡾますࠋ

地域医療における㈉献の一つとして、地域の病院よࡾ NST 回診の見学等ཷࡶけධれましたࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

院長、内科医 2名、歯科医 1名、看護師長 2名、看護師௵ 2名、看護師（病Ჷ・外᮶・クリࢽック）39 名、褥

瘡管理課看護師 2名、薬剤部 3名、リハビリテーション部 8名、臨床検査部 5名、管理栄養士 6名、事務部 2名

࠙主な活動ෆᐜࠚ

ングࢽNST対象者スクリーە

治医から౫㢗ࡉれた症例

電子カルテのᢳฟ機能よࡾAOE2�5J�GO௨下の症例のᢳฟ

MNA�SFを用いたスクリーࢽングによる低栄養症例のᢳฟ

NST介ධのᚲせな症例に対して治医へ低栄養報࿌᭩をᥦ♧

 ～レンス・回診　ẖ週ⅆ᭙日 1400分NSTカンフە

参加者:医師･歯科医師･薬剤師･看護師･管理栄養士･ゝㄒ⫈ぬ士･理学療法士･స業療法士･臨床検査技師

ሙᡤ：ྛ病Ჷをラウンドし、カンフレンス・病Ჷ回診を行っている

アセスメント：㌟体ィ ・臨床検査データ・栄養量なの推⛣を☜ㄆ 

ディスカッション：ྛアセスメントを㋃まえ、栄養補᪉法やルート、内ᐜについて検討 

ミࢽ会議：NSTコアメンバー（運営委員）での検討事㡯の☜ㄆやఏ㐩事㡯の☜ㄆ 
カンフレンスを基に患者の㌟体状ἣの☜ㄆ 栄養投ルートの☜ㄆと現在のၥ㢟点のᢕᥱ 、
リスクマネジメント 、患者ᵝやご家族へのㄝ᫂指導、治医へのᥦゝ 

 ～NST会議　ẖ月第1Ỉ᭙日 1315分ە

NST委員会からの報࿌ 、⤫ィ報࿌

病ᲷNSTからの報࿌や情報共᭷ 

NST専門療法士なによる学会報࿌や症例検討会

不定ᮇࡣNSTຮᙉ会　ወᩘ月第3ᮌ᭙日　1730分～1830分またە

平成27年5月21日　栄養管理の実㝿について�リフィーディング症候群について（生㔝医師）106名

平成27年7月16日　㍺液について�院内採用薬を中ᚰに（園田薬剤師）88名

平成27年9月16日　摂食嚥下ཱྀ⭍チームとの合同研修会（高畠ඛ生）141名

平成27年11月26日　NSTと検査の見᪉　（ࢽットー࣎ーメディカル）91名

▱㆑向上のため、院外講師やNSTコアメンバーが講師となࡾຮᙉ会を開催しています

NST専門療法士研修講座　40㛫　参加者5名

学会、講演活動ە

・平成27年8月1日　鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会

　一⯡演㢟「消化吸に╔┠した⤒腸栄養剤の選ᢥ」　㕥ᮌ⪷子

・平成27年8月9日　鹿児島県栄養士会第4回生ᾭ教育研修会

　「栄養ケアプロセス：チーム（ከ職種）による栄養管理」　講師　㕥ᮌ⪷子

・平成28年3月19日　鹿児島県在宅褥瘡セミナー

　「褥瘡の予防と管理：栄養」　講師　㕥ᮌ⪷子

のࡑە

日本㟼⬦⤒腸栄養学会ㄆ定NST専門療法士　平成27年度合᱁者　薬剤師1名

　のNST専門療法士᭷資᱁者　　管理栄養士2名、薬剤師1名、看護師1名ࡑ

࠙ᖺ㛫報告ࠚ

年㛫౫㢗௳ᩘ92名（⏨性39名、ዪ性53名）
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ጤဨ会ࢫࣃࣝ࢝ࢽࣜࢡ
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69 種㢮の電子パスが使用ࡉれているࠋ

　パス委員会でࡣ、平成 2㸵年度㸯㸬患者パスస成㸰㸬新規パスಁ進㸱㸬パスのᬑ及を┠ᶆに活動してきたࠋཪ、
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営部なの参加によࡾ、パスが⤒営コストと繋がࡾが࠶るࡶのとい࠺意㆑へとኚ㠉する事や、パス委員会が病

院の中にᾐ㏱しながら活動できるよࡾྲྀ࠺⤌んでいきたいࠋ

࠙ጤဨ会ᵓᡂࠚ

医師 㸰名 診療情報管理部 2 名 リハビリテーションリ部 2 名

薬剤師 㸯名 医事部 5 名 看護師 38 名

中央臨床検査部 㸯名 管理栄養部 1 名

࠙㹆�� ᖺᗘの活動ෆᐜ࣭院ෆእ研修参加ࠚ

㹆27 年

6 月 19 日 フレキシブルパスຮᙉ会　　大㜰（株）ࢯフトウェア・サービス　 

 参加者：大重　ᬛ子　　本田　Ἃ⧊　　ᴿ　┿ዉ美

8月 22 日 SSI（大㜰）　「電子カルテパス導ධと㹎㹌㹑～電子パスがࡶたらすシナジーຠᯝ」　
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9月 17 日  院内クリࢽカルパス大会 1回┠

  「医療の質向上とクリࢽカルパスの᭷ຠ活用～使って័れよ࠺クリࢽカルパス」

 Ⓨ表　中┠医師・2東・外᮶・4・2南　　　　　　　　　　 　　　

㹆28 年　　 

2 月 ῭生会⇃本病院パス講座

 参加者　　ᴿ　┿ዉ美

3月 16 日 院内クリࢽカルパス大会 2回┠

院内Ⓨ表　

演㢟㸯㸬ᒀ路ᝏ性⭘⒆（腎│ᒀ路⒴、⭤⬔⒴）に対する化学療法　㹅㹁療法のクリࢽカルパス　

Ⓨ表　　中┠医師

演㢟㸰㸬㹎㹌㹑㸬4における電子クリࢽカルパスの教育的役について～⤒㦂をᙧに～

Ⓨ表　　ᱵ　⿱ྖ

特別講演

演㢟：「電子化クリティカルパス～鹿児島医療センターでのྲྀࡳ⤌ࡾ～」

⊂立行ᨻ法人　国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター

⪥㰯ဗႃ科　部長　松崎　ຮ（まつࡊき　つとむ）ඛ生

࠙Ꮫ⾡ᐇ✚ࠚ

 2015 年 11 月 13 日・14 日　日本クリࢽカルパス学会（東ிパス学会）　Ⓨ表　ᱵ　⿱ྖ

167㸦ᰤ㣴࣒࣮ࢳࢺ࣮࣏ࢧ㸧ጤဨ会
委員長 ੜതٱ　　報　告 ླࢠ［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的࣭┠ᶆࠚ

栄養サポートチーム（௨下 :NST）とࡣ、栄養㞀ᐖの࠶る患者ᵝに対し、生活の質の向上、原疾患の治⒵ಁ進、感

染症なの合ే症予防を┠的としたከ職種でᵓ成ࡉれたチームですࠋᙜ院 NST を原ࡳ治医からの⏦し㎸ࡣ

๎としていますࠋ栄養管理を行࠺ためにࡣ、治医の治療との連携がᚲせで࠶るとい࠺理念からですࠋከᒱに

ࠋますࡾດめて参ࡶ今後࠺た、㐺ษな助ゝ・補助ができるよࡌたる病ែに応ࢃ

࠙活動ࠚ

　2005 年に日本㟼⬦⤒腸学会よࡾ㹌㹑㹒✌動施設ㄆ定を、2011 年にࡣ栄養サポートチーム専門療法士ྲྀᚓに

関ࢃる実地修⦎施設としてㄆ定をཷけ、カンフレンス・回診を行っていますࠋ ᵓ成メンバーࡣ、総合内科医

師・ཱྀ ⭍外科医師、栄養管理部、褥瘡管理課・薬剤部・中央検査部・リハビリテーション部・看護部・事務部ですࠋ

ẖ週ⅆ᭙日 14 よࡾ、病Ჷにてカンフレンス・回診を実施し、࠶らࡺる職種の視点から▱㆑をฟし合い患

者ᵝの栄養改ၿにྲྀࡾ⤌んでいますࠋ平成 23 年 6 月から、栄養管理についてオンコール体制を開ጞし、食事摂

ྲྀ不良症例の相談や⤒腸栄養の選ᢥについて治医や看護師・コメディカルからの相談を行っておࡾますࠋ

地域医療における㈉献の一つとして、地域の病院よࡾ NST 回診の見学等ཷࡶけධれましたࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

院長、内科医 2名、歯科医 1名、看護師長 2名、看護師௵ 2名、看護師（病Ჷ・外᮶・クリࢽック）39 名、褥

瘡管理課看護師 2名、薬剤部 3名、リハビリテーション部 8名、臨床検査部 5名、管理栄養士 6名、事務部 2名

࠙主な活動ෆᐜࠚ

ングࢽNST対象者スクリーە

治医から౫㢗ࡉれた症例

電子カルテのᢳฟ機能よࡾAOE2�5J�GO௨下の症例のᢳฟ

MNA�SFを用いたスクリーࢽングによる低栄養症例のᢳฟ

NST介ධのᚲせな症例に対して治医へ低栄養報࿌᭩をᥦ♧

 ～レンス・回診　ẖ週ⅆ᭙日 1400分NSTカンフە

参加者:医師･歯科医師･薬剤師･看護師･管理栄養士･ゝㄒ⫈ぬ士･理学療法士･స業療法士･臨床検査技師

ሙᡤ：ྛ病Ჷをラウンドし、カンフレンス・病Ჷ回診を行っている

アセスメント：㌟体ィ ・臨床検査データ・栄養量なの推⛣を☜ㄆ 

ディスカッション：ྛアセスメントを㋃まえ、栄養補᪉法やルート、内ᐜについて検討 

ミࢽ会議：NSTコアメンバー（運営委員）での検討事㡯の☜ㄆやఏ㐩事㡯の☜ㄆ 
カンフレンスを基に患者の㌟体状ἣの☜ㄆ 栄養投ルートの☜ㄆと現在のၥ㢟点のᢕᥱ 、
リスクマネジメント 、患者ᵝやご家族へのㄝ᫂指導、治医へのᥦゝ 

 ～NST会議　ẖ月第1Ỉ᭙日 1315分ە

NST委員会からの報࿌ 、⤫ィ報࿌

病ᲷNSTからの報࿌や情報共᭷ 

NST専門療法士なによる学会報࿌や症例検討会

不定ᮇࡣNSTຮᙉ会　ወᩘ月第3ᮌ᭙日　1730分～1830分またە

平成27年5月21日　栄養管理の実㝿について�リフィーディング症候群について（生㔝医師）106名

平成27年7月16日　㍺液について�院内採用薬を中ᚰに（園田薬剤師）88名

平成27年9月16日　摂食嚥下ཱྀ⭍チームとの合同研修会（高畠ඛ生）141名

平成27年11月26日　NSTと検査の見᪉　（ࢽットー࣎ーメディカル）91名

▱㆑向上のため、院外講師やNSTコアメンバーが講師となࡾຮᙉ会を開催しています

NST専門療法士研修講座　40㛫　参加者5名

学会、講演活動ە

・平成27年8月1日　鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会

　一⯡演㢟「消化吸に╔┠した⤒腸栄養剤の選ᢥ」　㕥ᮌ⪷子

・平成27年8月9日　鹿児島県栄養士会第4回生ᾭ教育研修会

　「栄養ケアプロセス：チーム（ከ職種）による栄養管理」　講師　㕥ᮌ⪷子

・平成28年3月19日　鹿児島県在宅褥瘡セミナー

　「褥瘡の予防と管理：栄養」　講師　㕥ᮌ⪷子

のࡑە

日本㟼⬦⤒腸栄養学会ㄆ定NST専門療法士　平成27年度合᱁者　薬剤師1名

　のNST専門療法士᭷資᱁者　　管理栄養士2名、薬剤師1名、看護師1名ࡑ

࠙ᖺ㛫報告ࠚ

年㛫౫㢗௳ᩘ92名（⏨性39名、ዪ性53名）
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࠙┠的࣭┠ᶆࠚ

栄養サポートチーム（௨下 :NST）とࡣ、栄養㞀ᐖの࠶る患者ᵝに対し、生活の質の向上、原疾患の治⒵ಁ進、感

染症なの合ే症予防を┠的としたከ職種でᵓ成ࡉれたチームですࠋᙜ院 NST を原ࡳ治医からの⏦し㎸ࡣ

๎としていますࠋ栄養管理を行࠺ためにࡣ、治医の治療との連携がᚲせで࠶るとい࠺理念からですࠋከᒱに

ࠋますࡾດめて参ࡶ今後࠺た、㐺ษな助ゝ・補助ができるよࡌたる病ែに応ࢃ

࠙活動ࠚ

　2005 年に日本㟼⬦⤒腸学会よࡾ㹌㹑㹒✌動施設ㄆ定を、2011 年にࡣ栄養サポートチーム専門療法士ྲྀᚓに

関ࢃる実地修⦎施設としてㄆ定をཷけ、カンフレンス・回診を行っていますࠋ ᵓ成メンバーࡣ、総合内科医

師・ཱྀ ⭍外科医師、栄養管理部、褥瘡管理課・薬剤部・中央検査部・リハビリテーション部・看護部・事務部ですࠋ

ẖ週ⅆ᭙日 14 よࡾ、病Ჷにてカンフレンス・回診を実施し、࠶らࡺる職種の視点から▱㆑をฟし合い患

者ᵝの栄養改ၿにྲྀࡾ⤌んでいますࠋ平成 23 年 6 月から、栄養管理についてオンコール体制を開ጞし、食事摂

ྲྀ不良症例の相談や⤒腸栄養の選ᢥについて治医や看護師・コメディカルからの相談を行っておࡾますࠋ

地域医療における㈉献の一つとして、地域の病院よࡾ NST 回診の見学等ཷࡶけධれましたࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

院長、内科医 2名、歯科医 1名、看護師長 2名、看護師௵ 2名、看護師（病Ჷ・外᮶・クリࢽック）39 名、褥

瘡管理課看護師 2名、薬剤部 3名、リハビリテーション部 8名、臨床検査部 5名、管理栄養士 6名、事務部 2名

࠙主な活動ෆᐜࠚ

ングࢽNST対象者スクリーە

治医から౫㢗ࡉれた症例

電子カルテのᢳฟ機能よࡾAOE2�5J�GO௨下の症例のᢳฟ

MNA�SFを用いたスクリーࢽングによる低栄養症例のᢳฟ

NST介ධのᚲせな症例に対して治医へ低栄養報࿌᭩をᥦ♧

 ～レンス・回診　ẖ週ⅆ᭙日 1400分NSTカンフە

参加者:医師･歯科医師･薬剤師･看護師･管理栄養士･ゝㄒ⫈ぬ士･理学療法士･స業療法士･臨床検査技師

ሙᡤ：ྛ病Ჷをラウンドし、カンフレンス・病Ჷ回診を行っている

アセスメント：㌟体ィ ・臨床検査データ・栄養量なの推⛣を☜ㄆ 

ディスカッション：ྛアセスメントを㋃まえ、栄養補᪉法やルート、内ᐜについて検討 

ミࢽ会議：NSTコアメンバー（運営委員）での検討事㡯の☜ㄆやఏ㐩事㡯の☜ㄆ 
カンフレンスを基に患者の㌟体状ἣの☜ㄆ 栄養投ルートの☜ㄆと現在のၥ㢟点のᢕᥱ 、
リスクマネジメント 、患者ᵝやご家族へのㄝ᫂指導、治医へのᥦゝ 

 ～NST会議　ẖ月第1Ỉ᭙日 1315分ە

NST委員会からの報࿌ 、⤫ィ報࿌

病ᲷNSTからの報࿌や情報共᭷ 

NST専門療法士なによる学会報࿌や症例検討会

不定ᮇࡣNSTຮᙉ会　ወᩘ月第3ᮌ᭙日　1730分～1830分またە

平成27年5月21日　栄養管理の実㝿について�リフィーディング症候群について（生㔝医師）106名

平成27年7月16日　㍺液について�院内採用薬を中ᚰに（園田薬剤師）88名

平成27年9月16日　摂食嚥下ཱྀ⭍チームとの合同研修会（高畠ඛ生）141名

平成27年11月26日　NSTと検査の見᪉　（ࢽットー࣎ーメディカル）91名

▱㆑向上のため、院外講師やNSTコアメンバーが講師となࡾຮᙉ会を開催しています

NST専門療法士研修講座　40㛫　参加者5名

学会、講演活動ە

・平成27年8月1日　鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会

　一⯡演㢟「消化吸に╔┠した⤒腸栄養剤の選ᢥ」　㕥ᮌ⪷子

・平成27年8月9日　鹿児島県栄養士会第4回生ᾭ教育研修会

　「栄養ケアプロセス：チーム（ከ職種）による栄養管理」　講師　㕥ᮌ⪷子

・平成28年3月19日　鹿児島県在宅褥瘡セミナー

　「褥瘡の予防と管理：栄養」　講師　㕥ᮌ⪷子

のࡑە

日本㟼⬦⤒腸栄養学会ㄆ定NST専門療法士　平成27年度合᱁者　薬剤師1名

　のNST専門療法士᭷資᱁者　　管理栄養士2名、薬剤師1名、看護師1名ࡑ

࠙ᖺ㛫報告ࠚ

年㛫౫㢗௳ᩘ92名（⏨性39名、ዪ性53名）

　平成27年度NST౫㢗ࡣ年㛫92名、延535௳のカンフレンス・回診を実施しましたࠋ整ᙧ外科からの౫㢗

が᭱ࡶከく、ḟいでᙧ成外科、⚄⤒内科、総合内科、消化器内科よࡾ౫㢗がࡾ࠶ましたࠋᙜ院ࡣ急性ᮇ病院

でࡾ࠶NST介ධ患者の⣙༙ᩘ47㸣が㌿院にて⤊となࡾますࡑࠋのため、ษれ┠なく栄養管理を⥅⥆できる

よ࠺、㌿院ඛの病院や施設へ栄養情報ᥦ౪᭩を㏦付しておࡾますࠋḟ年度ࡶᘬき⥆き、栄養管理の重せ性を

院内外にၨⵚしつつ、患者ᵝの栄養管理が行えるよ࠺サポートしていくᡤᏑですࠋ

　また平成27年度ࡣ地域㈉献として、NST専門療法士ྲྀᚓに関ࢃる実地修⦎施設として40㛫の研修を開ጞ

しましたࠋ研修生のཷけධれに関してࡣከᩘの応募がࡾ࠶ましたが、ハード㠃ࢯフト㠃を考៖し5名のཷけ

ධれを行いましたࠋ研修の㝿にࡣ、NSTチームの医師・薬剤師・理学療法士・検査技師・看護師・管理栄養

士なが講⩏をᢸᙜし、カンフレンスや回診にࡶ参加していたࡔくな実践的な栄養管理について研修し

ていたࡔけるよ࠺ດめましたࠋ不័れな点ࡾ࠶ࡶましたが今後ࡶ⥅⥆的に行えれࡤと考えますࠋ
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〟⒔ᑐ⟇ጤဨ会
委員長 ֎Ԕ णయ　　報　告 Լલ ඦ߹߳［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的ࠚ
・褥瘡対策に関する診療･看護ィ⏬をస成し㺂予防及び対策を実施する
・専門的▱㆑･技術で患者･家族の4OLを高める   

　褥瘡対策がᚲせな患者ᩘࡣ㺂年㛫4012名でධ院患者ᩘの⣙49㸣と年よ3ࡾ㸣ቑえ㺂年ࠎቑ加ഴ向に࠶る㹿
褥瘡ハイリスク対象患者ᩘ1946ࡣ名�70ࡕ࠺ṓ௨上患者1279ࡣ名�でࡾ࠶㺂ハイリスク㡯┠でࡣ⓶⬤ᙅが
77�5㸣と᭱ࡶከくḟいでᮎᲈᚠ⎔器㞀ᐖ、術中特Ṧ体で࠶ったࠋ
　褥瘡推定Ⓨ生⋡ࡣ㺂11月まで1ࡣ㸣௨下で⤒⦋していたが㺂12月௨㝆上昇しておࡾ医療機器関連圧㏕創をᢤ
いて2�45ࡶ㸣と高್となってしまったࠋ高㱋者のቑ加や特Ṧ機器使用患者なのᙳ㡪࠶ࡶるが㺂スタッフ㛫
のケアがಶࠎによって㐪い、情報共᭷がᅗれていなかったࡾ、⤫一ࡉれたケアがᥦ౪できていないこと࠶ࡶ
った㹿ࡑのため、褥瘡対策委員会でチーム分けしマࢽュアルの改定�褥瘡マࢽュアル㺂┿付き褥瘡予防マࢽ
ュアル、褥瘡関連グ㘓マࢽュアル�を行い㺂電子カルテで☜ㄆできるよ࠺స成したࠋ
　褥瘡予防マット導ධ後㸳年⤒㐣し㺂回ᮇ病Ჷの✌働ࡾ࠶ࡶ㺂㹃マット･㹐マットのᯛᩘ調整とධれ᭰えを
行ったࠋ
　平成27年4月よࡾ㺂ẖ月の褥瘡対策委員会議で症例検討�ྛ病Ჷ委員がᥦ♧�の開ጞや㺂改ṇしたマࢽュアル
の報࿌を行࠺よ࠺にした㹿また㺂平成28年1月よࡾ㺂リハビリテーション部との症例カンフレンスをጞめた㹿
褥瘡ハイリスク患者をゼၥし㺂患者状ែに合ࡏࢃたケアをᥦ౪できるよ࠺スタッフや患者指導ࡣ⥅⥆して行
っている㹿
　院内褥瘡Ⓨ生部ࡣ骨やᑿ骨㺂㋖がከく㺂医療機器関連圧㏕創でࡣ㢦㠃㺂⭜部～大⭣がከく㺂%iPAPマスク
や術中体㺂バルン･オムツによるⓎ生がከかった㹿治療規制･体動制㝈㺂ᮎᲈᚠ⎔㞀ᐖな全㌟状ែᝏ化㺂栄養
低下にて予防ᅔ㞴な症例࠶ࡶったが㺂褥瘡治⒵日ᩘࡣ全国平均よࡾ▷ᮇ㛫で治⒵しておࡾ、⣙80㸣ࡣ治⒵改
ၿしている㹿
　診療科別でࡣ㺂院内Ⓨ生ࡣ整ᙧ外科が35㸣と᭱ࡶከく㺂院外ࡣ総合内科で30㸣で࠶った㹿
　褥瘡回診ࡣẖ週月᭙日:14よࡾᙧ成外科医・WOCN･褥瘡学会ㄆ定Ns･リハビリテーション部･栄養課･薬剤
部と共にྛ病Ჷをゼၥし㺂病ᲷNsと褥瘡回診チームにて褥瘡･ケア内ᐜの評౯を行い㺂褥瘡⤒㐣グ㘓をస成し
ケア⤫一がᅗれるよ࠺行っている㹿
　院内ຮᙉ会ࡣഅᩘ月に開催し㺂リハビリ部･薬剤部にࡶ講⩏を౫㢗し参加人ᩘ190～90ࡣ名�回で814名で࠶
った㹿
　平成25年度よࡾ㺂褥瘡と医療機器関連圧㏕創を区別するよ࠺♧၀ࡉれ㺂௨下のグラフࡣ院内Ⓨ生･院外Ⓨ生
において㺂病Ჷ༢･Ⓨ生部･診療科を院内･院外で㺂ࡑれࡒれ褥瘡と医療機器関連圧㏕創に分けたデータで
ࠋる࠶

࠙ᵓᡂဨ  ࠚ   
ᙧ成外科：外ⷵ医師㺂褥瘡管理課�下๓WOCN･㏫℩川㺂᳝ᮌWOCN�㺂看護部�上山･伊㔝師長㺂▮㔝･㔝田･伊⸨௵�
外᮶･クリࢽック・ྛ病Ჷ･OP(ᐊ㺂薬剤師㺂管理栄養士㺂リハビリテーション部�PT･OT･ST�㺂医事課
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࠙┠的࣭┠ᶆࠚ

栄養サポートチーム（௨下 :NST）とࡣ、栄養㞀ᐖの࠶る患者ᵝに対し、生活の質の向上、原疾患の治⒵ಁ進、感

染症なの合ే症予防を┠的としたከ職種でᵓ成ࡉれたチームですࠋᙜ院 NST を原ࡳ治医からの⏦し㎸ࡣ

๎としていますࠋ栄養管理を行࠺ためにࡣ、治医の治療との連携がᚲせで࠶るとい࠺理念からですࠋከᒱに

ࠋますࡾດめて参ࡶ今後࠺た、㐺ษな助ゝ・補助ができるよࡌたる病ែに応ࢃ

࠙活動ࠚ

　2005 年に日本㟼⬦⤒腸学会よࡾ㹌㹑㹒✌動施設ㄆ定を、2011 年にࡣ栄養サポートチーム専門療法士ྲྀᚓに

関ࢃる実地修⦎施設としてㄆ定をཷけ、カンフレンス・回診を行っていますࠋ ᵓ成メンバーࡣ、総合内科医

師・ཱྀ ⭍外科医師、栄養管理部、褥瘡管理課・薬剤部・中央検査部・リハビリテーション部・看護部・事務部ですࠋ

ẖ週ⅆ᭙日 14 よࡾ、病Ჷにてカンフレンス・回診を実施し、࠶らࡺる職種の視点から▱㆑をฟし合い患

者ᵝの栄養改ၿにྲྀࡾ⤌んでいますࠋ平成 23 年 6 月から、栄養管理についてオンコール体制を開ጞし、食事摂

ྲྀ不良症例の相談や⤒腸栄養の選ᢥについて治医や看護師・コメディカルからの相談を行っておࡾますࠋ

地域医療における㈉献の一つとして、地域の病院よࡾ NST 回診の見学等ཷࡶけධれましたࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

院長、内科医 2名、歯科医 1名、看護師長 2名、看護師௵ 2名、看護師（病Ჷ・外᮶・クリࢽック）39 名、褥

瘡管理課看護師 2名、薬剤部 3名、リハビリテーション部 8名、臨床検査部 5名、管理栄養士 6名、事務部 2名

࠙主な活動ෆᐜࠚ

ングࢽNST対象者スクリーە

治医から౫㢗ࡉれた症例

電子カルテのᢳฟ機能よࡾAOE2�5J�GO௨下の症例のᢳฟ

MNA�SFを用いたスクリーࢽングによる低栄養症例のᢳฟ

NST介ධのᚲせな症例に対して治医へ低栄養報࿌᭩をᥦ♧

 ～レンス・回診　ẖ週ⅆ᭙日 1400分NSTカンフە

参加者:医師･歯科医師･薬剤師･看護師･管理栄養士･ゝㄒ⫈ぬ士･理学療法士･స業療法士･臨床検査技師

ሙᡤ：ྛ病Ჷをラウンドし、カンフレンス・病Ჷ回診を行っている

アセスメント：㌟体ィ ・臨床検査データ・栄養量なの推⛣を☜ㄆ 

ディスカッション：ྛアセスメントを㋃まえ、栄養補᪉法やルート、内ᐜについて検討 

ミࢽ会議：NSTコアメンバー（運営委員）での検討事㡯の☜ㄆやఏ㐩事㡯の☜ㄆ 
カンフレンスを基に患者の㌟体状ἣの☜ㄆ 栄養投ルートの☜ㄆと現在のၥ㢟点のᢕᥱ 、
リスクマネジメント 、患者ᵝやご家族へのㄝ᫂指導、治医へのᥦゝ 

 ～NST会議　ẖ月第1Ỉ᭙日 1315分ە

NST委員会からの報࿌ 、⤫ィ報࿌

病ᲷNSTからの報࿌や情報共᭷ 

NST専門療法士なによる学会報࿌や症例検討会

不定ᮇࡣNSTຮᙉ会　ወᩘ月第3ᮌ᭙日　1730分～1830分またە

平成27年5月21日　栄養管理の実㝿について�リフィーディング症候群について（生㔝医師）106名

平成27年7月16日　㍺液について�院内採用薬を中ᚰに（園田薬剤師）88名

平成27年9月16日　摂食嚥下ཱྀ⭍チームとの合同研修会（高畠ඛ生）141名

平成27年11月26日　NSTと検査の見᪉　（ࢽットー࣎ーメディカル）91名

▱㆑向上のため、院外講師やNSTコアメンバーが講師となࡾຮᙉ会を開催しています

NST専門療法士研修講座　40㛫　参加者5名

学会、講演活動ە

・平成27年8月1日　鹿児島県看護協会・ネスレ日本（株）共催研修会

　一⯡演㢟「消化吸に╔┠した⤒腸栄養剤の選ᢥ」　㕥ᮌ⪷子

・平成27年8月9日　鹿児島県栄養士会第4回生ᾭ教育研修会

　「栄養ケアプロセス：チーム（ከ職種）による栄養管理」　講師　㕥ᮌ⪷子

・平成28年3月19日　鹿児島県在宅褥瘡セミナー

　「褥瘡の予防と管理：栄養」　講師　㕥ᮌ⪷子

のࡑە

日本㟼⬦⤒腸栄養学会ㄆ定NST専門療法士　平成27年度合᱁者　薬剤師1名

　のNST専門療法士᭷資᱁者　　管理栄養士2名、薬剤師1名、看護師1名ࡑ

࠙ᖺ㛫報告ࠚ

年㛫౫㢗௳ᩘ92名（⏨性39名、ዪ性53名）

　平成27年度NST౫㢗ࡣ年㛫92名、延535௳のカンフレンス・回診を実施しましたࠋ整ᙧ外科からの౫㢗

が᭱ࡶከく、ḟいでᙧ成外科、⚄⤒内科、総合内科、消化器内科よࡾ౫㢗がࡾ࠶ましたࠋᙜ院ࡣ急性ᮇ病院

でࡾ࠶NST介ධ患者の⣙༙ᩘ47㸣が㌿院にて⤊となࡾますࡑࠋのため、ษれ┠なく栄養管理を⥅⥆できる

よ࠺、㌿院ඛの病院や施設へ栄養情報ᥦ౪᭩を㏦付しておࡾますࠋḟ年度ࡶᘬき⥆き、栄養管理の重せ性を

院内外にၨⵚしつつ、患者ᵝの栄養管理が行えるよ࠺サポートしていくᡤᏑですࠋ

　また平成27年度ࡣ地域㈉献として、NST専門療法士ྲྀᚓに関ࢃる実地修⦎施設として40㛫の研修を開ጞ

しましたࠋ研修生のཷけධれに関してࡣከᩘの応募がࡾ࠶ましたが、ハード㠃ࢯフト㠃を考៖し5名のཷけ

ධれを行いましたࠋ研修の㝿にࡣ、NSTチームの医師・薬剤師・理学療法士・検査技師・看護師・管理栄養

士なが講⩏をᢸᙜし、カンフレンスや回診にࡶ参加していたࡔくな実践的な栄養管理について研修し

ていたࡔけるよ࠺ດめましたࠋ不័れな点ࡾ࠶ࡶましたが今後ࡶ⥅⥆的に行えれࡤと考えますࠋ
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〟⒔ᑐ⟇ጤဨ会
委員長 ֎Ԕ णయ　　報　告 Լલ ඦ߹߳［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的ࠚ
・褥瘡対策に関する診療･看護ィ⏬をస成し㺂予防及び対策を実施する
・専門的▱㆑･技術で患者･家族の4OLを高める   

　褥瘡対策がᚲせな患者ᩘࡣ㺂年㛫4012名でධ院患者ᩘの⣙49㸣と年よ3ࡾ㸣ቑえ㺂年ࠎቑ加ഴ向に࠶る㹿
褥瘡ハイリスク対象患者ᩘ1946ࡣ名�70ࡕ࠺ṓ௨上患者1279ࡣ名�でࡾ࠶㺂ハイリスク㡯┠でࡣ⓶⬤ᙅが
77�5㸣と᭱ࡶከくḟいでᮎᲈᚠ⎔器㞀ᐖ、術中特Ṧ体で࠶ったࠋ
　褥瘡推定Ⓨ生⋡ࡣ㺂11月まで1ࡣ㸣௨下で⤒⦋していたが㺂12月௨㝆上昇しておࡾ医療機器関連圧㏕創をᢤ
いて2�45ࡶ㸣と高್となってしまったࠋ高㱋者のቑ加や特Ṧ機器使用患者なのᙳ㡪࠶ࡶるが㺂スタッフ㛫
のケアがಶࠎによって㐪い、情報共᭷がᅗれていなかったࡾ、⤫一ࡉれたケアがᥦ౪できていないこと࠶ࡶ
った㹿ࡑのため、褥瘡対策委員会でチーム分けしマࢽュアルの改定�褥瘡マࢽュアル㺂┿付き褥瘡予防マࢽ
ュアル、褥瘡関連グ㘓マࢽュアル�を行い㺂電子カルテで☜ㄆできるよ࠺స成したࠋ
　褥瘡予防マット導ධ後㸳年⤒㐣し㺂回ᮇ病Ჷの✌働ࡾ࠶ࡶ㺂㹃マット･㹐マットのᯛᩘ調整とධれ᭰えを
行ったࠋ
　平成27年4月よࡾ㺂ẖ月の褥瘡対策委員会議で症例検討�ྛ病Ჷ委員がᥦ♧�の開ጞや㺂改ṇしたマࢽュアル
の報࿌を行࠺よ࠺にした㹿また㺂平成28年1月よࡾ㺂リハビリテーション部との症例カンフレンスをጞめた㹿
褥瘡ハイリスク患者をゼၥし㺂患者状ែに合ࡏࢃたケアをᥦ౪できるよ࠺スタッフや患者指導ࡣ⥅⥆して行
っている㹿
　院内褥瘡Ⓨ生部ࡣ骨やᑿ骨㺂㋖がከく㺂医療機器関連圧㏕創でࡣ㢦㠃㺂⭜部～大⭣がከく㺂%iPAPマスク
や術中体㺂バルン･オムツによるⓎ生がከかった㹿治療規制･体動制㝈㺂ᮎᲈᚠ⎔㞀ᐖな全㌟状ែᝏ化㺂栄養
低下にて予防ᅔ㞴な症例࠶ࡶったが㺂褥瘡治⒵日ᩘࡣ全国平均よࡾ▷ᮇ㛫で治⒵しておࡾ、⣙80㸣ࡣ治⒵改
ၿしている㹿
　診療科別でࡣ㺂院内Ⓨ生ࡣ整ᙧ外科が35㸣と᭱ࡶከく㺂院外ࡣ総合内科で30㸣で࠶った㹿
　褥瘡回診ࡣẖ週月᭙日:14よࡾᙧ成外科医・WOCN･褥瘡学会ㄆ定Ns･リハビリテーション部･栄養課･薬剤
部と共にྛ病Ჷをゼၥし㺂病ᲷNsと褥瘡回診チームにて褥瘡･ケア内ᐜの評౯を行い㺂褥瘡⤒㐣グ㘓をస成し
ケア⤫一がᅗれるよ࠺行っている㹿
　院内ຮᙉ会ࡣഅᩘ月に開催し㺂リハビリ部･薬剤部にࡶ講⩏を౫㢗し参加人ᩘ190～90ࡣ名�回で814名で࠶
った㹿
　平成25年度よࡾ㺂褥瘡と医療機器関連圧㏕創を区別するよ࠺♧၀ࡉれ㺂௨下のグラフࡣ院内Ⓨ生･院外Ⓨ生
において㺂病Ჷ༢･Ⓨ生部･診療科を院内･院外で㺂ࡑれࡒれ褥瘡と医療機器関連圧㏕創に分けたデータで
ࠋる࠶

࠙ᵓᡂဨ  ࠚ   
ᙧ成外科：外ⷵ医師㺂褥瘡管理課�下๓WOCN･㏫℩川㺂᳝ᮌWOCN�㺂看護部�上山･伊㔝師長㺂▮㔝･㔝田･伊⸨௵�
外᮶･クリࢽック・ྛ病Ჷ･OP(ᐊ㺂薬剤師㺂管理栄養士㺂リハビリテーション部�PT･OT･ST�㺂医事課
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་⒪報࣒ࢸࢫࢩጤဨ会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 ౡ ༟ೋ［ҩྍͷ্࣭］

 医療情報システム委員会（通⛠システム委員会）ࡣ通常ࡣ月一回、ᮌ᭙日に定例の会を行っていますࠋ特

に新しいシステムの運用開ጞにࡣ臨の会議や実㝿的な運用を決めるための㹕㹅（ワーキンググループ）

を㐺ᐅ行っていますࠋ༢に電子カルテの運用ࡔけでࡣなく、病院全体のシステム化に向けて全㡿域からの参

加が࠶るのが大きな特ᚩですࠋ

　本年度ࡣ、年度ึ㢌に年度よࡾᣢࡕ㉺し事となっていた㹎㸿㹁㹑動స不良の改ၿ策として、クラウド

ᆺ㹎㸿㹑㹁システム（テクマトリックス社〇）で࠶る「㹌㹍㹀㹍㹐㹇」の導ධをしましたࠋクラウドと

い࠺ことࡾ࠶ࡶ、⏬ീᥥ⏬㏿度に関し動స㐜延を起こすのでࡣないかと危しておࡾましたが、ീ௨上に

ฎ理が᪩く、全体として๓システムのオンプレミスᆺ㹎㸿㹁㹑よࡶࡾかなࡾ高㏿で࠶ることを臨床部門よࡾ

評౯を㡬きましたࠋ一᪉、ධ院・外᮶に関係ない㐣ཤの患者ᵝの⏬ീを参↷するሙ合ࡣ、クラウドのデメ

リットで࠶るダウンロードがⓎ生することから、この点に関してࡣ、㛫がかるᙧとなࡾましたࠋ総括と

してࡣ、バックアップ・㹀㹁㹎ࡶවࡡた⏬ᮇ的なシステムで࠶ると⮬㈇しておࡾますし、今後の医療情報の

ඛ㥑けとして一Ṍ進めたと感ࡌておࡾますࠋ

れ、また平成㸰㸶年度ࢃんでいますྛ部門の調整・協議が行⤌ࡾྲྀࡾ一年度よ、ࡣのの課㢟としてࡑ　

診療報酬改定への‽ഛなከくのస業を医療情報システム委員୪びにከくの現ሙ職員のおຊῧえを㡬き㐩成

することができましたࠋ

　᮶年度ࡣ、いよいよ鹿児島市交通局㊧地へᝒ㢪の病院⛣㌿が動することになࡾましたࠋ開院よࡾおよࡑ

㸶㸮年、ᇵࢃれてきた今給㯪㨦を⬚に医療情報システムᵓ⠏に向け、よࡾ良いࡶのが成できるよ࠺職員一

丸となって㑌進いたしますࠋ
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་⒪報࣒ࢸࢫࢩጤဨ会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 ౡ ༟ೋ［ҩྍͷ্࣭］

 医療情報システム委員会（通⛠システム委員会）ࡣ通常ࡣ月一回、ᮌ᭙日に定例の会を行っていますࠋ特

に新しいシステムの運用開ጞにࡣ臨の会議や実㝿的な運用を決めるための㹕㹅（ワーキンググループ）

を㐺ᐅ行っていますࠋ༢に電子カルテの運用ࡔけでࡣなく、病院全体のシステム化に向けて全㡿域からの参

加が࠶るのが大きな特ᚩですࠋ

　本年度ࡣ、年度ึ㢌に年度よࡾᣢࡕ㉺し事となっていた㹎㸿㹁㹑動స不良の改ၿ策として、クラウド

ᆺ㹎㸿㹑㹁システム（テクマトリックス社〇）で࠶る「㹌㹍㹀㹍㹐㹇」の導ධをしましたࠋクラウドと

い࠺ことࡾ࠶ࡶ、⏬ീᥥ⏬㏿度に関し動స㐜延を起こすのでࡣないかと危しておࡾましたが、ീ௨上に

ฎ理が᪩く、全体として๓システムのオンプレミスᆺ㹎㸿㹁㹑よࡶࡾかなࡾ高㏿で࠶ることを臨床部門よࡾ

評౯を㡬きましたࠋ一᪉、ධ院・外᮶に関係ない㐣ཤの患者ᵝの⏬ീを参↷するሙ合ࡣ、クラウドのデメ

リットで࠶るダウンロードがⓎ生することから、この点に関してࡣ、㛫がかるᙧとなࡾましたࠋ総括と

してࡣ、バックアップ・㹀㹁㹎ࡶවࡡた⏬ᮇ的なシステムで࠶ると⮬㈇しておࡾますし、今後の医療情報の

ඛ㥑けとして一Ṍ進めたと感ࡌておࡾますࠋ

れ、また平成㸰㸶年度ࢃんでいますྛ部門の調整・協議が行⤌ࡾྲྀࡾ一年度よ、ࡣのの課㢟としてࡑ　

診療報酬改定への‽ഛなከくのస業を医療情報システム委員୪びにከくの現ሙ職員のおຊῧえを㡬き㐩成

することができましたࠋ

　᮶年度ࡣ、いよいよ鹿児島市交通局㊧地へᝒ㢪の病院⛣㌿が動することになࡾましたࠋ開院よࡾおよࡑ

㸶㸮年、ᇵࢃれてきた今給㯪㨦を⬚に医療情報システムᵓ⠏に向け、よࡾ良いࡶのが成できるよ࠺職員一

丸となって㑌進いたしますࠋ
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┳ㆤᴗົጤဨ会
委員長 Ҵ ༏ࢠʢ報告ʣ［ҩྍͷ্࣭］

的ࠉ┠࠙ �ࠚ 看護業務の⤫一化୪びに、看護Ỉ‽の維ᣢ、向上をᅗる事を┠的とする

ᶆࠉ┠࠙ � ࠚ ナーシング・スキルの活用を通して⤫一した看護が実践できる

࠙㛤ദ᪥ ẖ月第　ࠚ 3Ỉ᭙日　13：30 ～ 14：30

࠙ᵓᡂဨ 　௵᭷ᮧ看護部長　㏆⸨部長　中ᮧ師長　山下師長　委員長　日高௵　ᮡ㷂 　ࠚ
 病Ჷ・手術ᐊ・外᮶・クリࢽック　ྛ委員 1～ 2名

࠙活動ෆᐜ  ࠚ

4 月～ H28 年㸯月 ྛ病Ჷẖ月 2課㢟・1┘査の実施　　
 5 月 課㢟・┘査の実施／㉸㡢Ἴ N%L・㝜部Ὑ浄・⥭急の㍺血Ⓨὀ血液〇剤について
  保安・⥭急コールのレベル分㢮
 6 月 課㢟・┘査の実施／Ύᣔ・㝜部Ὑ浄・オムツ交換のᚲせ≀ရ
 7 月 課㢟・┘査の実施
 8 月 課㢟・┘査の実施／血液ᇵ養検査セットについて
 9 月 課㢟・┘査の実施／⅏ᐖ対応・トリアージについて
 10 月 課㢟・┘査の実施／㌿ಽ・㌿ⴠ予防対策チェックリスト・カࢽューレ事ᨾᢤཤ
 11 月 課㢟・┘査の実施／࣊パリンධࡾ検体ᥦฟ・C9 カテーテル血液㏫流☜ㄆ
  ICG 検査の安㟼
 12 月 課㢟・┘査の実施
 H28 年 1 月 課㢟・┘査の実施
 2 月 ྛ病Ჷ評౯
 3 月 ᥋㐝マナーについて

࠙ホࠉ౯ࠚ

　今年度ࡶ⤫一した看護を┠指すため、また、年度の評౯ࡩࡶまえ、ྛ 病Ჷでナーシング・スキルよࡾ 2課
㢟設定し、ࡑの中 1課㢟をྛ病Ჷの᪉法を用い┘査活動を行ったࠋ┘査の⤖ᯝよࡾ、手㡰の㏣加、修ṇ等おこ
なったࠋ
　しかし、全体的な⤖ᯝとして┠ᶆの㐩成にஈしい評౯で࠶ったⅭ、᮶年度ࡣ、ᙜ院の看護手㡰ࡣ、ナーシン
グ・スキルを基‽としていることを、管理者をྵめスタッフ全体に࿘▱することを┠ᶆに活動していくき
と意見がまとまったࠋ
　動⏬講⩏についてࡣ、アクセスᩘ 577 と少なく、ḟ年度ࡣఇ止とするࠋ

┳ㆤ㒊入㏥院ᨭㄪᩚጤဨ会
委員長 ۙ౻ ͻͱΈʢ報告ʣ［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的  ࠚ ྛ部署における円なධ退院支援調整の実践を支援することで、患者の᪩ᮇ退院・ケアの質の向上

をᅗることを┠的とするࠋ

࠙┠ᶆ  ࠚ 1㸬ྛ 部署における退院支援のၥ㢟点を改ၿし、患者・家族のࢽーズを‶たす退院支援ができるࠋ

 2㸬退院支援について教育活動ができるࠋ

　　

࠙ᵓᡂဨ ௵委員長　原田師長・大㔝  ࡳ委員長　　　㏆⸨　ひと ࠚ

 看護部長　　᭷ᮧ　ᬛ代

 看護師長　　松㔝下　恵子・上㔝　ி

　　     㸰西　㩪島　ඖ子 㸰東　▼ᶫ　⸅  NICU　山ཱྀ　ጁ子 㸱西　ᱵᮌ　いࡳࡎ　

 㸱東　下Ỉ流ᬛ美 㸱中　✑‶一代 㸲西　ᮅᘅ美㤶 ICU　 本ᆓひࢁえ   

 㸰　ụ田　美ᬛ子 㸰南　上 子⣖⏤ᒇ௬・美和 

 㸱　῝Ụ　┿⏤美・ᒾඖ　ࡺかࡾ 㸱南　松平　美⣖ 㸲　松山　┿⾰

 外᮶　川崎　㝧子 クリࢽック　ᅧ生かおる

 MSW　 原ཱྀ一博　ྜྷ‶実　上西❶子　山㷂␃実

࠙活動ෆᐜࠚ

㸯㸬学習会：ձ退院調整の基礎▱㆑Ϩ

　　　　　　ղ退院調整の基礎▱㆑ϩ

　　　　　　ճ制度活用と㌿院調整

㸰㸬外部講師研修：ࠗ臨床における倫理の考え᪉࠘相良病院　Ụཱྀ看護部長

㸱㸬グループワーク：ձ倫理をテーマに考える

　　　　　　　　　　ղ看護ィ⏬

㸲㸬ケア・カフェ：ࠗ地域医療福祉職との交流会࠘

㸳㸬事例報࿌会

࠙⥲ᣓࠚ

　今年度よࡾ、国のᨻ策で࠶る「鹿児島県退院支援ルール」が開ጞࡉれ、ᙜ院の退院調整マࢽュアルや退院支援

ルールを見┤し 5月から導ධしたࠋ「退院支援ルール」の定╔のためにࡶ、まࡣࡎ、退院支援調整委員ひとࡾ一

人が「退院支援ルール」を理ゎし、また、退院支援調整に関する▱㆑をᣢてるよ࠺に委員の教育をィ⏬しྲྀࡾ⤌

んࠋࡔまた、┠ᶆにձྛ部署における退院支援のၥ㢟点を改ၿし、患者・家族のࢽーズを‶たす退院支援がで

きるࠋղ退院支援について教育活動ができるとし、ձの評౯࠶、ࡣまࡾできなかった・できなかったが、9／ 15

部署で࠶ったࠋ患者・家族やከ職種をまࡌえた退院支援カンフレンスのᚲせ性ࡣㄆ㆑しているが実施でき

ていない⤖ᯝとなったࠋしかし、「退院支援ルール」の導ධよࡾケアマネとの連携ができ、ྛ 部署少しࡎつ௳ᩘ

できた・ややできたが、ࡣղの評౯ࠋቑえてきているࡣ 8／ 15 部署で࠶ったࠋ委員会の中で学んࡔ事をྛ部署

でࡑれࡒれの᪉法で学習会な教育を行ったが、退院支援調整にࡣ活かࡉれていない⤖ᯝとなったࠋḟ年度

ࠋと考えるࡔがᚲせࡳ⤌ࡾなྲྀ࠺るよࡏ事が活かࡔ学ん、ࡣ
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┳ㆤᴗົጤဨ会
委員長 Ҵ ༏ࢠʢ報告ʣ［ҩྍͷ্࣭］
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 病Ჷ・手術ᐊ・外᮶・クリࢽック　ྛ委員 1～ 2名
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 5 月 課㢟・┘査の実施／㉸㡢Ἴ N%L・㝜部Ὑ浄・⥭急の㍺血Ⓨὀ血液〇剤について
  保安・⥭急コールのレベル分㢮
 6 月 課㢟・┘査の実施／Ύᣔ・㝜部Ὑ浄・オムツ交換のᚲせ≀ရ
 7 月 課㢟・┘査の実施
 8 月 課㢟・┘査の実施／血液ᇵ養検査セットについて
 9 月 課㢟・┘査の実施／⅏ᐖ対応・トリアージについて
 10 月 課㢟・┘査の実施／㌿ಽ・㌿ⴠ予防対策チェックリスト・カࢽューレ事ᨾᢤཤ
 11 月 課㢟・┘査の実施／࣊パリンධࡾ検体ᥦฟ・C9 カテーテル血液㏫流☜ㄆ
  ICG 検査の安㟼
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　今年度ࡶ⤫一した看護を┠指すため、また、年度の評౯ࡩࡶまえ、ྛ 病Ჷでナーシング・スキルよࡾ 2課
㢟設定し、ࡑの中 1課㢟をྛ病Ჷの᪉法を用い┘査活動を行ったࠋ┘査の⤖ᯝよࡾ、手㡰の㏣加、修ṇ等おこ
なったࠋ
　しかし、全体的な⤖ᯝとして┠ᶆの㐩成にஈしい評౯で࠶ったⅭ、᮶年度ࡣ、ᙜ院の看護手㡰ࡣ、ナーシン
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と意見がまとまったࠋ
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をᅗることを┠的とするࠋ

࠙┠ᶆ  ࠚ 1㸬ྛ 部署における退院支援のၥ㢟点を改ၿし、患者・家族のࢽーズを‶たす退院支援ができるࠋ

 2㸬退院支援について教育活動ができるࠋ

　　

࠙ᵓᡂဨ ௵委員長　原田師長・大㔝  ࡳ委員長　　　㏆⸨　ひと ࠚ

 看護部長　　᭷ᮧ　ᬛ代

 看護師長　　松㔝下　恵子・上㔝　ி

　　     㸰西　㩪島　ඖ子 㸰東　▼ᶫ　⸅  NICU　山ཱྀ　ጁ子 㸱西　ᱵᮌ　いࡳࡎ　

 㸱東　下Ỉ流ᬛ美 㸱中　✑‶一代 㸲西　ᮅᘅ美㤶 ICU　 本ᆓひࢁえ   
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⮫ᗋ᳨ᰝ㐺ṇጤဨ会
委員長 നᖛ　ߒ　　報告 ଜத ར［ҩྍͷ্࣭］

　平成 27 年度臨床検査㐺ṇ化委員会ࡣ、⢭度管理報࿌、新規検査㡯┠の実施、外ὀ化㡯┠の決定や中止、検査

運用のኚ᭦等、臨床検査の㐺ṇ化を┠的、┠ᶆに年 2回 �4㸪11 月 � ⛬度開催していますࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

委員長　　白濱　浩　　　（診療支援部長）

委員長　佐⸨　ᴿ一　　（中央臨床検査部長）

委員長　生㔝　博ஂ　　（総合内科部長）

委員　　　ᒾ下　㑥子　　（看護部長）

　　　　　ᑿ堂　▱子　　（外᮶看護師長）

　　　　　濱田　敏彦　　（クリࢽック事務長）

　　　　　ᚚ౪田　㈗之　（⤒営⏬課長）

　　　　　東　㈗史　　　（医事課長補佐）

　　　　　ᮧ中　ஓ　　（中央臨床検査部技師長）

　　　　　山崎　Ὀ代　　（中央臨床検査部௵）

　　　　　ᣢ␃　ࡾࡺか　（中央臨床検査部：議事㘓ᢸᙜ）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

�⢭ᗘ⟶⌮報告 �

・平成 27 年度日本医師会臨床検査⢭度管理報࿌
　　参加㡯┠ᩘ 49 で総合評点 99�1 と良ዲな成⦼でしたࠋ

・平成 27 年日本臨床検査技師会⢭度管理報࿌
　　224 㡯┠中 222 㡯┠が㸿～㹀判定でࡾ࠶良ዲな成⦼でしたࠋ

� ᪂つ᳨ᰝ࣒ࢸࢫࢩ、ƫ ჾ、᳨ ᰝ㡯┠➼の᭦᪂㸧

・血液ガス分ᯒ⨨【RAPI' Point500】導ධのお▱らࡏ
H27、3�6� 金 � よࡾ SI(M(NS 社〇の血液ガス分ᯒ⨨【RAPI' Point500】を中央検査ᐊと外᮶検査ᐊにࡑ
れࡒれ導ධしたࠋ
クリࢽック検査ᐊࡣ従᮶通ࡾ s\sPe[ 社〇の【A9L�OPTI�CCA】での運用となっているࠋ
従᮶の 定㡯┠
PH�PCO2�PO2�%Dse�%��tCO2�P��HCO3�P��tHE�SO2�HFt�ND��.�
上グに加えて、今回 定ฟ᮶るよ࠺になった㡯┠
FO2HE�FCOHE�FMetHE�FHHE�n%iOi�CD���CO��AnADS�GOX�LDF
電子カルテのオーダーሙᡤ：ࠗ検査�臨床検査�血液ガス分ᯒ や࠘⤖ᯝの保Ꮡሙᡤ：ࠗ検査⤖ᯝ ࠋኚ᭦なしࡣ࠘

・⮬動採血管‽ഛ⨨ %C・RO%O8000RFI'�TeFKo　MeGiFD 社〇 �
本館・クリࢽック総合ฎ⨨ᐊにて 9�28� 月 � よࡾ運用開ጞࠋ
（๓⨨の使用をጞめて 9年が⤒㐣しᨾ㞀やトラブルがከⓎしていたⅭ）
現在ၥ㢟なく運用中ࠋ

・Pro2 システム： ᣢ⥆グルコースࣔࢽタ CGM� 医療従事者用プロフェッショナル用 �を 2015��8�3 よࡾ使用
 開ጞࠋ

小児科よࡾ౫㢗がࡾ࠶、検査開ጞしたࠋ⓶下に␃⨨ࡉれたセンサで㛫質液中のグルコース⃰度を 定し、1
日 4回௨上 定した血⢾⮬ᕫ 定 �SM%G� を用いて補ṇしたグラフをస成するࠋ
┠的：SM%G で見㏨ࡉれた高血⢾をࡳつけるためࠋ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
対象：小児⢾ᒀ病・食後高血⢾・血⢾ኚ動が⃭しい人・'M 合ేዷፎ⢾ᒀ病な
日⛬：連⥆ 3日 定ࠋ今のᡤ小児ࡣ病Ჷでセンサを╔後、付ῧいのぶや本人に行動表のグ㍕をㄝ᫂し⩣
日退院3ࠋ日後外᮶でセンサの㝖ཤࠋ

㸦᳨ᰝ㡯┠のኚ᭦、୰Ṇ㸧
・院内検査　　

ᒀ中レジオネラ検査キットのኚ᭦
�コスト減が見㎸まれるⅭのኚ᭦　原理や採ྲྀ᪉法、検査㛫等のኚ᭦ࡣなし）

・外ὀ検査　
フィブロネクチン採ྲྀᐜ器のኚ᭦
�新ヨ薬へのኚ᭦のⅭ �
（のࡑ）

-&&/6 のඹ⏝ᇶ‽⠊ᅖ࡚࠸ࡘ

・2014 年 4 月よࡾ -CCLS の基‽⠊ᅖ（生化学・血液）のኚ᭦が࠶ったࠋ

・現代人のデータを✚・ゎᯒし、よࡾ現代人に㐺した⠊ᅖになっているࠋ

・ኚ᭦になった㡯┠ࡣ 定᪉法ࡣኚࢃらないⅭ、㐣ཤの検査⤖ᯝとẚ㍑ྍ能ࠋ

・今回のኚ᭦で現在の治療᪉㔪がኚࢃることࡣないࠋ

・基‽್にࡣ「基‽⠊ᅖ」と「臨床判್᩿」が࠶るࠋ
県内でࡣ鹿児島大学病院が基‽್のኚ᭦を行っているࠋᙜ院でࡣ医師会の動きを見ながら、今後ኚ᭦を
検討していくࠋ

௨上のことが 2回の委員会で報࿌、決定ࡉれましたࠋ
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┳ㆤグ㘓ጤဨ会
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ᶆࠉ┠࠙ 看護グ㘓の質向上を┠指す、ࡾ実践した看護が見えるグ㘓の実をᅗࠉࠚ
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OPᐊ ᚨᏲ⏤起子

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜཬࡧᐇ⦼ࠚ

　平成27年度ࡣ、「実践した看護が見えるグ㘓の実をᅗࡾ、看護グ㘓の質向上を┠指す」を┠ᶆにᥖྲྀࡆ

また、グ㘓委員に向けたࠋ㛫をせしたࡶにすぎ修ṇなࡾュアルのస成に㛫がかかࢽマࠋんできた⤌ࡾ

学習会を㸱グループで分ᢸし年3回実施ࠋ看護グ㘓の基礎からྲྀࡳ⤌ࡾ、病Ჷでのグ㘓指導へつなࡆていけ

るよ࠺に働きかけたࠋ┘査内ᐜの見┤しとグ㘓┘査を2回実施したࠋ病Ჷから┘査を通してẼ࡙きや改ၿが

見られたとの意見࠶ࡶったࠋしかし、現在ࡶグ㘓に㛫がかかる状ἣが⥆いておࡾ、内ᐜに関してࡶ「ḧし

い情報」がグ㍕ࡉれていない等の意見࠶ࡶるため、ၥ㢟点にἢった⡆₩᫂░なグ㘓がฟ᮶るよ࠺今後の課㢟

としていくࠋ
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・今回のኚ᭦で現在の治療᪉㔪がኚࢃることࡣないࠋ

・基‽್にࡣ「基‽⠊ᅖ」と「臨床判್᩿」が࠶るࠋ
県内でࡣ鹿児島大学病院が基‽್のኚ᭦を行っているࠋᙜ院でࡣ医師会の動きを見ながら、今後ኚ᭦を
検討していくࠋ

௨上のことが 2回の委員会で報࿌、決定ࡉれましたࠋ

　平成 27 年度臨床検査㐺ṇ化委員会ࡣ、⢭度管理報࿌、新規検査㡯┠の実施、外ὀ化㡯┠の決定や中止、検査

運用のኚ᭦等、臨床検査の㐺ṇ化を┠的、┠ᶆに年 2回 �4㸪11 月 � ⛬度開催していますࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

委員長　　白濱　浩　　　（診療支援部長）

委員長　佐⸨　ᴿ一　　（中央臨床検査部長）

委員長　生㔝　博ஂ　　（総合内科部長）

委員　　　ᒾ下　㑥子　　（看護部長）

　　　　　ᑿ堂　▱子　　（外᮶看護師長）

　　　　　濱田　敏彦　　（クリࢽック事務長）

　　　　　ᚚ౪田　㈗之　（⤒営⏬課長）

　　　　　東　㈗史　　　（医事課長補佐）

　　　　　ᮧ中　ஓ　　（中央臨床検査部技師長）

　　　　　山崎　Ὀ代　　（中央臨床検査部௵）

　　　　　ᣢ␃　ࡾࡺか　（中央臨床検査部：議事㘓ᢸᙜ）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜࠚ

�⢭ᗘ⟶⌮報告 �

・平成 27 年度日本医師会臨床検査⢭度管理報࿌
　　参加㡯┠ᩘ 49 で総合評点 99�1 と良ዲな成⦼でしたࠋ

・平成 27 年日本臨床検査技師会⢭度管理報࿌
　　224 㡯┠中 222 㡯┠が㸿～㹀判定でࡾ࠶良ዲな成⦼でしたࠋ

� ᪂つ᳨ᰝ࣒ࢸࢫࢩ、ƫ ჾ、᳨ ᰝ㡯┠➼の᭦᪂㸧

・血液ガス分ᯒ⨨【RAPI' Point500】導ධのお▱らࡏ
H27、3�6� 金 � よࡾ SI(M(NS 社〇の血液ガス分ᯒ⨨【RAPI' Point500】を中央検査ᐊと外᮶検査ᐊにࡑ
れࡒれ導ධしたࠋ
クリࢽック検査ᐊࡣ従᮶通ࡾ s\sPe[ 社〇の【A9L�OPTI�CCA】での運用となっているࠋ
従᮶の 定㡯┠
PH�PCO2�PO2�%Dse�%��tCO2�P��HCO3�P��tHE�SO2�HFt�ND��.�
上グに加えて、今回 定ฟ᮶るよ࠺になった㡯┠
FO2HE�FCOHE�FMetHE�FHHE�n%iOi�CD���CO��AnADS�GOX�LDF
電子カルテのオーダーሙᡤ：ࠗ検査�臨床検査�血液ガス分ᯒ や࠘⤖ᯝの保Ꮡሙᡤ：ࠗ検査⤖ᯝ ࠋኚ᭦なしࡣ࠘

・⮬動採血管‽ഛ⨨ %C・RO%O8000RFI'�TeFKo　MeGiFD 社〇 �
本館・クリࢽック総合ฎ⨨ᐊにて 9�28� 月 � よࡾ運用開ጞࠋ
（๓⨨の使用をጞめて 9年が⤒㐣しᨾ㞀やトラブルがከⓎしていたⅭ）
現在ၥ㢟なく運用中ࠋ

・Pro2 システム： ᣢ⥆グルコースࣔࢽタ CGM� 医療従事者用プロフェッショナル用 �を 2015��8�3 よࡾ使用
 開ጞࠋ

小児科よࡾ౫㢗がࡾ࠶、検査開ጞしたࠋ⓶下に␃⨨ࡉれたセンサで㛫質液中のグルコース⃰度を 定し、1
日 4回௨上 定した血⢾⮬ᕫ 定 �SM%G� を用いて補ṇしたグラフをస成するࠋ
┠的：SM%G で見㏨ࡉれた高血⢾をࡳつけるためࠋ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
対象：小児⢾ᒀ病・食後高血⢾・血⢾ኚ動が⃭しい人・'M 合ేዷፎ⢾ᒀ病な
日⛬：連⥆ 3日 定ࠋ今のᡤ小児ࡣ病Ჷでセンサを╔後、付ῧいのぶや本人に行動表のグ㍕をㄝ᫂し⩣
日退院3ࠋ日後外᮶でセンサの㝖ཤࠋ

㸦᳨ᰝ㡯┠のኚ᭦、୰Ṇ㸧
・院内検査　　

ᒀ中レジオネラ検査キットのኚ᭦
�コスト減が見㎸まれるⅭのኚ᭦　原理や採ྲྀ᪉法、検査㛫等のኚ᭦ࡣなし）

・外ὀ検査　
フィブロネクチン採ྲྀᐜ器のኚ᭦
�新ヨ薬へのኚ᭦のⅭ �
（のࡑ）

-&&/6 のඹ⏝ᇶ‽⠊ᅖ࡚࠸ࡘ

・2014 年 4 月よࡾ -CCLS の基‽⠊ᅖ（生化学・血液）のኚ᭦が࠶ったࠋ

・現代人のデータを✚・ゎᯒし、よࡾ現代人に㐺した⠊ᅖになっているࠋ

・ኚ᭦になった㡯┠ࡣ 定᪉法ࡣኚࢃらないⅭ、㐣ཤの検査⤖ᯝとẚ㍑ྍ能ࠋ

・今回のኚ᭦で現在の治療᪉㔪がኚࢃることࡣないࠋ

・基‽್にࡣ「基‽⠊ᅖ」と「臨床判್᩿」が࠶るࠋ
県内でࡣ鹿児島大学病院が基‽್のኚ᭦を行っているࠋᙜ院でࡣ医師会の動きを見ながら、今後ኚ᭦を
検討していくࠋ

௨上のことが 2回の委員会で報࿌、決定ࡉれましたࠋ

┳ㆤグ㘓ጤဨ会
委員長 দԼ ࢠܙʢ報告ʣ［ҩྍͷ্࣭］

ᶆࠉ┠࠙ 看護グ㘓の質向上を┠指す、ࡾ実践した看護が見えるグ㘓の実をᅗࠉࠚ

࠙ᵓᡂဨ 　ࠚ

看護部長　 ᭷ᮧ　ᬛ代

看護部長 ᒾ下　㑥子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

委員長　　 松㔝下　恵子

委員長 上㔝　ி

௵ ௬ᒇ　⏤美　　Ụཱྀ　しおࡾ

委員

㸰西 本田㔛美 NICU ᱝ‶㤶⧊ 㸰東 ሐしのぶ 㸱西 下内広美 㸱中央 永田美༓代 

㸱東 中㏕ㄔ 㸲西 ụノ上ࡉやか ICU 都⏥博美 㸰 ᡞ高Ꮥ子 㸰南 ᚨ永⿱美　　 

㸱 ῝Ụ┿⏤美 㸱南 ๓原⍞⣖ 㸲 ᶫ本▱ె 外᮶ ❑田ࡾࡳ CL 大㔝ひとࡳ 

OPᐊ ᚨᏲ⏤起子

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘ活動ෆᐜཬࡧᐇ⦼ࠚ

　平成27年度ࡣ、「実践した看護が見えるグ㘓の実をᅗࡾ、看護グ㘓の質向上を┠指す」を┠ᶆにᥖྲྀࡆ

また、グ㘓委員に向けたࠋ㛫をせしたࡶにすぎ修ṇなࡾュアルのస成に㛫がかかࢽマࠋんできた⤌ࡾ

学習会を㸱グループで分ᢸし年3回実施ࠋ看護グ㘓の基礎からྲྀࡳ⤌ࡾ、病Ჷでのグ㘓指導へつなࡆていけ

るよ࠺に働きかけたࠋ┘査内ᐜの見┤しとグ㘓┘査を2回実施したࠋ病Ჷから┘査を通してẼ࡙きや改ၿが

見られたとの意見࠶ࡶったࠋしかし、現在ࡶグ㘓に㛫がかかる状ἣが⥆いておࡾ、内ᐜに関してࡶ「ḧし

い情報」がグ㍕ࡉれていない等の意見࠶ࡶるため、ၥ㢟点にἢった⡆₩᫂░なグ㘓がฟ᮶るよ࠺今後の課㢟

としていくࠋ
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患者ᅗ᭩ᐊ㐠Ⴀጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 େݪ 美อࢠ［ҩྍͷ্࣭］

࠙ጤဨ会┠的࣭┠ᶆࠚ

患者ᅗ᭩ᐊの管理・運営を円に㐙行し、よࡾ実した用者サービスをᥦ౪できるよ࠺患者ᅗ᭩ᐊサービ

スを検討し、また患者ᅗ᭩ᐊとしての意向を反ᫎできるよ࠺にするࠋ

࠙患者ᅗ᭩ᐊ┠的࣭┠ᶆࠚ

患者ࡉんご⮬㌟が病Ẽや検査・治療法について理ゎを῝め、医療ᥦ౪者の医療に関するㄝ᫂の質とຠ⋡の向

上をᅗࡾ、協働の医療をಁ進するࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

医師（病院長・運営委員長）1名、看護部 1名、リハビリテーション部 1名、患者サポートセンター 1 名、緩和医

療課 1名、事務局（事務局長、総務⏬課）3名、総務⏬課　学術情報ᐊ　2名ࠋ上グのか人事課࣎ランティ

アᢸᙜ 1名が参加ࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの活動ෆᐜ࣭ᐇ⦼ࠚ

　患者ᅗ᭩ᐊ運営委員会の開催ࡣ 2回ࠋ用⤫ィ、ⶶ᭩点検、࣎ランティアスタッフの活動状ἣの報࿌や運営

に関する⣽部についてヰし合いを行った5ࠋ月にࡣ NPO 法人ࠗ医療の質に関する研究会࠘のࠗ患者ᅗ᭩ᐊプロ

ジェクト に࠘よる「協働の医療の推進と患者ᅗ᭩ᐊの役」と㢟したシンポジウムに 1名が参加したࠋまた、広

報用に「患者ᅗ᭩ᐊすまいる通ಙ」をⓎ行したࠋ

　患者ᅗ᭩ᐊࠗ すまいる ๓㏙のࡣ࠘ NPO 法人の支援のࡶと、平成 25 年 4 月 19 日にオープンし 3年が⤒㐣したࠋ

ランティアスタッフを中ᚰに原๎࣎ 2名ࡎつで運営してお27、ࡾ 年度ࡣ 24 名の࣎ランティアが活動したࠋ

　27年度の延用者ᩘ2,521ࡣ人、1日平均用者ᩘ10�3人、ධ院患者ẚ⋡48�3�、ᅗ᭩㈚ฟᩘ717で࠶っ

たࠋ

　═めのよいሙᡤで、᭩ᯫに࣎ࡣランティアや職員ᥦ౪のᵝࠎな㣭ࡾ≀が⨨かれ、⒵しの✵㛫となっているࠋ

アクセスのよいሙᡤでࡣないため用者ᩘにࡣバラつきが࠶るが、ධ院中ࡾ⧞ࡣ㏉し用ࡉれる患者ࡉんࡶ

見ཷけられ、ஂ ࠋいたࡔいたࡶご意見࠺と本をㄞむことができたといࡾっくࡺにࠎ

　平成 28 年度ࡶᘬき⥆き、患者ࡉんへの⤂介や患者ࡉん同士のཱྀコミにつながるよ࠺、職員へのㄆ▱度の向

上や用のಁ進をᅗるととࡶに、広く職員の用をお㢪いしたいࠋ

・メディアᥖ㍕実⦼

　南日本新⪺ �　患者向けᅗ᭩ᐊ⥆ࠎ㸫市内の病院　医療学びくつࡄࢁሙに �　2015�08�02

ㆤጤဨ会┳ࢇࡀ
委員長 Ἑ原ᑦ美ʢ報告ʣ［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的ࠚ

㸯㸬 地域がん診療連携拠点病院でࡾ࠶、がん患者と家族がのᮇで࠶ってࡶ安ᚰして治療・療養できるよ

　　　　　　　　　　　　ࠋかるࡣに病院全体のケアの質の向上を࠺

㸰㸬 院内における治療ᮇから看ྲྀࡾにࢃたっての緩和ケアについてのၥ㢟点なを議ㄽし、緩和ケアへの関

ᚰを高め、本委員会で一⥴に考えることによって質の向上を┠指すことを┠的とする

㸱� 院内で実施ࡉれているがん化学療法が͆ ☜実に͇͆安全に͇͆安ᴦに 行͇ࢃれるよ࠺支えることを看護師の役

として⮬ぬし、実践できるよ࠺ၥ㢟の共᭷化をࡣかࡾ、対策を講ࡌていく ことに࠶るࠋ委員会ࡣ、ྛ 部

署㸯名の代表者とがん関連ㄆ定看護師を中ᚰにᵓ成ࡉれているࠋẖ月第 1ᮌ᭙日に会議ࡣ開催ࡉれ、年度

ごとにテーマを設定し、緩和ケア・化学療法に対する技術・▱㆑の向上に関して 1年㛫を通ࡌ学習し、ࡑ

れࡒれの部署内でのఏ㐩を┠指す役をᢸっているࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

ᕸ市　ከ美子、加治ᒇ　加代子（外᮶）　中ᮧ　⏤美、高　加代子（クリࢽック）　⛯ᡤ　ඞ代（2西）

ྜྷ㇂　ⲁ（2東）　Ỉ㛫　┿ᕼ子、西田　雅子（NICU）　松ඖ　㤶ዉ、松ᔘ　᭷㤶、老㇂　ឡ（3西）

上松℩　ዉࠎ（㸱中）　ᜏྜྷ　ひࡳࢁ（3東）　᭷川　㟹子（4西）　㯮　┿ጲ（ICU）

東後⸨　ᬛ恵美（OP）　赤崎　ࡳすࡎ（2）　ᩧ⸨　₩子（㸰南）　ஂ保田　ペ子（3南）

ᶫ本　▱ （ె4 ）　ᮧ崎　まこと（乳がん看護ㄆ定看護師）　Ⱚ　こࡎえ（がん放射線看護ㄆ定看護師）

᪩㷂　⋹子（緩和ケアㄆ定看護師）Ἑ原　ᑦ美（がん化学療法看護ㄆ定看護師）

୍࠙⯡┠ᶆ  ࠚ

・ 全ての看護師がアセスメントツールをṇ☜に使用し、患者ᵝのアセスメントを的☜に行い、ࡑの内ᐜに基࡙

き看護を理ㄽ的にᛮ考し、看護実践に活かすことができるࠋ

・院内におけるがん看護の質向上をめࡊし、ྛ 部署が協ຊし、ၥ㢟点のᢳฟ、ゎ決に向けてྲྀࡾ⤌めるࠋ

࠙฿㐩┠ᶆ ࠉࠚ

⑊③評౯シート、STAS㸫- の内ᐜを理ゎし、実㝿に用することができるࠋ

・⑊③評౯シート、STAS㸫- でᚓた内ᐜを看護実践につなࡆることができるࠋ

・がん看護委員ࡣ、ྛ 部署において⑊③評౯シート、STAS㸫- ᬑ及のためにリンクナースとして中ᚰ的な役
をᢸ࠺ことができるࠋ

月

㸲月

㸳月

㸴月

㸵月

㸶月

㸷月

10 月

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月

ྖ会 ᭩グ内ᐜ（予定）

大西

Ἑ原

ᮧ崎

Ⱚ

Ἑ原

大西

ᮧ崎

Ⱚ

Ἑ原

大西

ᮧ崎

Ⱚ

ᮧ崎

大西

Ⱚ

Ἑ原

大西

ᮧ崎

Ⱚ

Ἑ原

大西

ᮧ崎

Ⱚ

Ἑ原

⑊③評౯シートとࡣ・・・

⑊③評౯シートをᬑ及ࡏࡉるためにࡣ

⑊③評౯シートを実㝿に部署で使用してࡳよ9'ͤ࠺' 視⫈

STAS㸫- とࡣ・・・

STAS㸫- をᬑ及ࡏࡉるためにࡣ

STAS㸫- を部署で使用してࡳよ࠺

STAS㸫-・⑊③評౯シート使用し、看護実践に活かす᪉法

事例展開

グループワーク（実㝿症例のᥦฟ　3西・2東・2）

グループワーク（実㝿症例のᥦฟ　2西・3東・外᮶）

今年度の評౯と課㢟

ḟ年度予定
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患者ᅗ᭩ᐊ㐠Ⴀጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 େݪ 美อࢠ［ҩྍͷ্࣭］

࠙ጤဨ会┠的࣭┠ᶆࠚ

患者ᅗ᭩ᐊの管理・運営を円に㐙行し、よࡾ実した用者サービスをᥦ౪できるよ࠺患者ᅗ᭩ᐊサービ

スを検討し、また患者ᅗ᭩ᐊとしての意向を反ᫎできるよ࠺にするࠋ

࠙患者ᅗ᭩ᐊ┠的࣭┠ᶆࠚ

患者ࡉんご⮬㌟が病Ẽや検査・治療法について理ゎを῝め、医療ᥦ౪者の医療に関するㄝ᫂の質とຠ⋡の向

上をᅗࡾ、協働の医療をಁ進するࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

医師（病院長・運営委員長）1名、看護部 1名、リハビリテーション部 1名、患者サポートセンター 1 名、緩和医

療課 1名、事務局（事務局長、総務⏬課）3名、総務⏬課　学術情報ᐊ　2名ࠋ上グのか人事課࣎ランティ

アᢸᙜ 1名が参加ࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの活動ෆᐜ࣭ᐇ⦼ࠚ

　患者ᅗ᭩ᐊ運営委員会の開催ࡣ 2回ࠋ用⤫ィ、ⶶ᭩点検、࣎ランティアスタッフの活動状ἣの報࿌や運営

に関する⣽部についてヰし合いを行った5ࠋ月にࡣ NPO 法人ࠗ医療の質に関する研究会࠘のࠗ患者ᅗ᭩ᐊプロ

ジェクト に࠘よる「協働の医療の推進と患者ᅗ᭩ᐊの役」と㢟したシンポジウムに 1名が参加したࠋまた、広

報用に「患者ᅗ᭩ᐊすまいる通ಙ」をⓎ行したࠋ

　患者ᅗ᭩ᐊࠗ すまいる ๓㏙のࡣ࠘ NPO 法人の支援のࡶと、平成 25 年 4 月 19 日にオープンし 3年が⤒㐣したࠋ

ランティアスタッフを中ᚰに原๎࣎ 2名ࡎつで運営してお27、ࡾ 年度ࡣ 24 名の࣎ランティアが活動したࠋ

　27年度の延用者ᩘ2,521ࡣ人、1日平均用者ᩘ10�3人、ධ院患者ẚ⋡48�3�、ᅗ᭩㈚ฟᩘ717で࠶っ

たࠋ

　═めのよいሙᡤで、᭩ᯫに࣎ࡣランティアや職員ᥦ౪のᵝࠎな㣭ࡾ≀が⨨かれ、⒵しの✵㛫となっているࠋ

アクセスのよいሙᡤでࡣないため用者ᩘにࡣバラつきが࠶るが、ධ院中ࡾ⧞ࡣ㏉し用ࡉれる患者ࡉんࡶ

見ཷけられ、ஂ ࠋいたࡔいたࡶご意見࠺と本をㄞむことができたといࡾっくࡺにࠎ

　平成 28 年度ࡶᘬき⥆き、患者ࡉんへの⤂介や患者ࡉん同士のཱྀコミにつながるよ࠺、職員へのㄆ▱度の向

上や用のಁ進をᅗるととࡶに、広く職員の用をお㢪いしたいࠋ

・メディアᥖ㍕実⦼

　南日本新⪺ �　患者向けᅗ᭩ᐊ⥆ࠎ㸫市内の病院　医療学びくつࡄࢁሙに �　2015�08�02

ㆤጤဨ会┳ࢇࡀ
委員長 Ἑ原ᑦ美ʢ報告ʣ［ҩྍͷ্࣭］

࠙┠的ࠚ

㸯㸬 地域がん診療連携拠点病院でࡾ࠶、がん患者と家族がのᮇで࠶ってࡶ安ᚰして治療・療養できるよ

　　　　　　　　　　　　ࠋかるࡣに病院全体のケアの質の向上を࠺

㸰㸬 院内における治療ᮇから看ྲྀࡾにࢃたっての緩和ケアについてのၥ㢟点なを議ㄽし、緩和ケアへの関

ᚰを高め、本委員会で一⥴に考えることによって質の向上を┠指すことを┠的とする

㸱� 院内で実施ࡉれているがん化学療法が͆ ☜実に͇͆安全に͇͆安ᴦに 行͇ࢃれるよ࠺支えることを看護師の役

として⮬ぬし、実践できるよ࠺ၥ㢟の共᭷化をࡣかࡾ、対策を講ࡌていく ことに࠶るࠋ委員会ࡣ、ྛ 部

署㸯名の代表者とがん関連ㄆ定看護師を中ᚰにᵓ成ࡉれているࠋẖ月第 1ᮌ᭙日に会議ࡣ開催ࡉれ、年度

ごとにテーマを設定し、緩和ケア・化学療法に対する技術・▱㆑の向上に関して 1年㛫を通ࡌ学習し、ࡑ

れࡒれの部署内でのఏ㐩を┠指す役をᢸっているࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

ᕸ市　ከ美子、加治ᒇ　加代子（外᮶）　中ᮧ　⏤美、高　加代子（クリࢽック）　⛯ᡤ　ඞ代（2西）

ྜྷ㇂　ⲁ（2東）　Ỉ㛫　┿ᕼ子、西田　雅子（NICU）　松ඖ　㤶ዉ、松ᔘ　᭷㤶、老㇂　ឡ（3西）

上松℩　ዉࠎ（㸱中）　ᜏྜྷ　ひࡳࢁ（3東）　᭷川　㟹子（4西）　㯮　┿ጲ（ICU）

東後⸨　ᬛ恵美（OP）　赤崎　ࡳすࡎ（2）　ᩧ⸨　₩子（㸰南）　ஂ保田　ペ子（3南）

ᶫ本　▱ （ె4 ）　ᮧ崎　まこと（乳がん看護ㄆ定看護師）　Ⱚ　こࡎえ（がん放射線看護ㄆ定看護師）

᪩㷂　⋹子（緩和ケアㄆ定看護師）Ἑ原　ᑦ美（がん化学療法看護ㄆ定看護師）

୍࠙⯡┠ᶆ  ࠚ

・ 全ての看護師がアセスメントツールをṇ☜に使用し、患者ᵝのアセスメントを的☜に行い、ࡑの内ᐜに基࡙

き看護を理ㄽ的にᛮ考し、看護実践に活かすことができるࠋ

・院内におけるがん看護の質向上をめࡊし、ྛ 部署が協ຊし、ၥ㢟点のᢳฟ、ゎ決に向けてྲྀࡾ⤌めるࠋ

࠙฿㐩┠ᶆ ࠉࠚ

⑊③評౯シート、STAS㸫- の内ᐜを理ゎし、実㝿に用することができるࠋ

・⑊③評౯シート、STAS㸫- でᚓた内ᐜを看護実践につなࡆることができるࠋ

・がん看護委員ࡣ、ྛ 部署において⑊③評౯シート、STAS㸫- ᬑ及のためにリンクナースとして中ᚰ的な役
をᢸ࠺ことができるࠋ

月

㸲月

㸳月

㸴月

㸵月

㸶月

㸷月

10 月

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月

ྖ会 ᭩グ内ᐜ（予定）

大西

Ἑ原

ᮧ崎

Ⱚ

Ἑ原

大西

ᮧ崎

Ⱚ

Ἑ原

大西

ᮧ崎

Ⱚ

ᮧ崎

大西

Ⱚ

Ἑ原

大西

ᮧ崎

Ⱚ

Ἑ原

大西

ᮧ崎

Ⱚ

Ἑ原

⑊③評౯シートとࡣ・・・

⑊③評౯シートをᬑ及ࡏࡉるためにࡣ

⑊③評౯シートを実㝿に部署で使用してࡳよ9'ͤ࠺' 視⫈

STAS㸫- とࡣ・・・

STAS㸫- をᬑ及ࡏࡉるためにࡣ

STAS㸫- を部署で使用してࡳよ࠺

STAS㸫-・⑊③評౯シート使用し、看護実践に活かす᪉法

事例展開

グループワーク（実㝿症例のᥦฟ　3西・2東・2）

グループワーク（実㝿症例のᥦฟ　2西・3東・外᮶）

今年度の評౯と課㢟

ḟ年度予定
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་師⮫ᗋ研修⟶⌮ጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ࢁຊ  ͔͋Γ［ڭҭڀݚਪਐ］

࠙┠的࣭┠ᶆࠚ

本委員会の医師臨床研修活動ࡣ、医師としての基┙ᙧ成ᮇにおいて、人᱁のᾰ養性、プライマリ・ケアの基本

的な診療能ຊ等を習ᚓし、ᑗ᮶の地域医療をᢸ࠺専門医の育成を┠的とするࠋまた、研修に専念できる⎔ቃの

整ഛをᅗるࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘጤဨ㸦+���� ⌧在ࠚ㸧

委員長　昇　卓夫 
委員長 �プログラム㈐௵者　∹♩ 洋

（指導医講習会修医）
∹♩ 洋、丸山 芳一、松永 俊二、濵之上 雅博、長堂 竜維、米田 敏、ᇼ之内 ව一、⋢田 Ἠ、田代 幸恵、
加⸨ ᫂彦、生㔝 博ஂ、今給㯪 ᑦ幸、鉾立 博文、今給㯪 和幸、西山 ῟、▼田 育⏨、⏥ᩫ ኴ、୕ 宅 健治、
大♒ 㝧子、ྜྷ 永 ⱥᕼ、大ሙ 一㑻、二ᮌ ┿⍆、中┠ ᗣ彦、小⋢ ဴ史、┈⁹ 幸一㑻、ஂ ␃ 光博、
高ᶫ （㇂山病院）、平原 一✑（鹿児島市立病院）、厚地 ఙ彦（中央病院）、ᮡ本 東一（美病院）、
本 浩（鹿児島大学病院）、永ᔱ ᬛ成（公立種子島病院）

（上⣭医）
昇 卓夫、西澤 輝彦、ụ田 ⪔⮬、㧘ᮌ ಙ介、┒‶ ៅ࿃、小濵 浩介、川畠 寿史、宮ཱྀ 文ᏹ、高ᶫ ⠊雅、
丸山 ᭷子、中⚰ ஂ彦、下⯙ 浩二、松㑦 ᏹ之、⏿ ᘯグ（長島町立㮚ᕢ診療ᡤ）

（外部委員）長㔝 芳幸　

（パラメディカル）᭷ᮧ ᬛ代、高ᶫ ┿理、ඤ島 㑥幸、ᮧ中 ஓ、ᐊᒇ ⣧一、上平田 美ᶞ、原ཱྀ 一博、
　㔝ཱྀ ᱇一、永 美⏤⣖、山本 ࠶かࡾ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの活動ෆᐜཬࡧᐇ⦼ࠚ

　平成27年度ࡣ、基幹ᆺึᮇ臨床研修医6名および研修再開者1名を採用、ならびに鹿児島大学病院の協ຊᆺ

研修医5名をཷけධれ、ィ19診療科で指導を行ったࠋ

　4名の上⣭医が2日㛫にࢃたる指導医講習会を修し、ᙜ院における厚労省指定の指導医ࡣィ26名となった

（H28�3現在）ࠋ一部の委員で研修医体制会議をィ12回（ẖ月1回）開催したࠋ救急症例カンフレンスࡣẖ

週ⅆ᭙と金᭙に開催し、研修医、救急ᢸᙜ指導医およびྛ科の指導医が参加したࠋ修判定会にࡣ委員18名

が参加し、研修医2名の研修修がᢎㄆࡉれたࠋ

　新臨床研修制度が導ධࡉれた平成16年度௨㝆、鹿児島県における臨床研修医ᩘの低㏞が⥆いているが、平

成28年度採用医師臨床研修マッチング（H27年度実施）県内マッチ者99ࡣ名（๓年度ẚ5名ቑ）、ࡑのࡕ࠺実

㝿の採用者93名（๓年度ẚ1名ቑ）で2、ࡾ࠶年連⥆で良ዲな⤖ᯝがᚓられた（┠ᶆ採用人ᩘ100ࡣ名）ࠋな

お、ᙜ院における採用人ᩘࡣ年度ẚ4名減の2名で࠶ったࠋ今後ࡶ県内医学生や鹿児島ฟ㌟の県外医学生に

対するアプローチにὀຊし、指導体制の実にࡾྲྀࡶ⤌むᚲせが࠶るࠋ

　また、医師法第16᮲2第1㡯の中で「指導医ࡣプライマリ・ケアの指導᪉法等に関する講習会をཷ講してい

ること」と規定ࡉれていることから、院内の研修指導に携ࢃる医師に対して指導医講習会のཷ講をᘬき⥆き

推進していくこととするࠋ 

ึᮇ⮫ᗋ研修㛵ಀᴗ㸦ᖹᡂ �� ᖺᗘ㸧

日　　付

H27�4�24

H27�5�26

H27�6�5

H27�6�7

H27�6�24

H27�7�4 ～ 5

H27�7�10

H27�8�20

H27�8�21

ሙ　　ᡤ

県医師会館

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

県ᗇ

-R 九州ホール

県ᗇ

ᬕᾏグランドホテル

鹿児島大学医学部

県内 11 病院

サンプラザ天文館

　　催

県医師会

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

マイナビ

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

日本医師会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

ᙜ院参加者

9 名

3 名

3 名

1 名

1 名

1 名

6 名

̿

5名

事　　業　　名　　⛠

「平成 27 年度研修医Ḽ㏄レセプション」

「平成 27 年度第 1回ᱜ島プログラムㄝ᫂会」

「平成 27 年度第 1回鹿児島県ึᮇ臨床研修連絡協議会ᢸᙜ者会議」

「マイナビ R(SI'(NT F(STI9AL 福ᒸ会ሙ」への派遣

「平成27年度第1回鹿児島県ึᮇ臨床研修連絡協議会」

「第 26 回　日本医師会　指導医のための教育ワークショップ」（ஂ␃医長修）

「平成 27 年度第 1回臨床研修病院合同ㄝ᫂会」

「鹿児島県臨床研修病院見学ツアー事業」（Cコース）

「の臨床研修病院合同ㄝ᫂会」

医学部医学科・ （のࡑ） 3～ 6年 病院見学者 33 名（鹿児島大学 5名、県外大学 28 名）をཷけධれたࠋ
 ・美病院（⢭⚄科研修）を研修協ຊ施設として厚生労働省へ㏣加⏦ㄳした（平成 28 年度研修プログ

ラムよࡾ㐺用）ࠋ

（研修歯科医）
鹿児島大学医学部・歯学部付属病院　研修歯科医 27 名をཷけධれ、指導教育を行ったࠋ

H27�9�12

H27�11�21 ～ 22

H27�11�25

H27�12�13

H27�12�16

H28�1�9

H28�2�6 ～ 7

H28�2�13

県市町ᮧ⮬治会館

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

鹿児島県文化センター
（ᐆ山ホール）

福ᒸ国㝿会議ሙ

県ᗇ

県市町ᮧ⮬治会館

ᬕᾏグランドホテル

福ᒸ国㝿会議ሙ

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

リンクスタッフ

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

日本医師会

九州厚生局

10 名

2 名

3 名

7 名

1 名

12 名

1 名

6 名

「第 12 回鹿児島県臨床研修医合同研修会」（症例Ⓨ表 :㯮島研修医）

「指導医養成講習会」（大ሙ部長および二ᮌ医師修）

「平成 27 年度第 2回鹿児島県ึᮇ臨床研修連絡協議会ᢸᙜ者会議」

「eレジフェア 2015 in 福ᒸ」

「平成 27 年度第 2回鹿児島県ึᮇ臨床研修連絡協議会」

「第 13 回鹿児島県臨床研修医合同研修会」（症例Ⓨ表 :白▼研修医）

「第 27 回　日本医師会　指導医のための教育ワークショップ」（中┠部長修）

「九州ブロックึᮇ・後ᮇ臨床研修進路ㄝ᫂会」

⫋ဨᩍ⫱研修ጤဨ会
委員長 長ಊ ཽҡ　　報　告 લ ߒҰ［ڭҭݚमਪਐ］

࠙┠的ࠚ

安全で質の高い医療をຠ⋡的にᥦ౪するにࡣ、職員の生ᾭにறる教育研修ࡣᴟめて重せで࠶るࠋ病院の業⦼を

上ࡆⓎ展ࡏࡉるせ⣲ࡣከ種࠶るが、究ᴟにࡣ職員ྛ人の能ຊの向上とࡑの十分なⓎが᭱大のせ⣲でࡾ࠶、ྛ

人の能ຊỈ‽を⤌⧊的、⥅⥆的にⓎ展ࡏࡉる事が重せで࠶るࠋ

࠙活動ෆᐜࠚ

㸨全職員対象講演会、院内学術、ྛ 委員会催講演会の管理・運営

㸨ྛ部署の学会・研修会・旅㈝等のᢕᥱ

㸨学会・研修会等の職員のせᮃ、意見、改ၿ等の対策

࠙⥲ᣓࠚ

　今年度ࡣがん連携拠点病院として、開催すき講演会ࡣ全て行えたが、地域の連携施設の参加が࠺して
とኚえていࢁいࢁいࡣ開催㛫ࠋしたらよいのか࠺ࡣるにࡆめ、集ᐈを上ྵࡶ少なく、院内の職員参加ࡶ
るが、ẖ年、係をしていて感ࡌることで࠶るࠋアイデアが࠶れࡤ教えて㡬きたいࡶので࠶るࠋ
　医療安全と感染の講演会ࡶ↓事に開催できたࠋ職員教育講演会ࡶ今回ࡣㄆ▱症について学んࠋࡔ㉸高㱋化
社会を㏄えるに࠶たࡾ、ṇしい▱㆑を学んࡔ㠀常によい講演会で࠶ったࠋ
　学会参加状ἣで࠶るが、26年度ࡣ全体で500௳くらいで࠶ったが、今年度700ࡣ௳を㉸えたࠋ学会Ⓨ表、共
同演者での参加、༢維ᣢ・᭦新、加⟬᮲௳での参加なࡉまࡊまで࠶るが、1つの学会に大ໃで参加する
事ࡶከく、旅㈝が⤖ᵓかࡉむせᅉとなっているࠋ
　4年後ࡣ病院⛣㌿࠶ࡶるので、᭱低人ᩘの参加や、参加者による情報共᭷、オンデマンド等を使用し、少
し制㝈していかなけれࡤならないと感ࡌるࠋ
　院内で開催する講演会なが、༢᭦新・ྲྀᚓなになれࡤ少しࡶ㈝⤒ࡣᢚえられるとᛮ࠺が、実現する
ࠋᢕᥱしたいと考えるࡶの動向学会、県や市医師会なྛࠋか࠺ࢁࡔのࡶ
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་師⮫ᗋ研修⟶⌮ጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ࢁຊ  ͔͋Γ［ڭҭڀݚਪਐ］

࠙┠的࣭┠ᶆࠚ

本委員会の医師臨床研修活動ࡣ、医師としての基┙ᙧ成ᮇにおいて、人᱁のᾰ養性、プライマリ・ケアの基本

的な診療能ຊ等を習ᚓし、ᑗ᮶の地域医療をᢸ࠺専門医の育成を┠的とするࠋまた、研修に専念できる⎔ቃの

整ഛをᅗるࠋ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘጤဨ㸦+���� ⌧在ࠚ㸧

委員長　昇　卓夫 
委員長 �プログラム㈐௵者　∹♩ 洋

（指導医講習会修医）
∹♩ 洋、丸山 芳一、松永 俊二、濵之上 雅博、長堂 竜維、米田 敏、ᇼ之内 ව一、⋢田 Ἠ、田代 幸恵、
加⸨ ᫂彦、生㔝 博ஂ、今給㯪 ᑦ幸、鉾立 博文、今給㯪 和幸、西山 ῟、▼田 育⏨、⏥ᩫ ኴ、୕ 宅 健治、
大♒ 㝧子、ྜྷ 永 ⱥᕼ、大ሙ 一㑻、二ᮌ ┿⍆、中┠ ᗣ彦、小⋢ ဴ史、┈⁹ 幸一㑻、ஂ ␃ 光博、
高ᶫ （㇂山病院）、平原 一✑（鹿児島市立病院）、厚地 ఙ彦（中央病院）、ᮡ本 東一（美病院）、
本 浩（鹿児島大学病院）、永ᔱ ᬛ成（公立種子島病院）

（上⣭医）
昇 卓夫、西澤 輝彦、ụ田 ⪔⮬、㧘ᮌ ಙ介、┒‶ ៅ࿃、小濵 浩介、川畠 寿史、宮ཱྀ 文ᏹ、高ᶫ ⠊雅、
丸山 ᭷子、中⚰ ஂ彦、下⯙ 浩二、松㑦 ᏹ之、⏿ ᘯグ（長島町立㮚ᕢ診療ᡤ）

（外部委員）長㔝 芳幸　

（パラメディカル）᭷ᮧ ᬛ代、高ᶫ ┿理、ඤ島 㑥幸、ᮧ中 ஓ、ᐊᒇ ⣧一、上平田 美ᶞ、原ཱྀ 一博、
　㔝ཱྀ ᱇一、永 美⏤⣖、山本 ࠶かࡾ

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの活動ෆᐜཬࡧᐇ⦼ࠚ

　平成27年度ࡣ、基幹ᆺึᮇ臨床研修医6名および研修再開者1名を採用、ならびに鹿児島大学病院の協ຊᆺ

研修医5名をཷけධれ、ィ19診療科で指導を行ったࠋ

　4名の上⣭医が2日㛫にࢃたる指導医講習会を修し、ᙜ院における厚労省指定の指導医ࡣィ26名となった

（H28�3現在）ࠋ一部の委員で研修医体制会議をィ12回（ẖ月1回）開催したࠋ救急症例カンフレンスࡣẖ

週ⅆ᭙と金᭙に開催し、研修医、救急ᢸᙜ指導医およびྛ科の指導医が参加したࠋ修判定会にࡣ委員18名

が参加し、研修医2名の研修修がᢎㄆࡉれたࠋ

　新臨床研修制度が導ධࡉれた平成16年度௨㝆、鹿児島県における臨床研修医ᩘの低㏞が⥆いているが、平

成28年度採用医師臨床研修マッチング（H27年度実施）県内マッチ者99ࡣ名（๓年度ẚ5名ቑ）、ࡑのࡕ࠺実

㝿の採用者93名（๓年度ẚ1名ቑ）で2、ࡾ࠶年連⥆で良ዲな⤖ᯝがᚓられた（┠ᶆ採用人ᩘ100ࡣ名）ࠋな

お、ᙜ院における採用人ᩘࡣ年度ẚ4名減の2名で࠶ったࠋ今後ࡶ県内医学生や鹿児島ฟ㌟の県外医学生に

対するアプローチにὀຊし、指導体制の実にࡾྲྀࡶ⤌むᚲせが࠶るࠋ

　また、医師法第16᮲2第1㡯の中で「指導医ࡣプライマリ・ケアの指導᪉法等に関する講習会をཷ講してい

ること」と規定ࡉれていることから、院内の研修指導に携ࢃる医師に対して指導医講習会のཷ講をᘬき⥆き

推進していくこととするࠋ 

ึᮇ⮫ᗋ研修㛵ಀᴗ㸦ᖹᡂ �� ᖺᗘ㸧

日　　付

H27�4�24

H27�5�26

H27�6�5

H27�6�7

H27�6�24

H27�7�4 ～ 5

H27�7�10

H27�8�20

H27�8�21

ሙ　　ᡤ

県医師会館

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

県ᗇ

-R 九州ホール

県ᗇ

ᬕᾏグランドホテル

鹿児島大学医学部

県内 11 病院

サンプラザ天文館

　　催

県医師会

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

マイナビ

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

日本医師会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

ᙜ院参加者

9 名

3 名

3 名

1 名

1 名

1 名

6 名

̿

5名

事　　業　　名　　⛠

「平成 27 年度研修医Ḽ㏄レセプション」

「平成 27 年度第 1回ᱜ島プログラムㄝ᫂会」

「平成 27 年度第 1回鹿児島県ึᮇ臨床研修連絡協議会ᢸᙜ者会議」

「マイナビ R(SI'(NT F(STI9AL 福ᒸ会ሙ」への派遣

「平成27年度第1回鹿児島県ึᮇ臨床研修連絡協議会」

「第 26 回　日本医師会　指導医のための教育ワークショップ」（ஂ␃医長修）

「平成 27 年度第 1回臨床研修病院合同ㄝ᫂会」

「鹿児島県臨床研修病院見学ツアー事業」（Cコース）

「の臨床研修病院合同ㄝ᫂会」

医学部医学科・ （のࡑ） 3～ 6年 病院見学者 33 名（鹿児島大学 5名、県外大学 28 名）をཷけධれたࠋ
 ・美病院（⢭⚄科研修）を研修協ຊ施設として厚生労働省へ㏣加⏦ㄳした（平成 28 年度研修プログ

ラムよࡾ㐺用）ࠋ

（研修歯科医）
鹿児島大学医学部・歯学部付属病院　研修歯科医 27 名をཷけධれ、指導教育を行ったࠋ

H27�9�12

H27�11�21 ～ 22

H27�11�25

H27�12�13

H27�12�16

H28�1�9

H28�2�6 ～ 7

H28�2�13

県市町ᮧ⮬治会館

鹿児島大学病院総合臨床研修センター

鹿児島県文化センター
（ᐆ山ホール）

福ᒸ国㝿会議ሙ

県ᗇ

県市町ᮧ⮬治会館

ᬕᾏグランドホテル

福ᒸ国㝿会議ሙ

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

リンクスタッフ

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

県ึᮇ臨床研修連絡協議会

日本医師会

九州厚生局

10 名

2 名

3 名

7 名

1 名

12 名

1 名

6 名

「第 12 回鹿児島県臨床研修医合同研修会」（症例Ⓨ表 :㯮島研修医）

「指導医養成講習会」（大ሙ部長および二ᮌ医師修）

「平成 27 年度第 2回鹿児島県ึᮇ臨床研修連絡協議会ᢸᙜ者会議」

「eレジフェア 2015 in 福ᒸ」

「平成 27 年度第 2回鹿児島県ึᮇ臨床研修連絡協議会」

「第 13 回鹿児島県臨床研修医合同研修会」（症例Ⓨ表 :白▼研修医）

「第 27 回　日本医師会　指導医のための教育ワークショップ」（中┠部長修）

「九州ブロックึᮇ・後ᮇ臨床研修進路ㄝ᫂会」

⫋ဨᩍ⫱研修ጤဨ会
委員長 長ಊ ཽҡ　　報　告 લ ߒҰ［ڭҭݚमਪਐ］

࠙┠的ࠚ

安全で質の高い医療をຠ⋡的にᥦ౪するにࡣ、職員の生ᾭにறる教育研修ࡣᴟめて重せで࠶るࠋ病院の業⦼を

上ࡆⓎ展ࡏࡉるせ⣲ࡣከ種࠶るが、究ᴟにࡣ職員ྛ人の能ຊの向上とࡑの十分なⓎが᭱大のせ⣲でࡾ࠶、ྛ

人の能ຊỈ‽を⤌⧊的、⥅⥆的にⓎ展ࡏࡉる事が重せで࠶るࠋ

࠙活動ෆᐜࠚ

㸨全職員対象講演会、院内学術、ྛ 委員会催講演会の管理・運営

㸨ྛ部署の学会・研修会・旅㈝等のᢕᥱ

㸨学会・研修会等の職員のせᮃ、意見、改ၿ等の対策

࠙⥲ᣓࠚ

　今年度ࡣがん連携拠点病院として、開催すき講演会ࡣ全て行えたが、地域の連携施設の参加が࠺して
とኚえていࢁいࢁいࡣ開催㛫ࠋしたらよいのか࠺ࡣるにࡆめ、集ᐈを上ྵࡶ少なく、院内の職員参加ࡶ
るが、ẖ年、係をしていて感ࡌることで࠶るࠋアイデアが࠶れࡤ教えて㡬きたいࡶので࠶るࠋ
　医療安全と感染の講演会ࡶ↓事に開催できたࠋ職員教育講演会ࡶ今回ࡣㄆ▱症について学んࠋࡔ㉸高㱋化
社会を㏄えるに࠶たࡾ、ṇしい▱㆑を学んࡔ㠀常によい講演会で࠶ったࠋ
　学会参加状ἣで࠶るが、26年度ࡣ全体で500௳くらいで࠶ったが、今年度700ࡣ௳を㉸えたࠋ学会Ⓨ表、共
同演者での参加、༢維ᣢ・᭦新、加⟬᮲௳での参加なࡉまࡊまで࠶るが、1つの学会に大ໃで参加する
事ࡶከく、旅㈝が⤖ᵓかࡉむせᅉとなっているࠋ
　4年後ࡣ病院⛣㌿࠶ࡶるので、᭱低人ᩘの参加や、参加者による情報共᭷、オンデマンド等を使用し、少
し制㝈していかなけれࡤならないと感ࡌるࠋ
　院内で開催する講演会なが、༢᭦新・ྲྀᚓなになれࡤ少しࡶ㈝⤒ࡣᢚえられるとᛮ࠺が、実現する
ࠋᢕᥱしたいと考えるࡶの動向学会、県や市医師会なྛࠋか࠺ࢁࡔのࡶ
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ᅗ᭩ጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 େݪ 美อࢠ［ڭҭݚमਪਐ］

࠙ᅗ᭩ᐊ┠的ࠚ

職員の生ᾭ研修及び医学・医療の▱㆑の向上をᅗࡾ௨て高度医療・地域医療・救急医療に㈉献するࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

医師（病院長、和会クリࢽック院長）2名、看護部 1名、薬剤部 1名、中央放射線部 1名、中央臨床検査部 1名、
リハビリテーション部 1名、栄養管理部 1名、事務局（総務⏬課 1名、総務⏬課　学術情報ᐊ　1 名）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの活動ෆᐜ࣭ᐇ⦼ࠚ

　28 年 3 月にᅗ᭩委員会を開催ࠋᅗ᭩ᐊのᴫせ、ྛ種⤫ィを報࿌したࠋまた、文献」㈝用の್上がࡾや౫㢗

௳ᩘのቑ加にకい、28 年 4 月よࡾ౫㢗にࡣ⏦㎸᭩のᥦฟをᚲ㡲とし、病院㈇ᢸࡣኚࢃらないが⏦㎸者へ㈝用

を通▱することを決定したࠋ

　病院ᅗ᭩ᐊࡣ、医局Ჷ 3F にカンフレンスルームとス࣌ースを共用するᙧで設⨨ࡉれていたが、新刊の㞧

ㄅᯫのࡳをṧして 25 年 4 月よࡾ本館 7F カンフレンスルームの一㝮に᭩ᯫを⛣動しているࠋ

　ス࣌ースの関係上ⶶ᭩ࡣṤをྛ部門にᯫしているが、データࡣ一ඖ管理しておࡾ、ྛ 部門からのᗫᲠ⏦

ㄳによࡾ㝖⡠ฎ理ࡶ行っているࠋまた、ྛ 種資ᩱを病院ホーム࣌ージや電子カルテ➃ᮎで㜀ぴできるよ࠺整ഛ

している28ࠋ 年度ࡣⶶ᭩点検を実施する予定で࠶るࠋ

ປጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ງ　խ೭［පӃӡӦ］

࠙┠�的ࠚ

職員にとって働きやすい⎔ቃ࡙くࡾにྲྀࡳ⤌ࡾ、労働意ḧと健ᗣの維ᣢ、向上をᅗるࠋ労使協ຊして職ሙの
⦾栄を┠指し、相の‶㊊、共Ꮡ共栄を┠的とするࠋ

࠙ጤဨ会ࠚ

労使代表者が集まࡾ、定例ኟに行ࠋ࠺ణしᚲせに応ࡌて㝶開催するࠋ

平成27年度開催実⦼2回開催　9月3日・3月2日

࠙活動≧ἣࠚ

・㛫外労働に関する協定᭩・協定ᒆの☜ㄆ

・就業規๎　第5᮲・7᮲・16᮲・23᮲改定

・給規⛬　第34᮲・35᮲改定

・旅㈝規⛬　第2᮲㏣加

・人事考課規⛬昇給㢠ኚ᭦

┳ㆤᩍ⫱ጤဨ会
委員長 ౻ࢁ ΈͲΓʢ報告ʣ［ڭҭݚमਪਐ］

看護部看護教育理念ࡣ

㸯：社会人として、⤌⧊人として、専門職業人として⮬ら考え行動できる人を育てるࠋ

㸰：患者中ᚰの質の高い看護を実践できる看護師を育てると࠶るࠋ

ẖ月第㸯ᮌ᭙日　ྛ部署の師長、教育委員にて委員会が開催ࡉれるࠋ

院内研修のᴫせࡣ、新人看護師をレベル㸯、㸰年┠をレベル㸰、㸱年┠をレベル㸱とし、㸲年┠௨㝆ࡣレベ

ル㸲となࡾ㸯㸮㡯┠に分ᢸしている（医療安全、感染管理、救急看護、人工呼吸器ケア、がん看護、看護管理、

看護倫理、教育、㞳島研修、看護研究、）ࡑࠋのか、中㏵採用者、看護補助者研修が࠶るࠋ㸯～㸰かᡤの病

Ჷで㸯㡯┠の⏬、運営をᢸい、⏬᭩、プログラムをస成し、委員会でヲ⣽の決定を行᭱ࠋ࠺㏆でࡣオン

デマンド研修を上手く活用している研修ࡶቑえてきているࠋ

平成㸰㸵年度　院内研修（看護教育委員会⏬、運営）㸯㸯㸲回／㸱㸵㸱㸷名参加
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ᅗ᭩ጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 େݪ 美อࢠ［ڭҭݚमਪਐ］

࠙ᅗ᭩ᐊ┠的ࠚ

職員の生ᾭ研修及び医学・医療の▱㆑の向上をᅗࡾ௨て高度医療・地域医療・救急医療に㈉献するࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

医師（病院長、和会クリࢽック院長）2名、看護部 1名、薬剤部 1名、中央放射線部 1名、中央臨床検査部 1名、
リハビリテーション部 1名、栄養管理部 1名、事務局（総務⏬課 1名、総務⏬課　学術情報ᐊ　1 名）

࠙ᖹᡂ �� ᖺᗘの活動ෆᐜ࣭ᐇ⦼ࠚ

　28 年 3 月にᅗ᭩委員会を開催ࠋᅗ᭩ᐊのᴫせ、ྛ種⤫ィを報࿌したࠋまた、文献」㈝用の್上がࡾや౫㢗

௳ᩘのቑ加にకい、28 年 4 月よࡾ౫㢗にࡣ⏦㎸᭩のᥦฟをᚲ㡲とし、病院㈇ᢸࡣኚࢃらないが⏦㎸者へ㈝用

を通▱することを決定したࠋ

　病院ᅗ᭩ᐊࡣ、医局Ჷ 3F にカンフレンスルームとス࣌ースを共用するᙧで設⨨ࡉれていたが、新刊の㞧

ㄅᯫのࡳをṧして 25 年 4 月よࡾ本館 7F カンフレンスルームの一㝮に᭩ᯫを⛣動しているࠋ

　ス࣌ースの関係上ⶶ᭩ࡣṤをྛ部門にᯫしているが、データࡣ一ඖ管理しておࡾ、ྛ 部門からのᗫᲠ⏦

ㄳによࡾ㝖⡠ฎ理ࡶ行っているࠋまた、ྛ 種資ᩱを病院ホーム࣌ージや電子カルテ➃ᮎで㜀ぴできるよ࠺整ഛ

している28ࠋ 年度ࡣⶶ᭩点検を実施する予定で࠶るࠋ

ປጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ງ　խ೭［පӃӡӦ］

࠙┠�的ࠚ

職員にとって働きやすい⎔ቃ࡙くࡾにྲྀࡳ⤌ࡾ、労働意ḧと健ᗣの維ᣢ、向上をᅗるࠋ労使協ຊして職ሙの
⦾栄を┠指し、相の‶㊊、共Ꮡ共栄を┠的とするࠋ

࠙ጤဨ会ࠚ

労使代表者が集まࡾ、定例ኟに行ࠋ࠺ణしᚲせに応ࡌて㝶開催するࠋ

平成27年度開催実⦼2回開催　9月3日・3月2日

࠙活動≧ἣࠚ

・㛫外労働に関する協定᭩・協定ᒆの☜ㄆ

・就業規๎　第5᮲・7᮲・16᮲・23᮲改定

・給規⛬　第34᮲・35᮲改定

・旅㈝規⛬　第2᮲㏣加

・人事考課規⛬昇給㢠ኚ᭦

┳ㆤᩍ⫱ጤဨ会
委員長 ౻ࢁ ΈͲΓʢ報告ʣ［ڭҭݚमਪਐ］

看護部看護教育理念ࡣ

㸯：社会人として、⤌⧊人として、専門職業人として⮬ら考え行動できる人を育てるࠋ

㸰：患者中ᚰの質の高い看護を実践できる看護師を育てると࠶るࠋ

ẖ月第㸯ᮌ᭙日　ྛ部署の師長、教育委員にて委員会が開催ࡉれるࠋ

院内研修のᴫせࡣ、新人看護師をレベル㸯、㸰年┠をレベル㸰、㸱年┠をレベル㸱とし、㸲年┠௨㝆ࡣレベ

ル㸲となࡾ㸯㸮㡯┠に分ᢸしている（医療安全、感染管理、救急看護、人工呼吸器ケア、がん看護、看護管理、

看護倫理、教育、㞳島研修、看護研究、）ࡑࠋのか、中㏵採用者、看護補助者研修が࠶るࠋ㸯～㸰かᡤの病

Ჷで㸯㡯┠の⏬、運営をᢸい、⏬᭩、プログラムをస成し、委員会でヲ⣽の決定を行᭱ࠋ࠺㏆でࡣオン

デマンド研修を上手く活用している研修ࡶቑえてきているࠋ

平成㸰㸵年度　院内研修（看護教育委員会⏬、運営）㸯㸯㸲回／㸱㸵㸱㸷名参加
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┳ㆤ⮫ᆅᐇ⩦ᣦᑟ者会議
委員長 ্೭Ԕ ༸ࢠʢ報告ʣ［ڭҭݚमਪਐ］

ࠚ的ࠉ┠࠙

本会ࡣ、臨地実習の意⩏と実習指導者としての役を理ゎし、ຠᯝ的な実習指導を行い、実習指導者として

の資質の向上をᅗるࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

᭷ᮧ看護部長　　⸨山看護部長　　委員長 上之ⷵ　　委員長 ụ上・西

ྛ病Ჷから選ฟࡉれた看護師34名

࠙活動ෆᐜཬࡧᐇ⦼ࠚ

㸯）平成27年度の┠ᶆ
ձよࡾ良い臨地実習が実践できるよ࠺人的・≀的⎔ቃを整えるࠋ
評౯：ྛ学校の実習┠ᶆに合ࡏࢃた指導を看護師全員ができるよ࠺指導をస成したࠋ活用ࡣ十分でࡣ

なかったが、実習๓に学校の実習┠的・┠ᶆを看護師へ࿘▱をᅗる病Ჷがቑえてきたࠋḟ年度ࡣ
指導を使用し改ၿしていき、ㄡでࡶẼ㍍に手にྲྀって見るよ࠺᭷ຠ活用していきたいࠋ≀的⎔
ቃとしてࡣ学生にとって࣌ーパータオルや手⿄が設⨨ሙᡤに関して使いにくいとのことでࡾ࠶、
ึ日に学校がᚲせᩘ‽ഛをし、後ࡣ看護師と同ࡌሙᡤに⨨き使用すると決まったࠋ

ղ専門職業人を┠指す学生として▱㆑・技術・ែ度を㌟につけ看護者としての႐びなを学ぶࠋ
評౯：学生に㹎㹌㹑看護᪉式に事๓に学んでࡶらい、実習中ࡣ日ࠎのチームの一員として看護師と࣌ア

で行動するሙ㠃がቑえ、看護の౯್ほ・ᴦしࡉな実感できていたとい࠺報࿌が࠶がってくるよ
ࠋになった࠺

㸰）㸳月ఏ㐩講習：看護協会開催
　　　　　　　　　「平成26年度実習指導者講習会をཷ講して」

㸱）㸯㸰月ఏ㐩講習：鹿児島医療技術専門学校で開催ࡉれた研修
　　　　　　　　　「実習におけるຠᯝ的な指導の在ࡾ᪉」

㸲）医療法人協会立看護専門学校実習指導者会議報࿌

㸳）ẖ月ྛ学校の実習ᡴࡕ合ࡏࢃや反省会を行ったࠋ学校名ࡣ௨下の通ࡾで࠶るࠋ
ஂᮌ田学園看護専門学校　鹿児島医療法人協会立看護専門学校　⚄ᮧ学園専修学校 㱟ᱜ高等学校
鹿児島医療技術専門学校　鹿児島中央看護専門学校　鹿児島高等看護学院　⚄ᮧ学園高等部
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┳ㆤ⮫ᆅᐇ⩦ᣦᑟ者会議
委員長 ্೭Ԕ ༸ࢠʢ報告ʣ［ڭҭݚमਪਐ］

ࠚ的ࠉ┠࠙

本会ࡣ、臨地実習の意⩏と実習指導者としての役を理ゎし、ຠᯝ的な実習指導を行い、実習指導者として

の資質の向上をᅗるࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

᭷ᮧ看護部長　　⸨山看護部長　　委員長 上之ⷵ　　委員長 ụ上・西

ྛ病Ჷから選ฟࡉれた看護師34名

࠙活動ෆᐜཬࡧᐇ⦼ࠚ

㸯）平成27年度の┠ᶆ
ձよࡾ良い臨地実習が実践できるよ࠺人的・≀的⎔ቃを整えるࠋ
評౯：ྛ学校の実習┠ᶆに合ࡏࢃた指導を看護師全員ができるよ࠺指導をస成したࠋ活用ࡣ十分でࡣ

なかったが、実習๓に学校の実習┠的・┠ᶆを看護師へ࿘▱をᅗる病Ჷがቑえてきたࠋḟ年度ࡣ
指導を使用し改ၿしていき、ㄡでࡶẼ㍍に手にྲྀって見るよ࠺᭷ຠ活用していきたいࠋ≀的⎔
ቃとしてࡣ学生にとって࣌ーパータオルや手⿄が設⨨ሙᡤに関して使いにくいとのことでࡾ࠶、
ึ日に学校がᚲせᩘ‽ഛをし、後ࡣ看護師と同ࡌሙᡤに⨨き使用すると決まったࠋ

ղ専門職業人を┠指す学生として▱㆑・技術・ែ度を㌟につけ看護者としての႐びなを学ぶࠋ
評౯：学生に㹎㹌㹑看護᪉式に事๓に学んでࡶらい、実習中ࡣ日ࠎのチームの一員として看護師と࣌ア

で行動するሙ㠃がቑえ、看護の౯್ほ・ᴦしࡉな実感できていたとい࠺報࿌が࠶がってくるよ
ࠋになった࠺

㸰）㸳月ఏ㐩講習：看護協会開催
　　　　　　　　　「平成26年度実習指導者講習会をཷ講して」

㸱）㸯㸰月ఏ㐩講習：鹿児島医療技術専門学校で開催ࡉれた研修
　　　　　　　　　「実習におけるຠᯝ的な指導の在ࡾ᪉」

㸲）医療法人協会立看護専門学校実習指導者会議報࿌

㸳）ẖ月ྛ学校の実習ᡴࡕ合ࡏࢃや反省会を行ったࠋ学校名ࡣ௨下の通ࡾで࠶るࠋ
ஂᮌ田学園看護専門学校　鹿児島医療法人協会立看護専門学校　⚄ᮧ学園専修学校 㱟ᱜ高等学校
鹿児島医療技術専門学校　鹿児島中央看護専門学校　鹿児島高等看護学院　⚄ᮧ学園高等部
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ᗋ㐠Ⴀጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ٢ຬ　࣮［පӃӡӦ］

ࠚ的ࠉ┠࠙

病院全体の病床のຠ⋡的なྛ科のࡾᙜて・ධ退院の状ἣ及び✵床状ἣに合ࡏࢃ急性ᮇの'PCの医療機関と

して㐺ษかつຠ⋡的病床の᭷ຠ用を┠指すࠋ

長ᮇධ院患者（㸱㺗月௨上）のᢕᥱと社会的ධ院患者の減少を┠指すࠋ

'PC病院でࡾ࠶ຠ⋡化の向上を┠指すࠋ

࠙㛤ദ᪥ࠚ

ẖ月1回  業務連絡会๓  別館地下講⩏ᐊ 

࠙ᵓᡂဨࠚ

昇院長（委員長）・今給㯪理事長・∹⚰ 'r・西澤 'r・大ஂ保 'r・丸山（⚄）'r・ᑎ原 'r・生㔝 'r

᭷ᮧ（看護部長）・⸨山（看）・㏆⸨（看）・ᒾ下（看）・ᑿ堂（看）

㔝 （ཱྀ事）・川田（事代）・ᚚ౪田（⤒）・上၈‖（医事）・原 （ཱྀMSW）・ྜྷ‶（MSW） 

࠙会議議㢟ࠚ

๓月の病院全体平均在院日ᩘ及びྛ科の在院日ᩘの報࿌と改ၿ策

๓月の病床✌働⋡の報࿌及び改ၿ策

長ᮇධ院患者ᩘ（㸱ࣨ月௨上）の報࿌とྛ患者状ἣᢕᥱ

ධ退院調整会議報࿌からの運営改ၿ

の、病床の᭷ຠ用や用㏵ኚ᭦についてࡑ

ࠚᣓࠉ⥲࠙

　平成27年度ࡣ、在院日ᩘ・医療看護ᚲせ度・病床✌働に╔┠した病床運営がᚲせとなࡾましたࠋ

特に在院日ᩘについてࡣ長ᮇධ院患者の在院日ᩘへの⟬ධ・▷ᮇ在手術の在院日ᩘ㝖外等が18ࡾ࠶日௨下

へのྲྀࡳ⤌ࡾがᙉ化ࡉれましたࠋ

　また、連携パス（㢁部骨ᢡ・⬻卒中）実施のためにࡣ在院日ᩘ17日௨下を┠ᶆに運営がᚲせとなࡾ、よࡾ

一ᒙの在院日ᩘへのྲྀࡳ⤌ࡾのᙉ化がᚲせとなࡾましたࠋ

　在院日ᩘ▷⦰化を実行していくと✌働⋡低下がⴭしくࡳられ、✌働⋡維ᣢ及びᚲせ度㐩成の┠的で回ᮇ

病Ჷの運営を27年1月よࡾ実施していますࠋまた病床管理部と連携し、ྛ診療科へのධ院患者ᩘの向上、✌

働⋡なの分ᯒを行い'PCϨᮇでの退院患者減少にࡶດめていますࠋ

　᮶年度においてࡶ、退院支援の実をᅗるとࡶに新規ධ院患者ᩘの向上、医療看護ᚲせ度、✌働⋡向上を

┠指した病床運営をᅗることが課㢟ですࠋ

ᖹᡂ��ᖺᗘ㸦ᖹᆒ在院᪥ᩘ࣭✌ാ⋡࣭入㏥院ᩘ㸧

在院᪥ᩘ

✌ ാ ⋡
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㏥ 院 ᩘ

�᭶
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ᗋ⟶⌮㒊会議
委員長 ੜ തٱ　報　告 দԼ ࢠܙ［පӃӡӦ］

ࠚ的ࠉ┠࠙

㸯㸬✵床状ἣの全体ᢕᥱによࡾ病床を᭷ຠ活用

㸰㸬⥭急ධ院用の病床の☜保

㸱㸬病床決定にせする㛫๐減

㸲㸬┠ᶆ✌働⋡㐩成の支援

ࠚᶆࠉ┠࠙

㸯㸬病床✌働⋡㐩成の支援（病床✌働⋡86�9㸣を㐩成すく病床調整をᅗࡾ支援を行࠺）

㸰㸬ಶᐊ一ඖ管理（平成28年度ಶᐊ一ඖ管理に向けた‽ഛᮇ㛫）

㸱㸬退院支援の調整（退院支援ルールの定╔）

࠙ᐇാ࣓ࣥࠚ࣮ࣂ

生㔝博ஂ（総合内科部長）、㏆⸨ひとࡳ（看護部長）、原ཱྀ博一（MSW）、ྜྷ‶実（MSW）、

松㔝下恵子（看護師長）　　　　　　　ᢸᙜ：病床管理全⯡　　　　　

❑田いࡳࡎ（退院調整看護師・௵）　ᢸᙜ：退院調整　　　　　　　　　

小‖㯞美（医事課௵）　　　　　　　ᢸᙜ：医事課ව務・病床調整　　　

宮下浩子（診療補助部）　　　　　　　ᢸᙜ：データ管理

࠙活動ෆᐜࠚ

㸯㸬病床管理部に関する会議の開催

ձ 病床運営会議（第2月᭙日）

ղ ධ退院調整会議（9月中止）

ճ 病床管理部会議（業務運営会議の๓後の金᭙日　2回�月）

մ 回ᮇリハビリ病Ჷ選定会議（ẖ週Ỉ᭙日：小‖）

㸰㸬✵床状ἣの全体ᢕᥱによࡾ病床の᭷ຠ活用

㸱㸬⥭急ධ院用の病床の☜保

㸲㸬病床決定にせする㛫๐減

㸳㸬┠ᶆ✌働⋡㐩成の支援

　平成26年8月に病床管理部Ⓨ㊊、11月から௬運用となࡾ平成27年4月から本✌働開ጞとなったࠋ病床管理部

でࡣ、これまでのၥ㢟としてձධ院患者400名を㉸えるの⥭急ධ院のベッド☜保ᅔ㞴、ղ病床検討から決

定までに㛫をせする、ճධ院ཷけධれがスムーズに運ࡤない等のゎ決へ向けྲྀࡾ⤌んࠋࡔẖ日、ධ退院・

✵床状ἣを☜ㄆ（1日3回）し、ධ院状ἣに合ࡏࢃኪ㛫⥭急対応と感染症対策のためのಶᐊ☜保にഛえ病床の

᭷ຠ活用ができたࡑࠋれにకい病床決定までの㛫๐減5ࡶ㛫せしていたのが15分⛬度まで▷⦰ࡉれたࠋ

┠ᶆ✌働⋡の支援としてࡣ、改ၿィ⏬シートを使用し医師と病Ჷ師長からの分ᯒや意見を☜ㄆし、せᮃな

ಶᐊ（ᕪ㢠ᐊᩱ）ච㝖対象患者となる、ࡣಶᐊ一ඖ管理でࠋているࡆ院長や⤒営⏬課へ報࿌し改ၿへ繋ࡣ

基‽やᕪ㢠ᐊᩱ規⛬の見┤しとධ院予⣙票స成、ධ院☜定から病ᐊ決定までの手㡰なをస成し、ၥ㢟なく

ಶᐊ一ඖ管理が行えているࠋ退院支援調整に関してࡣ、退院調整看護師が中ᚰとな5、ࡾ月よࡾ退院支援

ルールに基࡙きケアマネージࣕーとの連携をᅗっているࠋまた、マࢽュアルの見┤しやྛ病Ჷの退院支援カ

ンフレンスへ参加し活動しているࠋ
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ᗋ㐠Ⴀጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ٢ຬ　࣮［පӃӡӦ］

ࠚ的ࠉ┠࠙

病院全体の病床のຠ⋡的なྛ科のࡾᙜて・ධ退院の状ἣ及び✵床状ἣに合ࡏࢃ急性ᮇの'PCの医療機関と

して㐺ษかつຠ⋡的病床の᭷ຠ用を┠指すࠋ

長ᮇධ院患者（㸱㺗月௨上）のᢕᥱと社会的ධ院患者の減少を┠指すࠋ

'PC病院でࡾ࠶ຠ⋡化の向上を┠指すࠋ

࠙㛤ദ᪥ࠚ

ẖ月1回  業務連絡会๓  別館地下講⩏ᐊ 

࠙ᵓᡂဨࠚ

昇院長（委員長）・今給㯪理事長・∹⚰ 'r・西澤 'r・大ஂ保 'r・丸山（⚄）'r・ᑎ原 'r・生㔝 'r

᭷ᮧ（看護部長）・⸨山（看）・㏆⸨（看）・ᒾ下（看）・ᑿ堂（看）

㔝 （ཱྀ事）・川田（事代）・ᚚ౪田（⤒）・上၈‖（医事）・原 （ཱྀMSW）・ྜྷ‶（MSW） 

࠙会議議㢟ࠚ

๓月の病院全体平均在院日ᩘ及びྛ科の在院日ᩘの報࿌と改ၿ策

๓月の病床✌働⋡の報࿌及び改ၿ策

長ᮇධ院患者ᩘ（㸱ࣨ月௨上）の報࿌とྛ患者状ἣᢕᥱ

ධ退院調整会議報࿌からの運営改ၿ

の、病床の᭷ຠ用や用㏵ኚ᭦についてࡑ

ࠚᣓࠉ⥲࠙

　平成27年度ࡣ、在院日ᩘ・医療看護ᚲせ度・病床✌働に╔┠した病床運営がᚲせとなࡾましたࠋ

特に在院日ᩘについてࡣ長ᮇධ院患者の在院日ᩘへの⟬ධ・▷ᮇ在手術の在院日ᩘ㝖外等が18ࡾ࠶日௨下

へのྲྀࡳ⤌ࡾがᙉ化ࡉれましたࠋ

　また、連携パス（㢁部骨ᢡ・⬻卒中）実施のためにࡣ在院日ᩘ17日௨下を┠ᶆに運営がᚲせとなࡾ、よࡾ

一ᒙの在院日ᩘへのྲྀࡳ⤌ࡾのᙉ化がᚲせとなࡾましたࠋ

　在院日ᩘ▷⦰化を実行していくと✌働⋡低下がⴭしくࡳられ、✌働⋡維ᣢ及びᚲせ度㐩成の┠的で回ᮇ

病Ჷの運営を27年1月よࡾ実施していますࠋまた病床管理部と連携し、ྛ診療科へのධ院患者ᩘの向上、✌

働⋡なの分ᯒを行い'PCϨᮇでの退院患者減少にࡶດめていますࠋ

　᮶年度においてࡶ、退院支援の実をᅗるとࡶに新規ධ院患者ᩘの向上、医療看護ᚲせ度、✌働⋡向上を

┠指した病床運営をᅗることが課㢟ですࠋ

ᖹᡂ��ᖺᗘ㸦ᖹᆒ在院᪥ᩘ࣭✌ാ⋡࣭入㏥院ᩘ㸧
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✌ ാ ⋡

入 院 ᩘ

㏥ 院 ᩘ

�᭶

15�1

87�3�

728

740

�᭶

16�9

78�2�

604

620

�᭶

15�4

86�3�

731

709

�᭶

15�5

82�0�

697

727

�᭶

15�9

80�9�

649

657

�᭶

15�5

76�3�

633

622

��᭶

15�8

79�6�

725

725

��᭶

16�5

78�3�

667

659

��᭶

15�7

77�8�

652

725

�᭶

17�1

79�1�

671

587

�᭶

17�1

88�1�

674

652

�᭶

15�7

85�4�

748

757

ᖹᆒ್

16�0

81�6�

681�6

681�7

ᗋ⟶⌮㒊会議
委員長 ੜ തٱ　報　告 দԼ ࢠܙ［පӃӡӦ］

ࠚ的ࠉ┠࠙

㸯㸬✵床状ἣの全体ᢕᥱによࡾ病床を᭷ຠ活用

㸰㸬⥭急ධ院用の病床の☜保

㸱㸬病床決定にせする㛫๐減

㸲㸬┠ᶆ✌働⋡㐩成の支援

ࠚᶆࠉ┠࠙

㸯㸬病床✌働⋡㐩成の支援（病床✌働⋡86�9㸣を㐩成すく病床調整をᅗࡾ支援を行࠺）

㸰㸬ಶᐊ一ඖ管理（平成28年度ಶᐊ一ඖ管理に向けた‽ഛᮇ㛫）

㸱㸬退院支援の調整（退院支援ルールの定╔）

࠙ᐇാ࣓ࣥࠚ࣮ࣂ

生㔝博ஂ（総合内科部長）、㏆⸨ひとࡳ（看護部長）、原ཱྀ博一（MSW）、ྜྷ‶実（MSW）、

松㔝下恵子（看護師長）　　　　　　　ᢸᙜ：病床管理全⯡　　　　　

❑田いࡳࡎ（退院調整看護師・௵）　ᢸᙜ：退院調整　　　　　　　　　

小‖㯞美（医事課௵）　　　　　　　ᢸᙜ：医事課ව務・病床調整　　　

宮下浩子（診療補助部）　　　　　　　ᢸᙜ：データ管理

࠙活動ෆᐜࠚ

㸯㸬病床管理部に関する会議の開催

ձ 病床運営会議（第2月᭙日）

ղ ධ退院調整会議（9月中止）

ճ 病床管理部会議（業務運営会議の๓後の金᭙日　2回�月）

մ 回ᮇリハビリ病Ჷ選定会議（ẖ週Ỉ᭙日：小‖）

㸰㸬✵床状ἣの全体ᢕᥱによࡾ病床の᭷ຠ活用

㸱㸬⥭急ධ院用の病床の☜保

㸲㸬病床決定にせする㛫๐減

㸳㸬┠ᶆ✌働⋡㐩成の支援

　平成26年8月に病床管理部Ⓨ㊊、11月から௬運用となࡾ平成27年4月から本✌働開ጞとなったࠋ病床管理部

でࡣ、これまでのၥ㢟としてձධ院患者400名を㉸えるの⥭急ධ院のベッド☜保ᅔ㞴、ղ病床検討から決

定までに㛫をせする、ճධ院ཷけධれがスムーズに運ࡤない等のゎ決へ向けྲྀࡾ⤌んࠋࡔẖ日、ධ退院・

✵床状ἣを☜ㄆ（1日3回）し、ධ院状ἣに合ࡏࢃኪ㛫⥭急対応と感染症対策のためのಶᐊ☜保にഛえ病床の

᭷ຠ活用ができたࡑࠋれにకい病床決定までの㛫๐減5ࡶ㛫せしていたのが15分⛬度まで▷⦰ࡉれたࠋ

┠ᶆ✌働⋡の支援としてࡣ、改ၿィ⏬シートを使用し医師と病Ჷ師長からの分ᯒや意見を☜ㄆし、せᮃな

ಶᐊ（ᕪ㢠ᐊᩱ）ච㝖対象患者となる、ࡣಶᐊ一ඖ管理でࠋているࡆ院長や⤒営⏬課へ報࿌し改ၿへ繋ࡣ

基‽やᕪ㢠ᐊᩱ規⛬の見┤しとධ院予⣙票స成、ධ院☜定から病ᐊ決定までの手㡰なをస成し、ၥ㢟なく

ಶᐊ一ඖ管理が行えているࠋ退院支援調整に関してࡣ、退院調整看護師が中ᚰとな5、ࡾ月よࡾ退院支援

ルールに基࡙きケアマネージࣕーとの連携をᅗっているࠋまた、マࢽュアルの見┤しやྛ病Ჷの退院支援カ

ンフレンスへ参加し活動しているࠋ
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ປົጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ງ　խ೭［පӃӡӦ］

࠙┠�的ࠚ

働きやすい⎔ቃ࡙くࡾを基本に、規⛬の策定や見┤し、ྛ部署からの事の検討、検証、ゎ決をᅗࡾ、職員

人事考課制度の運用と㐺ṇな人௳㈝管理を┠的とするࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

昇卓夫（委員長）・᭷ᮧ看護部長・㔝ཱྀ事務局長・ᇼ⤒営⏬ᐊ長・十島人事課長補佐

࠙主な議㢟ࠚ

 4月 人事考課の進ᤖ・人௳㈝、資᱁手ᙜ⏦ㄳ、昇᱁の検討

 5月 人事考課進ᤖの☜ㄆ、医師ከ㠃評౯、᪩ᮇ退職者検討

 6月 人事考課の決定、昇給昇᱁の決定、人事␗動の検討、託児ᡤ用ᩱ

 7月 人௳㈝・㛫外推⛣、平成26年度総人௳㈝ቑ減☜ㄆ、ึ௵給検討

 8月 人௳㈝・㛫外推⛣、規⛬の整ഛ（保育ᐊ規⛬・旅㈝規⛬）、パート職員人事考課検討、人事考課

中㛫㠃談実施検討、(PAの検討、労使委員会‽ഛ

 9月 人௳㈝・㛫外推⛣、パート職員人事考課検討、人事考課中㛫㠃談実施検討

 10月 人௳㈝・㛫外の推⛣、新卒採用状ἣ、パート人事考課の昇給検討、ṇ職員Ⓩ用の検討、WL%委員会

からのせᮃ対応、規定の整ഛ（旅㈝規⛬・就業規๎）、労務ၥ㢟

 11月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、新卒採用状ἣ、ṇ職員Ⓩ用の検討、ఫ宅手ᙜの☜ㄆ、ヨ用ᮇ㛫中の

給支給日の検討、労務ၥ㢟

 12月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、人事考課ㄝ᫂会日⛬調整、㈹対象ᮇ㛫のኚ᭦検討、人事考課昇給

ッチのኚ᭦検討、人事␗動の検討ࣆ

 1月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、人事␗動の検討、医師ከ㠃評౯日⛬☜ㄆ、職員人事考課日⛬☜ㄆ、

新卒採用状ἣ進ᤖ☜ㄆ、労使委員会の‽ഛ、᭷給ఇᬤの整理、ධ社式日⛬調整

 2月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、医師ከ㠃評౯進ᤖ☜ㄆ、職員人事考課進ᤖ☜ㄆ、新卒採用状ἣ進ᤖ

☜ㄆ、労使委員会議㢟☜ㄆ（就業規๎・給規⛬・旅㈝規⛬）、᭷給ఇᬤ᮲௳☜ㄆ

 3月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、医師ከ㠃評౯進ᤖ☜ㄆ、職員人事考課進ᤖ☜ㄆ、新卒採用状ἣ進ᤖ

☜ㄆ、ṇ職員Ⓩ用検討

࠙⥲�ᣓࠚ

平成27年度本委員会でࡣᘬき⥆き「人௳㈝の㐺ṇ化」「職員のࣔチベーション向上」「規⛬の整ഛ」をな

施策としてྲྀࡳ⤌ࡾましたࠋ（人௳㈝⋡：平成26年度55�3㸣э平成27年度56�0㸣）

ാࡿࢀࡽࡅ⥆ࡁ⫋ሙసࡾ�:RUN�/LIH�%DODQFH�᳨ウጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ؠԼ ࢠ［පӃӡӦ］

的ࠉ┠࠙ がいをᣢって働き⥆けられる職ሙをつくるࡾ�全職員が健ᗣでやࠚ

࠙ᵓᡂဨ �人事課：十島課長補佐、小ᯘࠚ

 看護部：ᒾ下部長、田中師長、ᑿ堂師長、永ᑿ௵、中ᑿ௵、᭷ᮧ௵、田中、Ώ㑔

 中央放射線部：田川௵、✄␃

 臨床工学部：外ཱྀ௵

 リハビリテーション部：᳜ᮧ௵、重Ỉ

 薬剤部：⚄門௵、➉内

࠙活動ෆᐜᐇ⦼ࠚ

・日本看護協会から看護職のワークライフバランス推進カンࢦザウルス㈹をཷ㈹ࠋ

　表彰状ࡣラミネートし㈹のࣆンクのカンࢦザウルス（ࢾイグルミ）ととࡶに総合内にᥖ♧したࠋ

・鹿児島県看護協会の平成27年度のWL%推進ワークショップに参加

定例の活動ە

・月 1回（ẖ月第 4ⅆ᭙日 16：00 ～）の会議

・ぴたっとカエルデー（第 4金）の実施

・研修、業務、広報、分ᯒの 4つのグループで、活動

・ྛグループの活動状ἣ

研修グループݔ

⭜③教ᐊがዲ評ࡔったため、本年度ࡣ開催㛫や回ᩘをリハビリᢸᙜ者と検討

労働安全衛生委員会との協働開催をすすめたࠋ

⫪こࡾ教ᐊ 10�28� Ỉ �　13:30 ～ 14:15　

広報グループݔ

㸰回／年Ⓨ行、今後ࡶ不定ᮇに研修の⤂介や就業規๎への 4＆Aなタイムリーな情報をᥖ㍕していく

予定ࠋ

WL% 委員会౽ࡾを電子カルテ エントランス内で㜀ぴྍ能としたࠋ

業務グループݔ

・業務㛫外の研修のࡾ࠶᪉

・๓ṧ業の๐減に関する工夫

・薬剤部の業務㈇ᢸ㍍減として薬剤部からお㢪いごととしてまとめ看護部へᥦ

・ṧ薬ฎ理をなくすためのྲྀࡳ⤌ࡾとして医師への協ຊ౫㢗

タッとカエルデーの㐩成⋡調査ࣆ・

分ᯒグループݔ

㸨年度㏵中にメンバー交代なして人員減となࡾ、業務グループととࡶに活動

のࡑ・

・永年⥆㈹について

・ᛀれられないエࢯࣆード小子が 30 部をྛ部門へ㓄ᕸ

・ྛ部署の病Ჷ㈝の運用について不公平感のゎ消に向けた検討

・カエルバッジの再Ⓨ行と㓄ᕸ部署及び㓄ᕸᩘをᣑ大
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ປົጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ງ　խ೭［පӃӡӦ］

࠙┠�的ࠚ

働きやすい⎔ቃ࡙くࡾを基本に、規⛬の策定や見┤し、ྛ部署からの事の検討、検証、ゎ決をᅗࡾ、職員

人事考課制度の運用と㐺ṇな人௳㈝管理を┠的とするࠋ

࠙ᵓᡂဨࠚ

昇卓夫（委員長）・᭷ᮧ看護部長・㔝ཱྀ事務局長・ᇼ⤒営⏬ᐊ長・十島人事課長補佐

࠙主な議㢟ࠚ

 4月 人事考課の進ᤖ・人௳㈝、資᱁手ᙜ⏦ㄳ、昇᱁の検討

 5月 人事考課進ᤖの☜ㄆ、医師ከ㠃評౯、᪩ᮇ退職者検討

 6月 人事考課の決定、昇給昇᱁の決定、人事␗動の検討、託児ᡤ用ᩱ

 7月 人௳㈝・㛫外推⛣、平成26年度総人௳㈝ቑ減☜ㄆ、ึ௵給検討

 8月 人௳㈝・㛫外推⛣、規⛬の整ഛ（保育ᐊ規⛬・旅㈝規⛬）、パート職員人事考課検討、人事考課

中㛫㠃談実施検討、(PAの検討、労使委員会‽ഛ

 9月 人௳㈝・㛫外推⛣、パート職員人事考課検討、人事考課中㛫㠃談実施検討

 10月 人௳㈝・㛫外の推⛣、新卒採用状ἣ、パート人事考課の昇給検討、ṇ職員Ⓩ用の検討、WL%委員会

からのせᮃ対応、規定の整ഛ（旅㈝規⛬・就業規๎）、労務ၥ㢟

 11月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、新卒採用状ἣ、ṇ職員Ⓩ用の検討、ఫ宅手ᙜの☜ㄆ、ヨ用ᮇ㛫中の

給支給日の検討、労務ၥ㢟

 12月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、人事考課ㄝ᫂会日⛬調整、㈹対象ᮇ㛫のኚ᭦検討、人事考課昇給

ッチのኚ᭦検討、人事␗動の検討ࣆ

 1月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、人事␗動の検討、医師ከ㠃評౯日⛬☜ㄆ、職員人事考課日⛬☜ㄆ、

新卒採用状ἣ進ᤖ☜ㄆ、労使委員会の‽ഛ、᭷給ఇᬤの整理、ධ社式日⛬調整

 2月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、医師ከ㠃評౯進ᤖ☜ㄆ、職員人事考課進ᤖ☜ㄆ、新卒採用状ἣ進ᤖ

☜ㄆ、労使委員会議㢟☜ㄆ（就業規๎・給規⛬・旅㈝規⛬）、᭷給ఇᬤ᮲௳☜ㄆ

 3月 人௳㈝・㛫外の推⛣の検証、医師ከ㠃評౯進ᤖ☜ㄆ、職員人事考課進ᤖ☜ㄆ、新卒採用状ἣ進ᤖ

☜ㄆ、ṇ職員Ⓩ用検討

࠙⥲�ᣓࠚ

平成27年度本委員会でࡣᘬき⥆き「人௳㈝の㐺ṇ化」「職員のࣔチベーション向上」「規⛬の整ഛ」をな

施策としてྲྀࡳ⤌ࡾましたࠋ（人௳㈝⋡：平成26年度55�3㸣э平成27年度56�0㸣）

ാࡿࢀࡽࡅ⥆ࡁ⫋ሙసࡾ�:RUN�/LIH�%DODQFH�᳨ウጤဨ会
委員長 ঢ　　　報　告 ؠԼ ࢠ［පӃӡӦ］

的ࠉ┠࠙ がいをᣢって働き⥆けられる職ሙをつくるࡾ�全職員が健ᗣでやࠚ

࠙ᵓᡂဨ �人事課：十島課長補佐、小ᯘࠚ

 看護部：ᒾ下部長、田中師長、ᑿ堂師長、永ᑿ௵、中ᑿ௵、᭷ᮧ௵、田中、Ώ㑔

 中央放射線部：田川௵、✄␃

 臨床工学部：外ཱྀ௵

 リハビリテーション部：᳜ᮧ௵、重Ỉ

 薬剤部：⚄門௵、➉内

࠙活動ෆᐜᐇ⦼ࠚ

・日本看護協会から看護職のワークライフバランス推進カンࢦザウルス㈹をཷ㈹ࠋ

　表彰状ࡣラミネートし㈹のࣆンクのカンࢦザウルス（ࢾイグルミ）ととࡶに総合内にᥖ♧したࠋ

・鹿児島県看護協会の平成27年度のWL%推進ワークショップに参加

定例の活動ە

・月 1回（ẖ月第 4ⅆ᭙日 16：00 ～）の会議

・ぴたっとカエルデー（第 4金）の実施

・研修、業務、広報、分ᯒの 4つのグループで、活動

・ྛグループの活動状ἣ

研修グループݔ

⭜③教ᐊがዲ評ࡔったため、本年度ࡣ開催㛫や回ᩘをリハビリᢸᙜ者と検討

労働安全衛生委員会との協働開催をすすめたࠋ

⫪こࡾ教ᐊ 10�28� Ỉ �　13:30 ～ 14:15　

広報グループݔ

㸰回／年Ⓨ行、今後ࡶ不定ᮇに研修の⤂介や就業規๎への 4＆Aなタイムリーな情報をᥖ㍕していく

予定ࠋ

WL% 委員会౽ࡾを電子カルテ エントランス内で㜀ぴྍ能としたࠋ

業務グループݔ

・業務㛫外の研修のࡾ࠶᪉

・๓ṧ業の๐減に関する工夫

・薬剤部の業務㈇ᢸ㍍減として薬剤部からお㢪いごととしてまとめ看護部へᥦ

・ṧ薬ฎ理をなくすためのྲྀࡳ⤌ࡾとして医師への協ຊ౫㢗

タッとカエルデーの㐩成⋡調査ࣆ・

分ᯒグループݔ

㸨年度㏵中にメンバー交代なして人員減となࡾ、業務グループととࡶに活動

のࡑ・

・永年⥆㈹について
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ඣಖ⫱ᐊ

࠙ᖹᡂ �� ᖺඣಖ⫱ᐊᴗ⦼ࠚ

　ከくの᪉ࠎのご協ຊの下、㡰調に㸶年┠の運営を展開しておࡾますࠋ

年度の用者ᩘ合ィ㸳㸶㸰名をお㡸かࡾに対し、本年度ࡣ㸴㸳㸯名と用者がቑ加しましたࠋ本年度に関

しましてࡣ産ఇ中のスタッフのᖐで㡸かᩘࡾに対応できていたと考えますࠋ子育てと事を୧立でき、働

き⥆けられる職ሙ⎔ቃのᥦ౪の一つと考え、今後ࡶ病児保育ᐊを通して㈉献できたらとᛮいますࠋ

࠙参加Ꮫ会 　ࠚ

平成27年6月13ࠥ14日 日本医療保育学会　東ி 参加者　㕥ᮌ・ྜྷᮧ
平成27年7月19ࠥ20日 全国病児保育研究大会　⇃本県 参加者　西㒓・㕥ᮌ・ྜྷᮧ
平成27年10月17ࠥ18日 日本保育園保健学会　鹿児島県 参加者　㕥ᮌ・畠中・西㒓・ྜྷᮧ
平成27年11月22日 日本医療保育学会　九州・沖縄ブロック研修会 参加者　㕥ᮌ
平成27年11月29日 全国病児保育協議会　鹿児島支部会 参加者　⋢田・畠中・西㒓・㕥ᮌ

࠙㈨᱁ྲྀᚓࠚ

平成28年㸰月　一⯡社ᅋ法人 全国病児保育協議会ㄆ定　病児保育専門士資᱁ྲྀᚓ　ྜྷᮧ

延用者ᩘ

開 設 日 ᩘ

‶ᐊお᩿ࡾ

㸯 日 平 均

キࣕンセルᩘ

新規Ⓩ㘓ᩘ
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3 月

651

295

136

2�2

486

34

合ィ

ᗈ報ጤဨ会
委員長 西澤 輝彦　　報　告 永井美由紀［地域サービス］

࠙┠�的 �ࠚ 医療の公共性や、地域に開かれた病院としてのほ点から、広報ㄅのⓎ行、病院パンフレット、イン

ターネットを通ࡌての患者ࡉまや医療機関、地域の᪉ࠎに対しての広報を┠的とするࠋ

࠙ᵓᡂဨ �ࠚ 委員長 西澤輝彦

総務⏬課 ๓㔝浩一　中央放射線部　ụ田 ┿一、中央検査部 ⰼᡣ雅子（ࠥ12 月）、永ᒸ ఙ

代（㸯月ࠥ）、薬剤部 ኖ ᫂ఙ、リハビリテーション部 ྂ市 寿子（ࠥ6月）、高田　ዡ（7月ࠥ）

栄養管理部 㬼℩ ⿱美、相談支援センター ྜྷ‶実（ࠥ12 月）、山崎 ␃実（㸯月ࠥ）･ᒸ本 美✑、

看護部（師長ᢸᙜ）、学術情報ᐊ 大原美保子・永美⏤⣖

࠙活動≧ἣࠚ

年 4回　ణしᚲせに応ࡌて㝶開催

広報委員会でࡣ広報ㄅ、院内報のⓎ行がな活動となっているࠋ

広報ㄅ　四Ꮨࡔよࡾ　（Ꮨ刊ㄅ年4回Ⓨ行） 院内報 いまきいれ（ẖ月Ⓨ行）

病院内・病院業⦼集　和会ㄅ（年報）平成27年9月Ⓨ行

ホーム࣌ージ・FDFeEook

メディアྲྀᮦ対応なڦ

・2015年8月2日 南日本新⪺ᥖ㍕ࠗ患者向けᅗ᭩ᐊ⥆࠘ࠎ 患者ᅗ᭩ᐊྲྀᮦ

・2015年10月ࠥ2016年2月がん検診ཷ診⋡向上キࣕン࣌ーン（L(AP・FM鹿児島）

CDIe！11月3日～12月15日ࡉ࠶　L(AP1月ྕ（2015�12�20）ᥖ㍕　乳がん検診 、エフエム鹿児島 ߦ

CDIe！12月22日～㸰月㸰日ࡉ࠶　L(AP3月ྕ（2016�2�20）ᥖ㍕　子宮がん検診、エフエム鹿児島 ߦ

・救急隊員産科講習会ྲྀᮦ

に安全に࠘、ྛ民放ࡶ2015年12月5日　南日本新⪺ ᥖ㍕ ࠗ母子と ߦ

・新生児専用救急㌴「MO-O.A 1ྕ」ྲྀᮦ

ゃん専用の救急㌴࠘、NH.、ྛ民放ࡕ2016年2月7日 南日本新⪺ᥖ㍕ ࠗ赤 ߦ

・2016年3月30日 「今給㯪・高田病院　≺いࡣ」M%Cࢽューズナウ　今給㯪ᑦ理事長  インタビュー

の　病院内、看護師募集、薬剤師募集内パンフレットస成ࡑڦ

　今年度ࡣ研修医募集のプロࣔーションビデオ制సと同に病院⤂介ᫎീࡶ制సし、YoXTXEeに病院のチࣕ

ンネルを開設、またホーム࣌ージ、FDFeEook上でࡶ動⏬を公開したࠋ年度後༙ࡣL(AP・FM鹿児島の⏬や、

新生児専用救急㌴、⛣㌿にకྲྀ࠺ᮦなྛメデイアでᥖ㍕、報道ࡉれる機会が࠶ったࠋ今後ྲྀࡣᮦのⅭの‽

ഛを㎿㏿に行࠺こと、ྲྀᮦ౫㢗❆ཱྀとなる事務局とఏ㐩₃れのないよ࠺連携をྲྀࡾたいࠋ

　༳ๅ≀についてࡣ和会ㄅが20ྕと節┠のྕでデザインをኚ᭦ࠋ薬剤師募集のリーフレットをస成したࠋ

　広報ㄅ・ホーム࣌ージ等からの情報ᥦ౪によࡾ病院へのಙ㢗、理ゎ、ዲ意をᚓられ、患者ࡉまの‶㊊度ࡶ

高められるとᛮいますࠋ今後ࡶよࡾከくの情報をⓎಙし、患者ࡉま、関連施設、地域の᪉ࠎとのコミュࢽ

ケーションをᅗࡾたいࠋ
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研究実績 Ⅴ

■ 各診療科・各部署別　研究実績

● 論文・誌上発表

● 学会発表　他

■ 院内研修会・講演会一覧

■ 院外活動報告
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⾑ᾮෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 

⾑ᾮෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

長堂竜維 ከⓎ性◳化症　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島営業ᡤ 2015 年 11 月 17 日

【講演（院内）】
丸山芳一 鹿児島県の HI9 感染の実ែと㔪่し事ᨾの対応　院内感染対策講演会 2015 年 8 月 31 日

እ⛉

【学会Ⓨ表】

1.㔝ཱྀ ᬛᘯ、濵之上 雅博、下ᮧ ᐶ㈗、立㔝 ኴ㑻、∹⚰ 洋
⚄⤒内分Ἢ⭘⒆の2症例  鹿児島県臨床外科学会　2015年3月14日　鹿児島市

2.㔝ཱྀ ᬛᘯ、濵之上 雅博、下ᮧ ᐶ㈗、立㔝 ኴ㑻、∹⚰　洋
᭷ⱼ性小腸⭘⒆によࡾイレウスをⓎ症した2症例 -''W 2015　2015年10月10日 東ி

3�立㔝 ኴ㑻、濵之上 雅博、ྜྷ‶ 浩平、㔝ཱྀ ᬛᘯ、∹⚰ 洋
H%9�'NA㝜性キࣕリアにⓎ生したHCC 2例 第27回日本肝⫹⮅外科学会 2015年㸴月12日 東ி

4�下ᮧ ᐶ㈗、㔝ཱྀ ᬛᘯ、濵之上 雅博、立㔝 ኴ㑻、∹⚰ 洋
⤖腸⚄⤒内分Ἢ⒴の㸯例 鹿児島市外科医会　Ꮨ例会　2015年4月月　

5.下ᮧ ᐶ㈗、濵之上 雅博、㔝ཱྀ ᬛᘯ 立㔝 ኴ㑻、◁川 ⌔輝、∹⚰ 洋
総⫹管⒴術後9年┠にⓎ症した肝内⫹管⒴にᣑ大ྑⴥษ㝖を行った㸯例 鹿児島肝⒴研究会 2015年6月27日

6�┈‶ 幸一㑻、濵之上 雅博、ྜྷ‶ 工平、 㔝ཱྀ ᬛᘯ、∹⚰ 洋
成人ඛ天性⫹道ᣑᙇ症に対し手術を行った一例 鹿児島市外科医会　⛅Ꮨ例会　2015年11月

7�◁川 ⌔輝、濵之上 雅博、ྜྷ‶ 工平、㔝ཱྀ ᬛᘯ、┈‶ 幸一㑻、∹⚰ 洋
ᑿ骨骨๓GerPoiG F\stの1例　日本臨床外科学会　2015年11月27日　福ᒸ

8�◁川 ⌔輝、濵之上 雅博、ྜྷ‶ 工平、㔝ཱྀ ᬛᘯ、┈‶ 幸一㑻、∹⚰　洋
⫶⒴術後　⬻༢⊂㌿⛣をㄆめた1例　鹿児島臨床外科学会　2015年8月8日

【講演 �院外）】

濵之上雅博 ᙜ院における大腸⒴症例の地域連携　大腸⒴治療カンフレンス 2015年3月28日 鹿児島

【講演 �院内）】
濵之上雅博 ⫹⮅⒴における外科治療　今給㯪総合病院　がん診᩿講座　鹿児島市　2015年3月20日

྾ჾእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�今給㯪ᑦ幸、米田　敏、ᕳᖭ　⫄、ᒾ崎　᠇ 
後⦪㝸原Ⓨ⚄⤒節⣽⬊⭘（JDnJOioneXroPD）の2手術例　呼吸器外科学会ㄅ　2015� 29�1�:20�24

【学会Ⓨ表】

1.今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⪽、米田　敏
全㙾視下ྑ肺中ⴥษ㝖のリンパ節㒌Ύ⠊ᅖの検討 㝰⒴治療フォーラム　2015年1月16日 福ᒸ 

2.佐保　᫂、今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏、ᒾ㷂᠇
術後病理⤌⧊で診᩿した肺放線菌症の3例　第47回日本⬚部外科学会九州地᪉会総会 2015年1月24日 沖縄

3�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
9ATSᕥ上ⴥษ㝖後に腎᱾ሰをきたした一例 第47回日本⬚部外科学会九州地᪉会総会 2015年1月24日 沖縄

4�⸛ᔒ、今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ⫄、米田　敏、ᒾ㷂᠇
⦪㝸⭘⒆との㚷別がᅔ㞴で࠶ったᏙ立性⧄維性⭘⒆�soOitDr\ IiEroXs tXPor：SFT�の一例
第55回日本肺⒴学会　九州支部学術集会　2015年2月27�28日　福ᒸ

5.今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⪽、米田　敏
全㙾視下ྑ肺中ⴥษ㝖のリンパ節㒌Ύ⠊ᅖの検討 福ᒸ呼吸器外科フォーラム　2015年3月6日　福ᒸ

6�ᕳᖭ ⫄　今給㯪ᑦ幸　米田　敏
術๓N IDFtorが㐣小評౯で࠶った症例の臨床学的検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松 

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 
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⾑ᾮෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 

⾑ᾮෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

長堂竜維 ከⓎ性◳化症　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島営業ᡤ 2015 年 11 月 17 日

【講演（院内）】
丸山芳一 鹿児島県の HI9 感染の実ែと㔪่し事ᨾの対応　院内感染対策講演会 2015 年 8 月 31 日

እ⛉

【学会Ⓨ表】

1.㔝ཱྀ ᬛᘯ、濵之上 雅博、下ᮧ ᐶ㈗、立㔝 ኴ㑻、∹⚰ 洋
⚄⤒内分Ἢ⭘⒆の2症例  鹿児島県臨床外科学会　2015年3月14日　鹿児島市

2.㔝ཱྀ ᬛᘯ、濵之上 雅博、下ᮧ ᐶ㈗、立㔝 ኴ㑻、∹⚰　洋
᭷ⱼ性小腸⭘⒆によࡾイレウスをⓎ症した2症例 -''W 2015　2015年10月10日 東ி

3�立㔝 ኴ㑻、濵之上 雅博、ྜྷ‶ 浩平、㔝ཱྀ ᬛᘯ、∹⚰ 洋
H%9�'NA㝜性キࣕリアにⓎ生したHCC 2例 第27回日本肝⫹⮅外科学会 2015年㸴月12日 東ி

4�下ᮧ ᐶ㈗、㔝ཱྀ ᬛᘯ、濵之上 雅博、立㔝 ኴ㑻、∹⚰ 洋
⤖腸⚄⤒内分Ἢ⒴の㸯例 鹿児島市外科医会　Ꮨ例会　2015年4月月　

5.下ᮧ ᐶ㈗、濵之上 雅博、㔝ཱྀ ᬛᘯ 立㔝 ኴ㑻、◁川 ⌔輝、∹⚰ 洋
総⫹管⒴術後9年┠にⓎ症した肝内⫹管⒴にᣑ大ྑⴥษ㝖を行った㸯例 鹿児島肝⒴研究会 2015年6月27日

6�┈‶ 幸一㑻、濵之上 雅博、ྜྷ‶ 工平、 㔝ཱྀ ᬛᘯ、∹⚰ 洋
成人ඛ天性⫹道ᣑᙇ症に対し手術を行った一例 鹿児島市外科医会　⛅Ꮨ例会　2015年11月

7�◁川 ⌔輝、濵之上 雅博、ྜྷ‶ 工平、㔝ཱྀ ᬛᘯ、┈‶ 幸一㑻、∹⚰ 洋
ᑿ骨骨๓GerPoiG F\stの1例　日本臨床外科学会　2015年11月27日　福ᒸ

8�◁川 ⌔輝、濵之上 雅博、ྜྷ‶ 工平、㔝ཱྀ ᬛᘯ、┈‶ 幸一㑻、∹⚰　洋
⫶⒴術後　⬻༢⊂㌿⛣をㄆめた1例　鹿児島臨床外科学会　2015年8月8日

【講演 �院外）】

濵之上雅博 ᙜ院における大腸⒴症例の地域連携　大腸⒴治療カンフレンス 2015年3月28日 鹿児島

【講演 �院内）】
濵之上雅博 ⫹⮅⒴における外科治療　今給㯪総合病院　がん診᩿講座　鹿児島市　2015年3月20日

྾ჾእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�今給㯪ᑦ幸、米田　敏、ᕳᖭ　⫄、ᒾ崎　᠇ 
後⦪㝸原Ⓨ⚄⤒節⣽⬊⭘（JDnJOioneXroPD）の2手術例　呼吸器外科学会ㄅ　2015� 29�1�:20�24

【学会Ⓨ表】

1.今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⪽、米田　敏
全㙾視下ྑ肺中ⴥษ㝖のリンパ節㒌Ύ⠊ᅖの検討 㝰⒴治療フォーラム　2015年1月16日 福ᒸ 

2.佐保　᫂、今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏、ᒾ㷂᠇
術後病理⤌⧊で診᩿した肺放線菌症の3例　第47回日本⬚部外科学会九州地᪉会総会 2015年1月24日 沖縄

3�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
9ATSᕥ上ⴥษ㝖後に腎᱾ሰをきたした一例 第47回日本⬚部外科学会九州地᪉会総会 2015年1月24日 沖縄

4�⸛ᔒ、今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ⫄、米田　敏、ᒾ㷂᠇
⦪㝸⭘⒆との㚷別がᅔ㞴で࠶ったᏙ立性⧄維性⭘⒆�soOitDr\ IiEroXs tXPor：SFT�の一例
第55回日本肺⒴学会　九州支部学術集会　2015年2月27�28日　福ᒸ

5.今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⪽、米田　敏
全㙾視下ྑ肺中ⴥษ㝖のリンパ節㒌Ύ⠊ᅖの検討 福ᒸ呼吸器外科フォーラム　2015年3月6日　福ᒸ

6�ᕳᖭ ⫄　今給㯪ᑦ幸　米田　敏
術๓N IDFtorが㐣小評౯で࠶った症例の臨床学的検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松 

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 
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【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 

⾑ᾮෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 



183

�研✲ᐇ⦼
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⾑ᾮෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 

⾑ᾮෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�

SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 
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【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 

⾑ᾮෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 
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【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 

⾑ᾮෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 
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【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 

┳ㆤ㒊

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア 事ᨾを防ࡄ Ẽ管チューブのᅛ定法>SKoto JXiGe@Ẽ管チューブᅛ定
の手㡰  ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�22�29 �2015�10�20�

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア Ẽ管吸ᘬ�㛢㙐式・開放式�の基本手㡰と応用ポイント>SKoto JXiGe@
㛢㙐式Ẽ管吸ᘬの手㡰 ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�52�58 �2015�10�20� 

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
クリティカルケアの͆今͇がࢃかる�一Ṍඛを行くICUナースの常㆑40 ᚠ⎔管理 ᩋ血症の血圧低下 ᩋ血
症�SeSsis�の血圧低下にࡣノルアドレナリン"ドパミン"  ICNR  9oO�2 No�4 PDJe�42�44 �2015�11�30�

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�山ཱྀጁ子（NICU�
地域での㹌㹇㹁㹓同❆会「ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ」～ハイリスク児フォローアップにおけるアウトリーチ活
動～　㈼ⱥフォーラム 2015年5月16日

2�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓におけるゼၥ看護実施研修　第35回フォローアップ研修 2015年6月13日

3�ᡞ高かおる（NICU�
㹌㸫㹂㹎㸿㹎使用中の回路交換のᮇの検討　～回路内⣽菌ᇵ養検査を行って～第2報　
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

4�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓ཷけᣢࡕ看護師によるゼၥ看護の意⩏と課㢟
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

5�၈㙊美✑（NICU�
マイクロフイバー⣲ᮦクリーࢽングクロスによる保育器のṇ式考課の検討　第2報
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

6�ᱵ⿱ྖ�外᮶）
㹎㹌㹑におけるパスの教育的役についての検討
第16回日本クリࢽカルパス学会学術集会　2015年11月13日　ᾆ安市

7�㔛恵理子�ICU�
㹎㹌㹑導ධ2年┠における行動ኚᐜへのྲྀࡳ⤌ࡾ ～㹎㹌㹑アクションチェックを導ධして～
第3回㹎㹌㹑研究会　2016年3月5日　福

【座長･】

ᱵ⿱ྖ�外᮶） 第15回鹿児島県消化器内視㙾技師研究会　2015年8月8日
東美ὠ子�中央ᮦᩱᐊ） 第42回鹿児島県⁛菌業務研究会　2015年4月4日
ᶫཱྀᜏ夫�手術ᐊ） 鹿児島救急医学会第44回看護部会　シンポジスト　2015年9月12日

【講演】

ྂ川⚽子�NICU� 㹌㹇㹁㹓から地域につなࡄ　～安ᚰして地域の子౪になるⅭに～
 第25回日本新生児看護学会　ラチョンセミナー 2015年10月24日 ┒ᒸ市
ྂ川⚽子�NICU� 新生児看護のキࣕリアデザイン
 第25回日本新生児看護学会　ワークショップ　2015年10月25日　 ┒ᒸ市
᭷ᮧこࡎえ�NICU� ᙜ院のフミリーセンタードケア　九州新生児看護ຮᙉ会　2015年12月5日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援　小児在宅療養研修会～㹌㹇㹁㹓から在宅へ　2016年2月16日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援
 宮崎県産婦人科医院従事者研修会　第20回ひむかセミナー　2016年3月5日

ࠉ
⸆㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.๓畠一　㈈㛫ᐩ士子　中┠㈗子　ᑿ上博㝯　ᇼ内ᬛ⿱　Ἑ原ᑦ美　㧘ᶫ┿理
ᙜ院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討
日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016　2016年3月13日　鹿児島

2�ஂὠ㍯ஂୡ
᭷ຠ血中⃰度をᚓるためのバンコマイシンึᮇ投設ィの検討
第32回日本T'M学会学術大会　2015年5月24日　長㔝

3�ஂὠ㍯ஂୡ
ᢠ┿菌薬の㐺ṇ使用への薬剤師のྲྀࡳ⤌ࡾ 第14回鹿児島県病院薬剤師会　感染制ᚚ薬≀対策講習会
第4回感染・ච検査部門研修会　2015年7月18日　鹿児島

4�ஂὠ㍯ஂୡ
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証　第31回日本⎔ቃ感染学会総会学術大会 2016年2月20日 ி都

5�㧘ᶫ┿理
今給㯪総合病院の薬薬連携
第6回薬薬連携シンポジウム　2016年1月31日　鹿児島

6�㧘ᶫ┿理
院外ฎ᪉⟢への検査್ῧ付と薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩
第2回医薬連携シンポジウム　2016年2月5日　鹿児島

【座長】
㧘ᶫ┿理　日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016 一⯡演㢟 ཱྀ㢌Ⓨ表 がん薬≀療法 2016年3月12日 鹿児島

୰ኸᨺᑕ⥺㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.濱田ᬛኴ㑻 ᙜ施設におけるSC(NARIAの運用について
  関西日立64CTࣘーザーズミーティング　2015年5月9日

2�小ᒇ俊彰 ᙜ院における放射線㞀ᐖ予防規⛬の改ṇ
  鹿児島県診療放射線技師会Ꮨ学術大会　2015年6月21日

3�ᾋ田ၨ一㑻 日本一ࢃかࡾやすいMRIの基本 第2回FRT九州研修会 2015年8月1日 鹿児島

4�小ᒇ俊彰 C;'Iの機種の㐪いによるR(;್のẚ㍑
  第31回日本診療放射線技師学術大会 2015年11月21日　ி都

5�丸ᑿ美⏤⣖ Y�YieZをྵめた外傷ᙳ 第5回鹿児島;線ᙳ研究会 2016年1月9日

6�ᐊᒇ⣧一 ᙜ院における新ධ職員教育について　--N九州部会総会･学術大会　2016年2月13日 別府

7�ᾋ田ၨ一㑻 MRI⨨の管理「日常・定ᮇ点検」放射線機器管理士部会　2016年3月26日

【座長】

新ᮧ栄ḟ ᭱新CT⨨情報ᥦ౪　第7回九州CTフォーラム　2015年5月30日
新ᮧ栄ḟ 管理職にồめられるコミュࢽケーション　リーダー育成研修会　2015年7月18日 
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇基礎講座「(FKo PODnDr IPDJinJの基礎から応用まで」
 九州 MRI G\roミーティング　2015年10月3日
ᾋ田ၨ一㑻 (CH(LON�TRILLIUMの使用⤒㦂　第1回九州(CH(LON�TRILLIUMࣘーザー会　2015年10月31日 福ᒸ
丸ᑿ美⏤⣖ ;線検査「乳ᡣ・⏬ീゎᯒ）第10回九州放射線医療技術学術大会　2015年10月31日　宮崎

【ディスカッション等 ྖ会･演者】

新ᮧ栄ḟ CT⨨の᭱新情報のᥦ౪　第30回鹿児島CT研究会　2015年6月13日
加治ᒇ博一 ᙜ院におけるプロトコール別の⿕ࡤく線量 第31回鹿児島CT研究会 2015年8月19日
加治ᒇ博一 ᙜ院における⬚部のプロトコールについて 第32回鹿児島CT研究会 2015年11月18日

【講演】

濱田ᬛኴ㑻 整ᙧ分㔝における9INC(NTの活用　ᐩ士フィルムメディカルセミナー　2015年7月4日
ᾋ田ၨ一㑻 食ࡎࢃ᎘いのTRANC(法ᨷ␎　第5回かごんまGYROミーティング　2015年7月11日
丸ᑿ美⏤⣖ 全国のዪ性技師の会活動のアンケート報࿌　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇教育講座「MRのよࡶやまヰ」九州 MRI G\roミーティング　2015年10月4日
濱田ᬛኴ㑻 SC(NARIA(;　(Gitionの使用⤒㦂　第1回九州SC(NARIAࣘーザー会　2015年10月31日
ᾋ田ၨ一㑻 MRI検査「アーチフクト・⬡⫫ᢚ制・㐀ᙳ剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

୰ኸ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�ᮧ中ஓ、☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合
血液ᇵ養からのCDnGiGD属の分㞳状ἣ
臨床ᚤ生≀検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2�☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合、ᮧ中ஓ
AFtinoP\Fes isrDeOiiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3�原ⷵ┿⏤美、西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、ᮧ中ஓ
ᙜ院でのクリࢽカルパスへのྲྀࡳ⤌ࡾ　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4�西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、原ⷵ┿⏤美、ᮧ中ஓ
ᒀヨ㦂⣬法による₯血反応とᒀỿ´赤血⌫ᩘの㞳について
第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

㒊ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

【学会Ⓨ表】

1.上ᒸ⿱᫂（理学療法士）
༙⭷ᵝ➽の動ែ評౯に基࡙く⭸ᒅ᭤ᣊ⦰に対する運動療法のヨࡳ
第27回日本整ᙧ外科㉸㡢Ἴ学会　2015年7月4日～2015年7月5日　⛅田

2�㔝ᮧ⠜ᚿ理学療法士、OT宮之原俊一（స業療法士）、OT㭯田和ஓస業療法士）
高機能エアマットレス使用における௮⮩ポジショࢽングのᚲせ性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮ᇛ

ㄢ⌮⟶⒔〟�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】

下๓ⓒ合㤶 四肢創傷�手指:熱傷㺂母趾:外傷�へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下๓ⓒ合㤶 スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下๓ⓒ合㤶 ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトとࡑの家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

་⒪ㄢ⦅�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】
ྜྷᅧஂ子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
᳜ᒇ᫂代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
ྜྷᅧஂ子 っとサロン今給㯪について　がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）

 

�ឤᰁ⟶⌮ㄢ࣮ࢱࣥࢭ&4

【学会Ⓨ表】

1�立和名⪷子
ᢠインフルエンザ薬の予防投の実ែと課㢟～質ၥ⣬調査から見えたこと～
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表 2016年2月19日 ி都

2�ஂὠ㍯ஂୡ、立和名⪷子
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表共同演者 2016年2月20日 ி都

 

Ꮫ⒪ἲㄢࢇࡀ�࣮ࢱࣥࢭ&4

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�Ἑ原ᑦ美、㈈㛫ᐩ士子、ᒾ山⣖、小⋢ဴ史、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
㐜Ⓨ性ᝏᚰⓎ症後、化学放射線療法⤊後ࡶ長ᮇ㛫嚥下ᅔ㞴がᣢ⥆した一症例
日本臨床⭘⒆学会学術集会　9oO�13tK PDJe�ROM%UNNO�P3�7�13 �2015�
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【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1.Obama K.
he feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma. Acta Haematol 2015

【学会Ⓨ表】
1.Kosuke Obama 
The feasibility and Efficacy of Dose-Adjusted Bortezomib, Melphalan and Dexamethasone for 
Transplantation-Ineligible Patients with Newly Diagnosed Multiple Myeloma.
第77回 日本血液学会総会　2015年10月17日　金ἑ

ᾘჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【講演 �院外）】

1.今給㯪 和幸
フーストカࢽュレーションから○▼術まで　第㸯回　鹿児島⫹⮅カンフレンス　鹿児島市立病院

【講演 �院内）】

1.今給㯪 和幸
᪩ᮇ⮅⒴へのアプローチ　第㸳回今給㯪総合病院　がん診᩿講座　2015年3月20日

2.今給㯪 和幸

　薬剤起ᅉ性消化管₽⒆のリスクとマネジメント　今給㯪総合病院　ຮᙉ会

྾ჾෆ⛉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

【学会Ⓨ表】

1.松山⥳、◁永♸介、新ᮧ昌ᘯ、川畠寿史
⣙20年後に肺㌿⛣で再Ⓨしたᝏ性線維性⤌⧊⌫症の1例
第75回日本呼吸器学会･日本⤖᰾病学会九州支部⛅Ꮨ学術講演会　2015年10月　佐㈡市

⚄⤒ෆ⛉

【学会Ⓨ表】

1.⮻ඖளྍ理、金子浩之、安⸨ᏹ、田代㞝一、ྜྷᮧ道⏤、Ⲩ田ோ、㧘ᔱ博、ᵽཱྀ理、中᰿俊成
ᢠJACKRᢠ体㝧性例における疾患ス࣌クトラムのከᵝ性についての検討
第56回日本⚄⤒学会学術大会　2015年5月21日 ⚄ᡞ 

2.㯮島 ▱ᶞ、⏥ᩫ　ኴ、⮻ඖ ளྍ㔛、ᯘ　ⱱ、長堂 竜維、丸山 芳一
中⬻᱾ሰによࡾ治療ᢠ性のྚ㏫を࿊した㸯例　第311回日本内科学会九州地᪉会  2015年11月15日 長崎

【座長】
丸山芳一
鹿児島HI9感染症研究会「HI9感染症の新▱見」九州医療センター　エイズ診療センター長　山本ᨻᘯඛ生
鹿児島大学医学部 㭯㝠会館　2015年11月22日 鹿児島

【講演 �院外）】
丸山芳一 ̿血栓症のトータルメネージメント
 エドキサバンフォーラム in 鹿児島鹿児島東急イン 2015 年 5 月 25 日
丸山芳一 ⬻卒中のトࣆックスー 2015 年∧⬻卒中治療ガイドラインー
 第 87 回南薩医学研究会　南九州市　2015 年 8 月 27 日
丸山芳一 新規⤒ཱྀᢠจᅛ薬のインパクト　ࡑの光とᙳ
 第 48 回日本薬剤師会学術大会 ランチョンセミナー　鹿児島市　2015 年 11 月 22 日
長堂竜維 内分Ἢ総ㄽ　Ṋ田薬ရ　Ṋ田薬ရ鹿児島支社　2015 年 1 月 16 日
長堂竜維 パーキンࢯン病ᴫㄽ　協和㓴㓝キリン　協和㓴㓝キリン鹿児島営業ᡤ　2015 年 1 月 26 日
長堂竜維 パーキンࢯン病の治療　大ሯ〇薬　大ሯ〇薬鹿児島営業ᡤ　2015 年 8 月 31 日

6�今給㯪ᑦ幸、ᕳᖭ　⫄、米田　敏
ᙜ科における全㙾視下ྑ中ⴥษ㝖～上⦪㝸へ向か࠺㸡11s、12Xの㒌Ύを中ᚰに～
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　 高松　

7�山本⪔୕、山本⋹央㑣、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
㠀⤖᰾性ᢠ㓟菌症に合ేした᭷⒦性⮋⬚症例5例の検討
第32回日本呼吸器外科学会総会　2015年5月14�15日　高松

8�白▼一光、今給㯪ᑦ幸、山本⪔୕、米田　敏
大量血⬚を᮶した9on ReFkOinJKDXsen病の1例  第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

9.山本⪔୕、山本⋹⥴ዉ、⥳川健介、ᚨ▼恵ኴ、濱田ᚨ、ᒸᯘ　ᐶ
᭷⒦化した⤖᰾性慢性ᣑᙇ性血⭘に対する分᰿治術
第48回日本⬚部外科学会九州地᪉会 2015年8月6�7日 佐㈡

10.山本⪔୕、今給㯪ᑦ幸、米田　敏
全㙾視下ྑ肺S8区域ษ㝖 第6回南九州9ATSクラブ　2015年10月31日　かごしま鹿児島 

【座長】
米田 敏　第55回日本肺⒴学会九州地᪉会総会　2015年2月28日 福ᒸ

ᩚᙧእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.MDtsXnDJD S , .oPi\D S, To\DPD Y 
Risk IDFtors Ior tKe GeYeOoSPent oI P\eOoSDtK\ in SDtients ZitK FerYiFDO sSonG\OotiF ForG 
FoPSression� (Xro SSine - 24:142�149, 2015

2.HasKi]XPe H,.onno S,TDkesKitD .,FXkXi M,TDkDKDsKi .,CKiED ., Mi\DPoto M, MDtsXPoto M, .DsDi Y, 
.DnDPori M, MDtsXnDJD S, Hosono N, .DnFKikX T, TDneiFKi H, TDnDkD N, .DnD\DPD M, SKiPi]X T, 
Kawakami M.
-DSDnese ortKoSDeGiF DssoFiDtion EDFk SDin eYDOXDtion TXestionnDire �-OA%P(4� Ds Dn oXtFoPe 
PeDsXre Ior SDtients ZitK OoZ EDFk SDin: reIerenFe YDOXes in KeDOtK\ YoOXnteers� - OrtKoS SFi 
20: 264�280,2015

3�宮ཱྀ文ᏹ、ᇛ光ᑎ　、ᇼ川良治、山ཱྀ ⪽、ᑼ幸成、松永俊二、今給㯪ᑦ、▼堂ᗣᘯ、米　和ᚨ、
小宮節㑻、ྂ㈡公᫂、ᑎ田
Ṍ化⮋性⬨᳝炎に対してP('を施行した小⤒㦂　整ᙧ外科と⅏ᐖ外科64:56�58, 2015

4�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⭜᳝化⮋性⬨᳝炎に対する㹎㹃㹂をే用した㹋㹇㹑㹲　⬨᳝⬨㧊ジࣕーナル　76：89�96, 2015

5�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
血管付き骨⛣᳜において LoFkin CoPSression PODteを用いた内ᅛ定の工夫　日本マイクロ会ㄅ 29：
8�13, 2016

6�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ　⪽、宮ཱྀ文ᏹ、▼田育⏨、ỤᏲ　永、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、　
外ⷵ寿、山⣖、佐ࠎᮌ⥤、川⏿ⱥ之
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の診療体制　鹿児島市医報　54：15�18, 2015

【学会Ⓨ表】

1�宮ཱྀ文ᏹ　
㢕᳝後⦪㠎ᖏ骨化症の⮬↛⤒㐣と治療について　TKe 10tK SKino�-DSDn SSinDO PeetinJ 
第10回日中⬨ᰕ外科手術検討会　2015年12月11日～12日　広東省広州市　中国

2�宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、松永俊二
⬨㧊ᦆ傷症例のཷ傷ののᦆ傷と㈐௵高による術後合ే症管理
第44回日本⬨᳝⬨㧊病学会　2015年4月17日　福ᒸ国㝿会議ሙ　福ᒸ市

3�ỤᏲ　永、๓田彦ࠋᫍ㔝㞝ᚿ、ྜྷ川Ὀྖ、佐⸨　ᩔ、㕥ᮌ　昌㸪▮　健ኴ㑻、中ᮧ⿱介、新昌幸、
ᐩ田一ㄔ、✄ᇉඞグ
ฟ産๓にⓎ生した骨⤖合㞳開に対して創外ᅛ定術ᅛ定を用いた一例
第64回東日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年9月11日　福島市

4�宮ཱྀ文ᏹ、ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、松永俊二、今給㯪ᑦ
内視㙾視下⬚⭜᳝๓᪉ᅛ定術ᅛ定術の実㝿
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月14日　宮崎市民プラザ　宮崎市

5�ᇼ川良治、川⏿┤ஓ、山ཱྀ⪽、宮ཱྀ文ᏹ、松永俊二、今給㯪ᑦ、高ᮌಙ介、川⏿ⱥ之
⢾ᒀ病に合ేした୧⭸CKDrFot関節症の1例
第130回西日本整ᙧ⅏ᐖ外科学会　2015年11月15日　宮崎市民プラザ　宮崎市

6�山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、ᇼ川良治
ᙜ院における小児上⭎骨㢛上骨ᢡ手術例の検討�日整会整ᙧ外科研修施設の立ሙから�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

7�ᇼ川良治、山ཱྀ⪽、松永俊二、宮ཱྀ文ᏹ、川⏿┤ஓ、高ᮌಙ介
ᙜ院における手外科・マイクロサージェリー㡿域の治療成⦼�2014年度の症例報࿌�
第57回鹿児島整ᙧ᠓ヰ会　2015年4月25日　米┒ラーࢽングセンター

8�ᇼ川良治、高ᮌಙ介
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付き᭷骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージェリー学会 2015年11月26日　ラグレࡉいたま ࡉいたま市

【座長】

松永俊二 ⬨᳝⬨㧊疾患の⮬↛⤒㐣のゎ᫂ 第44回日本⬨᳝⬨㧊病学福ᒸ国㝿会議ሙ 2015年4月17日 福ᒸ市
松永俊二 後⦪㠎ᖏ骨化症　第88回日本整ᙧ外科学会学術集会 2015年5月21日　⚄ᡞ国㝿会議ሙ　⚄ᡞ市
松永俊二 ⬨᳝炎・肝炎 第50回九州リウマチ学会　2015年9月5日 鹿児島県医師会館 鹿児島市
松永俊二 第1回鹿児島⬨᳝・慢性⑊③講演会　2015年9月18日 レンブラントホテル
松永俊二 薬剤性消化性₽⒆のリスクマネージメント～患者ࡉんを消化管ฟ血からまࡶるために～
 今給㯪総合病院院内講演会 2015年11月12日 今給㯪総合病院地下講堂

【院外講演】

松永俊二　 骨⢒㧼症の現状と治療 第一୕共社内講演会 第一୕共鹿児島支ᗑ 2015年7月22日 鹿児島市
松永俊二 骨⢒㧼症治療の現状と展開�骨⢒㧼症の予防と治療ガイドライン2015改ゞを㋃まえて�
 大島㒆医師会学術講演会　2015年11月6日 名℩市

【院内講演】

松永俊二 アサーチブコミュࢽケーションのすすめ リハビリ科講演会 2015年3月16日 リハビリᐊ

ᙧᡂእ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
1.TDkDJi S, .DGoPDtsX ., .DMisD T,TokXPoto H, IsKiJDki T, AriPXrD .�
SXrJiFDO ForreFtion oI FoPSOe[ s\nGDFt\O\ ZitK Eon\ IXsion XsinJ DGiSoIDsFiDO IODSs Ior Eone 
DnG Moint sXrIDFe FoYerDJe DIter IinJer seSDrDtion� 
- PODst ReFonstr AestKet SXrJ� 2015 FeE�68�2�:280�2� Goi: 10�1016�M�EMSs�2014�10�009� (SXE 
2014 OFt 17� 

2� 外ⷵ寿、㞧㈡厚臣、小ఫዉὠ子、㓇ᕳ美保、山路ెஂ 　
㋖骨骨㧊炎に対しᢠ生≀質ྵ᭷リン㓟カルシウム࣌ーストを用いて治療した1例 
創傷9oO� 6 �2015� No� 4 S� 163�166

【学会Ⓨ表】

1�高ᮌಙ介、ಙኴ⸅、山⣖、外ⷵ寿、門松㤶一、᭷ᮧスローン和子 
血管付き骨⭷⛣᳜によるഇ関節治療　第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 佐㈡ 

2�ಙኴ⸅、㧘ᮌಙ介、外ⷵ寿、門松㤶一 
ᕥഃ上㢡๓歯部歯ᵴ骨欠ᦆに対して骨延長法によࡾ再ᘓを行った1例 
第18回和大学九州同門会学術集会　2015年1月24日 

3�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
乳ᡣインプラント選ᢥの⓶下⬡⫫厚補ṇの᭷用性 
第59回日本ᙧ成外科学会総会学術集会　2015年4月13日　福ᒸ

4�㧘ᮌಙ介、鉾立博文、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、今ⱱᶞ
㊊⫼動⬦⤖⣻術が行ࢃれた第1趾ࠥ㊊部A9Mの1例 第12回日本血管⭘血管ወᙧ学会 2015年7月17日　東ி

5�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅ 
CGF療法を用いたNPWT後の褥瘡治療について 日本褥瘡学会九州地᪉会 2015年5月16日　福ᒸ

6�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、ಙኴ⸅
ミトコンドリア⬻➽症による║▛下ᆶに対する　ࢦアッテクスpを用いた治療法 第7回日本創傷外科学会 
2015年7月25日　東ி

7�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、宮本⣧平、新保㍜、ዟ原⿱ె子、⸨ᒸᘪᮁ
外傷性ᒀ道┤腸⒦の1例　第7回日本創傷外科学会　2015年7月25日　東ி

8�佐ࠎᮌᙬ、ᶓ田和、大ẟᏹ႐、ዟ原⿱ె子、宮本⣧平、新保㍜、⸨ᒸᘪᮁ 
インプラントによる乳ᡣ再ᘓ術後に市中感染ᆺMRSAを検ฟした1例 
第3回日本乳ᡣオンコプラスティックサージࣕリー学会 2015年9月4日　ᮐᖠ

9�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
㢦㠃骨骨ᢡの治療 ᙜ院における║❐ブローアウト骨ᢡの治療
第33回和大学同門会学術集会 2015年10月18日

10�外ⷵ寿、㧘ᮌಙ介、山⣖、佐ࠎᮌᙬ、門松㤶一 
SXSerFI;SOR%pM; TDFk s\stePを用いた㢦㠃骨骨ᢡ治療
第33回日本㢌㢡㢦㠃外科学会　2015年11月13日　ᐆሯ

11�高ᮌಙ介、大ሯᑦ治 
⪥介㌾骨⛣᳜を行った㯞⑷性║▛外反症の4例 第22回ᶓᙧ成外科フォーラム ᶓ

12�㧘ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ 
慢性放射線₽⒆の2例 第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

13�佐ࠎᮌᙬ、㧘ᮌಙ介
ᒀ道┤腸⒦の1例　第4回鹿児島創傷研究会　鹿児島

14�高ᮌಙ介、山⣖、外ⷵ寿、佐ࠎᮌᙬ、ᇼ川良治、門松㤶一  
四肢再ᘓにおける血管࿀合のコツ 第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

15�ᇼ川良治、㧘ᮌಙ介 
上⭎骨ഇ関節に対しⷧ骨⓶質付㐟㞳骨⭷⛣᳜を行った1例
第42回日本マイクロサージࣕリー学会 2015年11月26日　ࡉいたま市

16�山⣖、㧘ᮌಙ介、佐ࠎᮌᙬ、外ⷵ寿、ᇼ川良治 
୧ഃ上⭎骨感染性ഇ関節に対して血管付き骨⛣᳜・骨⭷⛣᳜を用いて治療を行った1例 
第42回日本マイクロサージࣕリー学会　2015年11月26日　ࡉいたま市

【講演 �院外）】

㧘ᮌಙ介 褥瘡の治療　第8回鹿児島県在宅褥瘡セミナー　2015年3月14日

᪂⏕ඣෆ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�丸山᭷子
⫾児機能不全　小児内科47ᕳቑ刊ྕ「小児疾患診療のための病ែ生理2」：38�44, 2015

2�丸山᭷子
サイトメガロウイルス感染をチェックࡎࡏに᪩産児にࡶらい乳するからࡎ
࿘産ᮇ医学　45ᕳ ቑ刊ྕ 「࿘産ᮇ医学からࡎ集」:744�745, 2015

【講演 �院外）】

丸山᭷子 ࿘産ᮇと感染症　第 5回 生長会 産婦人科レビューコース　2015 年 2 月

ᑠඣ⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
原ⴭ
1�川ᮧ㡰平、児⋢♸一、永㏕博ಙ、ᇼ之内ව一、Ἑ㔝文、西 㡰一㑻
ロタウイルス腸炎後に腎後性急性腎㞀ᐖをⓎ症した1例　小児科臨床 68:2041�2046, 2015

【学会Ⓨ表】

1�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、関 ♸子、⋢田 Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田 ᬛ、⁁田美ᬛ代、
　Ἑ㔝文
2症例をዎ機にⓎ㊊した、鹿児島県における性分化疾患情報共᭷のሙ「ᙬの会」の活動
第49回日本小児内分Ἢ学会学術集会　2015年10月8ࠥ10日　東ி　

2�永␃♸ె、ᰠ本௧ዉ、丸山ៅ介、手㏕俊彦、ᢡ田᭷史、関　♸子、⋢田　Ἠ、大ᆤ႐代子、᳃田　ᬛ、
　⁁田美ᬛ代、Ἑ㔝文
ᙜ院で⤒㦂した性分化疾患の2症例とࠗᙬの会࠘のⓎ㊊
第159回日本小児科学会鹿児島地᪉会　2015年6月21日　鹿児島　

3�今ᮧ研介、⋢田　Ἠ
ᛮᮇ᪩ⓎをきたしたSGAの3例　第20回鹿児島小児内分Ἢ研究会　2015年10月31日　鹿児島　

【講演 �院外）】

⋢田　Ἠ 新生児マススクリーࢽングでⓎ見ࡉれる内分Ἢ疾患の診᩿と治療の実㝿
 日本マススクリーࢽング学会技術部会第4会研修会　平成28年3月12日

║⛉

【学会Ⓨ表】

1.ⷧ 㝯ᏹ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

2� Ἔ 一ᩗ 第 1 回鹿児島║科病病連携の会　2015 年 7 月 3 日

Ẽ⟶㣗㐨･⪥㰯࠺ࡇࢇ࠸⛉

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1.田ᡤ　ៅ、ྜྷ福Ꮥ介、西本ㅬ࿃、松崎　ຮ、昇　卓夫、塩㇂彰浩
ኻ⚄をక࠺ኌ門上⒴の1例　防医大ㄅ（2015）40>4@：265㸫270

ᨺᑕ⥺デ᩿⛉࣭ᨺᑕ⥺⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�西᳃ᏹ㞝、中⚰ஂ彦、鉾立博文、大ஂ保幸一、中┠ᗣ彦、ྜྷᾆ　ᩗ
๓立⭢⒴のᐦᑒ小線※治療後に㞴治性の┤腸₽⒆およびᒀ道⒦Ꮝを生ࡌた㸯例
第180回日本医学放射線学会九州地᪉会　2015年2月14�15日　福ᒸ

【講演（院内）】

鉾立博文 ⫹⮅⒴の⏬ീ診᩿と放射線科的治療　第㸳回今給㯪総合病院がん診᩿講座　2015年3月20日

中⚰ஂ彦、௬ᒇᆂభ、鉾立博文、大ஂ保幸一、松下芳ṇ、田川ఙ夫、小ᒇ俊彰、川⏿᭸之、㣤అ㡰一、
　中┠ᗣ彦
放射線治療の᭷ᐖ事象とࡑの対策（放射線治療USGDte 2015）
地域がん拠点病院　対外教育講演　2015年12月1日　ᙜ院講堂

⦆་⒪⛉

【学会Ⓨ表】

1�松ῧ大助、小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、᳜ᒇ᫂代、大西⋹子、㈈㛫ᐩ士子
在宅緩和ケアにおける療養ᙧែのኚ㑄と救急外᮶の重せ性
第20回日本緩和医療学会学術大会　2015年6月18日　ᶓ市

2�小⋢ဴ史、ᒾ山⣖、Ἑ原ᑦ美、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
がん化学療法後の嚥下ᅔ㞴に行動療法を行った一例
鹿児島緩和ケア・ネットワーク　第17回大会　2014年10月25日

【催】
がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会　2015年10月24㸫25日　ホテル福丸　鹿児島市

【講演 �院外）】
小⋢ ဴ史 P(AC(に㍕っていないメンタルケア～不╀⦅～
 鹿児島県緩和ケア部門会　第1回緩和ケア部門　2015年1月24日　鹿児島大学病院

小⋢ ဴ史 Ẽᣢࡕのつらࡉとࡑの対応
 平成27年度在宅医療推進事業ከ職種研修会　第2回緩和ケア研修会
 2015年10月31日　いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター

⌮デ᩿⛉

【学会Ⓨ表】

1�田代幸恵
肺病ኚ　第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

【座長】

白濱　浩 第31回臨床⣽⬊学会九州連合会　2015年07月25日 かごしま県民交流センター
白濱　浩 第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日　ᙜ院講⩏ᐊ

【催】

第135回鹿児島病理集談会 2015年11月10日 

ṑ⛉

【催・⏬運営な】

今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年3月13日
今給㯪総合病院ཱྀ⭍ケア研修会　2015年9月16日

ṑ⛉ཱྀ⭍እ⛉

【学会Ⓨ表】

1�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ
⛣᳜骨のᅛ定に吸性プレートを用いたHAインプラント治療を行った㸯症例
日本ཱྀ⭍インプラント学会 第34回㏆␥㝣支部学術大会 2015年2月1日 ி都

2�ྜྷ田雅ྖ、 ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
ᙜ科における⯉⦰小術の実㝿と連携する歯科▹ṇ科開業医に対するアンケート調査
第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会 2015年6月5日 東ி

3�ྂ㈡ႛ、ྜྷ田雅ྖ、大ሙㄔᝅ、南㔛⠜ኴ㑻、୕ᾆ᱇一㑻、中㇂భဢ、ᮅẚዉἨ
生体吸性⣒による骨∦ᅛ定を行ったSSROの術後安定性　第25回日本㢡ኚᙧ症学会総会　2015年6月5日 
東ி

4�ྜྷ田雅ྖ、ྂ㈡ႛ、山ᙧᆂ一㑻
いびきをッに᮶院した小下㢡症患者に対するオトガイᙧ成術の呼吸と╧╀に関する検討（症例報࿌）
第60回日本ཱྀ⭍外科学会学術総会　2015年10月16�18日 名ྂᒇ

5�MDsDsKi YosKiGD, ''S, PK'
'eYeOoSinJ neZ iGeD DnG teFKniTXe oI ortKoJnDtKiF sXrJer\ EDseG on stXGies oI tKe SDst
WorOG ConJress on 'entDO ReseDrFK, 'XEDi, UA( NoY 23�25,2015

【講演（院外）】

ྜྷ田雅ྖ 国㝿医療࣎ランティア活動 鹿児島大学᥈ゼ 2015年5月21日　鹿児島市
ྜྷ田雅ྖ 学校歯科保健活動における科学的᰿拠
 平成27年度学校保健･安全･歯科保健講習会 2015年10月20日 南種子町
ྜྷ田雅ྖ ཱྀからの健ᗣ࡙くࡾ 鹿児島⤒῭同会 2015年11月11日 ᇛ山ほ光ホテル
ྜྷ田雅ྖ 歯医者ってᴦしい！ 歯科ཱྀ⭍外科って㠃白い！ 長崎大学歯学部講⩏　2015年11月16日 長崎市
ྜྷ田雅ྖ 歯・ཱྀの外傷予防（スポーツ歯学）
 国体┘╩等スキルアップ事業　2015年12月2日 鹿児島市 南高校
ྜྷ田雅ྖ 人と人とのつながࡾを大ษに 鹿児島県保㝤医協会　2015年 

┳ㆤ㒊

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア 事ᨾを防ࡄ Ẽ管チューブのᅛ定法>SKoto JXiGe@Ẽ管チューブᅛ定
の手㡰  ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�22�29 �2015�10�20�

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア Ẽ管吸ᘬ�㛢㙐式・開放式�の基本手㡰と応用ポイント>SKoto JXiGe@
㛢㙐式Ẽ管吸ᘬの手㡰 ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�52�58 �2015�10�20� 

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
クリティカルケアの͆今͇がࢃかる�一Ṍඛを行くICUナースの常㆑40 ᚠ⎔管理 ᩋ血症の血圧低下 ᩋ血
症�SeSsis�の血圧低下にࡣノルアドレナリン"ドパミン"  ICNR  9oO�2 No�4 PDJe�42�44 �2015�11�30�

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�山ཱྀጁ子（NICU�
地域での㹌㹇㹁㹓同❆会「ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ」～ハイリスク児フォローアップにおけるアウトリーチ活
動～　㈼ⱥフォーラム 2015年5月16日

2�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓におけるゼၥ看護実施研修　第35回フォローアップ研修 2015年6月13日

3�ᡞ高かおる（NICU�
㹌㸫㹂㹎㸿㹎使用中の回路交換のᮇの検討　～回路内⣽菌ᇵ養検査を行って～第2報　
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

4�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓ཷけᣢࡕ看護師によるゼၥ看護の意⩏と課㢟
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

5�၈㙊美✑（NICU�
マイクロフイバー⣲ᮦクリーࢽングクロスによる保育器のṇ式考課の検討　第2報
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

6�ᱵ⿱ྖ�外᮶）
㹎㹌㹑におけるパスの教育的役についての検討
第16回日本クリࢽカルパス学会学術集会　2015年11月13日　ᾆ安市

7�㔛恵理子�ICU�
㹎㹌㹑導ධ2年┠における行動ኚᐜへのྲྀࡳ⤌ࡾ ～㹎㹌㹑アクションチェックを導ධして～
第3回㹎㹌㹑研究会　2016年3月5日　福

【座長･】

ᱵ⿱ྖ�外᮶） 第15回鹿児島県消化器内視㙾技師研究会　2015年8月8日
東美ὠ子�中央ᮦᩱᐊ） 第42回鹿児島県⁛菌業務研究会　2015年4月4日
ᶫཱྀᜏ夫�手術ᐊ） 鹿児島救急医学会第44回看護部会　シンポジスト　2015年9月12日

【講演】

ྂ川⚽子�NICU� 㹌㹇㹁㹓から地域につなࡄ　～安ᚰして地域の子౪になるⅭに～
 第25回日本新生児看護学会　ラチョンセミナー 2015年10月24日 ┒ᒸ市
ྂ川⚽子�NICU� 新生児看護のキࣕリアデザイン
 第25回日本新生児看護学会　ワークショップ　2015年10月25日　 ┒ᒸ市
᭷ᮧこࡎえ�NICU� ᙜ院のフミリーセンタードケア　九州新生児看護ຮᙉ会　2015年12月5日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援　小児在宅療養研修会～㹌㹇㹁㹓から在宅へ　2016年2月16日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援
 宮崎県産婦人科医院従事者研修会　第20回ひむかセミナー　2016年3月5日

ࠉ
⸆㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.๓畠一　㈈㛫ᐩ士子　中┠㈗子　ᑿ上博㝯　ᇼ内ᬛ⿱　Ἑ原ᑦ美　㧘ᶫ┿理
ᙜ院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討
日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016　2016年3月13日　鹿児島

2�ஂὠ㍯ஂୡ
᭷ຠ血中⃰度をᚓるためのバンコマイシンึᮇ投設ィの検討
第32回日本T'M学会学術大会　2015年5月24日　長㔝

3�ஂὠ㍯ஂୡ
ᢠ┿菌薬の㐺ṇ使用への薬剤師のྲྀࡳ⤌ࡾ 第14回鹿児島県病院薬剤師会　感染制ᚚ薬≀対策講習会
第4回感染・ච検査部門研修会　2015年7月18日　鹿児島

4�ஂὠ㍯ஂୡ
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証　第31回日本⎔ቃ感染学会総会学術大会 2016年2月20日 ி都

5�㧘ᶫ┿理
今給㯪総合病院の薬薬連携
第6回薬薬連携シンポジウム　2016年1月31日　鹿児島

6�㧘ᶫ┿理
院外ฎ᪉⟢への検査್ῧ付と薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩
第2回医薬連携シンポジウム　2016年2月5日　鹿児島

【座長】
㧘ᶫ┿理　日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016 一⯡演㢟 ཱྀ㢌Ⓨ表 がん薬≀療法 2016年3月12日 鹿児島

୰ኸᨺᑕ⥺㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.濱田ᬛኴ㑻 ᙜ施設におけるSC(NARIAの運用について
  関西日立64CTࣘーザーズミーティング　2015年5月9日

2�小ᒇ俊彰 ᙜ院における放射線㞀ᐖ予防規⛬の改ṇ
  鹿児島県診療放射線技師会Ꮨ学術大会　2015年6月21日

3�ᾋ田ၨ一㑻 日本一ࢃかࡾやすいMRIの基本 第2回FRT九州研修会 2015年8月1日 鹿児島

4�小ᒇ俊彰 C;'Iの機種の㐪いによるR(;್のẚ㍑
  第31回日本診療放射線技師学術大会 2015年11月21日　ி都

5�丸ᑿ美⏤⣖ Y�YieZをྵめた外傷ᙳ 第5回鹿児島;線ᙳ研究会 2016年1月9日

6�ᐊᒇ⣧一 ᙜ院における新ධ職員教育について　--N九州部会総会･学術大会　2016年2月13日 別府

7�ᾋ田ၨ一㑻 MRI⨨の管理「日常・定ᮇ点検」放射線機器管理士部会　2016年3月26日

【座長】

新ᮧ栄ḟ ᭱新CT⨨情報ᥦ౪　第7回九州CTフォーラム　2015年5月30日
新ᮧ栄ḟ 管理職にồめられるコミュࢽケーション　リーダー育成研修会　2015年7月18日 
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇基礎講座「(FKo PODnDr IPDJinJの基礎から応用まで」
 九州 MRI G\roミーティング　2015年10月3日
ᾋ田ၨ一㑻 (CH(LON�TRILLIUMの使用⤒㦂　第1回九州(CH(LON�TRILLIUMࣘーザー会　2015年10月31日 福ᒸ
丸ᑿ美⏤⣖ ;線検査「乳ᡣ・⏬ീゎᯒ）第10回九州放射線医療技術学術大会　2015年10月31日　宮崎

【ディスカッション等 ྖ会･演者】

新ᮧ栄ḟ CT⨨の᭱新情報のᥦ౪　第30回鹿児島CT研究会　2015年6月13日
加治ᒇ博一 ᙜ院におけるプロトコール別の⿕ࡤく線量 第31回鹿児島CT研究会 2015年8月19日
加治ᒇ博一 ᙜ院における⬚部のプロトコールについて 第32回鹿児島CT研究会 2015年11月18日

【講演】

濱田ᬛኴ㑻 整ᙧ分㔝における9INC(NTの活用　ᐩ士フィルムメディカルセミナー　2015年7月4日
ᾋ田ၨ一㑻 食ࡎࢃ᎘いのTRANC(法ᨷ␎　第5回かごんまGYROミーティング　2015年7月11日
丸ᑿ美⏤⣖ 全国のዪ性技師の会活動のアンケート報࿌　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇教育講座「MRのよࡶやまヰ」九州 MRI G\roミーティング　2015年10月4日
濱田ᬛኴ㑻 SC(NARIA(;　(Gitionの使用⤒㦂　第1回九州SC(NARIAࣘーザー会　2015年10月31日
ᾋ田ၨ一㑻 MRI検査「アーチフクト・⬡⫫ᢚ制・㐀ᙳ剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

୰ኸ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�ᮧ中ஓ、☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合
血液ᇵ養からのCDnGiGD属の分㞳状ἣ
臨床ᚤ生≀検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2�☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合、ᮧ中ஓ
AFtinoP\Fes isrDeOiiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3�原ⷵ┿⏤美、西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、ᮧ中ஓ
ᙜ院でのクリࢽカルパスへのྲྀࡳ⤌ࡾ　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4�西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、原ⷵ┿⏤美、ᮧ中ஓ
ᒀヨ㦂⣬法による₯血反応とᒀỿ´赤血⌫ᩘの㞳について
第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

㒊ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

【学会Ⓨ表】

1.上ᒸ⿱᫂（理学療法士）
༙⭷ᵝ➽の動ែ評౯に基࡙く⭸ᒅ᭤ᣊ⦰に対する運動療法のヨࡳ
第27回日本整ᙧ外科㉸㡢Ἴ学会　2015年7月4日～2015年7月5日　⛅田

2�㔝ᮧ⠜ᚿ理学療法士、OT宮之原俊一（స業療法士）、OT㭯田和ஓస業療法士）
高機能エアマットレス使用における௮⮩ポジショࢽングのᚲせ性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮ᇛ

ㄢ⌮⟶⒔〟�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】

下๓ⓒ合㤶 四肢創傷�手指:熱傷㺂母趾:外傷�へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下๓ⓒ合㤶 スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下๓ⓒ合㤶 ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトとࡑの家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

་⒪ㄢ⦅�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】
ྜྷᅧஂ子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
᳜ᒇ᫂代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
ྜྷᅧஂ子 っとサロン今給㯪について　がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）

 

�ឤᰁ⟶⌮ㄢ࣮ࢱࣥࢭ&4

【学会Ⓨ表】

1�立和名⪷子
ᢠインフルエンザ薬の予防投の実ែと課㢟～質ၥ⣬調査から見えたこと～
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表 2016年2月19日 ி都

2�ஂὠ㍯ஂୡ、立和名⪷子
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表共同演者 2016年2月20日 ி都

 

Ꮫ⒪ἲㄢࢇࡀ�࣮ࢱࣥࢭ&4

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�Ἑ原ᑦ美、㈈㛫ᐩ士子、ᒾ山⣖、小⋢ဴ史、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
㐜Ⓨ性ᝏᚰⓎ症後、化学放射線療法⤊後ࡶ長ᮇ㛫嚥下ᅔ㞴がᣢ⥆した一症例
日本臨床⭘⒆学会学術集会　9oO�13tK PDJe�ROM%UNNO�P3�7�13 �2015�
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【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア 事ᨾを防ࡄ Ẽ管チューブのᅛ定法>SKoto JXiGe@Ẽ管チューブᅛ定
の手㡰  ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�22�29 �2015�10�20�

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア Ẽ管吸ᘬ�㛢㙐式・開放式�の基本手㡰と応用ポイント>SKoto JXiGe@
㛢㙐式Ẽ管吸ᘬの手㡰 ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�52�58 �2015�10�20� 

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
クリティカルケアの͆今͇がࢃかる�一Ṍඛを行くICUナースの常㆑40 ᚠ⎔管理 ᩋ血症の血圧低下 ᩋ血
症�SeSsis�の血圧低下にࡣノルアドレナリン"ドパミン"  ICNR  9oO�2 No�4 PDJe�42�44 �2015�11�30�

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�山ཱྀጁ子（NICU�
地域での㹌㹇㹁㹓同❆会「ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ」～ハイリスク児フォローアップにおけるアウトリーチ活
動～　㈼ⱥフォーラム 2015年5月16日

2�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓におけるゼၥ看護実施研修　第35回フォローアップ研修 2015年6月13日

3�ᡞ高かおる（NICU�
㹌㸫㹂㹎㸿㹎使用中の回路交換のᮇの検討　～回路内⣽菌ᇵ養検査を行って～第2報　
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

4�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓ཷけᣢࡕ看護師によるゼၥ看護の意⩏と課㢟
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

5�၈㙊美✑（NICU�
マイクロフイバー⣲ᮦクリーࢽングクロスによる保育器のṇ式考課の検討　第2報
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

6�ᱵ⿱ྖ�外᮶）
㹎㹌㹑におけるパスの教育的役についての検討
第16回日本クリࢽカルパス学会学術集会　2015年11月13日　ᾆ安市

7�㔛恵理子�ICU�
㹎㹌㹑導ධ2年┠における行動ኚᐜへのྲྀࡳ⤌ࡾ ～㹎㹌㹑アクションチェックを導ධして～
第3回㹎㹌㹑研究会　2016年3月5日　福

【座長･】

ᱵ⿱ྖ�外᮶） 第15回鹿児島県消化器内視㙾技師研究会　2015年8月8日
東美ὠ子�中央ᮦᩱᐊ） 第42回鹿児島県⁛菌業務研究会　2015年4月4日
ᶫཱྀᜏ夫�手術ᐊ） 鹿児島救急医学会第44回看護部会　シンポジスト　2015年9月12日

【講演】

ྂ川⚽子�NICU� 㹌㹇㹁㹓から地域につなࡄ　～安ᚰして地域の子౪になるⅭに～
 第25回日本新生児看護学会　ラチョンセミナー 2015年10月24日 ┒ᒸ市
ྂ川⚽子�NICU� 新生児看護のキࣕリアデザイン
 第25回日本新生児看護学会　ワークショップ　2015年10月25日　 ┒ᒸ市
᭷ᮧこࡎえ�NICU� ᙜ院のフミリーセンタードケア　九州新生児看護ຮᙉ会　2015年12月5日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援　小児在宅療養研修会～㹌㹇㹁㹓から在宅へ　2016年2月16日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援
 宮崎県産婦人科医院従事者研修会　第20回ひむかセミナー　2016年3月5日

ࠉ
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【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.๓畠一　㈈㛫ᐩ士子　中┠㈗子　ᑿ上博㝯　ᇼ内ᬛ⿱　Ἑ原ᑦ美　㧘ᶫ┿理
ᙜ院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討
日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016　2016年3月13日　鹿児島

2�ஂὠ㍯ஂୡ
᭷ຠ血中⃰度をᚓるためのバンコマイシンึᮇ投設ィの検討
第32回日本T'M学会学術大会　2015年5月24日　長㔝

3�ஂὠ㍯ஂୡ
ᢠ┿菌薬の㐺ṇ使用への薬剤師のྲྀࡳ⤌ࡾ 第14回鹿児島県病院薬剤師会　感染制ᚚ薬≀対策講習会
第4回感染・ච検査部門研修会　2015年7月18日　鹿児島

4�ஂὠ㍯ஂୡ
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証　第31回日本⎔ቃ感染学会総会学術大会 2016年2月20日 ி都

5�㧘ᶫ┿理
今給㯪総合病院の薬薬連携
第6回薬薬連携シンポジウム　2016年1月31日　鹿児島

6�㧘ᶫ┿理
院外ฎ᪉⟢への検査್ῧ付と薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩
第2回医薬連携シンポジウム　2016年2月5日　鹿児島

【座長】
㧘ᶫ┿理　日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016 一⯡演㢟 ཱྀ㢌Ⓨ表 がん薬≀療法 2016年3月12日 鹿児島

୰ኸᨺᑕ⥺㒊
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1.濱田ᬛኴ㑻 ᙜ施設におけるSC(NARIAの運用について
  関西日立64CTࣘーザーズミーティング　2015年5月9日

2�小ᒇ俊彰 ᙜ院における放射線㞀ᐖ予防規⛬の改ṇ
  鹿児島県診療放射線技師会Ꮨ学術大会　2015年6月21日

3�ᾋ田ၨ一㑻 日本一ࢃかࡾやすいMRIの基本 第2回FRT九州研修会 2015年8月1日 鹿児島

4�小ᒇ俊彰 C;'Iの機種の㐪いによるR(;್のẚ㍑
  第31回日本診療放射線技師学術大会 2015年11月21日　ி都

5�丸ᑿ美⏤⣖ Y�YieZをྵめた外傷ᙳ 第5回鹿児島;線ᙳ研究会 2016年1月9日

6�ᐊᒇ⣧一 ᙜ院における新ධ職員教育について　--N九州部会総会･学術大会　2016年2月13日 別府

7�ᾋ田ၨ一㑻 MRI⨨の管理「日常・定ᮇ点検」放射線機器管理士部会　2016年3月26日

【座長】

新ᮧ栄ḟ ᭱新CT⨨情報ᥦ౪　第7回九州CTフォーラム　2015年5月30日
新ᮧ栄ḟ 管理職にồめられるコミュࢽケーション　リーダー育成研修会　2015年7月18日 
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇基礎講座「(FKo PODnDr IPDJinJの基礎から応用まで」
 九州 MRI G\roミーティング　2015年10月3日
ᾋ田ၨ一㑻 (CH(LON�TRILLIUMの使用⤒㦂　第1回九州(CH(LON�TRILLIUMࣘーザー会　2015年10月31日 福ᒸ
丸ᑿ美⏤⣖ ;線検査「乳ᡣ・⏬ീゎᯒ）第10回九州放射線医療技術学術大会　2015年10月31日　宮崎

【ディスカッション等 ྖ会･演者】

新ᮧ栄ḟ CT⨨の᭱新情報のᥦ౪　第30回鹿児島CT研究会　2015年6月13日
加治ᒇ博一 ᙜ院におけるプロトコール別の⿕ࡤく線量 第31回鹿児島CT研究会 2015年8月19日
加治ᒇ博一 ᙜ院における⬚部のプロトコールについて 第32回鹿児島CT研究会 2015年11月18日

【講演】

濱田ᬛኴ㑻 整ᙧ分㔝における9INC(NTの活用　ᐩ士フィルムメディカルセミナー　2015年7月4日
ᾋ田ၨ一㑻 食ࡎࢃ᎘いのTRANC(法ᨷ␎　第5回かごんまGYROミーティング　2015年7月11日
丸ᑿ美⏤⣖ 全国のዪ性技師の会活動のアンケート報࿌　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇教育講座「MRのよࡶやまヰ」九州 MRI G\roミーティング　2015年10月4日
濱田ᬛኴ㑻 SC(NARIA(;　(Gitionの使用⤒㦂　第1回九州SC(NARIAࣘーザー会　2015年10月31日
ᾋ田ၨ一㑻 MRI検査「アーチフクト・⬡⫫ᢚ制・㐀ᙳ剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

୰ኸ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�ᮧ中ஓ、☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合
血液ᇵ養からのCDnGiGD属の分㞳状ἣ
臨床ᚤ生≀検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2�☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合、ᮧ中ஓ
AFtinoP\Fes isrDeOiiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3�原ⷵ┿⏤美、西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、ᮧ中ஓ
ᙜ院でのクリࢽカルパスへのྲྀࡳ⤌ࡾ　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4�西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、原ⷵ┿⏤美、ᮧ中ஓ
ᒀヨ㦂⣬法による₯血反応とᒀỿ´赤血⌫ᩘの㞳について
第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

㒊ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

【学会Ⓨ表】

1.上ᒸ⿱᫂（理学療法士）
༙⭷ᵝ➽の動ែ評౯に基࡙く⭸ᒅ᭤ᣊ⦰に対する運動療法のヨࡳ
第27回日本整ᙧ外科㉸㡢Ἴ学会　2015年7月4日～2015年7月5日　⛅田

2�㔝ᮧ⠜ᚿ理学療法士、OT宮之原俊一（స業療法士）、OT㭯田和ஓస業療法士）
高機能エアマットレス使用における௮⮩ポジショࢽングのᚲせ性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮ᇛ

ㄢ⌮⟶⒔〟�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】

下๓ⓒ合㤶 四肢創傷�手指:熱傷㺂母趾:外傷�へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下๓ⓒ合㤶 スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下๓ⓒ合㤶 ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトとࡑの家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

་⒪ㄢ⦅�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】
ྜྷᅧஂ子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
᳜ᒇ᫂代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
ྜྷᅧஂ子 っとサロン今給㯪について　がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）

 

�ឤᰁ⟶⌮ㄢ࣮ࢱࣥࢭ&4

【学会Ⓨ表】

1�立和名⪷子
ᢠインフルエンザ薬の予防投の実ែと課㢟～質ၥ⣬調査から見えたこと～
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表 2016年2月19日 ி都

2�ஂὠ㍯ஂୡ、立和名⪷子
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表共同演者 2016年2月20日 ி都

 

Ꮫ⒪ἲㄢࢇࡀ�࣮ࢱࣥࢭ&4

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�Ἑ原ᑦ美、㈈㛫ᐩ士子、ᒾ山⣖、小⋢ဴ史、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
㐜Ⓨ性ᝏᚰⓎ症後、化学放射線療法⤊後ࡶ長ᮇ㛫嚥下ᅔ㞴がᣢ⥆した一症例
日本臨床⭘⒆学会学術集会　9oO�13tK PDJe�ROM%UNNO�P3�7�13 �2015�

┳ㆤ㒊

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア 事ᨾを防ࡄ Ẽ管チューブのᅛ定法>SKoto JXiGe@Ẽ管チューブᅛ定
の手㡰  ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�22�29 �2015�10�20�

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア Ẽ管吸ᘬ�㛢㙐式・開放式�の基本手㡰と応用ポイント>SKoto JXiGe@
㛢㙐式Ẽ管吸ᘬの手㡰 ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�52�58 �2015�10�20� 

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
クリティカルケアの͆今͇がࢃかる�一Ṍඛを行くICUナースの常㆑40 ᚠ⎔管理 ᩋ血症の血圧低下 ᩋ血
症�SeSsis�の血圧低下にࡣノルアドレナリン"ドパミン"  ICNR  9oO�2 No�4 PDJe�42�44 �2015�11�30�

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�山ཱྀጁ子（NICU�
地域での㹌㹇㹁㹓同❆会「ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ」～ハイリスク児フォローアップにおけるアウトリーチ活
動～　㈼ⱥフォーラム 2015年5月16日

2�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓におけるゼၥ看護実施研修　第35回フォローアップ研修 2015年6月13日

3�ᡞ高かおる（NICU�
㹌㸫㹂㹎㸿㹎使用中の回路交換のᮇの検討　～回路内⣽菌ᇵ養検査を行って～第2報　
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

4�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓ཷけᣢࡕ看護師によるゼၥ看護の意⩏と課㢟
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

5�၈㙊美✑（NICU�
マイクロフイバー⣲ᮦクリーࢽングクロスによる保育器のṇ式考課の検討　第2報
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

6�ᱵ⿱ྖ�外᮶）
㹎㹌㹑におけるパスの教育的役についての検討
第16回日本クリࢽカルパス学会学術集会　2015年11月13日　ᾆ安市

7�㔛恵理子�ICU�
㹎㹌㹑導ධ2年┠における行動ኚᐜへのྲྀࡳ⤌ࡾ ～㹎㹌㹑アクションチェックを導ධして～
第3回㹎㹌㹑研究会　2016年3月5日　福

【座長･】

ᱵ⿱ྖ�外᮶） 第15回鹿児島県消化器内視㙾技師研究会　2015年8月8日
東美ὠ子�中央ᮦᩱᐊ） 第42回鹿児島県⁛菌業務研究会　2015年4月4日
ᶫཱྀᜏ夫�手術ᐊ） 鹿児島救急医学会第44回看護部会　シンポジスト　2015年9月12日

【講演】

ྂ川⚽子�NICU� 㹌㹇㹁㹓から地域につなࡄ　～安ᚰして地域の子౪になるⅭに～
 第25回日本新生児看護学会　ラチョンセミナー 2015年10月24日 ┒ᒸ市
ྂ川⚽子�NICU� 新生児看護のキࣕリアデザイン
 第25回日本新生児看護学会　ワークショップ　2015年10月25日　 ┒ᒸ市
᭷ᮧこࡎえ�NICU� ᙜ院のフミリーセンタードケア　九州新生児看護ຮᙉ会　2015年12月5日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援　小児在宅療養研修会～㹌㹇㹁㹓から在宅へ　2016年2月16日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援
 宮崎県産婦人科医院従事者研修会　第20回ひむかセミナー　2016年3月5日

ࠉ
⸆㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.๓畠一　㈈㛫ᐩ士子　中┠㈗子　ᑿ上博㝯　ᇼ内ᬛ⿱　Ἑ原ᑦ美　㧘ᶫ┿理
ᙜ院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討
日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016　2016年3月13日　鹿児島

2�ஂὠ㍯ஂୡ
᭷ຠ血中⃰度をᚓるためのバンコマイシンึᮇ投設ィの検討
第32回日本T'M学会学術大会　2015年5月24日　長㔝

3�ஂὠ㍯ஂୡ
ᢠ┿菌薬の㐺ṇ使用への薬剤師のྲྀࡳ⤌ࡾ 第14回鹿児島県病院薬剤師会　感染制ᚚ薬≀対策講習会
第4回感染・ච検査部門研修会　2015年7月18日　鹿児島

4�ஂὠ㍯ஂୡ
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証　第31回日本⎔ቃ感染学会総会学術大会 2016年2月20日 ி都

5�㧘ᶫ┿理
今給㯪総合病院の薬薬連携
第6回薬薬連携シンポジウム　2016年1月31日　鹿児島

6�㧘ᶫ┿理
院外ฎ᪉⟢への検査್ῧ付と薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩
第2回医薬連携シンポジウム　2016年2月5日　鹿児島

【座長】
㧘ᶫ┿理　日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016 一⯡演㢟 ཱྀ㢌Ⓨ表 がん薬≀療法 2016年3月12日 鹿児島

୰ኸᨺᑕ⥺㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.濱田ᬛኴ㑻 ᙜ施設におけるSC(NARIAの運用について
  関西日立64CTࣘーザーズミーティング　2015年5月9日

2�小ᒇ俊彰 ᙜ院における放射線㞀ᐖ予防規⛬の改ṇ
  鹿児島県診療放射線技師会Ꮨ学術大会　2015年6月21日

3�ᾋ田ၨ一㑻 日本一ࢃかࡾやすいMRIの基本 第2回FRT九州研修会 2015年8月1日 鹿児島

4�小ᒇ俊彰 C;'Iの機種の㐪いによるR(;್のẚ㍑
  第31回日本診療放射線技師学術大会 2015年11月21日　ி都

5�丸ᑿ美⏤⣖ Y�YieZをྵめた外傷ᙳ 第5回鹿児島;線ᙳ研究会 2016年1月9日

6�ᐊᒇ⣧一 ᙜ院における新ධ職員教育について　--N九州部会総会･学術大会　2016年2月13日 別府

7�ᾋ田ၨ一㑻 MRI⨨の管理「日常・定ᮇ点検」放射線機器管理士部会　2016年3月26日

【座長】

新ᮧ栄ḟ ᭱新CT⨨情報ᥦ౪　第7回九州CTフォーラム　2015年5月30日
新ᮧ栄ḟ 管理職にồめられるコミュࢽケーション　リーダー育成研修会　2015年7月18日 
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇基礎講座「(FKo PODnDr IPDJinJの基礎から応用まで」
 九州 MRI G\roミーティング　2015年10月3日
ᾋ田ၨ一㑻 (CH(LON�TRILLIUMの使用⤒㦂　第1回九州(CH(LON�TRILLIUMࣘーザー会　2015年10月31日 福ᒸ
丸ᑿ美⏤⣖ ;線検査「乳ᡣ・⏬ീゎᯒ）第10回九州放射線医療技術学術大会　2015年10月31日　宮崎

【ディスカッション等 ྖ会･演者】

新ᮧ栄ḟ CT⨨の᭱新情報のᥦ౪　第30回鹿児島CT研究会　2015年6月13日
加治ᒇ博一 ᙜ院におけるプロトコール別の⿕ࡤく線量 第31回鹿児島CT研究会 2015年8月19日
加治ᒇ博一 ᙜ院における⬚部のプロトコールについて 第32回鹿児島CT研究会 2015年11月18日

【講演】

濱田ᬛኴ㑻 整ᙧ分㔝における9INC(NTの活用　ᐩ士フィルムメディカルセミナー　2015年7月4日
ᾋ田ၨ一㑻 食ࡎࢃ᎘いのTRANC(法ᨷ␎　第5回かごんまGYROミーティング　2015年7月11日
丸ᑿ美⏤⣖ 全国のዪ性技師の会活動のアンケート報࿌　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇教育講座「MRのよࡶやまヰ」九州 MRI G\roミーティング　2015年10月4日
濱田ᬛኴ㑻 SC(NARIA(;　(Gitionの使用⤒㦂　第1回九州SC(NARIAࣘーザー会　2015年10月31日
ᾋ田ၨ一㑻 MRI検査「アーチフクト・⬡⫫ᢚ制・㐀ᙳ剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

୰ኸ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�ᮧ中ஓ、☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合
血液ᇵ養からのCDnGiGD属の分㞳状ἣ
臨床ᚤ生≀検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2�☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合、ᮧ中ஓ
AFtinoP\Fes isrDeOiiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3�原ⷵ┿⏤美、西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、ᮧ中ஓ
ᙜ院でのクリࢽカルパスへのྲྀࡳ⤌ࡾ　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4�西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、原ⷵ┿⏤美、ᮧ中ஓ
ᒀヨ㦂⣬法による₯血反応とᒀỿ´赤血⌫ᩘの㞳について
第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

㒊ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

【学会Ⓨ表】

1.上ᒸ⿱᫂（理学療法士）
༙⭷ᵝ➽の動ែ評౯に基࡙く⭸ᒅ᭤ᣊ⦰に対する運動療法のヨࡳ
第27回日本整ᙧ外科㉸㡢Ἴ学会　2015年7月4日～2015年7月5日　⛅田

2�㔝ᮧ⠜ᚿ理学療法士、OT宮之原俊一（స業療法士）、OT㭯田和ஓస業療法士）
高機能エアマットレス使用における௮⮩ポジショࢽングのᚲせ性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮ᇛ

ㄢ⌮⟶⒔〟�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】

下๓ⓒ合㤶 四肢創傷�手指:熱傷㺂母趾:外傷�へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下๓ⓒ合㤶 スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下๓ⓒ合㤶 ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトとࡑの家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

་⒪ㄢ⦅�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】
ྜྷᅧஂ子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
᳜ᒇ᫂代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
ྜྷᅧஂ子 っとサロン今給㯪について　がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）

 

�ឤᰁ⟶⌮ㄢ࣮ࢱࣥࢭ&4

【学会Ⓨ表】

1�立和名⪷子
ᢠインフルエンザ薬の予防投の実ែと課㢟～質ၥ⣬調査から見えたこと～
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表 2016年2月19日 ி都

2�ஂὠ㍯ஂୡ、立和名⪷子
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表共同演者 2016年2月20日 ி都
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【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�Ἑ原ᑦ美、㈈㛫ᐩ士子、ᒾ山⣖、小⋢ဴ史、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
㐜Ⓨ性ᝏᚰⓎ症後、化学放射線療法⤊後ࡶ長ᮇ㛫嚥下ᅔ㞴がᣢ⥆した一症例
日本臨床⭘⒆学会学術集会　9oO�13tK PDJe�ROM%UNNO�P3�7�13 �2015�
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【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア 事ᨾを防ࡄ Ẽ管チューブのᅛ定法>SKoto JXiGe@Ẽ管チューブᅛ定
の手㡰  ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�22�29 �2015�10�20�

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
人工呼吸器╔患者のトータルケア Ẽ管吸ᘬ�㛢㙐式・開放式�の基本手㡰と応用ポイント>SKoto JXiGe@
㛢㙐式Ẽ管吸ᘬの手㡰 ([Sert NXrse 9oO�31 No�14 PDJe�52�58 �2015�10�20� 

2�宮ⷵ⍞ᕹ（ICU�
クリティカルケアの͆今͇がࢃかる�一Ṍඛを行くICUナースの常㆑40 ᚠ⎔管理 ᩋ血症の血圧低下 ᩋ血
症�SeSsis�の血圧低下にࡣノルアドレナリン"ドパミン"  ICNR  9oO�2 No�4 PDJe�42�44 �2015�11�30�

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�山ཱྀጁ子（NICU�
地域での㹌㹇㹁㹓同❆会「ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ」～ハイリスク児フォローアップにおけるアウトリーチ活
動～　㈼ⱥフォーラム 2015年5月16日

2�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓におけるゼၥ看護実施研修　第35回フォローアップ研修 2015年6月13日

3�ᡞ高かおる（NICU�
㹌㸫㹂㹎㸿㹎使用中の回路交換のᮇの検討　～回路内⣽菌ᇵ養検査を行って～第2報　
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

4�原田⣧子（NICU�
㹌㹇㹁㹓ཷけᣢࡕ看護師によるゼၥ看護の意⩏と課㢟
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

5�၈㙊美✑（NICU�
マイクロフイバー⣲ᮦクリーࢽングクロスによる保育器のṇ式考課の検討　第2報
第25回新生児看護学会学術集会 2015年10月24日　┒ᒸ市

6�ᱵ⿱ྖ�外᮶）
㹎㹌㹑におけるパスの教育的役についての検討
第16回日本クリࢽカルパス学会学術集会　2015年11月13日　ᾆ安市

7�㔛恵理子�ICU�
㹎㹌㹑導ධ2年┠における行動ኚᐜへのྲྀࡳ⤌ࡾ ～㹎㹌㹑アクションチェックを導ධして～
第3回㹎㹌㹑研究会　2016年3月5日　福

【座長･】

ᱵ⿱ྖ�外᮶） 第15回鹿児島県消化器内視㙾技師研究会　2015年8月8日
東美ὠ子�中央ᮦᩱᐊ） 第42回鹿児島県⁛菌業務研究会　2015年4月4日
ᶫཱྀᜏ夫�手術ᐊ） 鹿児島救急医学会第44回看護部会　シンポジスト　2015年9月12日

【講演】

ྂ川⚽子�NICU� 㹌㹇㹁㹓から地域につなࡄ　～安ᚰして地域の子౪になるⅭに～
 第25回日本新生児看護学会　ラチョンセミナー 2015年10月24日 ┒ᒸ市
ྂ川⚽子�NICU� 新生児看護のキࣕリアデザイン
 第25回日本新生児看護学会　ワークショップ　2015年10月25日　 ┒ᒸ市
᭷ᮧこࡎえ�NICU� ᙜ院のフミリーセンタードケア　九州新生児看護ຮᙉ会　2015年12月5日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援　小児在宅療養研修会～㹌㹇㹁㹓から在宅へ　2016年2月16日
原田⣧子�NICU� 㹌㹇㹁㹓からの退院支援
 宮崎県産婦人科医院従事者研修会　第20回ひむかセミナー　2016年3月5日

ࠉ
⸆㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.๓畠一　㈈㛫ᐩ士子　中┠㈗子　ᑿ上博㝯　ᇼ内ᬛ⿱　Ἑ原ᑦ美　㧘ᶫ┿理
ᙜ院におけるシスプラチンショートハイドレーション法後の安全性の検討
日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016　2016年3月13日　鹿児島

2�ஂὠ㍯ஂୡ
᭷ຠ血中⃰度をᚓるためのバンコマイシンึᮇ投設ィの検討
第32回日本T'M学会学術大会　2015年5月24日　長㔝

3�ஂὠ㍯ஂୡ
ᢠ┿菌薬の㐺ṇ使用への薬剤師のྲྀࡳ⤌ࡾ 第14回鹿児島県病院薬剤師会　感染制ᚚ薬≀対策講習会
第4回感染・ච検査部門研修会　2015年7月18日　鹿児島

4�ஂὠ㍯ஂୡ
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証　第31回日本⎔ቃ感染学会総会学術大会 2016年2月20日 ி都

5�㧘ᶫ┿理
今給㯪総合病院の薬薬連携
第6回薬薬連携シンポジウム　2016年1月31日　鹿児島

6�㧘ᶫ┿理
院外ฎ᪉⟢への検査್ῧ付と薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩
第2回医薬連携シンポジウム　2016年2月5日　鹿児島

【座長】
㧘ᶫ┿理　日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016 一⯡演㢟 ཱྀ㢌Ⓨ表 がん薬≀療法 2016年3月12日 鹿児島

୰ኸᨺᑕ⥺㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.濱田ᬛኴ㑻 ᙜ施設におけるSC(NARIAの運用について
  関西日立64CTࣘーザーズミーティング　2015年5月9日

2�小ᒇ俊彰 ᙜ院における放射線㞀ᐖ予防規⛬の改ṇ
  鹿児島県診療放射線技師会Ꮨ学術大会　2015年6月21日

3�ᾋ田ၨ一㑻 日本一ࢃかࡾやすいMRIの基本 第2回FRT九州研修会 2015年8月1日 鹿児島

4�小ᒇ俊彰 C;'Iの機種の㐪いによるR(;್のẚ㍑
  第31回日本診療放射線技師学術大会 2015年11月21日　ி都

5�丸ᑿ美⏤⣖ Y�YieZをྵめた外傷ᙳ 第5回鹿児島;線ᙳ研究会 2016年1月9日

6�ᐊᒇ⣧一 ᙜ院における新ධ職員教育について　--N九州部会総会･学術大会　2016年2月13日 別府

7�ᾋ田ၨ一㑻 MRI⨨の管理「日常・定ᮇ点検」放射線機器管理士部会　2016年3月26日

【座長】

新ᮧ栄ḟ ᭱新CT⨨情報ᥦ౪　第7回九州CTフォーラム　2015年5月30日
新ᮧ栄ḟ 管理職にồめられるコミュࢽケーション　リーダー育成研修会　2015年7月18日 
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇基礎講座「(FKo PODnDr IPDJinJの基礎から応用まで」
 九州 MRI G\roミーティング　2015年10月3日
ᾋ田ၨ一㑻 (CH(LON�TRILLIUMの使用⤒㦂　第1回九州(CH(LON�TRILLIUMࣘーザー会　2015年10月31日 福ᒸ
丸ᑿ美⏤⣖ ;線検査「乳ᡣ・⏬ീゎᯒ）第10回九州放射線医療技術学術大会　2015年10月31日　宮崎

【ディスカッション等 ྖ会･演者】

新ᮧ栄ḟ CT⨨の᭱新情報のᥦ౪　第30回鹿児島CT研究会　2015年6月13日
加治ᒇ博一 ᙜ院におけるプロトコール別の⿕ࡤく線量 第31回鹿児島CT研究会 2015年8月19日
加治ᒇ博一 ᙜ院における⬚部のプロトコールについて 第32回鹿児島CT研究会 2015年11月18日

【講演】

濱田ᬛኴ㑻 整ᙧ分㔝における9INC(NTの活用　ᐩ士フィルムメディカルセミナー　2015年7月4日
ᾋ田ၨ一㑻 食ࡎࢃ᎘いのTRANC(法ᨷ␎　第5回かごんまGYROミーティング　2015年7月11日
丸ᑿ美⏤⣖ 全国のዪ性技師の会活動のアンケート報࿌　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇教育講座「MRのよࡶやまヰ」九州 MRI G\roミーティング　2015年10月4日
濱田ᬛኴ㑻 SC(NARIA(;　(Gitionの使用⤒㦂　第1回九州SC(NARIAࣘーザー会　2015年10月31日
ᾋ田ၨ一㑻 MRI検査「アーチフクト・⬡⫫ᢚ制・㐀ᙳ剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

୰ኸ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�ᮧ中ஓ、☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合
血液ᇵ養からのCDnGiGD属の分㞳状ἣ
臨床ᚤ生≀検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2�☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合、ᮧ中ஓ
AFtinoP\Fes isrDeOiiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3�原ⷵ┿⏤美、西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、ᮧ中ஓ
ᙜ院でのクリࢽカルパスへのྲྀࡳ⤌ࡾ　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4�西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、原ⷵ┿⏤美、ᮧ中ஓ
ᒀヨ㦂⣬法による₯血反応とᒀỿ´赤血⌫ᩘの㞳について
第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

㒊ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

【学会Ⓨ表】

1.上ᒸ⿱᫂（理学療法士）
༙⭷ᵝ➽の動ែ評౯に基࡙く⭸ᒅ᭤ᣊ⦰に対する運動療法のヨࡳ
第27回日本整ᙧ外科㉸㡢Ἴ学会　2015年7月4日～2015年7月5日　⛅田

2�㔝ᮧ⠜ᚿ理学療法士、OT宮之原俊一（స業療法士）、OT㭯田和ஓస業療法士）
高機能エアマットレス使用における௮⮩ポジショࢽングのᚲせ性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮ᇛ

ㄢ⌮⟶⒔〟�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】

下๓ⓒ合㤶 四肢創傷�手指:熱傷㺂母趾:外傷�へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下๓ⓒ合㤶 スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下๓ⓒ合㤶 ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトとࡑの家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

་⒪ㄢ⦅�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】
ྜྷᅧஂ子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
᳜ᒇ᫂代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
ྜྷᅧஂ子 っとサロン今給㯪について　がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）

 

�ឤᰁ⟶⌮ㄢ࣮ࢱࣥࢭ&4

【学会Ⓨ表】

1�立和名⪷子
ᢠインフルエンザ薬の予防投の実ែと課㢟～質ၥ⣬調査から見えたこと～
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表 2016年2月19日 ி都

2�ஂὠ㍯ஂୡ、立和名⪷子
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表共同演者 2016年2月20日 ி都
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【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】
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㐜Ⓨ性ᝏᚰⓎ症後、化学放射線療法⤊後ࡶ長ᮇ㛫嚥下ᅔ㞴がᣢ⥆した一症例
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4�ஂὠ㍯ஂୡ
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証　第31回日本⎔ቃ感染学会総会学術大会 2016年2月20日 ி都

5�㧘ᶫ┿理
今給㯪総合病院の薬薬連携
第6回薬薬連携シンポジウム　2016年1月31日　鹿児島

6�㧘ᶫ┿理
院外ฎ᪉⟢への検査್ῧ付と薬剤㐺ṇ使用のための施設㛫情報連絡᭩
第2回医薬連携シンポジウム　2016年2月5日　鹿児島

【座長】
㧘ᶫ┿理　日本臨床⭘⒆薬学会学術大会2016 一⯡演㢟 ཱྀ㢌Ⓨ表 がん薬≀療法 2016年3月12日 鹿児島

୰ኸᨺᑕ⥺㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1.濱田ᬛኴ㑻 ᙜ施設におけるSC(NARIAの運用について
  関西日立64CTࣘーザーズミーティング　2015年5月9日

2�小ᒇ俊彰 ᙜ院における放射線㞀ᐖ予防規⛬の改ṇ
  鹿児島県診療放射線技師会Ꮨ学術大会　2015年6月21日

3�ᾋ田ၨ一㑻 日本一ࢃかࡾやすいMRIの基本 第2回FRT九州研修会 2015年8月1日 鹿児島

4�小ᒇ俊彰 C;'Iの機種の㐪いによるR(;್のẚ㍑
  第31回日本診療放射線技師学術大会 2015年11月21日　ி都

5�丸ᑿ美⏤⣖ Y�YieZをྵめた外傷ᙳ 第5回鹿児島;線ᙳ研究会 2016年1月9日

6�ᐊᒇ⣧一 ᙜ院における新ධ職員教育について　--N九州部会総会･学術大会　2016年2月13日 別府

7�ᾋ田ၨ一㑻 MRI⨨の管理「日常・定ᮇ点検」放射線機器管理士部会　2016年3月26日

【座長】

新ᮧ栄ḟ ᭱新CT⨨情報ᥦ౪　第7回九州CTフォーラム　2015年5月30日
新ᮧ栄ḟ 管理職にồめられるコミュࢽケーション　リーダー育成研修会　2015年7月18日 
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇基礎講座「(FKo PODnDr IPDJinJの基礎から応用まで」
 九州 MRI G\roミーティング　2015年10月3日
ᾋ田ၨ一㑻 (CH(LON�TRILLIUMの使用⤒㦂　第1回九州(CH(LON�TRILLIUMࣘーザー会　2015年10月31日 福ᒸ
丸ᑿ美⏤⣖ ;線検査「乳ᡣ・⏬ീゎᯒ）第10回九州放射線医療技術学術大会　2015年10月31日　宮崎

【ディスカッション等 ྖ会･演者】

新ᮧ栄ḟ CT⨨の᭱新情報のᥦ౪　第30回鹿児島CT研究会　2015年6月13日
加治ᒇ博一 ᙜ院におけるプロトコール別の⿕ࡤく線量 第31回鹿児島CT研究会 2015年8月19日
加治ᒇ博一 ᙜ院における⬚部のプロトコールについて 第32回鹿児島CT研究会 2015年11月18日

【講演】

濱田ᬛኴ㑻 整ᙧ分㔝における9INC(NTの活用　ᐩ士フィルムメディカルセミナー　2015年7月4日
ᾋ田ၨ一㑻 食ࡎࢃ᎘いのTRANC(法ᨷ␎　第5回かごんまGYROミーティング　2015年7月11日
丸ᑿ美⏤⣖ 全国のዪ性技師の会活動のアンケート報࿌　第2回FRT九州研修会　2015年8月1日
ᾋ田ၨ一㑻 㹋㹐㹇教育講座「MRのよࡶやまヰ」九州 MRI G\roミーティング　2015年10月4日
濱田ᬛኴ㑻 SC(NARIA(;　(Gitionの使用⤒㦂　第1回九州SC(NARIAࣘーザー会　2015年10月31日
ᾋ田ၨ一㑻 MRI検査「アーチフクト・⬡⫫ᢚ制・㐀ᙳ剤」　診療放射線技師基礎講習　2015年1月31日

୰ኸ⮫ᗋ᳨ᰝ㒊

【学会・院外研究会Ⓨ表】

1�ᮧ中ஓ、☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合
血液ᇵ養からのCDnGiGD属の分㞳状ἣ
臨床ᚤ生≀検査部門・薬剤師会合同研修会　2015年7月18日　鹿児島市

2�☻佐Ụ子、今ᇼ小ⓒ合、ᮧ中ஓ
AFtinoP\Fes isrDeOiiの一症例　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

3�原ⷵ┿⏤美、西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、ᮧ中ஓ
ᙜ院でのクリࢽカルパスへのྲྀࡳ⤌ࡾ　第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

4�西田ᬛె、ஂ永洋一㑻、原ⷵ┿⏤美、ᮧ中ஓ
ᒀヨ㦂⣬法による₯血反応とᒀỿ´赤血⌫ᩘの㞳について
第50回 九州医学検査学会　2015年11月14～15日　鹿児島市

㒊ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

【学会Ⓨ表】

1.上ᒸ⿱᫂（理学療法士）
༙⭷ᵝ➽の動ែ評౯に基࡙く⭸ᒅ᭤ᣊ⦰に対する運動療法のヨࡳ
第27回日本整ᙧ外科㉸㡢Ἴ学会　2015年7月4日～2015年7月5日　⛅田

2�㔝ᮧ⠜ᚿ理学療法士、OT宮之原俊一（స業療法士）、OT㭯田和ஓస業療法士）
高機能エアマットレス使用における௮⮩ポジショࢽングのᚲせ性について
第17回日本褥瘡学会学術集会　2015年8月28日～2015年8月29日　宮ᇛ

ㄢ⌮⟶⒔〟�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】

下๓ⓒ合㤶 四肢創傷�手指:熱傷㺂母趾:外傷�へのPICO使用症例
 創傷管理クローズドセミナー　2015年6月6日　鹿児島
下๓ⓒ合㤶 スキンテアってなに？？～褥瘡予防に繋がるスキンテア対策を学ぶ～
 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　2015年10月11日
下๓ⓒ合㤶 ストーマケアの基本理念と実践　オストメイトとࡑの家族の集い　2015年10月31日　鹿児島

 

་⒪ㄢ⦅�࣮ࢱࣥࢭ&4

【講演 �院外）】
ྜྷᅧஂ子 健やかに生き安らかに旅立つために　尊厳死協会かごしま総会
᳜ᒇ᫂代 在宅医療の現状と緩和ケア　国保診療施設看護師長研修会
ྜྷᅧஂ子 っとサロン今給㯪について　がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）

 

�ឤᰁ⟶⌮ㄢ࣮ࢱࣥࢭ&4

【学会Ⓨ表】

1�立和名⪷子
ᢠインフルエンザ薬の予防投の実ែと課㢟～質ၥ⣬調査から見えたこと～
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表 2016年2月19日 ி都

2�ஂὠ㍯ஂୡ、立和名⪷子
指定ᢠ菌薬ᒆฟ᭩の管理と使用状ἣの検証
第31回日本⎔ቃ感染学会　ポスターⓎ表共同演者 2016年2月20日 ி都

 

Ꮫ⒪ἲㄢࢇࡀ�࣮ࢱࣥࢭ&4

【ㄽ文・ㄅ上Ⓨ表】

1�Ἑ原ᑦ美、㈈㛫ᐩ士子、ᒾ山⣖、小⋢ဴ史、ᮧ崎まこと、㕥ᮌ⪷子、ᚨ永ᘯᶞ、Ỉ流ᘯ文
㐜Ⓨ性ᝏᚰⓎ症後、化学放射線療法⤊後ࡶ長ᮇ㛫嚥下ᅔ㞴がᣢ⥆した一症例
日本臨床⭘⒆学会学術集会　9oO�13tK PDJe�ROM%UNNO�P3�7�13 �2015�
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院ෆእ活動報告

　ẖ年 4月 9日ࠗࡣ子宮㢕がんを予防する日（子宮の日）࠘ とし、日本ྛ地で子宮㢕がんを考える市民の会
催の子宮の日ၨⓎ活動が行ࢃれますࠋ
　鹿児島で4、ࡣ月 12 日（日）にオプシアミスミにて͆ おごࡻࡌプロジェクト「2015LO9(49」 が͇行ࢃれ、
ᙜ院の検査技師 2名、看護師 3名がスタッフとして参加しましたࠋ
　婦人科医師による子宮㢕がんについてのトークショー、バルーンアート、大学生によるアカ࣌ラ、高校生
による࣎ディージュエリー等がࡾ࠶ましたࠋ 参加ࡉれた᪉ࠎからࡶ、͆ 子宮㢕がん検診の重せ性を▱った͇
͆子宮㢕がんについて学ぶ良い機会になった ͇͆ᴦしいイベントࡔった 等͇のኌをከく⪺きましたࠋ  ⚾㐩ス
タッフࡶᴦしく㈗重な㛫となࡾましたࠋ

　平成27年㸳月㸷日（ᅵ）12～10日（日）12、ドルフィンポート

๓広ሙで開催ࡉれましたࠋリレー・フォー・ライフࡣアメリカでጞ

まった、がん患者ࡉんとご家族を支援するチࣕリテーイベントですࠋ

日本国内で2006ࡣ年につくࡤ市でึめて開催ࡉれ、2014年度ࡣ全国㸲

㸱ࣨᡤで開催ࡉれましたࠋ 鹿児島県でࡣのリレーからᩘえると㸷回

┠の開催で、ᙜ院ࡣ㸴回┠の参加ですࠋ

　チーム交代で24㛫Ṍくリレー･ウォーク、メッセージや⤮をᥥいて

キࣕンドルをⅉすルミナリエ、がんၨⓎ・相談コーナー・マッサージ

等のブースがࡾ࠶、ステージでࡣḷやᴦ器の演ዌ、講演会なᵝࠎな

催しࡶのが開催ࡉれましたࠋ

　ᙜ日࠶ࡣいにく⅊㞵の中でのテント設営、開会式となࡾましたが、

おすぎにࡣ㞵ࡶ上がࡾ、予定通ࡾイベントࡶ開催ࡉれ、ᙜ院ࡶ⮬๓

テントを基地にハッࣆを╔て24㛫リレー・ウォークにከ職種で参加

しましたࠋお㝜ࡉまでᙜ院からの参加者⏦し㎸52ࡣࡳ名、ルミナリエ

バッグ㉎ධ101ࡶᯛ（ィg101,500）チࣕリティに協ຊすることができま

したࠋご協ຊࡾ࠶がと࠺ごࡊいましたࠋ

　また今年ࡣ実行委員に乳がん看護ㄆ定看護師のᮧ崎ࡉんが、

がん相談にMSW原ཱྀ、緩和医療課大西・᳜ᒇが協ຊしましたࠋ

　事๓や⤊えてからṌきに᮶られたスタッフࡶከく、┿ኪ中

栄ࡣ医事課とリハビリテーション部のⱝいスタッフ、᪩ᮅにࡣ

養士ࡉんࡶ参加し、ࡳんなで⥡㯇なᮅ日を見ることができまし

たࠋ参加者のに、ẖ年応援に᮶られる᪉、今年ึめて見学・

応援に᮶られた᪉な総ໃ150名を㉺える病院関係者が᮶ሙし

ましたࠋ

リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成27年㸴月ྕよࡾ

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成27年㸴月ྕよࡾ

おごࡻࡌプロジェクト　2015LO9(49

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成27年㸷月ྕよࡾ

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成28年㸱月ྕよࡾ

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成27年12月ྕよࡾ

第 12 回ࠗ ࡾんなでイキイキ健ᗣまつࡳ 開࠘催

ࠗ緩和ケア研修会  ࠘開催

　ẖ年ᜏ例の「ࡳんなでイキイキ健ᗣ⚍ࡾ」ࡶ今年で 12 回┠を↓事開催すること

ができましたࠋ

　今年ࡣᙜ院が㈈ᅋ法人設立 50 ࿘年を㏄え、グ念講演として山田㑥子ࡉんをおᣍ

きし「大夫ࡔよ、がん࠺ࢁࡤ！」のテーマでご⮬㌟の体㦂談をࣘーࣔアたっࡾ

におヰいたࡔき大ኚዲ評でしたࠋ また、今回ࡣ院外からのご協ຊࡶ㡬き、大㱟小学

校の金管バンドによる生演ዌやし࠺ࡻぶ学園・まかない・串ࡉࡎ࠺ࡰんの㣧食コー

ナーをฟᗑし、┒ἣのࡕ࠺にとなࡾましたࡑ ࠋのか、職員によるハンドベル

合ዌやバルーンアート、⭜③・ࣚガ体᧯、イベント会ሙでࡣ、かきịやࢃた࠶めな

延ࡣᙜ日 ࠋことができました࠺とゐれ合ࠎ行い、ከくの地域の᪉ࡶのฟᗑ 301

名の᮶ሙ者で㈰ࢃい、中でࡶ健ᗣ相談ࡣ 120 ௳の相談で、地域の᪉ࠎがご⮬㌟の健

ᗣについて関ᚰをᣢたれていることが分かࡾましたࠋ

　今後ࡶ「ᴦしく健ᗣ࡙くࡾ」をコンセプトに地域の᪉ࠎと交流を῝め、健ᗣの㍯

を広ࡆていきたいとᛮいますࠋ

在宅診療科 科長　⏥ᩫ　ኴ
　緩和ケアとࡣ、⒴の治療が⤊ࢃったᮎᮇ患者に対する㝖③やᚰのケアといった₍↛としたイメージで࠶ったࠋし

かし、ձ⒴と診᩿ࡉれたึᮇから介ධすること、ղ㌟体的ⱞ③にࡔࡳ③ࡣけでなく、Ẽ・ྤ・下⑩なの消化器

症状、呼吸ᅔ㞴、⭤⬔┤腸㞀ᐖ、⬺ẟなᵝࠎな症状が࠶ること、ճࡑののⱞ③として、不安なの⢭⚄的ⱞ③、⤒

῭的、事、家ᗞ内なの社会的ⱞ③、生きる意味なのスࣆリチュアルなⱞ③がࡾ࠶、մFDse E\ FDse、ከ職種で対

ฎする᪉法が4、ࡾ࠶OL のࡳならࡎ予後の改ၿがᮇᚅできることが♧ࡉれていることࡣ㦫きでࡾ࠶、大ኚຮᙉに

なったࠋ

　コミュࢽケーションスキルをロールプレイで学ぶస業ࡣ大ኚຮᙉになったࠋ患者ࡉまとご家族にインフォームド

コンセントをする㝿、医療者ഃから࠺してࡶ一᪉的になࡾがࡕで࠶るࠋ患者ࡉまの意向を十分に尊重し、ࡑの家族

等のᚰ情に十分㓄៖しながら「ᝏい▱らࡏをいかにఏえるか」ࡣ大ኚ㞴しいことで࠶るࠋ㛫をかけて⧞ࡾ㏉しㄝ᫂

することの大ษࡉを改めてㄆ㆑でき、今後の診療に生かしていきたいࠋ

　2007年、がん対策推進基本ィ⏬で「すてのがん診療に携ࢃる医師が研修等に

よࡾ緩和ケアについての基本的な▱㆑を習ᚓする」ことが国の┠ᶆとしてᥖࡆら

れましたࠋこれによྛࡾ地のがん拠点病院が中ᚰとなࡾ全国で緩和ケア研修会が

開かれていますࠋ

 ᙜ院でࡣ 10 月に平成 27 年度 緩和ケア研修会を開催⮴しましたࠋ

救急隊員の産科講習会へ講師として医師、看護師を派遣

　鹿児島市消防局の౫㢗で、平成 27 年 12 月 1 日、4 日開催 第 3 回救急隊員症例検討会へ講師として産婦人科 

加⸨ ᫂彦部長と助産師ᩘ名を派遣⮴し、ዷ産婦の救急ᦙ㏦中の管理についての講⩏と分ፔ介助等の実習を行い

ましたࠋ救急隊員症例検討会でึめて行ࢃれる産科の講習会ࠋከくの救急隊員の参加がࡾ࠶、関ᚰの高ࡉが࠺か

がえましたࠋ

緩和ケア研修会に参加して ۔
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院ෆእ活動報告

　ẖ年 4月 9日ࠗࡣ子宮㢕がんを予防する日（子宮の日）࠘ とし、日本ྛ地で子宮㢕がんを考える市民の会
催の子宮の日ၨⓎ活動が行ࢃれますࠋ
　鹿児島で4、ࡣ月 12 日（日）にオプシアミスミにて͆ おごࡻࡌプロジェクト「2015LO9(49」 が͇行ࢃれ、
ᙜ院の検査技師 2名、看護師 3名がスタッフとして参加しましたࠋ
　婦人科医師による子宮㢕がんについてのトークショー、バルーンアート、大学生によるアカ࣌ラ、高校生
による࣎ディージュエリー等がࡾ࠶ましたࠋ 参加ࡉれた᪉ࠎからࡶ、͆ 子宮㢕がん検診の重せ性を▱った͇
͆子宮㢕がんについて学ぶ良い機会になった ͇͆ᴦしいイベントࡔった 等͇のኌをከく⪺きましたࠋ  ⚾㐩ス
タッフࡶᴦしく㈗重な㛫となࡾましたࠋ

　平成27年㸳月㸷日（ᅵ）12～10日（日）12、ドルフィンポート

๓広ሙで開催ࡉれましたࠋリレー・フォー・ライフࡣアメリカでጞ

まった、がん患者ࡉんとご家族を支援するチࣕリテーイベントですࠋ

日本国内で2006ࡣ年につくࡤ市でึめて開催ࡉれ、2014年度ࡣ全国㸲

㸱ࣨᡤで開催ࡉれましたࠋ 鹿児島県でࡣのリレーからᩘえると㸷回

┠の開催で、ᙜ院ࡣ㸴回┠の参加ですࠋ

　チーム交代で24㛫Ṍくリレー･ウォーク、メッセージや⤮をᥥいて

キࣕンドルをⅉすルミナリエ、がんၨⓎ・相談コーナー・マッサージ

等のブースがࡾ࠶、ステージでࡣḷやᴦ器の演ዌ、講演会なᵝࠎな

催しࡶのが開催ࡉれましたࠋ

　ᙜ日࠶ࡣいにく⅊㞵の中でのテント設営、開会式となࡾましたが、

おすぎにࡣ㞵ࡶ上がࡾ、予定通ࡾイベントࡶ開催ࡉれ、ᙜ院ࡶ⮬๓

テントを基地にハッࣆを╔て24㛫リレー・ウォークにከ職種で参加

しましたࠋお㝜ࡉまでᙜ院からの参加者⏦し㎸52ࡣࡳ名、ルミナリエ

バッグ㉎ධ101ࡶᯛ（ィg101,500）チࣕリティに協ຊすることができま

したࠋご協ຊࡾ࠶がと࠺ごࡊいましたࠋ

　また今年ࡣ実行委員に乳がん看護ㄆ定看護師のᮧ崎ࡉんが、

がん相談にMSW原ཱྀ、緩和医療課大西・᳜ᒇが協ຊしましたࠋ

　事๓や⤊えてからṌきに᮶られたスタッフࡶከく、┿ኪ中

栄ࡣ医事課とリハビリテーション部のⱝいスタッフ、᪩ᮅにࡣ

養士ࡉんࡶ参加し、ࡳんなで⥡㯇なᮅ日を見ることができまし

たࠋ参加者のに、ẖ年応援に᮶られる᪉、今年ึめて見学・

応援に᮶られた᪉な総ໃ150名を㉺える病院関係者が᮶ሙし

ましたࠋ

リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成27年㸴月ྕよࡾ

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成27年㸴月ྕよࡾ

おごࡻࡌプロジェクト　2015LO9(49

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成27年㸷月ྕよࡾ

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成28年㸱月ྕよࡾ

広報ㄅ「四Ꮨࡔよࡾ」平成27年12月ྕよࡾ

第 12 回ࠗ ࡾんなでイキイキ健ᗣまつࡳ 開࠘催

ࠗ緩和ケア研修会  ࠘開催

　ẖ年ᜏ例の「ࡳんなでイキイキ健ᗣ⚍ࡾ」ࡶ今年で 12 回┠を↓事開催すること

ができましたࠋ

　今年ࡣᙜ院が㈈ᅋ法人設立 50 ࿘年を㏄え、グ念講演として山田㑥子ࡉんをおᣍ

きし「大夫ࡔよ、がん࠺ࢁࡤ！」のテーマでご⮬㌟の体㦂談をࣘーࣔアたっࡾ

におヰいたࡔき大ኚዲ評でしたࠋ また、今回ࡣ院外からのご協ຊࡶ㡬き、大㱟小学

校の金管バンドによる生演ዌやし࠺ࡻぶ学園・まかない・串ࡉࡎ࠺ࡰんの㣧食コー

ナーをฟᗑし、┒ἣのࡕ࠺にとなࡾましたࡑ ࠋのか、職員によるハンドベル

合ዌやバルーンアート、⭜③・ࣚガ体᧯、イベント会ሙでࡣ、かきịやࢃた࠶めな

延ࡣᙜ日 ࠋことができました࠺とゐれ合ࠎ行い、ከくの地域の᪉ࡶのฟᗑ 301

名の᮶ሙ者で㈰ࢃい、中でࡶ健ᗣ相談ࡣ 120 ௳の相談で、地域の᪉ࠎがご⮬㌟の健

ᗣについて関ᚰをᣢたれていることが分かࡾましたࠋ

　今後ࡶ「ᴦしく健ᗣ࡙くࡾ」をコンセプトに地域の᪉ࠎと交流を῝め、健ᗣの㍯

を広ࡆていきたいとᛮいますࠋ

在宅診療科 科長　⏥ᩫ　ኴ
　緩和ケアとࡣ、⒴の治療が⤊ࢃったᮎᮇ患者に対する㝖③やᚰのケアといった₍↛としたイメージで࠶ったࠋし

かし、ձ⒴と診᩿ࡉれたึᮇから介ධすること、ղ㌟体的ⱞ③にࡔࡳ③ࡣけでなく、Ẽ・ྤ・下⑩なの消化器

症状、呼吸ᅔ㞴、⭤⬔┤腸㞀ᐖ、⬺ẟなᵝࠎな症状が࠶ること、ճࡑののⱞ③として、不安なの⢭⚄的ⱞ③、⤒

῭的、事、家ᗞ内なの社会的ⱞ③、生きる意味なのスࣆリチュアルなⱞ③がࡾ࠶、մFDse E\ FDse、ከ職種で対

ฎする᪉法が4、ࡾ࠶OL のࡳならࡎ予後の改ၿがᮇᚅできることが♧ࡉれていることࡣ㦫きでࡾ࠶、大ኚຮᙉに

なったࠋ

　コミュࢽケーションスキルをロールプレイで学ぶస業ࡣ大ኚຮᙉになったࠋ患者ࡉまとご家族にインフォームド

コンセントをする㝿、医療者ഃから࠺してࡶ一᪉的になࡾがࡕで࠶るࠋ患者ࡉまの意向を十分に尊重し、ࡑの家族

等のᚰ情に十分㓄៖しながら「ᝏい▱らࡏをいかにఏえるか」ࡣ大ኚ㞴しいことで࠶るࠋ㛫をかけて⧞ࡾ㏉しㄝ᫂

することの大ษࡉを改めてㄆ㆑でき、今後の診療に生かしていきたいࠋ

　2007年、がん対策推進基本ィ⏬で「すてのがん診療に携ࢃる医師が研修等に

よࡾ緩和ケアについての基本的な▱㆑を習ᚓする」ことが国の┠ᶆとしてᥖࡆら

れましたࠋこれによྛࡾ地のがん拠点病院が中ᚰとなࡾ全国で緩和ケア研修会が

開かれていますࠋ

 ᙜ院でࡣ 10 月に平成 27 年度 緩和ケア研修会を開催⮴しましたࠋ

救急隊員の産科講習会へ講師として医師、看護師を派遣

　鹿児島市消防局の౫㢗で、平成 27 年 12 月 1 日、4 日開催 第 3 回救急隊員症例検討会へ講師として産婦人科 

加⸨ ᫂彦部長と助産師ᩘ名を派遣⮴し、ዷ産婦の救急ᦙ㏦中の管理についての講⩏と分ፔ介助等の実習を行い

ましたࠋ救急隊員症例検討会でึめて行ࢃれる産科の講習会ࠋከくの救急隊員の参加がࡾ࠶、関ᚰの高ࡉが࠺か

がえましたࠋ

緩和ケア研修会に参加して ۔
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■ 現状・医療設備概要・業績

　（１）標榜科目

　（２）病床数　無床

　（３）医療設備概要

　（４）科別外来患者数

　（５）外来患者市町村別分布図

昭和会クリニック Ⅵ
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ᴫせࢡࢵࢽࣜࢡ�

会ࢡࢵࢽࣜࢡの⌧ἣ

�1� ᶆ科┠（15 診療科）

 内科、⢾ᒀ病内科、⚄⤒内科、呼吸器内科、小児科、整ᙧ外科 

ᙧ成外科、⬻⚄⤒外科、⓶科、新生児内科、

 Ẽ管食道 ･⪥㰯いんこ࠺科、放射線科、

 歯科、歯科ཱྀ⭍外科、病理診᩿科

�2） 病床ᩘ ↓床

�3） ᩜ 地㠃✚ 1128�02 ੍　ᘓ⠏㠃✚ 787�73 ੍

検査ᐊ名（ᙳᐊ␒ྕ）等

（放射線部門）

ͤ༳：今年度㉎ධ（新設･᭦新）
外᮶部門ࡣ㝖く

メーカー ྎᩘ機 種 名

一⯡ᙳᐊ �10�1
島ὠ 
キࣕノン
㏆␥レントࢤン

�1�U'�150㹀�40�RA'IOT(;�
�2�C;'I�50G�⮩用;線デジタルカメラ�

1
1
1

島ὠ 
キࣕノン

1

骨ᐦ度 定ᐊ ホロジック 'isFoYer\　Wi5 1

ཷ付・
᧯సᐊ

㹁　㹐
レーザーイメージࣕー

�1�CR850
�2�ドライビュー8900

1
1

テクマトリックス
ᐩ 士

⏬ീネットワークシステム（PACS クラウド化・検ീシステム）
9INC(NT（3' ワークステーション）　

1式
1式

デンタルᐊ ᮅ日レントࢤン サテライト　㹋㹖㸫60㹌ཱྀ⭍外科 1

㹖線㹁㹒（㹋㹂㹁㹒）ᐊ（8） フィリップス3
ブリリアンス
%riOOiDnFe16（16 ิ㹋㹂㹁㹒）

1㹋㹐Iᐊ

⏬ീฎ理

フィリップス

ケアストリーム

6
インテラ アチーバ ノバ
InterD AFKieYD NoYD（1�5 テスラ）

一⯡ᙳᐊ（9）2
1
1
1

�1�U'�150㹀�40�RA'IOT(;�
�2�C;'I�50G�立用;線デジタルカメラ�
�3�CM㸫100�㉸㡢Ἴ骨ᐦ度 定�

�1�U'�150㹀�40�RA'IOT(;�
�2�C;'I�50G�⮩用;線デジタルカメラ�
ͤ�3�.R8100（パノラマ⨨）

コーナー メ ー カ ー 用 ㏵

（検査部門）

機 器 名 ⛠ ྎᩘ

血 液 一 ⯡

生 化 学

生 理

総合血液学検査⨨ A'9I 2120
ͤクリࢽテック アドバンタス

⮬動血ỿィ  ࣔࢽター20

║㢧ᚤ㙾　% ;�4  5

㐲ᚰ分㞳器　2 0 1 0

⮬動分ᯒ⨨クリナライザ-CA�%M6010

㐲ᚰ分㞳器 2 4 1 0

業務用෭෭ⶶᗜ

⮬動採血管‽ഛ⨨ %C  yRO%0�686

スーパーデサリナー S'A�0080�001ᆺ

⮬動ゎᯒ⨨付ᚰ電ィ

A9L OPTI

マイクロ Foࣔࢽター（一㓟化Ⅳ⣲ガス分ᯒ⨨）

SPiro SiIt SP�370 C0P' 肺 Per㸩

呼吸機能 定⨨マスタースクリーン IOS�-

アプノࣔࢽターPini

シーメンス

シーメンス

常光

オリンパス

ク࣎タ

-(OL

ク࣎タ

サンࣚー

テクノメディカ

オルガノ

フクダ電子

A9L

ディࣄ

フクダ電子

フクダ電子

チェスト株式会社

血液ീ・血⟬㡯┠

ᒀ定性検査

血ỿ 定

ᒀỿ査・血液ീ

㐲ᚰస業

生化学・ච検査

血Ύ分㞳

ヨ薬管理・血Ύ保Ꮡ

採血管システム

␃⨨

ᚰ電ᅗ

SH、PCO2、P02

Fo

肺機能（9C・F9C�

9C�F9C・呼吸ᢠ

╧╀評౯⨨
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会ࢡࢵࢽࣜࢡの⌧ἣ

�1� ᶆ科┠（15 診療科）

 内科、⢾ᒀ病内科、⚄⤒内科、呼吸器内科、小児科、整ᙧ外科 

ᙧ成外科、⬻⚄⤒外科、⓶科、新生児内科、

 Ẽ管食道 ･⪥㰯いんこ࠺科、放射線科、

 歯科、歯科ཱྀ⭍外科、病理診᩿科

�2） 病床ᩘ ↓床

�3） ᩜ 地㠃✚ 1128�02 ੍　ᘓ⠏㠃✚ 787�73 ੍

検査ᐊ名（ᙳᐊ␒ྕ）等

（放射線部門）

ͤ༳：今年度㉎ධ（新設･᭦新）
外᮶部門ࡣ㝖く

メーカー ྎᩘ機 種 名

一⯡ᙳᐊ �10�1
島ὠ 
キࣕノン
㏆␥レントࢤン

�1�U'�150㹀�40�RA'IOT(;�
�2�C;'I�50G�⮩用;線デジタルカメラ�

1
1
1
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骨ᐦ度 定ᐊ ホロジック 'isFoYer\　Wi5 1
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᧯సᐊ
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レーザーイメージࣕー
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�2�ドライビュー8900
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（検査部門）

機 器 名 ⛠ ྎᩘ
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-(OL
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昭 和 会 誌㸦➨��ྕ㸧

Ⓨ行日　 平成2 8年 1 0月

㮵 ඣ ᓥ ᕷ

㮵 ඣ ᓥ ᕷ እ

┴ እ࣭ 不 ᫂

⥲ ྜ ィ

鹿児島市（再ᥖ）

�6�平成27年度　外᮶患者市町ᮧ別分ᕸᅗ（」ᩘ診療科ཷ診をྛ1ࠎとしたሙ合）
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鹿児島市（再ᥖ）
上町・ྜྷ㔝地区
伊 ・ᩜⲡ∹田地区
中央㥐・田上地区
㬞ụ・㒆ඖ地区
㇂山地区
中央地区
ᱜ島地区
ྜྷ田地区
㒆山地区
松ඖ地区
႐ධ地区

　　　合　ィ

42,880
19,496
6,559
4,556
3,923
3,118
2,458
2,318
1,265
834
170

87,577
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(6)平成27年度　外来患者市町村別分布図（複数診療科受診を各々1とした場合）
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67

鹿児島市（再掲）
上町・吉野地区
伊敷・草牟田地区
中央駅・田上地区
鴨池・郡元地区
谷山地区
中央地区
桜島地区
吉田地区
郡山地区
松元地区
喜入地区

　　　合　計

42,880
19,496
6,559
4,556
3,923
3,118
2,458
2,318
1,265
834
170

87,577
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ᆅᇦࢇࡀデ⒪㐃ᦠᣐⅬ院活動報告

㸯）厚生労働省局長通▱による「がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会の開催᪉㔪」に๎ࡾ、地域のが
ん診療に携ࢃる医師を対象に、ᙜ院催によࡾḟの通ࡾ「公開緩和ケア研修会」を開催したࠋ

  （日　） 10 月 24 日（ᅵ） 14：00 ～ 19：00
   10 月 25 日（日） 9：00 ～ 19：00
  （ሙ　ᡤ） ホテル福丸
  （参加者） 10 名
  （講師・スタッフ） 27 名

㸰）がん・緩和ケア研修会

10 月 8 日 がん緩和ケア研修会　しくࡾࡌඛ生の緩和ケア
 講師　天㝧会中央病院　㧘濵ဴஓඛ生 66 名参加

㸱）がんに関する講演会・研修会への参加

5月 30 日 鹿児島緩和ケアネットワーク研修会 3 名参加

6月 6日 緩和ケア部門会事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

6月 20 日 緩和ケアフォーラム（南九州病院） 1 名参加

7月 1日 鹿児島大学緩和ケア学術講演会 1 名参加

7月 4日 在宅ケアネット鹿児島ຮᙉ会（ナカノ会） 2 名参加

7月 24 日 臨床ᚰ理事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　緩和ケア部門会 1 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　がん相談部門会 2 名参加

9月 3日 鹿児島県がん診療連携協議会 2 名参加

9月 18 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

9月 26 日 がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポート鹿児島） 1 名参加

10 月 7 日 緩和ケアライブカンフ（南㢼病院） 2 名参加

10 月 31 日 かごしま緩和ケアネットワーク研修会 1 名参加

11 月 14 日 緩和ケア事例検討会（鹿児島大学病院） 1 名参加

12 月 5 日 ᐀教と医療セミナー（天㝧会中央病院） 3 名参加

12 月 10 日 施設合同カンフレンス参加（相良病院） 2 名参加

12 月 13 日 がん相談員研修（がん看護研究会） 1 名参加

12 月 14 日 緩和ケア研修会地域連携ᢸᙜ者研修会（相良病院） 1 名参加

12 月 20 日 意ᛮ決定支援研修会（鹿児島大学） 1 名参加

1月 15 日 乳がん看護研修会（相良病院） 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・緩和ケア部門会 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・がん相談部門会 1 名参加

2月 6日 九州緩和ケア研修会第一回学術集会（⇃本） 2 名参加

2月 26 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

3月 5日 がん相談研究会（東ி） 1 名参加

3月 13 日 がん看護研究会講演会 2 名参加

㸲）がん患者とࡑの家族を対象に、病Ẽやᚰのᝎࡳ、体㦂なをẼ㍍にㄒࡾ合い、ᛮいを共᭷するሙとして「が
んサポートかごしま」と共同で「っとサロン今給㯪」を院内開催してサポートしたࠋ

 （ẖ月第㸱Ỉ᭙日開催、↓ᩱ） 149 名参加

㸳）患者ᅗ᭩「すまいる」 

　患者ᅗ᭩ᐊ「すまいる」ࡣ協働の医療を┠的として、NPO 法人「医療の質に関する研究会」の患者ᅗ᭩ᐊプ
ロジェクトの支援のࡶと、平成 25 年 4 月に開設し 3年が⤒㐣したࠋ
　ⴠࡕ╔いた㞺ᅖẼで本をㄞめる⎔ቃが整っておࡾ、分かࡾやすい医療の本を中ᚰに⣙ 750 をᡤⶶして
いるࠋ
　用サービスࡣ、ᅗ᭩の㜀ぴ・㈚ฟし、インターネットの用、パンフレット・チラシのᥦ౪、ᫎീの視⫈
で࠶るࠋ用㛫ࡣ月᭙から金᭙の 10 から 12 、13 から 16 で࠶る（ᅵ・日・⚃日を㝖く）ࠋ
　原๎ 2名ࡎつの࣎ランティアスタッフで運営してお27、ࡾ 年度ࡣ 24 名の࣎ランティアが活動したࠋ
　27 年度の延用者ᩘࡣ 2,521 人、1日平均用者ᩘ 10�3 人、ධ院患者ẚ⋡ 48�3�、ᅗ᭩㈚ฟᩘ 717 で
ࠋった࠶
　28 年度ࡶᘬき⥆き患者ࡉまへの用をಁ進するととࡶに、広く職員の用ಁࡶ進したいと考えているࠋ

㸴）講師派遣 

5 月 23 日･24 日 鹿児島県立薩南病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

5月 27 日 在宅医療の現状と緩和ケアについて 保健師 1名派遣

6月 27 日･28 日 松山赤十字病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 5日 国立病院機ᵓ南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 12 日 国立病院機ᵓ南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

8月 22 日･23 日 ῭生会川内病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

9月 5日･6 日 県民健ᗣプラザ鹿ᒇ医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診　インタビュー 診療放射線技師 1名ฟ演

10 月 31 日 いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター　緩和ケア研修会 講師 医師 1名派遣

11 月 19 日 鹿児島大学　看護部研修会　フシリテーター 看護師 1名派遣

11 月 21 日･22 日 南㢼病院　緩和ケア研修会　フシリテーター 看護師 1名派遣

  講師 医師 2名派遣

11 月 23 日 鹿児島県緩和ケアフォローアップ研修会　鹿児島大学 医師 1名派遣

11 月 28 日 地域相談支援フォーラム　in　鹿児島　フシリテーター 3 名派遣

1月 5日･12 日･19 日

 FM 鹿児島・L(AP ฟ∧共同⏬　エフエム鹿児島　ࡉ࠶ CDI«�

 「鹿児島のዪ性をᏲる　がん検診向上支援」ฟ演 医師 1名ฟ演

1月 10 日･11 日 鹿児島医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 2名派遣

1月 30 日 がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）

ンテーション 1ࢮプレ「っとサロン今給㯪について」  名派遣

3月 5日･6 日 鹿児島大学病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣
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㸯）厚生労働省局長通▱による「がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会の開催᪉㔪」に๎ࡾ、地域のが
ん診療に携ࢃる医師を対象に、ᙜ院催によࡾḟの通ࡾ「公開緩和ケア研修会」を開催したࠋ

  （日　） 10 月 24 日（ᅵ） 14：00 ～ 19：00
   10 月 25 日（日） 9：00 ～ 19：00
  （ሙ　ᡤ） ホテル福丸
  （参加者） 10 名
  （講師・スタッフ） 27 名

㸰）がん・緩和ケア研修会

10 月 8 日 がん緩和ケア研修会　しくࡾࡌඛ生の緩和ケア
 講師　天㝧会中央病院　㧘濵ဴஓඛ生 66 名参加

㸱）がんに関する講演会・研修会への参加

5月 30 日 鹿児島緩和ケアネットワーク研修会 3 名参加

6月 6日 緩和ケア部門会事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

6月 20 日 緩和ケアフォーラム（南九州病院） 1 名参加

7月 1日 鹿児島大学緩和ケア学術講演会 1 名参加

7月 4日 在宅ケアネット鹿児島ຮᙉ会（ナカノ会） 2 名参加

7月 24 日 臨床ᚰ理事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　緩和ケア部門会 1 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　がん相談部門会 2 名参加

9月 3日 鹿児島県がん診療連携協議会 2 名参加

9月 18 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

9月 26 日 がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポート鹿児島） 1 名参加

10 月 7 日 緩和ケアライブカンフ（南㢼病院） 2 名参加

10 月 31 日 かごしま緩和ケアネットワーク研修会 1 名参加

11 月 14 日 緩和ケア事例検討会（鹿児島大学病院） 1 名参加

12 月 5 日 ᐀教と医療セミナー（天㝧会中央病院） 3 名参加

12 月 10 日 施設合同カンフレンス参加（相良病院） 2 名参加

12 月 13 日 がん相談員研修（がん看護研究会） 1 名参加

12 月 14 日 緩和ケア研修会地域連携ᢸᙜ者研修会（相良病院） 1 名参加

12 月 20 日 意ᛮ決定支援研修会（鹿児島大学） 1 名参加

1月 15 日 乳がん看護研修会（相良病院） 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・緩和ケア部門会 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・がん相談部門会 1 名参加

2月 6日 九州緩和ケア研修会第一回学術集会（⇃本） 2 名参加

2月 26 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

3月 5日 がん相談研究会（東ி） 1 名参加

3月 13 日 がん看護研究会講演会 2 名参加

㸲）がん患者とࡑの家族を対象に、病Ẽやᚰのᝎࡳ、体㦂なをẼ㍍にㄒࡾ合い、ᛮいを共᭷するሙとして「が
んサポートかごしま」と共同で「っとサロン今給㯪」を院内開催してサポートしたࠋ

 （ẖ月第㸱Ỉ᭙日開催、↓ᩱ） 149 名参加

㸳）患者ᅗ᭩「すまいる」 

　患者ᅗ᭩ᐊ「すまいる」ࡣ協働の医療を┠的として、NPO 法人「医療の質に関する研究会」の患者ᅗ᭩ᐊプ
ロジェクトの支援のࡶと、平成 25 年 4 月に開設し 3年が⤒㐣したࠋ
　ⴠࡕ╔いた㞺ᅖẼで本をㄞめる⎔ቃが整っておࡾ、分かࡾやすい医療の本を中ᚰに⣙ 750 をᡤⶶして
いるࠋ
　用サービスࡣ、ᅗ᭩の㜀ぴ・㈚ฟし、インターネットの用、パンフレット・チラシのᥦ౪、ᫎീの視⫈
で࠶るࠋ用㛫ࡣ月᭙から金᭙の 10 から 12 、13 から 16 で࠶る（ᅵ・日・⚃日を㝖く）ࠋ
　原๎ 2名ࡎつの࣎ランティアスタッフで運営してお27、ࡾ 年度ࡣ 24 名の࣎ランティアが活動したࠋ
　27 年度の延用者ᩘࡣ 2,521 人、1日平均用者ᩘ 10�3 人、ධ院患者ẚ⋡ 48�3�、ᅗ᭩㈚ฟᩘ 717 で
ࠋった࠶
　28 年度ࡶᘬき⥆き患者ࡉまへの用をಁ進するととࡶに、広く職員の用ಁࡶ進したいと考えているࠋ

㸴）講師派遣 

5 月 23 日･24 日 鹿児島県立薩南病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

5月 27 日 在宅医療の現状と緩和ケアについて 保健師 1名派遣

6月 27 日･28 日 松山赤十字病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 5日 国立病院機ᵓ南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 12 日 国立病院機ᵓ南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

8月 22 日･23 日 ῭生会川内病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

9月 5日･6 日 県民健ᗣプラザ鹿ᒇ医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診　インタビュー 診療放射線技師 1名ฟ演

10 月 31 日 いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター　緩和ケア研修会 講師 医師 1名派遣

11 月 19 日 鹿児島大学　看護部研修会　フシリテーター 看護師 1名派遣

11 月 21 日･22 日 南㢼病院　緩和ケア研修会　フシリテーター 看護師 1名派遣

  講師 医師 2名派遣

11 月 23 日 鹿児島県緩和ケアフォローアップ研修会　鹿児島大学 医師 1名派遣

11 月 28 日 地域相談支援フォーラム　in　鹿児島　フシリテーター 3 名派遣

1月 5日･12 日･19 日

 FM 鹿児島・L(AP ฟ∧共同⏬　エフエム鹿児島　ࡉ࠶ CDI«�

 「鹿児島のዪ性をᏲる　がん検診向上支援」ฟ演 医師 1名ฟ演

1月 10 日･11 日 鹿児島医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 2名派遣

1月 30 日 がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）

ンテーション 1ࢮプレ「っとサロン今給㯪について」  名派遣

3月 5日･6 日 鹿児島大学病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣
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ձ⒪デ᩿⛉

診᩿のࡳで⤊したሙ合 ：診᩿を行った診療科
治療を行ったሙ合：ึ回治療を行った診療科
治療をした診療科を㸯と、ࡣ行ったሙ合ࡶらࡕ
しています
（例）消化器内科にて診᩿、外科にて治療
 　э　外科でカウント

ճ᮶院⤒㊰ࠉ

がんの診᩿・治療のためᙜ院をཷ診した⤒路別
分㢮ですࠋ

ࡓࡗな㇟⒪のᑐࡧࡼ࠾デ᩿㸸ୖグᮇ㛫୰ࡿな㇟Ⓩ㘓のᑐࢇࡀͤ
Ⓩ㘓ࢀࡒࢀそࢆཎⓎのᩘࡣのሙྜࢇࡀ「㔜ࠉۻ１Ⓩ㘓⒆⭘１ۻࠉࠉ

ղఫᡤูྜ

患者ᵝのᒃఫࡉれている地域別分㢮ですࠋ
市外でࡣከい㡰に、薩摩川内市㸱5、㟝島市 25、ᆶ
Ỉ市 23、日⨨市 種子島が、ࡣの㞳島でࡑ、22 35
で 50㸣を༨めています

մ�༊ศ   

診᩿治療の決定：

ᙜ院でがんの診᩿を行い、治療᪉㔪を決定した症例

施設診᩿⮬施設治療：
がんの診᩿ࡣ施設で行ࢃれ、ึ 回治療をᙜ院で行っ
た症例

⥅⥆治療･再Ⓨ：
施設にてึ回治療後、ᙜ院にて⥅⥆治療を行った症
例ࡶࠋしくࡣ、施設にて治療後、再Ⓨし、ᙜ院にて治
療を行った症例 

診᩿のࡳの症例：
ᙜ院でがんの診᩿を行ったが、治療ࡣ施設で行った 
治療を選ᢥしなかった症例ࡣしくࡶ

 オン症例ࢽࣆの：セカンドオࡑ

⒪デ᩿⛉
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市内：鹿児島市内
市外：鹿児島市௨外の鹿児島県（㞳島௨外）
㞳島：鹿児島県の㞳島
県外：鹿児島県௨外
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㸵）院内がんⓏ㘓集ィ
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࡚࠸ࡘ་⒪ᑐ⟇㛵㐃ࢇࡀ．１

ᆅᇦࢇࡀデ⒪㐃ᦠᣐⅬ院活動報告

㸯）厚生労働省局長通▱による「がん診療に携ࢃる医師に対する緩和ケア研修会の開催᪉㔪」に๎ࡾ、地域のが
ん診療に携ࢃる医師を対象に、ᙜ院催によࡾḟの通ࡾ「公開緩和ケア研修会」を開催したࠋ

  （日　） 10 月 24 日（ᅵ） 14：00 ～ 19：00
   10 月 25 日（日） 9：00 ～ 19：00
  （ሙ　ᡤ） ホテル福丸
  （参加者） 10 名
  （講師・スタッフ） 27 名

㸰）がん・緩和ケア研修会

10 月 8 日 がん緩和ケア研修会　しくࡾࡌඛ生の緩和ケア
 講師　天㝧会中央病院　㧘濵ဴஓඛ生 66 名参加

㸱）がんに関する講演会・研修会への参加

5月 30 日 鹿児島緩和ケアネットワーク研修会 3 名参加

6月 6日 緩和ケア部門会事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

6月 20 日 緩和ケアフォーラム（南九州病院） 1 名参加

7月 1日 鹿児島大学緩和ケア学術講演会 1 名参加

7月 4日 在宅ケアネット鹿児島ຮᙉ会（ナカノ会） 2 名参加

7月 24 日 臨床ᚰ理事例検討会（鹿児島医療センター） 2 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　緩和ケア部門会 1 名参加

7月 25 日 がん拠点病院 4部門合同研修会　がん相談部門会 2 名参加

9月 3日 鹿児島県がん診療連携協議会 2 名参加

9月 18 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

9月 26 日 がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポート鹿児島） 1 名参加

10 月 7 日 緩和ケアライブカンフ（南㢼病院） 2 名参加

10 月 31 日 かごしま緩和ケアネットワーク研修会 1 名参加

11 月 14 日 緩和ケア事例検討会（鹿児島大学病院） 1 名参加

12 月 5 日 ᐀教と医療セミナー（天㝧会中央病院） 3 名参加

12 月 10 日 施設合同カンフレンス参加（相良病院） 2 名参加

12 月 13 日 がん相談員研修（がん看護研究会） 1 名参加

12 月 14 日 緩和ケア研修会地域連携ᢸᙜ者研修会（相良病院） 1 名参加

12 月 20 日 意ᛮ決定支援研修会（鹿児島大学） 1 名参加

1月 15 日 乳がん看護研修会（相良病院） 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・緩和ケア部門会 1 名参加

2月 5日 がん拠点病院 4部門合同研修会・がん相談部門会 1 名参加

2月 6日 九州緩和ケア研修会第一回学術集会（⇃本） 2 名参加

2月 26 日 緩和ケアに関する地域連携会議（相良病院） 2 名参加

3月 5日 がん相談研究会（東ி） 1 名参加

3月 13 日 がん看護研究会講演会 2 名参加

㸲）がん患者とࡑの家族を対象に、病Ẽやᚰのᝎࡳ、体㦂なをẼ㍍にㄒࡾ合い、ᛮいを共᭷するሙとして「が
んサポートかごしま」と共同で「っとサロン今給㯪」を院内開催してサポートしたࠋ

 （ẖ月第㸱Ỉ᭙日開催、↓ᩱ） 149 名参加

㸳）患者ᅗ᭩「すまいる」 

　患者ᅗ᭩ᐊ「すまいる」ࡣ協働の医療を┠的として、NPO 法人「医療の質に関する研究会」の患者ᅗ᭩ᐊプ
ロジェクトの支援のࡶと、平成 25 年 4 月に開設し 3年が⤒㐣したࠋ
　ⴠࡕ╔いた㞺ᅖẼで本をㄞめる⎔ቃが整っておࡾ、分かࡾやすい医療の本を中ᚰに⣙ 750 をᡤⶶして
いるࠋ
　用サービスࡣ、ᅗ᭩の㜀ぴ・㈚ฟし、インターネットの用、パンフレット・チラシのᥦ౪、ᫎീの視⫈
で࠶るࠋ用㛫ࡣ月᭙から金᭙の 10 から 12 、13 から 16 で࠶る（ᅵ・日・⚃日を㝖く）ࠋ
　原๎ 2名ࡎつの࣎ランティアスタッフで運営してお27、ࡾ 年度ࡣ 24 名の࣎ランティアが活動したࠋ
　27 年度の延用者ᩘࡣ 2,521 人、1日平均用者ᩘ 10�3 人、ධ院患者ẚ⋡ 48�3�、ᅗ᭩㈚ฟᩘ 717 で
ࠋった࠶
　28 年度ࡶᘬき⥆き患者ࡉまへの用をಁ進するととࡶに、広く職員の用ಁࡶ進したいと考えているࠋ

㸴）講師派遣 

5 月 23 日･24 日 鹿児島県立薩南病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

5月 27 日 在宅医療の現状と緩和ケアについて 保健師 1名派遣

6月 27 日･28 日 松山赤十字病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 5日 国立病院機ᵓ南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

7月 12 日 国立病院機ᵓ南九州病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

8月 22 日･23 日 ῭生会川内病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

9月 5日･6 日 県民健ᗣプラザ鹿ᒇ医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣

10 月 28 日 FM 鹿児島乳がん検診　インタビュー 診療放射線技師 1名ฟ演

10 月 31 日 いࡕき串ᮌ㔝市医師会立⬻⚄⤒外科センター　緩和ケア研修会 講師 医師 1名派遣

11 月 19 日 鹿児島大学　看護部研修会　フシリテーター 看護師 1名派遣

11 月 21 日･22 日 南㢼病院　緩和ケア研修会　フシリテーター 看護師 1名派遣

  講師 医師 2名派遣

11 月 23 日 鹿児島県緩和ケアフォローアップ研修会　鹿児島大学 医師 1名派遣

11 月 28 日 地域相談支援フォーラム　in　鹿児島　フシリテーター 3 名派遣

1月 5日･12 日･19 日

 FM 鹿児島・L(AP ฟ∧共同⏬　エフエム鹿児島　ࡉ࠶ CDI«�

 「鹿児島のዪ性をᏲる　がん検診向上支援」ฟ演 医師 1名ฟ演

1月 10 日･11 日 鹿児島医療センター　がん緩和ケア研修会　講師 医師 2名派遣

1月 30 日 がん医療をㄒ࠺ࢁサロン（がんサポートかごしま）

ンテーション 1ࢮプレ「っとサロン今給㯪について」  名派遣

3月 5日･6 日 鹿児島大学病院　がん緩和ケア研修会　講師 医師 1名派遣
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ձ⒪デ᩿⛉

診᩿のࡳで⤊したሙ合 ：診᩿を行った診療科
治療を行ったሙ合：ึ回治療を行った診療科
治療をした診療科を㸯と、ࡣ行ったሙ合ࡶらࡕ
しています

（例）消化器内科にて診᩿、外科にて治療
 　э　外科でカウント

ճ᮶院⤒㊰ࠉ

がんの診᩿・治療のためᙜ院をཷ診した⤒路別
分㢮ですࠋ

ࡓࡗな㇟⒪のᑐࡧࡼ࠾デ᩿㸸ୖグᮇ㛫୰ࡿな㇟Ⓩ㘓のᑐࢇࡀͤ
Ⓩ㘓ࢀࡒࢀそࢆཎⓎのᩘࡣのሙྜࢇࡀ「㔜ࠉۻ１Ⓩ㘓⒆⭘１ۻࠉࠉ

ղఫᡤูྜ

患者ᵝのᒃఫࡉれている地域別分㢮ですࠋ
市外でࡣከい㡰に、薩摩川内市㸱5、㟝島市 25、ᆶ
Ỉ市 23、日⨨市 種子島が、ࡣの㞳島でࡑ、22 35
で 50㸣を༨めています

մ�༊ศ   

診᩿治療の決定：

ᙜ院でがんの診᩿を行い、治療᪉㔪を決定した症例

施設診᩿⮬施設治療：
がんの診᩿ࡣ施設で行ࢃれ、ึ 回治療をᙜ院で行っ
た症例

⥅⥆治療･再Ⓨ：
施設にてึ回治療後、ᙜ院にて⥅⥆治療を行った症
例ࡶࠋしくࡣ、施設にて治療後、再Ⓨし、ᙜ院にて治
療を行った症例 

診᩿のࡳの症例：
ᙜ院でがんの診᩿を行ったが、治療ࡣ施設で行った 
治療を選ᢥしなかった症例ࡣしくࡶ

 オン症例ࢽࣆの：セカンドオࡑ

⒪デ᩿⛉
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市内：鹿児島市内
市外：鹿児島市௨外の鹿児島県（㞳島௨外）
㞳島：鹿児島県の㞳島
県外：鹿児島県௨外
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յデ⒪⛉ู࣭デ᩿タู患者ᩘ 

がん患者ᵝの診᩿がこで行ࢃれたかを診療科別で♧していますࠋ

デ᩿⛉ู�デ᩿タู�患者ᩘ

նデ⒪⛉ู࣭ึᅇ⒪ෆᐜู⒪ᩘ      

ึ回治療として選ᢥࡉれた治療内ᐜを診療科別で♧しています

デ⒪⛉ู࣭ึᅇ⒪ෆᐜู⒪ᩘ 
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ᖺ㱋ู･ཎⓎ㒊ู患者 㸦ᩘ⏨ᛶ㸧ࠉ

շᛶู࣭ᖺ㱋㝵ᒙู࣭ཎⓎ㒊ูࠉ患者ᩘ

    ながんがከいかをグラフ化しています࠺のよの年代で
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յデ⒪⛉ู࣭デ᩿タู患者ᩘ 

がん患者ᵝの診᩿がこで行ࢃれたかを診療科別で♧していますࠋ

デ᩿⛉ู�デ᩿タู�患者ᩘ

նデ⒪⛉ู࣭ึᅇ⒪ෆᐜู⒪ᩘ      

ึ回治療として選ᢥࡉれた治療内ᐜを診療科別で♧しています
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ͤ��ṓᮍ‶ࡣᑡᩘ࡚㠀公㛤



6

㸶）施設基‽に基࡙く傷病名大分㢮

　平成27年度　退院患者Ϩ㹁㹂大分㢮
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(18)　平成27年度　退院患者Ϩ㹁㹂大分㢮

（㹬㸻 8 , 1 8 0 名）

142
1�7㸣

41
0�5㸣

2,025
24�8㸣

158
1�9㸣

293
3�6㸣

137
1�7㸣

363
4�4㸣

168
2�1㸣

382
4�7㸣

209
2�6㸣

204
2�5㸣

220
2�7㸣

56
0�7㸣

20
0�2㸣

1,226
15�0㸣

8
0�1㸣

744
9�1㸣 671

8�2㸣

1,101
13�5㸣

12
0�1㸣

主 യ  ྡ  ศ 㢮

�人） 上ẁ：退院患者ᩘ
下ẁ：合�㸣�

XI

XII
XIII 
XIV
XV 
XVI
XVII
XVIII

XIX
XXI

平成27年度　㹇㹁㹂大分㢮・診療科別・性別・退院患者ᩘ

総ᩘ⏨ዪ合ィ

8,180

142

2,025

41

158

12

293

1,101

137

363

744

671

168

382

209

204

220

56

20

1,226

8

4,315

3,865

68

74

1,220

805

20

21

94

64

5

7

152

141

515

586

54

83

193

170

458

286

341

330

87

81

211

171

116

93

-

204

123

97

26

30

11

9

616

610

5

3

総内

129

171

8

10

28

53

4

10

8

10

-

1

5

4

-

-

2

3

1

9

41

35

8

3

2

11

7

3

8

10

-

-

-

-

-

-

2

1

5

8

-

-

⚄内

259

234

11

15

6

2

-

2

10

7

-

3

116

97

-

-

8

22

63

46

13

10

3

1

-

1

13

16

5

3

-

-

-

-

-

-

-

-

11

9

-

-

呼内

308

175

12

8

222

115

1

1

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

1

-

60

42

1

1

-

1

2

3

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

6

1

1

1

消内

312

240

2

9

165

78

8

3

1

1

1

-

1

-

1

-

-

-

2

4

6

6

118

134

-

-

-

2

2

-

-

-

-

-

-

-

1

1

3

1

1

1

ᚠ内

43

53

1

1

-

-

-

1

1

2

-

-

-

1

-

-

-

2

33

39

6

2

1

2

-

-

1

1

0

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

⢾

15

5

1

-

1

-

-

-

12

5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

小

141

102

15

7

-

-

3

-

12

11

1

-

2

3

-

-

-

-

-

-

92

72

3

-

7

5

-

-

3

1

-

-

-

-

-

1

2

2

1

-

-

-

外科

325

237

2

6

180

153

2

1

-

4

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

3

1

127

61

3

1

-

-

2

2

-

-

-

-

-

1

-

1

5

5

1

-

呼外

216

119

5

1

133

89

-

-

3

-

2

-

-

1

-

-

-

1

2

1

51

8

1

2

-

-

-

1

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

17

15

-

-

⓶

38

36

7

9

5

1

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

24

22

1

1

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

整

604

637

-

-

11

10

-

-

3

-

-

-

8

17

-

-

-

-

-

1

-

-

1

1

12

2

177

131

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

391

474

-

-

ᙧ

220

185

-

1

49

57

-

-

-

-

-

-

2

4

24

24

1

-

1

2

1

-

2

2

35

34

6

10

4

-

-

-

-

-

22

22

-

-

73

28

-

1

⬻

191

146

3

-

6

7

-

-

2

4

-

1

13

7

-

-

-

6

87

67

3

1

-

-

-

-

4

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

73

52

-

-

Ἢ

459

92

-

2

356

44

1

2

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

1

1

1

-

1

91

38

-

-

-

-

-

1

-

-

9

1

-

-

産

-

206

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

1

-

203

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

新内

123

98

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

123

97

-

1

-

-

-

-

-

-

婦

0

199

-

-

-

160

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

36

-

1

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

║

548

592

-

-

-

2

-

-

41

20

-

-

-

-

490

562

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

15

7

2

-

⪥

256

181

1

4

5

5

-

-

-

-

-

-

5

4

-

-

42

49

-

-

182

108

9

5

3

2

-

-

-

-

-

-

-

-

2

3

3

1

4

-

-

-

放

32

15

-

-

31

14

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

㯞

3

4

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

1

-

-

-

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

-

-

ཱྀ⭍

69

123

-

1

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

67

116

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

-

-

3

-

-

緩和

24

15

-

-

22

13

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

-

-

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

㹇㹁㹂大分㢮

総 ᩘ

Ϩ 感染症及びᐤ生症

Ϭ ⢭⚄及び行動の㞀ᐖ

ϰ ᚠ⎔器⣔の疾患

ϱ 呼吸器⣔の疾患

ϲ 消化器⣔の疾患

Ϯ ║及び付属器の疾患

ϯ ⪥及び乳ᵝ✺起の疾患

ϩ 新　生　≀

ϭ ⚄⤒⣔の疾患

Ϫ 血液および㐀血器の
疾患ならびにච機
ᵓの㞀ᐖ

ϫ 内分Ἢ、栄養及び
代ㅰ疾患

ϳ ⓶及び⓶下⤌⧊
の疾患

　 ➽骨᱁⣔及び　　
⤖合⤌⧊の疾患

　 ඛ天ወᙧ、ኚᙧ　
及び染Ⰽ体␗常

　 腎ᒀ路生Ṫ器⣔の疾患

　 ዷፎ、分ፔ及び産褥

　 ࿘産ᮇにⓎ生した病ែ

　 症状、ᚩ候及び␗常臨床
ᡤ見・␗常検査ᡤ見で
に分㢮ࡉれないࡶの

　 健ᗣ状ែにᙳ㡪を及ࡰす
せᅉ および保健サービ
スの用

　 ᦆ傷、中ẘ及び　　
のの外ᅉのᙳ㡪ࡑ

(19)　平成27年度　㹇㹁㹂大分㢮・診療科別・性別・退院患者ᩘ
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㸶）施設基‽に基࡙く傷病名大分㢮

　平成27年度　退院患者Ϩ㹁㹂大分㢮
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XXIXV

(18)　平成27年度　退院患者Ϩ㹁㹂大分㢮

（㹬㸻 8 , 1 8 0 名）

142
1�7㸣

41
0�5㸣

2,025
24�8㸣

158
1�9㸣

293
3�6㸣

137
1�7㸣

363
4�4㸣

168
2�1㸣

382
4�7㸣

209
2�6㸣

204
2�5㸣

220
2�7㸣

56
0�7㸣

20
0�2㸣

1,226
15�0㸣

8
0�1㸣

744
9�1㸣 671

8�2㸣

1,101
13�5㸣

12
0�1㸣

主 യ  ྡ  ศ 㢮

�人） 上ẁ：退院患者ᩘ
下ẁ：合�㸣�

XI

XII
XIII 
XIV
XV 
XVI
XVII
XVIII

XIX
XXI

平成27年度　㹇㹁㹂大分㢮・診療科別・性別・退院患者ᩘ

総ᩘ⏨ዪ合ィ

8,180

142

2,025

41

158

12

293

1,101

137

363

744

671

168

382

209

204

220

56

20

1,226

8

4,315

3,865

68

74

1,220

805

20

21

94

64

5

7

152

141

515

586

54

83

193

170

458

286

341

330

87

81

211

171

116

93

-

204

123

97

26

30

11

9

616

610

5

3

総内

129

171

8

10

28

53

4

10

8

10

-

1

5

4

-

-

2

3

1

9

41

35

8

3

2

11

7

3

8

10

-

-

-

-

-

-

2

1

5

8

-

-

⚄内

259

234

11

15

6

2

-

2

10

7

-

3

116

97

-

-

8

22

63

46

13

10

3

1

-

1

13

16

5

3

-

-

-

-

-

-

-

-

11

9

-

-

呼内

308

175

12

8

222

115

1

1

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

1

-

60

42

1

1

-

1

2

3

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

6

1

1

1

消内

312

240

2

9

165

78

8

3

1

1

1

-

1

-

1

-

-

-

2

4

6

6

118

134

-

-

-

2

2

-

-

-

-

-

-

-

1

1

3

1

1

1

ᚠ内

43

53

1

1

-

-

-

1

1

2

-

-

-

1

-

-

-

2

33

39

6

2

1

2

-

-

1

1

0

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

⢾

15

5

1

-

1

-

-

-

12

5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

小

141

102

15

7

-

-

3

-

12

11

1

-

2

3

-

-

-

-

-

-

92

72

3

-

7

5

-

-

3

1

-

-

-

-

-

1

2

2

1

-

-

-

外科

325

237

2

6

180

153

2

1

-

4

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

3

1

127

61

3

1

-

-

2

2

-

-

-

-

-

1

-

1

5

5

1

-

呼外

216

119

5

1

133

89

-

-

3

-

2

-

-

1

-

-

-

1

2

1

51

8

1

2

-

-

-

1

1

-

-

-

-

-

-

-

1

-

17

15

-

-

⓶

38

36

7

9

5

1

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

24

22

1

1

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

整

604

637

-

-

11

10

-

-

3

-

-

-

8

17

-

-

-

-

-

1

-

-

1

1

12

2

177

131

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

391

474

-

-

ᙧ

220

185

-

1

49

57

-

-

-

-

-

-

2

4

24

24

1

-

1

2

1

-

2

2

35

34

6

10

4

-

-

-

-

-

22

22

-

-

73

28

-

1

⬻

191

146

3

-

6

7

-

-

2

4

-

1

13

7

-

-

-

6

87

67

3

1

-

-

-

-

4

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

73

52

-

-

Ἢ

459

92

-

2

356

44

1

2

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

1

1

1

-

1

91

38

-

-

-

-

-

1

-

-

9

1

-

-

産

-

206

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

1

-

203

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

新内

123

98

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

123

97

-

1

-

-

-

-

-

-

婦

0

199

-

-

-

160

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

36

-

1

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

║

548

592

-

-

-

2

-

-

41

20

-

-

-

-

490

562

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

15

7

2

-

⪥

256

181

1

4

5

5

-

-

-

-

-

-

5

4

-

-

42

49

-

-

182

108

9

5

3

2

-

-

-

-

-

-

-

-

2

3

3

1

4

-

-

-

放

32

15

-

-

31

14

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

㯞

3

4

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

1

-

-

-

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

-

-

ཱྀ⭍

69

123

-

1

-

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

67

116

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

-

-

-

3

-

-

緩和

24

15

-

-

22

13

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

-

-

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

⏨

ዪ

㹇㹁㹂大分㢮

総 ᩘ

Ϩ 感染症及びᐤ生症

Ϭ ⢭⚄及び行動の㞀ᐖ

ϰ ᚠ⎔器⣔の疾患

ϱ 呼吸器⣔の疾患

ϲ 消化器⣔の疾患

Ϯ ║及び付属器の疾患

ϯ ⪥及び乳ᵝ✺起の疾患

ϩ 新　生　≀

ϭ ⚄⤒⣔の疾患

Ϫ 血液および㐀血器の
疾患ならびにච機
ᵓの㞀ᐖ

ϫ 内分Ἢ、栄養及び
代ㅰ疾患

ϳ ⓶及び⓶下⤌⧊
の疾患

　 ➽骨᱁⣔及び　　
⤖合⤌⧊の疾患

　 ඛ天ወᙧ、ኚᙧ　
及び染Ⰽ体␗常

　 腎ᒀ路生Ṫ器⣔の疾患

　 ዷፎ、分ፔ及び産褥

　 ࿘産ᮇにⓎ生した病ែ

　 症状、ᚩ候及び␗常臨床
ᡤ見・␗常検査ᡤ見で
に分㢮ࡉれないࡶの

　 健ᗣ状ែにᙳ㡪を及ࡰす
せᅉ および保健サービ
スの用

　 ᦆ傷、中ẘ及び　　
のの外ᅉのᙳ㡪ࡑ

(19)　平成27年度　㹇㹁㹂大分㢮・診療科別・性別・退院患者ᩘ
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㸷）ᙜ院で実施しているがん検診実⦼

【乳がん検診】
検診㡯┠：視ゐ診及びマンࣔグラフィー検査ۍ
ᙜ院の乳がん検診対象の᪉ۍ
・鹿児島市「いきいきཷ診ๆ・乳がん検診」対象の᪉
・下グの市町ᮧによる「↓ᩱクーポンๆ」事業へࡶ参加しておࡾますࠋ（鹿児島市・㟝島市・ᆶỈ市）

乳がん検診ཷ診௳ᩘ

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

6

10

3

5 月

9

5

7

6 月

16

12

13

7 月

9

15

13

8 月

6

11

8

9 月

14

10

11

10 月

8

9

19

11 月

7

14

18

1 月

9

14

8

12 月

8

9

7

2 月

21

39

10

3 月

6

6

10

ィ � 名

109

154

127

【子宮がん検診】
ͤ検診㡯┠：㢕部、体部検査（⣽⬊診）ۍ 体部検査ࡣ、医師の判᩿によࡾ実施
ᙜ院の子宮がん検診対象の᪉ۍ
・鹿児島市「いきいきཷ診ๆ・子宮がん検診」対象の᪉
・下グの市町ᮧによる「↓ᩱクーポンๆ」事業へࡶ参加しておࡾますࠋ（鹿児島市・㟝島市・ᆶỈ市）

子宮がん検診ཷ診௳ᩘ

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

14

11

9

5 月

16

2

7

6 月

22

13

19

7 月

13

27

17

8 月

11

12

4

9 月

13

20

13

10 月

12

16

18

11 月

7

20

9

1 月

8

11

7

12 月

4

14

11

2 月

12

22

15

3 月

5

6

8

ィ � 名

137

174

137

【大腸がん検診】
検査㡯┠：౽の₯血反応検査ۍ
ᙜ院の大腸がん検診対象の᪉ۍ
・鹿児島市「いきいきཷ診ๆ・大腸がん検診」対象の᪉
・40 ṓ௨上の᪉

大腸がん検診ཷ診௳ᩘ

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

4

5

2

5 月

5

6

4

6 月

14

6

12

7 月

4

8

7

8 月

5

8

3

9 月

4

7

3

10 月

4

5

5

11 月

6

7

2

1 月

3

7

3

12 月

2

4

7

2 月

8

5

7

3 月

3

3

4

ィ � 名

62

71

59

【低線量 CT 肺がん検診】
鹿児島県「低線量ࡣᙜ院ۍ CT 肺がん検診事業」へ参加しておࡾますࠋ
ᙜ院の低線量ۍ CT 肺がん検診対象の᪉
・鹿児島県在ఫ、50 ṓ௨上の᪉
　ͤ肺がん治療中またࡣ肺がんいで⤒㐣ほᐹ中、肺がん術後の᪉ࡣ対象外ですࠋ

低線量 CT 肺がん検診ཷ診௳ᩘ

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

6月

8

5

10

7 月

4

8

5

8 月

2

2

0

9 月

1

6

8

10 月

2

5

7

11 月

5

4

6

12 月

4

2

5

1 月

1

7

7

3 月

18

9

7

2 月

34

9

7

ィ � 名

79

57

62

【๓立⭢がん検診】
検査㡯┠：PSA（特␗ᢠ原）検査（血液検査）ۍ
ᙜ院の๓立⭢がん検診対象の᪉ۍ
・鹿児島市「いきいきཷ診ๆ・๓立⭢がん検診」対象の᪉
・50 ṓ、55 ṓ、60 ṓ、70 ṓになる⏨性

๓立⭢がん検診

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

0

1

0

5 月

0

1

0

6 月

1

1

0

7 月

1

1

0

8 月

0

0

0

9 月

0

0

0

10 月

0

0

0

11 月

0

0

0

1 月

0

0

0

12 月

0

0

0

2 月

0

0

1

3 月

0

0

1

ィ � 名

2

4

2

t�PA（㉸急性⬻卒中）7௳　　　ͤヲ⣽ࡣ P15

　　ղ全ኪ㛫オンコール
　　　 ║科 延12日 Ἢᒀ器科 延12日 産婦人科 延12日
 ⓶科 延11日 整ᙧ外科 延㸴日

　　ճバックアップ
　　　 整ᙧ外科 延42日

２．⬻༞୰

8 月 22 日  上町ࡉるっきんࡄ　シルミル「メディカルコース」
  「⬻卒中を予防しよ࠺～減塩レシࣆを体㦂」講師 参加者 16 名
   管理栄養士 1名・スタッフ 5名
8月 27 日  第 87 回南薩医学研究科医　講師
  「⬻卒中のトࣆックス㸫2015 年⬻卒中治療ガイドライン㸫」 医師 1名派遣

㸱．ᛴᛶᚰ➽᱾ሰ�ヱᙜ事㡯なし

㸲．⢾ᒀ
1 ᆺ⢾ᒀ病家族会「ࡉくらんࡰの会和会支部」指導医　年 2回定例会 医師 1名派遣

6月 6日 第 20 回鹿児島⢾ᒀ病スタッフセミナー 2 名参加

7月 21 日 第 5 回⢾ᒀ病医療連携体制講習会 2 名参加

8月 7日～ 8日 第 46 回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ 医師 1名・管理栄養士 2名派遣

12 月 6 日 第 1 回鹿児島 1ᆺ⢾ᒀ病セミナー 1 名参加

12 月 6 日 1 ᆺ⢾ᒀ病ࡉくらんࡰの会　運営補助 管理栄養士 1名派遣

㸳．⢭⚄患�ヱᙜ事㡯なし

㸴．ᩆᛴ་⒪

㸯）洋上救急ฟ動⡙　平成 27 年度ࡣฟ動せㄳなし

㸰）㞳島⥭急医療活動一ぴ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

4 月 8 日

4月11日

5月26日

6 月 7 日

8月13日

8月19日

9月16日

9月26日

10月15日

11月11日

11月23日

12月5日

12月17日

1月21日

3月10日

ᦙ㏦日

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

南種子町

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

 美 市

ᒇஂ島町

西之表市

中種子町

南種子町

市町ᮧ名

ྑ⤖▼性腎│腎炎

ᕥ上⭎骨㢛上骨ᢡ

肺炎

ᕥ⭌骨⚄⤒ᦆ傷

肺化⮋症

ᕥ母子ᮎ節骨開放骨ᢡ

第2⭜᳝◚骨ᢡ

くࡶ⭷下ฟ血

第4⭜᳝᳝体骨ᢡ

ᕥ㢋骨骨ᢡ

㢁㧊ᦆ傷

ྑኴ⭣骨㢛上開放骨ᢡ

Ẽ道⊃✽

電ᧁ床

ྑ⎔指ษ᩿

症　　状

㸱）鹿児島市医師会ఇ日ᙜ␒医㍯␒ᢸᙜ及びኪ㛫急病センターの全ኪ㛫㍯␒オンコールᢸᙜをḟのᵝにᢸᙜ
し、診療活動を行ったࠋ

ձఇ日ᙜ␒医
5月5日 産婦人科・║科
5月31日 外科・⓶科・Ἢᒀ器科
8月16日 産婦人科
8月30日 整ᙧ外科
9月23日 内科・外科・Ἢᒀ器科
10月8日 ⓶科

11月3日 ║科
12月31日 内科・外科・産婦人科
2月7日 ⓶科・Ἢᒀ器科
2月21日 ║科
3月21日 内科・外科

    

4 25  
 

 

 
 

 

12  
10  

5 22  
 

SOC  
 

 
71  

5 27   
 

 
68  

36  

6 10  
 

 
 

NPO  
 

 

 

7 18  

 
 

 

 
 

74  
13  

7 23  
 

HIV
 

 
 

287  

7 30
 

 

173
16  

7 31  
 

 
 

 
 

90  

8 31  
9 18  

 
HIV

 
 

278  
212  

9 1  
9 3  
9 11  

 
 

 
 

702  

9 16  
NST  

 
 

130  
35  

10 8  
 

 
 

 
97  

19  
10 22  

29  
11 17  

18  

 
 

 
 

832  

10 28  WLB  
 

 
20  

10 30 31  
12 17  
1 14  
21 27  
3 18 23  

8  
KYT

 
 

 
726  

11 2  
11  

 
 

 
70  

37  

11 12  
 

 
 63  

11 14  
 

 
 

 

35  

 

11 30
12 8   

 
 

63

12 1  

 
 

Update2015  
 

 
 

 
 

 
 

58  
19  

1 15  
 

 

 

 

37  
29  

2 5  

 
 
Nipple-sparing 

mastectomy 1  

 
 

61  
9  

2 17  
 

 
 

 
 

10  
2  

2 27  
 

 
 

 

 

10  
18  

3 10  
 

 
 

 
 

142  
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㸷）ᙜ院で実施しているがん検診実⦼

【乳がん検診】
検診㡯┠：視ゐ診及びマンࣔグラフィー検査ۍ
ᙜ院の乳がん検診対象の᪉ۍ
・鹿児島市「いきいきཷ診ๆ・乳がん検診」対象の᪉
・下グの市町ᮧによる「↓ᩱクーポンๆ」事業へࡶ参加しておࡾますࠋ（鹿児島市・㟝島市・ᆶỈ市）

乳がん検診ཷ診௳ᩘ

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

6

10

3

5 月

9

5

7

6 月

16

12

13

7 月

9

15

13

8 月

6

11

8

9 月

14

10

11

10 月

8

9

19

11 月

7

14

18

1 月

9

14

8

12 月

8

9

7

2 月

21

39

10

3 月

6

6

10

ィ � 名

109

154

127

【子宮がん検診】
ͤ検診㡯┠：㢕部、体部検査（⣽⬊診）ۍ 体部検査ࡣ、医師の判᩿によࡾ実施
ᙜ院の子宮がん検診対象の᪉ۍ
・鹿児島市「いきいきཷ診ๆ・子宮がん検診」対象の᪉
・下グの市町ᮧによる「↓ᩱクーポンๆ」事業へࡶ参加しておࡾますࠋ（鹿児島市・㟝島市・ᆶỈ市）

子宮がん検診ཷ診௳ᩘ

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

14

11

9

5 月

16

2

7

6 月

22

13

19

7 月

13

27

17

8 月

11

12

4

9 月

13

20

13

10 月

12

16

18

11 月

7

20

9

1 月

8

11

7

12 月

4

14

11

2 月

12

22

15

3 月

5

6

8

ィ � 名

137

174

137

【大腸がん検診】
検査㡯┠：౽の₯血反応検査ۍ
ᙜ院の大腸がん検診対象の᪉ۍ
・鹿児島市「いきいきཷ診ๆ・大腸がん検診」対象の᪉
・40 ṓ௨上の᪉

大腸がん検診ཷ診௳ᩘ

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

4

5

2

5 月

5

6

4

6 月

14

6

12

7 月

4

8

7

8 月

5

8

3

9 月

4

7

3

10 月

4

5

5

11 月

6

7

2

1 月

3

7

3

12 月

2

4

7

2 月

8

5

7

3 月

3

3

4

ィ � 名

62

71

59

【低線量 CT 肺がん検診】
鹿児島県「低線量ࡣᙜ院ۍ CT 肺がん検診事業」へ参加しておࡾますࠋ
ᙜ院の低線量ۍ CT 肺がん検診対象の᪉
・鹿児島県在ఫ、50 ṓ௨上の᪉
　ͤ肺がん治療中またࡣ肺がんいで⤒㐣ほᐹ中、肺がん術後の᪉ࡣ対象外ですࠋ

低線量 CT 肺がん検診ཷ診௳ᩘ

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

6月

8

5

10

7 月

4

8

5

8 月

2

2

0

9 月

1

6

8

10 月

2

5

7

11 月

5

4

6

12 月

4

2

5

1 月

1

7

7

3 月

18

9

7

2 月

34

9

7

ィ � 名

79

57

62

【๓立⭢がん検診】
検査㡯┠：PSA（特␗ᢠ原）検査（血液検査）ۍ
ᙜ院の๓立⭢がん検診対象の᪉ۍ
・鹿児島市「いきいきཷ診ๆ・๓立⭢がん検診」対象の᪉
・50 ṓ、55 ṓ、60 ṓ、70 ṓになる⏨性

๓立⭢がん検診

�月

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

4月

0

1

0

5 月

0

1

0

6 月

1

1

0

7 月

1

1

0

8 月

0

0

0

9 月

0

0

0

10 月

0

0

0

11 月

0

0

0

1 月

0

0

0

12 月

0

0

0

2 月

0

0

1

3 月

0

0

1

ィ � 名

2

4

2

t�PA（㉸急性⬻卒中）7௳　　　ͤヲ⣽ࡣ P15

　　ղ全ኪ㛫オンコール
　　　 ║科 延12日 Ἢᒀ器科 延12日 産婦人科 延12日
 ⓶科 延11日 整ᙧ外科 延㸴日

　　ճバックアップ
　　　 整ᙧ外科 延42日

２．⬻༞୰

8 月 22 日  上町ࡉるっきんࡄ　シルミル「メディカルコース」
  「⬻卒中を予防しよ࠺～減塩レシࣆを体㦂」講師 参加者 16 名
   管理栄養士 1名・スタッフ 5名
8月 27 日  第 87 回南薩医学研究科医　講師
  「⬻卒中のトࣆックス㸫2015 年⬻卒中治療ガイドライン㸫」 医師 1名派遣

㸱．ᛴᛶᚰ➽᱾ሰ�ヱᙜ事㡯なし

㸲．⢾ᒀ
1 ᆺ⢾ᒀ病家族会「ࡉくらんࡰの会和会支部」指導医　年 2回定例会 医師 1名派遣

6月 6日 第 20 回鹿児島⢾ᒀ病スタッフセミナー 2 名参加

7月 21 日 第 5 回⢾ᒀ病医療連携体制講習会 2 名参加

8月 7日～ 8日 第 46 回鹿児島小児⢾ᒀ病サマーキࣕンプ 医師 1名・管理栄養士 2名派遣

12 月 6 日 第 1 回鹿児島 1ᆺ⢾ᒀ病セミナー 1 名参加

12 月 6 日 1 ᆺ⢾ᒀ病ࡉくらんࡰの会　運営補助 管理栄養士 1名派遣

㸳．⢭⚄患�ヱᙜ事㡯なし

㸴．ᩆᛴ་⒪

㸯）洋上救急ฟ動⡙　平成 27 年度ࡣฟ動せㄳなし

㸰）㞳島⥭急医療活動一ぴ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

4 月 8 日

4月11日

5月26日

6 月 7 日

8月13日

8月19日

9月16日

9月26日

10月15日

11月11日

11月23日

12月5日

12月17日

1月21日

3月10日

ᦙ㏦日

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

南種子町

西之表市

西之表市

西之表市

西之表市

 美 市

ᒇஂ島町

西之表市

中種子町

南種子町

市町ᮧ名

ྑ⤖▼性腎│腎炎

ᕥ上⭎骨㢛上骨ᢡ

肺炎

ᕥ⭌骨⚄⤒ᦆ傷

肺化⮋症

ᕥ母子ᮎ節骨開放骨ᢡ

第2⭜᳝◚骨ᢡ

くࡶ⭷下ฟ血

第4⭜᳝᳝体骨ᢡ

ᕥ㢋骨骨ᢡ

㢁㧊ᦆ傷

ྑኴ⭣骨㢛上開放骨ᢡ

Ẽ道⊃✽

電ᧁ床

ྑ⎔指ษ᩿

症　　状

㸱）鹿児島市医師会ఇ日ᙜ␒医㍯␒ᢸᙜ及びኪ㛫急病センターの全ኪ㛫㍯␒オンコールᢸᙜをḟのᵝにᢸᙜ
し、診療活動を行ったࠋ

ձఇ日ᙜ␒医
5月5日 産婦人科・║科
5月31日 外科・⓶科・Ἢᒀ器科
8月16日 産婦人科
8月30日 整ᙧ外科
9月23日 内科・外科・Ἢᒀ器科
10月8日 ⓶科

11月3日 ║科
12月31日 内科・外科・産婦人科
2月7日 ⓶科・Ἢᒀ器科
2月21日 ║科
3月21日 内科・外科
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㸵）県消防、防⅏࣊リコプターの✚ᴟ的活用に係る医師ᦚシステム⛣動病院として㍯␒をᢸᙜしたࠋ

4月20日・21日・22日・24日・25日・26日 9月1日・2日・4日・5日

6月28日・29日・30日 11月1日・2日・4日・6日・7日

7月1日・3日・4日 12月16日・18日・19日・20日

8月30日・31日

㸲）鹿児島市高規᱁救急㌴指♧病院としての活動

ͤ救急救ฎ⨨に対する医師のල体的な指♧状ἣ14௳

日 付

4月22日

7月24日

7月26日

8月 4日

8月31日

9月 7日

9月16日

救急隊

南本署

ྜྷ㔝

ྜྷ㔝

ྜྷ㔝

西本署

伊ᩜ

上町

年㱋

25

76

76

36

88

74

78

性別

⏨

⏨

⏨

⏨

ዪ

⏨

ዪ

指♧医師

西澤

山本

ᇼ川

立和田

ᯘ

ᯘ

立和田

指♧せㄳ

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

日 付

9月20日

1月16日

1月17日

1月25日

3月12日

3月27日

3月29日

救急隊

ྜྷ㔝

伊ᩜ

上町

ྜྷ㔝

㒆山

上町

上町

年㱋

90

85

61

83

84

90

63

性別

ዪ

ዪ

ዪ

⏨

⏨

⏨

⏨

指♧医師

୕宅

小濵

ᚿᒱ

外ⷵ

୕山

川畠

⏥ᩫ

指♧せㄳ

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶
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702  

9 16  
NST  

 
 

130  
35  

10 8  
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救急患者ཷධ㛫ᖏ分㢮

救急患者年㱋別分㢮

㸴）平成27年度
     救急患者ཷධ㛫ᖏ・年௧別分㢮

平成27年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,755
2,814

229�6
234�5

221
224

219
226

210
215

209
215

259
264

205
213

248
252

213
215

249
253

243
248

228
232

251
257

7�5
7�7

14

平成26年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,605
2,642

217�1
220�2

199
202

213
217

206
209

225
229

212
216

224
226

202
205

222
224

227
232

244
243

204
209

227
230

7�1
7�2

21

平成25年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,637
2,701

219�8
225�1

214
220

228
235

208
213

247
251

249
253

197
201

230
233

224
226

218
223

201
208

212
221

209
217

7�2
7�4

18

平成24年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,663
2,698

221�9
224�8  

220
221

219
221

194
195

218
223

251
256

217
222

238
242

245
249

224
225

214
219

209
210

214
215

7�3
7�4  

17

平成23年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,572
2,615

214�3
217�9

180
182

196
196

185
188

212
216

250
266

214
218

247
251

212
215

237
239

239
241

172
175

228
228

7�0
7�1

26

㸳）年度別救急㌴ཷධྎᩘ（患者ᩘ）

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

12 月

1 月

2 月

3 月

合 ィ

月平均

日平均

高規᱁救急㌴
指♧（再ᥖ）

11 月

総ᩘ

2,814名

総ᩘ

2,814名

123

2～4
2�5㸣

0～2
4�4�

20～22
6～8
5�1㸣

4～6
2�9㸣

83837070

144144

8 1ࠥ08 1ࠥ0

10�6㸣 29810�6㸣 298

14～16
11�1㸣
311

14～16
11�1㸣
311

16～18
11�2㸣
316

16～18
11�2㸣
316

18～20
10�6㸣
299

18～20
10�6㸣
299

7�4㸣
208
7�4㸣
208

6�5㸣
184
6�5㸣
184

10～12

14�4㸣

40412～
　14
13�3㸣 374

22～24

7�0㸣
80ࠥ89ᡯ

75

31 1�1㸣
2�7㸣

3�0㸣

40ࠥ49ᡯ
7�2㸣 203

50ࠥ59ᡯ
9�7㸣
272

60ࠥ69ᡯ
15�2㸣
428

8484

20ࠥ29ᡯ
8�7㸣 244
20ࠥ29ᡯ
8�7㸣 244

30ࠥ39ᡯ
7�5㸣 212
30ࠥ39ᡯ
7�5㸣 212

70ࠥ79ᡯ
16�5㸣
463

70ࠥ79ᡯ
16�5㸣
463

21�5㸣
606

21�5㸣
606

196196

㸵．⅏ᐖࡿࡅ࠾་⒪

⅏ᐖ救護カ⦎等への参加

平成 27 年度救急医療実地修⦎ 看護師 1名参加

5月 21 日 鹿児島県総合防ⅆカ⦎ 看護師 1名参加

9月 9日 ከᩘ傷病者事ᨾ対応カ⦎における電ヰ連絡カ⦎ 参加

10 月 24 日 -'A�'AT（栄養士会　⅏ᐖ支援チーム）研修 栄養管理士 1名参加

11 月 13 日 第 54 回⮬衛消防隊消化➇技会 看護師 3名・放射線技師 1名参加

12 月 20 日 原子ຊ防⅏カ⦎　原子ຊ⅏ᐖ医療ᥐ⨨実地カ⦎ 放射線技師 2名参加

12 月 20 日 原子ຊ防⅏カ⦎　㑊㞴施設調整システムカ⦎（電ヰ） 事務ᙜ┤者対応

1月 12 日 ᱜ島ⅆ山⇿Ⓨ総合防ⅆカ⦎ 看護師 5名参加

2月 13・14 日 AMAT 養成研修 医師 1名・看護師 1名・事務 1名参加

3月 21 日 洋上救急័⇍カ⦎ 看護師 3名参加

８．へࡁᆅ་⒪

9 月 25 日～ 28 日　歯科ᕠ回診療㌴事業　ᒇஂ島・ཱྀ永良部島 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ派遣

９．࿘⏘ᮇ་⒪

7 月 18 日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ（NICU 同❆会）大島地区（美市 AiAi ひࡤࢁ　ほ光交流センター）
 50 名参加　 医師 1名・看護師 7名派遣

9月 6日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ（NICU 同❆会）伊佐・大ཱྀ地区　（大ཱྀඖẼここࢁ館）22 名参加 
  看護師 9名派遣

11 月 29 日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ（NICU同❆会）肝付地区（県民健ᗣプラザ健ᗣቑ進センター）48名参加
  医師 1名・看護師 12 名派遣

1月 31 日 赤ࡕゃん専用救急㌴「MO-O.A1 ྕ」導ධ

2月 7日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ（NICU 同❆会）薩摩川内地区（川薩保健ᡤ）　27 名参加
  医師 2名・看護師 12 名派遣

2月 25 日 ᪩産児の⥅⥆支援研修会　すこやかࡩれ࠶いプラザ 医師 1名派遣

１０�ᑠඣ㸦ᩆᛴ㸧་⒪

㸯）平成27年度小児科救急㌴一ぴ表

NICU ཷධ （鹿児島市立病院） 111 ௳

6 （のの病院ࡑ）  ௳

月日

6月19日

6月19日

8月25日

11月10日

2月12日

3 月 7 日

年㱋

0

12

1

1

18

8

性別

⏨

⏨

⏨

⏨

⏨

⏨

ධ院・外᮶

外᮶

ධ院

外᮶

ධ院

ධ院

外᮶

ᢸᙜ医師

ᇼ之内

ᇼ之内･⋢田

ᇼ之内

ᇼ之内

⋢田

⋢田

救急隊

南ᯘᑎ

上町

上町

南ᯘᑎ

姶良㒆西部

伊ᩜ

症状

⫶腸炎

1ᆺ⢾ᒀ病・⢾ᒀ病性合ే症

熱性②ᨥ

②ᨥⓎస

不᫂熱

②ᨥⓎస
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11 14  
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㸵）県消防、防⅏࣊リコプターの✚ᴟ的活用に係る医師ᦚシステム⛣動病院として㍯␒をᢸᙜしたࠋ

4月20日・21日・22日・24日・25日・26日 9月1日・2日・4日・5日

6月28日・29日・30日 11月1日・2日・4日・6日・7日

7月1日・3日・4日 12月16日・18日・19日・20日

8月30日・31日

㸲）鹿児島市高規᱁救急㌴指♧病院としての活動

ͤ救急救ฎ⨨に対する医師のල体的な指♧状ἣ14௳

日 付

4月22日

7月24日

7月26日

8月 4日

8月31日

9月 7日

9月16日

救急隊

南本署

ྜྷ㔝

ྜྷ㔝

ྜྷ㔝

西本署

伊ᩜ

上町

年㱋

25

76

76

36

88

74

78

性別

⏨

⏨

⏨

⏨

ዪ

⏨

ዪ

指♧医師

西澤

山本

ᇼ川

立和田

ᯘ

ᯘ

立和田

指♧せㄳ

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

日 付

9月20日

1月16日

1月17日

1月25日

3月12日

3月27日

3月29日

救急隊

ྜྷ㔝

伊ᩜ

上町

ྜྷ㔝

㒆山

上町

上町

年㱋

90

85

61

83

84

90

63

性別

ዪ

ዪ

ዪ

⏨

⏨

⏨

⏨

指♧医師

୕宅

小濵

ᚿᒱ

外ⷵ

୕山

川畠

⏥ᩫ

指♧せㄳ

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶

ࡾ࠶
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救急患者ཷධ㛫ᖏ分㢮

救急患者年㱋別分㢮

㸴）平成27年度
     救急患者ཷධ㛫ᖏ・年௧別分㢮

平成27年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,755
2,814

229�6
234�5

221
224

219
226

210
215

209
215

259
264

205
213

248
252

213
215

249
253

243
248

228
232

251
257

7�5
7�7

14

平成26年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,605
2,642

217�1
220�2

199
202

213
217

206
209

225
229

212
216

224
226

202
205

222
224

227
232

244
243

204
209

227
230

7�1
7�2

21

平成25年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,637
2,701

219�8
225�1

214
220

228
235
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213

247
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253

197
201

230
233

224
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223
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209
217
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7�4

18

平成24年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,663
2,698

221�9
224�8  

220
221
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221
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218
223

251
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217
222
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242

245
249

224
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214
219

209
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214
215

7�3
7�4  

17

平成23年

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

2,572
2,615

214�3
217�9
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212
216

250
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214
218

247
251

212
215

237
239

239
241

172
175

228
228

7�0
7�1

26

㸳）年度別救急㌴ཷධྎᩘ（患者ᩘ）

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

12 月

1 月

2 月

3 月

合 ィ

月平均

日平均

高規᱁救急㌴
指♧（再ᥖ）

11 月

総ᩘ

2,814名

総ᩘ

2,814名

123

2～4
2�5㸣

0～2
4�4�

20～22
6～8
5�1㸣

4～6
2�9㸣

83837070

144144

8 1ࠥ08 1ࠥ0

10�6㸣 29810�6㸣 298

14～16
11�1㸣
311

14～16
11�1㸣
311

16～18
11�2㸣
316

16～18
11�2㸣
316

18～20
10�6㸣
299

18～20
10�6㸣
299

7�4㸣
208
7�4㸣
208

6�5㸣
184
6�5㸣
184

10～12

14�4㸣

40412～
　14
13�3㸣 374

22～24

7�0㸣
80ࠥ89ᡯ

75

31 1�1㸣
2�7㸣

3�0㸣

40ࠥ49ᡯ
7�2㸣 203

50ࠥ59ᡯ
9�7㸣
272

60ࠥ69ᡯ
15�2㸣
428

8484

20ࠥ29ᡯ
8�7㸣 244
20ࠥ29ᡯ
8�7㸣 244

30ࠥ39ᡯ
7�5㸣 212
30ࠥ39ᡯ
7�5㸣 212

70ࠥ79ᡯ
16�5㸣
463

70ࠥ79ᡯ
16�5㸣
463

21�5㸣
606

21�5㸣
606

196196

㸵．⅏ᐖࡿࡅ࠾་⒪

⅏ᐖ救護カ⦎等への参加

平成 27 年度救急医療実地修⦎ 看護師 1名参加

5月 21 日 鹿児島県総合防ⅆカ⦎ 看護師 1名参加

9月 9日 ከᩘ傷病者事ᨾ対応カ⦎における電ヰ連絡カ⦎ 参加

10 月 24 日 -'A�'AT（栄養士会　⅏ᐖ支援チーム）研修 栄養管理士 1名参加

11 月 13 日 第 54 回⮬衛消防隊消化➇技会 看護師 3名・放射線技師 1名参加

12 月 20 日 原子ຊ防⅏カ⦎　原子ຊ⅏ᐖ医療ᥐ⨨実地カ⦎ 放射線技師 2名参加

12 月 20 日 原子ຊ防⅏カ⦎　㑊㞴施設調整システムカ⦎（電ヰ） 事務ᙜ┤者対応

1月 12 日 ᱜ島ⅆ山⇿Ⓨ総合防ⅆカ⦎ 看護師 5名参加

2月 13・14 日 AMAT 養成研修 医師 1名・看護師 1名・事務 1名参加

3月 21 日 洋上救急័⇍カ⦎ 看護師 3名参加

８．へࡁᆅ་⒪

9 月 25 日～ 28 日　歯科ᕠ回診療㌴事業　ᒇஂ島・ཱྀ永良部島 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ派遣

９．࿘⏘ᮇ་⒪

7 月 18 日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ（NICU 同❆会）大島地区（美市 AiAi ひࡤࢁ　ほ光交流センター）
 50 名参加　 医師 1名・看護師 7名派遣

9月 6日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ（NICU 同❆会）伊佐・大ཱྀ地区　（大ཱྀඖẼここࢁ館）22 名参加 
  看護師 9名派遣

11 月 29 日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ（NICU同❆会）肝付地区（県民健ᗣプラザ健ᗣቑ進センター）48名参加
  医師 1名・看護師 12 名派遣

1月 31 日 赤ࡕゃん専用救急㌴「MO-O.A1 ྕ」導ධ

2月 7日 鹿児島県委託事業　小児在宅支援事業
 ฟᙇࡻࡌࡶかくらぶ（NICU 同❆会）薩摩川内地区（川薩保健ᡤ）　27 名参加
  医師 2名・看護師 12 名派遣

2月 25 日 ᪩産児の⥅⥆支援研修会　すこやかࡩれ࠶いプラザ 医師 1名派遣

１０�ᑠඣ㸦ᩆᛴ㸧་⒪

㸯）平成27年度小児科救急㌴一ぴ表

NICU ཷධ （鹿児島市立病院） 111 ௳

6 （のの病院ࡑ）  ௳

月日

6月19日

6月19日

8月25日

11月10日

2月12日

3 月 7 日

年㱋

0

12

1

1

18

8

性別

⏨

⏨

⏨

⏨

⏨

⏨

ධ院・外᮶

外᮶

ධ院

外᮶

ධ院

ධ院

外᮶

ᢸᙜ医師

ᇼ之内

ᇼ之内･⋢田

ᇼ之内

ᇼ之内

⋢田

⋢田

救急隊

南ᯘᑎ

上町

上町

南ᯘᑎ

姶良㒆西部

伊ᩜ

症状

⫶腸炎

1ᆺ⢾ᒀ病・⢾ᒀ病性合ే症

熱性②ᨥ

②ᨥⓎస

不᫂熱

②ᨥⓎస
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㸰）学校検診関係・会議・研修会等への参加、講師派遣

4月 21 日 ᆏඖ中学校学校歯科検診実施 歯科医師 3名・歯科衛生士 3名派遣

6月（1回）7月（1回） 鹿児島市学校腎臓・⢾ᒀ病健診⤖ᯝ報࿌᭩判定 医師 1名派遣

6月 28 日 鹿児島市腎臓・⢾ᒀ病健診　⢭ᐦ検査診ᐹ 医師 1名派遣

6月 2日／ 9月 1日／ 1月 9日／ 3月 1日

 鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会

 第 94 回鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会　会長 医師 1名派遣

7月 9日 鹿児島県小児保健協会　南日本子ࡶ健ᗣセミナー

 市民の育児支援 医師 1名参加

8月 10 日 鹿児島市教育委員会　鹿児島市子ࡶ子育て会議 医師 1名参加

10 月 20 日 学校保健・安全・歯科保健講習会　種子島　講師 1 名派遣

1月 2日 第 94 回鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会 医師 1名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 医師 1名派遣

１１�ᆅᇦ་⒪ᨭ院活動報告

医師・看護師・保健師・栄養士・検査技師による、地域の医療従事者・地域ఫ民の᪉を対象に、健ᗣቑ進への
ᬑ及をᅗったࠋ
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㸰）学校検診関係・会議・研修会等への参加、講師派遣

4月 21 日 ᆏඖ中学校学校歯科検診実施 歯科医師 3名・歯科衛生士 3名派遣

6月（1回）7月（1回） 鹿児島市学校腎臓・⢾ᒀ病健診⤖ᯝ報࿌᭩判定 医師 1名派遣

6月 28 日 鹿児島市腎臓・⢾ᒀ病健診　⢭ᐦ検査診ᐹ 医師 1名派遣

6月 2日／ 9月 1日／ 1月 9日／ 3月 1日

 鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会

 第 94 回鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会　会長 医師 1名派遣

7月 9日 鹿児島県小児保健協会　南日本子ࡶ健ᗣセミナー

 市民の育児支援 医師 1名参加

8月 10 日 鹿児島市教育委員会　鹿児島市子ࡶ子育て会議 医師 1名参加

10 月 20 日 学校保健・安全・歯科保健講習会　種子島　講師 1 名派遣

1月 2日 第 94 回鹿児島子ࡶのᚅၥ㢟研究会 医師 1名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 医師 1名派遣

１１�ᆅᇦ་⒪ᨭ院活動報告

医師・看護師・保健師・栄養士・検査技師による、地域の医療従事者・地域ఫ民の᪉を対象に、健ᗣቑ進への
ᬑ及をᅗったࠋ
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【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

ͤィ⟬᪉法・・・地域医療支援病院による

年度別手術症例ᩘ

H25 年度

4,480手術症例 （ᩘ௳）

H27 年度

4,197

H26 年度

4,472

年度別⤂介⋡

H25 年度（地域支援）

50�5⤂介⋡（㸣）

H27 年度（地域支援）

67�6

H26 年度（地域支援）

62�4

年度別㏫⤂介⋡

H25 年度（地域支援）

60�8㏫⤂介⋡（㸣）

H27 年度（地域支援）

116�8

H26 年度（地域支援）

97�6

ͤ手術の施設基‽に基࡙き、平成 27 年（2015 年）の 1年㛫に実施した手術名、手術௳ᩘ

ධ院患者に関する年度別実⦼

H25 年度

15�3

83�3

平均在院日 （ᩘ日）

病床用⋡（㸣）

H27 年度

16�0

81�6

H26 年度

17�2

82�9

手術区分

区分 1

区分 1

区分 1

区分 1

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 4

のの区分ࡑ

のの区分ࡑ

手術௳ᩘ

17 ௳

158 ௳

4 ௳

82 ௳

5 ௳

19 ௳

0 ௳

1 ௳

0 ௳

20 ௳

7 ௳

13 ௳

0 ௳

0 ௳

7 ௳

0 ௳

3 ௳

252 ௳

37 ௳

3 ௳

手術名

㢌内⭘⒗ฟ手術

㯤⌜下手術等

㰘ᐊᙧ成手術等

肺ᝏ性⭘⒆手術等

㠌ᖏ᩿ᙧ成手術等

Ỉ㢌症手術等

㰯㰯⭍ᝏ性⭘⒆手術等

ᒀ道ᙧ成手術等

ゅ⭷⛣᳜術

肝ษ㝖術等

子宮㝃属器ᝏ性⭘⒆手術等

上㢡骨ᙧ成術等

上㢡骨ᝏ性⭘⒆手術等

バセドウ⏥状⭢全（ள全）術（୧ⴥ）

母子化手術等

内反㊊手術等

食道ษ㝖再ᘓ術等

⬚⭍㙾下及び⭡⭍㙾下手術等

人工関節⨨換術

ースメーカー交換術࣌ースメーカー⛣᳜術及び࣌

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

ͤィ⟬᪉法・・・地域医療支援病院による

年度別手術症例ᩘ

H25 年度

4,480手術症例 （ᩘ௳）

H27 年度

4,197

H26 年度

4,472

年度別⤂介⋡

H25 年度（地域支援）

50�5⤂介⋡（㸣）

H27 年度（地域支援）

67�6

H26 年度（地域支援）

62�4

年度別㏫⤂介⋡

H25 年度（地域支援）

60�8㏫⤂介⋡（㸣）

H27 年度（地域支援）

116�8

H26 年度（地域支援）

97�6

ͤ手術の施設基‽に基࡙き、平成 27 年（2015 年）の 1年㛫に実施した手術名、手術௳ᩘ

ධ院患者に関する年度別実⦼

H25 年度

15�3

83�3

平均在院日 （ᩘ日）

病床用⋡（㸣）

H27 年度

16�0

81�6

H26 年度

17�2

82�9

手術区分

区分 1

区分 1

区分 1

区分 1

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 2

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 3

区分 4

のの区分ࡑ

のの区分ࡑ

手術௳ᩘ

17 ௳

158 ௳

4 ௳

82 ௳

5 ௳

19 ௳

0 ௳

1 ௳

0 ௳

20 ௳

7 ௳

13 ௳

0 ௳

0 ௳

7 ௳

0 ௳

3 ௳

252 ௳

37 ௳

3 ௳

手術名

㢌内⭘⒗ฟ手術

㯤⌜下手術等

㰘ᐊᙧ成手術等

肺ᝏ性⭘⒆手術等

㠌ᖏ᩿ᙧ成手術等

Ỉ㢌症手術等

㰯㰯⭍ᝏ性⭘⒆手術等

ᒀ道ᙧ成手術等

ゅ⭷⛣᳜術

肝ษ㝖術等

子宮㝃属器ᝏ性⭘⒆手術等

上㢡骨ᙧ成術等

上㢡骨ᝏ性⭘⒆手術等

バセドウ⏥状⭢全（ள全）術（୧ⴥ）

母子化手術等

内反㊊手術等

食道ษ㝖再ᘓ術等

⬚⭍㙾下及び⭡⭍㙾下手術等

人工関節⨨換術

ースメーカー交換術࣌ースメーカー⛣᳜術及び࣌

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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１㸱�ึᮇ⮫ᗋ研修院ᐇ⦼

ึᮇ（卒後）臨床研修病院として、ḟの通ࡾ研修医をཷけධれ、指導教育を行ったࠋ

基幹ᆺ研修医　 ・H27年4月～H28年3月 8名ە
（救急科、総合内科、消化器内科、⚄⤒内科、ᚠ⎔器内科、呼吸器内科、外科、呼吸器外科、
整ᙧ外科、ᙧ成外科、⬻⚄⤒外科、産婦人科、㯞㓉科、小児科、⓶科、║科、放射線科）

 ・H27年8月～H28年3月 1名（ͤ　研修再開者）
（救急科、外科、ᙧ成外科、放射線科、㯞㓉科）

協ຊᆺ研修医 ・H27年4月 1名（呼吸器内科）ە

 ・H27年4月～H28年3月 1名
（救急科、総合内科、消化器内科、⚄⤒内科、外科、ᙧ成外科、放射線科）

 ・H27年4月～7月 1名（⚄⤒内科、ᚠ⎔器内科）

 ・H27年10月～H28年3月 2名
（救急科、総合内科、ᚠ⎔器内科、小児科、呼吸器外科、㯞㓉科）

 ・H28年2月～3月　1名（呼吸器内科）　
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（のࡑ）
　美病院（⢭⚄科研修）を研修協ຊ施設として厚生労働省へ㏣加⏦ㄳした
　（平成28年度研修プログラムよࡾ㐺用）

歯科医師ە

鹿児島大学病院歯科医師臨床研修プログラム研修協ຊ施設として、ḟの通ࡾ研修歯科医をཷけධれ、指導
教育を行ったࠋ

平成27年5月～平成28年2月　ẖ週ⅆ᭙日
大学病院歯科医療（A）・大学病院歯科医療（%）・地域歯科医療プログラム　研修歯科医
1名ࡎつィ27回

１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻

医学部医学科病院見学者ە

ḟの通ࡾ、医学部医学科3～6年 病院見学者33名（鹿児島大学5名、県外大学28名）をཷけධれたࠋ

4月1日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

4月23日 ᒾ手医科大学医学部医学科6年生 1名

4月28日 ⚄ᡞ大学医学部医学科6年生 1名

5月8日 宮崎大学医学部医学科6年生 1名

5月8日 九州大学医学部医学科5年生 1名

5月8日 ᒾ手医科大学医学部医学科5年生 1名

6月12日 ᮐᖠ医科大学医学部医学科5年生 1名

6月24日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

7月6日 産業医科大学医学部医学科6年生 1名

7月21日 ⇃本大学医学部医学科6年生 1名

8月3日 産業医科大学医学部医学科5年生 1名

8月4日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

8月7日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

8月13日 東ிឿ恵会医科大学医学部医学科5年生 2名

8月14日 群㤿大学医学部医学科5年生 1名

8月19日 ᒱ㜧大学医学部医学科5年生 1名

8月21日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

9月24日 ᾏ道大学医学部医学科5年生 2名

2月24日 宮崎大学医学部医学科4年生 1名

2月24日 ᪫川医科大学医学部医学科3年生 2名

3月8日 ஂ␃米大学医学部医学科5年生 1名

3月9日～11日 㤶川大学医学部医学科5年生 1名

3月16日 九州大学医学部医学科5年生 1名

3月16日～17日 山ཱྀ大学医学部医学科5年生 1名

3月18日 ஂ␃米大学医学部医学科4年生 1名

3月22日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

3月28日 高▱大学医学部医学科3年生 2名

3月25日 産業医科大学医学部医学科5年生 1名

3月28日 ி都府立医科大学医学部医学科5年生 1名

１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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１㸱�ึᮇ⮫ᗋ研修院ᐇ⦼

ึᮇ（卒後）臨床研修病院として、ḟの通ࡾ研修医をཷけධれ、指導教育を行ったࠋ

基幹ᆺ研修医　 ・H27年4月～H28年3月 8名ە
（救急科、総合内科、消化器内科、⚄⤒内科、ᚠ⎔器内科、呼吸器内科、外科、呼吸器外科、
整ᙧ外科、ᙧ成外科、⬻⚄⤒外科、産婦人科、㯞㓉科、小児科、⓶科、║科、放射線科）

 ・H27年8月～H28年3月 1名（ͤ　研修再開者）
（救急科、外科、ᙧ成外科、放射線科、㯞㓉科）

協ຊᆺ研修医 ・H27年4月 1名（呼吸器内科）ە

 ・H27年4月～H28年3月 1名
（救急科、総合内科、消化器内科、⚄⤒内科、外科、ᙧ成外科、放射線科）

 ・H27年4月～7月 1名（⚄⤒内科、ᚠ⎔器内科）

 ・H27年10月～H28年3月 2名
（救急科、総合内科、ᚠ⎔器内科、小児科、呼吸器外科、㯞㓉科）

 ・H28年2月～3月　1名（呼吸器内科）　
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（のࡑ）
　美病院（⢭⚄科研修）を研修協ຊ施設として厚生労働省へ㏣加⏦ㄳした
　（平成28年度研修プログラムよࡾ㐺用）

歯科医師ە

鹿児島大学病院歯科医師臨床研修プログラム研修協ຊ施設として、ḟの通ࡾ研修歯科医をཷけධれ、指導
教育を行ったࠋ

平成27年5月～平成28年2月　ẖ週ⅆ᭙日
大学病院歯科医療（A）・大学病院歯科医療（%）・地域歯科医療プログラム　研修歯科医
1名ࡎつィ27回

１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻

医学部医学科病院見学者ە

ḟの通ࡾ、医学部医学科3～6年 病院見学者33名（鹿児島大学5名、県外大学28名）をཷけධれたࠋ

4月1日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

4月23日 ᒾ手医科大学医学部医学科6年生 1名

4月28日 ⚄ᡞ大学医学部医学科6年生 1名

5月8日 宮崎大学医学部医学科6年生 1名

5月8日 九州大学医学部医学科5年生 1名

5月8日 ᒾ手医科大学医学部医学科5年生 1名

6月12日 ᮐᖠ医科大学医学部医学科5年生 1名

6月24日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

7月6日 産業医科大学医学部医学科6年生 1名

7月21日 ⇃本大学医学部医学科6年生 1名

8月3日 産業医科大学医学部医学科5年生 1名

8月4日 鹿児島大学医学部医学科6年生 1名

8月7日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

8月13日 東ிឿ恵会医科大学医学部医学科5年生 2名

8月14日 群㤿大学医学部医学科5年生 1名

8月19日 ᒱ㜧大学医学部医学科5年生 1名

8月21日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

9月24日 ᾏ道大学医学部医学科5年生 2名

2月24日 宮崎大学医学部医学科4年生 1名

2月24日 ᪫川医科大学医学部医学科3年生 2名

3月8日 ஂ␃米大学医学部医学科5年生 1名

3月9日～11日 㤶川大学医学部医学科5年生 1名

3月16日 九州大学医学部医学科5年生 1名

3月16日～17日 山ཱྀ大学医学部医学科5年生 1名

3月18日 ஂ␃米大学医学部医学科4年生 1名

3月22日 鹿児島大学医学部医学科5年生 1名

3月28日 高▱大学医学部医学科3年生 2名

3月25日 産業医科大学医学部医学科5年生 1名

3月28日 ி都府立医科大学医学部医学科5年生 1名

１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻

１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻

１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加
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6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻

１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加
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6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻

１㸲．ྛ Ꮫᰯࡾࡼᐇ⩦院のᣦᐃࡅཷࢆ、ḟの㏻ࡾᐇ⩦⏕ࡅཷࢆ入ࢀ、་Ꮫ、┳ㆤ、⌮Ꮫ࣭సᴗ࣭ゝㄒ
⫈ぬ⒪ἲ、ᨺᑕ⥺、ົ➼㛵ࡿࡍᐇ⩦ᣦᑟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

【医師】

鹿児島大学医学部医学科 6年臨床医学学外実習

 外科 4 月 28 日～ 5月 30 日 1 名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 ⪥㰯ဗႃ科 ẖ週ⅆ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 外科 ẖ週Ỉ᭙日・㝸週金᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 整ᙧ外科 㝸週Ỉ᭙日 ྛ 1～ 2名

鹿児島大学医学部医学科 5年学外臨床実習（ポリクリ）

 呼吸器外科 不定ᮇ ྛ 1名

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器内科 5 月 15 日・19 日／ 6月 12 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 4 月 10 日／ 5月 15 日・29 日／ 6月 12 日・26 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 呼吸器外科 4月 10 日／ 5月 22 日／ 6月 12 日／ 6月 26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 5名）

鹿児島大学医学部医学科 4年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 4月 17 日・24 日／ 5月 15 日／ 6月 12 日・26 日／ 7月 10 日 （ྛ 1名の 6名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器外科 10 月 2 日・16 日・30 日／ 11 月 13 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 呼吸器内科 10 月 2 日・16 日／ 11 月 6 日・27 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⚄⤒内科 10 月 2 日・23 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年シࣕドウイング

 ⬻⚄⤒外科 10 月 16 日・30 日／ 11 月 13 日／ 12 月 4 日 （ྛ 1名の 4名）

鹿児島大学医学部医学科 3年生

 病理診᩿科 8 月 7 日・12 日・14 日 7 名

【看護部】

原田学園鹿児島医療技術専門学校（小児看護学） 112 日㛫 14 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・NICU・小児看護学・⤫合実習）

 2616 日㛫 254 名

医療法人協会立看護専門学校（成人看護学・母性看護学） 300 日㛫 75 名

医療法人協会立看護専門学校（基礎看護学） 180 日㛫 30 名

⚄ᮧ学園専修学校（成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU） 384 日㛫 80 名

⚄ᮧ学園専修学校（基礎看護学） 240 日㛫 35 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科基礎課⛬（基礎看護学） 192 日㛫 12 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬ （成人看護学・老年看護学・母性看護学・小児看護学・NICU）

 800 日㛫 120 名

㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬（成人看護学・母性看護学） 696 日㛫 58 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（小児看護学・母性看護学） 696 日㛫 106 名

鹿児島中央看護専門学校 2年課⛬（在宅看護） 128 日㛫 16 名

ஂᮌ田学園看護専門学校（在宅看護） 212 日㛫 106 名

⚄ᮧ学園高等部看護学科専門課⛬（在宅看護） 60 日㛫 30 名

鹿児島高等看護学院（成人看護学） 48 日㛫 4 名

ᇛ西高校（インタ㸫ンシップ） 7 月 7 日～ 10 日 3 日㛫 3 名

鹿児島東高等学校（インタ㸫ンシップ） 11 月 17 日～ 19 日 2 日㛫 2 名

九州看護福祉大学（インタ㸫ンシップ） 7 月 24 日 1 日㛫 1 名

ᑦᚿ館高校看護科専門課⛬（インタ㸫ンシップ）   7 月 27 日・28 日 2 日㛫 1 名

赤ሯ学園　タラ看護専門学校（インタ㸫ンシップ） 8 月 3 日 1 日㛫 2 名

【リハビリテーション部】

⌰⌫リハビリテーション学院　長ᮇ（స業療法学） 4 月 7 日～ 6月 19 日 11 週㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校 長ᮇ I（理学療法学） 5 月 4 日～ 7月 10 日 10 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校 第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 18 日 10 週㛫 2 名

九州看護保健福祉大学　第 4学年臨床実習Ϫ（理学療法学） 5 月 11 日～ 7月 4日 8 週㛫 1 名

⇃本保健科学大学　第 4学年長ᮇ実習ϩ（స業療法学） 5 月 11 日～ 7月 3日 8 週㛫 1 名

沖縄リハビリテーション福祉学院　第 3学年長ᮇ臨床実習（స業療法学）

 5 月 11 日～ 7月 11 日 9 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 3学年臨床実習（స業療法学） 6 月 22 日～ 8月 15 日 8 週㛫 1 名

鹿児島大学　第 4学年臨床実習（理学療法学） 7 月 21 日～ 9月 11 日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床検査 定実習（理学療法学）

 7 月 27 日～ 8月 1日 1 週㛫 1 名

宮崎リハビリテーション学院　第 3学年臨床実習ϩ（理学療法学）

 7 月 27 日～ 10 月 9 日 11 週㛫 1 名

⚄ᮧ学園専修学校　第 1学年見学実習（స業療法学） 7 月 29 日～ 8月 1日 3 日㛫 1 名

鹿児島医療技術専門学校　第 4学年臨床実習（స業療法学） 8 月 3 日～ 10 月 9 日 10 週㛫 1 名

九州中央リハビリテーション学院　第 4学年臨床実習ϫ（స業療法学）

 8 月 10 日～ 10 月 3 日 8 週㛫 1 名

九州保健福祉大学　第 1学年見学実習（స業療法学） 8 月 17 日 1 日㛫 1 名

九州看護福祉大学　第 3学年臨床実習（理学療法学） 11 月 24 日～ 12 月 12 日 3 週㛫 1 名

福ᒸリハビリテーション専門学校　第 3学年長ᮇ臨床実習（理学療法学）

 1 月 12 日～ 3月 2日 8 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 3学年評౯実習（ゝㄒ⫈ぬ療法学）

 1 月 25 日～ 2月 19 日 3 週㛫 1 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 2学年臨床評౯実習（理学療法学） 2 月 1 日～ 2月 20 日 3 週㛫 2 名

鹿児島医療福祉専門学校　第 1学年介護体㦂実習（理学療法学） 2 月 22 日～ 2月 24 日 3 日㛫 2 名

鹿児島医療技術専門学校　第 1学年臨床見学体㦂実習（理学療法学）

 2 月 22 日～ 2月 26 日 1 週㛫 1 名

【中央放射線部】

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線技術学科4年生 6月1日～6月26日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科4年生 6月29日～7月24日 25日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線学科4年生 9月1日～9月30日 29日㛫 2名

鹿児島医療技術専門学校　診療放射線学科3年生 10月1日～10月31日 30日㛫 2名

【薬剤部】

九州保健福祉大学薬学部5年生　長ᮇ実務実習  9月7日～11月21日 75日㛫 2名

【栄養管理部】

ᑦ⤍大学▷ᮇ大学部食≀栄養学科2年　臨地・校外実習（病院給食実習） 8月31日～9月4日 1名

九州ዪ子大学　家ᨻ学部　栄養学科3年　臨地実習（ϩ）校外学習 3月7日～3月18日 1名

【在宅医療部】

ஂᮌ田学園看護専門学校 4月13日～9月17日 157日㛫 15名

鹿児島中央看護専門学校2年課⛬（通ಙ制）看護科 7月27日～8月27日 31日㛫 23名

⚄ᮧ学園高等部　看護学科専門課⛬ 6月29日～12月18日 172日㛫 21名

１㸳．どᐹ･研修･ぢᏛ㸦♫会ேのಶே、ᅋయ、ࡧࡼ࠾Ꮫ⏕㸧のཷ入ࠉ

【看護部】

.�. FIRST(N'(R  新生児内科　リハビリテーション見学 2名

4月10日 .YT　～NICU・フォローアップ外᮶～ྲྀᮦ㹱

6月26日 鹿児島看護専門学校　教員研修（㸱㝵東病Ჷ） 2名

7月21日 今ᮧ病院分院（新生児内科（NICU・GCU）見学 6名

7月24日 鹿児島高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月24日 㘊Ụ‴高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月24日 鹿児島ዪ子高等学校　ࡩれ࠶い看護体㦂 2名

7月29日 鹿児島実業高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 3名

7月29日 松㝧高校　ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

7月29日 鹿児島高等学校ࡩれ࠶い看護体㦂 1名

8月3日 医療法人育成会　ᆏཱྀ病院　（褥瘡管理課） 2名

10月21日 第2回鹿児島県地区再就職支援セミナー実施研修 3名

【中央放射線部】

7月18日 ᇛ西高校　インターンシップ研修 2名

8月17日 ᖇி大学福ᒸ医療技術学部 1名

8月20日 鹿児島県臨床研修病院見学ツアー 1名

10月30日 九州保健福祉大学薬学部 1名

11月18日 東高校インターンシップ研修 2名

2月2日 名ᱜ館高校　インターンシップ 2名

【中央臨床検査部】

3月8日 ⇃本保健科学大学　医学検査学科3年生 1名

3月10日 㤶川県立保健医療大学　臨床検査学科3年生 1名

3月14日～18日 山ཱྀ大学　検査技術科学専ᨷ3年生 3名

【臨床工学部】

6月1日～13日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

6月15日～27日 九州保健福祉大学　病院実習 1名

【薬剤部】

4月2日 九州保健福祉大学卒業生 1名

4月6日 第一薬科大学卒業生 1名

4月20日 九州保健福祉大学6年生 1名

5月7日 ㏆␥大学6年生 1名

5月7日 福ᒸ大学6年生 1名

5月13日 長崎大学6年生 1名

5月15日 長崎大学6年生 1名

12月11日 ᒱ㜧薬科大学5年生 1名

1月26日～29日 長田中学校　職ሙ体㦂学習 3名

2月16日 ᚨ島大学5年 1名

3月15日 ᓫᇛ大学5年生 1名

3月22日 広島国㝿大学5年生 1名

3月24日 九州保健福祉大学5年生 1名

3月28日 九州保健福祉大学5年生 2名

3月28日 広島国㝿大学5年生 1名

3月29日 九州保健福祉大5年生 1名

3月29日 福ᒸ大学5年生 1名

3月30日 ⇃本大学5年生 2名

【栄養管理部】

7月8日 鹿児島ᇛ西高校　トータルエステティック科・フッションデザイン科

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 3名

11月18日 鹿児島東高校　ᬑ通科1年生　インターンシップ

 「病院における栄養士の役」「給食体㦂」 2名

1月26日 鹿児島生協病院　NST見学 3名

2月2日 ᫂ᱜ館高校　ᬑ通科2年生　インターンシップ 2名

【緩和医療課】

1月18日 田上グ念病院　っとサロン今給㯪見学 3名

【消防・救士】

5月11日～22日 救急救士　就業๓病院実習 2名

8月24日～3月31日

 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 1名

10月19日～26日�11月30日～12月7日�12月7日～14日�2月29日～3月7日

 救士　病院実習 　ྛ1名　ィ4名

2月1日～2月7日 救急振興㈈ᅋ　救急救士実習 4名

2月12日 鹿児島県消防学校救急科　病院実習 2名
 
【事務部】

3月16日 整ᙧ外科୕ឡ病院　病院見学（診療情報管理部） 2名

１㸴．ᩥ 活動･ࢶ࣮࣏ࢫᴗ活動･ࢸࣥࣛ࣎活動

【医師】

8月・3月 医師会催　子ࡶ予防᥋種週㛫　予防᥋種推進 1名参加

11月14日 㡢機で⪺くドイツ㡢ᴦ～としてኌᴦ～（80名㚷㈹） 1名参加

3月6日 鹿児島マラࢯン2016　救護⌜ 1名派遣

【看護部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 3名派遣

5月12日 看護の日グ念式 1名派遣

5月16日 1日まࡕの保健ᐊ 1名派遣

5月16日 「看護の日・看護週㛫」1日まࡕの保健ᐊ　࣎ランティア 4名派遣

6月7日 第24回九州バレー࣎ール交Ḽ大会　࣎ランティア 1名派遣

8月1日 第50回鹿児島市民大会開会式役員委託 1名派遣

8月22日 24㛫テレビ　ᛮいをつなࡄ　鹿児島・㘊Ụ‴ᶓ᩿㐲Ὃリレー 1名派遣

9月5日 まࡕの保健ᐊ（第36回看護展）࣎ランティア 1名派遣

9月19日 鹿児島市立病院NCPR研修協ຊ員 3名派遣

9月19日・20日 第69回県民体育大会応援 1名派遣

11月18日 南日本リビング社「鹿児島キラリዪ性大㈹」審査員 1名派遣

1月28日 第49回鹿児島県保健看護研究会協ຊ員 1名派遣

2月13日 第63回県下一࿘市㒆対ᢠⱥ機電➇㉮大会　࣎ランティア 1名派遣

3月18日 平成27年度薩摩地区MC協議会స業部会 1名派遣

【中央放射線部】　

5月9日・10日 リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま 2名参加

10月4日 市民健ᗣ⚍ࡾ　実行委員 1名派遣

10月18日 ࣆンクリ࣎ン in kDJosKiPD2015 2名派遣

12月20日 原子ຊ防⅏カ⦎　実行委員 2名派遣

3月20日 ࣆンクリ࣎ンフェスタ　実行委員 2名派遣

【栄養管理部】

8月22日 がん患者サロンっとサロン今給㯪　ミࢽຮᙉ会「㈋血を予防しよ࠺」 1名参加

10月4日 第32回市民健ᗣまつࡾ　栄養相談 2名参加

【病理部】

4月12日 おごࡻࡌプロジェクト2015 LO9( 49　子宮㢕がんイベント 2名参加

11月10日 検査と健ᗣ展 1名参加

【緩和医療課】

5月9日 「リレー・フォー・ライフ・ジࣕパンかごしま」　相談員派遣協ຊ 2名派遣

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１㸵�་Ꮫ･┳ㆤᏛᰯ➼のᏛᴗᩍㅍ࡚ࡋ、Ꮫ･㧗ᰯ･ᑓ㛛Ꮫᰯ➼へ講師ࢆᐃᮇ的派遣ࠋࡓࡋ

【医師】ࠉ

鹿児島歯科学院専門学校技工士科　㠀常講師 歯科部長　㙊田ࣘミ子

鹿児島県立▷ᮇ大学　㠀常講師 4月～7月ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

鹿児島大学小児科外᮶実務研修　㠀常講師 ẖ週Ỉ᭙日　小児科部長　⋢田Ἠ

長崎大学病院　㠀常講師 歯科ཱྀ⭍外科部長　ྜྷ田雅ྖ

鹿児島県消防学校　㠀常講師 5月22日／6月1日／1月22日／2月1日　㯞㓉科　西山῟

【看護部】

7月17日 鹿児島市立ᆏඖ中学校　家ᗞ教育学⣭ 講師　看護部長　㏆⸨ひとࡳ

11月11日・19日・25日

 国立病院機ᵓ　鹿児島医療センター付属看護専門学校 講師　NICU師長　ྂ川⚽子

11月11日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：ࣔࢽタリングの┠的と᪉法 救急ㄆ定看護師　ᶫཱྀᜏ夫

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：放射線療法と看護 放射線ㄆ定看護師　Ⱚこࡎえ

11月19日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：化学療法と看護 がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

11月20日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：安㟼療法、食事用法、人工臓器 師長　中ᮧ❶子

11月24日 ஂᮌ田学園看護専門学校　㠀常講師

 科┠：㓟⣲吸ධ、吸ᘬ、ドレナージ 慢性呼吸器疾患ㄆ定看護師　立▼ె子

12月2日・16日 㱟ᱜ高等学校看護学科専門課⛬ 講師　がん化学療法ㄆ定看護師　Ἑ原ᑦ美

12月17日 ⚄ᮧ学園専修学校　講師 看護師　山⋤恵

【中央放射線部】

2月1日・8日・17日

 鹿児島医療技術専門学校　診療⏬ീ技術学Ϩ 　講師　放射線技師　ᾋ田ၨ一㑻
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１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌
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１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌

１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌
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１８．主な公的会議･研修会への参加、講師派遣

【医師】

がん拠点病院関連会議 1 名参加

ターナー症候群家族会　「MIRAI の会」　年 2回定例会 1 名参加

鹿児島県小児慢性特定疾患対策協議会委員　年 12 回審査会　年 1回委員会 1 名参加

4月～ 11 月 鹿児島市学校腎臓健診会議（判定会議）委員　年 6回 1 名参加

5月 25 日 エドキサバンフォーラム in 鹿児島 血栓症のトータルメネージメント 講師 1 名派遣

5月 25 日･26 日 鹿児島市消防局　救急隊員症例検討会 1 名派遣

7月 23 日 鹿児島県エイズ対策連絡協議会　委員 1 名派遣

9月 2日･3 日 救急隊員症例検討会 講師 1 名派遣

9月 10 日 鹿児島県教育委員会 鹿児島県新規採用養護教諭研修会 講師 1 名派遣

10 月 10 日 鹿児島県公的病院総会 1 名参加

12 月 1 日･4 日 第 3 回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名対象 1 名派遣

2月 2日･24 日 薩摩地域救急業務高度化協議会 1 名参加

2月 13 日･14 日 第 6 回生長会産婦人科レビューコース　社会医療法人生長会　講師 1 名派遣

3月 31 日 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 歯科医師臨床研修管理委員会 1 名参加

【看護部】

4月 4日 第 42 回鹿児島県減菌業務研究会　座長 1 名派遣

4月 5日・18 日／ 5月 8日／ 6月 6日／ 9月 5日／ 10 月 3 日／ 11 月 7 日／ 12 月 5 日／ 1月 9日／

2月 13 日／ 3月 12 日／ 3月 19 日

 鹿児島看護協会　看護師職能委員会 1 名参加

4月 10 日／ 5月 11 日／ 6月 19 日／ 10 月 6 日／ 11 月 16 日／ 2月 17 日／ 3月 11 日

 鹿児島県看護協会　看護の日・週刊行事実行委員会 1 名参加

4月 25 日／ 8月 8日 

 鹿児島県看護協会　運営委員会 1 名参加

5月 9日 日本看護協会通常総会・全国職能別交流集会 1 名参加

5月 9日／ 7月 4日／ 9月 12 日

 鹿児島県看護協会　理事会 1 名参加

5月 22 日／ 7月 17 日／ 11 月 27 日

 日本感染管理ベストプラクティス研究会　アドバイザー 1 名派遣

5月 23 日 看護師研修会議 1 名参加

5月 23 日 日本看護連盟通常総会代議員研修 1 名参加

5月 28 日／ 7月 23 日／ 8月 22 日／ 10 月 22 日／ 12 月 24 日／ 1月 30 日／ 3月 24 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区安全情報ネットワーク会議 1 名参加

5月 30 日 鹿児島県看護協会通常総会及び職能合同集会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟通常総会決起大会 1 名参加

6月 2日 日本看護連盟都道府県会長・幹事長・支部長合同会議研究会 1 名参加

6月 6日 創傷管理クローズドセミナー　看護師視点で考える創傷管理

 PICO 創傷治療システムに関する症例検討会

 四肢創傷（手指 :熱傷、母趾：外傷）への PICO 使用症例　講師 1 名派遣

6月 9日 中東呼吸器症候群への対応に関する意見交換会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区集会 1 名参加

6月 13 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

6月 16 日 社会福祉法厚生会　介護老人福祉施設　睦園

 園内研修「感染症予防及び蔓延防止について」講師 1 名派遣

6月 17 日 鹿児島市医療介護連携ネットワーク西部地区連携の会 2 名参加

6月 18 日 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全管理者フォローアップ研修会 1 名参加

6月 19 日 医療安全研修 1 名参加

6月 20 日 鹿児島県看護協会南薩地区集会 1 名参加

6月 23 日・27 日／ 7月 30 日／ 8月 28 日／ 9月 13 日／ 10 月 3 日／ 11 月 16 日／ 2月 5日／ 3月 5日　 

 助産師職能委員会 1 名参加

6月 26 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

6月 27 日 第 3 回鹿児島セーフティマネジメント研究会　講師 1 名派遣

6月 26 日／ 9月 25 日／ 11 月 27 日／ 2月 26 日

 鹿児島県看護協会　鹿児島地区役員会・評議員会 1 名参加

6月 27 日 鹿児島セーフティマネジメント研究会 1 名参加

7月 4日 鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区再就業支援セミナー　講師

 「救急対応」「院内感染防止」 2 名派遣

7月 23 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

7月 23 日 鹿児島県看護協会　平成 27 年度第 1回鹿児島地区再就業支援セミナー

 「院内感染防止」講師 1 名派遣

7月 27 日 母子保健連絡会議 1 名参加

8月 8日／ 1月 23 日／ 3月 19 日

 鹿児島県看護協会　研究倫理委員会 1 名参加

8月 3日／ 3月 11 日

 日本看護協会　全国職能委員長会議 1 名参加

8月 22 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

8月 23 日 鹿児島県小児保健協会　理事会 1 名参加

8月 27 日 鹿児島県母性衛生学会役員会 1 名参加

9月 12 日 鹿児島救急医学会　第 44 回看護部会　シンポジスト 1 名派遣

9月 13 日／ 10 月 3 日 

 鹿児島県看護協会　助産師研修会 1 名参加

9月 17 日 八反丸病院　院内研修

 「院内感染対策について～院内ラウンドを通して～」講師 1 名派遣

9月 25 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

10 月 3 日 鹿児島県看護連盟青年部会委員会 1 名参加

10 月 11 日 快護生活フェス！福祉機器展＆セミナー in かごしま　講師

 「スキンケアってなに？～褥瘡予防に繋がるスキンケア対策を学ぶ～」

  1 名派遣

10 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

10 月 24 日 平成 27 年度第 3回鹿児島市スポーツ推進委員会 1 名参加

10 月 31 日 オストメイトと家族の集い

 第 1回公開講座「スマートケアの基本理念と実践」講師 1 名派遣

11 月 24 日 鹿児島医療技術専門学校　看護教育研修会 2 名参加

11 月 27 日 鹿児島県看護協会評議員会 1 名参加

12 月 1 日・4日 第 3回救急隊員症例検討会　参加講習会　講師

 対象：鹿児島市中央・南・西 3消防署救急隊員 60 名 9 名派遣

12 月 6 日 九州ブロックポリナビワークショップ in 宮崎 1 名参加

12 月 11 日 ブロック別都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議 1 名参加

12 月 12 日 鹿児島県看護協会　事業検討会 1 名参加

12 月 12 日／ 1月 16 日・30 日／ 2月 13 日・14 日

 鹿児島県看護協会　新人助産師合同研修会 1 名参加

12 月 22 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

1月 20 日 鹿児島県医療法人協会立　看護専門学校実習指導者会議 1 名参加

1月 30 日 鹿児島県医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

2月 12 日 ナースセンター事業運営委員会 1 名参加

2月 13 日 鹿児島県看護協会　鹿児島地区研修会 1 名参加

2月 13 日 医療安全研修 1 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会～ NICU から在宅へ～ 「NICU からの退院支援」講師 1 名派遣

2月 26 日 鹿児島県鹿児島地区評議員会 1 名参加

2月 26 日 小児在宅医療検討会 1 名参加

3月 5日 宮崎県産婦人科医院従事者研修会

 第 20 回ひむかセミナー「NICU から退院支援」講師 1 名派遣

3月 12 日 平成 27 年度第 4回鹿児島市スポーツ推進委員会 社会体育指導者研修会 1 名参加

3月 15 日 都道府県医療・介護連携調整実証事業にかかる医療・介護合同会議 1 名参加

3月 18 日 地域連携 Net Works 情報交換会 1 名参加

3月 23 日 新人看護職員卒後研修検討会 1 名参加

3月 23 日 小児在宅推進事業連携実務検討会 1 名参加

3月 24 日 鹿児島地区医療安全情報ネットワーク会議 1 名参加

【リハビリテーション部】

2月 20 日 パネル討議「誤嚥性肺炎の予防」講師 1 名派遣

【中央放射線部】

8月 1日 FRT 九州講演会　MRI 検査講師 1 名派遣

8月 7日 第 21 回乳がん検診従事者研修会 3 名参加

8月 21 日 第 2 回乳がん検診均てん化研修会 4 名参加

9月 18 日 第 1 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

10 月 3 日･4 日 九州 GYRO ミーティング　MRI 検査講師 1 名派遣

10 月 30 日 低線量 CT 肺がん検診研修会 4 名参加

1月 31 日 診療放射線技師基礎技術講習会　MRI 検査講師 1 名派遣

2月 1日･30 日 鹿児島県臨床工学技士会　新年教育セミナー　講師 1 名派遣

2月 19 日 第 2 回肺がん検診均てん化研修会 5 名参加

2月 27 日 乳がん検診均てん化研修会 2 名参加

3月 11 日 乳がん検診従事者研修会 1 名参加

3月 26 日 放射線技師危機管理士部会研修会　MRI 検査講師 1 名派遣

【臨床工学部】

5月 17 日 宮崎県臨床工学技士会教育講演　講師 1 名派遣

9月 6日 九州臨床工学技士会共催学術セミナー 2　日本光電九州株式会社　講師 1 名派遣

9月 26 日 南九州急性血液浄化技術検討会　東レ・メディカル株式会社　講師 1 名派遣

3月 26 日 第 6 回呼吸器療法セミナー　講師 1 名派遣

【薬剤部】

4月 15 日／ 7月 15 日／ 10 月 21 日／ 1月 20 日

 薬薬連携会議 2 名参加

5月 20 日／ 8月 19 日／ 11 月 18 日／ 2月 17 日

 がん化学療法薬薬連携研修会 15 名参加

3月 15 日 がん化学療法に関する合同研修会 15 名参加

【栄養管理部】

4月 22 日 リハビリテーション栄養　今とこれからを考える 8 名参加

5月 30 日 新生児栄養フォーラム 1 名参加

6月 13 日 第 12 回鹿児島 NST 研究会 3 名参加

6月 20 日 第 11 回ぴくるすの会研究会 3 名参加

8月 17 日 ウィズガス食フォーラム 2015 1 名参加

8月 27 日 株式会社南給　特別講演　美味しい病院食～とくに高血圧と塩分について～ 1 名参加

8月 28 日 鹿児島県リハビリテーション栄養セミナー 4 名参加

9月 8日 第 2回関係職種技術向上のための研修会 3 名参加

10 月 9 日 スマイルケア食についての研修会 6 名参加

10 月 13 日 平成 27 年度　給食施設従事者研修会 1 名参加

10 月 14 日 第 3 回関係職種技術向上のための研修会 2 名参加

10 月 17 日 運動器の 10 年・骨と関節の日県民公開講座 1 名参加

10 月 24 日 第 11 回鹿児島摂食嚥下リハビリテーション研究会 1 名参加

10 月 24 日 姶良・伊佐地域振興局管内給食施設連絡協議会研修会 1 名参加

10 月 27 日 ネスレセミナー　in 鹿児島 2 名参加

11 月 11 日 平成 27 年度第 2回鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク研修会 3 名参加

3月 19 日 在宅褥瘡セミナー「栄養管理」　講師 1 名派遣

【在宅医療部】

8月 28 日 在宅医療推進研修会 1 名参加

9月 4日 ストレスチェック制度 1 名参加

10 月 10 日 腸内ケアのすすめ 1 名参加

11 月 12 日 介護サービスの質の向上に資する研修会 1 名参加

3月 13 日 地域包括ケアにおける緩和ケア 1 名参加

3月 16 日 H28 年度診療報酬改定研修会 1 名参加

【診療補助部】

6月 15 日 第 1 回鹿児島診療情報管理研究会セミナー 4 名参加

【緩和医療課】

4月 25 日 尊厳死協会かごしま総会講演　「健やかに生き安らかに旅立つために」講師 1 名派遣

5月 27 日 国保診療施設看護師長研修会　「在宅医療の現状と緩和ケア」講師 1 名派遣

【事務部】

8月 6日 南九州地区洋上救急支援協議会 1 名参加

9月 11 日･12 日 第 19 回全国病院広報研究大会　HIS フォーラム 2015 in 釧路 1 名参加

11 月 28 日 第 4 回九州・沖縄ブロック　地域相談支援フォーラム in 鹿児島　実行委員 1 名参加

1月 16 日･17 日 ALSO プロバイダーコース＠鹿児島 5 名参加

2月 16 日 小児在宅療養研修会　鹿児島県医師会館 5 名参加

3月 12 日 小児在宅療養研修会　天文館ビジョンホール 3 名参加

１９．入院患者不在者投票

4 月 12 日 執行鹿児島県議会議員選挙　不在者投票 16 名実施

2月 28 日 執行東串良町長及び東串良町議会議員補欠選挙　不在者投票 1 名実施

２０．その他の活動報告

4 月 1 日 鹿児島大学臨床教授委託

 昇卓夫･濵之上雅博･松永俊二･丸山芳一･西澤輝彦･米田敏･白濱浩･田代幸恵･長堂竜維

 鹿児島大学臨床准教授委託　川畠寿史

6月 24 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 25 名

10 月 5 日 産科退院患者による「おぎゃー献金」を日母おぎゃー献金基金へ献金　 22,700 円

11 月 26 日 鹿児島県赤十字血液センター献血 17 名

12 月 28 日 リレー・フォー・ライフかごしまへ募金 112,901 円

２１．表彰
鹿児島県看護協会会長表彰 師長　上ノ町和子
8月 10 日 厚生労働省　平成 27 年度母子保健厚生労働大臣表彰 小児科部長　鉾之原昌


	2015_01_showakaishi_info
	2015_02_showakaishi_statistic
	2015_03_01_showakaishi_med
	2015_03_02_showakaishi_dpt
	2015_04_showakaishi_committee
	2015_05_showakaishi_achivement
	2015_06_showakaishi_clinic
	2015_07_showakai_report

